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会員第一号 城 数馬氏のこと

会
員
第

一
号
　
城

数
馬
氏
の
こ
と

藤

島

敏

男

本
会
創
立
発
起
人
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
高
野
氏
の
歿
後
、
武
田
、
中
村
、
山
川
、
三
枝
の
諸
先
輩
が
追
悼
記
を
寄
せ
ら
れ
た
が
、
私
も

一
文
を
草
し
て

『山
岳
』
第
六
十
年
に
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
私
は
創
立
当
時
発
起
人
た
ち
が
、
い
か
に
年
少
気
鋭
の
士
で
あ
っ
た
か

と
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
た
め
も
あ
っ
て
、
発
起
人
の
方
々
の
年
齢
を
記
入
し
た
の
で
あ
る
が

（
一
八
五
頁
）、
会
報
そ
の
他
あ
れ
こ
れ
と

資
料
を
漁

っ
て
六
人
ま
で
は
判
明
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
最
年
長
と
き
い
て
い
た
城
数
馬
氏
の
年
齢
が
、
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
い
の

で
、
未
記
入
の
ま
ま
、
編
集
者
の
手
で
調
べ
て
ほ
し
い
と
書
添
え
て
送
稿
し
た
。
資
料
蒐
集
に
は
人

一
倍
熱
心
な
エ
デ
ィ
タ
ー
望
月
達
夫

氏
か
ら
、
い
か
に
手
を
つ
く
し
て
も
、
わ
か
ら
な
い
と
連
絡
が
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
た
資
料
集
め
に
夢
中
で
、
頼
ま
れ
も
し
な
い
の
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
ふ
る
い
こ
と
を
執
念
深
く
調
べ
て
い
る
会
員
、
小
林
義

正
氏

（『山
と
書
物
』
正
続
三
巻
の
著
者
）
に
当
っ
て
み
る
と
、　
何
と
か
わ
か
る
だ
ろ
う
と
引
受
け
て
く
れ
た
も
の
の
、
結
果
は
三
枚
続
き
の
葉

書
が
届
い
て
、
高
野
鷹
蔵
氏
の
書
か
れ
た
文
章
に

「
…
…
こ
れ
に
馳
せ
参
じ
た
る
城
数
馬
老

（事
実
当
時

一
番
の
老
人
）
…
…
。
…
…
発

起
人
中
の
最
年
長
者
で
…
…
。
…
…
城
さ
ん
と
い
う
人
は
武
田
君
が
高
山
植
物
の
方
で
懇
意
に
な
ら
れ
た
人
で
、
年
輩
か
ら
い
う
と
我
々
　
↓

の
親
く
ら
い
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
…
…
当
時
と
し
て
は
長
老
城
棲
碧
氏
は
別
格
、
次
で
小
島
君
高
頭
君
相
共
に
壮
年
時
代
、
武
田
君
自
　
く



分
梅
沢
君
山
川
君
は
青
年
時
代
…
…
」
と
あ
り
、
ま
た

『
山
岳
』
第
二
年
第

一
号
に
小
島
鳥
水
氏
の

「表
紙
揮
豪
の
小
杉

（未
醒
）
君
は

城
数
馬
さ
ん
が
描
か
せ
た
も
の
で
、
小
杉
君
は
青
年
時
代
に
、
城
氏
の
親
友
五
百
城
文
哉
の
書
生
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
…
…
」
と
い

う
記
事
を
取
上
げ
、
五
百
城
画
伯
は
明
治
三
十
九
年
六
月
七
日
四
十
四
歳
で
日
光
の
自
宅
で
逝
去
と
あ
る
か
ら
、
親
友
の
城
氏
も
略
同
年

か
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
生
年
は
文
久
二
年

（
一
八
六
二
年
）
と
な
る
筈
と
、
た
い
へ
ん
行
届
い
た
報
告
を
貰

っ
た
が
、
依
然
と
し
て
城
氏

の
正
確
な
年
齢
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
と
、
同
じ
発
起
人
で
あ
る
武
田
博
士
に
伺
い
を
立
て
て
み
た
。　
〃僕
は
ヒ
ト
の
年
齢
に
は
、
む
か
し
か
ら
興
味
が
な
い
か
ら

知
ら
な
い
が
、
城
さ
ん
の
こ
と
を
よ
く
調
べ
て
い
る
弁
護
士
が
い
る
か
ら
、
そ
の
ア
ド
レ
ス
を
教
え
よ
う
″
と
の
こ
Ｌ
で
、
伊
藤
憲
郎
氏

の
住
所
電
話
ま
で
教
示
さ
れ
た
。
私
は
詳
細
な
書
面
を
認
め
て
、
伊
藤
氏
の
教
え
を
乞
う
た
が
、
中
々
返
信
に
接
し
な
い
の
で
気
を
も
ん

で
い
る
と
、
約
二
週
間
後

（四
十
年
六
月
二
十
九
日
）
に
封
書
が
届
き
、
『山
草
家

ｏ
城
数
馬
先
生
年
譜
。
昭
和
四
十
年
二
月
作
成
。
伊
藤
憲

郎
』
と
記
さ
れ
た
謄
写
版
刷
の
小
冊
、
そ
れ
に
添
え
ら
れ
た
書
面
は
伊
藤
夫
人
か
ら
の
も
の
で
、
伊
藤
氏
が
そ
の
六
月
八
日
病
歿
さ
れ
、

取
込
み
の
た
め
返
信
の
お
く
れ
た
旨
が
認
め
ら
れ
て
あ
っ
た
。
ち
ょ
ぅ
ど
、
私
が
照
会
状
を
発
信
し
た
前
後
に
永
眠
さ
れ
た
こ
と
も
、
逝

去
の
四
ヵ
月
前
に
城
氏
の
年
譜
を
ま
と
め
ら
れ
て
あ
っ
た
こ
と
も
、
私
に
は
、
な
に
か
不
思
議
な
め
ぐ
り
会
わ
せ
の
よ
う
な
気
が
し
て
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
伊
藤
氏
か
ら
の
返
書
を
心
待
ち
し
て
い
る
あ
い
だ
に
、
私
は
本
会
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

『山
岳
』
を
調
べ
て
み
た
が
、
第
十
七
年

第
二
号

（大
正
十
三
年
二
月
発
行
）
の
一
三
六
頁
、
会
報
欄
に
、

○
名
誉
会
員
城
氏
の
訃
報

本
会
発
起
人
の
一
人
に
し
て
名
誉
会
員
た
る
城
数
馬
氏
は
、
高
等
覆
審
法
院
長
と
し
て
朝
鮮
京
城
に
在
職
中
な
り
し
が
、
病
の
為
本
年

二
月
亮
去
さ
れ
た
る
旨
通
知
に
接
し
た
り
、　
氏
は
夙
に
山
草
家
と
し
て
其
名
を
知
ら
れ
、　
且
知
人
の
間
に
高
山
狂
を
以
て
呼
ば
れ
た
る

程
、
早
く
既
に
明
治
二
十
八
九
年
頃
よ
り
各
地
の
諸
高
山
に
登
ら
れ
た
る
が
、
明
治
三
十
八
年
に
至
り
、
偶
山
岳
会
設
立
の
議
起
る
や
、

(2)



会員第一号 城 数馬氏のこと

発
起
人
と
し
て
大
い
に
尽
力
す
る
所
あ
り
、
事
務
所
の
如
き
も
日
本
橋
室
町
な
る
氏
の
法
律
事
務
所
内
に
置
き
て
、
四
十

一
年
控
訴
院
長

と
し
て
朝
鮮
京
城
に
赴
任
す
る
ま
で
会
務
を
取
扱
は
れ
た
り
。
大
正
十
年
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
る
。

と
い
う
、
い
た
っ
て
簡
単
な
記
事
が
あ
る
の
み
で
、
逝
去
の
月
も
実
際
は

一
月
だ

っ
た
の
が
、
二
月
と
な

っ
て
い
る
し
、
追
悼
記
の
よ

う
な
も
の
も
、
遺
影
も
全
く
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

城
氏
の
会
員
番
号
は
第

一
号

（因
み
に
発
起
人
の
会
員
番
号
は
、
１
城
、
２
小
島
、
３
高
野
、
４
高
頭
、
５
武
田
、
６
梅
沢
、
７
山
川
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
に
よ

っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
が
、
最
年
長
の
城
氏
が
丁
度
第
一
号
と
な
っ
た
の
は
、
偶
然
と
は
い
え
、
ま
こ
と
に
う
ま
く
い
っ
た
も
の
で
あ
る
）
で
あ

っ
て
、
本
人
〓
相刷
立
の

と
き
に
は

「
小
島
君
の
案
で
、
社
会
的
に
相
当
の
地
位
の
あ
る
人
を
発
起
人
に
加
え
た
方
が
よ
か
ろ
う
と
い
う
の
で
、
山
草
会
の
小
集
会

が
折
々
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
席
上
、
私
が
城
氏
に
こ
う
い
う
話
が
あ
る
ん
だ
が
、
加
わ

っ
て
貰
え
な
い
か
と
い
っ
た
処
が
、
そ
れ
は
面
白
い

だ
ろ
う
、
な
ん
と
か
や

っ
て
み
よ
う
と
い
わ
れ
た
が
、
…
…
中
略
…
…
こ
の
人
は
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
れ
ば
数
代
上
の
大
先
輩
で
、
高
頭
君

で
も
誰
で
も
片

っ
ぱ
し
か
ら
叱
り
飛
ば
さ
れ
て
、
或
時
高
頭
君
が
何
か
失
敗
し
て
謝

っ
た
が
、
城
氏
に
謝
ま

っ
て
済
む
か
と
叱
ら
れ
、
こ

れ
に
は
高
頭
君
も
な
ん
て
い
っ
て
い
い
の
か
ど
う
に
も
判
ら
な
い
の
で
、
流
石
の
高
頭
君
も
口
を
つ
ぐ
ん
で
し
ま

っ
た
と
い
う
様
に
、
鞭

撻
し
て
く
れ
た
の
が

城

数
馬
氏

で
、
‥
…

」
（『山
岳
』
第
四
十
四
年
第
一
号
三
二
―
三
頁
、
武
田
久
吉
氏
講
演
筆
記
）
と
い
う
よ
う
な
存
在

で
あ
り
、

「
若

い
も

の
ば

か

り

で
な

く

、
そ
う

い
う

お

日
付

役

の
年

寄

り
も
加

わ

り

ま

し

て
…

…
」

（
『
山
岳
』
第
五
十
年
六
六
頁
、
高
野
鷹
蔵
氏
講
演
筆
記
）
と

か
、
「山
岳
会
の
骨
組
に
は
城
数
馬
氏
の
斡
旋
も
多
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
城
氏
は
、
高
山
植
物
の
採
集
家
と
し
て
知
ら
れ
、　
八
ヶ
岳

白
馬
岳
等
に
早
く
か
ら
登
ら
れ
て
い
た
。
本
職
は
弁
護
土
と
し
て
、
法
曹
界
に
、
早
く
か
ら
名
を
成
し
て
い
た
。
東
京
市
の
市
会
議
員
で

あ
り
、
後
に
朝
鮮
控
訴
院
長
と
し
て
京
城
に
赴
任
せ
ら
れ
た

〃名
士
″
の
一
人
で
あ
っ
た
。
高
頭
君
が
会
の
た
め
に
一
と
肌
脱
が
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
と
聞
く
や
、
単
身
高
頭
君
の
郷
里

へ
乗
り
込
み
、
高
頭
君
に
も
面
会
し
た
上
、
聾
望
資
産
ま
で
調
査
し
て
、
信
頼
す
る
に
足

る
人
物

な

る

こ
と
を

鑑

定

し

て
報

告

さ

れ

た

。
」
（小
島
烏
水
氏
著

『
山
の
風
流
使
者
』
三
二
二
頁
）
と

い
う

よ
う

な

と

こ
ろ

か
ら

、　
城

氏

が

、　
ど
う

し
て
も
会
の
長
老
元
締
格
で
ぁ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
会
の
事
務
所
も
、
最
初
は
城
氏
の
法
律
事
務
所

（日
本
橋
区
西
室
町
三
ノ
一〇
）
に

(3)



置
か
れ
た
。
大
正
十
年
に
は
、
ウ
エ
ス
ト
ン
、
志
賀
重
昴
、
大
平
晟
、
自
井
光
太
郎
の
諸
先
輩
に
つ
づ
い
て
、
本
会
で
五
人
目
の
名
誉
会
　
＞

員
に
推
薦
さ
れ
た
、
こ
の
大
先
輩
の
逝
去
後
、
数
行
の
訃
報
以
外

『山
岳
』
誌
上
に
何
も
残
っ
て
い
な
い
の
は
、
ど
う
い
う
ゎ
け
な
の
で
　
い

あ
ろ
う
。
或
い
は
城
氏
の
朝
鮮
在
住
が
十
六
年
の
長
き
に
亘
っ
て
、
本
会
と
硝
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
し
、
ま
た
逝
去

さ
れ
た
の
が
、
か
の
関
東
大
震
災
か
ら
半
歳
た
た
な
い
大
正
十
三
年

一
月
で
、
城
氏
往
年
の
同
志
の
身
辺
も
、
多
事
で
あ
っ
た
た
め
か
と

も
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
伊
藤
憲
郎
氏
が
苦
心
し
て
作
成
さ
れ
た
年
譜
を
入
手
し
て
、
城
氏
の
本
会
創
立
当
時
の
年
齢
が
四
十

一
歳
と
判
明
し
た
ば

か
り
で
な
く
、
生
年
歿
年
は
も
と
よ
り
、
経
歴
な
ど
も
は
っ
き
り
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
譜
が
作
成
者
の
永
眠
さ
れ
る
僅
か
四
ヵ
月

前
に
漸
く
完
成
し
た
こ
と
は
、
前
に
も
書
い
た
が
、
関
係
方
面
と
い
っ
て
も
、
ど
の
程
度
の
範
囲
の
人
々
の
手
に
配
布
さ
れ
た
も
の
か
、

知
る
よ
し
も
な
い
が
、
私
と
し
て
は
、
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
埋
も
れ
さ
せ
て
し
ま
う
に
忍
び
な
い
し
、
創
立
六
十
周
年
も
す
で
に
す
ぎ
た
今

日
に
至
っ
て
、
発
起
人
中
の
最
長
老
、
会
員
第

一
号
城
数
馬
氏
の
こ
と
が
歿
後
四
十
余
年
を
経
て
、
始
め
て

『山
岳
』
誌
上
に
や
や
詳
細

に
記
る
さ
れ
る
の
も
、
無
意
義
で
は
あ
る
ま
い
と
お
も
う
。
作
成
者
が
城
氏
京
城
時
代
の
部
下
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
法
曹
家
司
法
官
と

し
て
の
面
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
作
成
者
の
意
思
を
尊
重
し
て
、
敢
え
て
省
略
す
る
こ
と
な
く
こ
こ
に
再
録
し
て
お
き
た
い
。

一
、
年

元
治
　
　
一九
年

明
治
　
十
三
年

二
十

一
年

二
十
五
年

二
十
六
年

載
叩八

月
七
日
誕
生
　
久
留
米
藩

司
法
省
法
学
校
入
学

七
月
東
大
仏
法
科
卒
業
、
著
述
仏
国
証
拠
法
其
他

代
言
人
無
試
験
免
許

東
京
弁
護
士
、
法
典
論
争
参
加



会員第一号 城 数馬氏のこと

三
十
年
　
　
東
京
弁
護
士
会
副
会
長

東
京
市
会
議
員
当
選
―
副
議
長
二
回

高
山
植
物
の
採
集
は
じ
め
る

三
十
五
年
　
　
山
草
会
結
成
　
ツ
ク
モ
グ
サ
発
見

三
十
八
年
　
　
日
本
山
岳
会
組
織

（四
十

一
歳
）

四
十

一
年
　
　
京
城
控
訴
院
長
に
起
用
さ
る

二
月
東
京
弁
護
士
会
主
催
送
別
会

四
十
三
年
　
　
日
韓
併
合

朝
鮮
総
督
府
裁
判
所
令
公
布

四
十
五
年
　
　
職
階
改
正
　
京
城
覆
審
法
院
長

大
正
　
　
八
年
　
　
朝
鮮
独
立
万
才
騒
擾
事
件
勃
発

（
二
ヵ
月
に
及
ぶ
）

十
三
年
　
　
一
月
二
十
三
日
　
逝
去

（
六
〇
歳
）

二
、
資
　
　
料

城
数
馬
先
生
は
、
維
新
前
か
ら
大
正
半
ま
で
、
日
本
の
創
成
期
に
そ
の
生
涯
を
送
ら
れ
、
多
彩
に
亘
っ
て
い
る
が
、
終
始
、
山
草
家
と

し
て
植
物
を
愛
好
さ
れ
ま
た
法
曹
と
し
て
、
弁
護
士
か
ら
法
官
に
な
り

一
貫
し
て
い
る
、
い
わ
ば
花
と
法
の
生
涯
と
い
え
る
。
私
は
先
生

の
晩
年
京
城
覆
審
法
院
長
の
時
代
、
そ
の
部
下
と
し
て
警
咳
に
接
し
て
い
る
の
で
、
私
な
り
に
先
生
の
伝
記
な
り
と
も
と
意
欲
を
燃
や
し

て
い
る
一
人
で
あ
る
が
、
何
し
ろ
古
い
時
代
の
し
か
も
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
と
て
困
難
し
て
い
る
。
今
の
程
度
だ
け
で
は
、
質
に
も
量
に

も
そ
の
何
分
の
一
に
も
及
ん
で
い
な
い
が
、　
一
応
道
標
を
立
て
る
つ
も
り
で
記
述
し
、
敢
て
先
輩
知
友
か
ら
教
示
を
得
た
く
、
印
刷
し
て
　
「

み
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く



（
一
）
司
法
省
法
学
校
時
代

（斉
槻
礼
次
郎
著
『古
風
庵
回
顧
録
』
七
頁

昭
二
十
五
年
五
月
読
売
新
聞
社
刊
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

司
法
省
が
法
学
校
を
作

っ
た
の
は
、
裁
判
官
を
養
成
す
る
目
的
で
あ

っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
主
と
し
た
の
を
正
則
法
学
校
と
い
い
、
　

い

或
は
八
年
制
法
学
校
と
称
し
て
い
た
。
そ
れ
を
卒
業
す
る
と
、
法
律
学
士
と
い
う
称
号
を
与
え
ら
れ
た
。
木
下
謙
次
郎
な
ど
は
最
初
に
出

た
組
で
、
そ
れ
に
つ
い
で
梅
謙
次
郎
、
そ
れ
か
ら
城
数
馬
な
ど
弁
護
士
に
な

っ
た
者
も
多

い
。

大
審
院
長
で
あ

っ
た
横
田
秀
雄
な
ど
も
、
そ
こ
の
出
身
で
あ

っ
た
。
原
敬
と
か
国
分
青
崖
と
か
は
、
わ
れ
わ
れ
の
先
輩
で
あ

っ
た
。
漢

文
だ
け
の
入
学
試
験
を
し
て
お
い
て
、　
一
た
ん
入
学
す
る
と
漢
文
を
読
む
こ
と
を
絶
対
禁
じ
た
。

（註
）
司
法
省
法
学
校
は
明
治
十
七
年
東
京
大
学
に
併
合
さ
れ
た
が
、
城
先
生
は
そ
の
明
治
二
十
一
年
の
卒
業
で
あ
る
。

（
二
）
法

典

論

争

（
穂
繕
総陳
重
著

『法
窓
夜
話
』
三
四
三
頁

大
正
九
年
二
月

有
斐
閣
刊
）

明
治
二
十
五
年
春
に
至
っ
て
江
木
哀
、
奥
田
義
人
、
土
方
寧
、
岡
村
輝
彦
、
穂
積
八
束
の
諸
博
士
を
始
め
松
野
貞

一
郎
君
、
伊
藤
悌
次

君
、
中
橋
徳
五
郎
君
等
法
学
院
派
の
法
律
家
十

一
名
を
以
て
、
法
典
実
施
延
期
意
見
な
る
も
の
が
発
表
せ
ら
れ
た
。

此
の
宣
言
書
に
対
し
て
明
治
法
律
学
校
派
の
岸
本
辰
雄
、
態
野
敏
三
、
磯
部
四
郎
、
本
野

一
郎
の
諸
博
士
を
始
め
官
城
浩
蔵
君
、
松
村

虎

一
君
、
城
数
馬
君
等
が
発
表
し
た
法
典
実
施
断
行
意
見
と
題
す
る
も
の
の
論
旨
及
文
字
は

一
層
激
烈
で
あ
っ
た
。

（
三
）
山
草
‥家
の
草
∴分
け

（武
田
久
吉
理
博
著
『原
色
日
本
高
山
植
物
図
鑑
』
九
九
頁
、
昭
和
三
十
九
年
九
月
一
日
増
訂
三
刷
発
一管
休
去見
牡
）

山
草
家
の
中
で
最
も
活
動
家
で
あ
っ
た
城
氏
は
…
…
明
治
三
十
七
年
七
月
赤
岳
に
向

っ
た
が
、
足
の
踏
み
入
れ
る
余
地
も
な
い
程
、
繁

茂
し
て
い
た
高
山
植
物
を
片
端
か
ら
採
取
し
、
城
氏
の
生
品
を
預

っ
て
裁
培
し
て
い
た
日
光
萩
垣
面
在
住
の
画
家
、
五
百
城
文
哉
氏
方
に

持
ち
帰
っ
た
の
は
、
そ
の
月
の
二
十

一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
行
、
城
氏
の
新
発
見
は
ツ
ク
モ
グ
サ
を
筆
頭
に
ウ
ル
ッ
プ
ソ
ウ
、
ミ

ヤ
マ
ツ
メ
ク
サ
、
ク
モ
マ
ナ
ズ
ナ
等
で
あ
っ
た
。

（
四
）
山
草
展
覧
会
主
催

（前
掲
武
田
博
士
図
鑑
九
五
頁
）

明
治
三
十
五
年

（
一
九
〇
二
年
）
五
月
五
、
六
の
両
日
、
本
郷
団
子
坂
下
の
薫
風
園
と
い
う
植
木
屋
の
座
敷
を
借
り
て
、
山
草
陳
列
会
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を
催
す
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の

一
団
の
人
々
に
は
松
平
康
民

（作
州
津
山
藩
主
の
令
嗣
）、
加
藤
泰
秋

（伊
予
大
洲
藩
主
）、
久
留
島
通
簡

（豊
後
森
藩

主
）
と
、　
そ
の
親
戚
の
青
木
信
光
の
山
草
好
き
の
四
子
爵
と
弁
護
士
城
数
馬
、
行
政
裁
判
所
評
定
官
木
下
友
三
郎
、
日
光
在
住
の
画
家
五

百
城
文
哉

の
七
氏
で
あ

っ
た
。

（註
）
右
子
爵
の
う
ち
松
平
康
民
、
久
留
島
通
簡
両
氏
は
明
治
二
十
三
年
日
本
最
初
の
貴
族
院
議
員
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
貴
族
院
議
長
は
伊
藤
博
文
で
あ
っ
た
。

（
五
）
ツ
ク
モ
グ
サ
水
力
見

（人
事
院
総
裁
佐
藤
達
夫
氏
「わ
た
し
の
宝
物
」
中
央
公
論
社

『自
然
』
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
一
日
発
行
四
八
頁
）

彼
が
発
見
し
た
植
物
の
な
か
で
、　
い
ち
ば
ん
有
名
な
の
は
、　
ツ
ク
モ
グ
サ
で
あ
ろ
う
。　
こ
れ
は
牧
野
富
太
郎
博
士
の

『
日
本
植
物
図

鑑
』
に
出
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は

「和
名

ハ
九
十
九
草
ノ
意

ニ
シ
テ
山
草
愛
好
家
ナ
リ
シ
弁
護
士
城
数
馬
氏
信
州
八
ヶ
岳

二
於
テ
始
メ
テ

此
草
ヲ
採
り
乃
チ
同
氏
父
君
？
ノ
名

二
因
ミ
テ
同
氏
ノ
命
名
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
」
…
…
…
そ
の
ラ
ベ
ル
に
は
明
治
三
十
五
年
七
月
十
七
日
信

濃
国
八
ヶ
岳
横
岳
採
集
の
表
示
と
と
も
に
、
記
要
と
し
て

「余
之
ヲ
発
見
ス
ル
ノ
年
祖
父
九
十
九
君
ノ
三
三
回
忌

二
当
ル
而
シ
テ
此
草
実

二
翁
草
即
チ
白
頭
翁

二
彿
彿
ト
シ
テ
花

ハ
黄
色
ナ
リ
余
故

二
名
ツ
ク

面
か
げ
の
翁
に
似
た
り
九
十
九
卿
」

と
い
う
自
筆
の
付
記
ま
で
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
が
で
て
き
た
と
き
の
う
れ
し
さ
は
、
筆
舌
の
つ
く
せ
る
こ
と
で
な
い
。

（註
）
城
先
生
の
ツ
ク
モ
グ
サ
発
見
の
と
き
の
紀
行
詳
細
は
、
別
掲
武
田
博
士
の
『日
本
高
山
植
物
図
鑑
』
九
九
頁
に
出
て
い
る
。

（
六
）
韓
国
司
法
官
の
任
用

（法
学
士
渡
辺
輝
之
助
著
『雨
山
遺
稿
』
一
六
二
頁

明
治
四
十
三
年
五
月
一
日
法
律
新
聞
社
発
行
）

日
韓
新
協
約
実
施
の
第

一
着
歩
と
し
て
、
統
監
伊
藤
氏
は
彼
国
司
法
制
度
の
改
善
を
図
ん
と
す
。
由
来
韓
国
に
は
司
法
制
度
な
き
に
あ

ら
ず
、
幣
害
多
端
、
制
度
と
称
す
る
に
足
ら
ぎ
る
な
り
…
…
…
統
監
は
司
法
省
と
商
議
す
る
所
あ
り
、
其
人
員
も
既
に
決
定
せ
り
と
聴
く

…
…
統
監
た
る
伊
藤
氏
に

一
言
す
、
必
ず
や
第

一
流
の
名
判
官
に
あ
ら
ざ
れ
ば
不
可
な
り
。

（註
）
な
お
同
氏
は
韓
国
任
用
の
法
官
に
望
む
…
…
と
の
文
を
も
同
社
に
寄
稿
し
て
い
る
。
著
者
渡
辺
氏
は
明
治
四
十
一年
三
月
六
日
の
（城
氏
）
渡
韓
送
別
会
に
出
席
し

て
い
る
。
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（
七
）
京
城
控
訴
院
長
選
任

（国
分
三
亥
氏
談

司
法
協
会
雑
誌
記
載

昭
和
十
五
年
八
月
十
五
日
発
行
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

統
監
府
の
設
置
と
な
り
、
司
法
制
度
の
刷
新
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
日
本
人
を
招
聘
し
た
。
先
ず
法
部
に
法
務
参
与
官
を
入
れ
、
各
裁
　
い

判
所
に
法
務
補
佐
官
を
配
置
し
た
。
次
で
日
本
人
を
官
吏
と
し
て
採
用
し
た
が
、
倉
富
さ
ん
が
法
部
次
官
と
な
り
、
渡
辺
暢
君
は
大
審
院

長
に
な

っ
た
。
城
君
も
京
城
控
訴
院
長
に
な

っ
た
。
私
は
大
審
院
検
事
総
長
に
な

っ
た
。

（註
）
倉
富
さ
ん
は
東
京
控
訴
院
検
事
長
か
ら
渡
韓
し
た
が
、
帰
国
し
て
法
制
局
長
官
と
な
り
枢
密
院
議
長
と
な
っ
た
。
渡
辺
さ
ん
は
東
京
地
方
裁
判
所
長
か
ら
渡
韓
し
た

が
、
帰
国
し
て
貴
族
院
議
員
と
な
っ
た
。

以
　
上

伊
藤
氏
作
成
の
小
冊
子
の
内
容
は
右
の
よ
う
な
も
の
で
、
簡
単
と
い
え
ば
簡
単
で
あ
る
が
、
引
用
書
目
を
み
て
も
、
ず
い
ぶ
ん
探
索
に

苦
心
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
年
譜
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
会
の
創
立
者
中
の
最
長
老
に
つ
い
て
は
、
詳
細
不

明
と
い
う
よ
り
外
な
か
っ
た
ろ
う
と
お
も
う
と
、
本
会
と
は
関
係
の
な
い
方
で
は
あ
る
が
、
伊
藤
憲
郎
氏
の
熱
意
と
労
と
を
多
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

城
氏
の
ツ
ク
モ
グ
サ
発
見
が
年
譜
に
は
明
治
三
十
五
年
と
あ
り
、
資
料

（三
）
の
と
こ
ろ
に
は
三
十
七
年
と
な
っ
て
お
り
、

（
五
）
に

は
三
十
五
年
と
あ
る
。
私
は
、
三
十
七
年
が
伊
藤
氏
の
誤
写
で
あ
ろ
う
と
考
え
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
引
用
の
原
本
が
武
田
博
士
の
著
な
の

で
、
或
い
は
三
十
七
年
が
正
当
か
と
、
標
本
所
持
者
の
佐
藤
達
夫
氏
は
会
員
で
も
あ
る
し
、
氏
と
同
僚
の
会
員
島
田
巽
氏
を
通
じ
て
伺
い

を
立
て
た
。
佐
藤
氏
は
東
大
植
物
学
教
室
、
科
学
博
物
館
等
に
つ
い
て
調
べ
、
古
い
植
物
学
雑
誌
な
ど
に
も
あ
た
り
、
武
田
博
士
の
著
に

つ
い
て
は

〃最
近
や
っ
と
昭
和
四
〇
年
七
月
増
訂
版
を
入
手
し
、
問
題
の
九
九
頁
を
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ツ
ク
モ
グ
サ
発
見
は
、
明
治
三

十
五
年
七
月
と
い
ぅ
こ
と
で
、
小
生
標
本
の
年
月
と

一
致
し
て
い
ま
す
。
結
局
伊
藤
憲
郎
氏
の
誤
写
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
さ
す
が
武
田

先
生
に
は
ま
ち
が
い
の
な
い
こ
と
を
確
認
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
た
次
第
で
す
″
と
い
う
報
告
と
共
に
、
同
氏
所
蔵
標
本
と
、
前
掲

「
わ
た
し
の
宝
物
」
の
コ
ピ
ー
を
送
ら
れ
た
の
で
、
私
の
疑
間
は
氷
解
し
て
ケ
リ
が
つ
い
た
。
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佐
藤
氏
の

「
わ
た
し
の
宝
物
」
の
中
に
は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

「何
年
か
前
、
高
校
以
来
の
親
友
で
、
い
ま
裁
判
官
を
し
て
い
る
城
富
次
君
か
ら
、
そ
の
父
君
、
数
馬
氏
の
遺
品
の
一
部
を
も
ら
つ
た
。

城
数
馬
氏
と
い
え
ば
、
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、
な
が
く
弁
護
士
や
裁
判
官
を
つ
と
め
、
法
律
家
で
は
長
老
格
で
あ
っ
た
人
だ

が
、
実
は
、
本
職
の
方
よ
り
も
、
熱
心
な
山
草
採
集
家
と
し
て
知
ら
れ
、
日
本
に
お
け
る
ア
マ
チ

ュ
ア
植
物
家
の
草
わ
け
だ
っ
た
。
…
…

中
略
…
…
そ
ん
な
こ
と
で
、
同
じ
法
律
の
道
を
あ
ゆ
み
、
か
つ
ま
た
、
ご
同
様
、
植
物
の

〃道
草
″
を
く
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
は
ゞ
城

氏
は
い
わ
ば
あ
こ
が
れ
の
先
輩
だ
っ
た
。

こ
の
先
輩
が
、
む
か
し
採
集
し
た
お
し
葉
の
一
部
を
も
ら
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
お
し
葉
は
、
標
本
と
し
て
完
全
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
女
学
生
が
つ
く
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
く
ら
い
、
手
ぎ
れ
い
に
で
き
て
い
て
、
こ
と
に
そ
の
な
か
の
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
な
ど
は
、
明
治

三
十
四
年
の
採
集
と
い
う
の
に
、
花
の
淡
紫
色
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
い
う
美
し
い
仕
あ
げ
で
あ
る
…
…
後
略
…
」

明
治
三
十
四
年
と
い
え
ば
、
城
氏
は
弁
護
士
会
副
会
長
と
か
東
京
市
会
副
議
長
の
頃
で
も
あ
ろ
う
か
、
そ
し
て
山
岳
会
発
足
後
に
は
、

若
い
時
代
と
は
い
え
高
頭
仁
兵
衛
氏
を
叱
り
飛
ば
し
、
謝

っ
て
済
む
か
と
な
じ
る
よ
う
な
気
性
の
城
氏
に
、
女
学
生
の
よ
う
に
手
ぎ
れ
い

な
標
本
を
つ
く
る
一
面
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
私
に
は
見
知
ら
ぬ
大
先
輩
な
が
ら
、
な
に
か
ほ
ほ
え
ま
し
く
さ
え
感
じ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

伊
藤
、
佐
藤
両
氏
の
お
か
げ
で
、
城
氏
に
関
す
る
資
料
が
手
に
入
っ
た
か
ら
に
は
、
遺
影
が
ど
こ
か
ら
か
出
て
こ
な
い
か
と
、
そ
れ
が

ひ
と
つ
の
心
残
り
だ
っ
た
。
丁
度
そ
こ
へ
武
田
博
士
か
ら

〃家
の
中
を
整
理
し
た
ら
山
岳
会
関
係
の
ふ
る
い
資
料
が
、　
一
括
出
て
き
た
の

で
引
取
り
に
来
て
ほ
し
い
″
と
連
絡
が
あ
り
、
推
参
す
る
と

″君
が
城
さ
ん
の
こ
と
を
何
か
書
い
て
る
と
い
う
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
の
中
に

城
さ
ん
の
写
真
も
あ
る
よ
″
と
示
さ
れ
た
二
葉
の
写
真
は
、
大
礼
服
姿
の
城
氏
で
あ
っ
た

（叙
位
叙
勲
の
と
き
で
も
あ
ろ
う
か
）。
大
正

九
年
二
月
十
八
日
の
消
印
の
あ
る
封
筒
の
表
に
は
、
日
本
山
岳
会
御
中
と
あ
り
、
裏
に
は
朝
鮮
京
城
米
倉
町
官
舎
城
数
馬
と
雄
渾
な
署
名

が
あ
る
。
こ
れ
で
写
真
も
揃
っ
た
と
喜
ん
だ
こ
と
だ
っ
た
。
日
記
を
み
る
と
昭
和
四
十
一
年
四
月
二
十
日
の
こ
と
で
ぁ
る
。
そ
の
三
日
あ
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と
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会
員
総
会
が
あ
り
、
懇
親
会
の
席
上
で
私
は
そ
の
こ
と
に
も
ふ
れ
た
の
だ
が
、
会
の
あ
と
会
員
の
山
崎
安
治
氏
か
ら
、
六

十
周
年
記
念
展
覧
会
に
発
起
人
の
写
真
を
飾
り
た
い
の
に
、
城
氏
だ
け
が
入
手
で
き
な
い
で
、
困
り
は
て
て
い
る
と
の
話
が
あ
り
、
そ
れ

で
は
早
速
と
彼
は
私
の
許
に
立
寄

っ
て
、
城
氏
の
遺
影
を
も
っ
て
い
っ
た
。

四
十

一
年
六
月
十

一
日
か
ら
西
武
百
貨
店
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
、
日
本
山
岳
会
創
立
六
十
周
年
記
念
展
覧
会
に
は
、
発
起
人
七
人
の

写
真
が
揃

っ
て
掲
げ
ら
れ
た
し
、
日
録
に
も
収
載
さ
れ
た
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

城
氏
の
登
山
歴
は
、
そ
の
採
集
標
本
か
ら
で
も
知
る
ほ
か
な
い
の
だ
が
、
東
大
理
学
部

へ
お
さ
ま
っ
た
標
本
は
、　
一
括
さ
れ
て
い
な
い

で
、
植
物
の
分
類
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
を
探
し
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
に
し

て
も
、
ま
ず
そ
れ
に
近
い
と
お
も
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
私
は

『
山
岳

ｏ
総
索
引
』
に
つ
い
て
、
城
氏
の
執
筆
さ
れ
た
も
の
を
摘
記
す
る
に

と
ど
め
て
お
く
。

女
貌
山
と
太
郎
山

（
一
ノ
ー
本
欄
）。
富
士
登
山

と
明
石
女
子
師
範
学
校
職
員
の
責
任

（
一
ノ
３
雑
録
）。

八
ヶ
岳
の
登
路

（
一
ノ
３

雑
）。
信
州
の
箕
冠
岳

（
ニ
ノ
ー
雑
）。
函
嶺
の
駒
ヶ
岳

（
ニ
ノ
２
本
）。
北
面
よ
り
遠
望
し
た
る
赤
石
山
系

（
ニ
ノ
３
雑
）。
八
ヶ
岳
山
上

の
神
仏

（三
ノ
ー
雑
）。
白
頭
山

「長
白
山
」
（五
ノ
ー
本
）。

太
田
篤
氏
と
連
名
に
な
っ
て
い
る
白
頭
山
紀
行
は
、
明
治
四
十
二
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
太
田
氏

一
行
の
行
な
っ
た
登
山
記
で
、

冒
頭
の
緒
言
だ
け
は
城
氏
の
文
で
あ
る
。
曰
く

「先
輩
諸
君
が
日
本
ア
ル
プ
ス
の
探
検
に
殆
ど
全
力
を
尽
さ
る
る
時
に
当
り
、
余
が
自
頭

山
の
踏
破
を
心
に
誓
ふ
て
韓
国
に
渡

っ
た
の
は
明
治
四
十

一
年
の
二
月
で
ぁ
る
。
雨
来
已
に
二
ヶ
年
の
星
霜
を
経
過
し
た
今
日
ま
で
余
は

ま
だ
白
頭
山
を
遠
望
し
た
事
も
な
い
。
従
て
今
回
の
紀
念
号
に
於
て
大
々
的
探
検
隊
の
報
告
を
公
に
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
の
は
実
に

遺
憾
の
極
で
あ
る
。
さ
れ
ど
も
今
姦
に
最
も
新
ら
し
く
又
最
も
有
益
な
る
太
田
工
学
士
の
自
頭
山
登
山
日
誌
を
紹
介
す
る
こ
と
を
得
る
は

余
が
大
に
誇
る
所
で
あ
る
…
…
後
略
」
と
あ
っ
て
、
城
氏
は
渡
韓
後
、
そ
の
職
務
や
地
位
や
当
時
の
治
安
状
況
、
交
通
事
情
な
ど
か
ら
、
　

↓

白
頭
山
は
お
ろ
か
、
も
っ
と
手
近
か
の
山
あ
る
き
や
、
山
草
採
取
も
思
う
に
ま
か
せ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
然
し
城
氏
の
山
と
　
く



山
草

へ
の
情
熱
が
さ
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
私
が
山
崎
安
治
君
を
煩
わ
し
て

『山
岳
』
を
調
べ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
第
十
三
年
第

一
号

（大
正
七
年
十
二
月
発
行
）
一
一
九
頁
雑
録
欄
に
、
「海
抜
八
千
尺
の
冠
帽
峰
」
と
題
す
る
記
事
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
大
正
七
年
夏

（
一

九
一
八
年
・当
時
五
十
五
歳
）
朱
乙
温
泉
よ
り
冠
帽
峰

（多
分
主
峰
と
お
も
わ
れ
る
）
に
登
ら
れ
た
の
で
あ
る
。　
こ
の
記
事
に
は

「北
鮮
日
報
大
正
七

年
八
月
二
―
四
日
」
と
附
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
城
氏
か
ら
切
抜
き
が
送
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
元
気
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
城
氏
が
、
還
暦
の
年
に
現
職
の
ま
ま
逝
去
さ
れ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な‘
事
情
か
詳
ら
か

で
な
い
が
、
ほ
か
の
発
起
人
の
方
々
は
、
い
ま
な
お
カ
ク
シ
ャ
ク
な
ど
と
書
け
ば
、
こ
れ
が
当
た
り
前
と
い
わ
れ
る
に
き
ま
っ
て
い
る
武

田
博
士
は
別
格
と
し
て
、
戦
後
亡
く
な
ら
れ
た
小
島
、
高
頭
、
高
野
、
山
川
の
諸
先
輩
が
み
な
八
十
歳
を
越
え
、
或
い
は

そ
れ
に
近
い

年
齢
で
あ
っ
た
の
か
ら
す
れ
ば
、
早
逝
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
し
城
氏
が
大
正
末
期
に
で
も
韓
国
か
ら
引
上
げ
て
、
東
京
に
在
住
さ

れ
、
八
十
歳
近
く
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
或
い
は
小
集
会
或
い
は
大
会
の
席
上
な
ど
で
、
私
の
よ
う
な
そ
の
頃
の
新
米
会
員
も
、

こ
の
先
輩
中
の
大
先
輩
の
風
貌
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
ろ
う
に
と
、
惜
し
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

三
年
越
し
の
稿
を
綴
り
お
わ
っ
て
、
私
は
ホ
ッ
と
し
た
気
持
で
あ
る
。
城
氏
の

『山
岳
』

へ
の
寄
稿
全
部
に
目
を
通
し
て
、
そ
こ
か
ら

な
に
か
を
く
み
と
る
の
が
、
私
に
の
こ
さ
れ
た
仕
事
だ
と
お
も
う
が
、
こ
れ
は
ま
た
他
日
に
譲
り
た
い
。

（
一九
六
七
年
八
月
記
）

追
記

　

『山
岳

・
総
索
引
』
に
記
載
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
山
崎
安
治
君
か
ら
の
報
告
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

『山
岳
』

一
ノ
２
雑
録

一
四
七
頁
、
高
山
に
於
け
る
植
物
の
保
護
。
Ｋ

ｏ
Ｊ
の
署
名
あ
り
、
城
氏
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
文
中
白
井
光

太
郎
博
士
の
リ
ー
ゼ
ン
グ
ビ
ル
ゲ
登
山
の
こ
と
に
ふ
れ
て
い
る
。

一
ノ
３

（
一
八
〇
頁
）、
ニ
ノ
３

（
一
七
四
頁
）、
共
に
会
員
登
山
報
欄
に
、
明
治
三
十
九
年
七
月
上
旬
戸
隠
山
の
表
山
及
び
裏
山
、
同

月
十
七
日
八
ヶ
岳
。
四
十
年
六
月
箱
根
駒
ヶ
岳
神
山
、
七
月
八
ヶ
岳
に
登
山
の
こ
と
が
出
て
い
る
。

三
ノ
ー

（
一
五

一
頁
）
金
剛
杖

（遅
塚
麗
水
、
江
見
水
蔭
、
登
張
竹
風
そ
の
他
合
著
春
陽
堂
刊
）
の
書
評
が
Ｋ

・
Ｊ
の
署
名
で
載

っ
て

(12)



会員第一号 城 数馬氏のこと

い
る
。

私
も
な
お
念
の
た
め

『山
岳
』
を
繰

っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
い
く
つ
か
の
落
穂
が
あ
っ
た
。

ニ
ノ
ー
、
戸
隠
裏
山
の
宝
丹
小
屋

（雑
録
）。
同
号
新
刊
批
評
欄
、　
三
好
学

・
牧
野
富
太
郎
共
撰

ｏ
日
本
高
山
植
物
図
譜

ｏ
成
美
堂

ｏ

明
治
三
十
九
年
八
月
十
日
発
行
。
小
西
和
著

ｏ
日
本
の
高
山
植
物

・
三
十
九
年
十
月
七
日

・
二
松
堂
発
行
。

ニ
ノ
３
、
書
評
欄
、
前
田
曙
山
著

・
高
山
植
物
叢
書
第

一
冊
。
志
村
鳥
嶺
著

ｏ
や
ま
。
小
島
鳥
水
著

ｏ
雲
表
。
小
島
鳥
水
著

・
富
士
山

大
観
。
こ
れ
ら
の
書
評
は
綿
密
詳
細
な
も
の
で
、
時
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、
と
き
に
辛
ラ
ツ
を
き
わ
め
た
批
評
で
、
決
し
て
お
ざ
な
り
の

と
こ
ろ
が
な
い
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
伝
わ
る
批
判
精
神
の
源
流
は
、
こ
の
辺
に
端
を
発
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
た
こ
と
だ
っ
た
。

以
　
上

(13)
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会員第一号 城 数馬氏のこと

会
員
第

一
号
　
城

数
馬
氏
の
こ
と

藤

島

敏

男

本
会
創
立
発
起
人
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
高
野
氏
の
歿
後
、
武
田
、
中
村
、
山
川
、
三
枝
の
諸
先
輩
が
追
悼
記
を
寄
せ
ら
れ
た
が
、
私
も

一
文
を
草
し
て

『山
岳
』
第
六
十
年
に
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
私
は
創
立
当
時
発
起
人
た
ち
が
、
い
か
に
年
少
気
鋭
の
士
で
あ
っ
た
か

と
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
た
め
も
あ
っ
て
、
発
起
人
の
方
々
の
年
齢
を
記
入
し
た
の
で
あ
る
が

（
一
八
五
頁
）、
会
報
そ
の
他
あ
れ
こ
れ
と

資
料
を
漁

っ
て
六
人
ま
で
は
判
明
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
最
年
長
と
き
い
て
い
た
城
数
馬
氏
の
年
齢
が
、
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
い
の

で
、
未
記
入
の
ま
ま
、
編
集
者
の
手
で
調
べ
て
ほ
し
い
と
書
添
え
て
送
稿
し
た
。
資
料
蒐
集
に
は
人

一
倍
熱
心
な
エ
デ
ィ
タ
ー
望
月
達
夫

氏
か
ら
、
い
か
に
手
を
つ
く
し
て
も
、
わ
か
ら
な
い
と
連
絡
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
た
資
料
集
め
に
夢
中
で
、
頼
ま
れ
も
し
な
い
の
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
ふ
る
い
こ
と
を
執
念
深
く
調
べ
て
い
る
会
員
、
小
林
義

正
氏

（『山
と
書
物
』
正
続
三
巻
の
著
者
）
に
当
っ
て
み
る
と
、　
何
と
か
わ
か
る
だ
ろ
う
と
引
受
け
て
く
れ
た
も
の
の
、
結
果
は
三
枚
続
き
の
葉

書
が
届
い
て
、
高
野
鷹
蔵
氏
の
書
か
れ
た
文
章
に

「
…
…
こ
れ
に
馳
せ
参
じ
た
る
城
数
馬
老

（事
実
当
時

一
番
の
老
人
）
…
…
。
…
…
発

起
人
中
の
最
年
長
者
で
…
…
。
…
…
城
さ
ん
と
い
う
人
は
武
田
君
が
高
山
植
物
の
方
で
懇
意
に
な
ら
れ
た
人
で
、
年
輩
か
ら
い
う
と
我
々
　
↓

の
親
く
ら
い
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
…
…
当
時
と
し
て
は
長
老
城
棲
碧
氏
は
別
格
、
次
で
小
島
君
高
頭
君
相
共
に
壮
年
時
代
、
武
田
君
自
　
く



分
梅
沢
君
山
川
君
は
青
年
時
代
…
…
」
と
あ
り
、
ま
た

『山
岳
』
第
二
年
第

一
号
に
小
島
鳥
水
氏
の

「表
紙
揮
一塁
の
小
杉

（未
醒
）
君
は
　
Ｄ

城
数
馬
さ
ん
が
描
か
せ
た
も
の
で
、
小
杉
君
は
青
年
時
代
に
、
城
氏
の
親
友
五
百
城
文
哉
の
書
生
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
…
…
」
と
い
　
Ｇ

う
記
事
を
取
上
げ
、
五
百
城
画
伯
は
明
治
三
十
九
年
六
月
七
日
四
十
四
歳
で
日
光
の
自
宅
で
逝
去
と
あ
る
か
ら
、
親
友
の
城
氏
も
略
同
年

か
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
生
年
は
文
久
二
年

（
一
八
六
二
年
）
と
な
る
筈
と
、
た
い
へ
ん
行
届
い
た
報
告
を
貰

っ
た
が
、
依
然
と
し
て
城
氏

の
正
確
な
年
齢
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
と
、
同
じ
発
起
人
で
あ
る
武
田
博
士
に
伺
い
を
立
て
て
み
た
。　
〃僕
は
ヒ
ト
の
年
齢
に
は
、
む
か
し
か
ら
興
味
が
な
い
か
ら

知
ら
な
い
が
、
城
さ
ん
の
こ
と
を
よ
く
調
べ
て
い
る
弁
護
士
が
い
る
か
ら
、
そ
の
ア
ド
レ
ス
を
教
え
よ
う
″
と
の
こ
Ｌ
で
、
伊
藤
憲
郎
氏

の
住
所
電
話
ま
で
教
示
さ
れ
た
。
私
は
詳
細
な
書
面
を
認
め
て
、
伊
藤
氏
の
教
え
を
乞
う
た
が
、
中
々
返
信
に
接
し
な
い
の
で
気
を
も
ん

で
い
る
と
、
約
二
週
間
後

（四
十
年
六
月
二
十
九
日
）
に
封
書
が
届
き
、
『山
草
家

・
城
数
馬
先
生
年
譜
。
昭
和
四
十
年
二
月
作
成
。
伊
藤
憲

郎
』
と
記
さ
れ
た
謄
写
版
刷
の
小
冊
、
そ
れ
に
添
え
ら
れ
た
書
面
は
伊
藤
夫
人
か
ら
の
も
の
で
、
伊
藤
氏
が
そ
の
六
月
八
日
病
歿
さ
れ
、

取
込
み
の
た
め
返
信
の
お
く
れ
た
旨
が
認
め
ら
れ
て
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
、
私
が
照
会
状
を
発
信
し
た
前
後
に
永
眠
さ
れ
た
こ
と
も
、
逝

去
の
四
ヵ
月
前
に
城
氏
の
年
譜
を
ま
と
め
ら
れ
て
あ
っ
た
こ
と
も
、
私
に
は
、
な
に
か
不
思
議
な
め
ぐ
り
会
わ
せ
の
よ
う
な
気
が
し
て
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
伊
藤
氏
か
ら
の
返
書
を
心
待
ち
し
て
い
る
あ
い
だ
に
、
私
は
本
会
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

『
山
岳
』
を
調
べ
て
み
た
が
、
第
十
七
年

第
二
号

（大
正
十
三
年
五
月
発
行
）
の
一
三
六
頁
、
会
報
欄
に
、

○
名
誉
会
員
城
氏
の
訃
報

本
会
発
起
人
の
一
人
に
し
て
名
誉
会
員
た
る
城
数
馬
氏
は
、
高
等
覆
審
法
院
長
と
し
て
朝
鮮
京
城
に
在
職
中
な
り
し
が
、
病
の
為
本
年

二
月
莞
去
さ
れ
た
る
旨
通
知
に
接
し
た
り
、　
氏
は
夙
に
山
草
家
と
し
て
其
名
を
知
ら
れ
、　
且
知
人
の
間
に
高
山
狂
を
以
て
呼
ば
れ
た
る

程
、
早
く
既
に
明
治
二
十
八
九
年
頃
よ
り
各
地
の
諸
高
山
に
登
ら
れ
た
る
が
、
明
治
三
十
八
年
に
至
り
、
偶
山
岳
会
設
立
の
議
起
る
や
、



会員第一号 城 数馬氏のこと

発
起
人
と
し
て
大
い
に
尽
力
す
る
所
あ
り
、
事
務
所
の
如
き
も
日
本
橋
室
町
な
る
氏
の
法
律
事
務
所
内
に
置
き
て
、
四
十

一
年
控
訴
院
長

と
し
て
朝
鮮
京
城
に
赴
任
す
る
ま
で
会
務
を
取
扱
は
れ
た
り
。
大
正
十
年
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
る
。

と
い
う
、
い
た
っ
て
簡
単
な
記
事
が
あ
る
の
み
で
、
逝
去
の
月
も
実
際
は

一
月
だ

っ
た
の
が
、
二
月
と
な

っ
て
い
る
し
、
追
悼
記
の
よ

う
な
も
の
も
、
遺
影
も
全
く
見
当
た
ら
な
か

っ
た
。

城
氏
の
会
員
番
号
は
第

一
号

（因
み
に
発
起
人
の
会
員
番
号
は
、
１
城
、
２
小
島
、
３
高
野
、
４
高
頭
、
５
武
田
、
６
梅
沢
、
７
山
川
で
あ
っ
て
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
に
よ

っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
が
、
最
年
長
の
城
氏
が
丁
度
第
一号
と
な
っ
た
の
は
、
偶
然
と
は
い
え
、
ま
こ
と
に
う
ま
く
い
っ
た
も
の
で
あ
る
）
で
あ
っ
て
、
本
人
バ相刷
立
の

と
き
に
は

「小
島
君
の
案
で
、
社
会
的
に
相
当
の
地
位
の
あ
る
人
を
発
起
人
に
加
え
た
方
が
よ
か
ろ
う
と
い
う
の
で
、
山
草
会
の
小
集
会

が
折
々
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
席
上
、
私
が
城
氏
に
こ
う
い
う
話
が
あ
る
ん
だ
が
、
加
わ
っ
て
貰
え
な
い
か
と
い
っ
た
処
が
、
そ
れ
は
面
白
い

だ
ろ
う
、
な
ん
と
か
や
っ
て
み
よ
う
と
い
わ
れ
た
が
、
…
…
中
略
…
…
こ
の
人
は
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
れ
ば
数
代
上
の
大
先
輩
で
、
高
頭
君

で
も
誰
で
も
片

っ
ぱ
し
か
ら
叱
り
飛
ば
さ
れ
て
、
或
時
高
頭
君
が
何
か
失
敗
し
て
謝

っ
た
が
、
城
氏
に
謝
ま
っ
て
済
む
か
と
叱
ら
れ
、
こ

れ
に
は
高
頭
君
も
な
ん
て
い
っ
て
い
い
の
か
ど
う
に
も
判
ら
な
い
の
で
、
流
石
の
高
頭
君
も
口
を
つ
ぐ
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
様
に
、
鞭

撻

し
て
く
れ
た

の
が

城

数
馬
氏

で
、
‥
…
」

（『山
岳
』
第
四
十
四
年
第

一
号
三
二
―
三
頁
、
武
田
久
吉
氏
講
演
筆
記
）
と

い
う
よ
う
な

存
在

で
あ
り
、

「
若

い
も

の
ば

か
り
で
な
く
、
そ
う

い
う
お
日
付
役

の
年
寄

り
も
加

わ
り
ま
し
て
…
…
」
（『山
岳
』
第
二
十
年
六
六
頁
、
高
野
鷹
蔵
氏
講
演
筆
記
）
と

か
、
「山
岳
会
の
骨
組
に
は
城
数
馬
氏
の
斡
旋
も
多
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
城
氏
は
、
高
山
植
物
の
採
集
家
と
し
て
知
ら
れ
、　
八
ヶ
岳

白
馬
岳
等
に
早
く
か
ら
登
ら
れ
て
い
た
。
本
職
は
弁
護
土
と
し
て
、
法
曹
界
に
、
早
く
か
ら
名
を
成
し
て
い
た
。
東
京
市
の
市
会
議
員
で

あ
り
、
後
に
朝
鮮
控
訴
院
長
と
し
て
京
城
に
赴
任
せ
ら
れ
た

〃名
士
″
の
一
人
で
あ
っ
た
。
高
頭
君
が
会
の
た
め
に
一
と
肌
脱
が
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
と
聞
く
や
、
単
身
高
頭
君
の
郷
里

へ
乗
り
込
み
、
高
頭
君
に
も
面
会
し
た
上
、
馨
望
資
産
ま
で
調
査
し
て
、
信
頼
す
る
に
足

る
人
物
な
る
こ
と
を
鑑
定
し
て
報
告
さ
れ
た
。」
（小
島
鳥
水
氏
著
『山
の
風
流
使
者
』
三
二
二
頁
）
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、　
一城
氏
が
、　
ど
う
　
り

し
て
も
会
の
長
老
元
締
格
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
会
の
事
務
所
も
、
最
初
は
城
氏
の
法
律
事
務
所

（日
本
橋
区
西
室
町
三
ノ
一〇
）
に
　
く



置
か
れ
た
。
大
正
十
年
に
は
、
ウ

ェ
ス
ト
ン
、
志
賀
重
昂
、
大
平
晟
、
自
井
光
太
郎
の
諸
先
輩
に
つ
づ
い
て
、
本
会
で
五
人
目
の
名
誉
会
　
Ｄ

員
に
推
薦
さ
れ
た
、
こ
の
大
先
輩
の
逝
去
後
、
数
行
の
訃
報
以
外

『山
岳
』
誌
上
に
何
も
残
っ
て
い
な
い
の
は
、
ど
う
い
う
わ
け
な
の
で
　
い

あ
ろ
う
。
或
い
は
城
氏
の
朝
鮮
在
住
が
十
六
年
の
長
き
に
亘
っ
て
、
本
会
と
硝
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
し
、
ま
た
逝
去

さ
れ
た
の
が
、
か
の
関
東
大
震
災
か
ら
半
歳
た
た
な
い
大
正
十
三
年

一
月
で
、
城
氏
往
年
の
同
志
の
身
辺
も
、
多
事
で
あ
っ
た
た
め
か
と

も
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
伊
藤
憲
郎
氏
が
苦
心
し
て
作
成
さ
れ
た
年
譜
を
入
手
し
て
、
城
氏
の
本
会
創
立
当
時
の
年
齢
が
四
十

一
歳
と
判
明
し
た
ば

か
り
で
な
く
、
生
年
歿
年
は
も
と
よ
り
、
経
歴
な
ど
も
は
っ
き
り
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
譜
が
作
成
者
の
永
眠
さ
れ
る
僅
か
四
ヵ
月

前
に
漸
く
完
成
し
た
こ
と
は
、
前
に
も
書
い
た
が
、
関
係
方
面
と
い
っ
て
も
、
ど
の
程
度
の
範
囲
の
人
々
の
手
に
配
布
さ
れ
た
も
の
か
、

知
る
よ
し
も
な
い
が
、
私
と
し
て
は
、
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
埋
も
れ
さ
せ
て
し
ま
う
に
忍
び
な
い
し
、
創
立
六
十
周
年
も
す
で
に
す
ぎ
た
今

日
に
至
っ
て
、
発
起
人
中
の
最
長
老
、
会
員
第

一
号
城
数
馬
氏
の
こ
と
が
歿
後
四
十
余
年
を
経
て
、
始
め
て

『山
岳
』
誌
上
に
や
や
詳
細

に
記
る
さ
れ
る
の
も
、
無
意
義
で
は
あ
る
ま
い
と
お
も
う
。
作
成
者
が
城
氏
京
城
時
代
の
部
下
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
法
曹
家
司
法
官
と

し
て
の
面
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
作
成
者
の
意
思
を
尊
重
し
て
、
敢
え
て
省
略
す
る
こ
と
な
く
こ
こ
に
再
録
し
て
お
き
た
い
。

一
、
年

元
治
　
　
元
年

明
治
　
十
三
年

二
十

一
年

二
十
五
年

二
十
六
年

金
田八

月
七
日
誕
生
　
久
留
米
藩

司
法
省
法
学
校
入
学

七
月
東
大
仏
法
科
卒
業
、
著
述
仏
国
証
拠
法
其
他

代
言
人
無
試
験
免
許

東
京
弁
護
士
、
法
典
論
争
参
加
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三
十
年
　
　
東
京
弁
護
士
会
副
会
長

東
京
市
会
議
員
当
選
―
副
議
長
二
回

高
山
植
物
の
採
集
は
じ
め
る

三
十
五
年
　
　
山
草
会
結
成
　
ツ
ク
モ
グ
サ
発
見

三
十
八
年
　
　
日
本
山
岳
会
組
織

（四
十

一
歳
）

四
十

一
年
　
　
京
城
控
訴
院
長
に
起
用
さ
る

二
月
東
京
弁
護
士
会
主
催
送
別
会

四
十
三
年
　
　
日
韓
併
合

朝
鮮
総
督
府
裁
判
所
令
公
布

四
十
五
年
　
　
職
階
改
正
　
京
城
覆
審
法
院
長

大
正
　
　
八
年
　
　
朝
鮮
独
立
万
才
騒
擾
事
件
勃
発

（
二
ヵ
月
に
及
ぶ
）

十
三
年
　
　
一
月
二
十
三
日
　
逝
去

（
六
〇
歳
）

二
、
資
　
　
料

城
数
馬
先
生
は
、
維
新
前
か
ら
大
正
半
ま
で
、
日
本
の
創
成
期
に
そ
の
生
涯
を
送
ら
れ
、
多
彩
に
亘
っ
て
い
る
が
、
終
始
、
山
草
家
と

し
て
植
物
を
愛
好
さ
れ
ま
た
法
曹
と
し
て
、
弁
護
士
か
ら
法
官
に
な
り
一
貫
し
て
い
る
、
い
わ
ば
花
と
法
の
生
涯
と
い
え
る
。
私
は
先
生

の
晩
年
京
城
覆
審
法
院
長
の
時
代
、
そ
の
部
下
と
し
て
警
咳
に
接
し
て
い
る
の
で
、
私
な
り
に
先
生
の
伝
記
な
り
と
も
と
意
欲
を
燃
や
し

て
い
る
一
人
で
あ
る
が
、
何
し
ろ
古
い
時
代
の
し
か
も
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
と
て
困
難
し
て
い
る
。
今
の
程
度
だ
け
で
は
、
質
に
も
量
に

も
そ
の
何
分
の
一
に
も
及
ん
で
い
な
い
が
、　
一
応
道
標
を
立
て
る
つ
も
り
で
記
述
し
、
敢
て
先
輩
知
友
か
ら
教
示
を
得
た
く
、
印
刷
し
て
　
「

み
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く



（
一
）
司
法
省
法
学
校
時
代

（若
概
礼
次
郎
著
『古
風
庵
回
顧
録
』
七
頁

昭
二
十
五
年
二
月
読
売
新
聞
社
刊
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

司
法
省
が
法
学
校
を
作

っ
た
の
は
、
裁
判
官
を
養
成
す
る
目
的
で
あ

っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
主
と
し
た
の
を
正
則
法
学
校
と
い
い
、
　

い

或
は
八
年
制
法
学
校
と
称
し
て
い
た
。
そ
れ
を
卒
業
す
る
と
、
法
律
学
士
と
い
う
称
号
を
与
え
ら
れ
た
。
木
下
謙
次
郎
な
ど
は
最
初
に
出

た
組
で
、
そ
れ
に
つ
い
で
梅
謙
次
郎
、
そ
れ
か
ら
城
数
馬
な
ど
弁
護
士
に
な
っ
た
者
も
多

い
。

大
審
院
長
で
あ

っ
た
横
田
秀
雄
な
ど
も
、
そ
こ
の
出
身
で
あ

っ
た
。
原
敬
と
か
国
分
青
崖
と
か
は
、
わ
れ
わ
れ
の
先
輩
で
あ

っ
た
。
漢

文
だ
け
の
入
学
試
験
を
し
て
お
い
て
、　
一
た
ん
入
学
す
る
と
漢
文
を
読
む
こ
と
を
絶
対
禁
じ
た
。

（註
）
司
法
省
法
学
校
は
明
治
十
七
年
東
京
大
学
に
併
合
さ
れ
た
が
、
城
先
生
は
そ
の
明
治
二
十
一年
の
卒
業
で
あ
る
。

（
二
）
法
典
論
争

（穂
積
陳
重
著
『法
窓
夜
話
』
三
四
三
頁

大
正
九
年
二
月

有
斐
閣
刊
）

明
治
二
十
五
年
春
に
至
っ
て
江
木
哀
、
奥
田
義
人
、
土
方
寧
、
岡
村
輝
彦
、
穂
積
八
束
の
諸
博
士
を
始
め
松
野
貞

一
郎
君
、
伊
藤
悌
次

君
、
中
橋
徳
五
郎
君
等
法
学
院
派
の
法
律
家
十
一
名
を
以
て
、
法
典
実
施
延
期
意
見
な
る
も
の
が
発
表
せ
ら
れ
た
。

此
の
宣
言
書
に
対
し
て
明
治
法
律
学
校
派
の
岸
本
辰
雄
、
態
野
敏
三
、
磯
部
四
郎
、
本
野
一
郎
の
諸
博
士
を
始
め
官
城
浩
蔵
君
、
松
村

虎

一
君
、
城
数
馬
君
等
が
発
表
し
た
法
典
実
施
断
行
意
見
と
題
す
る
も
の
の
論
旨
及
文
字
は
一
層
激
烈
で
あ
っ
た
。

（
三
）
山
一早
家
の
・草
分
・け

（武
田
久
吉
理
博
著
『原
色
日
本
高
山
植
物
図
鑑
』
九
九
頁
、
昭
和
三
十
九
年
九
月
一
日
増
訂
三
刷
発
一管
休
育
社
）

山
草
家
の
中
で
最
も
活
動
家
で
あ
っ
た
城
氏
は
…
…
明
治
三
十
七
年
七
月
赤
岳
に
向

っ
た
が
、
足
の
踏
み
入
れ
る
余
地
も
な
い
程
、
繁

茂
し
て
い
た
高
山
植
物
を
片
端
か
ら
採
取
し
、
城
氏
の
生
品
を
預

っ
て
裁
培
し
て
い
た
日
光
萩
垣
面
在
住
の
画
家
、
五
百
城
文
哉
氏
方
に

持
ち
帰
っ
た
の
は
、
そ
の
月
の
二
十

一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
行
、
城
氏
の
新
発
見
は
ツ
ク
モ
グ
サ
を
筆
頭
に
ウ
ル
ッ
プ
ソ
ウ
、
ミ

ヤ
マ
ツ
メ
ク
サ
、
ク
モ
マ
ナ
ズ
ナ
等
で
あ
っ
た
。

（
四
）
山
草
展
覧
会
主
催

（前
掲
武
田
博
士
図
鑑
九
五
頁
）

明
治
三
十
五
年

（
一
九
〇
二
年
）
五
月
五
、
六
の
両
日
、
本
郷
団
子
坂
下
の
薫
風
園
と
い
う
植
木
屋
の
座
敷
を
借
り
て
、
山
草
陳
列
会
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を
催
す
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
一
団
の
人
々
に
は
松
平
康
民

（作
州
津
山
藩
主
の
令
嗣
）、
加
藤
泰
秋

（伊
予
大
洲
藩
主
）、
久
留
島
通
簡

（豊
後
森
藩

主
）
と
、　
そ
の
親
戚
の
青
木
信
光
の
山
草
好
き
の
四
子
爵
と
弁
護
士
城
数
馬
、
行
政
裁
判
所
評
定
官
木
下
友
二
郎
、
日
光
在
住
の
画
家
五

百
城
文
哉
の
七
氏
で
あ

っ
た
。

（註
）
右
子
爵
の
う
ち
松
平
康
民
、
久
留
島
通
簡
両
氏
は
明
治
二
十
三
年
日
本
最
初
の
貴
族
院
議
員
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
貴
族
院
議
長
は
伊
藤
博
文
で
あ
っ
た
。

（
五
）
ツ
ク
モ
グ
サ́
一発
見
″
（人
事
院
総
裁
佐
藤
達
夫
氏
「わ
た
し
の
宝
物
」
中
央
公
論
社
『自
然
』
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
一
日
発
行
四
八
頁
）

彼
が
発
見
し
た
植
物
の
な
か
で
、　
い
ち
ば
ん
有
名
な
の
は
、　
ツ
ク
モ
グ
サ
で
あ
ろ
う
。　
こ
れ
は
牧
野
富
太
郎
博
士
の

『
日
本
植
物
図

鑑
』
に
出
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は

「和
名

ハ
九
十
九
草
ノ
意

ニ
シ
テ
山
草
愛
好
家
ナ
リ
シ
弁
護
士
城
数
馬
氏
信
州
八
ヶ
岳

二
於
テ
始
メ
テ

此
草
ヲ
採
り
乃
チ
同
氏
父
君
？
ノ
名

二
因
ミ
テ
同
氏
ノ
命
名
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
」
…
…
…
そ
の
ラ
ベ
ル
に
は
明
治
三
十
五
年
七
月
十
七
日
信

濃
国
八
ヶ
岳
横
岳
採
集
の
表
示
と
と
も
に
、
記
要
と
し
て

「余
之
ヲ
発
見
ス
ル
ノ
年
祖
父
九
十
九
君
ノ
三
二
回
忌

二
当
ル
而
シ
テ
此
草
実

二
翁
草
即
チ
白
頭
翁

二
彿
彿
ト
シ
テ
花

ハ
黄
色
ナ
リ
余
故

二
名
ツ
ク

面
か
げ
の
翁
に
似
た
り
九
十
九
卿
」

と
い
う
自
筆
の
付
記
ま
で
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
が
で
て
き
た
と
き
の
う
れ
し
さ
は
、
筆
舌
の
つ
く
せ
る
こ
と
で
な
い
。

（註
）
城
先
生
の
ツ
ク
モ
グ
サ
発
見
の
と
き
の
紀
行
詳
細
は
、
別
掲
武
田
博
士
の
『日
本
高
山
植
物
図
鑑
』
九
九
頁
に
出
て
い
る
。

（
六
）
韓
国
司
法
官
の
任
用

（法
学
士
渡
辺
輝
之
助
著
『雨
山
遺
稿
』
一
六
二
頁

明
治
四
十
三
年
五
月
一
日
法
律
新
聞
社
発
行
）

日
韓
新
協
約
実
施
の
第

一
着
歩
と
し
て
、
統
監
伊
藤
氏
は
彼
国
司
法
制
度
の
改
善
を
図
ん
と
す
。
由
来
韓
国
に
は
司
法
制
度
な
き
に
あ

ら
ず
、
幣
害
多
端
、
制
度
と
称
す
る
に
足
ら
ぎ
る
な
り
…
…
…
統
監
は
司
法
省
と
商
議
す
る
所
あ
り
、
其
人
員
も
既
に
決
定
せ
り
と
聴
く

…
…
統
監
た
る
伊
藤
氏
に

一
言
す
、
必
ず
や
第

一
流
の
名
判
官
に
あ
ら
ざ
れ
ば
不
可
な
り
。

（註
）
な
お
同
氏
は
韓
国
任
用
の
法
官
に
望
む
…
…
と
の
文
を
も
同
社
に
寄
稿
し
て
い
る
。
著
者
渡
辺
氏
は
明
治
四
十
一年
三
月
六
日
の
（城
氏
）
渡
韓
送
別
会
に
出
席
し

て
い
る
。

(7)



（
七
）
京
城
控
訴
院
長
選
任

（国
分
三
亥
氏
談

司
法
協
会
雑
誌
記
載

昭
和
十
五
年
八
月
十
五
日
発
行
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

統
監
府
の
設
置
と
な
り
、
司
法
制
度
の
刷
新
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
日
本
人
を
招
聘
し
た
。
先
ず
法
部
に
法
務
参
与
官
を
入
れ
、
各
裁
　
岬

判
所
に
法
務
補
佐
官
を
配
置
し
た
。
次
で
日
本
人
を
官
吏
と
し
て
採
用
し
た
が
、
倉
富
さ
ん
が
法
部
次
官
と
な
り
、
渡
辺
暢
君
は
大
審
院

長
に
な

っ
た
。
城
君
も
京
城
控
訴
院
長
に
な

っ
た
。
私
は
大
審
院
検
事
総
長
に
な

っ
た
。

（註
）
倉
富
さ
ん
は
東
京
控
訴
院
検
事
長
か
ら
渡
韓
し
た
が
、
帰
国
し
て
法
制
局
長
官
と
な
り
枢
密
院
議
長
と
な
っ
た
。
渡
辺
さ
ん
は
東
京
地
方
裁
判
所
長
か
ら
渡
韓
し
た

が
、
帰
国
し
て
貴
族
院
議
員
と
な
っ
た
。

以
　
上

伊
藤
氏
作
成
の
小
冊
子
の
内
容
は
右
の
よ
う
な
も
の
で
、
簡
単
と
い
え
ば
簡
単
で
あ
る
が
、
引
用
書
目
を
み
て
も
、
ず
い
ぶ
ん
探
索
に

苦
心
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
年
譜
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
会
の
創
立
者
中
の
最
長
老
に
つ
い
て
は
、
詳
細
不

明
と
い
う
よ
り
外
な
か
っ
た
ろ
う
と
お
も
う
と
、
本
会
と
は
関
係
の
な
い
方
で
は
あ
る
が
、
伊
藤
憲
郎
氏
の
熱
意
と
労
と
を
多
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

城
氏
の
ツ
ク
モ
グ
サ
発
見
が
年
譜
に
は
明
治
三
十
五
年
と
あ
り
、
資
料

（三
）
の
と
こ
ろ
に
は
三
十
七
年
と
な
っ
て
お
り
、

（五
）
に

は
三
十
五
年
と
あ
る
。
私
は
、
三
十
七
年
が
伊
藤
氏
の
誤
写
で
あ
ろ
う
と
考
え
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
引
用
の
原
本
が
武
田
博
士
の
著
な
の

で
、
或
い
は
三
十
七
年
が
正
当
か
と
、
標
本
所
持
者
の
佐
藤
達
夫
氏
は
会
員
で
も
あ
る
し
、
氏
と
同
僚
の
会
員
島
田
巽
氏
を
通
じ
て
伺
い

を
立
て
た
。
佐
藤
氏
は
東
大
植
物
学
教
室
、
科
学
博
物
館
等
に
つ
い
て
調
べ
、
古
い
植
物
学
雑
誌
な
ど
に
も
あ
た
り
、
武
田
博
士
の
著
に

つ
い
て
は

″最
近
や
っ
と
昭
和
四
〇
年
七
月
増
訂
版
を
入
手
し
、
問
題
の
九
九
頁
を
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ツ
ク
モ
グ
サ
発
見
は
、
明
治
三

十
五
年
七
月
と
い
ぅ
こ
と
で
、
小
生
標
本
の
年
月
と

一
致
し
て
い
ま
す
。
結
局
伊
藤
憲
郎
氏
の
誤
写
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
さ
す
が
武
田

先
生
に
は
ま
ち
が
い
の
な
い
こ
と
を
確
認
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
た
次
第
で
す
″
と
い
う
報
告
と
共
に
、
同
氏
所
蔵
標
本
と
、
前
掲

「
わ
た
し
の
宝
物
」
の
コ
ピ
ー
を
送
ら
れ
た
の
で
、
私
の
疑
間
は
氷
解
し
て
ケ
リ
が
つ
い
た
。
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佐
藤
氏
の

「
わ
た
し
の
宝
物
」
の
中
に
は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≫

「何
年
か
前
、
高
校
以
来
の
親
友
で
、
い
ま
裁
判
官
を
し
て
い
る
城
富
次
君
か
ら
、
そ
の
父
君
、
数
馬
氏
の
遺
品
の
一
部
を
も
ら
っ
た
。
　

卸

城
数
馬
氏
と
い
え
ば
、
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、
な
が
く
弁
護
士
や
裁
判
官
を
つ
と
め
、
法
律
家
で
は
長
老
格
で
あ
っ
た
人
だ

が
、
実
は
、
本
職
の
方
よ
り
も
、
熱
心
な
山
草
採
集
家
と
し
て
知
ら
れ
、
日
本
に
お
け
る
ア
マ
チ

ュ
ア
植
物
家
の
草
わ
け
だ
っ
た
。
…
…

中
略
…
…
そ
ん
な
こ
と
で
、
同
じ
法
律
の
道
を
あ
ゆ
み
、
か
つ
ま
た
、
ご
同
様
、
植
物
の

〃道
草
〃
を
く
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
は
、
城

氏
は
い
わ
ば
あ
こ
が
れ
の
先
輩
だ
っ
た
。

こ
の
先
輩
が
、
む
か
し
採
集
し
た
お
し
葉
の
一
部
を
も
ら
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
お
し
葉
は
、
標
本
と
し
て
完
全
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
女
学
生
が
つ
く
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
く
ら
い
、
手
ぎ
れ
い
に
で
き
て
い
て
、
こ
と
に
そ
の
な
か
の
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
な
ど
は
、
明
治

三
十
四
年
の
採
集
と
い
う
の
に
、
花
の
淡
紫
色
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
い
う
美
し
い
仕
あ
げ
で
あ
る
…
…
後
略
…
」

明
治
三
十
四
年
と
い
え
ば
、
城
氏
は
弁
護
士
会
副
会
長
と
か
東
京
市
会
副
議
長
の
頃
で
も
あ
ろ
う
か
、
そ
し
て
山
岳
会
発
足
後
に
は
、

若
い
時
代
と
は
い
え
高
頭
仁
兵
衛
氏
を
叱
り
飛
ば
し
、
謝

っ
て
済
む
か
と
な
じ
る
よ
う
な
気
性
の
城
氏
に
、
女
学
生
の
よ
う
に
手
ぎ
れ
い

な
標
本
を
つ
く
る
一
面
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
私
に
は
見
知
ら
ぬ
大
先
輩
な
が
ら
、
な
に
か
ほ
ほ
え
ま
し
く
さ
え
感
じ
ら
れ
る
の
で

あ

る
。

伊
藤
、
佐
藤
両
氏
の
お
か
げ
で
、
城
氏
に
関
す
る
資
料
が
手
に
入
っ
た
か
ら
に
は
、
遺
影
が
ど
こ
か
ら
か
出
て
こ
な
い
か
と
、
そ
れ
が

ひ
と
つ
の
心
残
り
だ
っ
た
。
丁
度
そ
こ
へ
武
田
博
士
か
ら

〃家
の
中
を
整
理
し
た
ら
山
岳
会
関
係
の
ふ
る
い
資
料
が
、　
一
括
出
て
き
た
の

で
引
取
り
に
来
て
ほ
し
い
″
と
連
絡
が
あ
り
、
推
参
す
る
と

〃君
が
城
さ
ん
の
こ
と
を
何
か
書
い
て
る
と
い
う
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
の
中
に

城
さ
ん
の
写
真
も
あ
る
よ
″
と
示
さ
れ
た
二
葉
の
写
真
は
、
大
礼
服
姿
の
城
氏
で
あ
っ
た

（叙
位
叙
勲
の
と
き
で
も
あ
ろ
う
か
）。
大
正

九
年
二
月
十
八
日
の
消
印
の
あ
る
封
筒
の
表
に
は
、
日
本
山
岳
会
御
中
と
あ
り
、
裏
に
は
朝
鮮
京
城
米
倉
町
官
舎
城
数
馬
と
雄
渾
な
署
名

が
あ
る
。
こ
れ
で
写
真
も
揃
っ
た
と
喜
ん
だ
こ
と
だ
っ
た
。
日
記
を
み
る
と
昭
和
四
十
一
年
四
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
三
日
あ
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と
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会
員
総
会
が
あ
り
、
懇
親
会
の
席
上
で
私
は
そ
の
こ
と
に
も
ふ
れ
た
の
だ
が
、
会
の
あ
と
会
員
の
山
崎
安
治
氏
か
ら
、
六

十
周
年
記
念
展
覧
会
に
発
起
人
の
写
真
を
飾
り
た
い
の
に
、
城
氏
だ
け
が
入
手
で
き
な
い
で
、
困
り
は
て
て
い
る
と
の
話
が
あ
り
、
そ
れ

で
は
早
速
と
彼
は
私
の
許
に
立
寄

っ
て
、
城
氏
の
遺
影
を
も
つ
て
い
つ
た
Ｏ

四
十

一
年
六
月
十

一
日
か
ら
西
武
百
貨
店
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
、
日
本
山
岳
会
創
立
六
十
周
年
記
念
展
覧
会
に
は
、
発
起
人
七
人
の

写
真
が
揃

っ
て
掲
げ
ら
れ
た
し
、
日
録
に
も
収
載
さ
れ
た
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

城
氏
の
登
山
歴
は
、
そ
の
採
集
標
本
か
ら
で
も
知
る
ほ
か
な
い
の
だ
が
、
東
大
理
学
部

へ
お
さ
ま
っ
た
標
本
は
、　
一
括
さ
れ
て
い
な
い

で
、
植
物
の
分
類
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
を
探
し
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
に
し

て
も
、
ま
ず
そ
れ
に
近
い
と
お
も
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
私
は

『山
岳

・
総
索
引
』
に
つ
い
て
、
城
氏
の
執
筆
さ
れ
た
も
の
を
摘
記
す
る
に

と
ど
め
て
お
く
。

女
貌
山
と
太
郎
山

（
一
ノ
ー
本
欄
）。
富
士
登
山

と
明
石
女
子
師
範
学
校
職
員
の
責
任

（
一
ノ
３
雑
録
）。

八
ヶ
岳
の
登
路

（
一
ノ
３

雑
）。
信
州
の
箕
冠
岳

（
ニ
ノ
ー
雑
）。
函
嶺
の
駒
ヶ
岳

（
ニ
ノ
２
本
）。
北
面
よ
り
遠
望
し
た
る
赤
石
山
系

（
ニ
ノ
３
雑
）。
八
ヶ
岳
山
上

の
神
仏

（三
ノ
ー
雑
）。
白
頭
山

「長
白
山
」
（五
ノ
ー
本
）。

太
田
篤
氏
と
連
名
に
な
っ
て
い
る
白
頭
山
紀
行
は
、
明
治
四
十
二
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
大
田
氏

一
行
の
行
な
っ
た
登
山
記
で
、

冒
頭
の
緒
言
だ
け
は
城
氏
の
文
で
あ
る
。
曰
く

「先
輩
諸
君
が
日
本
ア
ル
プ
ス
の
探
検
に
殆
ど
全
力
を
尽
さ
る
る
時
に
当
り
、
余
が
自
頭

山
の
踏
破
を
心
に
誓
ふ
て
韓
国
に
渡

っ
た
の
は
明
治
四
十

一
年
の
二
月
で
ぁ
る
。
爾
来
已
に
二
ヶ
年
の
星
霜
を
経
過
し
た
今
日
ま
で
余
は

ま
だ
白
頭
山
を
遠
望
し
た
事
も
な
い
。
従
て
今
回
の
紀
念
号
に
於
て
大
々
的
探
検
隊
の
報
告
を
公
に
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
の
は
実
に

遺
憾
の
極
で
あ
る
。
さ
れ
ど
も
今
滋
に
最
も
新
ら
し
く
又
最
も
有
益
な
る
太
田
工
学
士
の
自
頭
山
登
山
日
誌
を
紹
介
す
る
こ
と
を
得
る
は

余
が
大
に
誇
る
所
で
あ
る
…
…
後
略
」
と
あ
っ
て
、
城
氏
は
渡
韓
後
、
そ
の
職
務
や
地
位
や
当
時
の
治
安
状
況
、
交
通
事
情
な
ど
か
ら
、

自
頭
山
は
お
ろ
か
、
も
っ
と
手
近
か
の
山
あ
る
き
や
、
山
草
採
取
も
思
う
に
ま
か
せ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
然
し
城
氏
の
山
と

(11)



山
草
へ
の
情
熱
が
さ
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
私
が
山
崎
安
治
君
を
煩
わ
し
て

『山
岳
』
を
調
べ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
第
十
三
年
第

一
号
　
Ｄ

（大
正
七
年
十
二
月
発
行
）
一
一
九
頁
雑
録
欄
に
、
「海
抜
八
千
尺
の
冠
帽
峰
」
と
題
す
る
記
事
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
大
正
七
年
夏

（
一　
い

九
一
八
年
・当
時
五
十
五
歳
）
朱
乙
温
泉
よ
り
冠
帽
峰

（多
分
主
峰
と
お
も
わ
れ
る
）
に
登
ら
れ
た
の
で
あ
る
。　
こ
の
記
事
に
は

「北
鮮
日
報
大
正
七

年
八
月
二
―
四
日
」
と
附
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
城
氏
か
ら
切
抜
き
が
送
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
元
気
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
城
氏
が
、
還
暦
の
年
に
現
職
の
ま
ま
逝
去
さ
れ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
か
詳
ら
か

で
な
い
が
、
ほ
か
の
発
起
人
の
方
々
は
、
い
ま
な
お
カ
ク
シ
ャ
ク
な
ど
と
書
け
ば
、
こ
れ
が
当
た
り
前
と
い
わ
れ
る
に
き
ま
っ
て
い
る
武

田
博
士
は
別
格
と
し
て
、
戦
後
亡
く
な
ら
れ
た
小
島
、
高
頭
、
高
野
、
山
川
の
諸
先
輩
が
み
な
八
十
歳
を
越
え
、
或
い
は
そ
れ
に
近
い

年
齢
で
あ
っ
た
の
か
ら
す
れ
ば
、
早
逝
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
し
城
氏
が
大
正
末
期
に
で
も
韓
国
か
ら
引
上
げ
て
、
東
京
に
在
住
さ

れ
、
八
十
歳
近
く
ま
で
健
在
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
或
い
は
小
集
会
或
い
は
大
会
の
席
上
な
ど
で
、
私
の
よ
う
な
そ
の
頃
の
新
米
会
員
も
、

こ
の
先
輩
中
の
大
先
輩
の
風
貌
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
ろ
う
に
と
、
惜
し
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

三
年
越
し
の
稿
を
綴
り
お
わ
っ
て
、
私
は
ホ
ッ
と
し
た
気
持
で
あ
る
。
城
氏
の

『山
岳
』
へ
の
寄
稿
全
部
に
目
を
通
し
て
、
そ
こ
か
ら

な
に
か
を
く
み
と
る
の
が
、
私
に
の
こ
さ
れ
た
仕
事
だ
と
お
も
う
が
、
こ
れ
は
ま
た
他
日
に
譲
り
た
い
。

（
一
九
六
七
年
八
月
記
）

追
記

　

『
山
岳

。
総
索
引
』
に
記
載
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
山
崎
安
治
君
か
ら
の
報
告
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

『山
岳
』

一
ノ
２
雑
録

一
四
七
頁
、
高
山
に
於
け
る
植
物
の
保
護
。
Ｋ

・
Ｊ
の
署
名
あ
り
、
城
氏
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
文
中
白
井
光

太
郎
博
士
の
リ
ー
ゼ
ン
グ
ビ
ル
ゲ
登
山
の
こ
と
に
ふ
れ
て
い
る
。

一
ノ
３

（
一
八
〇
頁
）、
ニ
ノ
３

（
一
七
四
頁
）、
共
に
会
員
登
山
報
欄
に
、
明
治
三
十
九
年
七
月
上
旬
戸
隠
山
の
表
山
及
び
裏
山
、
同

月
十
七
日
八
ヶ
岳
。
四
十
年
六
月
箱
根
駒
ヶ
岳
神
山
、
七
月
八
ヶ
岳
に
登
山
の
こ
と
が
出
て
い
る
。

三
ノ
ー

（
一
五
一
頁
）
金
剛
杖

（遅
塚
麗
水
、
江
見
水
蔭
、
登
張
竹
風
そ
の
他
合
著
春
陽
堂
刊
）
の
書
評
が
Ｋ

。
Ｊ
の
署
名
で
載
っ
て
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会員第一号 城 数馬氏のこと

い
る
。

私
も
な
お
念
の
た
め

『
山
岳
』
を
繰
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
い
く
つ
か
の
落
穂
が
あ
っ
た
。

ニ
ノ
ー
、
戸
隠
裏
山
の
宝
丹
小
屋

（雑
録
）。
同
号
新
刊
批
評
欄
、　
三
好
学

・
牧
野
富
太
郎
共
撰

・
日
本
高
山
植
物
図
譜

・
成
美
堂

・

明
治
三
十
九
年
八
月
十
日
発
行
。
小
西
和
著

ｏ
日
本
の
高
山
植
物

ｏ
三
十
九
年
十
月
七
日

・
二
松
堂
発
行
。

ニ
ノ
３
、
書
評
欄
、
前
田
曙
山
著

・
高
山
植
物
叢
書
第

一
冊
。
志
村
鳥
嶺
著

ｏ
や
ま
。
小
島
鳥
水
著

ｏ
雲
表
。
小
島
鳥
水
著

・
富
士
山

大
観
。
こ
れ
ら
の
書
評
は
綿
密
詳
細
な
も
の
で
、
時
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、
と
き
に
辛
ラ
ツ
を
き
わ
め
た
批
評
で
、
決
し
て
お
ざ
な
り
の

と
こ
ろ
が
な
い
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
伝
わ
る
批
判
精
神
の
源
流
は
、
こ
の
辺
に
端
を
発
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
た
こ
と
だ
っ
た
。

以
　
上

(13)



ア
ン
デ
ス
か
ら
ア
マ
ゾ
ン
ヘ
　

一
九
六
五
年

＝
＝＝

ビ
ル
カ
バ
ン
バ
山
群
と
ウ
ル
バ
ン
バ
川
＝
Ｈ＝

同

志

社

大

学

山

岳

会

は

じ

め

に

「Ａ
Ｉ
Ａ
計
画
」
の
発
端
は
、　
一
九
六
〇
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ア
ピ
が
終
わ
っ
た
時
、
西
北
ネ
パ
ー
ル
に
対
す
る
執

心
み
た
い
な
も
の
は
、
私
自
身
は
あ
ま
り
持

っ
て
い
な
か
っ
た
。
神
戸
大
学
が
サ
イ
パ
ル
を
ね
ら
っ
て
い
る
ら
し
い
、
と
い
う
こ
と
を
聞

い
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
特
別
な
感
情
は
生
じ
な
か
っ
た
。
西
ネ
パ
ー
ル
よ
り
、
む
し
ろ
東
ネ
パ
ー
ル
の
チ
ャ
ム
ラ
ン
が
頭
に
こ
び
り
つ
い
て

い
た
。
だ
か
ら
福
田
勝

一
が
第
二
次
ヒ
マ
ラ
ヤ
計
画
の
こ
と
を
持
ち
込
ん
で
来
た
時
も
、
チ
ャ
ム
ラ
ン
を
推
し
た
。

サ
イ
パ
ル
も
ア
ピ
と
あ
ま
り
変
ら
な
い
よ
う
に
思
え
た
。
ア
ピ
の
帰
路
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
そ
れ
も
特
に
ダ
ル
チ
ュ
ラ
あ
た
り
の
灼
熱
の

谷
間
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
、
サ
イ
パ
ル
に
行
く
に
も
、
こ
ん
な
道
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
今
考
え
て
み
れ
ば
、
サ

イ
パ
ル
ぎ
ら
い
と
い
う
ほ
ど
で
な
く
て
も
、
東
ネ
パ
ー
ル
の
ソ
ロ
・
ク
ー
ン
ブ
地
方
の
風
景
を
思
う
に
つ
け
、
今
度
は
東

へ
行

っ
て
み
た

(14)



アンデスからアマゾンヘ 1965年

か
っ
た
。

チ
ャ
ム
ラ
ン
を
吹
き
込
ま
れ
て
、
す
っ
か
り
そ
の
気
に
な
っ
て
い
た
福
田
は
、
平
林
先
輩
に
相
談
に
行

っ
た
と
こ
ろ
が
、　
一
喝
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
平
林
先
輩
は
、
そ
の
へ
ん
の
事
情
を

『サ
イ
パ
ル
登
頂
』
（サ
ン
ケ
イ
新
聞
出
版
局
刊
）
に
、
こ
う
書
い
て
い
る
。

「
…
福
田
と
落
ち
合

っ
て
話
し
て
み
て
唖
然
と
し
た
。
彼
が
私
に
示
し
た
計
画
と
地
図
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
を
中
心
と
す
る
山
塊
の
地
図

で
あ
っ
た
。
私
は
ど
の
山
に
登
る
の
か
聞
こ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
る
の
な
ら
話
し
は
別
で
あ
る
が
、
こ
の
附
近
の
七

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
に
登
ろ
う
と
云
う
の
で
あ
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
銀
座
の
よ
う
に
、
毎
年
何
隊
と
な
く
各
国
の
遠
征
隊
が
通
っ
た
道

を
通
っ
て
、
四
方
八
方
か
ら
写
真
に
撮
さ
れ
、
少
し
の
新
鮮
味
も
な
い
針
の
よ
う
な
山
に
行
こ
う
と
云
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
長
年
後
輩

や
友
人
達
と
話
し
合

っ
て
き
た
、
探
検
す
る
目
的
を
選
ぶ
精
神
と
全
く
異

っ
て
い
た
。
あ
の
辺
は
、
職
人
登
山
家
に
ま
か
せ
て
お
け
ば
良

い
の
だ
。
日
の
悪
い
人
に
云
わ
せ
れ
ば
、
き
っ
と
そ
う
云
う
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
も
う

一
度
福
田
と
、
遠
征
す
る
目
的
の
選
び
方
を
話
し
合

っ
て
別
れ
た
。
‥
…
」

こ
う
し
て
平
林
先
輩
を
中
心
に
し
た
計
画
は
、
サ
イ
パ
ル
ヘ
進
展
し
て
行

っ
た
。
し
か
し
チ
ャ
ム
ラ
ン
は
立
派
な
山
で
あ
る
。
北
大
隊

が
後
日
そ
の
初
登
頂
の
栄
を
か
ち
と
っ
た
が

（『山
岳
』
第
五
十
八
年
参
照
）、　
日
本
隊
に
登
ら
れ
て
よ
か
っ
た
、　
な
ど
と
み
ず
か
ら
を
慰
め
た

次
第
で
あ
る
。

チ
ャ
ム
ラ
ン
も
確
か
に
魅
力
だ
っ
た
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
は
ま
た
趣
を
異
に
し
た
、
ア
ン
デ
ス
ヘ
の
夢
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
ア
ン
デ

ス
を
調
べ
る
こ
と
は
、
自
然
そ
の
水
系
で
あ
る
ア
マ
ゾ
ン
も
含
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
ア
ン
デ
ス
か
ら
ア

マ
ゾ
ン
ヘ
の
プ
ラ
ン
が
、　
だ
ん
だ
ん
は
っ
き
り
と
頭
の
中
に
巣
く
っ
て
き
た
。
薬
師
義
美
君
と

一
緒
に

Ｒ
＞
詳
こ
の
Ｏ
●
＞
Ｚ
∪
”
∽
こ
な

ど
と
銘
う
っ
て
、
ア
ン
デ
ス
関
係
の
文
献
、
雑
誌
の
目
録
を
作

っ
た
り
し
た
の
も
、
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

登
山
と
か
探
検
と
か
い
う
も
の
は
、
ご
く
僅
か
の
例
外
を
除
い
て
は
、　
一
つ
の
集
団
行
動
の
成
果
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
そ

れ
の
計
画
の
発
端
や
行
動
中
に
お
い
て
、
非
常
に
個
人
的
な
要
素
が
、
大
い
に
入
り
込
ん
で
く
る
こ
と
も
、
ま
た
多
い
の
で
あ
る
。

(15)



平
林
さ
ん
が
い
な
か
っ
た
ら
、
サ
イ
パ
ル
に
は
行
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
案
外
チ
ャ
ム
ラ
ン
ヘ
行

っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

も
し
チ
ャ
ム
ラ
ン
に
成
功
し
て
い
た
ら
、
今
度
の
ア
ン
デ
ス
ア
↓
ア
マ
ゾ
ン
が
な
く
て
、
八
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

狙
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

私
が
考
え
て
い
た
ア
ン
デ
ス
↓
ア
マ
ゾ
ン
に
、
人
、
金
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
三
要
素
が
出
そ
ろ
う
ま
で
に
は
、　
一
九
六
五
年
ま
で
待
た
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
何
故
ペ
ル
ー

・
ア
ン
デ
ス
を
選
ん
だ
か
で
あ
る
が
、
北
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら
南
は
テ
ィ
エ
ラ

・
デ
ル
・
フ
ェ
ゴ
ま
で

の
ア
ン
デ
ス
の
中
で
、
最
も
ア
ン
デ
ス
ら
し
い
ア
ン
デ
ス
が
、
そ
こ
に
あ
る
よ
う
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
無
論
パ
タ
ゴ
ニ
ア
な
ど
は
、
世

界
で
も
他
に
類
が
な
い
よ
う
な
独
特
の
風
貌
を
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
ア
マ
ゾ
ン
が
な
い
。

ペ
ル
ｌ

ｏ
ア
ン
デ
ス
の
中
で
も
、
い
ろ
ん
な
山
群

（
コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
何
々
）
が
あ
る
。
ブ
ラ
ン
カ
山
群
は
、
定
め
し
エ
ベ
レ
ス
ト
附
近

の
マ
ハ
ラ
ン
グ
ー
ル
山
群
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
ペ
ル
ｌ

ｏ
ア
ン
デ
ス
の
最
高
峰
、
ワ
ス
カ
ラ
ン
が
こ
こ
に
あ
る
し
、
ア
マ
。
ダ
ブ
ラ
ム
み

た
い
な
ア
ル
バ
マ
ヨ
も
あ
る
。
ワ
イ
ヮ
ッ
シ
ュ
山
群
は
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
山
群
と
い
っ
た
と
こ
ろ
、
イ
ェ
ル
パ
ハ
と
い
う
カ
ン
チ
み

た
い
な
山
や
、
ジ
ャ
ヌ
ー
み
た
い
な
ヒ
リ
シ
ャ
ン
カ
が
あ
る
。
サ
ル
カ
ン
タ
イ
は
と
い
え
ば
、
ナ
ン
ガ

ｏ
パ
ル
バ
ッ
ト
み
た
い
だ
と
い
え

ば
云
い
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が
、
リ
マ
か
ら
ク
ス
コ
ヘ
飛
ぶ
航
空
機
か
ら
、
す
ぐ
近
く
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
、
ギ
ル
ギ
ッ
ト
ヘ
の
途
中

で
み
る
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ッ
ト
に
似
て
い
る
し
、
附
近
の
山
を
ぐ
っ
と
押
さ
え
て
、
孤
高
を
誇
る
巨
大
な
独
立
峰
で
あ
る
点
が
び
っ
た
り

で
あ
る
。

話
し
が
脱
線
し
て
し
ま
っ
た
が
、
ブ
ラ
ン
カ
や
ワ
イ
ワ
ッ
シ
ュ
に
な
い
未
知
の
探
検
的
要
素
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
ブ
ラ
ン

カ
や
ワ
イ
ワ
ッ
シ
ュ
と
結
び
つ
く
ア
マ
ゾ
ン
の
源
流
は
、
マ
ラ
ニ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
こ
の
川
筋
は
思
っ
た
よ
り
文
明
が
入
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
り
、
ま
た
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
下
降
し
て
、
面
白
い
よ
う
な
と
こ
ろ
で
も
な
か
っ
た
。

ワ
ガ
ル
ン
チ
ョ
と
ワ
タ
ャ
ガ
川
を
結
ぶ
線
も
考
え
て
み
た
が
、
山
塊
が
小
さ
い
こ
と
と
、
川
筋
が
マ
ラ
ニ
ョ
ン
同
様
面
白
く
な
さ
そ
う

で
あ
る
。

(16)



アンデスからアマゾンヘ 1965年

こ
う
や
っ
て
く
る
と
、
私
達
の
計
画
が
ビ
ル
カ
バ
ン
バ
山
群
と
ウ
ル
バ
ン
バ
川
を
選
ん
だ
大
体
の
論
郭
が
判
然
と
し
て
く
る
。
こ
う
い

う
要
素
の
他
に
、
そ
の
地
域
全
体
を
覆

っ
て
い
る
ク
ス
コ
を
中
心
と
し
た
イ
ン
カ
文
明

へ
の
限
り
な
い
興
味
も
、
捨
て
難
い
も
の
と
な
っ

て
い
た
。

ビ
ル
カ
バ
ン
バ
山
群
の
盟
主
サ
ル
カ
ン
タ
イ
は
、
す
で
に
ル
ー
ト
を
違
え
て
三
度
登
ら
れ
て
い
る
。　
一
九
五
二
年
の
ア
メ
リ
カ
●
フ
ラ

ン
ス
合
同
隊
に
よ
り
北
面
か
ら
、　
一
九
五
六
年
の
オ
ラ
ン
ダ

・
フ
ラ
ン
ス
隊
に
よ
り
東
稜
↓
北
面
ト
ラ
バ
ー
ス
の
ル
ー
ト
か
ら
で
あ
る
。

で
き
れ
ば
未
踏
峰
で
あ
る
ほ
う
が
い
い
の
は
、
皆
あ
ま
り
変
り
が
な
い
。
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
が
、
ア
ン
デ
ス
に
は
、
未
踏
峰
は

ご
く
僅
か
し
か
な
い
。
大
物
は
ほ
と
ん
ど
登
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ビ
ル
カ
バ
ン
バ
山
群
中
で
も
同
様
で
、
残
さ
れ
て
い
た
の
は
キ
シ

ュ
ア
ー
ル
（五
七
七
五
メ
ー
ト
ル
）
く
ら
い
で
、
後
は
ス
ケ
ー
ル
が
ぐ
っ
と
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
い
う
山
を
数
多
く

「初
登
頂
」
す

る
案
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
私
達
は
そ
う
は
考
え
な
か
っ
た
。
や
は
り
大
き
く
て
立
派
な
山
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

「
サ
ル
カ
ン
タ
イ
の

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ｏ
ル
ー
ト
か
ら
の
登
頂
」
は
、
ご
く
自
然
に
生
ま
れ
て
き
た
。　
一
九
五
四
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
が
手
を
付
け
、
カ

ス
パ
レ
ッ
ク
ら
の
死
に
よ
っ
て
放
棄
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
北
東
稜
は
、
サ
ル
カ
ン
タ
イ
の
山
稜
中
で
も

一
番
長
く
、　
一
番
目
立
っ

た
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
誰
れ
も
試
み
よ
う
と
も
し
て
い
な
い
。
私
達
の
主
目
標
は
、
こ
れ
に
ほ
ぼ
決
め
て
い
た
。

ほ
ぼ
と
い
っ
た
の
は
、
南
稜
も
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
イ
ン
カ
チ
リ
ヤ
ス
カ
の
峠

（四
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
、
南
峰
頂
上

へ
一
気

に
突
き
上
げ
る
こ
の
急
峻
な
稜
は
、
こ
の
山
の
初
登
頂
以
前
か
ら
目
を
つ
け
て
い
た
イ
タ
リ
ア
の
ギ
リ
オ
ー
ネ
に
よ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
試

み
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
写
真
で
見
て
い
た
時
に
は
、
ま
だ
計
画
の
一
部
で
は
あ
っ
た
が
、
実
物
を
仰
い
で
か
ら
は
、
私
達
の
隊
に
と
っ

て
適
当
な
目
標
と
は
い
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
北
稜
お
よ
び
西
稜
は
登
攀
不
可
能
と
判
断
し
た
。
ア
メ
リ
カ
●
フ
ラ
ン
ス
隊
の
北
面

ル
ー
ト
も
見
て
み
た
が
、
雪
崩
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
テ
レ
イ
の
登
っ
た
東
稜
―
北
面
ト
ラ
バ
ー
ス
の
ル
ー
ト
も
非
常
に
悪
い
。

結
局
サ
ル
カ
ン
タ
イ
と
い
う
山
に
は

「
一
般
ル
ー
ト
」
な
ど
な
い
の
で
あ
る
。

「ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ト
に
よ
る
サ
ル
カ
ン
タ
イ
　
・７

登
頂
」
な
ど
と
、
い
い
気
な
こ
と
を
云
っ
た
も
の
で
、
こ
の
ル
ー
ト
が
最
も

「同
志
社
」
向
き
の
ル
ー
ト
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
＜



キ
シ
ュ
ア
ー
ル
（五
七
七
五
メ
ー
ト
ル
）
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
と
し
て
、
そ
の
初
登
頂
と
共
に
、
里
藤
隊
員
の
足
指
の
凍
傷
　
≫

と
い
う
事
態
が
起
き
た
。
幸
い
に
も
傷
が
軽
く
、
手
当
が
早
か
っ
た
た
め
に
完
全
に
回
復
し
た
が
、
彼
は
ア
マ
ゾ
ン
隊
に
入
る
予
定
に
な
　
岬

っ
て
い
た
た
め
、
当
時
は
困
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

キ
シ
ュ
ア
ー
ル
を
、
隊
を
三
分
し
た
後
半
の
計
画
に
入
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
前
半
に
入
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
考
え
た
が
、

後
半
の
ビ
ル
カ
バ
ン
バ
隊
の
計
画
が
、
び
っ
し
り
と
つ
ま
っ
て
い
る
し
、
天
候
も
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
、
後
半
ア
マ
ゾ
ン
ヘ
入
る
隊
員

が
、
も
う
少
し
山
登
り
が
し
た
い
意
向
が
強
い
な
ど
の
理
由
で
、
結
局
前
半
の
計
画
に
く
み
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
判
断
お
よ
び
隊

員
構
成
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
そ
う
で
あ
る
。
キ
シ
ュ
ア
ー
ル
と
い
う
山
は
、
外
国
隊
に
ね
ら

わ
れ
て
は
い
た
が
、
全
然
試
み
ら
れ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
け
に
、
ア
プ
ロ
ー
チ
に
ど
の
谷
を
つ
め
る
か
と
い
う
、
山
登
り
の
ご
く
基
本

的
な
問
題
か
ら
、
解
決
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
山
登
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
苦
し
い
経
験
は
、
非
常
に
貴
重
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ

う

。サ
ル
カ
ン
タ
イ
な
ど
前
半
計
画
の
終
了
の
後
は
、
い
っ
た
ん
全
員
ク
ス
コ
に
集
結
し
、
そ
の
後
で
隊
を
三
分
す
る
こ
と
は
、
当
初
の
計

画
通
り
で
あ
っ
た
。　
一
隊
は
再
度
ビ
ル
カ
バ
ン
バ
の
山
登
り
を
続
け
、
別
の
隊
で
ウ
ル
バ
ン
バ
川
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
よ
る
下
降
を
行
な
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

た
だ
山
の
ほ
う
の
目
標
を
ど
こ
に
し
ば
る
か
に
関
し
て
は
、
現
地
で
の
ム
ー
ラ
の
調
達
状
況
や
、
そ
の
時
の
気
象
条
件
な
ど
を
考
え
合

わ
せ
て
、
最
終
決
定
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
ビ
ル
カ
バ
ン
バ
西
端
の
チ
ョ
ケ
サ
フ
ラ

（五
一
五
二
メ
ー
ト
ル
）
や
、
イ
ン
カ
の
遺
跡
が
残

っ

て
い
る
エ
ス
プ
リ
テ
ュ
ｏ
バ
ン
パ
な
ど
も
、
案
の
中
に
入
っ
て
い
た
。

ま
た
プ
マ
シ
リ
ョ
（五
九
九
四
メ
ー
ト
ル
）
の
他
に
も
、
コ
ル
デ
ィ
エ

ラ

・
ウ
ル
バ
ン
バ
の
山
々
も
調
べ
て
お
い
た
。

凍
傷
の
里
藤
隊
員
を
日
本

へ
急
速
送
る
た
め
、　
一
緒
に
リ
マ
ヘ
出
た
。
そ
こ
で
ペ
ル
ー
山
岳
会
々
長
の
モ
ラ
ン
ス
氏
と
会
い
、
サ
ル
カ

ン
タ
イ
の
報
告
な
ど
し
て
い
る
時
、
メ
リ
ソ
ス
（五
三
一〇
メ
ー
ト
ル
）
双
子
峰
の
話
し
が
出
た
。　
一
九
五
七
年
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
隊
が
撮

っ
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た
と
思
わ
れ
る
、
こ
の
山
の
西
面
の
写
真
を
見
せ
て
く
れ
た
。
ペ
ル
ー
山
岳
会
会
報

”
Ｓヽ
いヽ、ヽ

■
ヽヽ
ミ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
卜
ヽ
ミ
ミヽ
もミ
ο
の
最
新
刊

に
も
、
そ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

「未
踏
峰
」
と
説
明
し
て
あ
る
。
モ
ラ
ン
ス
氏
も
こ
の
山
を
強
く
推
し
た
。

ク
ス
コ
ヘ
帰

っ
て
か
ら
皆
で
相
談
し
合

っ
た
。
プ
マ
シ
リ
ョ
か
メ
リ
ソ
ス
か
で
あ
っ
た
。
Ｂ
Ｃ

へ
行

っ
て
か
ら
決
め
よ
う
、
と
い
う
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
ア
プ

ロ
ー
チ
の
谷
が
全
然
違
う
の
で
あ
る
。
プ
マ
シ
リ
ョ
も
い
い
山
で
あ
る
が
、
結
局
知
ら
れ
す
ぎ
て
い
る
感
じ
で

あ
る

（す
で
に
第
六
登
以
上
さ
れ
て
い
る
）。　
こ
の
点
、
高
度
は
や
や
劣
る
が
、　
メ
リ
ソ
ス
の
独
特
な
美
し
さ
が
、
未
だ
登
ら
れ
て
い
な

い
と
い
う
要
素
も
加
わ
っ
て
、
皆
を
ひ
き
つ
け
る
。

キ
シ
ュ
ア
ー
ル
隊
が
撮

っ
て
帰

っ
た
写
真
を
、
急
い
で
焼
い
て
み
た
。
メ
リ
ソ
ス
の
東
面
ら
し
き
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
山
が
写

っ
て
い

る
。
ど
う
も
、
そ
れ
ら
し
い
。
相
当
ひ
ど
い
よ
う
で
あ
る
が
、
西
面
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
可
能
性
が
あ
る
。
ワ
ド
キ
ー
ナ
か
ら
サ
ク
サ
ラ
谷

を
つ
め
て
行
け
ば
、
多
分
そ
の
東
面
の
麓
に
た
ど
り
つ
け
る
は
ず
だ
。
こ
う
し
て
後
半
の
目
標
は
決
定
し
た
。

帰
国
し
た
後
、
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
の
ア
ダ
ム
ス
ｏ
カ
ー
タ
ー
氏
か
ら
報
告
を
送
る
よ
う
依
頼
が
あ
っ
た
。
こ
の
メ
リ
ソ
ス
の
こ
と
も
書

い
て
送

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
山
は

一
九
五
六
年
に
ア
メ
リ
カ
隊
に
よ
り
既
に
登
ら
れ
て
い
る
、
と
の
返
事
が
き
た
。　
一
九
五
六
年
に

ア
メ
リ
カ
隊
が
入
っ
た
谷
か
ら
は
、
こ
の
メ
リ
ソ
ス
は
登
れ
そ
う
に
な
い
し
、
彼
ら
の
云
っ
て
い
る
の
は
、
他
の
山
の
こ
と
で
は
な
い
か

と
も
思
わ
れ
る
の
で
、
現
在
調
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
ビ
ル
カ
バ
ン
バ
隊
は
、
悪
名
高
い
八
月
↓
九
月
の
悪
天
候
の
中
を
、
ち
ょ
っ
と
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
で
は

一

つ
の
頂
、
次
に
ま
た

一
つ
と
、
最
後
の
力
を
ふ
り
し
ば
っ
て
ね
ば
り
に
ね
ば
り
な
が
ら
、
所
期
の
目
標
を
完
遂
し
た
。

一
方
、
ア
マ
ゾ
ン
の
源
流
、
ウ
ル
バ
ン
バ
川
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
よ
る
下
降
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
別
の
報
告
書
を
見
て
戴
き
た
い
。

こ
う
し
て
現
地
滞
在
五
ヵ
月
に
亘
る
ア
ン
デ
ス
↓
ア
マ
ゾ
ン
の
登
山
、
探
検
は
当
初
の
計
画
通
り
終
了
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
私
達
の
登
山
、
探
検
に
関
し
て
日
本
山
岳
会
か
ら
戴
い
た
御
高
配
、
御
支
援
に
対
し
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
”

（江
　
上
　
　
康
）
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アンデスからアマゾンヘ 1965年

サ
ル
カ
ン
タ
イ
の
登
攀

約

一
ヵ
月
半
の
船
旅
、
ペ
ル
ー
に
つ
い
て
か
ら
の
通
関
、
あ
い
さ
つ
等
を
す
ま
せ
て
、
全
隊
員
が
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
基
地
に
な
る
ピ
ン
コ

パ
タ
部
落

（二
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
集
結
し
た
の
は
、
五
月
二
六
日
だ
っ
た
。
例
年
よ
り
雨
期
明
け
が
お
く
れ
て
い
る
の
か
、
毎
日
ど
ん
よ

り
と
し
た
曇
杢
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
静
か
な
山
村
で
、
天
気
待
ち
も
か
ね
て
し
ば
ら
く
休
養
す
る
こ
と
に
し
た
。
た

の
ん
で
あ
っ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
用
の
ム
ー
ラ

（馬
と
ロ
バ
の
一代
雑
種
）
も
揃

っ
た
の
で
、　
五
月
二

一
日
、　
三
二
頭
の
ム
ー
ラ
と

一
〇
人
の
ア
リ

エ
ロ
（馬
方
）
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
ゆ
っ
く
リ
サ
ル
カ
ン
タ
イ
の
麓
め
ざ
し
て
動
き
出
し
た
。
話
に
は
聞
い
て
い
た
も
の
の
、
ア
リ
エ
ロ
の

仕
事
ぶ
り
は
実
に
の
ん
び
り
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
二
日
後
に
は
、
す
で
に
サ
ル
カ
ン
タ
イ
南
稜
直
下
の
イ
ン
カ
チ
リ
ヤ
ス
カ
峠

（四
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
キ
ャ
ン
プ
し
、
峠
道
の

除
雪
作
業
の
一
日
を
利
用
し
て
、
さ
っ
そ
く
サ
ル
カ
ン
タ
イ
の
南
稜

（宮
本
、
堀
江
）
お
よ
び
西
稜

（里
藤
、
川
田
）
の
偵
察
に
出
か
け

た
。
結
果
は
先
述
の
と
お
り
悲
観
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
日
、
イ
ン
カ
チ
リ
ヤ
ス
カ
峠
の
す
ぐ
南
に
あ
る
無
名
峰

（五
〇
〇
〇
メ

ー
ト
ル
）
に
小
川
、
沢
の
二
人
が
登
っ
て
き
た
。
急
な
雪
渓
を
登
り
、　
丁
度
前
穂
高
東
壁
の
よ
う
な
岩
登
り
を
楽
し
ん
で
、
頂
上
に
立
っ

た
。六

月
二
日
に
は
急
な
パ
ル
カ
イ
峠

（四
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
て
、　
サ
ル
カ
ン
タ
イ
東
氷
河
の
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
バ
レ
イ
に
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
を
設
営
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
さ
っ
そ
く
五
日
に
は
四
つ
の
偵
察
隊
が
出
か
け
た
。
０
北
面
か
ら
北
東
稜
の
ス
ケ
ッ

チ
と
仏
米
隊
が
登
っ
た
北
東
面
の
ル
ー
ト

（江
上
、
沢
）、
０
東
氷
河
か
ら
北
東
稜

へ

（前
芝
、
小
川
）、
０
北
東
稜
末
端
の
岩
尾
根
か
ら

北
東
稜

へ
（岩
間
、
川
田
）、　
０
東
稜
か
ら
北
東
稜

へ
（里
藤
、
宮
本
）
の
ル
ー
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
偵
察
し
た
。　
つ
づ
い
て
六
日
に
は
、
日

岩
尾
根
を
さ
け
て
ガ
ラ
沢
を
つ
め
て
第

一
キ
ャ
ン
プ
予
定
地
ま
で
の
荷
上
げ
と
フ
ィ
ッ
ク
ス

（前
芝
、
川
田
、
小
川
、
沢
、
モ
ラ
レ
ス
）
、

「

０
北
東
稜
の
偵
察

（岩
間
、
堀
江
）、　
０
再
び
東
稜

へ
（里
藤
、
宮
本
）
の
三
隊
が
出
か
け
た
。　
わ
れ
わ
れ
は
、
岩
尾
根
か
ら
と
り
つ
い
　
く
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て
北
東
稜
に
出
て
、　
あ
と
は
忠
実
に
尾
根
ど
お
し
に
頂
上
に
立
て
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。
偵
察
の
結
果
も

ほ
ぼ
予
想
ど
お

り
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
仏
米
隊
が
初
登
頂
し
た
北
東
面
は
、
頂
上
ま
で
の
距
離
も
近
く
、
ル
ー
ト
と
し
て
は
、　
一
番
可
能
性
は
あ
る
よ

う
だ
が
、　
つ
ね
に
雪
崩
の
危
険
が
あ
る
し
、　
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
大
パ
ー
テ
ィ
で
と
り
つ
く
に
は
、　
ル
ー
ト
と
し
て
や
や
も
の
足
り
な

北
東
稜
は
長
く
て
頂
上
ま
で
は
遠
い
。　
カ
ス
パ
レ
ッ
ク
が
撃
退
さ
れ
た

″東
壁
″、
そ
の
上
に
あ
る
キ
ノ
コ
雪
、
ト
サ
カ
尾
根
、　
そ
れ

に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
も
は
っ
き
り
み
え
る
、
い
く
つ
か
の
ギ
ャ
ッ
プ
…
…
た
し
か
に
悪
場
の
連
続
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も

登
れ
な
い
と
い
う
決
定
的
な
理
由
は
な
い
。
そ
れ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
と
い
う
よ
り
日
本
人
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
面
よ
り
稜
の
方
が

な
じ
み
や
す
い
。
ル
ー
ト
は
予
定
ど
お
り
北
東
稜
に
決
定
し
た
。

六
月
九
日
、
岩
尾
根
か
ら
北
東
稜
に
と
り
つ
い
て
第

一
キ
ャ
ン
プ

（四
九
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
以
下
Ｃ
Ｉ
）
を
設
営
し
、
里
藤
、
岩
間
、
宮
本
、
川

田
の
四
隊
員
が
入
っ
た
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
Ｃ
工
へ
の
ル
ー
ト
は
、
東
氷
河
の
舌
端
を
横
断
し
て
岩
尾
根
に
と
り
つ
き
、
岩
峰
を
さ

け
て
急
な
ガ
ラ
場
の
ル
ン
ゼ
を
登
っ
て
、
北
東
稜
の
支
尾
根
の
コ
ル
に
出
、
こ
こ
か
ら
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
て
急
な
岩
と
氷
の
ル
ン
ゼ
を
登

り
、
や
っ
と
北
東
稜
の
雪
尾
根
に
出
る
と
雪
の
台
地
が
あ
り
、
こ
こ
に
Ｃ
Ｉ
を
建
設
し
た
。
岩
尾
根
と
氷
の
ル
ン
ゼ
に
、
そ
れ
ぞ
れ

一
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
た
。
次
の
日
か
ら
Ｃ
Ｉ
の
四
人
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｉ
へ
の
ル
ー
ト
偵
察
、
工
作
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

Ｃ
Ｉ
の
す
ぐ
上
の
小
さ
な
ピ
ー
ク
か
ら
、
尾
根
は
急
に
細
く
な
る
。
こ
こ
か
ら
ロ
ー
プ
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
て
、
六
〇
度
は
あ
る
斜
面
の
ト

ラ
バ
ー
ス
、
足
ひ
と
つ
が
や
っ
と
乗
る
細
い
尾
根
、
あ
る
い
は
急
な
雪
壁
の
直
登
、
ぼ

っ
か
り
尾
根
の
切
れ
て
い
る
ギ
ャ
ッ
プ
の
跳
び
越

え
な
ど
が
つ
づ
き
、　
や
っ
と
東
壁
直
下
の
雪
の
台
地
に
、
Ｃ
Ⅱ

（五
三
三
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
一
一
日
）。　
そ
し
て

岩
間
、
宮
本
が
、
つ
づ
い
て
一
三
日
里
藤
、
川
田
が
Ｃ
Ｉ
に
入
っ
た
。
Ｃ
Ｉ
と
Ｃ
Ｉ
の
間
に
は
、
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
を
フ
ィ

ッ
ク
ス
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
ほ
か
の
隊
員
は
連
日
Ｃ
Ｉ
へ
、
あ
る
い
は
Ｃ
Ｉ
へ
荷
上
げ
を
く
り
か
え
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
詢

そ
し
て
Ｃ
Ｉ
に
入
っ
た
四
人
に
よ
っ
て
、
次
の
日
か
ら
問
題
の

″東
壁
″
と
の
悪
戦
苦
闘
が
は
じ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
東
壁
と
　
＜



り
つ
き
の
ク
レ
ヴ
ァ
ス
は
、
キ
ノ
コ
雪
か
ら
落
ち
て
き
た
小
ブ
ロ
ッ
ク
で
で
き
た
ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
み
つ
け
て
渡

っ
て
、
三
角
形
の
大
一　
Ｄ

き
な
斜
面

（東
壁
）
に
出
る
が
、
こ
こ
は
六
〇
度
を
越
す
氷
壁
で
あ
り
、　
一
歩

一
歩
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
登
る
。
し
か
し
雪
も
安
定
し
て
い
　
く２４

る
し
、
思
っ
た
よ
り
登
り
は
簡
単
だ
っ
た
。
し
か
し
氷
は
さ
す
が
に
堅
く
、
岩
間
の
ピ
ッ
ケ
ル

（
シ
モ
ン
）
は
ブ
レ
ー
ド
が
少
し
ゆ
が
ん

で
し
ま
っ
た
。
東
壁
の
上
に
は
キ
ノ
コ
雪
が
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
。　
一
〇
メ
ー
ト
ル
近
く
、
ひ
さ
し
の
よ
う
に
お
お
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
。

こ
こ
を
越
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、
そ
の
ま
ま
登
頂
の
成
否
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第

一
日
目
は
、
こ
の
キ
ノ
コ
雪
の
下
ま
で
し

か
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
次
の
日
、
ま
た
キ
ノ
コ
雪
に
や
っ
て
き
た
。
キ
ノ
コ
雪
の
や
や
う
す
く
な
っ
て
い
る
北
側
に
ま
わ
っ
て
み
る

と
、
幸
い
な
こ
と
に
、
巨
大
な
雪
庇
に
一
ヵ
所
、
ス
ー
ッ
と
穴
が
あ
い
て
い
る
で
は
な
い
か
。
も
う
こ
の
穴
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
掘

っ
て
、

こ
の
キ
ノ
コ
雪
を
突
破
す
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。　
一
日
か
か
っ
て
、
や
っ
と
身
体
が
は
い
る
大
き
さ
の
ト
ン
ネ
ル
を
開
通
さ
せ
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
こ
の
幸
運
な
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け
出
る
と
、
す
ぐ
目
の
前
か
ら
ト
サ
カ
尾
根
が
は
じ
ま
る
。
ト
サ
カ
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
し

な
い
が
、
三
段
階
に
分
か
れ
て
い
る
。　
一
段
目
は
、
大
き
な
、
し
か
も
急
な
雪
庇
が
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
な
し
て
い
る
。
不
安
定
な
と
こ
ろ

を
切
り
落
と
し
て
、
や
っ
と
ル
ー
ト
を
開
き
、
二
段
日
と
三
段
日
は
北
面
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
急
な
氷
の
ル
ン
ゼ
を
登
っ
て
さ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
し
て
一
七
日
に
や
っ
と
ト
サ
カ
尾
根
の
上
に
Ｃ
Ⅲ

（五
六
四
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
建
設
し
、
里
藤
、
川
田
が
、
つ
づ
い
て
一
九
日

に
岩
間
、
宮
本
が
入
っ
た
。
こ
の
間
、
も
ち
ろ
ん
Ｃ
Ⅲ
か
ら
は
最
終
キ
ャ
ン
プ
で
あ
る
Ｃ
Ⅳ
地
の
偵
察
、
ほ
か
の
隊
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
キ

ャ
ン
プ

ヘ
の
荷
上
げ
を
続
け
な
が
ら
、　
一
つ
ず
つ
駒
を
す
す
め
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
か
ら
Ｃ
Ⅲ

へ
の
ル
ー
ト
は
、
完
全
に
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
ロ
ー
プ
で
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
テ
ン
ト
と
テ
ン
ト
が
、
ロ
ー
プ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
め
ず
ら
し
い

″記
録
″
だ

ろ
う
。
Ｃ
Ⅲ
か
ら
上
は
比
較
的
な
だ
ら
か
な
雪
の
尾
根
が
、
南
峰
か
ら
つ
づ
い
て
い
る
。

二
〇
日
に
は
南
峰
の
東
肩
の
台
地
に
Ｃ
Ⅳ

（五
八
七
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
設
営
し
、
翌
二
一
日
を
第

一
次
ア
タ
ッ
ク
の
日
と
決
め
た
。　
こ
の
日

の
隊
員
の
配
置
は
、
Ｃ
Ⅳ
に
里
藤
、
宮
本
、
岩
間
、
川
田
、
Ｃ
Ⅲ
に
小
川
、
沢
、
堀
江
、
Ｃ
Ｉ
に
前
芝
、
Ｃ
Ｉ
は
無
人
、
Ｂ
Ｃ
に
は
江
上

隊
長
が
い
る
。
第

一
次
ア
タ
ッ
ク
隊
は
岩
間
、
川
田
に
決
め
た
。
こ
れ
に
里
藤
、
宮
本
が
サ
ポ
ー
ト
し
、
で
き
れ
ば
四
人
が
同
時
に
頂
上
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に
立
つ
、
そ
し
て
翌
日
小
川
、
沢
、
堀
江
の
学
生
班
が
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
と
し
て
、
頂
上
に
む
か
う
こ
と
に
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
＞

二
一
日
、
第

一
次
ア
タ
ッ
ク
隊
と
サ
ポ
ー
ト
隊
は
六
時
に
Ｃ
Ⅳ
を
出
発
し
、
南
峰

（六
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
は
七
時
、　
そ
し
て
問
題
の
南
　
”

峰
と
頂
上
の
間
に
あ
る
大
ギ
ャ
ッ
プ
の
上
に
や
っ
て
き
た
。
こ
こ
ま
で
は
ア
イ
ゼ
ン
が
よ
く
効
く
、
安
定
し
た
氷
の
斜
面
が
つ
づ
い
て
い

る
が
、
ギ
ャ
ッ
プ
の
末
端
は
雪
庇
に
な
っ
て
い
て
非
常
に
不
安
定
で
あ
り
、
し
か
も
ギ
ャ
ッ
プ
の
下
に
は
ク
レ
ヴ
ァ
ス
が
走

っ
て
い
て
、

な
か
な
か
の
悪
場
で
あ
る
。
結
局
約
二
時
間
か
か
っ
て
ロ
ー
プ
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
、
懸
重
で
降
る
が
下
に
は
ク
レ
ヴ
ァ
ス
が
待
ち
う
け
て

い
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
そ
の
中
に
す
い
こ
ま
れ
て
し
ま
う
。
振
子
を
使

っ
て
、
や
っ
と
ギ
ャ
ッ
プ
の
下
に
降
り
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
か
ら
は
頂
上
直
下
の
急
斜
面
を
登
る
よ
り
仕
方
が
な
い
。

と
い
う
の
は
仏
米
隊
、　
あ
る
い
は
テ
レ
イ
の
辿
っ
た
北
側
か
ら
の
ル
ー

ト
は
、
い
く
ら
か
傾
斜
は
ゆ
る
い
が
、
今
年
は
ど
う
し
た
こ
と
か
、
大
ク
レ
ヴ
ァ
ス
が
口
を
開
け
て
い
て
、
ど
う
し
て
も
越
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
少
し
不
安
は
あ
っ
た
が
、
正
面

（東
南
）
の
六
〇
度
を
越
え
る
氷
壁
を
登
る
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
つ
い
に
一
〇
時
三
〇

分
か
ら

一
一
時
の
間
に
、
サ
ポ
ー
ト
隊
も
含
め
て
四
人
の
隊
員
が
、
入
れ
か
わ
り
立
ち
か
わ
り
頂
上
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。　
一
九
五
二
年

の
仏
米
隊
、　
一
九
五
六
年
の
テ
レ
イ
に
続
い
て
第
二
登
で
あ
る
。
高
度
計
は
Ｃ
Ⅳ
の
や
や
上
部
で
、
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
指
し
た
ま
ま

と
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
サ
ル
カ
ン
タ
イ
の
高
度
は
六
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
六
二
七
〇
メ
ー
ト
ル
等
々
い
ろ
い
ろ
の
説
が
あ
る
が
、
六
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
と
こ
ろ
が
、
妥
当
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
感
じ
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
正
確
な

高
度
を
確
認
し
た
い
と
思
っ
て
、
二
つ
の
高
度
計
を
携
帯
し
た
が
、
両
方
と
も
狂
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

翌
二
二
日
、
小
川
、
沢
、
堀
江
の
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
も
、
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
て
無
事
項
上
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
ま
だ

五
人
の
隊
員
と
若
干
の
荷
物
が
、
Ｃ
Ⅲ
に
残
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
上
の
東
壁
の
部
分
は
、
滑
車
を
つ
か
っ
て
ケ
ー
ブ
ル
式
に
荷
物
を
お
ろ
そ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
江
上
隊
長
が
Ｂ
Ｃ
か
ら
袋
を
か
つ
い
で
Ｃ
Ｉ
に
あ
が
っ
て
き
た
。
し
か
し
斜
面
が
複
雑
な
こ
と
と
、
仲
継
所
に

す
る
適
当
な
場
所
が
な
い
た
め
、
結
局
隊
員
が
ひ
と
つ
ず
つ
荷
物
を
か
つ
い
で
お
り
る
以
外
に
方
法
が
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
遅
々
と
し

た
撤
収
が
は
じ
ま
っ
た
。
ル
ー
ト
の
ほ
と
ん
ど
は
雪
庇
の
上
、
あ
る
い
は
キ
ノ
コ
雪
、
急
な
斜
面
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
こ
こ
し



ば
ら
く
の
快
晴
つ
づ
き
で
、
大
分
い
た
ん
で
し
ま
っ
た
。
と
く
に
Ｃ
Ⅲ
か
ら
Ｃ
Ｉ
ま
で
の
間
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
雪
庇
の
崩
壊
で
、
ル
ー

ト
が
寸
断
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
二
三
日
に
は
、
最
も
お
そ
れ
て
い
た
キ
ノ
コ
雪
か
ら
小
規
模
の
ブ
ロ
ッ
ク
崩
壊
が
あ
り
、
勢
い
の
つ
い

た
小
ブ

ロ
ッ
ク
が
、
Ｃ
Ｉ
の
テ
ン
ト
に
飛
ん
で
き
た
。　
一
日
も
早
く
Ｃ
Ⅲ
、
Ｃ
Ｉ
を
撤
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
後
の
力
を
ふ
り
し

ば
っ
て
、
二
七
日
に
は
全
撤
収
を
終
え
て
、
全
員
無
事
Ｂ
Ｃ
に
集
結
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
た
と
は
い
え
、
不
思
議
に

だ
れ

一
人
高
度
の
影
響
を
受
け
る
も
の
も
な
く
、
全
く
予
定
表
ど
お
り
に

一
日
も
く
る
わ
ず
に
、
七
人
の
隊
員
が
頂
上
に
立
つ
こ
と
が
で

き
た
、
快
心
の
登
攀
で
あ
っ
た
。

し
ば
し
の
体
養
の
後
七
月

一
日
、
キ
シ
ュ
ア
ー
ル
（五
七
七
五
メ
ー
ト
ル
）
へ
む
か
う
里
藤
、
宮
本
、
川
田
、
小
川
、
沢
の
五
隊
員
は
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
を
出
て
い
っ
た
。
残

っ
た
江
上
、
岩
間
、
堀
江
、
前
芝
は
、
近
く
の
チ
ュ
ン
ク
イ
（五
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
登
攀
を
予
定
し
て

い
た
が
、
七
月
に
入
っ
て
か
ら
の
天
気
は
急
変
し
、
連
日
の
吹
雪
に
偵
察
だ
け
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
間
イ
ン
デ
ィ
オ
の
部
落
を

た
ず
ね
た
り
、
リ
ヤ
ク
タ
パ
タ
と
い
う
イ
ン
カ
の
遺
跡
を
見
に
い
っ
た
り
で
、
七
月

一
六
日
、
約

一
ヵ
月
半
暮
し
た
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を

撤
収
し
て
、
リ
マ
タ
ン
ボ

ヘ
下
山
し
た
。

キ
シ
ュ
ア
ー
ル
の
登
攀

キ
シ
ュ
ア
ー
ル
（五
七
七
五
メ
ー
ト
ル
）
は
、
未
踏
峰
の
す
く
な
く
な
っ
た
ア
ン
デ
ス
で
、
高
さ
の
点
で
は

″大
物
〃
で
あ
り
、
ビ
ル
カ
バ

ン
バ
山
群
中
の
未
踏
峰
で
は

一
番
高
い
。　
こ
の
山
は
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
サ
ル
カ
ン
タ
イ
か
ら
も
、　
ま
た
プ
マ
シ
リ
ョ
ｏ
グ
ル
ー
プ

か
ら
も
離
れ
て
い
て
、
今
日
ま
で
忘
れ
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。　
メ
リ
ソ
ス
は

〃注
目
の
未
踏
峰
″
と
し
て

ヽ
３
」●ヽ
ヽ

お

ミヽ
ヽ
ｓ
ヽ

ヽ
ヽ

ゝ
ヽ
、
い．ミ
％ミ
ο
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
に
、　
キ
シ
ュ
ア
ー
ル
に
関
す
る
記
事
は
で
て
い
な
い
。
近
く
に
は

ア
ン
パ
レ
イ

（五
三
〇
〇
メ
ー
ト

ル
）、
カ
マ
ス

（五
四
一〇
メ
ー
ト
ル
）、
マ
ル
カ
ニ
（五
二
六
五
メ
ー
ト
ル
）
の
山
々
が
、
ま
だ
未
踏
の
ま
ま
残

っ
て
い
る
。

七
月

一
日
、
サ
ル
カ
ン
タ
イ
の
Ｂ
Ｃ
を
出
発
し
た
キ
シ
ュ
ア
ー
ル
隊
は
、
途
中
地
図
に
あ
る
道
が
廃
道
に
な
っ
て
い
た
り
、
ム
ー
ラ
と
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ア
リ
エ
ロ
に
逃
げ
ら
れ
た
り
し
て
、
結
局
ウ
ル
バ
ン
バ
川
ま
で
降
り
て
、
ヮ
ド
キ
ー
ナ
か
ら
サ
ン
タ
テ
レ
ッ
サ
谷
を
つ
め
て
、
麓
の
ト
ト

ウ
ラ
部
落
に
着
い
た
の
は
、
八
日
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
キ
シ
ュ
ァ
ー
ル
の
氷
河
か
ら
流
れ
出
て
い
る
沢
を
少
し
登
っ
た
森
林
帯
に
、

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

（以
下
Ｂ
Ｃ
、
三
六
三
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
設
営
し
た
。

翌
九
日
に
は
、　
さ
っ
そ
く
二
つ
の
偵
察
隊
が
出
か
け
た
。

０
キ
シ
ュ
ア
ー
ル
か
ら
北
方
に
派
生
し
て
い
る
稜
線

へ
（宮
本
、
川
田
）、

０
は
沢
ど
お
し
に
で
き
る
だ
け
遡
行
し
、
適
当
な
と
こ
ろ
で
い
隊
と
同
じ
稜
線
に
出
て

（里
藤
、
小
川
）、　
ま
ず
主
峰
の
所
在
を
た
し
か

め
る
こ
と
に
し
た
。
結
局
そ
の
日
は
い
、
０
と
も
稜
線
上
に
出
た
が
、
吹
雪
と
ガ
ス
の
た
め
前
進
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
稜
線
上
の

台
地
に
Ｃ
Ｉ

（四
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
予
定
地
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
翌

一
〇
日
は
吹
雪
の
中
を
全
員
で
荷
上
げ
に
出
か
け
、

一
一
日
に
は
Ｃ
Ｉ
を
設
営
し
て
里
藤
、
川
田
、
小
川
が
入
っ
た
。
翌
日
里
藤
、
川
田
は
尾
根
ぞ
い
に
さ
ら
に
登
る
と
、
や
が
て
尾
根
は
大

き
な
氷
河
に
吸
い
こ
ま
れ
て
し
ま
う
。
氷
河
に
出
た
と
こ
ろ

（四
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
地
点
に
Ｃ
Ⅲ
地
を
決
め
る
が
、
ま
だ
キ
シ
ュ
ア
ー
ル

の
頂
上
は
姿
を
現
わ
さ
な
い
。　
一
三
日
里
藤
、
川
田
は
Ｃ
Ｉ

（
ツ
エ
ル
ト
）
に
入
り
、
さ
ら
に
上
部
を
偵
察
す
る
が
、
午
後
か
ら
は
、
ま
た

濃
い
ガ
ス
に
つ
つ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
キ
シ
ュ
ア
ー
ル
に
き
て
か
ら
里
藤
、
川
田
以
外
の
隊
員
は
全
員
下
痢
に
悩
ん
で
い
る
。
沢
な
ん
か

は

一
時
間
お
き
に
便
意
を
も
よ
お
す
よ
う
だ
。
暑
い
ワ
ド
キ
ー
ナ
で
ガ
ブ
飲
み
し
た
生
水
が
、
わ
る
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
く
に
今
日
は

み
な
具
合
が
わ
る
く
、
ま
と
も
に
動
け
る
の
は
里
藤
と
川
田
だ
け
で
あ
る
。

つ
ぎ
の
日
か
ら
里
藤
、
川
田
に
よ
っ
て
、
Ｃ
Ｉ
用
に
張

っ
た
ツ
ェ
ル
ト
を
撤
収
し
て
、
連
続
ビ
バ
ー
ク
の
頂
上

へ
の
前
進
が
は
じ
め
ら

れ
た
。
広
い
氷
河
を
ク
レ
ヴ
ァ
ス
を
避
け
な
が
ら
進
ん
で
い
く
と
、
氷
河
の
中
に
ド
ー
ム
形
の
ピ
ー
ク
が
近
づ
い
て
き
た
。
八
時
前
に
は

こ
の
ピ
ー
ク

（五
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
頂
上
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
を
わ
れ
わ
れ
は

，
Ｏ
Ｆ
ｏ【①
【
∪
ｏ
日
①
こ
と
名
ず
け
た
。
ピ
ー
ク

の
前
方
に
は
、
さ
ら
に
大
氷
河
が
二
段
に
な
っ
て
つ
づ
い
て
い
て
、
そ
の
は
る
か
遠
く
に
、
キ
シ
ュ
ア
ー
ル
の
頂
上
が
ひ
と
き
わ
高
く
そ

び
え
て
い
る
。
あ
ま
り
の
遠
さ
に
、
が
っ
か
り
し
て
し
ま
う
。
四
時
三
〇
分
、
五
〇
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ
る
。

一
五
日
は
六
時
三
〇
分
に
、
ビ
バ
ー
ク

・
サ
イ
ト
を
出
発
す
る
。

そ
の
日
は
朝
か
ら

ど
ん
よ
り
曇

っ
て
、
ガ
ス
が
た
ち
こ
め
て
い
る

(28)
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リマ・クスコ間の飛行機から見たサルカンタイ。左は西稜、中央は南稜、右は北東稜

SalCantay(6200m)Seen frOm an airplane(frOm Llma tO Cuzco).Left[West
ridge, center=[ISouth ridge and right inOrth… east ridge.

リマ・クスコ間の飛行機から見たキシュアール峰

QuiShuar(5775m)Seen frOm an airplane(frOm Lima tO Cuzco)
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サルカンタイの頂上に立つ岩間 (左 )、 川田 (右 )の両隊員

The summit Of Salcantay.(June 21,1965).

第 2キ ャンプから第 3キ ャンプ間にある巨大なキノコ雪に掘ったトンネル
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メリソス・コルから見たメリソス・マイナー・ピ"― ク

MeHizos Minor Peak(5230m)seen from the Me‖ izos Col(4500m).
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が
、
昨
日
、
グ
レ
イ
シ
ヤ
ー

・
ド
ー
ム
か
ら
十
分
頂
上

へ
の
大
氷
河
を
眺
め
て
お
い
た
の
で
、
ゆ
っ
く
り
で
は
あ
る
が
前
進
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
氷
河
は
時
々
ズ
シ
ン
ー
・

と
無
気
味
な
音
を
た
て
る
が
、
も
う
、
お
ど
ろ
か
な
く
な
っ
て
い
た
。
第
二
段
目
の
氷
河
の
取
付
ま

で
進
ん
だ
が

（
一
二
時
）、
こ
の
あ
た
り
は
不
安
定
な
ス
ノ
ー

・
ブ
リ
ッ
ジ
の
連
続
な
の
で
、　
一
段
目
の
氷
河
に
も
ど
っ
て
三
晩
目
の
ビ

バ
ー
ク

（三
時
三
〇
分
）。
食
料
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
た
。　
コ
ン
ビ
ー
フ
一
缶
、
オ
コ
シ
ニ
枚
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
一
本
の
夕
食
。
翌

一
六
日
は
久
し
ぶ
り
に
朝
か
ら
雲

一
つ
な
い
晴
天
、
四
時
三
〇
分
に
ツ
ェ
ル
ト
を
た
た
ん
で
、
前
進
を
は
じ
め
る
。
二
段
目
の
氷
河
は
、

昨
日
の
ト
レ
ー
ス
の
た
め
に
か
ん
た
ん
に
進
む
こ
と
が
で
き
た

（六
時
三
〇
分
）。　
こ
こ
か
ら
は
深
い
ラ
ッ
セ
ル
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
頂
上
に
向
か
う
。　
九
時
三
〇
分
、
つ
い
に
頂
上
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た

（五
七
七
五
メ
ー
ト
ル
）。　
三
〇
分
の
滞
頂
の
後
、
す
ぐ
に

引
き
返
す
。
グ
レ
イ
シ
ヤ
ー

・
ド
ー
ム
の
頂
上
を
み
る
と
、
二
つ
の
豆
つ
ぶ
が
手
を
振

っ
て
い
る
。
サ
ポ
ー
ト
隊
の
宮
本
、
沢
の
二
人
で

あ
る
。
二
人
は
五
〇
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
テ
ン
ト
を
張

っ
て
待

っ
て
い
た
。
感
覚
が
な
く
な
っ
て
い
た
里
藤
の
足
の
両
親
指
は
、
こ

の
夜
か
ら
急
に
痛
み
は
じ
め
た
。
翌

一
七
日
に
は
全
員
Ｂ
Ｃ
に
集
結
し
、
二
一
日
ク
ス
コ
に
帰
着
し
た
。

メ
リ
ソ
ス

・
グ
ル
ー
プ
の
登
攀

八
月
二
日
、
凍
傷
の
た
め
帰
国
し
た
里
藤
隊
員
を
の
ぞ
く
八
名
の
隊
員
と
安
倍
ヵ
メ
ラ
マ
ン
、
そ
れ
に
モ
ラ
レ
ス
は
、
ク
ス
コ
を
発
っ

て
ワ
ド
キ
ー
ナ
に
や
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
次
の
日
は
全
員
で
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
の
イ
ン
カ
の
遺
跡

へ
″
お
別
れ
ハ
イ
キ
ン
グ
″
に
出
か
け

た
。
全
員
で
ぶ
つ
か
っ
た
サ
ル
カ
ン
タ
イ
の
登
攀
と
、
別
動
隊
に
よ
る
キ
シ
ュ
ア
ー
ル
登
頂
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
第
二
次
計
画
に
は
い

る
わ
け
で
あ
る
。　
こ
こ
ワ
ド
キ
ー
ナ

（
一
五
一
〇
メ
ー
ト
ル
）
で
ア
マ
ゾ
ン
河
下
降
隊

（江
上
、
宮
本
、
沢
、
安
倍
ヵ
メ
ラ
マ
ン
）
と
、
メ
リ

ソ
ス
・
グ
ル
ー
プ
登
攀
隊

（前
芝
、
岩
間
、
川
田
、
小
川
、
堀
江
、
モ
ラ
レ
ス
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
河
と
山

へ
出
発
す
る
わ
け
で
あ

る
。
五
日
、
ア
マ
ゾ
ン
隊
が
出
か
け
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
さ
っ
そ
く
キ
ャ
ラ
バ
ン
用
の
ム
ー
ラ
探
し
に
か
か
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
メ
リ
ソ
ス
を
西
面
か
ら
撮

っ
た
写
真
を
、
手
も
と
に
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
南
峰
と
　
＜



北
峰‐
に
つ
き
あ
げ
て
い
る
急
な
ノ
コ
ギ
リ
状
の
二
つ
の
岩
尾
根
、
そ
の
尾
根
に
は
さ
ま
れ
た
荒
れ
放
題
の
懸‥
重
氷
河
…
…
、
ど
こ
に
も
ル
　
＞

―
卜
を
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
キ
シ
ュ
ア
ー
ル
頂
上
か
ら
撮
っ
た
写
真
に
み
え
る
、
東
に
の
び
る
氷
河
に
唯
一
の
可
　
い

能
性
を
求
め
て
、
東
面
か
ら
、
す
な
わ
ち
ワ
ド
キ
ー
ナ
か
ら
サ
ク
サ
ラ
谷
を
つ
め
て
、
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
し

て
川
田
、
堀
江
の
二
人
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
ル
ー
ト
の
偵
察
と
メ
リ
ソ
ス
の
所
在
を
た
し
か
め
る
た
め
、
四
日
間
の
偵
察
に
出
か
け
た
が
、

ま
ち
が
い
な
く
サ
ク
サ
ラ
谷
を
つ
め
た
と
こ
ろ
に
メ
リ
ソ
ス
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
ル
ー
ト
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
位
置
な
ど

を
確
認
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
や
は
り
相
当
む
ず
か
し
い
山
で
は
あ
る
が
、
登
頂
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
こ
と
、
近
く
に
は
ネ
バ
ド

・

ブ
ラ
ン
コ
（五
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
や
シ
マ
ｏ
ロ
カ
ロ
サ

（五
〇
一
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
山
々
の
あ
る
こ
と
を
た
し
か
め
て
き
た
。　
こ
の
報
告
は
、　
ワ

ド
キ
ー
ナ
の
暑
さ
と
不
潔
に
辟
易
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
を
す
っ
か
り
元
気
づ
け
た
。
し
か
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
必
要
な
ム
ー
ラ
が
、
ま
だ
み

つ
か
っ
て
い
な
い
。
高
原
地
帯
で
働
く
ム
ー
ラ
は
、
高
度
と
寒
さ
に
は
強
い
が
暑
さ
に
は
弱
い
ら
し
い
。
五
日
、　
一
週
間
、　
一
〇
日
…
…

と
貴
重
な
日
が
過
ぎ
て
い
く
。
ア
ン
デ
ス
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
は
、
五
月
か
ら
八
月
ま
で
の
約
四
ヵ
月
間
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は

も
ち
ろ
ん
地
域
差
が
あ
る
。
ア
マ
ゾ
ン
源
流
に
近
い
ビ
ル
カ
バ
ン
バ
山
群
は
、
天
気
は
不
安
定
の
よ
う
だ
。
ビ
ル
カ
バ
ン
バ
の
登
攀
史
を

調
べ
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
山
が
六
、
七
月
に
登
ら
れ
て
い
る
。
八
月
、
そ
れ
も
下
旬
に
登
っ
た
記
録
は

一
つ
も
み
あ
た
ら
な
い
。
こ

の
ム
ー
ラ
探
し
の
一
日

一
日
は
、
な
に
よ
り
も
つ
ら
い
こ
と
で
あ
る
。

八
月

一
四
日
に
な
っ
て
、
や
っ
と
必
要
数
の
半
分
六
頭
の
ム
ー
ラ
と
、
二
人
の
ア
リ
エ
ロ
（馬
方
）
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
サ
ク

サ
ラ
部
落
ま
で
、
二
往
復
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
や
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
日
先
発
の
岩
間
、
川
田
、
小
川
の
二
人
が
出
発
し
た
。
ム
ー
ラ
と
馬

方
の
帰
り
を
待

っ
て
い
た
前
芝
、
堀
江
、
モ
ラ
レ
ス
は
、　
一
八
日
に
二
回
目
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
は
じ
め
た
。
そ
し
て
一
九
日
全
荷
物
が
や

っ
と
メ
リ
ソ
ス
の
麓
、
サ
ク
サ
ラ
部
落

（三
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
集
結
し
た
。
先
発
の
岩
間
、
川
田
、
小
川
は
す
で
に
サ
ク
サ
ラ
部
落
か
ら

メ
リ
ソ
ス
ｏ
コ
ル
（四
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
へ
の
ル
ー
ト
を
ひ
ら
き
、　
コ
ル
ヘ
の
荷
あ
げ
を
は
じ
め
て
い
た
。

そ
し
て
後
発
隊
が
サ
ク
サ
ラ
部

落
に
着
い
た

一
九
日
に
は
、
コ
ル
に
前
進
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

（以
下
Ａ
Ｂ
ｃ
）
を
設
営
し
、
川
田
、
小
川
の
二
人
が
入
っ
た
。
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Ａ
Ｂ
Ｃ
の
二
人
は
翌
二
〇
日
、
さ
っ
そ
く
コ
ル
か
ら
メ
リ
ソ
ス
北
稜
の
偵
察
に
で
か
け
た
。
六
時
に
キ
ャ
ン
プ
を
出
て
、
急
な
岩
の
ル
　
≫

ン
ゼ
を
登
っ
て
北
稜
の
コ
ル
（四
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
出
、
不
安
定
な
草
付
の
急
登
、
四
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル

（八
時
）
の
地
点
で
ア
イ
ゼ
ン
　
“

を
つ
け
て
、
岩
と
氷
の
ル
ン
ゼ
を
つ
め
る
。
だ
ん
だ
ん
に
傾
斜
は
急
に
な
り
、
間
も
な
く
岩
壁
に
つ
き
あ
た
る
。
ず

っ
と
ヮ
ン
ア
ッ
ト
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
完
全
な
岩
場
で
、
丁
度
浮
石
の
多
い
チ
ン
ネ
日
嶺
ル
ー
ト
を
思
わ
せ
る
岩
登
り
、
も
ち
ろ
ん
ス
ケ
ー
ル
は
も
っ
と
大

き
い
。
そ
し
て
、
こ
の
岩
場
を
登
り
き
っ
て
、
極
度
に
不
安
定
な
雪
稜
を
た
ど
っ
て
、
メ
リ
ソ
ス
北
端
の
ピ
ー
ク

（五
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
）
に

立
っ
た
。
サ
ク
サ
ラ
部
落
か
ら
は
、
こ
こ
が
最
高
峰
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
が
、
実
は
南
方
に
さ
ら
に
高
い
ピ
ー
ク
が
二
つ
あ
る
。

〔
わ

れ
わ
れ
は
、
そ
の
二
つ
の
ピ
ー
ク
を
北
峰
と
南
峰

（最
高
峰
）
と
呼
び
、
川
田
、
小
川
が
登
っ
た
ピ
ー
ク
を
マ
イ
ナ
ｌ

ｏ
ピ
ー
ク
と
呼
ぶ

こ
と
に
し
た
。〕

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
マ
イ
ナ
ｌ

ｏ
ピ
ー
ク
か
ら
メ
リ
ソ
ス
の
主
峰
に
近
ず
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
結
局
メ
リ
ソ

ス
ｏ
コ
ル
か
ら
の
ル
ー
ト
は
、
こ
の
マ
イ
ナ
ー

・
ピ
ー
ク
ま
で
で
あ
り
、
主
峰
に
登
る
た
め
に
は
、
東
氷
河
か
ら
キ
ャ
ン
プ
を
す
す
め
る

以
外
に
方
法
は
な
い
。　
一
三
時
四
〇
分
、
降
り
に
か
か
る
が
、
ほ
と
ん
ど
懸
垂
下
降
で
あ
る
。
急
な
草
付
ま
で
く
だ
っ
て
き
た
時
に
は
、

す
っ
か
り
暗
く
な
り

（
二
〇
時
）、
ガ
ス
が
わ
き
は
じ
め
た
。　
そ
の
夜
は
草
付
で

ツ
ェ
ル
ト
な
し
の
ビ
バ
ー
ク
を
し
て
、　
翌
朝

（
二
一

日
）
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
帰
り
つ
い
た
。

一
方
、
二
〇
日
サ
ク
サ
ラ
か
ら
コ
ル
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
荷
上
げ
に
む
か
っ
た
前
芝
、
岩
間
、
モ
ラ
レ
ス
は
、
キ
ャ
ン
プ
の
前
に
大
き
な
ク
レ

ヴ
ァ
ス
が
開
き
、
付
近
は
メ
リ
ソ
ス
北
稜
か
ら
出
た
大
き
な
岩
雪
崩
の
デ
ブ
リ
で
う
ず
ま
っ
て
い
る
の
を
み
て
、
こ
こ
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
置
い

て
お
く
こ
と
に
危
険
を
感
じ
て
、
キ
ャ
ン
プ

・
サ
イ
ト
を
探
す
が
、　
コ
ル
に
は
適
当
な
場
所
が
な
い
。
思
い
切
っ
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
コ
ル
下
の

小
さ
な
パ
ン
パ

（草
地
）
に
お
ろ
す
こ
と
に
き
め
た
。
高
度
差
に
し
て
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
下
が
る
わ
け
で
、　
こ
れ
か
ら
の
毎
日
の
行
動
に

は
相
当
の
ハ
ン
デ
ィ
に
な
る
。
雨
期
が
迫
っ
て
少
々
あ
せ
り
気
味
の
わ
れ
わ
れ
に
は
、
こ
の
上
な
く
つ
ら
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
逆
に
落

着
き
を
と
り
も
ど
し
て
、
じ
っ
く
り
や
る
ん
だ
と
い
う
気
持
を
、　
一
人

一
人
に
植
え
つ
け
る
効
果
も
あ
っ
た
。
と
同
時
に
数
日
後
メ
リ
ソ

ス
の
北
稜
か
ら
岩
雪
崩
が
発
生
し
、
も
と
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
場
所
は
デ
ブ
リ
で
う
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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二
一
日
は
昨
日
決
め
た
と
お
り
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
撤
収
し
て
下
の
パ
ン
パ
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

（四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
設
営
し
、
岩
間
、
川

田
、
小
川
、
堀
江
が
は
い
っ
た
。
メ
リ
ソ
ス
は
全
員
が
Ｂ
Ｃ
入
り
し
て
か
ら
の
こ
と
に
し
て
、
三
二
日
に
は
岩
間
、
川
田
、
堀
江
が
ネ
バ

ド

・
ブ
ラ
ン
コ
の
ル
ー
ト
偵
察
に
出
か
け
、　
四
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
Ｃ
Ｉ
の
位
置
を
決
め
て
、
荷
物
を
デ
ポ
し
て
き
た
。

そ
し

て
、　
こ
の
日
サ
ク
サ
ラ
部
落
の
前
芝
、　
モ
ラ
レ
ス
は
荷
物
を
整
理
し
て
Ｂ
Ｃ
に
入
り
、　
こ
れ
で
や
っ
と
本
格
的
な
登
攀
態
勢
に
は
い
っ

た
。
今
後
の
計
画
と
し
て
、
―
―

ロ
メ
リ
ソ
ス
東
面
氷
河

へ
の
ル
ー
ト
お
よ
び
氷
河
か
ら
頂
上
稜
線

へ
の
ル
ー
ト
の
偵
察
。
０
小
川
、
堀
江
の
二
隊
員
は
四
日
間
の
予
定

で
ネ
バ
ド

・
ブ
ラ
ン
コ
に
登
る
。
０
こ
の
０
０
を
同
時
に
す
す
め
ネ
バ
ド

・
ブ
ラ
ン
コ
登
攀
が
終
わ
る
ま
で
に
は
、
メ
リ
ソ
ス
東
氷
河
に

Ｃ
Ｉ
を
設
営
し
荷
上
げ
を
完
了
す
る
。
そ
し
て
あ
と
は
八
月

一
杯
の
予
定
で
、
全
力
で
メ
リ
ソ
ス
登
攀
に
と
り
く
む
。
０
こ
の
と
こ
ろ
連

日
、
Ｂ
Ｃ
は
雨
、
雪
線
以
上
で
は
は
げ
し
い
吹
雪
が
つ
づ
い
て
い
る
が
、
悪
天
の
日
も
で
き
る
だ
け
晴
れ
間
を
つ
か
ん
で
行
動
す
る
。

二
三
日
に
は
右
の
計
画
に
し
た
が
っ
て
、
小
川
、
堀
江
は
ネ
バ
ド

ｏ
ブ
ラ
ン
コ
ヘ
、
前
芝
、
岩
間
は
メ
リ
ソ
ス
東
氷
河

へ
出
か
け
た
。

昼
前
か
ら
は
げ
し
い
吹
雪
に
な
っ
た
が
、
小
川
隊
は
予
定
ど
お
り
四
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
Ｃ
Ｉ

（以
下
こ
れ
を
Ｎ
Ｃ
Ｉ
）
を
設
営
し
そ

こ
に
入
る
。
前
芝
隊
は
東
氷
河
に
出
て
四
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
Ｃ
Ｉ

（以
下
こ
れ
を
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
予
定
地
を
み
つ
け
て
き
た
。
翌
二
四
日

は
朝
か
ら
吹
雪
で
あ
っ
た
が
、
再
び
前
芝
、
川
田
、
モ
ラ
レ
ス
で
Ｍ
Ｃ
Ｉ
に
登
り
、
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ
っ
て
吹
雪
の
な
か
を
東
氷
河
を
に

ら
ん
で
い
た
。　
一
瞬
の
吹
雪
の
切
れ
間
に
東
氷
河
が
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。
頂
上
稜
線
ま
で
ク
レ
ヴ
ァ
ス
を
さ
け
て
ル
ー
ト
を
目
で
追
う
こ

と
が
で
き
た
。
頂
上
は
案
外
近
く
に
あ
っ
た
。
も
う

一
つ
テ
ン
ト
を
出
せ
ば
、　
一
日
の
ア
タ
ッ
ク
で
北
峰
と
南
峰
に
登
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
二
五
日
に
は
、
吹
雪
の
な
か
を
川
田
、
モ
ラ
レ
ス
で
荷
上
げ
に
出
か
け
た
。

二
六
日
も
ま
た
吹
雪
で
あ
る
、
今
日
は
休
養
日
と
し
た
。
ネ
バ
ド

ｏ
ブ
ラ
ン
コ
に
む
か
っ
た
小
川
、
堀
江
の
帰
り
を
待
つ
が
、
お
り
て

こ
な
い
。
今
日
は
予
定
の
最
終
日
だ
。
Ｎ
Ｃ
Ｉ
は
一
日
で
ア
タ
ッ
ク
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
る
し
、
も
し
悪
天
で
ア
タ
ッ
ク
で
き
な
く
て
　
↓

も
、
メ
リ
ソ
ス
登
攀
が
ひ
か
え
て
い
る
の
で
、
今
日
は
Ｂ
Ｃ
に
お
り
て
く
る
は
ず
だ
。
二
七
日
、
心
配
に
な
っ
て
前
芝
、
川
田
、
モ
ラ
レ
　
て
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ス
で
Ｎ
Ｃ
Ｉ
に
登
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
あ
い
か
わ
ら
ず
の
吹
雪
の
中
を
、
赤
旗
を
た
よ
り
に
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ア
ス
で
苦
し
い
前
進
で

あ
る
。　
一
三
時
、
や
っ
と
の
思
い
で
Ｎ
Ｃ
Ｉ
に
た
ど
り
つ
く
と
、
元
気
な
二
人
が
出
て
き
た
の
で
安
心
す
る
。
連
日
の
吹
雪
と
ガ
ス
で
、

一
歩
も
テ
ン
ト
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
明
日
は
撤
収
し
て
Ｂ
Ｃ
に
下
る
こ
と
に
し
て
、
す
ぐ
前
芝
、
川
田
、
モ
ラ
レ

ス
は
引
き
返
す
。
少
し
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
寄
り
道
し
て
シ
マ
。
ロ
カ
ロ
サ
に
登
る
こ
と
に
し
た
。
細
い
尾
根
を
登
っ
て
岩
場
に
出
、

三
ピ
ッ
チ
、
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
が
の
び
る
と
頂
上
で
あ
っ
た

（五
〇
一〇
メ
ー
ト
ル
）。
吹
雪
で
何
も
み
え
な
か
っ
た
。
　
一
九
六
二
年

の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
隊
に
つ
づ
い
て
第
二
登
で
あ
る
。
吹
雪
の
な
か
を
真
暗
に
な
っ
て
Ｂ
Ｃ
に
帰
り
着
い
た
。

二
八
日
も
朝
か
ら
吹
雪
で
あ
る
。
今
日
は
岩
間
、
川
田
は
Ｍ
Ｃ
Ｉ
に
入
っ
た
。
ま
た
小
川
、
堀
江
は
シ
マ
・
ロ
カ
ロ
サ
に
登
っ
て
Ｂ
Ｃ

に
帰

っ
て
き
た
。
堀
江
は
風
邪
を
引
い
た
の
か
元
気
が
な
い
。
前
芝
も
身
体
の
調
子
を
す
っ
か
り
こ
わ
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｃ
を
つ
く
っ
て
一

度
目
の
偵
察
で
、
ぬ
れ
ね
ず
み
に
な
っ
た
岩
間
も
、
熱
を
出
し
て
昨
日
ま
で
休
養
し
て
い
た
。
隊
員
は
み
な
相
当
疲
れ
て
い
る
。
メ
リ
ソ

ス
に
き
て
か
ら
は
、
連
日
吹
雪
と
雨

（Ｂ
Ｃ
）
に
さ
ら
さ
れ
、
そ
れ
に
サ
ル
カ
ン
タ
イ
の
時
か
ら
通
算
す
る
と
、
も
う
三
ヵ
月
間
の
キ
ャ

ン
プ
生
活
で
あ
る
。
そ
の
う
え
食
料
も
栄
養
の
あ
る
も
の
は
、
だ
ん
だ
ん
底
を
つ
い
て
き
た
。
メ
リ
ソ
ス
登
攀
は
こ
こ
三
、
四
日
間
が
ヤ

マ
で
あ
ろ
う
。
三
、
四
日
の
う
ち
に
晴
天
が
こ
な
け
れ
ば
、
残
念
な
が
ら
頂
上
は
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
ま
い
。

二
九
日
も
吹
雪
で
あ
る
が
、
Ｍ
Ｃ
工
の
岩
間
、
川
田
は
わ
ず
か
の
吹
雪
の
切
れ
目
を
ぬ
っ
て
頂
上
稜
線
に
、
Ｃ
Ｉ
の
位
置
を
き
め
て
き

た
。
Ｂ
Ｃ
の
前
芝
、
小
川
は
Ｍ
Ｃ
Ｉ
へ
荷
上
げ
。
三
Ｃ
日
に
は
小
川
、
モ
ラ
レ
ス
で
Ｍ
Ｃ
Ｉ
へ
荷
上
げ
し
、
小
川
は
そ
の
ま
ま
Ｍ
Ｃ
Ｉ
に

は
い
っ
た
。
あ
い
か
わ
ら
ず
Ｂ
Ｃ
は
朝
か
ら
ど
し
ゃ
降
り
。
こ
の
日
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
岩
間
、
川
田
は
昨
日
偵
察
し
た
位
置
に
Ｃ
Ｉ

（五
一九
〇

メ
ー
ト
ル
）
を
設
営
し
、
そ
こ
に
入
っ
た
。
夜
は
久
し
ぶ
り
に
月
が
出
た
。　
一
日
い
や
半
日
で
も
晴
れ
て
く
れ
れ
ば
、
頂
上
に
立
つ
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
に
…
…
。
み
ん
な
祈
る
よ
う
な
気
持
に
な
っ
て
い
た
。

三
一
日
、　
一
〇
日
間
降
り
続
い
た
吹
雪
が
や
ん
で
青
杢
が
で
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
の
岩
間
、
川
田
は
勇
躍
テ
ン
ト
を
と
び
だ
し
た

（五
時
五
　
↓

○
分
）。
そ
し
て
不
安
定
な
ニ
エ
ベ
・
ペ
ニ
テ
ン
テ
と
ク
レ
ヴ
ァ
ス
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
八
時
三
一
分
主
峰
（南
峰
、
五
三
一〇
メ
ー
ト
ル
）

く



頂
上
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
懸
垂
で
Ｃ
Ｉ
に
引
き
か
え
し
た

（
一
〇
時
）
こ
ろ
に
は
、
い
つ
も
の
よ
う
な
吹
雪
が
は
じ
ま
っ
て
　
＞

い
た
。
し
か
し
主
峰
か
ら
十
分
偵
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
す
ぐ
に
Ｃ
Ｉ
を
出
発
し

（
一
〇
時
二
〇
分
）
北
峰
に
向
か
っ
た
。
深
い
　
“

ラ
ッ
セ
ル
と
、
ブ
ロ
ッ
ク
崩
壊
の
危
険
に
お
び
や
か
さ
れ
な
が
ら
、
最
後
の
力
を
ふ
り
し
ば
っ
て
一
二
時
三
〇
分
北
峰
（五
二
九
五
メ
ー
ト

ル
）
に
立
っ
た
。　
一
方
、
Ｂ
Ｃ
の
堀
江
は
、
こ
の
日
Ｍ
Ｃ
Ｉ
に
入
っ
て
い
た
。

そ
し
て
翌
日
、
吹
雪
の
な
か
を
、
Ｃ
Ｉ
、
Ｃ
Ｉ
を
撤
収
し
て
全
員
無
事
Ｂ
Ｃ
に
集
結
し
た
。
雨
や
吹
雪
の
中
を
、
い
つ
か
は
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
と
信
じ
て
、
最
後
ま
で
の
ぞ
み
を
捨
て
ず
に
偵
察
、
荷
上
げ
を
積
み
か
さ
ね
て
い
っ
た
か
ら
こ
そ
、
わ
ず
か
四
時
間
足
ら
ず
の
晴

れ
間
を
つ
か
ん
で
、
登
頂
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
夜
、
さ

っ
そ
く
今
後
の
計
画
を
相
談
し
た
。
ま
だ
ム
ー
ラ
が
迎
え
に

く
る
ま
で
日
が
あ
る
の
で
、
も
し
晴
れ
れ
ば
ネ
バ
ド

ｏ
ブ
ラ
ン
コ
に
も
登
る
こ
と
に
な
っ
た
。
元
気
も
の
の
川
田
、
小
川
は
翌
二
日
前
記

の
と
こ
ろ
に
Ｎ
Ｃ
Ｉ
を
設
営
し
、
三
日
に
は
恵
み
の
半
日
の
青
杢
を
利
用
し
て
、
約
九
時
間
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
ネ
バ
ド

・
ブ
ラ
ン
コ
頂
上

（五
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。　
一
九
六
二
年
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
隊
に
つ
づ
い
て
第
二
登
で
あ
る
。

一
方
、
ビ
ル
カ
バ
ン
バ
の
エ
ス
プ
リ
テ
ュ
ｏ
パ
ン
パ
に
向
か
う
前
芝
、
堀
江
、
モ
ラ
レ
ス
は
ム
ー
ラ
の
来
る
の
を
待
た
ず
に
、
二
日
Ｂ

Ｃ
を
出
発
し
た
。
そ
し
て
九
月

一
三
日
全
員
ク
ス
コ
に
下
山
し
た
。

ウ
ル
バ
ン
バ
川
の
下
降

前
に
も
ふ
れ
た
と
お
り
、
今
回
の
わ
れ
わ
れ
の
登
山
探
検
の
考
え
方
の
中
心
は
、
ア
ン
デ
ス
に
登
っ
て
ア
マ
ゾ
ン
を
降
る
、
ア
ン
デ
ス

と
ア
マ
ゾ
ン
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
点
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

「南
米
大
陸
」
と
い
え
ば
、
誰
れ
も
が

一
番
に
思
い
浮
か
べ
る
ア
ン
デ

ス
、
ア
マ
ゾ
ン
と
い
う
全
く
異

っ
た
二
つ
の
要
素
を
、
ひ
と
つ
の
登
山

ｏ
探
検
に
ま
と
め
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
標

を
ビ
ル
カ
バ
ン
バ
山
群
と
、
ウ
ル
バ
ン
バ
川
に
決
め
る
に
い
た
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ウ
ル
バ
ン
バ
川

は
ア
タ
ラ
ヤ
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
ア
プ
リ
マ
ッ
ク
川
と
合
流
し
、
ウ
カ
ヤ
リ
川
と
名
を
変
え
て
、
ア
マ
ゾ
ン
の
大
き
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な
支
流
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
ビ
ル
カ
バ
ン
バ
山
群
の
雪
溶
水
は
東
側
は
ウ
ル
バ
ン
バ
川

へ
、
西
斜
面
は
ア
プ
リ
マ
ッ
ク
川

ヘ

す
べ
て
流
れ
落
ち
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
わ
れ
わ
れ
の
条
件
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

一
番
わ
れ
わ
れ
が
心
配
し
た
の
は
、
急
流
の
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
原
住
民
の
問
題
で
あ
っ
た
。　
一
九
五
六
年
に
は
、
エ
ク
ア
ド

ル
の
ア
マ
ゾ
ン
上
流
で
、
五
人
の
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
が
ア
ウ
カ
族
の
毒
矢
で
殺
害
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
し
、　
一
九
六
四
年
に
は
、
わ

れ
わ
れ
の
下
降
終
了
地
の
プ
カ
ル
パ
か
ら
近
い
と
こ
ろ
で
、
四
二
人
の
道
路
建
設
の
調
査
隊
が
、
マ
ヨ
ル
ー
ナ
族
の
襲
撃
を
受
け
死
傷
者

を
出
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
と
も
す
れ
ば
、
ヒ
バ
ロ
族
の
サ
ン
サ

（乾
燥
圧
縮
さ
れ
た
人
間
の
首
）
作
り
な
ど
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
、
ア
マ

ゾ
ン
原
住
民
を
想
像
し
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
い
た
い
未
開
地
方
の
原
住
民
が
、
よ
そ
者
に
危
害
を
加
え
る
と
き
に
は
、
そ
れ
だ
け

の
理
由
が
あ
る
の
だ
と
い
う
説
が
あ
る
。
そ
れ
は
ゴ
ム
を
、
あ
る
い
は
石
油
資
源
を
も
と
め
て
、
ア
マ
ゾ
ン
源
流
地
帯
に
は
い
っ
た
自
人

（文
明
人
）
は
、
原
住
民
を
奴
隷
の
よ
う
に
働
ら
か
せ
、
脱
走
者
を
撃
ち
殺
し
た
り
、
彼
ら
の
大
事
な
家
畜
を
と
り
あ
げ
て
し
ま
っ
た
り
、

数
え
き
れ
な
い
悪
事
を
働
ら
い
て
き
た
。　
ウ
ル
バ
ン
バ
川
の
流
域
で
も
、　
二
〇
〇
人
ほ
ど
の
ア
マ
ワ
カ
族
が
全
部
後
手
に
し
ば
り
あ
げ

ら
れ
て
、
機
関
銃
で
殺
さ
れ
た
話
し
が
残

っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
白
人
に
た
い
し
て
、
毒
矢
を
も
っ
て
立
ち
あ
が
っ
た
原
住
民
の
抵
抗
だ

け
が
、　
一
方
的
に
伝
え
ら
れ
た
結
果
、
ア
マ
ゾ
ン
の
原
住
民
は
み
な
揮
猛
で
野
蛮
な
種
族
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
、
考
え
ら
れ
て
い
る
場

合
が
多
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
ぅ
苦
が
い
経
験
か
ら
、
よ
そ
者
を
み
れ
ば
す
ぐ
に
攻
撃
を
し
か
け
て
く
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
。　
一
九
三
二
年
、
は
じ
め
て
ウ
ル
バ
ン
バ
川
下
降
を
試
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
グ
レ
ゴ
リ
ー
博
士
は
、
こ
の
流
域
に
住
む
マ

チ
ゲ
ン
ガ
族
に
カ
ヌ
ー
を
作
ら
せ
て
い
る
し
、
道
案
内
ま
で
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（博
士
は
不
幸
に
も
ポ
ン
ゴ
デ
マ
イ
ニ
ケ
の
急
流

で
遭
難
死
し
て
し
ま
っ
た
。）
わ
れ
わ
れ
も
グ
レ
ゴ
リ
ー
博
士
の
例
か
ら
も
、　
ウ
ル
バ
ン
バ
川
沿
岸
の
原
住
民
に
つ
い
て
は
、　
こ
ち
ら
が

友
好
的
に
接
す
れ
ば
、
理
由
も
な
し
に
攻
撃
を
し
か
け
て
く
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
考
え
方
を
基
本
と
し
た
。

急
流
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
京
都
近
郊
の
保
津
川
や
淀
川
で
、
数
年
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
の
種
類
の
ボ
ー
ト
を
使

っ
て
実
験
し
　
つ

て
い
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
ラ
イ
フ
ラ
フ
ト

（膨
張
式
救
命
イ
カ
ダ
）
甲
種
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｏ
型
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
採
用
し
た
。　
こ
れ
は
旅
客
機
や
　
く



外
洋
航
海
船
が
、
救
命
用
に
積
ん
で
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
ア
マ
ゾ
ン
下
降
用
に
、
空
気
室
の
数
を
増
や
し
た
り
、
プ
ロ
テ
ク
タ
Ｉ
　
Ｄ

を
と
り
つ
け
た
り
若
干
改
造
を
加
え
た
。
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
ニ
メ
ー
ト
ル
、
ボ
ー
ト
全
体
が

一
一
の
空
気
室
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
　

“

こ
の
ウ
ル
バ
ン
バ
川
下
降
は
、
わ
れ
わ
れ
の
計
画
の
な
か
で
は
、
ビ
ル
カ
バ
ン
バ
の
登
山
活
動
と
同
じ
、
あ
る
い
は

〃未
知
〃
と
い
う

点
で
は
そ
れ
以
上
の
比
重
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
本
誌
の
性
格
上
、
く
わ
し
く
は
近
日
中
に
刊
行
予
定
の
報
告
書
を
参
照
願
う

こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
下
降
日
誌
に
し
た
が
っ
て
、
簡
単
に
報
告
す
る
こ
と
に
と
ど
め
た
い
。

八
月
五
日
、
江
上
、
宮
本
、
沢
、
安
倍
ヵ
メ
ラ
マ
ン
は
ワ
ド
キ
ー
ナ
を
ト
ラ
ッ
ク
で
出
発
し
、　
キ
ヤ
バ
ン
バ

（
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
す

ぎ
て
ケ
マ
リ
ア
ト

（六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
着
く
。
九
日
ケ
マ
リ
ア
ト
で
ガ
イ
ド
の
ロ
ヘ
リ
オ
、
同
行
を
強
く
希
望
し
た
キ
ヤ
バ
ン
バ
の
日
本

人
三
世
グ
ス
タ
ー
ボ

・
エ
ノ
モ
ト
を
加
え
て
、
九
日
い
よ
い
よ
二
雙
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
浮
か
べ
る
。　
一
雙
に
江
上
、
宮
本
、
エ
ノ
モ
ト
、

も
う

一
雙
に
は
沢
、
安
倍
、　
ロ
ヘ
リ
オ
が
乗
り
込
む
。
こ
の
日
は
コ
シ
ン
ニ
川
と
の
合
流
点
下
流
に
設
営

（五
〇
〇
メ
ー
ル
）。　
一
〇
日
は
パ

チ
リ
川
出
合
ま
で
。　
一
一
日
は
、
い
よ
い
よ
マ
チ
ゲ
ン
ガ
族
の
中
心
地
マ
ラ
ン
キ
ア
ト
に
着
く
。
途
中
マ
ン
タ
ロ
ウ
川
出
合
付
近
の
急
流

で
は
転
覆
の
危
険
を
感
じ
る
。
荷
物
を

へ
ら
す
べ
く
、　
一
日
マ
ラ
ン
キ
ア
ト
に
滞
在
し
て
一
三
日
、
ユ
ヤ
ト
川
合
流
点

（四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

に
設
営
。
こ
こ
か
ら
い
よ
い
よ
ポ
ン
ゴ
デ
マ
イ
ニ
ケ
の
急
流
に
入
る
。　
一
四
日
は
荷
物
を
全
部

ロ
ー
プ
で
固
定
し
て
、
ポ
ン
ゴ
の
通
過
に

か
か
る
。
途
中
沢
の
落
水
が
あ
っ
た
が
、
セ
ル
フ
ビ
レ
イ
で
ボ
ー
ト
に
這
い
上
が
り
、
こ
と
な
き
を
得
た
。
た
し
か
に
流
れ
は
力
強
く
早

か
っ
た

（時
速
四
〇
キ
ロ
く
ら
い
）
が
、　
わ
れ
わ
れ
の
頭
の
中
に
は
常
に
グ
レ
ゴ
リ
ー
博
士
の
遭
難
が
あ
っ
た
の
で
、
想
像
し
て
い
た
よ
り
は

楽
だ
っ
た
。
か
え
っ
て
先
日
の
マ
ン
タ
ロ
ウ
川
の
出
合
付
近
の
方
が
わ
る
か
っ
た
。

翌

一
五
日
は
、
最
大
の
難
関
で
あ
る
ポ
ン
ゴ
も
通
過
し
た
の
で
、
急
に
気
が
楽
に
な
っ
て
、
ゆ
っ
く
リ
イ
ン
デ
ィ
オ
の
部
落
を
訪
問
し

た
り
、
魚
つ
り
を
し
な
が
ら
、
夕
方
に
は
サ
ベ
テ
ィ
川
出
合
ま
で
く
だ
っ
た
。　
こ
の
あ
た
り
ま
で
く
る
と
、
急
に
河
の
幅
は
広
く
な
り

（約
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
）、
流
速
も
大
分
お
さ
ま
っ
た
。　
一
六
日
に
は
岸
辺
の
鹿
を
ゴ
ム
ボ
ー
ト
の
上
か
ら
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
で
撃
ち
な
が
ら
、
カ

ミ
セ
ア
部
落
に
着
く
。　
い
よ
い
よ
ウ
ル
バ
ン
バ
川
も
大
ア
マ
ゾ
ン
を
思
わ
せ
る
川
幅
に
な
り
、　
一
九
日
、
ミ
シ
ャ
ウ
ワ
川
出
合
付
近
で
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は
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
。
こ
の
日
は
非
常
に
涼
し
く
て
気
温
三
二
度
、
水
温
二
〇
度
で
あ
っ
た
。
二
〇
日
は
セ
パ
ウ
ワ
に
着
き
、

ア
マ
ワ
カ
族
の
部
落
を
訪
問
し
た
り
、　
ス
ン
ガ
ロ
（大
型
ナ
マ
ズ
　
一
、
五
メ
ー
ト
ル
）
を
つ
り
あ
げ
た
り
す
る
。　
ワ
ニ
も
多
く
見
か
け
る
。
そ

し
て
三
二
日
、
待
望
の
ア
プ
リ
マ
ッ
ク
川
と
の
合
流
点
ア
タ
ラ
ヤ
の
部
落
に
着
い
て
、
久
し
ぶ
り
に
電
燈
の
あ
か
り
に
感
激
す
る
。　
一

日
、
ぬ
れ
た
荷
物
を
乾
し
た
り
、
ボ
ー
ト
の
整
理
を
し
、
二
四
日
に
は
ラ
ン
チ
ャ
（
エ
ン
ジ
ン
付
カ
メ
ー
）
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
、　
ア
プ
リ
マ

ッ
ク
川
を
約
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
さ
か
の
ぼ

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
カ
ン
パ
族
の
プ
エ
ニ
部
落
を
訪
ね
る
。

二
七
日
、
す
っ
か
り
流
れ
の
な
く
な
っ
た
ウ
カ
ヤ
リ
川
を
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
た
た
ん
で
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
ラ
ン
チ
ャ
で
一
路
終
着
駅
プ

カ
ル
パ
に
む
か
う
。
そ
し
て
三
〇
日
無
事
プ
カ
ル
パ
に
到
着
し
た
。
全
長
約

一
三
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
旅
で
あ
っ
た
。
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で

流
速
に
ま
か
せ
て
下
降
し
た
距
離
は
、
ア
タ
ラ
ヤ
ま
で
で
約
七
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

（以
上
は
前
芝
茂
人
が
隊
日
誌
を
中
心
に
ま
と
め
た
）

附

　

　

記

１
　
同
志
社
大
学
山
岳
会
ペ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
↓
ア
マ
ゾ
ン
登
山
探
検
隊
は
、
隊
長
・
江
上
康

（
２９
）、
副
隊
長
・
前
芝
茂
人
（２７
）、
隊
員
・
里
藤
武

（２５
）、
岩
間
清
平

（２５
）、
宮
本
光
将

（
２５
）、
川
田
哲
二
（
２５
）、
小
川
允
己
（
２３
）、
沢
祥
晃

（２２
）、
堀
江
礼
二
（
２２
）、
そ
れ
に
Ｋ
Ｂ
Ｃ
九
州
朝
日
放
送

（株
）
か
ら
ヵ
メ
ラ
マ
ン
と

し
て
安
倍
正
喜
氏
が
参
加
し
た
。

２
　
こ
の
登
山
・
探
検
に
関
し
て
は
既
に
左
記
の
出
版
が
な
さ
れ
て
い
る
。

①

『緑
の
秘
境
。
白
い
巨
人
―
ア
ン
デ
ス
・
ア
マ
ゾ
ン
遠
征
記
―
』
江
上
康
・
前
芝
茂
人
共
著
　
一
九
六
六
年
二
月
　
講
談
社
刊
。

②

『山
へ
の
あ
こ
が
れ
―
ア
ン
デ
ス
探
検
記
―
』
前
芝
茂
人
著
　
一
九
六
七
年
三
月
　
理
論
社
刊
。

３
　
一
九
六
七
年
末
に
は
公
式
報
告
書
を
出
版
す
る
予
定
で
あ
り
、
現
在
そ
の
準
備
中
で
あ
る
。

（編
者
附
記
）
サ
ル
カ
ン
タ
イ
の
高
度
を
本
稿
で
は
六
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
の
同
お
Ｆ
ｏ
同
ｏｒ
ｏく
“１
〓

０
・
氏
に
よ
る

＞

∽
曰
く
のて

ｏ
』
＞
●
鮎
８
●
＞
ｏ８
ユ
リ
（＞
＞
〕ヽ
８
８
）
に
は
六
〇
八
一
メ
ー
ト
ル
（
一
九
、
九
五

一
フ
ィ
ー
ト
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
参
考
ま
で
に
記
し
て
お
く
。
ま
た
上
記
エ

シ
ュ
ヴ
ァ
リ
ー
ア
氏
の
調
査
は
、
最
近
数
年
間
の
記
録
を
欠
い
て
い
る
が
、
ア
ン
デ
ス
を
調
べ
る
場
合
極
め
て
便
利
な
文
献
で
あ
る
こ
と
を
附
言
す
る
。

(39)



ア

コ

ン

カ

グ

ア

南

壁

（
一
九
六
六
年
）

―

フ

ラ

ン

ス

稜

―

宣
（

隊

の

構

成

と

目

的

隊
の
名
称
を

「
ア
ン
デ
ス
学
術
遠
征
隊

一
九
六
六
年
」
と
い
う
。
日
本
山
岳
会
東
海
支
部
と
名
古
屋
大
学
高
所
医
学
研
究
会
と
の
共
催

で
あ
る
。
東
海
支
部
の
有
志
が
核
と
な
っ
て
始
め
ら
れ
た
計
画
が
、
曲
折
の
末
、
右
の
よ
う
に
大
規
模
と
な
り
、
次
の
三
つ
の
目
的
を
持

つ
に
い
た
っ
た
。

一
、
ア
コ
ン
カ
グ
ア
北
面
に
お
け
る
高
所
生
理
の
研
究
。

二
、
ア
コ
ン
カ
グ
ア
南
壁
の
登
攀
。

三
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
地
方
の
踏
査
旅
行

（
フ
ィ
ツ
ロ
イ
の
登
攀
）。

計
画
の
当
初
に
は
、
ネ
パ
ト
ル
ｏ
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
八
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
峰
を
目
標
と
し
て
、
学
術
的
内
容
を
加
え
た
準
備
を
進
め
て
い
た

原

(40)



アコンカグア南壁

が
、
最
初
の
ロ
ー
ツ
ェ
ｏ
シ
ャ
ー
ル
計
画
が
、
早
稲
田
大
学
と
競
合
し
た
た
め
中
止
と
な
り
、
つ
づ
く
マ
カ
ル
ー
東
南
稜
計
画
は
、
折
り

悪
し
く
ネ
パ
ー
ル
政
府
の
国
策
変
更

（登
山
禁
止
令
）
と
ぶ
つ
か
っ
て
、
当
分
の
間
実
現
不
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
急
速
目
標
を

ア
メ
リ
ヵ
大
陸
の
最
高
峰
ア
コ
ン
カ
グ
ア
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
登
山
隊
員
は
、
ま
ず
傾
斜
の
ゆ
る
い
北
面
で
高
度
馴
化
を
行
な

い
、
そ
の
過
程
を
学
術
班
が
追
求
す
る
。
つ
づ
い
て
南
面

へ
移
動
し
、
悪
絶
を
も
っ
て
な
る
南
壁
の
登
攀
を
試
み
る
。
南
壁
は
岩
と
氷
の

壁
で
、
技
術
的
に
も
客
観
的
に
も
非
常
な
困
雑
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
は
、
十
三
年
前
こ
の
壁
を
初
登
攀
し
た
フ
ラ
ン
ス
隊
の
凄
惨
な
記
録

に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
高
度
馴
化
が
攻
略
の
前
提
に
な
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。
本
稿
で
は
、
南
壁
の
登
攀
記
に
主
点
を
置
く

が
、
北
面
に
お
け
る
研
究
活
動
が
、
南
壁
の
成
功
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
、
見
逃
が
せ
な
い
。

隊
員
構
成
は
下
記
の
如
く
で
、
※
印
の
者
は
南
壁
の
登
攀
に
参
加
し
、
他
は
北
面
の
実
験
終
了
と
と
も
に
帰
国
ま
た
は
離
隊
し
た
。

隊

長

　

高

木

健

太

郎

（譲

）

名
古
屋
大
学
医
学
部
教
授
。

※ ※ ※
矢 市 橋

入 川 村

憲 章 一

二 弘 豊

隊 副
K矛

_ :奮 ・
員  長

※

高 高 永 安 石

田 井 坂 藤
原

光 利 鉄  国

政 恭 夫 滋 利

34

歳

名
古
屋
大
学
事
務
官

（
３６
歳
）

（
３２
歳
）

（
３２
歳
）

（
３１
歳
）

（
３０
歳
）

（
２８
歳
）

（
２８
歳
）

（
２８
歳
）

（
２４
歳
）

※
中

世

古

隆

司

※
原
　
　
　
　
真

名
古
屋
大
学
環
境
医
学
研
究
所
助
手
、
学
術
。

名
古
屋
大
学
医
学
部
助
手
、
学
術
。

二
重
県
企
業
庁
電
機
技
師
。

自
営
、
装
備
。

名
古
屋
信
用
保
証
協
会
、
食
糧
。

国
立
名
古
屋
病
院
、
学
術
、
医
療
。

東
洋
レ
ー
ヨ
ン
、
装
備
、
南
壁
登
攀
隊
長
。

埼
玉
銀
行
、
会
計
。

名
古
屋
大
学
理
学
部
大
学
院
、
庶
務
。
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隊

員

※ ※ ※
増 小 黒・

山 栗 山

直 嘉 明

義 浩 彦

（
２３
歳
）

（
２１
歳
）

（
２６
歳
）

※
マ
リ
オ

・
ケ
サ
ー
ダ

　
（２５
歳
）

※
ロ
ベ
ル
ト

・
ニ
フ
リ
　
（３ｏ
歳
）

※
セ
ッ
ソ
ー

・
エ
グ
ア
プ
ー
ル

ア
コ
ン
カ
グ
ア
に
つ
い
て

ア
コ
ン
カ
グ
ア
の
山
名
、
標
高
、
歴
史
、
登
山
事
情
等
に
つ
い
て
は
、
関
根
吉
郎
氏
が

『
山
岳
』
第
四
十
九
年
に
、
「
ア
コ
ン
カ
グ
ア

覚
え
書
き
」
と
い
う
文
章
で
解
説
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た

『
ア
ル
バ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

一
九
六
六
年

（
二
）
に
は

「
ア
コ
ン
カ
グ
ア

登
山
史
ノ
ー
ト
」
が
マ
リ
オ

・
フ
ァ
ン
テ
ィ
ン
氏
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

初
登
頂
は

一
八
九
七
年

一
月
、
北
面
か
ら
行
な
わ
れ
、
以
後
こ
の
ル
ー
ト
に
は
小
屋
が
出
来
、
次
第
に
一
般
化
し
た
。
関
根
隊
は

一
九

五
三
年

一
月
北
面
か
ら
登
頂
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
隊
に
よ
っ
て
南
壁
が
初
登
頂
さ
れ
た
の
は
、　
一
九
五
四
年
二
月
で
ぁ
る
。
近
藤
等
氏
の
解

説

（初
登
攀
）
に
よ
れ
ば

「
こ
の
登
攀
こ
そ
、
ア
ル
プ
ス
外
の
高
峰
を
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ト
か
ら
登
攀
し
た
最
初
の
輝
か
し
い

記
録
で
あ
り
、
驚
異
的
な
成
功
で
あ
っ
た
。
隊
員
の
実
力
も

一
流
中
の
一
流
で
、
リ
オ
ネ
ル
・
テ
レ
イ
は
彼
ら
を
評
し
て
、　
″
ア
コ
ン
カ

グ
ア
隊
は
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
か
ら
い
え
ば
我
々
よ
り
も
優
秀
で
あ
る
こ
と
を
、
私
は
断
言
し
て
は
ば
か
ら
な
い
。
我
々
と
い
う
の
は
、
ア
ン

ナ
プ
ル
ナ
隊
の
エ
ル
ゾ
ー
グ
、
ラ
シ
ュ
ナ
ル
、
レ
ビ

ュ
フ
ァ
、
そ
し
て
私
自
身
を
意
味
し
て
い
る
。
彼
ら
以
上
の
岩
登
り
の
達
人
は
、
今

後
現
わ
れ
な
い
だ
ろ
う
″
と
、
賞
讃
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
隊
員
が
、
凍
傷
の
た
め
手
足
の
指
を
失
う
と
い
う
代

償
と
ひ
き
か
え
の
成
功
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
は
我
々
の
心
に
重
く
の
し
か
か
っ
た
。

名‐
古
屋…
大
学
工
学
部
、
輸ｉ
送
楓
包
。

自
営
、
装
備
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
在
住
、
通
訳
。

現
地
に
お
い
て
南
壁
登
攀
に
参
加
。
Ｏ
ｏ●
■
ｏ
＞
●
∝
ご
ｏ
”
“
８
ｏ
ｏ
＞
一お
り
会
員
。

新
聞
記
者
、
南
壁
の
様
子
を
取
材
。

（
２４
歳
）

学
生
、
お
も
に
Ｂ
Ｃ
に
滞
在
し
、
プ
エ
ン
テ
・
デ
ル
ｏ
イ
ン
カ
と
の
連
絡
を
し
て
く
れ
た
。
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そ
の
後
十
三
年
間
、
つ
い
に
第
二
登
を
許
し
て
い
な
い
。′
六
六
年
に
は
四
つ
の
隊
が
南
壁
を
試
み
、
そ
の
う
ち
三
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の

ル
ー
ト
か
ら
成
功
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
隊
の
場
合
は
五
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
Ｃ
２
を
設
け
、
そ
の
先
を
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
４
回
で
登
っ
て
い
る
。
我
々
は
出
来
る
こ
と
な

ら
、
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
に
Ｃ
３
を
設
け
て
、
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
の
回
数
を
減
ら
し
、
よ
り
確
実
に
登
ろ
う
と
考
え
た
。
な
お
、
フ
ラ
ン

ス
隊
は
壁
の
上
部
で
登
攀
速
度
が
落
ち
て
い
る
点
か
ら
、
高
度
馴
化
が
不
充
分
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
し
て
い
る
が
、
断
定

は
出
来
な
い
。

ア
コ
ン
カ
グ
ア
の
標
高
に
関
し
て
は
、
昔
か
ら
諸
説
あ
り
、
関
根
氏
も

『山
岳
』
に

一
八
種
類
の
出
典
を
列
挙
し
て
お
ら
れ
る
が
、
大

部
分
の
標
高
が
六
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
間
に
集
中
し
て
い
る
。
我
々
の
入
手
し
た
地
図
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
七
〇

〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
も
の
と
、　
そ
れ
に
達
し
な
い
も
の
と
が
あ
っ
て
一
定
し
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は

『
ア
ル
パ
イ
ン
ｏ
ジ
ヤ
ー
ナ

ル
』
の
六
九
五
九
メ
ー
ト
ル
説
に
従
う
。
な
お
、
こ
こ
に
発
表
す
る
地
形
図
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
陸
軍
が

一
九
五

一
年
に
作

っ
た
五
万
分

の
一
地
形
図
を
も
と
に
、
『
ア
ル
バ
イ
ン
・
ジ
ヤ
ー
ナ
ル
』
の
高
度
に
従

っ
て
一
部
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

山
容
は
主
峰

（北
峰
）
と
南
峰
か
ら
な
る
双
耳
峰
で
、
両
峰
の
間
は
ゆ
る
や
か
な
吊
尾
根
を
形
成
す
る
。
こ
の
吊
尾
根
を
は
さ
ん
で
傾

斜
の
ゆ
る
い
北
面
と
、　
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
断
崖
を
な
す
南
面
と
に
分
か
た
れ
る
。
北
峰
か
ら
は
東
稜
、
南
峰
か
ら
は
西
稜
が
派
生

し
、
い
ず
れ
も
け
わ
し
い
岩
と
雪
の
稜
と
な
っ
て
い
る
。
東
稜
と
北
面
に
は
さ
ま
れ
て
東
壁
が
、
西
稜
と
北
面
に
は
さ
ま
れ
て
西
壁
が
あ

る
。
南
壁
の
説
明
は
後
述
し
た
い
。
現
在
、
北
面
は

一
般
ル
ー
ト
と
化
し
、
五
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
に
リ
ベ
ル
タ
ー
ド
小
屋
と
い
わ
れ

る
二
つ
の
避
難
小
屋
が
あ
り
、
六
四
八
〇
メ
ー
ト
ル
に
イ
ン
デ
ベ
ン
デ
ン
シ
ア
小
屋
が
あ
る
。
ム
ー
ラ
と
称
す
る
牡
馬
と
雌

ロ
バ
の
雑
種

が
、
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
シ
ア
小
屋
ま
で
人
間
を
運
ん
で
く
れ
る
。
北
面

へ
の
接
近
は
、
最
奥
人
家
の
あ
る
プ
エ
ン
テ
ｏ
デ
ル
・
イ
ン
カ
か

ら
、
ム
ー
ラ
に
乗
っ
て
オ
ル
コ
ー
ネ
ス
谷
を
遡
行
す
る
。
二
五
キ
ロ
上
流
に
谷
の
源
頭
、
上
オ
ル
コ
ー
ネ
ス
氷
河
が
あ
る
。
氷
河
の
下
端

近
く
の
左
岸
の
モ
レ
ー
ン
状
台
地
に
避
難
小
屋
が
あ
り
、
こ
こ
を
プ
ラ
サ

・
デ

ｏ
ム
ー
ラ
ス
（四
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
）
と
い
っ
て
北
面
の
登
山
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基
地
で
あ
る
。
オ
ル
コ
ー
ネ
ス
谷
は
途
中
の
コ
ン
フ
レ
ン
シ
ア
で
二
股
に
別
れ
、
こ
こ
に
は
四
人
用
の
石
室
が
あ
る
。
二
股
を
右
に
遡
行

す
れ
ば
南
面
の
源
頭
、
下
オ
ル
コ
ー
ネ
ス
氷
河
に
い
た
る
。
北
面
の
氷
河
よ
り
は
る
か
に
長
大
で
、
左
岸
に
プ
ラ
サ

ｏ
フ
ラ
ン
シ
ア
と
呼

ば
れ
る
フ
ラ
ン
ス
隊
の
Ｂ
Ｃ
跡
が
あ
り
、
水
が
取
れ
る
。

ア
コ
ン
カ
グ
ア
の
登
山
事
情
は
、
関
根
隊
や
フ
ラ
ン
ス
隊
の
時
代
と
大
差
は
な
い
が
、　
。ヘ
ロ
ン
政
権
の
終
わ
っ
た
現
在
、
大
統
領
命

令
で
そ
の
隊
に
特
別
の
便
宜
が
計
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
事
は
な
い
。
ペ
ロ
ン
小
屋
、
エ
バ

・
ペ
ロ
ン
小
屋
等
の
名
称
も
な
く
な
っ
て
い

る
。
登
山
口
の
プ
エ
ン
テ
・
デ
ル
ｏ
イ
ン
カ
に
あ
っ
た
ホ
テ
ル
は
、
雪
崩
で
壊
さ
れ
閉
鎖
中
で
あ
っ
た
た
め
、
山
岳
部
隊
の
兵
舎
に
泊
め

て
も
ら
っ
た
。
山
岳
部
隊
で
は
ホ
テ
ル
を
兼
業
し
て
い
る
よ
う
で
、
食
事
つ
き
、
将
校
待
遇
で
、　
一
泊
三

・
五
ド
ル
で
あ
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
ま

で
の
荷
物
の
運
搬
は
前
述
の
ム
ー
ラ
に
よ
る
。　
一
頭
が
六
〇
―
八
〇
キ
ロ
背
負
う
。
我
々
は
ア
コ
ン
カ
グ
ア
開
山
以
来
最
大
の
隊
で
、
荷

物
は
五

ｏ
五
ト
ン
あ
っ
た
。
こ
れ
を
北
面
と
南
面

ヘ
ム
ー
ラ
を
使

っ
て
運
び
込
ん
だ
が
、
こ
の
輸
送
費
が

一
六
四
ド
ル
で
あ
っ
た
。

日
本
か
ら
ア
コ
ン
カ
グ
ア
に
到
る
経
路
と
し
て
は
、
西
岸
の
バ
ル
バ
ラ
イ
ソ

（
チ
リ
ー
）
に
上
陸
し
、
鉄
道
で
国
境
の
ア
ン
デ
ス
山
脈

を
越
え
て
、
プ
エ
ン
テ
・
デ
ル
・
イ
ン
カ

（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
に
達
し
た
。
通
関
の
た
め
に
バ
ル
バ
ラ
イ
ソ
で
一
〇
日
間
滞
在
し
た
が
、

チ
リ
ー
か
ら

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
入
る
国
境
の
町

ラ
ス
ｏ
ク
エ
バ
ス
を
通
る
と
き
は
、
山
岳
部
隊
隊
長
の
計
ら
い
で
無
検
査
で
通
関
出
来

た
。

北

面

で

の

行

動

概

要

一
九
六
五
年

一
〇
月

一
一
日
、
川
崎
汽
船
の

「ぼ
り
び
あ
丸
」
で
横
浜
を
出
航
し
た

一
二
名
の
隊
員

（隊
長
は
飛
行
機
で
後
発
）
は
、　
一
二

月
二
日
バ
ル
パ
ラ
イ
ソ

（
チ
リ
ー
）
に
着
い
た
。
ア
コ
ン
カ
グ
ア
の
登
山
ロ
プ
エ
ン
テ
・
デ
ル
・
イ
ン
カ
に
着
い
た
の
は
、　
一
二
月

一
〇

日
で
あ
っ
た
。

ま
ず
高
所
医
学
研
究
の
た
め
北
面

へ
入
山
し
、
プ
ラ
サ

・
デ

・
ム
ー
ラ
ス
（四
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
Ｂ
Ｃ
を
建
設
し
た
。
Ｂ

Ｃ
か
ら
三
キ
ロ
上
流
の
氷
河
上
に
テ
レ
メ
ー
タ
ー
基
地
を
設
け
、
登
山
中
の
隊
員
の
心
電
図
を
記
録
す
る
準
備
も
し
た
。
北
面
に
滞
在
し

(44)



アコンカグア南壁の “ロック・ウォール"と 上部氷河の氷嵯 (中部氷河から望む )

Aconcagua (3outh Face :…「 he S`ROck Walド ' and the ice― cliff Of the
Upper GlaCier Seen from the Middle Glacier(c.5800m)。
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アコンカグア南壁の “ロック 0ウ ォール"を登る (約 5900m)
CHmbing up the“ Rock Wa‖ ''of Aconcagua South Face(c.5900m)
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アコンカグア南壁の “ロック・ウォール"を登る (約 6100m)
Climbing up the“ ROck WaH''Of AcOncagua South Face(c.6100m)
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アコンカグア南壁

た
の
は
、　
一
二
月

一
五
日
か
ら

一
月
五
日
ま
で
の
二
五
日
間
で
あ
る
が
、
入
山
が
遅
れ
た
り
、
下
山
が
は
や
か
っ
た
り
し
た
者
も
い
て
、

有
効
滞
在
期
間
は
二
〇
日
弱
で
あ
っ
た
。
二
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
プ
エ
ン
テ
・
デ
ル
・
イ
ン
カ
か
ら
ム
ー
ラ
に
乗
っ
て
、
約
七
時
間
で
四

二
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
プ
ラ
サ

ｏ
デ

ｏ
ム
ー
ラ
ス
に
着
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の
者
は
ひ
ど
い
高
山
病
に
か
か
っ
て
頭
痛
、
駆
気
、
倦
怠
、
不
眠

に
な
や
ま
さ
れ
、
三
日
か
ら

一
週
間
は
激
労
に
耐
え
な
か
っ
た
。
関
根
隊
も
同
じ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
中
に
は
顔
に
浮
腫
が
現
わ
れ
、
尿

中
に
蛋
自
の
出
現
す
る
も
の
も
い
た
。
概
し
て
入
山
の
遅
れ
た
者
程
、
症
状
は
軽
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
入
山
期
間
の
前
半
に
徒
歩
で
登
頂

を
試
み
た
隊
員
は
、　
五
八
五
〇
メ
ー
ト
ル

の
リ
ベ
ル
タ
ー
ド
小
屋
で
再
び
高
度
障
害
に
や
ら
れ
て
、　
み
な
登
頂
出
来
ず
に
下
山
し
て
来

た
。
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
高
度
障
害
の
壁
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

一
月
二
日
、
リ
ベ
ル
タ
ー
ド
小
屋
か
ら
五
人

（中
世
古
、
原
、
市
川
、
小
栗
、
矢
入
）
が
徒
歩
で
出
発
、
体
力
に
応
じ
て
行
け
る
と
こ

ろ
ま
で
登
行
を
試
み
た
が
、
頂
上
下

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
で
動
け
な
く
な
り
、
引
き
返
し
た
。
頭
痛
、
呼
吸
困
難
、
異
常
な
倦
怠
感
で
病
人

の
よ
う
に
な
り
、
い
か
な
る
精
神
力
を
も
っ
て
し
て
も
、
そ
れ
以
上
動
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
心
電
図
が
テ
レ
メ
ー
タ

ー
で
記
録
さ
れ
、
不
整
脈
の
現
わ
れ
た
隊
員
も
い
た
。
同
じ
メ
ン
バ
ー
が
リ
ベ
ル
タ
ー
ド
小
屋
で
一
日
休
み
、　
一
月
五
日
再
び
面
目
に
か

け
て
登
頂
を
試
み
た
が
、
頂
上
下
五
〇
メ
ー
ト
ル
で
終

っ
た
。
そ
の
他
に
二
人

（石
原
、
橋
村
、
増
山
）
が
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
六
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
ま
で
ム
ー
ラ
に
乗
っ
て
登
り
、
あ
と
を
歩
い
て
登
頂
を
試
み
た
が
、
頂
上
に
立
っ
た
の
は
石
原
の
み
で
、
他
の
二
人
は
登
頂
出
来
な

か
っ
た
。
北
面
に
技
術
的
な
困
難
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
二
〇
日
間
の
滞
在
期
間
に
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
歩
い
て
頂
上
を
踏
め
る
者
が
い
な
か
っ

た
事
実
は
、
七
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
山
に
お
い
て
は
、
高
度
馴
化
が
い
か
に
決
定
的
な
条
件
と
な
る
か
を
、
そ
し
て
馴
化
す
る
た
め
に

は

一
定
以
上
の
期
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
隊
員
に
強
く
認
識
さ
せ
た
。

ム
ー
ラ
を
利
用
し
た
二
人
の
う
ち
、
石
原
の
み
が
登
頂
出
来
た
こ
と
は
、
彼
が
七
年
前

ヒ
マ
ラ
ヤ
（ビ
ッ
グ
・
ホ
ワ
イ
ト
・ピ
ー
ク
）
で
六
八

〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
体
験
し
、
他
の
二
人
は
日
本
の
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
経
験
し
か
な
か
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
、
興
味
の
　
つ

あ
る
点
で
あ
る
。
北
面
で
は

テ
レ
メ
ー
タ
ー

の
他
に
、
Ｂ
Ｃ
の
高
さ
で
各
隊
員
を
対
象
と
し
て
、
血
球
数
、
血
色
素
、
血
圧
、
心
電
図
　
く



（静
止
時
と
運
動
時
）、
息
止
め
時
間
、
肺
胞
ガ
ス
分
析
、
尿
成
分
定
性
、
握
力
、
ピ
ン
計
等
の
測
定
も
行
な
つ
た
。

南

壁

登

攀

日

記

一
月
八
日
、
北
面
の
最
後
の
撤
収
を
行
な
い
、
全
員
が
プ
エ
ン
テ
・
デ
ル
・
イ
ン
カ
ヘ
下
る
。
こ
の
さ
き
学
術
隊
員
は
帰
国
し
、
登
山

隊
員
の
み
で
南
壁

へ
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

九
日
、
全
隊
員
の
会
議
が
持
た
れ
る
。
高
木
隊
長
は
帰
国
に
先
だ
ち
、
北
面
の
学
術
研
究
は
目
標
の
九
割
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
、

全
体
的
に
見
れ
ば
大
成
功
で
あ
っ
た
。
続
く
南
壁
の
登
攀
に
対
し
て
も
、
学
術
的
見
地
か
ら
も
大
い
に
興
味
が
あ
る
か
ら
、
頑
張

っ
て
も

ら
い
た
い
と
挨
拶
す
る
。

南
壁
の
攻
略
に
関
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
の
意
見
が
出
る
。
第

一
の
意
見
は
、
こ
こ
で
隊
を
三
分
し
て
パ
タ
ゴ
ニ
ア
班
と
南
壁
班
と
に
分

け
た
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
面
で
、
よ
り
多
く
の
成
果
が
あ
が
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
は
、
南
壁
を
終
わ
っ
て
か

ら
パ
タ
ビ
ニ
ア
ヘ
行
く
の
で
は
、
時
間
切
れ
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
各
人
の
好
み
を
生
か
す
と
い
う
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て

い
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
期
に
到
っ
て
、
尖
鋭
主
義
を
さ
か
ん
に
標
榜
す
る
者
と
、
そ
れ
に
い
さ
さ
か
辟
易
す
る
者
と
の
間
に
、
微

妙
な
心
理
的
葛
藤
が
生
じ
は
じ
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
記
録
主
義
に
対
す
る
単
純
な
執
着
と
複
雑
な
反
応
の
差
と
も
、
チ
ー
ム

の
中
で
個
人
プ
レ
ー
に
傾
く
者
と
、
チ
ー
ム
全
体
に
目
を
向
け
よ
う
と
す
る
者
と
の
軋
探
と
も
受
け
取
れ
る
。
こ
の
案
に
は
強
い
賛
成
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
現
不
可
能
と
な
っ
た
。
理
由
は
、
す
べ
て
の
荷
物
が
南
面
に
運
び
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
、
パ
タ

ゴ
ニ
ア
隊
を
出
す
た
め
に
は
、
こ
の
荷
物
を
再
び
運
び
お
ろ
す
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
際
、
不
要
な
も
の
ま
で
運
ん
だ
荷
あ

げ
の
無
計
画
性
の
結
果
、
好
意
で
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
軍
隊
を
、
牛
馬
の
如
く
使
う
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

第
二
の
問
題
は
、
南
壁
の
攻
め
方
に
関
す
る
各
人
の
意
見
が
、
未
整
理
の
状
態
で
あ
っ
た
点
に
あ
る
。
論
点
は
、
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

以
上
で
何
回
の
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
を
な
し
得
る
能
力
が
、
自
分
達
に
あ
る
の
か
に
集
約
さ
れ
る
。
足
の
指
の
二
、
三
本
は
失
う
覚
悟
で
や
ら
な
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け
れ
ば
、
南
壁
な
ぞ
登
れ
な
い
と
い
う
者
も
い
た
し
、
我
が
隊
の
靴
で
は
二
回
以
内
の
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
に
と
ど
め
る
べ
き
だ
と
い
う
者
も
い

た
。
そ
の
外
に
も
、
遠
征
の
人
間
心
理
を
考
え
る
上
で
示
唆
に
富
む
興
味
あ
る
事
態
が
種
々
発
生
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
で
詳
述
は
避
け

る

。
一
月

一
〇
日
、
高
木
隊
長
の
決
断
で
残
る
全
員
が
南
壁

へ
向
か
う
こ
と
に
な
り
、
橋
村
が
登
攀
隊
長
の
指
名
を
受
け
る
。
こ
の
あ
と
全

員
メ
ン
ド
サ
ヘ
下
っ
て
ホ
テ
ル

「
レ
ジ
デ
ン
シ
ア

ｏ
パ
リ
ス
」
（森
与
兵
衛
氏
の
経
営
）
に
数
日
逗
留
し
、
美
し
い
緑
の
街
で
休
養
し
た
。　
こ

こ
で
日
本

へ
帰
る
学
術
隊
員
四
人
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ヘ
渡
る
高
田
光
政
等
と
別
れ
た
。

一
月

一
六
日
か
ら
二
一
日
ま
で
の
間
に
九
人
の
隊
員
が
、
三
隊
に
別
れ
て
、
南
面
の
基
地
プ
ラ
サ

・
フ
ラ
ン
シ
ア

（四
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

へ
入
山
、
食
糧
の
補
給
、
Ｂ
Ｃ
の
建
設
等
を
完
了
す
る
。
こ
の
時
、
す
で
に
入
山
し
て
い
た
二
つ
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
隊
は
、
Ｃ
ｌ
の
建
設

を
終
り
、
Ｃ
２
を
作
る
行
動
を
お
こ
し
て
い
た
。
池
の
ま
わ
り
に
、
日
本
隊
を
加
え
て
三
隊
の
基
地
が
出
来
、
に
ぎ
や
か
な
交
流
が
始
ま

る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
隊
は
互
い
に
親
し
い
仲
で
あ
り
、
か
つ
同

一
の
ク
ラ
ブ

（Ｃ
Ａ
Ｂ
Ａ
）
に
属
し
な
が
ら
、
二
つ
に
別
れ
て
別
々
の
ル

ー
ト
で
行
動
し
て
い
た
。
登
山
観
の
差
異
と
い
う
。
彼
ら
の
開
き
つ
つ
あ
る
ル
ー
ト
は
、
い
ず
れ
も
南
壁
の
向
か
っ
て
右
の
端
で
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
南
壁
の
右
端
か
ら
突
出
す
る
尾
根
の
側
壁

（
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
上
部
に
氷
壁
が
あ
る
）
を
登
り
、
尾
根
の
上
に
出
て
、　
そ
こ

か
ら
懸
垂
氷
河
を
突
破
し
て
上
段
氷
河
の
上
に
出
て
、
大
ト
ラ
バ
ー
ス
を
行
な
っ
て

フ
ラ
ン
ス
・
ル
ー
ト
上
部

へ
合
流
す
る
予
定
で
あ

る
。
も
う

一
つ
は
、
例
の
尾
根
と
南
壁
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
凹
角
部
を
登
り
、
上
部
氷
河

へ
入
る
懸
垂
氷
河
で
前
者
の
ル
ー
ト
に
合

す
る
と
い
う
。
前
者
の
ル
ー
ト
は
、
我
々
の
見
解
で
は
、
下
部
の
尾
根
の
部
分
に
お
い
て
南
壁
を
登
っ
た
と
は
い
い
難
い
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。
例
え
ば
、
ミ
ッ
テ
レ
ギ
ー
山
稜
か
ら
、
ア
イ
ガ
ー
の
北
壁
の
中
央
部

へ
横
断
し
て
来
て
、
こ
れ
を
登
る
と
い
う
感
じ
が
す
る
が
、

彼
ら
に
す
れ
ば
、
未
登
の
ル
ー
ト
で
あ
る
と
い
う
点
を
強
調
し
た
い
の
だ
ろ
う
。
後
者
の
ル
ー
ト
は
、
雪
崩
の
危
険
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
、
我
々
は
話
し
合
う
。
彼
ら
は
、
過
去
二
年
間
の
観
察
で
大
文
夫
と
判
断
し
て
い
る
の
だ
と
言
っ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
大
事
件
　
つ

が
発
生
す
る
事
に
な
る
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
で
は
肉
眼
で
、
彼
ら
の
Ｃ
ｌ
や
行
動
中
の
人
間
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
我
々
は
望
遠
鏡
で
彼
ら
　
く



の
登
攀
を
観
察
し
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
岩
壁
が
い
か
に
大
き
い
か
を
認
識
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

南
壁
の
全
貌
は
、
Ｂ
Ｃ
（プ
ラ
サ
・
フ
ラ
ン
シ
ア
）
か
ら
三
キ
ロ
ば
か
り
下
っ
た
地
点
で
、
も
っ
と
も
よ
く
見
え
る
。　
こ
の
山
の
南
面
は
、
　
い

ゆ
る
や
か
な
北
面
と
は
逆
に
、
鋭
く
奥
深
く
氷
河
に
浸
蝕
さ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
サ

・
フ
ラ
ン
シ
ア
の
あ
る
、
下
部
オ
ル
コ
ー
ネ
ス
氷
河
の

う
し
ろ
に
ひ
か
え
る
、
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
断
崖
は
、
北
峰
と
南
峰
と
を
つ
な
ぐ
約
四
キ
ロ
の
幅
を
持
ち
、
中
央
の
大
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル

（
セ
ン
タ
ｌ

ｏ
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
）
に
よ
っ
て
北
峰
壁
と
南
峰
壁
と
に
分
か
た
れ
る
。
北
峰
壁
は
南
峰
壁
に
比
較
す
る
と
、
や
や
複
雑
な
構

造
を
持
つ
。
壁
の
中
に
上

。
中

・
下
三
つ
の
氷
河
が
あ
り
、
氷
河
の
部
分
で
は
傾
斜
が
ゆ
る
い
。
上
段
氷
河
が
最
も
大
き
く
高
度
は
六
四

〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。
北
峰
壁
の
ほ
ぼ
全
域
を
横
断
し
て
い
る
。
傾
斜
は
約
二
〇
度
で
三
氷
河
中
最
も
ゆ
る
い
。
中
段
氷
河
ば
上

段
氷
河
の
半
分
く
ら
い
の
横
幅
を
も
ち
、
傾
斜
は
や
や
強
ま
る
。
下
段
氷
河
は
最
も
小
さ
い
が
傾
斜
は
強
く
、
基
部
で
オ
ル
コ
ー
ネ
ス
氷

河
の
平
坦
部
に
つ
な
が
る
。
ち
ょ
う
ど
す
り
鉢
の
底
と
い
う
感
じ
で
、
上
段
氷
河
の
末
端
が
崩
れ
る
と
、
中
段
氷
河
を
通
っ
て
下
段
氷
河

に
雪
崩
が
集
中
す
る
。
北
峰
壁
は
上
段
氷
河
の
下
で
は
、
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
っ
て
雪
崩
の
危
険
に
晒
さ
れ
て
い
る
が
、
中
央
ク
ー
ロ
ワ
ー

ル
（雪
崩
の
通
路
）
寄
り
に
あ
る
岩
稜
が
、
か
ら
く
も
安
全
と
い
え
そ
う
な
唯

一
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。　
フ
ラ
ン
ス
隊
の
初
登
攀
の
ル
ー
ト
が

こ
れ
で
、
フ
レ
ン
チ

・
バ
ッ
ト
レ
ス
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
岩
稜
は
上
段
氷
河
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
、
上
部
フ
レ
ン
チ

ｏ
バ
ッ
ト
レ
ス

と
下
部
フ
レ
ン
チ

・
バ
ッ
ト
レ
ス
に
分
か
た
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
隊
は
こ
の
ル
ー
ト
を
選
ぶ
事
に
よ
っ
て
、
客
観
的
な
危
険
を
避
け
、
そ
の

代
り
技
術
的
な
困
難
を
選
ん
だ
と
い
え
る
。

南
峰
壁
は
北
峰
壁
に
比
べ
る
と
、
は
る
か
に
悪
い
感
じ
を
受
け
る
。
上
か
ら
下
ま
で
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
、
ほ
ぼ
同
じ
調
子
の
急
傾

斜
で
切
れ
落
ち
て
い
る
。
上
部
は
す
さ
ま
じ
い
氷
壁
で
、
下
三
分
の
二
が
岩
を
主
体
と
し
、
中
央
に
氷
河
を
持

っ
て
い
る
。
北
峰
壁
の
よ

う
な
大
雪
崩
は
少
な
い
が
、
小
雪
崩
は
頻
発
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
ア
コ
ン
カ
グ
ア
に
残
さ
れ
た
課
題
と
い
わ
れ
て
い
る
未
登
の
壁
で
あ

る
。
我
々
も
南
峰
壁
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
が
、
実
物
を
見
て
、
こ
れ
を
登
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。

一
月
二
二
日
。
晴
。
朝
九
時
、
用
を
た
す
た
め
に
テ
ン
ト
の
外

へ
出
た
原
が
、
な
に
げ
な
く
南
壁
を
眺
め
て
い
る
と
、
上
段
氷
河
の
右



アコンカグア南壁

端
が
鈍
い
音
で
崩
れ
た
。
見
る
間
に
雪
崩
が
北
峰
壁
全
体
に
拡
が
る
。
雪
煙
が
岩
壁
を
隅
な
く
洗
い
な
が
ら
、
大
音
響
を
た
て
て
二
〇
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
高
度
差
を
落
ち
て
く
る
。
凹
状
部
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
隊
の
ル
ー
ト
は
雪
煙
に
呑
ま
れ
た
。　
一
キ
ロ
下
の
Ｂ
Ｃ
に
雪
の
粉
が

降
り
か
か
り

一
セ
ン
チ
ば
か
り
も
積
も
る
。
毎
日
見
る
の
と
は
規
模
の
異
な
る
大
雪
崩
で
あ
る
。
Ｂ
Ｃ
は
た
ち
ま
ち
大
騒
ぎ
と
な
る
。
望

遠
鏡
で
み
る
と
、
ひ
と
つ
の
テ
ン
ト
が
な
く
な
っ
て
お
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
倒
れ
た
ま
ま
で
も
と
の
位
置
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ

こ
か
ら
人
影
が
三
つ
は
い
出
し
て
来
た
の
で
、
人
間
は
無
事
で
あ
る
ら
し
い
。
幸
運
に
も
流
さ
れ
た
方
の
テ
ン
ト
に
は
装
具
が
入
れ
て
あ

り
、
人
間
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
隊
は
装
備
を
失

っ
て
計
画
を
中
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
雪
崩
に
対
し
て
フ
レ

ン
チ

・
バ
ッ
ト
レ
ス
は
無
事
で
あ
っ
た
。

午
後
、
四
人
が
ミ
ラ
ド
ー
ル
山
の
裾

へ
望
遠
鏡
を
持

っ
て
ゆ
き
、
南
壁
を
観
察
す
る
。
残
る
五
人
で
Ｂ
Ｃ
の
整
理
を
す
る
。

夜
、
協
議
の
末
、
南
峰
壁
は
や
め
て
、
北
峰
壁
の
フ
ラ
ン
ス
・
ル
ー
ト
を
登
る
事
に
決
ま
る
。

一
月
二
三
日
。
晴
。
原
、
小
栗
の
二
人
が
フ
ラ
ン
ス
ｏ
ル
ー
ト
取
付
き
の
登
攀
と
偵
察
を
行
な
う
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
四
十
分
で
岩
稜
の
下
端

に
着
く
。
途
中
ク
レ
バ
ス
が
多
い
。
岩
稜
の
端
は
大
き
な
ベ
ル
ク
シ
ュ
ル
ン
ト
で
、
直
接
取
り
付
く
こ
と
は
出
来
な
い
。
下
段
氷
河
の
セ

ラ
ッ
ク
地
帯
を
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
登
っ
て
岩
稜

へ
取
り
付
く
。
五
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
岩
を
登
り
岩
稜

へ
出
て
、
Ｙ
字
型
雪
渓

へ
の
入
り

口

（第

一
デ
ポ
）
ま
で
で
Ｂ
Ｃ

へ
も
ど
る
。

他
の
隊
員
は
Ｂ
Ｃ
で
ロ
ー
プ
の
巻
き
直
し
や
末
端
の
熱
処
理
、
な
わ
ば
し
ご
の
作
成
を
や
る
。
夜
セ
ッ
ソ
ー
が
Ｂ
Ｃ

へ
上
っ
て
来
て
、

我
が
隊
に
参
加
す
る
。

二
五
日
ま
で
に
五
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
登
り
、
Ｃ
ｌ
の
予
定
地
を
整
地
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
隊
の
Ｃ
ｌ

（我
々
の
第
ニ
デ
ポ
）
よ
り
二

〇
〇
メ
ー
ト
ル
上
で
あ
る
。
な
わ
ば
し
ご
を
必
要
と
す
る
岩
壁
が
す
で
に
現
わ
れ
る
。
雪
崩
事
故
の
た
め
に
計
画
を
中
止
し
た
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
隊
の
リ
ー
ダ
ー
の
マ
リ
オ
が
、
新
聞
記
者
の
ニ
フ
リ
を
連
れ
て
我
が
隊
に
参
加
を
申
し
込
ん
で
来
る
。
こ
れ
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
が
　
り

二
人
加
わ
っ
た
事
に
な
る
が
、
技
術
が
あ
る
の
は
マ
リ
オ

一
人
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く



二
六
日
。
晴
。
市
川
、
矢
入
が
ミ
ラ
ド
ー
ル
山
の
中
腹

へ
登
り
、
南
壁
の
望
遠
レ
ン
ズ
に
よ
る
写
真
を
撮
影
す
る
。
他
は
休
養
。
　
　
　
Ｄ

二
七
日
。
晴
。
橋
村
、
矢
入
、
増
山
、
マ
リ
オ
が
先
発
し
て
、
Ｃ
ｌ
予
定
地
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
上
ま
で
登
る
。
大
き
な
オ
ー
バ
ー
　
い

ハ
ン
グ
が
現
わ
れ
、
こ
れ
を
越
え
る
。
ボ
ロ
ボ

ロ
に
朽
ち
た
フ
ラ
ン
ス
隊
の
固
定

ロ
ー
プ
を
発
見
す
る
。
他
は
Ｃ
ｌ
予
定
地

へ
荷
あ
げ
、

夕
方
全
員
そ
ろ
っ
て
Ｂ
Ｃ

へ
帰
る
。

二
八
日
。
晴
。
小
栗
が
歯
痛
を
起
し
た
の
で
、
原
が
切
開
手
術
を
す
る
。
午
後
、
原
、
市
川
、
黒
山
、
増
山
の
四
人
が
Ｂ
Ｃ
を
出
発
。

Ｃ
ｌ

（四
人
用
）
を
建
設
し
泊
る
。
Ｃ
ｌ
と
Ｂ
Ｃ
の
間
で
、
夜
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
を
た
く
。

二
九
日
。
晴
後
曇
。
Ｃ
ｌ
の
四
人
は
ル
ー
ト
エ
作
に
出
る
。
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
に
増
山
と
黒
山
で
な
わ
ば
し
ご
を
か
け
る
。
原
と
市
川

は
先
行
し
て
ル
ー
ト
の
開
拓
を
す
る
。

ハ
ン
グ
上
は
も
ろ
い
岩
稜
を
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
三
ピ
ッ
チ
登
る
と
、
浅
い
氷
の
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
に

入
る
。
こ
れ
が
約

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
続
く
。
右
手
の
岩
に
ハ
ー
ケ
ン
を
打
ち
つ
つ
ロ
ー
プ
を
固
定
し
て
ゆ
く
。
つ
い
で
岩
く
ず
の
堆
積
し

た
平
坦
地
に
出
る
。
そ
こ
か
ら
人
間
大
の
ペ
ニ
テ
ン
テ
ス
の
あ
る
雪
渓
を
五
〇
メ
ー
ト
ル
登
る
と
、
最
後
は
六
〇
度
の
氷
壁
と
な
る
。
こ

れ
を
登
り
つ
め
る
と
鞍
部

へ
出
る
。
鞍
部
の
む
こ
う
側
に
、
狭
く
深
い
氷
の
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
が
あ
る
。
あ
ぶ
み
を
使

っ
て
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル

の
底

へ
下
り
る
。
底
か
ら
は
、
右
手
に
深
い
岩
の
割
れ
目
を
通
し
て
、
下
段
氷
河
上
部
の
氷
壁
が
見
え
る
。
三
方
の
視
界
を
遮
ら
れ
た
陰

惨
な
場
所
で
あ
る
。
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
を

一
〇
メ
ー
ト
ル
登
る
と
、
左
の
岩
稜
に
古
い
ロ
ー
プ
が
見
え
て
く
る
。
追
い
つ
い
て
来
た
黒
山
が

ト
ッ
プ
と
な
り
、
新
し
い
ロ
ー
プ
を
固
定
し
つ
つ
そ
の
岩
稜
を
登
る
。
傾
斜
は
強
ま
り
、
岩
は
非
常
に
も
ろ
い
。
三
〇
セ
ン
チ
大
の
ア
イ

ス
。
ハ
ー
ケ
ン
を
打
ち
込
む
。
あ
と
で
、
こ
の
岩
稜
は
や
め
て
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
を
通
る
よ
う
に
な
る
。
今
年
は
氷
が
多
く
、　
一
般
に
ク
ー

ロ
ワ
ー
ル
が
登
り
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
登
っ
て
グ
レ
ー
ト

・
タ
ワ
ー
の
下

へ
出
る
。
中
段
氷
河

へ
ぬ
け
出
る
直

前
の
難
関
で
あ
る
。
何
条
か
の
深
い
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
に
浸
蝕
さ
れ
た
岩
壁
で
、
下
か
ら
眺
め
る
と
巨
大
な
岩
塔
群
に
見
え
る
。
フ
ラ
ン
ス

隊
も
そ
の
悪
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
黒
山
が
正
面
の
岩
塔
の
基
部
の
フ
ェ
ー
ス
を
登
り
は
じ
め
る
。
切
れ
た
フ
ラ
ン
ス
隊
の
ロ
ー
プ
が
残

っ
て
い
る
。
も
ろ
い
う
え
に
、
逆
層
で
見
た
日
よ
り
は
る
か
に
悪
い
。
黒
山
は
四
苦
八
苦
だ
が
、
下
は
落
石
の
雨
に
見
舞
わ
れ
る
。
黒
山
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が
三
〇
メ
ー
ト
ル
を
登
り
切

っ
て
、
や
っ
と
の
事
で
う
す
い
崖
の
上
に
立
っ
た
頃
、
夕
闇
が
迫
る
。　
一
八
時
、
固
定
し
た
ロ
ー
プ
を
頼
り

に
今
日
の
か
せ
ぎ
を
下
る
。
谷
底
の
氷
河
が
暗
闇
に
沈
み
、
峰
々
が
残
照
に
染
ま
る
。
星
杢
の
下
を
電
灯
の
光
を
頼
り
に
下
る
。
二
〇
時

一
〇
分
、
Ｃ
ｌ
帰
着
。

こ
の
日
、
Ｂ
Ｃ
の
連
中
は
Ｃ
ｌ

へ
荷
あ
げ
を
す
る
。

三
〇
日
。
晴
。
風
強
く
頂
上
付
近
は
ガ
ス
。
Ｃ
ｌ
の
四
人
は
寝
坊
し
て
一
一
時

一
〇
分
出
発
。　
一
六
時

一
〇
分
グ
レ
ー
ト

ｏ
タ
ワ
ー
の

下

へ
着
く
。
今
日
は
こ
こ
で
ふ
た
手
に
別
れ
て
行
動
す
る
。

原
、
市
川
組
は
フ
ラ
ン
ス
隊
の
ル
ー
ト
を
た
ど
る
。
昨
日
の
黒
山
の
到
達
地
点
か
ら
、
岩
稜
を
一
〇
メ
ー
ト
ル
登
り
、
つ
づ
い
て
岩
塔

の
左
側
の
垂
直
の
岩
溝
に
入
る
。
氷
の
つ
い
た
、
手
が
か
り
の
な
い
悪
場
で
、
最
後
が
ひ
さ
し
の
様
に
か
ぶ
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
越
え
る

と
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
チ
ム
ニ
ー
が
始
ま
る
。
中
間
で
二
つ
に
分
れ
る
箇
所
が
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
で
極
度
に
悪
い
。
フ
ラ
ン
ス
隊
の
ハ
ー

ケ
ン
を
見
る
が
、
ゆ
る
ん
で
い
る
の
で
新
し
く
打
ち
直
す
。
そ
の
先
を
背
と
つ
ま
先
で
登
る
。
チ
ム
ニ
ー
の
出
日
は
ひ
と
か
か
え
も
あ
る

チ
ョ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
で
ふ
さ
が
れ
て
い
る
。
ぶ
ら
さ
が
っ
て
腕
力
で
乗
り
越
え
る
と
岩
塔
の
上
に
出
る
。
上
に
中
段
氷
河
が
ひ
ら
け
る
。

一
八
時
。
二
人
と
も

へ
と
へ
と
で
あ
る
。

黒
山
、
増
山
組
の
登
っ
た
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
は
新
ル
ー
ト
で
あ
る
。
全
部
氷
で
ニ
ピ
ッ
チ
ロ
に
五
メ
ー
ト
ル
の
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
し
た
氷

瀑
が
あ
り
、
五
ピ
ッ
チ
ロ
に
も
小
さ
な
ハ
ン
グ
が
あ
る
。
全
体
に
長
い
が
、
ス
テ
ッ
プ
を
切
り
つ
つ
、
ね
じ
込
み
式

ハ
ー
ケ
ン
を
使

っ
て

着
実
に
登
れ
る
。
氷
瀑
に
は
な
わ
ば
し
ご
も
取
り
つ
け
る
。
二
人
は
原
、
市
川
組
よ
り

一
時
間
早
く
中
段
氷
河
に
出
る
。
こ
の
日
二
つ
の

ル
ー
ト
か
ら
中
段
氷
河

へ
出
た
わ
け
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
・
ル
ー
ト
よ
り
も
新
し
い
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
ｏ
ル
ー
ト
の
方
が
や
さ
し
く
、
し
た
が

っ
て
好
ま
し
い
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。
今
年
は
氷
が
多
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
ル
ー
ト
が
発
見
出
来
た
の
で
あ
る
。
下
り
は
再
び
夜
に
な

る
。
黒
山
と
増
山
は
、
二
〇
時
三
〇
分
、
Ｃ
ｌ
に
帰
る
。
原
、
市
川
は
登
っ
た
ル
ー
ト
の
懸
垂
に
手
間
ど
り
、
二
三
時
四
〇
分
、
Ｃ
ｌ
に
　
っ

帰
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜



Ｂ
Ｃ
か
ら
は
、
小
栗
と
セ
ッ
ソ
ー
が
Ｃ
ｌ
へ
荷
あ
げ
を
行
な
い
他
は
休
養
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

三
一
日
。
晴
。
Ｃ
ｌ
は
テ
ン
ト
地
拡
張
作
業
を
す
る
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
四
人
が
Ｃ
ｌ
へ
荷
あ
げ
。
取
り
付
き
の
セ
ラ
ッ
ク
地
帯
が
変
形
し
　
い

て
、
荷
あ
げ
ル
ー
ト
の
様
子
が
変
っ
て
来
た
。
中
世
古
と

セ
ッ
ソ
ー
が
食
糧
と
燃
料
を
買
う
た
め
、
プ
エ
ン
テ
・
デ
ル
・
イ
ン
カ
ヘ
下

る
。
夕
方
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
八
名
が
Ｂ
Ｃ
入
り
す
る
。
こ
の
隊
は
フ
リ
ッ
ツ
ｏ
モ
ラ
ベ
ッ
ク
に
率
い
ら
れ
る
総
勢
二
〇
人
で
、
米
国
人
医

師

一
人
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
登
山
家
ホ
ン
ル
ー
ジ

ュ
を
含
ん
で
い
る
。
南
峰
壁
を
目
標
に
や
っ
て
来
た
も
の
だ
が
、
偵
察
の
結
果
は
や
は

り
中
止
と
な
り
、
東
稜
と
東
壁
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
模
様
。

二
月

一
日
。
晴
。
Ｃ
ｌ
の
四
人
は
九
時
三
〇
分
出
発
。
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
・
ル
ー
ト
を
登
っ
て
中
段
氷
河

へ
出
る
。　
一
昨
日
、
取
り
つ
け

た
氷
瀑
の
な
わ
ば
し
ご
は
、
氷
の
中
に
完
全
に
埋
っ
て
い
る
。
こ
の
先
、
こ
の
氷
瀑
を
通
る
と
き
は
、
そ
の
た
び
ご
と
に
ス
テ
ッ
プ
を
切

っ
て
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
段
氷
河
を
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
登
っ
て
テ
ン
ト

（Ｃ
２
）
地
を
探
す
。
五
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
の

露
岩
上
に
決
め
る
。
二
一
時
Ｃ
ｌ
に
帰
る
。

Ｂ
Ｃ
か
ら
橋
村
と
小
栗
が
Ｃ
ｌ

へ
上
っ
て
来
て
、
二
人
用
テ
ン
ト
を
増
設
し
て
泊

っ
た
の
で
、
Ｃ
ｌ
は
六
人
と
な
る
。

二
日
。
晴
時
々
曇
。
Ｃ
ｌ
の
六
人
は
グ
レ
ー
ト

ｏ
タ
ワ
ー

の
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
ま
で
登
り
、
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
の
入
り
日
か
ら
氷
瀑
の
上

へ
、　
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
荷
あ
げ
用
ケ
ー
ブ
ル
を
架
設
す
る
。
そ
の
あ
と
橋
村
と
小
栗
が
中
段
氷
河

へ
出
て
、
Ｃ
２
を
設
営
し
て
泊
る
。

他
は
Ｃ
ｌ

へ
下
る
。
矢
入
と
マ
リ
オ
が
Ｂ
Ｃ
か
ら
Ｃ
ｌ

へ
入
る
。
Ｂ
Ｃ
建
設
か
ら
Ｃ
２
建
設
ま
で
一
二
日
間
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
予
想
よ

り
は
や
い
。
フ
ラ
ン
ス
隊
は
三
週
間
か
か
っ
て
い
る
。

雪
崩
を
ま
ぬ
が
れ
た
ほ
う
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
隊
は
、
上
段
氷
河
に
あ
が
り
、
数
日
前
ア
タ
ッ
ク
隊
二
名
が
出
発
し
た
が
、
ま
だ
登
頂
せ

ず
安
否
が
気
遣
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

三
日
。
晴
。
Ｃ
２
の
二
人
は
中
段
氷
河
を
登
り
つ
め
、
上
段
氷
河
下
の
岩
壁
地
帯
の
偵
察
に
出
か
け
る
。
こ
の
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
岩

壁
を
越
え
て
上
段
氷
河
に
Ｃ
３
を
建
設
す
る
こ
と
が
、
計
画
の
大
き
な
山
場
で
あ
る
。
Ｃ
２
か
ら
岩
壁
の
基
部
ま
で
約
二
時
間
か
か
り
、
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途
中
、
中
段
氷
河
の
中
央
部
あ
た
り
の
青
氷
の
斜
面
に
、
ね
じ
込
み
ハ
ー
ケ
ン
を
使

っ
て
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
固
定

ロ
ー
プ
を
つ
け
る
。
三

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
度
差
を
持
つ
岩
壁
地
帯
が
、
し
っ
か
り
と
上
段
氷
河
を
支
え
て
い
る
。
こ
の
垂
直
の
保
塁
は
、
セ
ン
タ
ー

・
ク
ー
ロ

ワ
ー
ル
寄
り
に
や
や
傾
斜
の
ゆ
る
い
部
分
を
持
つ
。
二
人
は
岩
壁
の
基
部
に
登
攀
用
具
を
ハ
ー
ケ
ン
で
固
定
し
て
帰
る
。

Ｃ
ｌ
の
六
人
は
Ｃ
２

へ
荷
あ
げ
を
す
る
。

Ｂ
Ｃ
は
石
原

一
人
と
な
る
。

プ
エ
ン
テ
ｏ
デ
ル
ｏ
イ
ン
カ
で
は
買
い
出
し
の
た
め
下
山
し
た
中
世
古
が
腹
痛
を
お
こ
し
、
兵
舎
の
病
室
に
入
院
し
て
し
ま
う
。

北
面
で
ア
タ
ッ
ク
隊
の
下
山
を
待

っ
て
い
た
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
隊
の
サ
ポ
ー
ト
隊
が
、
ま
だ
仲
間
が
下
山
し
て
来
ぬ
と
い
っ
て
、
救
援

依
頼
に
プ
エ
ン
テ
・
デ
ル
・
イ
ン
カ
ヘ
下
る
。

四
日
。
晴
。
Ｃ
２
で
は
テ
ン
ト
地
を
整
備
補
強
す
る
。
Ｃ
ｌ
か
ら
は
、
矢
入
と
マ
リ
オ
が
Ｃ
２
に
登
り
、
他
は
補
給
の
た
め
Ｂ
Ｃ

へ
下

る

。夕
方
Ｃ
２
を
出
た
小
栗
が

一
人
で
夜
の
岩
壁
を
Ｂ
Ｃ
に
下
る
。
途
中
固
定

ロ
ー
プ
の
ハ
ー
ケ
ン
が
抜
け
て
、　
一
二
メ
ー
ト
ル
墜
落
し
た

が
幸
い
無
事
で
あ
っ
た
。

こ
の
日
の
早
朝
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
の
二
人

（
ハ
ン
ス
・
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ガ
ー
と
ホ
セ
。
ル
イ
ス
ｏ
ホ
ン
ル
ー
ジ

ュ
）
が
、
下
段
氷
河

の
中
央
部
を
登
路
に
し
て
北
峰
壁
の
登
攀
を
開
始
す
る
。
そ
の
日
の
う
ち
に
中
段
氷
河
に
達
し
、
Ｃ
２
の
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
上
の
氷
河
上

に
四
時
頃
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
す
る
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
望
遠
鏡
で
二
人
の
動
作
が
よ
く
見
え
る
。
我
々
が

一
二
日
か
か
っ
て
獲
得
し
た
高
度
を
、
彼
ら

は

一
日
で
登
っ
た
こ
と
に
な
る
。
連
日
大
雪
崩
の
通
る
下
段
氷
河
の
ま
ん
中
を
通
っ
た
不
敵
さ
に
あ
き
れ
か
え
っ
た
日
本
隊
の
Ｂ
Ｃ
は
、

そ
の
話
で
も
ち
き
り
と
な
る
。
下
に
い
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
員
の
話
で
は
、
彼
ら
は
、
そ
の
よ
う
に
危
険
な
ル
ー
ト
か
ら
登
る
こ
と
を
中

止
す
る
よ
う
隊
長
か
ら
勧
告
さ
れ
る
と
、
自
分
達
は
妻
子
も
な
く
、
い
つ
死
ん
で
も
か
ま
わ
ぬ
か
ら
、
雪
崩
ル
ー
ト
を
通
っ
て
ラ
ッ
シ
ュ
　
↓

を
試
み
る
と
答
え
た
と
い
う
。
Ｂ
Ｃ
の
仲
間
達
は
こ
の
二
人
の
こ
と
を
、
ま
っ
た
く
ク
レ
ィ
ジ
ー
だ
と
言
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
　

く



今
日
に
限

っ
て
雪
崩
は
出
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
賭
に
勝

っ
た
と
い
え
る
。
彼
ら
は
中
段
氷
河
か
ら
上
の
フ
ラ
ン
ス
・
ル
ー
ト
ヘ
入
る
模
　
Ｄ

様
だ
。
こ
の
先
を
い
か
に
こ
な
す
か
が
見
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

五
日
。
晴
、
夕
方
か
ら
雪
。
中
段
氷
河
に
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
し
た
例
の
二
人
は
、　
一
〇
時
上
段
氷
河
下
の
岩
壁
に
取
り
つ
き
、　
一
三
時
そ
れ

を
登
り
切

っ
て
上
段
氷
河

へ
ぬ
け
る
。
Ｃ
２
の
橋
村
と
矢
入
は
一
三
時
二
〇
分
出
発
。　
一
五
時
岩
壁
に
取
り
付
く
。
先
行
の
二
人
と
は
別

の
や
や
右
よ
り
を
ニ
ピ
ッ
チ
登
り
、　
一
八
時
四
〇
分
取
り
付
き
へ
も
ど
る
。
マ
リ
オ
は
Ｃ
２
か
ら
取
り
付
き
へ
荷
あ
げ
す
る
。
橋
村
が
右

よ
り
を
選
ん
だ
の
は
、
雪
崩
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
の
岩
は
探
岩
と
い
っ
て
、
岩
肌
に
拳
大
の
半
円
形
の
陥
み
の
い
っ
ぱ
い

あ
る
、
リ
ス
の
ほ
と
ん
ど
な
い
岩
壁
で
あ
る
。
傾
斜
は
平
均
七
〇
度
く
ら
い
で
、
二
ヵ
所
ア
ブ
ミ
を
使
用
す
る
。
荷
あ
げ
用

ロ
ー
プ
を
固

定
す
る
た
め
、
二
ヵ
所
に
埋
め
込
み
ボ
ル
ト
を
打
つ
。

Ｃ
ｌ
は
無
人
。
Ｂ
Ｃ
は
休
養
。
午
後
、
天
候
が
悪
化
し
上
段
氷
河
か
ら
上
は
ガ
ス
に
か
く
れ
る
。
夕
方
に
な
っ
て
Ｂ
Ｃ
に
降
雪
は
じ
ま

る
。
上
段
氷
河
に
ぬ
け
た
ホ
ン
ル
ー
ジ

ュ
と
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
安
否
が
気
づ
か
わ
れ
る
。

六
日
。
晴
風
強
し
。
Ｃ
２
か
ら
上
は
地
吹
雪
と
な
り
、
Ｂ
Ｃ
は
風
が
強
い
が
晴
れ
て
い
る
。
Ｃ
２
で
は
、
矢
入
と
マ
リ
オ
が
岩
壁
取
り

付
ま
で
荷
あ
げ
を
行
な
い
、
橋
村
は

一
人
で
Ｂ
Ｃ

へ
下
る
。

Ｂ
Ｃ
か
ら
二
人
が
Ｃ
ｌ

へ
荷
あ
げ
を
す
る
。

七
日
。
風
雪
。
Ｃ
２
か
ら
Ｃ
ｌ
へ
逆
ボ
ッ
カ
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
Ｃ
２
付
近
は
風
雪
の
た
め
動
け
ず
。
橋
村
は
杢
身
で
Ｂ
Ｃ
を
出

て
、
Ｃ
２
か
ら
下
る
連
中
と
合
流
す
る
た
め
、
Ｃ
ｌ

へ
登
っ
た
が
、
Ｃ
２
か
ら
誰
も
下
ら
な
か
っ
た
の
で
再
び
Ｂ
Ｃ

へ
も
ど
る
。
Ｂ
Ｃ
の

他
の
隊
員
も
悪
天
侯
の
た
め
、
Ｃ
ｌ
へ
の
荷
あ
げ
を
中
止
す
る
。
病
気
の
癒

っ
た
中
世
古
が
、
夕
方
Ｂ
Ｃ

へ
あ
が
っ
て
く
る
。
Ｂ
Ｃ
で

は
、
夜
、
明
日
帰
国
す
る
（母
親
病
気
の
た
め
）
小
栗
の
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
や
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
が
二
人
や
っ
て
来
て
、
ヨ
ー
デ
ル

を
聞
か
せ
て
に
ぎ
や
か
な
夜
と
な
る
。

八
日
。
快
晴
。
朝
の
う
ち
Ｃ
２
以
上
は
地
吹
雪
で
あ
っ
た
。
朝
八
時
、
小
栗
は
Ｂ
Ｃ
を
去
り
帰
国
の
途
に
つ
く
。
そ
の
あ
と
、
残

っ
た



者
全
員
で
Ｃ
ｌ

へ
荷
あ
げ
を
し
、
Ｃ
２
の
二
人
も
Ｃ
ｌ
ま
で
下
り
、
こ
こ
に
全
員
が
集
る
。
橋
村
、
市
川
、
矢
入
が
Ｃ
ｌ
に
泊
り
、
他
は

Ｂ
Ｃ

へ
下
る
。
夕
方
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
隊
の
ア
タ
ッ
ク

・
メ
ン
バ
ー
の
一
人
ア
イ
ケ
ス
が
、
プ
エ
ン
テ
ｏ
デ
ル
ｏ
イ
ン
カ
か
ら
Ｂ
Ｃ

へ
上

っ
て
く
る
。
五
回
の
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
の
す
え
登
頂
に
成
功
し
た
と
い
う
。

九
日
。
快
晴
。
午
前

一
時
、
上
段
氷
河
の
大
氷
塊

（我
々
は
こ
れ
を
「松
坂
屋
」
と
呼
ん
で
い
た
）
が
崩
壊
し
て
発
生
し
た
雪
崩
に
よ
っ
て
、
三

人
が
泊

っ
て
い
た
Ｃ
ｌ
が
爆
風
で
潰
さ
れ
る
。
今
夏
、
北
峰
壁
で
発
生
し
た
最
大
の
雪
崩
で
あ
る
。
Ｃ
ｌ
に
い
た
矢
入
の
手
記
―

　
「
よ

う
や
く
寝
つ
こ
う
と
し
た
頃
だ
っ
た
。
キ
ュ
ー
ン
と
い
っ
た
妙
な
音
。
谷
側
に
寝
て
い
た
私
の
上
に
、
市
川
の
体
が
重
な
っ
て
息
苦
し
い

の
で
、
こ
れ
は
雪
崩
だ
と
気
づ
く
。
ち
ょ
う
ど
二
人
は
テ
ン
ト
の
隅
に
折
り
重
な
っ
て
い
た
。　
一
番
上
の
橋
村
が
入
口
を
あ
け
た
ら
、
ど

っ
と
雪
が
入
っ
て
き
た
。
数
本
の
ハ
ー
ケ
ン
で
固
定
し
た
ロ
ー
プ
に
結
ん
だ
荷
物
は
、
テ
ン
ト
を
飛
び
越
し
て
吹
き
だ
ま
り
の
よ
う
に
寄

せ
集
ま
っ
て
い
た
が
、
損
害
は
な
い
ら
し
い
。
五
時
頃
ま
で
か
か
っ
て
テ
ン
ト
の
修
理
を
す
る
。」

Ｂ
Ｃ
で
は
朝
、　
一
面
に
雪
が
つ
も
っ
て
い
る
の
で
、
夜
間
に
降
雪
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
、　
一
〇
時
の
Ｃ
ｌ
と
の
交
信
で
や
っ
と
事
の

真
相
が
解
る
。
氷
河
か
ら
二
〇
メ
ー
ト
ル
上
の
岩
稜
に
あ
っ
た
Ｃ
ｌ
が
、
ま
さ
か
雪
崩
の
被
害
を
受
け
る
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
Ｃ
ｌ
の
二
人
は

一
四
時
三
〇
分
出
発
。
二
一
時
三
〇
分
Ｃ
２
に
着
く
。
数
日
の
悪
天
候
の
た
め
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
の
状
態
は

悪
化
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｃ
か
ら
は
石
原
、
原
、
黒
山
、
増
山
、
セ
ッ
ソ
ー
が
荷
あ
げ
を
し
て
、
Ｃ
ｌ
に
泊
る
。

一
〇
日
。
晴
曇
風
雪
。
昨
夜
お
そ
く
Ｃ
２
に
着
い
た
連
中
は
、
夜
中

（
二
時
二
〇
分
）
に
テ
ン
ト
火
事
を
お
こ
す
。
ブ
タ
ン
コ
ン
ロ
の

超
　
扱
い
を
あ
や
ま
っ
た
た
め
の
事
故
で
あ
る
。
テ
ン
ト
は

一
瞬
に
し
て
半
分
に
焼
け
落
ち
、
橋
村
は
い
ち
早
く
飛
び
出
し
、
焼
け
る
テ
ン
ト

グ
　
内
に
残

っ
た
市
川
と
矢
入
は
、
火
を
く
ぐ
っ
て
外

へ
飛
び
出
す
時
に
、
顔
や
手
に
火
傷
を
負
う
。
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ト
や
ビ
ニ
ロ
ン
シ
ー
ト

カ）

を
使

っ
て
テ
ン
ト
の
修
理
を
行
な
い
、
朝
五
時
就
眠
す
る
。
晴
天
で
あ
っ
た
の
が
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
る
。

ァ
　
　
Ｃ
ｌ
で
は
五
人
が

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
上
の
岩
棚
に

テ
ン
ト
場
を
き
り
ひ
ら
き
、
新
し
い
場
所
へ
Ｃ
ｌ
を
移
動
さ
せ
る
。　
二
回
の
事
故

(55)



で
、
登
攀
の
速
度
は
更
に
落
ち
、
上
段
氷
河
へ
は
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
出
ら
れ
る
の
か
と
い
う
不
安
が
、
隊
員
の
日
の
端
に
の
ぼ
る
よ
う
　
＞

に
な
る
。
Ｃ
２
を
設
営
し
て
も
う
九
日
た
っ
て
い
る
の
に
、
Ｃ
２
よ
り
上
の
岩
壁
は
ま
だ
ニ
ピ
ッ
チ
し
か
登
ら
れ
て
い
な
い
。
行
動
の
ど
　
い

こ
か
に
無
駄
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
行
動
の
渦
中
に
あ
っ
て
は
、　
ど
こ
が
ど
う
な
の
か
と
い
う
点
は
判
然
と
は
理
解
出
来
な

い
。
精
力
が
集
中
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
者
は
多
い
。

一
一
日
。
晴
。
Ｃ
２
の
橋
村
と
矢
入
が
、
岩
壁
の
つ
づ
き
に
着
手
し
、　
上
段
氷
河
と
岩
壁
の
境
界
に
出
る
。　
こ
こ
は
の
ち
に
デ
ポ
地

（第
四
デ
ポ
）
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
上
の
氷
壁
が
た
え
ず
音
を
立
て
て
少
し
づ
つ
崩
壊
し
て
お
り
、
大
崩
壊
が
起
れ
ば
、　
一

瞬
に
し
て
す
べ
て
が
消
し
飛
ん
で
し
ま
う
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
、
寒
心
に
耐
え
な
い
場
所
で
あ
る
。
岩
壁
帯
は
全
体
で
七
ピ
ッ
チ
あ
り
、

約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
四
ピ
ッ
チ
ロ
に
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
を
持
つ
非
常
に
困
難
な
氷
壁
が
あ
る
。
ピ
ッ
チ
の
か
わ
り
目
毎
に
ボ
ル

ト
を
打

っ
て
、
ザ
イ
ル
を
固
定
し
た
。

市
川
は
Ｃ
２
か
ら
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
の
大
滝
の
上
ま
で
下
り
、
Ｃ
ｌ
か
ら
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
の
直
下
ま
で
、　
ボ
ッ
カ
を
し
て
来
た
四
人
か

ら
、
ケ
ー
ブ
ル
を
通
し
て
荷
物
を
受
取
る
。

中
世
古
と
マ
リ
オ
は
Ｂ
Ｃ
か
ら
新
Ｃ
ｌ
に
入
り
、
二
人
用
テ
ン
ト
を
増
設
す
る
。

こ
の
日
の
人
員
配
置
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
Ｃ
２
１
橋
村
、
市
川
、
矢
入
。
Ｃ
ｌ
石
原
、
原
、
黒
山
、
増
山
、
中
世
古
、
マ
リ
オ
。
Ｂ

Ｃ
Ｉ

ニ
フ
リ
、
セ
ッ
ソ
ー
。

夜
Ｃ
２
の
橋
村
か
ら
Ｃ
ｌ
へ
莫
大
な
荷
あ
げ
リ
ス
ト
を
伝
え
て
来
る
。
Ｃ
２
か
ら
上
が

一
向
に
進
展
し
て
い
な
い
の
に
、
荷
上
げ
ば
か

り
さ
せ
る
の
は
何
故
か
、
荷
物
が
Ｃ
２
に
余

っ
て
し
ま
う
で
は
な
い
か
と
、
若
い
隊
員
が
原
に
苦
情
を
言
う
。
過
度
の
荷
あ
げ
は
、
ま
す

ま
す
遅
れ
を
大
き
く
し
、
そ
の
た
め
に
長
時
間
壁
に
釘
づ
け
に
な
る
こ
と
は
、
雪
崩
と
落
石
の
危
険
に
晒
ら
さ
れ
る
時
間
を
永
く
す
る
こ

と
に
も
な
る
。
必
要
に
し
て
充
分
な
荷
あ
げ
と
は
何
か
、
作
戦
の
む
つ
か
し
い
と
こ
ろ
へ
来
た
よ
う
だ
。
マ
リ
オ
は
過
去
の
経
験
か
ら
、

二
月
二
〇
日
ま
で
に
登
頂
し
な
け
れ
ば
、
冬
が
来
て
登
れ
な
く
な
る
と
言
っ
て
い
る
。
今
年
は
例
外
的
な
晴
天
続
き
だ
が
、
い
つ
ま
で
こ
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れ
に
頼
れ
る
か
が
鍵
に
な
り
そ
う
だ
。
こ
の
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
の
二
人
が
成
功
し
た
と
の
報
が
入
る
。

一
二
日
。
晴
。
Ｃ
２
は
停
滞
。
矢
入
が
歯
痛
を
起
し
た
た
め
、
単
身
Ｃ
ｌ

へ
下
り
、
Ｃ
ｌ
か
ら
は
石
原
が
つ
き
そ
っ
て
Ｂ
Ｃ

へ
下
る
。

Ｃ
ｌ
も
停
滞
し
て
Ｃ
２

へ
あ
げ
る
べ
き
装
備
を
作
り
、
余

っ
た
時
間
で
旧
Ｃ
ｌ

へ
残
し
て
あ
っ
た
荷
物
を
、
新
Ｃ
ｌ

へ
全
部
運
び
あ
げ

る

。
一
三
日
。
快
晴
。
Ｃ
２
の
橋
村
と
市
川
は
岩
壁
を
登
り
、
つ
づ
く
氷
壁
を
約
二
百
メ
ー
ト
ル
登
っ
て
Ｃ
３
の
予
定
地
を
決
め
て
、
一三

時
Ｃ
２

へ
帰
る
。
Ｃ
ｌ
か
ら
五
人
が
Ｃ
２

ヘ
ボ
ッ
カ
を
し
、
原
を
Ｃ
２
に
残
し
て
他
は
Ｃ
ｌ

へ
帰
る
。
夜
、
Ｃ
２
で
ア
タ
ッ
ク

ｏ
メ
ン
バ

ー
に
つ
い
て
橋
村
が
彼
の
案
を
出
す
。
橋
村
、
市
川
、
原
、
黒
山
の
四
人
に
し
た
い
と
い
う
。
現
在
体
の
調
子
の
良
い
者
を
選
ん
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ア
タ
ッ
ク
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
他
案
も
あ
っ
た
。
四
人
よ
り
二
人
の
方
が
速
い
。
二
人
又
は
二
人
の
ア
タ
ッ
ク
隊
を

二
隊
編
成
し
て
、
Ｃ
３
か
ら
二
度
の
攻
撃
を
か
け
て
、
な
る
べ
く
多
く
の
人
間
を
登
ら
せ
る
。
南
壁
を
往
復
す
る
。
マ
リ
オ
を
ア
タ
ッ
ク

隊
に
加
え
る
べ
き
で
あ
る
等
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
あ
と
幾
日
の
晴
天
が
我
々
に
与
え
ら
れ
て
い
る
か
、
我
々
が
あ
と
何
日
間
で
Ｃ
３
を
建

設
出
来
る
か
に
、
す
べ
て
は
か
か
っ
て
い
る
。

一
四
日
。
晴
。
Ｃ
２
の
二
人
は
停
滞
し
て
荷
あ
げ
用
荷
物
の
整
理
を
行
な
う
。
Ｃ
ｌ
停
滞
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
石
原
、
矢
入
、
セ
ッ
ソ
ー
、
フ

ラ
ン
ツ
（オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
）
が
Ｃ
ｌ

へ
荷
あ
げ
を
す
る
。

一
五
日
。
晴
。
Ｃ
２
の
原
、
市
川
は
岩
壁
上
の
第
四
デ
ポ
地
ま
で
荷
あ
げ
を
行
な
い
、
続
い
て
上
段
氷
河

へ
上
る
氷
壁
に
ロ
ー
プ
を
約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
固
定
す
る
。
橋
村
は
岩
壁
の
取
付
ま
で
荷
あ
げ
を
手
伝
う
。
Ｃ
ｌ
を
出
た
四
人
の
う
ち
、
中
世
古
、
増
山
は
第
ニ
デ

ポ

（ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
の
入
口
）
に
荷
あ
げ
を
し
て
か
ら
引
き
返
し
、
黒
山
と
マ
リ
オ
は
Ｃ
２
に
入
る
。
Ｂ
Ｃ
の
石
原
が
Ｃ
ｌ

へ
登
る
。

一
六
日
。
快
晴
。
Ｃ
２
の
原
、
市
川
、
黒
山
、　
マ
リ
オ
が
第
四
デ
ポ

ヘ
荷
あ
げ
を
行
な
う
。
岩
壁
の
下
降
は
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
懸
重
が

七
ピ
ッ
チ
続
く
。　
一
九
時
三
〇
分
。
橋
村
は
体
の
調
子
が
良
く
な
い
の
で
、
Ｂ
Ｃ

へ
下
っ
て
い
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

Ｃ
ｌ
の
増
山
、
石
原
が
Ｃ
２
へ
入
る
。
中
世
古
は
第
ニ
デ
ポ
ま
で
で
引
き
返
す
。
Ｂ
Ｃ
の
矢
入
、
セ
ッ
ソ
ー
が
Ｃ
ｌ
へ
荷
あ
げ
を
す
　
＜
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一
七
日
。
晴
後
曇
。
Ｃ
３
で
は
マ
リ
オ
が
腹
痛
を
起
し
、
石
原
に
付
添
わ
れ
て
Ｃ
ｌ
へ
下
る
。
石
原
は
Ｂ
Ｃ
ま
で
下
る
。
　
　
　
　
　
　
い

一
八
日
。
晴
後
曇
。
原
、
市
川
、
黒
山
、
増
山
が
九
時
Ｃ
２
を
出
発
、
テ
ン
ト
、
食
糧
を
Ｃ
３
予
定
地
に
荷
あ
げ
す
る
。
上
段
氷
河
で

は
烈
風
が
吹
い
て
い
る
。
黒
山
と
増
山
は
下
り
、
原
と
市
川
は
Ｃ
３
を
建
設
し
て
泊
る
。
作
業
中
頭
痛
と
嘔
気
を
感
ず
る
。
Ｃ
２
建
設
後

一
一
日
目
に
、
や
っ
と
Ｃ
３
の
建
設
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
Ｃ
ｌ
の
マ
リ
オ
は
Ｂ
Ｃ
に
下
り
、
午
後
ム
ー
ラ
に
乗
っ
て
下
山
す
る
。
橋
村
は
Ｂ

Ｃ
で
休
養
中
で
あ
る
。
Ｂ
Ｃ
で
は
体
の
調
子
が
よ
い
と
い
う
か
ら
、
高
度
障
害
ら
し
い
。

一
九
日
。
晴
。
Ｃ
３
の
二
人
は
、
第
四
デ
ポ
の
荷
物
を
逆
ボ
ッ
カ
す
る
。
第
四
デ
ポ
付
近
の
氷
塊
は
た
え
ず
音
を
た
て
て
い
て
、
い
つ

く
ず
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
あ
た
り
を
何
度
も
往
復
す
る
こ
と
自
体
、
非
常
に
危
険
な
行
動
で
あ
り
精
神
的
に
も
ま
い
る
。

Ｃ
２
か
ら
増
山
が
Ｃ
ｌ
へ
下
り
、
黒
山
は
停
滞
す
る
。
橋
村
と
矢
入
は
Ｂ
Ｃ
か
ら
Ｃ
ｌ
へ
登
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
こ
れ
だ
け
の
日
時

を
投
入
し
た
か
ら
に
は
、
南
壁
の
往
復
を
す
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
の
者
が
多
く
な
る
。

二
〇
日
。
晴
。
Ｃ
３
の
原
と
市
川
は
上
部

へ
偵
察
に
出
か
け
る
。
上
段
氷
河
は
傾
斜
の
ゆ
る
い
楽
な
登
り
で
あ
る
。
ど
ん
ず
ま
り
が
段

に
な
っ
て
氷
壁
地
帯
を
形
成
す
る
。
そ
こ
を
突
破
し
な
い
と
、
そ
の
上
の
急
傾
斜
地
帯

へ
出
る
こ
と
が
出
来
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

新
ル
ー
ト
を
探
索
し
よ
う
と
い
う
考
え
か
ら
、
中
央
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
上
部
の

「く
」
の
字
型
の
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
ヘ
入
っ
て
み
よ
う
と
い
う

相
談
が
、
二
人
の
間
で
ま
と
ま
る
。
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
の
取
付
き
へ
行
っ
て
み
る
と
、
五
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
氷
壁
の
帯
に
は
ば
ま
れ
る
。

三
時
間
程
頑
張

っ
た
が
、
雪
と
氷
の
混
合
し
た
壁
は
ハ
ー
ケ
ン
が
ま
っ
た
く
利
か
ず
、
と
て
も
登
れ
な
い
こ
と
が
解
っ
た
の
で
、
あ
さ
ら

め
て
Ｃ
３

へ
帰
る
。
や
は
リ
フ
ラ
ン
ス
隊
の
ル
ー
ト
し
か
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
晴
れ
た
日
で
も
、
こ
の
高
度
で
は
ち
ょ
っ
と
体
む
と
手
足

が
冷
た
い
。

Ｃ
２
の
黒
山
は
停
滞
し
、
橋
村
と
矢
入
が
Ｃ
ｌ
か
ら
Ｃ
２
へ
登
る
。

中
世
古
、
セ
ッ
ソ
ー
、
ニ
フ
リ
は
Ｂ
Ｃ
か
ら
歩
い
て
プ
エ
ン
テ
・
デ
ル
・
イ
ン
カ
ヘ
下
る
。
北
面

へ
下
る
ア
タ
ッ
ク
隊
を
出
迎
え
る
準



備
を
す
る
た
め
で
あ
る
。

二
一
日
。
晴
。
橋
村
と
黒
山
が
Ｃ
２
か
ら
Ｃ
３

へ
登
る
。
黒
山
も
Ｃ
３
で
は
軽
い
頭
痛
を
感
ず
る
。
Ｃ
３
は
や
っ
と
の
こ
と
で
ア
タ
ッ

ク
体
制
に
入
れ
た
。

二
二
日
。
快
晴
。
Ｃ
３
の
ア
タ
ッ
ク
隊
四
人
は
荷
づ
く
り
に
手
間
ど
り

一
二
時
出
発
。
荷
物
は
平
均
二
〇
キ
ロ
。
上
段
氷
河
を
ま
っ
す

ぐ
横
切
り
、
上
部
フ
ラ
ン
ス
稜

へ
向
か
う
。
岩
稜
の
末
端
は
ク
レ
バ
ス
の
た
め
取
付
け
ず
、
左
の
雪
の
側
壁
か
ら
登
る
こ
と
に
す
る
。
上

段
氷
河
と
雪
の
側
壁
の
間
に
数
段
の
セ
ラ
ッ
ク
地
帯
が
あ
る
。
こ
こ
で
手
間
ど
る
。
橋
村
が
強
度
の
頭
痛
を
訴
え
、
し
ば
ら
く
動
け
な
く

な
る
。
市
川
と
黒
山
が
杢
身
で
前
進
し
、
雪
壁
を
約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
登
リ
ザ
イ
ル
を
固
定
す
る
。
原
と
橋
村
が
セ
ラ
ッ
ク
地
帯
の
上
ま

で
四
人
分
の
荷
物
を
か
つ
ぎ
あ
げ
る
。
そ
の
う
ち
に
日
は
か
げ
り
、
結
局
今
日
は
テ
ン
ト
ヘ
も
ど
っ
て
寝
る
こ
と
に
す
る
。
原
が
先
に
も

ど
っ
て
食
事
の
準
備
を
す
る
。
ル
ー
ト
エ
作
の
市
川
、
黒
山
は

一
九
時
二
五
分
Ｃ
３
に
も
ど
る
。

二
三
日
。
晴
後
風
雪
。　
一
〇
時
三
〇
分
Ｃ
３
を
出
る
。
昨
夜
の
セ
ラ
ッ
ク
の
上
の
デ
ポ

ヘ
一
二
時
二
〇
分
に
到
着
す
る
。
橋
村
は
再
び

頭
痛
の
た
め
お
く
れ
る
。　
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
お
く
れ
て
、
氷
河
の
ま
ん
中
で
大
の
字
に
寝
て
動
こ
う
と
し
な
い
。
上
の
二
人
は
何

度
も
コ
ー
ル
し
て
み
る
。　
一
時
間
く
ら
い
お
く
れ
て
追
い
つ
い
て
来
る
。
本
人
は
な
ん
と
か
頑
張
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
荷
物
を
再

検
討
し
て
大
幅
に
減
ら
す
。
紺
碧
の
杢
の
画
の
一
角
に
う
ろ
こ
雲
が
現
わ
れ
る
。
凶
兆
で
あ
る
。
い
そ
い
で
雪
の
側
壁
の
登
り
に
か
か
る
。

市
川
、
橋
村
、
原
、
黒
山

の
順
で
登
る
。
先
頭
の
市
川
は
当
然
杢
身
に
近
く
、
橋
村
は
あ
ま
り
背
負
え
な
い
状
態
な
の
で
、
原
と
黒
山

が
荷
物
の
大
半
を
引
き
受
け
る
。
急
な
雪
壁
に
一
歩
ず
つ
市
川
の
切

っ
た
ス
テ
ッ
プ
を
つ
た
う
。

う
ろ
こ
雲
は
杢
い
っ
ぱ
い
に
ひ
ろ
が

祗
　
り
、
西
か
ら
東
に
走

っ
て
い
る
。　
一
六
時
、
雪
稜
に
出
る
頃
は
、
は
げ
し
い
風
雪
に
な
る
。
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
の
上
で
降
雪
が
た
ち
ま
ち
膝

グ
　
を
没
す
る
。
視
界
は
数
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
か
ん
じ
ん
な
時
に
晴
天
が
終
る
と
は
。
リ
ッ
ジ
を
五
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
登
る
と
岩

カ）

壁
に
つ
き
あ
た
る
。
顔
に
氷
が
は
り
つ
き
、
ひ
ど
い
寒
さ
だ
。
岩
の
下
部
に
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
の
あ
と
ら
し
い
ロ
ー
プ
の
片
が
残

っ
て
い
る
。

ァ
　
我
々
も
こ
こ
で
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
と
決
め
る
。
幅
五
〇
セ
ン
チ
、
長
さ

一
六
〇
セ
ン
チ
く
ら
い
の
岩
棚
で
、
四
人
が
腰
を
お
ろ
す
の
が
や
っ
と
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で
あ
る
。
ガ
ス
で
見
え
ぬ
が
下
は
奈
落
の
底
ら
し
い
。

ハ
ー
ケ
ン
を
打
ち
ロ
ト
プ
を
張
り
め
ぐ
ら
し
、
な
ん
と
か
仮
眠
の
体
制
を
作
る
。
　

Ｄ

靴
下
を
か
え
、
羽
毛
入
り
の
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ズ
を
靴
の
上
に
は
く
。
た
い
へ
ん
な
作
業
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
足
が
つ
め
た
い
。
原
だ
け
　
い

は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
隊
員
か
ら
、
カ
メ
ラ
と
交
換
し
て
も
ら
っ
た
高
所
用
二
重
靴
を
は
い
て
い
た
の
で
、
そ
の
作
業
に
加
わ
ら
な
く
て
す

む
。食

事
が
終

っ
た
頃
、
風
雪
は
次
第
に
お
さ
ま
る
。　
一
〇
時
頃
に
な
っ
て
つ
め
た
い
風
が
発
生
し
、
ガ
ス
が
徐
々
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
星

が
見
え
は
じ
め
る
。
運
命
は
ま
だ
我
々
を
見
は
な
し
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
地
か
ら
Ｂ
Ｃ
の
灯
り
が
見
え
て
く
る
。
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
を
入
れ
て
み
る
と
す
ぐ
交
信
出
来
た
。

石
原
の
声
が
返
っ
て
く
る
。
明
日
調
子
が
よ
け
れ
ば
南
壁
の
往
復
を
考
え
る
旨
伝
え

る
。
Ｂ
Ｃ
と
交
信
中
に
Ｃ
３
に
い
る
矢
入
の
声
が
入
る
。
彼
は
ア
タ
ッ
ク
隊
の
安
否
を
気
づ
か
っ
て

（Ｃ
２
と
Ｃ
３
は
交
信
が
途
断
え
て
い
た
）、

単
身
Ｃ
２
か
ら
Ｃ
３
ま
で
登
っ
て
来
て
、
往
復
す
る
こ
と
に
な
っ
て
Ｃ
３

へ
も
ど
っ
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
登
頂
隊
員
の
た
め
に
、
テ
ン

ト
内
の
整
理
を
し
て
待
機
し
て
い
た
。
彼
の
歯
痛
は
癒

っ
て
体
の
調
子
は
上
々
で
あ
る
。

ア
タ
ッ
ク
隊
を
迎
え
る
た
め
、
プ
エ
ン
テ
ｏ
デ
ル
・
イ
ン
カ
を
午
後
出
発
し
た
中
世
古
、　
ニ
フ
リ
、
セ
ッ
ソ
ー
は
、
徹
夜
の
行
軍
を
し

て
零
時
、
プ
ラ
サ

ｏ
デ

ｏ
ム
ー
ラ
ス
に
着
く
。

こ
の
日
の
人
員
配
置
は
、

ビ
ヴ
ァ
ー
ク
ー
市
川
、
原
、
橋
村
、
黒
山
。

Ｃ
３
１
矢
入
。

Ｃ
２
１
無
人
。

Ｃ
ｌ
ｌ
無
人
。

Ｂ
Ｃ
Ｉ
石
原
、
増
山
。

プ
ラ
サ

・
デ

・
ム
ー
ラ
ス
ー
中
世
古
、
セ
ッ
ソ
ー
、
ニ
フ
リ
。
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アコンカグア南壁

二
四
日
。
快
晴
。
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
中
の
四
人
は
、
夜
半
天
候
快
復
と
と
も
に
は
げ
し
い
寒
気
に
お
そ
わ
れ
る
。
両
足
と
大
腿
部
に
寒
冷
が

し
み
と
お
り
、
全
身
の
ふ
る
え
が
止
ま
ら
な
い
。
コ
ン
ロ
を
つ
け
て
わ
ず
か
の
暖
を
と
り
、
ス
ー
プ
を
作

っ
て
食
う
。
し
か
し
あ
ま
り
食

欲
は
な
い
。
再
び
夜
明
け
ま
で
寒
い
夜
を
耐
え
る
。
や
が
て
空
が
自
み
、
朝
食
を
す
ま
せ
、　
一
〇
時
出
発
の
準
備
が
完
了
す
る
。
ビ
ヴ
ァ

ー
ク
用
具
は
全
部
そ
の
場

へ
置
い
て
ゆ
く
。
往
復
し
て
こ
こ
へ
も
ど
っ
て
く
る
場
合
も
考
え
て
、
残
す
荷
物
は
し
っ
か
り
袋
に
入
れ
て
岩

壁
に
固
定
す
る
。
今
日
こ
そ
好
運
な
快
晴
で
あ
る
。
橋
村
が
ト
ッ
プ
を
申
し
出
る
。
行
く
手
を
遮
え
ぎ
る
凹
角
状
の
岩
壁

へ
取
り
付
く
。

ハ
ー
ケ
ン
が
二
本
正
面
上
方
に
見
え
る
。
橋
村
は
そ
れ
を
避
け
て
右

へ
ま
わ
り
込
み
、
岩
稜
の
右
の
側
壁
を
登
る
。
市
川
が
確
保
し
、
原

と
黒
山
は
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
地
点
で
待
つ
。
そ
こ
は

一
見
や
さ
し
そ
う
に
見
え
る
が
、
非
常
に
困
難
な

一
五
メ
ー
ト
ル
の
フ
ェ
ー
ス
で
あ
る
。

橋
村
は
モ
ロ
イ
岩
に
、
苦
し
い
体
制
で
ハ
ー
ケ
ン
を
打
ち
、
ア
ブ
ミ
を
使

っ
て
難
場
を
乗
り
越
し
、
再
び
雪
稜

へ
出
る
。
二
時
間
後
四
人

が
こ
こ
に
集
ま
る
。

こ
の
先
は
市
川
が
ト
ッ
プ
を
交
替
。
橋
村
、
原
、
黒
山
の
順
に
か
わ
る
。
Ｃ
３
の
矢
入
と
コ
ー
ル
を
か
わ
す
。

ロ
ー
プ
は
た
え
ず
伸
び

切

っ
て
、
ど
ん
ど
ん
高
度
を
か
せ
ぐ
。
最
後
の
黒
山
が
荷
物
の
重
味
に
苦
し
ん
で
い
る
。
堅
雪
と
岩
の
稜
が
交
互
に
現
わ
れ
る
。
確
保
地

点
に
と
ば
し
く
、
こ
れ
を
下
る
の
は
危
険
だ
か
ら
や
め
た
方
が
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
往
復
案
は
実
現
せ
ず
。
こ
の
上
部

一
帯
は
、

明
る
く
展
望
に
富
む
。
す
さ
ま
じ
い
高
度
感
で
あ
る
。
オ
ル
コ
ー
ネ
ス
氷
河
は
手
掌
の
よ
う
に
小
さ
く
な
る
。
周
囲
の
岩
と
氷
の
、
こ
の

壁
を
形
成
す
る
す
べ
て
の
も
の
が
、　
一
点
に
集
中
し
て
落
ち
て
ゆ
く
よ
う
な
感
じ
を
受
け
る
。
気
の
許
せ
な
い
登
攀
が
つ
づ
き
、
最
後
に

氷
の
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
を
右

へ
渡
り
、
雪
壁
を
八
〇
メ
ー
ト
ル
登
っ
て
稜
線

へ
出
る
。
頂
上
か
ら
距
離
に
し
て
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
な
れ
た

東
稜
の
上
で
あ
る
。　
一
八
時
。
九
ピ
ッ
チ
、
八
時
間
の
登
攀
で
あ
っ
た
。
ま
ず
生
命
の
危
険
か
ら
解
放
さ
れ
た
安
心
感
に
打
た
れ
る
。
次

い
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
仲
間
達
Ｉ
Ｂ
Ｃ
や
前
進
キ
ャ
ン
プ
や
プ
ラ
サ

・
デ

・
ム
ー
ラ
ス
で
成
功
を
待

っ
て
い
る
仲
間
達
―
に
こ
の
瞬

間
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
気
持
ち
が
湧
い
て
く
る
。
四
人
の
登
頂
を
支
え
た
あ
ら
ゆ
る
背
景
の
大
き
さ
が
、
自
然
に
感
じ
ら
れ
、
こ
の
瞬
　
↓

間
に
遠
征
と
い
う
行
事
の
意
味
を
し
か
と
味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く



橋
村
が
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
入
れ
る
が
、
ど
こ
と
も
交
信
出
来
な
い
。
御
用
ず
み
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ロ
ー
プ
、
ハ
ー
ケ
ン
等
を
捨
て
る
。　
＞

オ
バ
ル
チ
ン
を
飲
ん
で
か
ら
東
稜
を
つ
た
っ
て
頂
上
へ
向
か
う
。
南
か
ら
の
冷
た
い
風
が
雪
煙
を
あ
げ
て
四
人
を
打
つ
。
尾
根
の
雪
は
　
い

ア
イ
ゼ
ン
の
跡
が
つ
か
ぬ
程
に
堅
い
。
オ
バ
ル
チ
ン
を
飲
ん
で
腹
痛
を
起
し
た
原
が
、
途
中
か
ら
ず
っ
と
遅
れ
て
一
人
で
歩
い
て
く
る
。

先
に
行
っ
た
二
人
が
瓦
礫
の
頂
上
を
ふ
む
。
三
〇
分
遅
れ
て
原
も
頂
上
に
着
く
。
二
〇
時
。
頂
上
か
ら
西
の
眺
め
は
遮
え
ぎ
る
も
の
が
な

い
。
太
平
洋
に
日
が
沈
も
う
と
し
て
い
る
。

東
に
連
ら
な
る
ア
ン
デ
ス
の
山
波
に
、　
ひ
と
き
は
高
い
ア
コ
ン
カ
グ
ア
の
影
が
伸
び
て
い

る
。
北
面

へ
下
り
は
じ
め
る
頃
暗
く
な
る
。
く
ず
れ
や
す
い
岩
く
ず
の
斜
面
が
無
限
に
続
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
四
人
と
も
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
で
す
ぐ
尻
餅
を
つ
い
て
、
な
か
な
か
起
き
あ
が
ら
な
い
。　
一
一
時
、
リ
ベ
ル
タ
ー
ド
小
屋

へ
着
い
て
み
る
と
、
東
稜
を
登
っ
た

オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
員
が

一
〇
人
ば
か
り
い
て
、
熱
い
紅
茶
で
も
て
な
し
て
く
れ
る
。
こ
こ
で
三
〇
分
休
む
。
黒
山
は
、
も
う
歩
き
た
く
な

い
か
ら
連
中
と

一
緒
に
泊
る
と
い
う
。
二
人
は
な
お
下
り
つ
づ
け
る
。

こ
の
日
Ｂ
Ｃ
の
石
原
と
増
山
は
望
遠
鏡
で
四
人
の
成
功
を
確
認
し
た
。
Ｃ
２
の
矢
入
は

一
日
気
を
も
ん
で
暮
し
た
。

二
五
日
。
晴
。
北
面
を
下
る
二
人
は
、
三
時
プ
ラ
サ

・
デ

ｏ
ム
ー
ラ
ス
ヘ
着
く
。
小
屋
か
ら
中
世
古
、
セ
ッ
ソ
ー
、
ニ
フ
リ
が
飛
び
出

し
て
き
て
、
喚
声
を
あ
げ
て
喜
ん
で
く
れ
る
。
こ
の
日
、
南
壁
の
Ｂ
Ｃ
で
、
望
遠
鏡
に
よ
っ
て
登
頂
を
確
認
し
た
石
原
と
増
山
は
、
Ｃ
２

へ
上
っ
て
矢
入
に
こ
の
こ
と
を
知
ら
せ
、
さ
っ
そ
く
二
人
で
撤
収
に
か
か
る
。
二
人
で
三
日
か
か
っ
て
二
七
日
ま
で
に
Ｃ
２
の
撤
収
を
終

る
。
Ｃ
３
は
放
置
さ
れ
る
。
二
八
日
、
北
面
か
ら
南
壁
に
も
ど
っ
て
来
た
橋
村
、
市
川
、
中
世
古
が
作
業
に
加
わ
り
、
Ｃ
ｌ
以
下
の
撤
収

を
終
る
。
原
は
下
痢
と
腹
痛
の
た
め
、
黒
山
は
落
馬
事
故
で
怪
我
を
し
た
た
め
、
さ
き
に
プ
エ
ン
テ
・
デ
ル
ｏ
イ
ン
カ
ヘ
下
る
。

二
八
日
。
高
曇
。
Ｂ
Ｃ
を
た
た
ん
で
全
員
が
南
壁
を
あ
と
に
す
る
。
数
日
前
か
ら
南
壁
を
お
お
っ
た
雪
は
、
再
び
と
け
よ
う
と
し
な

い
。
ア
コ
ン
カ
グ
ア
に
冬
が
来
た
。
南
壁
は
時
間
内
ギ
リ
ギ
リ
の
成
功
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。



東グリーンランドの山

東

グ

リ

ー

ン
ラ

ン
ド

の
山

（
一
九
六
六
年
）

＝
＝＝

フ
オ
ー
レ
ル
峰
の
第
二
登
と
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
の
登
山
＝
＝

池

田

錦

重

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

・
ス
イ
ス
は
、
か
つ
て
一
九
二
八
年
に
ス
イ
ス
隊

（在
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
）
の
ア
ン
ド
レ
・
ロ
ツ
ク
が
初
め
て
こ
の
山
岳
を

縦
断
し
、
マ
ウ
ン
ト

・
フ
オ
ー
レ
ル
を
始
め
と
す
る
幾
つ
か
の
山
々
に
登
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
長
い
間
登
山
者
が
近
づ
か
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
近
年
に
な
り
や
っ
と
登
山
者
の
目
が
向
け
ら
れ
、
奥
地

へ
向
か
う
い
く
つ
か
の
登
山
隊
が
出
て
き
た
が
、
こ
の
山
岳
地
帯
は
奥
地

へ
の
通
過
を
許
さ
ず
、
登
山
隊
を
拒
み
続
け
て
き
た
。
昨
年

（
一九
六
五
年
）
我
々
（日
本
大
学
山
岳
部
及
び
桜
門
山
岳
会
）
は
第

一
次
隊
を
同
地
帯

に
送

っ
た
が
、
同
隊
は
奥
地
に
入
っ
た
も
の
の
、
こ
の
山
岳
氷
河
の
旅
に
手
間
ど
り
、
フ
ォ
ー
レ
ル
峰
の
麓
に
行
く
だ
け
で
精

一
杯
で
あ

っ
た
。
そ
れ
と
奥
地
は
、
海
岸
付
近
の
暖
か
い
気
候
と
異
な
り
、
同
隊
が
着
い
た
頃
は
、
は
や
極
地
の
短
か
い
夏
は
終
り
、
た
だ
寒
く
暗

い
冬
を
迎
え
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
最
後
の
余
力
を
傾
け
て
行
な
わ
れ
た
二
度
に
亘
る
登
攀
は
、
あ
っ
け
な
く
拒
絶
さ
れ
、
帰
路
は

北
風
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
海
岸
に
戻
っ
た

（『山
岳
』
第
六
十
一年
参
照
）。　
し
か
し
、　
フ
オ
ー
レ
ル
峰
の
一
角
か
ら
見
た
東
方
の
山
岳
は
、
ま

だ
登
山
者
の
声
も
聞
か
ず
静
か
に
横
た
わ
っ
て
お
り
、
更
に
北
の
内
陸
氷
床
は
、
こ
の
地
点
か
ら
我
々
を
誘
う
か
の
よ
う
に
、
中
央
に
向
　
っ

か
い
ゆ
る
や
か
に
盛
上
り
、
印
象
的
な
未
知
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
。　
一
九
六
六
年
の
第
二
次
日
本
大
学
登
山
隊
は
、
帰
国
と
同
時
　
く



に
、
新
た
に
マ
ウ
ン
ト

・
フ
オ
ー
ン
ル
（三
三
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
第
二
登
、
奥
地
の
未
踏
の
山
岳
登
攀
と
、

―
ス
に
そ
な
え
、
内
陸
氷
床
と
気
象
の
調
査
に
目
的
が
絞
ら
れ
組
織
さ
れ
た
。

隊
員
の
構
成
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

隊  隊一
九
六
六
年
五
月
二
〇
日
、
国
内
で
の
準
備
を
終
え
た
我
々
は
ソ
連
を
経
由
し
、
汽
車
で
デ
ン
マ
ー
ク
の
首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
行

っ
た
。　
こ
こ
で
最
後
の
準
備
を
し
、
六
月

一
八
日
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
砕
氷
船
ネ
ラ

・
ダ
ン
号

・（三
二
〇
〇
ト
ン
）
に
乗
り
込
む
。　
こ
の
船
は

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
南
極
観
測
の
輸
送
船
と
し
て
働
ら
き
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
東
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

ヘ
物

資
の
補
給
船
と
し
て
、
そ
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。
船
内
は
我
々
の
他
に
、
同
地
域
に
向
か
う
ス
イ
ス
登
山
隊
の
隊
員
四
名
と
、
デ
ン

マ
ー
ク
で
の
学
校
が
終
り
、
親
元
に
帰
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ダ
ー
の
子
供
達
で
に
ぎ
や
か
で
あ
る
。
船
は
乗
船
と
同
時
に
出
港
し
、
途
中
厳

し
い
避
難
訓
練
を
受
け
、
昨
年
の
マ
ル
チ
ン
ｏ
Ｓ
号
と
異
な
っ
た
雰
囲
気
に
驚
か
さ
れ
、
緊
張
す
る
。
天
候
は
北
海
に
入
る
頃
か
ら
荒
れ

だ
し
、　
ロ
ー
リ
ン
グ
が
激
し
く
、
全
員
ベ
ッ
ド
に
も
ぐ
り
込
ん
だ
き
り
で
、
今
年
こ
そ
は
と
期
待
し
て
い
た
フ
ェ
ロ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
は
、

お
か
げ
で
見
ず
じ
ま
い
で
あ
る
。

六
月
二
一
日
、
天
候
は
相
変
わ
ら
ず
雨
天
で
あ
る
が
、
波
は
静
か
だ
。
し
ば
ら
く
す
る
と
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
が
見
え
だ
し
、
寒
々
と
し
た

暗
い
感
じ
の
島
の
光
景
に
見
い
る
。

員 長

三 尾 神 五 池 中

好 L崎 月 田 巨上   女   ロ
勝  忠 次 錦

彦 昇 男 男 重 啓

（
三
〇
歳
）

（
二
七
歳
）

（
二
七
歳
）

（
二
五
歳
）

（
二
三
歳
）

（
三
二
歳
）

目
黒
区
役
所
勤
務
。

幸
建
築
研
究
室
。
（
一
九
六
五
年
の
隊
員
）

日
本
テ
ン
ビ

（株
）。

自
営
。

自
営
。

無
職
。

こ
の
あ
と
行
な
わ
れ
る
ト
ラ
バ

(64)
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六
月
二
三
日
、　
一
時
荒
れ
だ
し
た
海
が
再
び
静
か
に
な
る
と
、　
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
と
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
間
を
流
れ
出
し
た
パ
ソ

ク

・
ア
イ
ス
の
群
が
、
小
さ
く
水
平
線
上
に
見
え
て
く
る
。
夕
方
、
船
は
そ
の
縁
に
達
す
る
。
氷
は
今
年
ま
だ
時
期
が
早
い
こ
と
と
、
こ

の
付
近
に
大
き
な
嵐
が
こ
な
い
た
め
、
非
常
に
密
に
な
っ
て
お
り
、
船
は
突
込
む
と
同
時
に
速
度
が
落
ち
る
。　
こ
の
頃
か
ら
夜
と
は
い

え
、
太
陽
は
一
時
間
程
水
平
線
に
姿
を
隠
す
だ
け
で
暗
く
な
ら
な
い
。

二
四
日
、
濃
霧
の
中
を
ゆ
っ
く
り
進
む
。
夕
刻
、
霧
が
動
き
だ
す
と
、
突
然
東
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
沿
岸
の
山
々
が
、
夕
日
を
背
に
受
け

黒
々
と
、
雲
海
の
よ
う
な
パ
ッ
ク

ｏ
ア
イ
ス
の
上
に
浮
き
上
っ
て
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
来
て
氷
は
更
に
堅
く
、
船
は
い
っ
こ
う
に

進
ま
な
い
。
後
尾
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
何
度
と
な
く
ル
ー
ト
偵
察
に
飛
び
立
つ
。
二
六
日
、
今
日
か
ら
我
々
の
洗
濯
や
、
シ
ャ
ワ
ー
が
中

止
と
な
る
。
昨
日
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ダ
ー
の
子
供
達
が
晴
着
を
着
け
だ
し
た
の
で
、
今
朝
は
間
違
い
な
く
ア
ン
マ
ス
サ
リ
ッ
ク
に
着
く
と
考

え
て
い
た
が
、
が
っ
か
り
す
る
。
船
は
相
変
ら
ず
前
進
、
後
退
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
我
々
は
食
事
の
時
間
を
除
い
て
は
、
ス
イ
ス
隊
の

連
中
や
子
供
達
と
船
首
に
集
ま
り
、
船
が
氷
に
乗
り
上
げ
、
破

っ
て
い
く
様
子
を
飽
き
も
せ
ず
「　
一
日
中
暖
か
い
衣
服
に
く
る
ま
り
眺
め

て
い
る
が
、
か
つ
て
、
こ
の
海
流
の
北
で
多
く
の
捕
鯨
船
が
氷
に
捕
え
ら
れ
、
つ
ぶ
さ
れ
、
人
々
は
船
を
乗
り
か
え
な
が
ら
、
氷
の
上
で

海
流
に
乗
り
、
漂
流
し
、
南
端
の
ケ
ー
プ

ｏ
フ
ァ
ー
ヴ

ェ
ル
ま
で
た
ど
り
つ
い
た
と
い
う
話
な
ど
夢
物
語
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
夜
も
海
流
に
南
の
方

へ
押
し
流
さ
れ
、
二
七
日
、
朝
や
っ
と
ア
ン
マ
ス
サ
リ
ッ
ク
湾
の
入
口
に
戻
り
、
最
後
の
浮
氷
を
か
き
わ
け

湾
に
入
る
。
湾
内
は
浮
氷
が
少
な
く
、
早
い
速
度
で
部
落
に
近
づ
く
と
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
中
に
出
て
来
る
小
人
の
家
の
よ
う
に
、

赤
、
黄
、
緑
に
塗

っ
た
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ダ
ー
の
小
さ
い
家
が
、
視
界
に
入
っ
て
来
る
。
そ
の
う
ち
岸
か
ら
船
に
向
か
っ
て
、
船
の
子
供
達

の
父
親
達
が
小
船
で
や
っ
て
来
る
。
我
々
の
乗

っ
た
ネ
ラ

・
ダ
ン
号
が
着
く
小
さ
な
積
石
の
岸
壁
は
、
今
年
初
め
て
の
補
給
船
を
迎
え
る

た
め
、
仕
事
も
学
校
も
休
み
と
な
り
、
部
落
民
で
鈴
な
り
で
あ
る
。
昨
年
世
話
に
な
っ
た
オ
ナ
ビ
ア
船
長
や
デ
ン
マ
ー
ク
山
岳
会
の
ソ
ー

レ
ン
セ
ン
夫
妻
も
来
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

六
月
二
八
日
、
船
を
降
り
た
後
、
島
の
奥
の
氷
河
湖
か
ら
流
れ
出
て
い
る
小
川
の
ほ
と
り
に
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
。
付
近
は
ツ
ン
ド
ラ
地
　
く



帯
で
、
も
の
す
ご
い
蚊
の
大
群
の
攻
撃
を
受
け
る
。
午
後
、
昨
年
世
話
に
な
っ
た
家
々
に
挨
拶
に
行
き
、
夜
は
ソ
ー
レ
ン
セ
ン
氏
の
家
に
　
Ｄ

招
か
れ
、
こ
こ
で
初
め
て
今
年
こ
の
地
域
に
入
る
外
国
隊
の
こ
と
を
詳
し
く
聞
く
。
奥
に
向
か
う
隊
は
、
我
々
の
他
に
船
で
一
緒
だ
っ
た
　
い

ス
イ
ス
隊
と
英
国
が
二
隊
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
ｏ
ノ
ル
ウ
ェ
ー
合
同
隊
の
計
五
隊
で
あ
る
。
ス
イ
ス
隊
は
ネ
ラ

ｏ
ダ
ン
号
で
一
緒
だ
っ
た
隊

員
と
は
別
に
、
四
名
が
先
に
飛
行
機
で
来
て
、
ク
ン
ミ
ュ
ー
ト
で
構
犬
を
買
い
集
め
、
フ
ィ
ョ
ル
ド
の
凍
結
し
て
い
る
時
に
、
大
の
調
教

を
兼
ね
な
が
ら
、
セ
ル
ミ
リ
ガ
ッ
ク
か
ら
ハ
ー
ベ
ェ
ツ
氷
河
ま
で
食
糧
の
デ
ポ
を
作
り
に
行
っ
た
ら
し
い
。

英
国
の
一
隊
は
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
の
登
山
隊
で
、
ス
タ
ウ
エ
ン
グ

ｏ
ア
ル
プ
ス
で
の
経
験
者
を
含
む
強
力
な
隊
で
、
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
か
ら
飛
行
機
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
奥
地
に
飛
び
荷
を
落
し
た
後
、
パ
リ
氷
河
を
中
心
に
登
山
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。
他
の

一
隊
は
海
軍
の
登
山
隊
で
、
四
月
、
二
名
の
隊
員
が
飛
来
し
、
海
岸
の
ク
レ
バ
ス
帯
が
雪
で
埋
っ
て
い
る
時
に
、
エ
ス
キ
モ
ー
の
大
権
を

使
い
、　
ハ
ー
ベ
ェ
ツ
氷
河
の
源
流
に
大
き
な
デ
ポ
を
作
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

一
〇
名
位
の
人
間
が
飛
来
し
、
杢
身
で
奥
地
の
デ

ポ
ま
で
ゆ
き
、
そ
こ
か
ら
フ
ェ
ム
ス
テ
ル
ネ
ン
の
左
手
の
山
塊
で
登
山
を
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
更
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー

・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
隊
は
、
我
々
と
同
じ
く
人
曳
き
権
で
マ
ウ
ン
ト

・
フ
オ
ー
ン
ル
を
目
ざ
す
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ナ
ン
セ
ン
や
ア
ム
ン
ゼ
ン
以

来
、
極
地
に
強
い
伝
統
を
持

っ
た
国
の
人
々
で
あ
る
こ
と
で
、
我
々
は
内
心
心
が
騒
ぐ
の
を
覚
え
た
。
し
か
し
ス
イ
ス
隊
の
外
は
ま
だ
来

て
い
な
い
の
が
、
い
く
ら
か
救
わ
れ
る
よ
う
な
気
持
が
す
る
。

そ
ん
な
こ
と
で
、
翌
朝
四
時
三
〇
分
に
起
き
、
オ
ナ
ビ
ア
船
長
の
ア
イ
ナ
ミ
ケ
ル
セ
ン
号

（
一
〇
〇
ト
ン
）
に
無
理
に
乗
せ
て
も
ら
い
、

ク
ン
ミ
ュ
ー
ト
の
部
落
に
向
か
う
。
し
か
し
湾
の
入
口
は
大
き
な
氷
山
群
で
塞
が
り
、
二
時
間
余
の
苦
戦
の
末
、
追
い
返
さ
れ
る
。
再
び

夜
中
に
出
直
す
こ
と
に
な
る
。
三
〇
日
、
午
前
○
時
、
千
潮
に
よ
り
氷
山
が
沖
に
動
い
た
の
を
見
計
ら
っ
て
出
発
す
る
。
白
夜
の
中
を
流

氷
群
と
戦
い
進
む
様
は
壮
観
で
あ
る
が
、
僅
か
百
ト
ン
の
船
で
は
恐
ろ
し
い
も
の
を
感
じ
る
。
ア
ン
マ
ス
サ
リ
ッ
ク

・
フ
ィ
ョ
ル
ド
に
入

る
と
浮
氷
も
少
な
く
な
り
、　
ク
ン
ミ
ュ
ー
ト
の
近
く
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

ク
ン
ミ
ュ
ー
ト
で
は
更
に
小
型
の
漁
船

カ
ャ
ッ
ク

（
一〇
ト

ン
）
に
乗
り
変
え
、
昨
年
と
同
じ
上
陸
地
点
シ
オ
ラ
リ
ッ
ク
に
向
か
う
。　
一
二
時
、　
シ
オ
ラ
リ
ッ
ク
に
着
き
ラ
イ
フ
ボ
ー
ト
で
上
陸
し
、
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河
日
の
入
口
に
キ
ャ
ン
プ
す
る
。
午
後

、
登
山
用
、
デ
ポ
用
に
整
理
し
、
構
を
組
立
て
る
。

一
、
マ
ウ
ン
ト

・
フ
オ
ー
レ
ル
ヘ
の
道

七
月

一
日
、
い
よ
い
よ
我
々
だ
け
と
な
っ
た
。
氷
河
の
取
付
き
ま
で
荷
上
げ
が
始
ま
る
。
海
岸
か
ら
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
入
っ
た
氷
河

の
末
端
ま
で
、
広
い
河
原
を
歩
き
モ
レ
ー
ン
を
越
し
、
直
接
舌
端
に
は
取
り
付
か
ず
、
側
面
に
廻
り
込
み
、
突
き
出
た
岩
の
上
に
荷
物
を

デ
ポ
す
る
。
翌
二
日
、
や
っ
と
氷
河
上
に
荷
を
運
び
終
リ
キ
ャ
ン
プ
す
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
昨
年
と
同
じ
人
曳
き
権
に
よ
る
行

動
に
な
る
が
、
行
動
は
日
中
の
氷
河
の
融
雪
時
を
さ
け
、
雪
面
の
凍
結
す
る
夜
を
選
ぶ
こ
と
に
す
る
。
海
岸
の
氷
河
は
も
う
す
で
に
新
雪

も
消
え
、
パ
ド
ル
が
多
く
出
て
お
り
荒
れ
て
い
る
。
出
発
早
々
こ
の
バ
ド
ル
地
帯
で
、
権
の
ベ
ン
ド
を
三
度
に
わ
た
り
折
り
、
そ
の
修
理

に
手
間
ど
る
。
ま
た
、
こ
の
地
帯
は
海
岸
沿
い
で
気
温
が
高
い
た
め
、
軟
雪
と
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
バ
ス
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
五
日
、
朝

に
は
カ
ラ
レ
ス
氷
河

へ
の
道
で
あ
る
第

一
の
峠

へ
、
荷
物
を
集
結
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
秀
峯
ラ
イ
タ
ッ
ク
ナ
ー
ゲ
ン
も
姿
を
見
せ
、
奥

地

へ
の
幸
先
き
良
さ
を
祝
っ
て
く
れ
る
か
の
よ
う
だ
。
し
か
し
、
沿
岸
気
象
は
誠
に
不
規
則
で
あ
り
、
日
中
の
暑
い
陽
ざ
し
も
夕
方
の
出

発
時
は
す
っ
か
り
曇
り
、
雨
と
変
り
、
四
日
間
の
停
滞
を
余
儀
無
く
さ
れ
た
。
時
々
雲
の
切
目
か
ら
北
方
の
ス
イ
ス
隊
の
上
陸
地
点
に
青

杢
が
見
え
、
い
ま
頃
彼
ら
は
大
を
使
い
、
奥
に
ど
ん
ど
ん
分
け
入
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
と
、
現
在
の
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な

い
我
々
の
姿
に
苛
立
っ
て
く
る
。
や
っ
と
七
月
九
日
に
、
我
々
の
頭
上
に
も
晴
れ
間
が
現
わ
れ
、
深
雪
の
中
を
ラ
ッ
セ
ル
し
な
が
ら
、
カ

ラ
レ
ス
氷
河
の
出
合
ま
で
下
リ
キ
ャ
ン
プ
す
る
。　
こ
こ
か
ら
ラ
イ
タ
ッ
ク
ナ
ー
ゲ
ン
（
二
〇
二
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
右
手
に
見
な
が
ら
、
カ
ラ
レ

ス
氷
河
を
つ
め
、
上
部
の
台
地
に
荷
物
を
デ
ポ
す
る
。

一
一
日
、
残

っ
て
い
る
荷
物
を
ま
と
め
出
発
す
る
が
、
夕
方
か
ら
雲
が
出
て
来
た
た
め
、
雪
面
が
凍
結
せ
ず
、
腰
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
と

ヒ
ド
ン
ｏ
ク
レ
バ
ス
の
中
で
権
は
進
ま
ず
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
進
ん
だ
所
で
キ
ャ
ン
プ
す
る
。
翌
日
、
雪
の
締
る
の
を
待
ち
出
発
す
　
っ

る
。
こ
の
カ
ラ
レ
ス
氷
河
で
は
、
昨
年
の
往
き
は
結
構
悪
い
所
だ
と
考
え
な
が
ら
も
、
簡
単
に
通
り
ぬ
け
て
し
ま
い
、
帰
り
に
新
雪
が
消
　
く



え
、
幅
五
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ク
レ
バ
ス
が
何
本
か
現
わ
れ
、
そ
の
度
に
度
胆
を
抜
か
れ
た
所
で
あ
る
が
、
今
年
は
時
期
が

一
ヵ
月
早
い
　
＞

の
で
、
ま
ず
ス
ム
ー
ズ
に
通
過
で
き
る
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
昨
年
以
上
の
荒
れ
方
で
帰
り
の
こ
と
が
気
に
な
る
。
我
々
の
登
山
は
と
　
い

も
す
る
と
、　
一
年
を
単
位
と
し
て
物
を
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
こ
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
氷
河
氷
の
補
給
は
内
陸
氷
床
で
な
さ
れ
、

海
岸
線
の
冬
期
の
降
雪
は
、
氷
河
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
な
い
ら
し
い
。

カ
ラ
レ
ス
氷
河
を
つ
め
る
と
、
最
後
に

Ｏ
ｏ
〕
鮎
①
”
８
〓
８

の
急
な
氷
河
の
登
り
と
な
る
。
ル
ー
ト
は
右
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
と
、
左

の
急
な
ク
レ
バ
ス
帯
の
斜
面
の
間
を
と
り
、
途
中
か
ら
浅
い
ル
ン
ゼ
の
中
に
入
っ
て
登
る
が
、
上
の
岩
場
か
ら
荷
上
げ
中
に
音
響
と
共
に

大
き
な
落
石
が
あ
り
、　
一
時
は
肝
を
冷
し
た
が
、
誰
も
中
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ほ
っ
と
す
る

一
幕
も
あ
っ
た
。
今
日
は
二
四
時

間
の
苦
し
い
荷
上
げ
と
な
り
、
峠
の
岩
場
で
キ
ャ
ン
プ
す
る
。
こ
こ
で
ま
た
天
気
が
崩
れ
、
や
っ
と

一
四
日
に
こ
こ
か
ら
無
名
氷
河
の
源

流
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
な
が
ら
、
セ
プ
テ
ン
バ
ー
氷
河
の
落
口
ま
で
行
き
、
キ
ャ
ン
プ
す
る
。
天
幕
を
張
り
終
え
食
事
を
摂
り
、
眠
り
に
つ

こ
う
と
す
る
と
双
発
の
飛
行
機
が
飛
ん
で
き
て
、
我
々
の
頭
上
を
二
・
三
回
旋
回
し
て
沿
岸
の
方
に
去

っ
て
い
っ
た
。
い
よ
い
よ
ス
イ
ス

隊
を
除
い
た
外
国
隊
が
や
っ
て
来
た
。
…
…

後
で
判

っ
た
話
し
で
は
あ
る
が
、
英
国
の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
か
ら
ク
ル
ス
ー
ク
に
飛

来
し
、
奥
地
の
パ
リ
氷
河
上
に
荷
物
を
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
投
下
し
た
帰
り
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
六
日
、
セ
プ
テ
ン
バ
ー
氷
河
を
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
横
切

っ
た
小
さ
な
氷
河
の
入
口
で
雨
と
な
り
、
キ
ャ
ン
プ
す
る
。
翌
日
ま
た
停

滞
、
行
程
は
全
然
捗
ら
ず
、
湿
気
の
多
い
天
幕
で
憂
欝
な
気
持
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
更
ら
に
小
さ
な
峠
越
え
を
し
て
、
ミ
ッ
ド
ガ
ー
ド
氷

河
に
直
接
降
り
ず
、　
手
前
で
右
手
に
入
り
小
さ
な
氷
河
を
つ
め
、　
ハ
ー
ベ
ツ
の
源
流
、　
一
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
峠
に
出
て
キ
ャ
ン
プ
す

る
。
峠
の
脇
の
岩
山
の
基
部
に
は
、
今
年
の
春
多
量
に
デ
ポ
し
た
英
国
隊
の
荷
物
が
あ
り
、
周
囲
に
は
何
人
か
の
人
が
歩
い
た
足
跡
が
あ

り
、
早
く
も
ス
イ
ス
隊
が
来
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
。

こ
こ
で
ま
た
天
気
が
崩
れ
る
。　
一
日
停
滞
の
後
、
こ
の
行
程
で
一
番
難
関
で
あ
る
ミ
ッ
ド
ガ
ー
ド
氷
河

へ
の
下
り
で
あ
る
。
こ
の
辺
ま



で
は
毎
年
外
国
の
遠
征
隊
が
入
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
を
境
に
し
て
ミ
ッ
ド
ガ
ー
ド
氷
河
の
悪
さ
や
、
今
ま
で
の
行
程
を
考
え
て
引
き
返
し

て
い
る
。
我
々
も
昨
年
は
、
こ
の
急
な
氷
河
を

一
段
下
っ
た
所
で
三
日
間
も
停
滞
を
余
儀
無
く
さ
れ
、　
一
九
二
八
年
に
ア
ン
ド
レ
・
ロ
ツ

ク
隊
が
使

っ
た
正
面
の
ル
ー
ト
も
、
あ
れ
か
ら
二
七
年
の
歳
月
で
氷
河
は
後
退
と
荒
廃
を
重
ね
、
全
然
我
々
の
通
れ
る
ル
ー
ト
で
は
な
い

程
、
変

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
左
手
に
落
ち
込
ん
で
い
る
氷
河
は
、
下
部
で
も
の
す
ご
い
ク
レ
バ
ス
帯
と
な
り
、
昨
年
の
官
原
隊
長
は
下

部
ま
で
降
り
ら
れ
ず
、
途
中
で
ビ
バ
ー
ク
し
て
天
幕
に
戻
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
訳
で
、　
一
時
は
前
進
も
あ
き
ら
め
た
程
で
あ
る
が
、
最
後
に
残
さ
れ
た
ル
ー
ト
と
し
て
、
右
手
の
フ
ラ
ン
ス
氷
河
に
下
っ

て
い
る
氷
河
を
途
中
ま
で
下
り
、
そ
こ
か
ら
小
さ
な
峠
を
越
え
て
ミ
ッ
ド
ガ
ー
ド
氷
河
の
上
流
に
出
る
ル
ー
ト
を
偵
察
の
結
果
、
や
っ
と

見
つ
け

一
安
心
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
我
々
の
権
は
早
く
も

一
段
目
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
に
か
か
り
、
ル
ー
ト
の
偵
察
に
出
る
と

下
か
ら
外
国
隊
が
登
っ
て
く
る
。
話
し
を
す
る
と
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
ｏ
カ
レ
ツ
ジ
隊
で
、
四
名
の
先
発
隊
が
、
パ
リ
氷
河
の
飛
行
機
に
よ
る

デ
ポ
地
ま
で
行
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、　
こ
の
ミ
ッ
ド
ガ
ー
ド
氷
河

へ
の
下
の
段
で
、　
正
面
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
下
降
し
よ
う
と
し
た

が
、
抜
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
下
降
二
日
目
隊
員
が
ク
レ
バ
ス
に
落
ち
、
怪
我
を
し
た
の
で
上
の
峠
ま
で
引
き
返
す
途
中
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
傷
は
た
い
し
た
こ
と
が
な
さ
そ
う
な
の
で
、
お
互
い
の
健
闘
を
祝
い
、
奥
地
で
の
再
会
を
約
し
別
れ
る
。
我
々
は
昨
年
の
ル
ー
ト

を
使
い
、
峠
で
一
泊
し
た
所
で
、
ま
た
あ
の
い
ま
わ
し
い
積
雲
が
フ
ィ
ヨ
ル
ド
沿
い
に
昇

っ
て
き
て
、
天
気
が
崩
れ
停
滞
と
な
っ
た
。

一
九
日
、
や
っ
と
ミ
ッ
ド
ガ
ー
ド
氷
河
に
下
る
が
、
出
合
の
パ
ド
ル
地
帯
で
、
ま
た
し
て
も
儀
の
ベ
ン
ド
を
二
本
折
り
、
充
分
な
修
理

鋪
　
道
具
も
な
い
我
々
は
、　
そ
の
修
理
に
屈
す
る
が
、　
幸
い
昨
年
こ
こ
で
捨
て
て
い
っ
た
修
理
道
具
の
一
部
が
あ
り
、　
五
時
間
程
か
け
て
直

ン
　
す
。
丁
寧
に
使
え
ば
ど
う
に
か
使
え
そ
う
で
あ
る
。　
一
時
は
フ
オ
ー
レ
ル
峯
の
登
頂
だ
け
は
ど
う
に
か
な
る
と
し
て
も
、
そ
の
他
の
行
動

ン
　
は
万
事
体
す
と
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

一月
　
　
二
三
日
、
昨
年
だ
っ
た
ら
既
に
フ
オ
ー
レ
ル
南
面
に
つ
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、　
や
っ
と
権
も
直
り
、　
ミ
ッ
ド
ガ
ー
ド
氷
河
を
つ
　
の

東
　
め
、
フ
ラ
ン
ス
氷
河
に
入
り
、
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
歩
き
フ
ェ
ム
ス
テ
ル
ネ
ン
の
入
口
で
キ
ャ
ン
プ
す
る
。
フ
ェ
ム
ス
テ
ル
ネ
ン
は
五
　
て



本
の
大
き
な
山
岳
氷
河
の
合
流
点
で
、
幅

一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
の
氷
原
で
、
さ
ま
ざ
ま
の
氷
河
が
流
れ
込
み
、
流
れ
で
て
行
く
の
で
あ
　
Ｄ

る
か
ら
、
そ
の
様
は
一
様
で
な
く
、
何
本
か
の
モ
レ
ー
ン
が
走
り
、
各
々
の
氷
河
は
小
さ
な
氷
脈
を
造
っ
て
流
れ
込
み
、
氷
河
上
の
小
川
　
“

を
せ
き
止
め
、
幾
つ
か
の
池
を
造

っ
て
い
る
。
我
々
は
こ
こ
を
斜
め
に
横
切
り
、
パ
リ
氷
河
の
入
口
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
後
、
フ
オ
ー
レ
ル

南
面
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
予
定
地
に
向
か
う
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
内
陸
氷
床
近
く
と
な
り
、
豊
か
な
雪
の
た
め
ク
レ
バ
ス
も
ほ
と
ん
ど
埋

ま
り
、
行
程
が
は
か
ど
る
。

二
五
日
、
午
前

一
一
時
に
予
定
地
に
到
着
す
る
。
標
高

一
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
フ
オ
ー
ン
ル
山
塊
と
ア
バ
ン
ガ
ー
デ
ン
山
塊
の
間
で
、

天
幕
の
人
口
を
姿
の
見
え
な
い
フ
オ
ー
ン
ル
峯
に
向
け
、
背
に
テ
ー
ブ
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
と
ピ
イ
ル
ツ
が
そ
び
え
、
我
々
の
ほ
か
は
氷
と

岩
の
世
界
で
生
物
は
い
な
い
。
か
つ
て
ア
ン
ド
レ
・
ロ
ッ
ク
は
、
こ
の
付
近
で
自
熊
を
と
り
、
隊
員
と
エ
ス
キ
モ
ー
と
大
の
腹
を
満
し
た

と
言
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
こ
の
奥
地
ま
で
熊
が
入
っ
て
き
た
か
不
思
議
で
あ
る
。
現
在
で
は
ア
ン
マ
ス
サ
リ
ッ
ク
周
辺
で
さ
え
、
春
の
流

氷
に
乗
っ
て
来
る
二
、
三
頭
を
捕
え
る
程
度
で
あ
る
。
我
々
の
現
在
の
コ
ー
ス
と
し
て
は
、
ま
ず
出
会
う
心
配
は
な
い
。

入
山
は
丁
度
二
五
日
か
か
っ
た
。
ル
ー
ト
は
わ
か
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
天
候
や
権
の
故
障
で
苦
し
い
氷
河
の
旅
で
あ
っ
た
。

二
、
フ
オ
ー
レ
ル
峰
の
登
頂

七
月
二
六
日
、
中
島
、
池
田
、
神
崎
は
ス
キ
ー
で
南
面
の
氷
河
の
取
付
き
ま
で
偵
察
に
行
く
。
他
は
、
こ
こ
で
の
登
山
と
生
活
に
必
要

な
装
備
と
食
糧
の
整
理
を
す
る
。
偵
察
隊
が
帰
り
、　
一
応
今
後
の
登
山
計
画
が
検
討
さ
れ
、
ま
ず
フ
オ
ー
ン
ル
峰
を
明
日
全
員
で
登
り
、

そ
の
後
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
の
登
攀
を
含
め
て
、
ア
バ
ン
ガ
ー
デ
ン
山
塊
の
テ
ー
ブ
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
（三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
か
ピ
イ
ル
ツ
（二
九
〇

〇
メ
ー
ト
ル
）
を
登
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。　
キ
ャ
ン
プ
か
ら
フ
ォ
ー
ン
ル
峰
の
頂
ま
で
の
高
差
は
一
五
六
〇
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
今
年
は

ま
だ
夜
も
行
動
可
能
な
の
で
、
十
分
な
食
糧
と
防
寒
具
さ
え
用
意
し
て
ゆ
け
ば
、
ま
ず
日
本
で
考
え
た
よ
う
に
、
上
部
に
天
幕
を
出
し
て

登
る
必
要
も
あ
る
ま
い
と
の
こ
と
で
、
隊
を
第

一
＝
池
田
、
神
崎
、
第
二
＝
五
月
女
、
尾
上
、
第
二
＝
中
島
、
三
好
の
ザ
イ
ル
パ
ー
テ
ィ



に
分
け
る
。

二
六
日
夜
半
起
床
、
熱
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、
ア
ル
フ
ァ
米
で
朝
食
を
と
っ
た
あ
と
、
午
前
○
時
ス
キ
ー
を
つ
け
て
出
発
す
る
。　
一
時

間
半
で
、
稜
線
に
突
き
あ
げ
て
い
る
急
な
氷
河
の
末
端
に
着
き
、
基
部
の
モ
レ
ー
ン
に
ス
キ
ー
デ
ポ
を
し
て
、
ア
イ
ゼ
ン
に
取
り
替
え
歩

き
だ
す
。
二
時
頃
に
な
る
と
、
い
ま
ま
で
水
平
線
下
に
あ
っ
た
太
陽
が
昇
り
、
対
岸
の
ア
バ
ン
ガ
ー
デ
ン
山
塊
の
高
峰
の
頂
は
、
刻
々
と

青
、
紫
、
桃
色
に
変
り
は
じ
め
た
。
テ
ー
ブ
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
は
桃
色
の
笠
雲
を
被
り
、
い
ま
ま
で
静
か
で
あ
っ
た
氷
の
殿
堂
が
、
急
に

ざ
わ
つ
き
出
し
た
よ
う
だ
。
し
か
し
上
部
は
風
が
強
そ
う
で
あ
る
。
我
々
の
所
に
は
ま
だ
太
陽
の
光
が
ま
わ
っ
て
こ
な
い
。
我
々
は
氷
河

を
真
す
ぐ
に
直
登
す
る
。
右
手
は
ス
ノ
ｌ

ｏ
ド
ー
ム
か
ら
急
激
に
落
ち
込
み
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
と
な
り
、
ク
レ
バ
ス
と
ブ
ロ
ッ
ク
が
積

み
重
な
り
あ
っ
た
氷
を
横
に
見
て
直
登
す
る
。
氷
河
の
つ
め
は
胸
を
つ
く
よ
う
な
急
斜
面
と
な
り
、
氷
化
し
て
青
氷
と
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
に
あ
と
の
連
中
の
こ
と
を
考
え
、
あ
り
っ
た
け
の
ロ
ー
プ
を
固
定
す
る
。

氷
河
を
登
り
切
る
と
コ
ル
に
な
っ
て
い
て
、
こ
こ
か
ら
初
め
て
頂
上
に
続
く
雪
と
岩
の
混
っ
た
リ
ッ
ジ
を
見
る
。
ス
ノ
ー

・
ド
ー
ム
ヘ

の
登
り
は
簡
単
で
、
ド
ー
ム
直
下
が

一
段
、
四
、
五
メ
ー
ト
ル
の
氷
壁
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
こ
れ
は
下
の
氷
河
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル

の
上
を
、　
一
ピ
ッ
チ
程
右
手
に
捲
き
込
ん
だ
だ
け
で
、
四
時
三
〇
分
ド
ー
ム
の
上
に
出
る
。　
ス
ノ
ー

・
ド
ー
ム
（
二
九
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
か
ら

は
広
い
尾
根
で
あ
る
が
、
ア
イ
ス
ｏ
ド
ー
ム
（三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
と
の
コ
ル
を
境
に
し
て
、
や
せ
た
雪
稜
と
な
っ
て
い
る
。
稜
線
は
新
雪

と
下
の
氷
と
の
な
じ
み
が
悪
く
、
不
安
定
な
た
め
、
ス
タ
カ
ッ
ト
で
小
さ
な
雪
庇
と
雪
を
払
い
除
け
な
が
ら
進
む
。
六
時
半
、
全
員
ア
イ

鋪
　
ス
・
ド
ー
ム
に
集
り
、
わ
ず
か
に
出
て
い
る
岩
棚
の
上
で
小
休
止
す
る
。
こ
こ
か
ら

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
、
フ
オ
ー
ン
ル
峰
と
の
間
の
コ

ン
　
ル
に
下
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
初
め
か
ら
急
な
雪
稜
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
を
頂
に
固
定
し
て
降
り
る
。
し
ば

ン
　
ら
く
岩
稜
を
伝

っ
た
あ
と
、
コ
ル
の
手
前
で
岩
壁
と
な
り
切
れ
落
ち
て
い
る
の
で
、
こ
こ
も
帰
り
の
た
め
に
五
〇
メ
ー
ト
ル
一
本
を
固
定

一月
　
し
、
最
後
は
氷
の
つ
ま
っ
た
チ
ム
ニ
ー
を
懸
垂
下
降
で
コ
ル
に
下
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

東
　
　
昨
年
は
、
こ
の
上
で
夕
方
と
な
り
引
き
返
し
た
が
、
今
日
は
ま
だ
一
一
時
で
あ
る
。
コ
ル
の
高
さ
は
二
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
高
度
計
は
　
＜
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東グリーンランドの山

さ
し
て
い
る
か
ら
、
あ
と
上
ま
で
四
六
〇
メ
ー
ト
ル
「
岩
と
雪
の
混
っ
た
リ
ッ
ジ
を
快
適
に
登
る
。
し
か
し
、
下
の
コ
ル
で
懸
念
し
て
い

た
、
最
上
部
の
岩
場
で
ち
ょ
っ
と
つ
ま
る
が
、
リ
ッ
ジ
の
側
面
に
ま
わ
り
込
み
、
小
さ
な
チ
ム
ニ
ー
が
上
に
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
入
り

込
み
、
神
崎
が
先
頭
で
上
に
登
る
と
、
嬉
し
そ
う
な
声
が
返
っ
て
く
る
。
フ
ォ
ー
レ
ル
峰
の
頂
の
雪
帽
の
縁
に
出
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
急
な
雪
面
に
ア
イ
ゼ
ン
を
き
か
せ
て
登
る
。
頂
上
は
更
に
、
こ
こ
か
ら
二
〇
分
程
歩
い
た
所
に
あ
る
。
こ
の
頂
の
概
念
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

や
日
本
の
山
で
み
る
頂
と
は
か
な
り
か
け
離
れ
て
お
り
、
ア
ン
ド
レ
・
ロ
ッ
ク
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に

「
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
出
来
る
く
ら

い
平
ら
な
広
い
所
…
…
」
で
あ
る
。

時
間
は
丁
度
午
後
三
時
、
朝
の
う
ち
は
雪
稜
で
強
い
風
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
今
は
テ
ー
ブ
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
の
笠
雲
も
い
つ
の
ま
に
か

消
え
、
快
晴
と
な
っ
た
。
頂
か
ら
見
た
展
望
は
、
南
に
氷
河
に
削
ら
れ
た
山
々
が
、　
こ
の
山
を
境
に
し
て
徐
々
に
低
く
な
っ
て
は
い
る

が
、
鋭
く
尖

っ
た
山
が
乱
立
し
、
そ
の
間
を
氷
河
が
流
れ
て
い
る
。
西
は
セ
ル
ミ
リ
ッ
ク

●
フ
ィ
ヨ
ル
ド
に
大
き
く
落
ち
込
み
、
全
体
に

大
き
な
凹
み
と
な
り
、
ク
レ
バ
ス
が
多
い
た
め
か
、
黒
っ
ぱ
く
見
え
る
。
山
容
は
、
頂
に
雪
帽
を
乗
せ
た
フ
オ
ー
レ
ル
型
の
重
い
感
じ
の

す
る
山
々
で
あ
る
。
北
は
、
こ
こ
か
ら
す
ぐ
神
秘
的
な
白

一
色
の
内
陸
氷
床
と
な
り
、
平
ら
で
は
あ
る
が
、
中
央
に
向
か
い
僅
か
に
盛
上

り
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
最
後
は
雲
と

一
緒
に
な
り
、
境
は
夕
日
で
黄
色

っ
ぼ
く
見
え
、
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
。
東
は
遠
く
に

三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
塊
が
幾
つ
か
あ
り
、
そ
の
向
こ
う
は
高
い
氷
の
プ
ラ
ト
ー
に
な
り
、
真
白
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
な
三
角
形

の
山
々
が
散
在
し
て
い
る
。
近
く
は
氷
の
中
か
ら
無
名
の
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
が
沢
山
あ
り
、
日
前
に
は
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
峰

（三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

の
雄
姿
が
見
え
る
。

全
員
山
々
を
足
下
に
見
て
写
真
を
と
っ
た
り
、
こ
れ
か
ら
登
る
山
々
を
物
色
し
た
り
、
後
半
旅
行
す
る
地
域
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
話
し

合

っ
て
時
を
過
す
。
陽
が
斜
め
に
な
り
、　
山
の
谷
が
青
黒
く
影
り
出
し
た

一
時
間
後
に
、
我
々
は
頂
を
あ
と
に
す
る
。
帰
り
に
、
ア
イ

ス
ｏ
ド
ー
ム
に
登
る
岩
壁
で
予
想
外
に
時
間
が
か
か
り
、
日
は
影
り
、
気
温
が
下
っ
た
中
を
ス
ノ
ー
・
ド
ー
ム
を
越
え
、
取
付
き
氷
河
の
　
↓

上
部
に
ロ
ー
プ
を
固
定
し
て
下
る
。
天
幕
に
は
二
八
日
○
時
三
〇
分
に
帰
る
。
全
員
早
速
食
事
を
摂
り
、
朝
日
が
輝
き
出
す
頃
眠
り
に
つ
　
く



い
た
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≫

一
日
の
体
養
を
取
っ
た
後
、
隊
を
二
隊
に
分
け
、　
一
隊
は
池
田
、
五
月
女
、
神
崎
の
二
人
で
フ
オ
ー
ン
ル
峰
北
方
に
あ，
る
ヌ
ナ
タ
ッ
　
“

ク
、
シ
ド
ベ
ル
グ
（二
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
向
か
い
、
東
面
の
雪
の
つ
い
た
ル
ン
ゼ
か
ら
尾
根
に
出
て
簡
単
に
頂
上
に
登
る
。　
こ
こ
か
ら
見

た
フ
オ
ー
ン
ル
峰
は
、
す
ば
ら
し
い
眺
め
で
あ
っ
た
が
、
近
過
ぎ
て
写
真
に
入
ら
な
い
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
は
、
我
々
の

位
置
か
ら
更
に
北
に

」ｏ
８
出〓
①
８
（
二
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
り
、
氷
原
上
に
ど
っ
し
り
と
台
型
の
岩
峰
で
腰
を
落
ち
つ
け
て
い
る
。
他
の

一
隊
は
中
島
、
尾
上
、
三
好
で
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
峰

（三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
向
か
い
、
西
の
尾
根
か
ら
頂
に
登
る
。

七
月
二

一
日
、
キ
ャ
ン
プ
の
裏
手
に
あ
る
ア
バ
ン
ガ
ー
デ
ン
山
塊
の
ピ
イ
ル
ツ
に
、
池
田
、
五
月
女
、
尾
上
で
取
付
く
。
こ
の
山
は
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
は
珍
ら
し
く
、
下
部
の
ル
ー
ト
に
大
き
な
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
が
あ
り
、
重
畳
な
感
じ
の
す
る
山
で
あ
る
。
谷
の
下
に
は

大
き
な
池
が
あ
り
、
そ
の
脇
に
ス
キ
ー
を
デ
ポ
し
、
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
バ
ス
を
避
け
る
た
め
堅
く
締

っ
た
デ
ブ
リ
の
中
に
入
り
、
す
ぐ
ア
イ

ス
フ
オ
ー
ル
を
左
よ
り
に
登
る
。
途
中
か
ら
ア
イ
ス
ｏ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
中
に
入
り
、
適
当
に
ル
ー
ト
を
と
り
な
が
ら
、
三
時
間
程
登
る

と
こ
の
迷
路
を
抜
け
、
あ
と
大
き
な
背
割
れ
の
あ
る
ク
レ
バ
ス
に
沿

っ
て
右
手
に
登
る
。
ク
レ
バ
ス
の
切
れ
る
地
点
か
ら
、
さ
ら
に
右
寄

り
に
谷
を
つ
め
る
と
、
ピ
イ
ル
ツ
と
無
名
峰
と
の
コ
ル
に
出
る
。
つ
い
で
池
田
、
尾
上
で
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
て
岩
壁
を
登
り
始
め
る
。
途

中
北
面

へ
斜
め
に
走

っ
て
い
る
バ
ン
ド
に
入
り
、　
七
ピ
ッ
チ
程
登
っ
た
所
で
氷
壁
に
ぶ
つ
か
り
、　
日
本
で
用
意
し
た
道
具
を
使
用
す
る

が
、
全
然
役
に
立
た
ず
引
き
返
す
こ
と
に
す
る
。
コ
ル
ま
で
懸
垂
で
下
り
、
五
月
女
と

一
緒
に
な
り
天
幕
に
帰
る
。

「ｏ
日
ゃ
暉
①
日

に
向
か
っ
た
中
島
、
三
好
隊
は
途
中
ス
キ
ー
の
故
障
で
計
画
を
変
更
、
そ
の
ま
ま
南
面
の
氷
河
を
つ
め
、
二
六
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
氷
床
に
登
り
、
北
東
面
か
ら
ア
バ
ン
ガ
ー
デ
ン
山
塊
の
偵
察
を
し
て
帰
っ
て
来
る
。
以
上
か
ら
今
後
の
予
定
を
更
に
検
討
す
る
。

現
在
の
我
々
の
力
で
は
、
ア
バ
ン
ガ
ー
デ
ン
山
塊
を
北
面
か
ら
や
る
に
は
、
ま
だ
困
難
が
あ
り
、
ル
ー
ト
は
南
面
を
見
た
上
で
、
結
論
を

出
す
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
又
、
パ
リ
氷
河
ま
で
戻
る
に
は
、
後
半
の
計
画
に
支
障
を
き
た
す
の
で
、
こ
こ
で
い
っ
た
ん
前

半
の
計
画
を
打
切
り
、
後
半
の
奥
地
踏
査
の
計
画
に
移
す
こ
と
に
す
る
。
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奥
地
に
向
か
う
隊
は
池
田
、
五
月
女
、
神
崎
の
二
人
で
一
台
の
構
を
曳
い
て
行
く
。
目
的
は
フ
オ
ー
レ
ル
峰
東
方
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
几

に
横
た
わ
る
山
岳
の
踏
査
と
登
攀
、
更
に
そ
の
間
に
横
た
わ
っ
て
い
る
魅
力
あ
る
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
の
登
攀
を
し
な
が
ら
、
内
陸
氷
床
の
状
態

を
調
べ
る
こ
と
に
す
る
。
中
島
、
尾
上
、
三
好
隊
は
パ
リ
氷
河
の
西
に
横
た
わ
る
、
未
知
の
グ
ル
ト
ナ
ー
レ
ン
山
塊
で
登
山
す
る
こ
と
に

し
て
、
両
隊
共
、
実
行
動
八
日
間
、
予
備
日
数
二
日
の
計

一
〇
日
間
の
食
糧
を
持
ち
、
合
流
場
所
と
し
て
ア
バ
ン
ガ
ー
デ
ン
南
面
の
氷
河

と
パ
リ
氷
河
の
合
流
点
と
し
て
、
明
日
八
月

一
日
に
出
発
す
る
こ
と
に
す
る
。

三
、
フ
オ
ー
レ
ル
峰
以
東
の
奥
地

一
〇
〇
畔
】
輝
の
旅
行

八
月

一
日
、
中
島
隊
と
別
れ

一
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
荷
物
を
権
に
積
み
、
午
前
四
時
に
出
発
す
る
。
海
岸
か
ら
フ
オ
ー
レ
ル
峰
ま
で
は

二
五
万
分
の
一
の
地
図
を
使

っ
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

一
〇
〇
万
分
の
一
と
な
り
、
行
動
予
定
が
立
て
に
く
い
。
と
も
か
く
、
二
人
で

こ
の
南
面
の
氷
河
を
つ
め
る
こ
と
に
す
る
。
ク
レ
バ
ス
は
た
い
し
て
な
い
が
、
最
後
の
氷
床

へ
の
登
り
は
か
な
り
急
で
、
少
し
で
も
気
を

許
す
と
棲
の
重
さ
で
後
に
引
き
戻
さ
れ
そ
う
で
、
雪
面
に
這
い
つ
く
ば
る
よ
う
な
姿
勢
で
、
二
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
氷
床
の
上
に
出
る
。

神
崎
が
、
「ま
た
犬
の
生
活
に
戻
り
ま
し
た
ね
」
と
い
い
皆
で
笑
う
。

こ
こ
か
ら
は
氷
床
も
平
ら
と
な
り
、
近
く
の
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
を
物
色
し
な
が
ら
構
を
進
め
、　
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
歩
い
た
所
で
キ
ャ
ン

プ
す
る
。
近
く
に
は
三
つ
の
峰
を
持
つ
小
さ
な
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
が
あ
り
、
時
計
を
見
る
と
ま
だ
午
前

一
〇
時
な
の
で
、
さ

っ
そ
く
池
田
、
神

崎
で
登
り
に
出
か
け
る
。
手
前
の
ピ
ー
ク
の
末
端
ま
で
ス
キ
ー
を
飛
ば
し
、
リ
ッ
ジ
通
し
に
登
り
出
す
。
主
峰
は
中
央
ら
し
い
。
手
前
の

ピ
ー
ク
は
簡
単
に
登
り
、
こ
こ
か
ら
中
央
の
ピ
ー
ク
ま
で
は
吊
り
尾
根
に
な
っ
た
所
を
、
雪
庇
に
注
意
し
な
が
ら
歩
く
。
頂
上
直
下
の
所

で
大
雪
庇
で
登
れ
ず
、
右
手
の
側
面
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
直
下
の
岩
場
に
行
き
、
こ
こ
か
ら
頂
上
ま
で
五
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
急
な
氷
壁
を

登
り
、
頂
上
の
小
さ
な
雪
庇
を
乗
り
越
し
、
頂
に
立
つ
。
頂
上
で
は
、
明
日
か
ら
我
々
が
行
く
ル
ー
ト
を
調
べ
る
こ
と
に
す
る
。
丁
度
よ

い
目
標
と
し
て
、
こ
こ
か
ら
北
束
の
方
に
台
形
を
な
し
、
日
光
で
側
面
の
氷
の
壁
が
青
色
に
輝
い
て
い
る
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
が
あ
り
、
こ
こ
が
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内
陸
氷
床

へ
の
境
と
な
っ
て
い
る
の
で
。
明
日
こ
の
山
の
麓
ま
で
行
く
こ
と
に
し
て
頂
を
後
に
す
る
。
今
日
登
っ
た
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
を
三
つ
　
Ｄ

峰
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

八
月
二
日
、
め
ず
ら
し
い
風
の
音
で
目
を
覚
す
。
天
気
は
曇
り
、
雪
で
あ
ま
り
よ
く
な
い
朝
だ
。
そ
う
言
え
ば
フ
ェ
ム
ス
テ
ル
ネ
ン
か

ら
天
気
は

一
度
も
崩
れ
て
い
な
い
。
も
う
そ
ろ
そ
ろ
悪
く
な
っ
て
も
い
い
頃
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
、
朝
食
を
と
り
、
儀
に
荷
を
積
み
出

発
す
る
。
三
つ
峰
の
頂
か
ら
は
、
あ
ま
り
距
離
を
感
じ
さ
せ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
目
移
り
し
な
い
単
調
な
世
界
に
入
る
と
、　
一
所
懸
命
歩

く
の
だ
が
、
目
指
す
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
が
遠
い
の
か
近
い
の
か
、
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。
な
か
な
か
近
ず
か
ず
、
嫌
と
い
う
程
広
さ
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
。　
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
進
ん
だ
所
で
、
ブ
ル
ー

・
フ
ジ
が
左
手
に
見
え
て
き
た
の
で
、
今
日
は
こ
こ
ま
で
と
す
る
。
こ
こ

ま
で
来
る
と
、
最
終
日
標
で
あ
る
三
〇
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
塊
が
南
東
方
向
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
明
日
は
ブ
ル
ー

・
フ
ジ
に
登
リ
ル

ー
ト
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

八
月
二
日
、
天
気
は
持
直
し
た
よ
う
だ
。
今
日
、
で
き
れ
ば
ブ
ル
ｌ

ｏ
フ
ジ
と
奥
の
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
を
登
る
予
定
で
、
ブ
ル
ｌ

ｏ
フ
ジ
の

北
面
に
ル
ー
ト
を
探
す
が
、
頂
上
か
ら
急
な
岩
稜
が
落
ち
込
み
、
時
間
が
か
か
り
そ
う
な
の
で
南
面
か
ら
登
る
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、

主
峯
は
北
峯
で
あ
り
、
細
い
雪
稜
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
両
側
は
氷
壁
と
な
り
、
下
ま
で
切
れ
落
ち
て
い
る
。
雪
稜
は
七
ピ
ッ
チ
で
北
峯

の
基
部
に
つ
き
、
こ
こ
か
ら

一
ピ
ッ
チ
岩
場
を
登
る
と
頂
で
、
時
計
は
丁
度
午
後
二
時
で
あ
っ
た
。
高
度
計
は
三
〇
二
〇
メ
ー
ト
ル
を
示

し
て
い
る
。
こ
こ
で
付
近
の
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
の
位
置
や
高
さ
を
見
る
と
、
位
置
は
航
空
測
量
に
よ
り
正
確
で
あ
る
が
、
高
さ
は
ほ
と
ん
ど
違

っ
て
い
る
。　
一
時
間
位
、
明
日
の
ル
ー
ト
や
登
攀
出
来
そ
う
な
山
を
な
が
め
ま
わ
し
た
あ
と
頂
を
後
に
し
、
午
後
六
時
頃
取
付
地
点
に
降

り
る
と
、
あ
ま
り
時
間
が
か
か
り
心
配
し
た
五
月
女
が
迎
え
に
く
る
。
こ
の
よ
う
な
奥
地
旅
行
で
、　
一
人
き
り
天
幕
に
残
さ
れ
る
の
は
楽

な
こ
と
で
は
な
い
ら
し
い
。
そ
ん
な
こ
と
で
奥
の
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
の
登
山
は
中
止
す
る
。
天
気
は
束
の
方
か
ら
層
積
雲
が
広
が
り
、
少
し
ず

つ
悪
く
な
っ
て
き
た
。
明
日
は
目
的
の
山
塊
に
向
か
う
こ
と
に
す
る
。

翌
日
、
午
前
四
時
、
小
雪
が
ぱ
ら
つ
い
て
い
る
中
で
荷
を
ま
と
め
、
三
〇
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
塊
の
南
面
ま
で
権
を
進
め
る
こ
と
に
す
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る
。
氷
河
は
こ
こ
が
源
流
と
な
り
、
い
く
ら
か
下
り
気
味
で
、
気
温
は
低
く
、
背
に
強
い
風
を
受
け
南
東
に
方
向
を
取
る
。
お
も
し
ろ
い

よ
う
に
ス
キ
ー
が
よ
く
滑
り
、
三
時
間
半
程
で
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
進
む
。
三
〇
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
塊
の
南
の
基
部
、
標
高

一
九
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
所
に
キ
ャ
ン
プ
す
る
。
こ
の
山
塊
は
黒
々
と
し
て
、
馬
場
島
か
ら
剣
岳
を
見
た
よ
う
な
景
観
で
、
二
人
で

「
こ
ん
な
所
で

学
生
と

一
緒
に
山
登
り
が
出
来
た
ら
最
高
だ
な
あ
」
な
ど
と
話
し
合
う
。

次
の
朝
、
素
早
く
リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
荷
物
を
詰
め
、
三
〇
六
〇
メ
ー
ト
ル
と
裏
手
の
二
九
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
塊
の
間
の
氷
河
に
入

り
、
谷
の
側
面
か
ら
こ
の
山
塊
を
見
る
が
、
簡
単
に
登
れ
そ
う
な
ル
ー
ト
は
な
い
。
結
局
、
最
南
峰
の
ピ
ー
ク
が
登
れ
そ
う
な
の
で
、
東

側
か
ら
こ
の
山
塊
に
つ
き
上
げ
て
い
る
氷
河
を
登
り
、
小
さ
な
コ
ル
に
出
る
。
そ
れ
か
ら
始
め
は
リ
ッ
ジ
、
途
中
か
ら
氷
と
岩
の
混
っ
た

側
面
を
登
る
。
頂
上
は
串
だ
ん
ご
の
よ
う
に
乗
か
っ
た
岩
に
な
っ
て
お
り
、　
そ
の
上
に
恐
る
恐
る
乗
る
。
高
さ
は
二
七
五
〇
メ
ー
ト
ル

で
、
マ
イ
ナ
ー
ピ
ー
ク
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
あ
と
は
周
囲
の
山
の
写
真
を
と
り
、
雪
の
軟
ら
か
く
な
っ
た
上
部
の
氷
河
を
、
腰
ま
で
も

ぐ
り
な
が
ら
ヒ
ド
ン
ｏ
ク
レ
バ
ス
に
注
意
し
て
下
る
。

主
峯
は
、　
キ
ャ
ン
プ
の
前
に
見
え
る
カ
ー
ル
に
入
り
こ
め
ば
登
れ
そ
う
で
あ
る

が
、
現
在
の
装
備
と
食
糧
で
は
無
理
が
き
か
な
い
の
で
、
あ
き
ら
め
る
。
今
日
で
奥
地
の
行
動
は
最
後
と
し
、
ア
バ
ン
ガ
ー
デ
ン
山
塊
の

南
面
を
見
な
が
ら
、
あ
と
は
隊
長
と
の
約
束
の
場
所
に
急
ぐ
こ
と
に
す
る
。

八
月
六
日
、　
天
気
は
又
も
ち
直
す
。
残
り
少
な
い
荷
を
ま
と
め
、
午
前
三
時
半
に
出
発
し
た
。
平
ら
な
ゆ
る
い
単
調
な
登
り
で
あ
る

が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
氷
河
の
上
の
山
塊
を
左
手
に
眺
め
な
が
ら
歩
く
。
右
手
の
氷
床
の
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
は
、
北
面
か
ら
見
た
時
あ
ま
り
気
が

剣
　
つ
か
な
か
っ
た
が
、
ず
ヤ
ぶ
ん
立
派
な
も
の
も
あ
る
。
午
後

一
時
、
や
っ
と
ア
バ
ン
ガ
ー
デ
ン
南
面
の
氷
河
を
結
ぶ
二
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

ン
　
の
峠
に
着
く
。
こ
の
辺
は
、
今
ま
で
我
々
の
歩
い
た
中
で
一
番
魅
力
あ
る
、
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
連
ら
な
り
、
腰
を
落
ち
つ

ラ・ン
　
け
た
い
所
で
あ
る
が
、
先
の
氷
河
の
状
態
も
わ
か
ら
な
い
の
で
、
今
日
は
行
け
る
だ
け
先
を
急
ぐ
こ
と
に
す
る
。
峠
か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト

列
　
ル
程

一
気
に
滑
り
降
り
る
と
、
案
の
定
、
大
き
な
ク
レ
バ
ス
に
先
モ
塞
が
れ
、
雪
も
軟
か
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
キ
ャ
ン
プ
す
る
こ
と
に

．ジ
　
す
る
が
、
天
幕
の
周
囲
を
ゾ
ン
デ
ィ
ー
レ
ン
し
て
み
る
と
、
皆
突
き
抜
け
て
底
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
動
く
訳
に
も
い
か
な
い
の

(77)



で
、
五
メ
ー
ト
ル
四
方
、
建
前
の
し
め
な
わ
よ
ろ
し
く
線
を
引
き
、
天
幕
か
ら
一
切
出
な
い
こ
と
に
し
て
、
夕
食
を
摂
り
体
む
。
こ
の
氷
　
＞

河
の
下
部
は
ピ
イ
ル
ツ
の
登
攀
の
際
見
た
よ
う
に
、
も
の
す
ご
い
ク
レ
バ
ス
帯
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
今
日
は
だ
い
ぶ
歩
い
た
。
ほ
と
　
“

ん
ど
登
り
っ
ぱ
な
し
で
、
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

八
月
七
日
、
気
温
が
下
が
り
、
雪
面
が
締
る
の
を
待

っ
て
、
午
前
二
時
二
〇
分
出
発
す
る
。
左
右
に
ク
レ
バ
ス
を
さ
け
な
が
ら
、
薄
い

ス
ノ
ｌ

ｏ
ブ
リ
ッ
ジ
の
上
に
ス
キ
ー
を
滑
ら
せ
る
が
、
意
外
と
安
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
光
が
こ
の
谷
を
照
ら
す
前
に
、
こ
の
地
帯

を
通
り
抜
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
先
を
い
そ
ぐ
と

二
時
間
程
で
抜
け
る
。

あ
と
は
ゆ
っ
く
り
と

ア
バ
ン
ガ
ー
デ
ン
山
塊
を
見
な
が
ら

下
る
。
こ
の
南
面
か
ら
の
ル
ー
ト
は
、
ピ
イ
ル
ツ
と
テ
ー
ブ
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
の
間
の
谷
が

一
番
ル
ー
ト
と
し
て
有
望
で
あ
る
が
、
上
部

の
ル
ー
ト
は
、
こ
の
谷
の
中
に
入
っ
て
見
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
下
の
氷
河
も
出
合
ま
で
下
っ
て
見
な
い
と
、
先

の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
下
る
こ
と
に
す
る
。
途
中
か
ら
乱
れ
た
ス
キ
ー
の
跡
が
あ
り
、
パ
リ
氷
河
で
待
ち
合
わ
せ
て
い
る
中
島
隊

長
が
入
っ
て
来
た
の
だ
ろ
う
か

、、
こ
の
跡
は
尾
上
と
三
好
だ
な
ど
と
勝
手
に
決
め
つ
け
、
パ
リ
氷
河
の
出
合
ま
で
下
る
。
出
合
に
は
デ
ポ

は
あ
る
が
天
幕
は
な
い
し
、
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
天
幕
を
は
り
、
待
つ
こ
と
に
す
る
。　
一
睡
り
す
る
と
隊
長
の
声
に
起
さ

れ
、
や
っ
と
全
員
が
そ
ろ
う
こ
と
に
な
っ
た
。

四
、
グ
ル
ト
ナ
ー
レ
ン
山
塊
の
登
攀

（尾
上
昇

記
）

八
月

一
日
、
池
田
隊
と
別
れ
た
中
島
隊
は
、
パ
リ
氷
河
周
辺
の
山
塊
で
登
山
す
る
こ
と
に
し
て
フ
オ
ー
レ
ル
の
Ｂ
Ｃ
を
あ
と
に
す
る
。

目
指
す
は
パ
リ
氷
河
の
左
手
の
グ
ル
ト
ナ
ー
レ
ン
山
塊
で
、
長
さ
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
の
、
二
七
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
無
名
峯
を
最
高
峯
と
し
た
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
々
を
持

っ
た
山
塊
で
あ
る
。
ま
ず
パ
リ
氷
河
上
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
行

動
を
決
め
る
た
め
簡
単
な
山
に
登
る
こ
と
に
す
る
。

八
月
二
日
、
ス
ノ
ー

・
ド
ー
ム
と
呼
ん
だ
二
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
峯
に
ス
キ
ー
登
山
を
す
る
。
翌
日
荷
を
ま
と
め
、
奥
地
に
向
か
っ
た
隊



東グリーンランドの山

と
待
合
せ
る
場
所
ま
で
下
り
、
そ
こ
に
不
要
な
物
を
残
し
、
五
日
間
の
食
糧
と
装
備
を
権
に
つ
け
、
最
高
峯
と
ス
ノ
ー

・
ド
ー
ム
か
ら
連

ら
な
る
二
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
峰
の
間
に
狭
ま
れ
た
谷
を
つ
め
、
広
く
開
け
た
コ
ル
の
小
高
い
場
所
に
キ
ャ
ン
プ
す
る
。
こ
こ
を
Ｂ
Ｃ
と
し

て
近
く
の
山
を
登
る
こ
と
に
す
る
。

八
月
四
日
、
ス
ノ
ｌ

ｏ
ド
ー
ム
と
谷
を
狭
ん
だ
西
方
に
あ
る
二
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
峯
に
向
か
う
。
峠
か
ら
見
た
こ
の
山
は
、
下
部
が
ア

イ
ス
フ
オ
ー
ル
に
な
っ
て
い
て
、
期
待
と
不
安
を
い
だ
き
、
谷
の
出
合
ま
で
ス
キ
ー
で
降
り
る
。
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
下
部
に
来
る
と
、

そ
の
裏
は
雪
の
斜
面
と
な
っ
て
い
て
、
簡
単
に
頂
に
登
る
。
頂
か
ら
の
景
色
は
、
南
方
に
五
本
の
岩
峯
が
杢
に
鋭
く
そ
び
え
て
い
る
。
こ

れ
を
五
本
槍
と
名
付
け
、
明
日
は
こ
れ
に
登
る
こ
と
に
す
る
。

八
月
五
日
、　
五
本
槍
に
向
か
う
。
取
付
き
ま
で
ス
キ
ー
を
使
い
、　
シ
ー
ル
を
張
り
登
れ
る
所
ま
で
登
り
、
峯
か
ら
上
部
の
岩
稜
を
経

て
、
真
直
ぐ
相
当
急
な
氷
の
稜
を
選
ん
で
登
る
。
し
か
し
、
ス
タ
カ
ッ
ト
で
の
登
攀
は
時
間
が
か
か
り
、
目
的
は
一
峯
に
あ
る
の
で
、
二

峯
下
の
急
な
斜
面
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
、　
一
峯
と
二
峯
の
コ
ル
に
出
て
、
こ
こ
か
ら
氷
混
じ
り
の
岩
稜
を
登
る
と

一
峯
の
頂
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
最
高
峯
は

一
峯
よ
り
五
峯
の
方
が
高
い
の
で
、
さ
ら
に
稜
線
を
た
ど
り
三
峯
に
立
つ
と
、
三
峯
と
四
峯
の
間
に
大
き
な
切
れ
込

み
が
あ
り
、
五
峯
の
登
頂
を
あ
き
ら
め
て
引
き
返
す
。

八
月
六
日
、
天
気
が
悪
く
、
登
攀
は
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
食
事
の
終
る
頃
は
晴
れ
上
り
、
行
動
に
さ
し
つ
か
え
な
い
の
で
、
最
終
日
は
五

本
槍
か
ら
二
つ
谷
を
隔
て
た
西
方
の
二
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
無
名
峯
に
登
る
。
こ
れ
は
こ
の
山
塊
で
広
く
登
り
、
山
塊
の
概
念
を
つ
か
む

た
め
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
二
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
無
名
峯
に
登
り
、
天
幕
に
帰
る
。
翌
日
は
ゆ
っ
く
り
起
き
、
待
合
せ
デ
ポ
地

に
下
り
、
先
に
来
て
い
た
奥
地
の
隊
と
再
会
す
る
。

五
、
テ
ー
プ
ル

・
マ
ウ
ン
テ
ン
の
登
攀

八
月
八
日
、　
久
し
ぶ
り
に
全
員
揃
い
、
休
養
を
兼
ね
、　
二
日
に
中
島
隊
が
登
っ
た
ス
ノ
ｌ

ｏ
ド
ー
ム
に
ス
キ
ｌ

ｏ
ハ
イ
キ
ン
グ

を
や



り
、
頂
上
の
手
前
で
引
き
返
し
、
帰
り
は
豪
快
な
滑
降
を
思
う
存
分
楽
し
む
。
こ
の
夜
、
こ
れ
か
ら
の
行
動
を
検
討
し
、
あ
と
予
備
を
入
　
Ｄ

れ
て
も
三
日
程
し
か
食
糧
が
な
い
こ
と
か
ら
、
明
日
九
日
は
二
隊
に
わ
か
れ
、　
一
隊
＝
中
島
、
尾
上
、
三
好
は
グ
ル
ト
ナ
ー
レ
ン
で
最
後
　
い

ま
で
残
し
た
最
高
峰
を
登
り
に
行
く
こ
と
と
す
る
。
他
の
一
隊
は
、
池
田
、
五
月
女
、
神
崎
で
テ
ー
ブ
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
か
、
ピ
イ
ル
ツ

を
南
面
の
谷
か
ら
さ
ぐ
り
、
登
れ
れ
ば
登
る
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
寝
袋
に
も
ぐ
り
こ
む
と
、
ス
キ
ー
の
滑
る
音
が
し
て
、
人
が
や
っ
て

く
る
。
天
幕
を
開
く
と
、
ミ
ッ
ド
ガ
ー
ド
氷
河
の
上
で
逢

っ
た
、
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
ｏ
カ
レ
ッ
ジ
の
連
中
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
、
外
は
寒

い
の
で
天
幕
の
中
に
招
き
、
そ
の
後
の
事
を
聞
く
と
、
彼
ら
は
ミ
ッ
ド
ガ
ー
ド
氷
河

へ
の
下
降
ル
ー
ト
で
お
き
た
事
故
で
、
四
名
の
隊
員

が
ま
だ
ミ
ッ
ド
ガ
ー
ド
氷
河
の
上
に
お
り
、　
四
名
で
パ
リ
氷
河
に
入
り
、
飛
行
機
で
落
し
た
落
下
傘
を
、　
ク
レ
バ
ス
の
中
か
ら
拾
い
上

げ
、　
ケ
ル
ビ
ン
山
塊
の
麓
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
、　
四
名
で

「
ｏ
〓
け①
∪
①
目
”ぼ
①
”
（
二
九
四
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
登
り
、
今
は
グ
ル
ト

ナ
ー
レ
ン
の
最
高
峰
に
向
か
う
所
だ
と
の
こ
と
で
、
明
日
向
か
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
我
々
は
あ
わ
て
る
。
そ
の
あ
と
、
我
々
の
フ
ォ
ー

ン
ル
峰
登
頂
の
話
を
し
、
テ
ー
ブ
ル
ｏ
マ
ウ
ン
テ
ン
は
一
緒
に
登
ろ
う
と
の
こ
と
で
ぁ
る
が
、
今
日
初
め
て
会

っ
て
、
明
日

一
緒
に
登
ろ

う
と
い
う
訳
に
も
い
か
な
い
の
で
、
遠
ま
わ
し
に
断
わ
る
。
彼
ら
が
出
か
け
て
行

っ
た
後
、
と
に
か
く
我
々
は
予
定
通
り
行
動
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
、
眠
り
に
つ
く
。

八
月
九
日
、
四
時
に
天
幕
を
出
発
す
る
。
中
島
隊
は
最
高
峰
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
取
付
き
で
、
下
っ
て
来
た
英
国
隊
に
会
い
、
同
じ

ル
ー
ト
か
ら
登
っ
て
も
仕
方
な
い
の
で
中
止
し
、
天
幕
に
帰
る
。

ア
バ
ン
ガ
ー
デ
ン
隊
は
ピ
イ
ル
ツ
と
テ
ー
ブ
ル
ｏ
マ
ウ
ン
テ
ン
の
谷
の
人
口
で
、
グ
ル
ト
ナ
ー
レ
ン

の
最
高
峰
を
双
眼
鏡
で
の
ぞ
く

と
、
頂
上
直
下
を
下
っ
て
い
る
四
つ
の
黒
点
が
見
え
、
も
う
こ
の
最
高
峰
の
登
攀
は
終

っ
た
と
い
う
気
が
し
た
。
我
々
と
し
て
は
奥
地
の

隊
と
パ
リ
氷
河
上
で
再
会
す
る
ま
で
慎
重
を
期
し
、
残
し
て
お
い
た
山
を
隊
長
や
尾
上
、
三
好
に
登
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
が
、
あ
き
ら

め
る
他
は
な
い
。

谷
の
入
日
は
大
き
な
セ
ラ
ッ
ク
ス
地
帯
と
な
り
時
間
が
か
か
る
。
そ
こ
を
抜
け
る
と
ク
レ
バ
ス
帯
に
な
っ
た
が
、
狙
い
を
つ
け
て
上
手
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く
登
る
。
上
部
に
ゆ
く
に
従
い
、
両
方
の
側
面
が
よ
く
見
え
て
来
た
が
、
ピ
イ
ル
ツ
の
方
は
逆
層
の
垂
直
な
岩
場
と
な
り
、
と
て
も
取
付

け
そ
う
も
な
い
。
し
か
し
、
テ
ー
ブ
ル
ｏ
マ
ウ
ン
テ
ン
の
方
は
、
頂
か
ら
南
に
大
き
な
尾
根
が
伸
び
て
お
り
、
そ
の
尾
根
の
側
稜
が
登
れ

そ
う
に
見
え
た
の
で
、
こ
の
谷
を
つ
め
て
コ
ル
か
ら
数
え
て
三
本
目
の
側
稜
に
取
付
く
。
始
め
は
ガ
ラ
場
、
次
は
岩
稜
と
な
り
、
最
後
は

浅
い
氷
の
ル
ン
ゼ
と
な
り
、
稜
線
に
消
え
て
い
る
と
こ
ろ
を
登
る
。
こ
こ
ま
で
は
あ
く
ま
で
、
こ
の
日
、
偵
察
の
つ
も
り
で
い
た
が
、
稜

線
に
一
二
時
に
つ
く
と
い
う
早
い
ピ
ッ
チ
だ
っ
た
の
で
、　
こ
こ
で
初
め
て
頂
上
を
目
指
す
こ
と
に
計
画
を
変
更
す
る
。　
し
か
し
、
稜
線

は
歩
き
出
す
と
ま
も
な
く
、　
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
高
さ
を
持
つ
岩
峰
に
ぶ
つ
か
り
、
な
お
雪
帽
ま
で
こ
の
よ
う
な
岩
峰
が
い
く
つ
か
あ

り
、
と
て
も
不
安
定
な
坐
り
方
を
し
た
岩
で
、　
一
ピ
ッ
チ
登
っ
た
だ
け
で
引
き
返
し
、
西
面
の
岩
峰
の
基
部
を
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
こ
と
に

す
る
。

こ
れ
も
始
め
に
は
雪
の
斜
面
を
、
途
中
か
ら
急
な
逆
層
の
ス
ラ
ブ
の
上
を

一
時
間
程
歩
き
、
途
中
か
ら
又
急
な
氷
の
稜
に
ス
テ
ッ
プ
を

切
り
な
が
ら
稜
線
に
も
ど
る
。
こ
の
稜
線
に
出
た
と
こ
ろ
は
雪
帽
の
手
前
で
、
そ
の
間
に
コ
ル
が
あ
り
、
細
く
両
側
に
切
れ
た
雪
稜
で
つ

な
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
を
通
り
、
最
後
の
雪
帽
は
右
手
に
岩
を
ま
き
気
味
に
雪
帽
の
縁
に
出
る
。
こ
こ
か
ら
頂
上
ま
で
は
、
ゆ
る
い
ク
ラ

ス
ト
し
た
雪
面
を
三
〇
分
程
登
る
だ
け
で
よ
か
っ
た
。
時
間
は
午
後
六
時
で
、
太
陽
は
水
平
と
な
り
、
海
岸
線
の
山
々
が
夕
陽
で
美
し
か

っ
た
。
頂
上
に
は
三
〇
分
程
滞
在
し
て
、
写
真
撮
影
し
た
あ
と
下
る
。
帰
路
は
急
な
側
稜
を
下
り
き
っ
た
頃
か
ら
暗
く
な
り
、
暗
や
み
の

中
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
零
時
に
稜
線
に
戻
り
、　
な
お
、　
ゆ
る
い
側
稜
を
下
り
だ
す
。

天
気
は
こ
の
頃
か
ら
悪
化
し
、　
霧
雨
が
降

っ
て
き

た
。
途
中
か
ら
小
雪
に
な
っ
た
が
、も
天
幕
に
は
朝
の
五
時
に
帰
着
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

六
、
帰

路

こ
の
日
、
今
後
の
日
程
を
検
討
し
た
結
果
、
食
糧
も
底
を
つ
い
て
き
た
の
で
、
明
日
八
月

一
一
日
天
幕
を
撤
収
し
て
海
岸

へ
戻
る
こ
と

に
す
る
。　
し
か
し
、　
正
午
に
英
国
の
キ
ャ
ン
プ
に
帰
り
の
挨
拶
に
い
く
と
、　
彼
等
も
食
糧
が
な
く
な
り
、　
天
候
も
悪
く
な
っ
て
来
た
の

(81)



で
、
協
議
の
末
、
今
日

一
緒
に
彼
等
の
Ｂ
Ｃ
迄
引
き
上
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、　
一
〇
日
の
午
後
、
天
幕
を
撤
収
し
て
そ
の
Ｂ
Ｃ
ま
　
≫

で
下
山
し
、
隣
り
に
キ
ャ
ン
プ
す
る
。
そ
し
て
彼
等
の
計
画
変
更
に
よ
り
、
余

っ
た
食
糧
を
御
馳
走
に
な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く８２

翌

一
一
日
彼
等
の
Ｂ
Ｃ
を
あ
と
に
帰
途
に
つ
く
。
帰
路
は
昨
年
と
同
じ
早
い
ピ
ッ
チ
で
海
岸
ま
で
戻
る
。
途
中
ミ
ッ
ド
ガ
ー
ド
氷
河
の

上
の
峠
で
英
国
隊
の
隊
長
と
会
い
、
お
互
い
の
無
事
を
願
い
な
が
ら
別
れ
る
。

な
お
、
Ｏ
ｏ
】
鮎
①
「
ｏ
●
〓
①
の
で
は
、　
コ
ル
の
西
に
あ
る
二

七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
に
中
島
、
池
田
、
三
好
で
登
る
。
頂
上
に
は
、
今
年
我
々
が
く
る
時
に
一
緒
に
な
っ
た
ス
イ
ス
隊
の

Ｎ
は
■
ｏＦ
出

身
の

Ｏ
Ｃ
ぴ
∽①
【
〓
”Ｘ
が
、　
一
九
六
三
年
に
初
登
頂
し
た
時
の
書
置
き
が
ビ
ン
に
入
れ
て
あ
り
、
そ
の
裏
に
今
年
フ
オ
ー
ン
ル
に
向
か
う

こ
と
に
な
っ
て
い
た
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
・
ノ
ル
ウ

ェ
ー
合
同
隊
の
二
名
の
隊
員
の
名
が
書
き
こ
ん
で
あ
っ
た
。
我
々
も
そ
の
下
に
名
前
を
書

き
込
み
、
頂
を
あ
と
に
す
る
。
こ
う
し
て
八
月
二
〇
日
、
全
員
無
事
上
陸
地
点
の
シ
オ
ラ
リ
ッ
ク
に
帰
着
し
た
。
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ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
北
方
山
域
の
踏
査

（
一
九
六
五
年
）

―

テ
ィ
リ
ツ
オ
湖
を
め
ぐ

っ
て
―
―

は

じ

め

に

一
九
六
四
年
九
月
に
、
ネ
パ
ー
ル
外
務
省
か
ら
の

「
テ
ィ
リ
チ
ョ
登
山
申
請
不
許
可
」
の
公
文
書
を
受
け
、
軌
道
に
乗
っ
て
い
た

「
一

九
六
五
年
全
富
山
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
」
の
計
画
が
、
み
る
も
無
惨
に
崩
壊
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
引
継
い
で
誕
生
し
た
の
が
、

「泊
山
岳

会
中
部
ネ
パ
ー
ル
踏
査
隊
」
で
あ
る
。

ネ
パ
ー
ル
政
府
の
登
山
禁
止
政
策
が
打
出
さ
れ
た
あ
と
、
ど
の
程
度
奥
地

へ
入
れ
る
か
に
不
安
を
抱
き
つ
つ
、
日
本
を
出
発
し
た
の
だ

が
、　
一
九
六
五
年
九
月
か
ら
翌
年
二
月
に
か
け
て
約
五
ヵ
月
滞
在
し
、
そ
の
間
に
ネ
パ
ー
ル
官
民
の
好
意
的
な
助
力
を
え
て
、
予
期
以
上

の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
目
標
の
第

一
に
し
て
い
た
テ
ィ
リ
ツ
ォ
湖

へ
は
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
訪
れ
、
約
二
〇
日
間
の
定
　
町

着
踏
査
に
よ
っ
て
、
テ
ィ
リ
ツ
ォ
●
ピ
ー
ク

（七
一
四
八
メ
ー
ト
ル
）
の
偵
察
の
任
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
に
、
ア
ン
ナ
プ
ル
　
く

薬

師

義

美



ナ
山
群
の
一
周
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
氷
河
群
の
踏
査
、
真
冬
の
ゴ
サ
イ
ン
ク
ン
ド
越
え
と
、
三
回
の
踏
破
に
よ
っ
て
、
西
は
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
か
　
≫

ら
東
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
ま
で
、
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
を
あ
ま
さ
ず
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
。　
　
　
　
　
　
　
い

踏
査
隊
は
個
人
的
な
も
の
で
あ

っ
た
が
、
第

一
の
目
的
は
テ
ィ
リ
ツ
ォ
●
ピ
ー
ク
の
偵
察
と
周
辺
の
地
形
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
幸

い
に
も
そ
こ
は

立
入
禁
止
区
域
か
ら
は
ず
れ
て
い
た
。

第
二
に

登
山
は
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、　
で
き
る
か
ざ
り
広
範
に
ネ
パ
ー
ル
を
歩

き
、
登
山
の
開
禁
に
関
す
る
糸
口
を
つ
か
む
こ
と
に
あ

っ
た
。
約
五
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
装
備
、
食
糧
を
持

っ
て
神
戸
港
を
出
発
し
た
の

は

一
九
六
五
年
八
月
二

一
日
で
あ
る
。

メ
ン
バ
ー
は

菫
（　
一帥
　̈
一義
　
辛大
　
（
二
九
歳
・高
校
教
員
ｏ
日
本
山
岳
会
・京
都
大
学
学
士
山
岳
会
会
員
）

伊

東

信

隆

（
元

歳
・
園
芸
自
営
・
日
本
山
岳
会
会
員
）

金

山

清

一

（
二
三
歳

・
学
牛

京
都
大
学
山
岳
部
員
）

な
お
、
本
踏
査
隊
の
公
式
報
告
書
は

『
一
九
六
五
―
六
六
年

中
部
ネ
パ
ー
ル
踏
査
報
告
』
（泊
山
岳
会
中
部
ネ
パ
ー
ル
踏
査
隊
編
著

ｏ

一
九
六
六
年
）
と
し
て
公
刊
し
て
い
る
。

二
、
ア

プ

ロ

ー

チ

船
が
ボ
ン
ベ
イ
に
入
港
し
た
と
き
は
印
パ
戦
争
の
最
中
、
戦
況
は
深
刻
な
様
子
で
あ
り
、
暗
浩
た
る
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
パ

ト
ナ
経
由
で
一
気
に
カ
ト
マ
ン
ズ

ヘ
入
っ
た
の
は
九
月

一
五
日
、
ボ
ン
ベ
イ
か
ら
ま
る
二
日
で
あ
っ
た
。

カ
ト
マ
ン
ズ
で
は
ビ
ザ
延
長
と
ム
ク
チ
ナ
ー
ト
の
旅
行
許
可
の
取
付
け
、
キ
ヤ
ラ
バ
ン
の
準
備
、
ポ
カ
ラ
ヘ
の
荷
物
の
杢
輸
な
ど
に
か

な
り
時
間
を
と
ら
れ
た
が
、
九
月
二
〇
日
に
す
べ
て
が
ポ
カ
ラ

ヘ
集
結
し
た
。

一
〇
月

一
日
、
サ
ー
ブ
ニ
人
、　
シ
ェ
ル
パ
ニ
人

（ラ
ク
パ

ｏ
テ
ン
ジ
ン
と
ソ
ナ
の
ナ
ム
チ
ェ
出
身
の
兄
弟
）、　
ポ
ー
タ
ー
十
四
人
の
小
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キ
ャ
ラ
バ
ン
が
空
港
前
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ

・
ホ
テ
ル
か
ら
、　
ト
ゥ
ク
チ
ェ
街
道

へ
向
か
っ
て
動
き
出
し
た
。

川
喜
田
二
郎
氏
の
知
己
ア

ム
リ

●
プ
ラ
サ
ッ
ド

・
セ
ル
チ
ァ
ン
氏
の
仲
介
で
、
ポ
カ
ラ
ー
ト
ゥ
ク
チ
ェ
間
を
六
日
、
四
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
一
日
十
二
ル
ピ
ー
の
請
負
制

で
あ
る
。

ノ
ー
ダ
ラ
の
尾
根
上
か
ら
マ
チ
ャ
プ
チ
ヤ
レ
の
雄
姿
に
嘆
息
し
、
ゴ
ラ

ｏ
パ
ニ
峠
を
越
え
た
フ
ァ
ラ
テ
ィ
か
ら
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
に
感
嘆
し

た
も
の
で
あ
る
。
カ
リ

●
ガ
ン
ダ
キ
の
大
峡
谷
部
を
す
ぎ
、
ガ
ン
サ
村
か
ら
レ
テ
に
至
る
と
、
風
景
が
が
ら
り
と
変
化
し
、
谷
間
が
広
く

な
り
、
松
柏
類
が
卓
越
す
る
。
半
乾
燥
の
チ
ベ
ッ
ト
的
な
、　
い
わ
ゆ
る
タ
コ
ー
ラ
地
域
で
あ
る
。
約
束
の
六
日
目
に
ト
ゥ
ク
チ
ェ
（
二
五

九
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
到
着
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ト
ゥ
ク
チ
ェ
で
は
川
喜
田
隊
以
来
、
日
本
隊
の
面
倒
を
よ
く
み
て
く
れ
る
イ
ン
ド
ラ

ｏ
マ
ン
と
ゴ
ビ
ン
ダ

・
マ
ン
の
両
セ
ル
チ
ァ
ン
氏

と
接
触
し
、
タ
コ
ー
ラ
滞
在
中
は
何
か
と
世
話
に
な
っ
た
。　
一
日
の
体
養
の
あ
と
、
一
〇
月
八
日
に
ジ
ョ
モ
ソ
ム
バ
村
（二
七
七
〇
メ
ー
ト
ル
）

へ
入
っ
て
、
こ
こ
を
基
地
に
す
る
こ
と
に
す
る
。
軍
の
チ
ェ
ッ
ク

・
ポ
ス
ト
も
警
察
も
わ
れ
わ
れ
の
行
動
に
全
面
的
な
支
持
を
与
え
て
く

れ
、
ま
た
ラ
リ
ッ
ト

●
ナ
ル
ｏ
シ
ン
・
バ
タ
チ
ァ
ン
村
長
ら
の
助
力
を
え
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
テ
ィ
リ
ツ
ォ
湖

へ
行
動
を
起
こ
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
村
か
ら
見
え
る
ニ
ル
ギ
リ
北
峯
の
急
峻
な
北
斜
面
は
、
青
白
く
月
光
に
映
え
て
い
た
。

三
、
テ
ィ
リ
ツ
ォ
湖
に
て

一
九
六
五
年

一
〇
月

一
〇
日
。
ジ
ョ
モ
ソ
ム
バ
村
を
八
時
半
に
出
発
。

三
〇
分
で
テ
ィ
ニ
村

（二
八
七
〇
メ
ー
ト
ル
）、
自
宅
に
寄

っ
て
用

意
を
と
と
の
え
て
い
た
十
二
人
の
ポ
ー
タ
ー
を
つ
れ
、　
い
よ
い
よ
山

へ
向
か
う
。
道
は
潅
漑
水
路
に
そ
っ
て
テ
ィ
ニ
ｏ
コ
ー
ラ

ヘ
下
っ

た
。
な
か
な
か
立
派
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
ラ
ク
パ

・
テ
ン
ジ
ン
は
六
三
年
秋
に
、
ア
メ
リ
カ
平
和
部
隊
員
と
湖
を
往
復
し
た
と
い
う

し
、
テ
ィ
エ
の
ポ
ー
タ
ー
で
オ
ラ
ン
ダ
の
ニ
ル
ギ
リ
隊
に
参
加
し
た
者
も
い
る
か
ら
、
道
は
か
れ
ら
に
ま
か
せ
き
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
「

河
原
が

ヤ
カ
ン
ｏ
コ
ー
ラ

と

ム
ル
キ
ュ
ン
・
コ
ー
ラ

に
三
分
す
る
所
で
、
中
央
の
尾
根

へ
取
付
い
た
。
松
の
疎
林
の
中
を
ゆ
る
く
登
　
く

●



●

る
。
道
端
に
は
ト
ゲ
の
あ
る
小
潅
木
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。　
一
時
二
〇
分
、
ツ
ォ
モ
ツ
ォ

（三
六
九
〇
メ
ー
ト
ル
）。　
オ
ラ
ン
ダ
隊
の
ベ
ー
ス
　
♭

と
い
い
、
景
色
が
い
い
。
右
手
に
は
ニ
ル
ギ
リ
北
峯
が
お
お
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
あ
る
。
道
の
左
下
に
池
が
二
つ
光

っ
て
い
た
。
　
　
　
　
“

約
二
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
森
林
限
界
と
な
り
、
ア
ル
プ
状
の
広
々
と
し
た
牧
草
地
が
展
開
す
る
。
四
時
す
ぎ
に
水
場
の
あ
る
カ
ル
カ
で

キ
ャ
ン
プ

（四
一
三
〇
メ
ー
ト
ル
）
し
た
。　
ニ
ル
ギ
リ
の
北
壁
か
ら
氷
塊
が
轟
音
と
と
も
に
落
下
し
、　
雪
崩
が

ゴ
ー
ゴ
ー
と
こ
だ
ま
し
て
い

る
。
ま
だ
高
度
影
響
は
な
い
。

一
一
日
。
前
夜
の
新
雪
の
た
め
、
出
発
は
九
時
近
く
な
り
、
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
六
度
と
少
々
寒
く
な
っ
た
。
新
雪
を
踏
ん
で
ニ
ル
ギ
リ

と
テ
ィ
リ
ツ
ォ
の
中
間
の
ピ
ー
ク
か
ら
下
る
長
大
な
尾
根
を
か
ら
み
、　
一
一
時
半
に
そ
の
稜
線
に
達
し
た
。
眼
前
に
西
テ
ィ
リ
ツ
ォ
峠
が

姿
を
現
わ
す
。
左
手
の
ヤ
カ
ン
・
コ
ー
ラ
は
急
斜
面
と
な
っ
て
落
ち
こ
み
、
放
牧
の
踏
跡
は
こ
こ
ら
ま
で
あ
る
。

尾
根
を
つ
め
、
四
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
て
昼
食
。
ポ
ー
タ
ー
で
頭
痛
を
う
っ
た
え
る
も
の
続
出
、
鎮
痛
剤
を
与
え
る
。
峠
は
懸
垂

氷
河
と
な
り
、
下
部
は
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
。
尾
根
か
ら
谷

へ
下
り
、
伊
東
と
金
山
が
右
寄
り
に
ト
レ
ー
ス
を
つ
け
る
と
、
ポ
ー
タ

ー
は
雪
の
な
い
左
側

へ
登
っ
て
く
れ
と
い
う
。
薬
師
と
ラ
ク
パ
が
急
な
ガ
レ
場
か
ら
ポ
ー
タ
ー
を
峠

へ
導
い
た
。

一
時
半
、
西
テ
ィ
リ
ツ
ォ
峠
、
五
〇
五
〇
メ
ー
ト
ル
。
し
か
し
朝
か
ら
ガ
ス
が
飛
び
、
展
望
は
き
か
な
い
。
テ
ィ
リ
ツ
ォ
氷
河
は
峠
で

三
分
し
、　
一
つ
は
ヤ
カ
ン
・
コ
ー
ラ
の
源
頭
と
な
り
、
も
う

一
つ
は
湖

へ
下
っ
て
い
た
。
湖

へ
向
か
う
氷
河
の
左
岸
に
は
長
大
で
顕
著
な

サ
イ
ド

ｏ
モ
レ
ー
ン
が
の
び
て
い
る
。
ポ
ー
タ
ー
と
シ
ェ
ル
パ
は
そ
れ
を
下
り
、
隊
員
は
氷
河
の
中
を
歩
き
、
モ
レ
ー
ン
の
末
端
、
す
な

わ
ち
湖
の
西
岸
に
三
時
す
ぎ
、
全
員
集
ま
っ
て
き
た
。

ポ
ー
タ
ー
を
帰
し
、
テ
ン
ト
を
仮
設
す
る
こ
ろ
か
ら
頭
が
ガ
ン
ガ
ン
し
だ
し
た
。
雲
と
降
雪
の
た
め
に
グ
ラ
ン
ド

・
バ
リ
エ
ー
ル
も
何

も
見
え
ず
、
す
べ
て
は
明
日
か
ら
と
テ
ン
ト
ヘ
も
ぐ
り
こ
む
。

一
二
日
。
素
晴
し
い
快
晴
で
明
け
た
。
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
か
ら
テ
ィ
リ
ツ
ォ
●
ピ
ー
ク
ヘ
と
、
大
障
壁
が
延
々
と
つ
づ
き
、
湖
は
刻
々
と

色
を
か
え
て
い
く
。
下
の
村
々
で
聞
い
た
と
お
り
、
湖
は
満
々
と
水
を
た
た
え
て
い
た
。
日
本
で
得
た
情
報
は
す
べ
て
凍
結
し
て
い
る
と
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い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
湖
面
の
高
度

（ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
）
は
滞
在
中
の
平
均
値
か
ら
四
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

高
度
影
響
で
体
調
は
悪
く
、
ベ
ー
ス
の
整
備
。
平
静
時
の
隊
員
の
脈
樽
は
平
均
し
て
一
〇
〇
前
後
、
こ
れ
に
対
し
て
二
人
の
シ
ェ
ル
パ

は
隊
員
の
平
地
で
の
数
に
近
い
七
七
で
あ
る
。

一
三
日
。
各
自
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
調
整
。
薬
師
と
ラ
ク
パ
は
峠
の
北
の
小
ピ
ー
ク

（ケ
ル
ン
・
ピ
ー
ク
、
五
二
七
〇
メ
ー
ト
ル
）
へ
登
り
、
地

形
の
把
握
。
頂
上
に
は
ス
イ
ス
の
Ａ

ｏ
バ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー
ら
が
立
て
た
ケ
ル
ン
が
あ
る
。
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅱ
峰
、
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
か
ら

テ
ィ
リ
ツ
ォ
ｏ
ピ
ー
ク
、
ニ
ル
ギ
リ
。
ま
た
カ
リ

ｏ
ガ
ン
ダ
キ
を
は
さ
ん
で
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
、
ム
ク
ト

・
ヒ
マ
ー
ル
、
タ
コ
ー
ラ

ｏ
ヒ
マ
ー

ル
、
そ
し
て
ム
ス
タ
ン
ｏ
ヒ
マ
ー
ル
ま
で
一
望
に
で
き
る
素
晴
ら
し
い
展
望
台
で
あ
っ
た
。

こ
の
ピ
ー
ク
か
ら
ム
ク
チ
ナ
ー
ト

ｏ
ヒ
マ
ー
ル
に
つ
づ
く
尾
根
上
に
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ピ
ー
ク
が
あ
っ

た
。
調
子
が
い
い
の
で
、
長
大
な
ザ
ク
の
斜
面
を

へ
つ
り
気
味
に
接
近
。
途
中
か
ら
大
障
壁
の
上
に
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
エ
峰
が
頭
を
も
た
げ

て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
隊
は
こ
れ
を
求
め
な
が
ら
、　
一
九
五
〇
年
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

五
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
で
主
稜
上

へ
出
る
と
、
そ
こ
の
雪
稜
は
固
く
ク
ラ
ス
ト
し
、
ア
イ
ゼ
ン
を
持
た
ぬ
二
人
に
は
歯
が
た
た
ず
、
引
き

返
し
た
。
高
度
を
あ
げ
る
に
つ
れ
て
頭
が
重
く
な
っ
た
。

一
方
、
金
山
と
ソ
ナ
は
テ
ィ
リ
ツ
ォ
氷
河
の
南
岸
の
サ
イ
ド

ｏ
モ
レ
ー
ン
か
ら
テ
ィ
リ
ツ
ォ
北
尾
根
の
取
付
き
点
を
偵
察
。
高
さ
が
五

〇
―
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
顕
著
な
モ
レ
ー
ン
の
上
は
歩
き
や
す
く
、
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
快
適
な
歩
道
で
あ
る
。
伊
東
は
一
人
で
湖
南
岸
の
氷

河
を
歩
い
た
。

一
四
日
。
身
体
の
調
子
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
ポ
ケ
ッ
ト

・
コ
ン
パ
ス
を
使

っ
て
測
量
。
湖
岸
に
二
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
基
線
を
設
け
た
。

し
か
し
一
〇
時
を
す
ぎ
る
と
決
ま
っ
て
ガ
ス
が
わ
き
、
長
く
作
業
が
で
き
な
い
っ
午
後
か
ら
デ
ー
タ
を
整
理
し
た
ら
、
テ
ィ
リ
ツ
ォ
湖
の

東
西
の
長
径
は
二
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
。
ピ
ー
ク
を
ね
ら
う
に
は
高
性
能
の
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
が
必
要
だ
が
、
約
七
二
〇
〇
メ
ー
　
っ

ト
ル
と
計
算
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ



一
五
日
。

早
朝
に
測
量
の
補
足
を
し
、　
八
時
半
す
ぎ
か
ら
北
峰
を
め
ざ
し
て
出
た
。
出
発
が
遅
か
っ
た
か
ら
ガ
ス
の
定
期
便
に
ま
か
　
≫

れ
、
ピ
ー
ク
に
立
つ
よ
り
地
形
偵
察
が
大
事
と
、
途
中
か
ら
湖
岸
北
部
の
踏
査
に
変
更
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

湖
の
北
岸
は
丘
陵
状
に
な
り
、　
一
部
が
断
崖
と
な
っ
て
湖

へ
突
入
し
、
そ
れ
が
湖
岸
を
通
れ
な
く
し
て
い
る
。
北
峯
の
裾
を
か
ら
み
、

Ｍ

・
イ
シ
ャ
ッ
ク
が

ム
ク
チ
ナ
ー
ト

・
ヒ
マ
ー
ル
に
登
っ
た
と
き
に
つ
め
た
氷
河
に
突
き
当
た
り
、
北
岸
で
一
番
高
い
岩
山

（五
四
五
〇
メ

ー
ト
ル
）
に
登
っ
た
。

し
か
し
ガ
ス
の
た
め
に
湖
南
の
一
部
と
東
テ
ィ
リ
ツ
ォ
峠
が
少
し
見
え
た
の
み
。

三
時
を
す
ぎ
る
と
小
雪
の
定
期

便
が
や
っ
て
く
る
。

一
六
日
。
伊
束
を
残
し
、
四
人
は
湖
の
一
周
。
堆
石
に
お
お
わ
れ
た
氷
河
地
帯
を
ぐ
る
ぐ
る
迂
回
し
な
が
ら
南
岸
を
進
む
。
東
端
で
ア

ン
ザ
イ
レ
ン
し
た
が
、
ト
ッ
プ
の
金
山
は
二
度
、
ヒ
ド
ン
ｏ
ク
レ
バ
ス
を
踏
み
抜
い
た
。
と
く
に
東
部
で
は
グ
ラ
ン
ド

ｏ
バ
リ
エ
ー
ル
か

ら
落
下
す
る
氷
河
が
直
接
湖

へ
突
入
し
、
湖
面
か
ら
の
厚
さ
が
五
〇
―
六
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。

し
か
も
大
障
壁
か
ら
い
つ
雪
崩
が
落
ち
る
と
も
知
れ
ず
、
い
や
な
所
だ
っ
た
。
八
時
半
に
ベ
ー
ス
を
出
て
東
岸
の
モ
レ
ー
ン
に
達
し
た

の
は
二
時
。
も
う
東
テ
ィ
リ
ツ
ォ
峠

へ
行
く
時
間
は
な
く
、　
急
い
で
前
日
の
ル
ー
ト
か
ら
ベ
ー
ス
ヘ
も
ど
る
。
薄
暗
い
六
時
半
に
着
い

た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ス
ケ
ー
ル
に
慣
れ
ず
、
い
つ
も
予
想
す
る
三
倍
の
時
間
が
か
か
る
。

一
七
日
。
朝
か
ら
雲
が
低
く
、　
小
雪
が
舞
う
。
午
後
か
ら
伊
東
と
金
山
が
北
岸
岩
場
の
へ
つ
リ
ル
ー
ト
の
工
作
に
で
た
が
、
成
果
な

し
。
凍
結
し
て
い
る
春
に
は
、
湖
面
を
た
ど
る
と
東
岸
ま
で
わ
ず
か

一
時
間
あ
ま
り
で
あ
る
。

脈
神
は
平
常
に
も
ど
っ
た
も
の
の
、
高
度
影
響
で
二
人
と
も
満
月
み
た
い
な
顔
に
な
り
、
利
尿
剤
を
飲
ん
で
も
、
む
く
み
は
あ
ま
り
ひ

か
な
い
。

一
八
日
。
テ
ィ
リ
ツ
ォ
北
稜
岩
尾
根
の
試
登
。
八
時
す
ぎ
、
第

一
隊
の
伊
東
と
金
山
が
先
発
し
た
。
九
時
半
モ
レ
ー
ン
の
終
る
取
付
き

点
、
そ
こ
か
ら
岩
尾
根
末
端
の
ピ
ー
ク
ヘ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
雪
の
斜
面
が
あ
る
。　
一
時
間
ほ
ど
の
ラ
ッ
セ
ル
の
の
ち
、
五
三
二
〇
メ
ー

ト
ル
の
末
端
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
昼
食
の
あ
と
、　
一
二
時
か
ら
試
登
開
始
。
金
山
が
ト
ッ
プ
で
ニ
ピ
ッ
チ
ロ
で
第
二
岩
峰
を
越
え
た
。
ト
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ッ
プ
交
代
で
第
二
岩
峰
に
か
か
る
頃
か
ら
雪
が
降
り
は
じ
め
る
。

大
き
な
岩
を
積
み
重
ね
た
よ
う
で
、
浮
石
の
多
い
い
や
な
岩
質
。
三
〇
セ
ン
チ
の
ア
イ
ス
ピ
ト
ン
を
打
ち
こ
む
と
、
だ
ん
だ
ん
リ
ス
が

開
い
て
い
く
。
第
二
岩
峰

（五
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
登
っ
た
と
こ
ろ
で
風
雪
が
本
格
的
に
な
り
、
引
き
返
す
。
下
降
に
六
ミ
リ
の
ロ
ー
プ
を

約

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
た
。
第
二
隊
の
薬
師
と
ラ
ク
パ
の
待
つ
末
端
ピ
ー
ク
に
ケ
ル
ン
を
積
み
、　
そ
の
下
に
残
っ
た
ピ
ト

ン
、
カ
ラ
ビ
ナ
、
ア
ブ
ミ
を
デ
ポ
し
、
四
時
に
ベ
ー
ス
ヘ
も
ど
っ
た
。

こ
の
岩
尾
根
は
標
高
約
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
つ
づ
き
、
六
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
で
テ
ィ
リ
ツ
ォ
●
ピ
ー
ク
の
中
腹
に
の
び
る
棚

と
合
す
る
。
そ
の
棚

へ
突
上
げ
る
雪
の
尾
根
を
後
日
試
登
し
た
が
、
岩
尾
根
の
も
っ
と
上
部
を
う
か
が
う
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
を
出
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。

一
九
日
か
ら
二
〇
日
に
か
け
て
雪
が
降
り
、
二
〇
―
三
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
つ
も
っ
た
。
入
山
の
時
と
は
一
変
し
て
、
周
囲
が
自

一
色
と
な

っ
た
。
二
一
日
は
め
ず
ら
し
く
終
日
快
晴
と
な
っ
た
も
の
の
、
雪
の
落
着
く
の
を
待
つ
。
テ
ン
ト
の
め
ぐ
り
で
さ
わ
い
で
い
る
の
は
、
ゴ

ロ
と
い
う
大
き
な
チ
ベ
ッ
ト

・
ガ
ラ
ス
で
あ
る
。
こ
の
夜
半
に
、
グ
ラ
ン
ド

・
バ
リ
エ
ー
ル
が
く
ず
れ
た
か
と
思
う
ほ
ど
の
大
雪
崩
が
あ

り
、
爆
風
は
テ
ン
ト
を
ゆ
す
ぶ
っ
た
。
雪
の
状
態
が
よ
く
て
も
、
南
岸
の
氷
河
地
帯
を
歩
く
の
は
極
め
て
危
険
で
あ
る
。
滞
在
中
の
最
低

気
温
は
マ
イ
ナ
ス
一
四
―

一
五
度
で
あ
っ
た
。

二
二
日
。
微
風
快
晴
、
こ
れ
ま
で
の
南
東
風
が
北
西
風
に
か
わ
っ
た
。
雪
崩
の
危
険
の
な
い
北
峯

へ
再
度
攻
撃
。
全
員
七
時
半
に
ス
タ

ー
ト
、
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
積
雪
に
遅
々
と
し
て
ピ
ッ
チ
が
あ
が
ら
な
い
。　
一
時
半
に
過
日
の
引
き
返
し
点
に
達
し
、
薬
師
が
ト
ッ
プ
に

な
り
、
大
雪
庇
を
さ
け
て
、
東
斜
面
を
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
に
登
る
。
新
雪
と
旧
雪
の
間
に
杢
洞
が
あ
り
、
な
じ
ん
で
い
ず
、
ス
テ
ッ
プ
の

切
り
出
し
に
手
間
ど
る
。
五
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
時
間
切
れ
と
な
り
下
山
。
こ
の
日
の
日
射
は
も
う
れ
つ
で
、
頭
は
ガ
ン
ガ
ン
し
た
。

二
三
日
。
朝
か
ら
天
気
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
様
子
を
見
て
い
る
う
ち
に
昼
と
な
る
。　
一
一
時
か
ら
伊
東
と
金
山
が
テ
ィ
リ
ツ
ォ
北
稜
雪
　
町

尾
根
の
取
付
き

へ
偵
察
に
出
た
。
氷
河
を
横
断
し
、
う
ま
く
取
付
き
地
点
を
見
て
き
た
が
、
途
中
で
人
為
的
な
雪
崩
を
出
し
た
。
ま
だ
雪
　
く



は
不
安
定
で
あ
る
。

二
四
日
。
雪
尾
根
の
試
登
。
約

一
時
間
で
氷
河
を
横
断
、
五
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
尾
根
に
取
付
い
た
。
斜
面
は
二
五
―
三
〇
度
、
悪

い
岩
場
に
フ
ィ
ッ
ク
ス
す
れ
ば
、
荷
上
げ
ル
ー
ト
に
よ
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、　
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
登
っ
て
昼
食
を
し
て
い
た
時
、
あ

と
か
ら
追

っ
て
き
た
伊
束
が
下
か
ら
コ
ー
ル
を
か
け
た
と
た
ん
、
す
ぐ
横
の
雪
面
が
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
切
れ
、
な
だ
れ
落
ち
て
い
っ

た
。
唖
然
と
す
る
。

思
案
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
登
ろ
う
と
し
た
時
、
頂
上
直
下
の
氷
の
え
ぐ
れ
た
地
点
か
ら
氷
塊
が
大
音
響
と
と
も
に
落
下
し
て
き
た
。
余

波
が
頭
上

へ
来
る
よ
う
な
気
が
し
た
が
、
逃
げ
場
が
な
い
。
あ
れ
よ
と
見
て
い
る
と
中
段
の
大
テ
ラ
ス
で
と
ま
り
、
雪
煙
だ
け
が
流
れ
て

き
た
。
本
流
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
も
ち
ろ
ん
下
ま
で
落
下
し
て
い
っ
た
。　
こ
れ
で
す
っ
か
り
出
鼻
を
く
じ
か
れ
て
下
山
。　
ベ
ー
ス
ヘ
も
ど
る

と
、
新
し
い
基
線
を
設
け
て
デ
ー
タ
補
足
の
再
測
量
に
か
か
る
。

二
五
日
。
三
度
北
峰

へ
。
前
回
の
ト
レ
ー
ス
が
固
ま
り
快
調
に
進
ん
だ
。
主
稜
の
雪
庇
を
確
か
め
、
そ
の
上
を
ビ
レ
ー
し
な
が
ら
、
前

回
よ
り
少
し
上
の
五
八
二
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
達
し
、
休
憩
し
た
。
も
う
頂
上
に
手
が
と
ど
き
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
金
山
が
ト
ッ
プ
に
出
た

と
き
、
腹
に
ま
で
響
く
よ
う
な

「ズ
ー
ン
」
と
い
う
音
が
し
た
。
雪
庇
に
亀
裂
は
見
当
た
ら
ず
、
不
気
味
で
あ
る
。
ル
ー
ト
は
こ
の
危
険

な
雪
庇
上
に
し
か
な
い
か
ら
、
あ
と

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
そ
こ
そ
こ
だ
が
撤
退
し
た
。

二
六
日
。
金
山
と
ラ
ク
パ
は
ベ
ー
ス
撤
収
の
た
め
、
ポ
ー
タ
ー
を
呼
び
に
一
気
に
ジ
ョ
モ
ソ
ム
バ

ヘ
下
山
し
た
。

二
七
日
。
薬
師
と
伊
東
は
東
テ
ィ
リ
ツ
ォ
峠

へ
達
し
よ
う
と
出
た
が
、
深
い
新
雪
に
は
か
ど
ら
ず
、
つ
い
に
到
達
を
断
念
し
て
も
ど
つ

た
。
セ
ー
タ
ー
が
こ
げ
臭
い
ほ
ど
に
強
い
日
射
で
あ
っ
た
。

金
山
は
九
人
の
ポ
ー
タ
ー
を
手
配
、
翌
二
八
日
に
ツ
ォ
モ
ツ
ォ
ま
で
入
っ
た
。
ベ
ー
ス
は
整
理
。

二
九
日
。　
一
二
時
に
ポ
ー
タ
ー
が
ベ
ー
ス
に
着
き
、　
一
時
す
ぎ
に
完
全
に
撤
収
、
下
山
。
六
時
す
ぎ
に
ツ
ォ
モ
ツ
ォ
ヘ
到
着
し
た
。
三

〇
日
に
の
ん
び
リ
ジ
ョ
モ
ソ
ム
バ
村

へ
帰
着
。
下
界
の
杢
気
は
甘
く
、
む
く
ん
だ
顔
は
急
速
に
し
ば
ん
で
い
っ
た
。

( 90 )



アンナプルナ北方山域の踏査

こ
の
あ
と
、
政
府
の
特
別
許
可
を
も
ら
い
、　
一
一
月
五
日
に
ジ
ョ
モ
ソ
ム
バ
村
を
あ
と
に
、
ム
ク
チ
ナ
ー
ト
を
巡
礼
し
、
マ
ル
シ
ャ
ン

デ
ィ
を
経
由
し
て
ポ
カ
ラ
に
同

一
五
日
に
も
ど
っ
て
、
踏
査
隊
の
第

一
の
、
そ
し
て
主
要
な
目
的
が
終
っ
た
。

四
、
テ
ィ
リ
ツ
ォ
に
つ
い
て

テ
ィ
リ
ツ
ォ

（ゴ
Ｆ
∽ｏ
）
と
い
う
名
称
を
世
に
紹
介
し
た
の
は
、
わ
が
踏
査
隊
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。
登
山
隊
計
画
の
当
初
、
こ
の
七

一
四
八
メ
ー
ト
ル
の
無
名
峰
に
対
し
て
、
山
麓
の
湖
の
名
称
を
か
り
、

「
テ
ィ
リ
チ
ョ
ｏ
ピ
ー
ク
」

（ゴ
Ｆ
ｒ
ｏ
「
①
洋
）
と
仮
称
し
て
い

た
。
そ
れ
が

一
九
六
五
年

一
〇
月
六
日
、
ト
ゥ
ク
チ
ェ
で
ゴ
ビ
ン
ダ

ｏ
マ
ン
・
セ
ル
チ
ァ
ン
氏
か
ら

「
テ
ィ
リ
ツ
ォ
」
と
発
音
す
る
こ
と

を
教
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
タ
カ
リ
ー
族
の
使
う
タ
カ
リ
ー
語
で
、

「
テ
ィ
リ
」
は

「遠
い
」
、

「
ツ
ォ
」
は
チ
ベ
ッ
ト
語
と
同
じ
く

「湖
」

を
意
味
す
る
こ
と
も
付
け
加
え
ら
れ
た
。

イ
ン
ド
測
量
局
の
地
図
に
は

「弓
計
ｏＦ
ｏ
」
と
い
う
地
名
の
記
載
が
あ
る
。
た
だ
ネ
パ
ー
ル
語
で
は

「ｏＦ
」
を

「
チ
」
よ
り
も

「
ツ
」
に

近
く
発
音
し
、
有
名
な

「〓
，ＯＦ
Ｆ
●
●
ＯＦ
ぎ
お
」
は

「
マ
ツ
ァ
プ
ツ
ア
レ
」
と
聞
え
る
。
そ
れ
で
、
発
音
の
混
乱
を
さ
け
る
た
め
に
、
わ

れ
わ
れ
は

「ゴ
Ｆ
∽ｏ
」
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た

「
テ
ィ
リ
ツ
ォ
湖
」
と
い
う
の
は
、
語
源
的
に
お
か
し
い
の
だ
が
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ

（白
い
山
）
を
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
峰
と
呼
ん
だ
方
が
ぴ
っ
た
り
す
る
よ
う
に
、
こ
の
呼
称
を
使
う
。

テ
ィ
リ
ツ
ォ
を
訪
れ
た
最
初
の
パ
ー
テ
ィ
は
周
知
の
よ
う
に
、　
一
九
五
〇
年
の
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
隊
で
あ
る
。
隊
長
の
Ｍ

・

エ
ル
ゾ
ー
グ
、
Ｇ

ｏ
レ
ビ

ユ
フ
ア
、
写
真
家
の
Ｍ

ｏ
イ
シ
ャ
ッ
ク
の
二
人
。
彼
ら
は
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰
を
血
眼
で
さ
が
し
、
「大
氷
湖
」

を
発
見
、

「大
障
壁
」
に
感
嘆
し
な
が
ら
も
、
本
命
は
別
に
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の

「
テ
ィ
リ
ツ
ォ
●
ピ
ー
ク
」
は
そ
の

「大
障
壁
」
上

の
一
つ
の
ピ
ー
ク
で
あ
り
、　
イ
ン
ド
測
量
局
、　
エ
ル
ゾ
ー
グ
の
著
書
、
Ｇ

ｏ
Ｏ

ｏ
デ
イ
ー
レ
ン
フ
ル
ト
教
授
の

『第
二
の
極
地
』

（改
訂

版
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
上

九
六
〇
年
二

三
二
頁
参
照
）
に
ポ
イ
ン
ト
が
明
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
資
料
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
当
時
湖
の
　
り

北
岸
の
ム
ク
チ
ナ
ー
ト
・
ヒ
マ
ー
ル
（六
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
し
て
い
る
）
に
登
っ
た
、　
マ
ル
セ
ル
ｏ
イ
シ
ャ
ッ
ク
に
問
合
わ
せ
を
し
た
結
果
、
　

く



そ

の
返
事

（
一
九
六
四
年
七
月

〓

百

付
―

ハ
リ
発
）
に

は

テ

ィ
リ

ツ

ォ

ｏ
ピ

ー

ク

と

い
え

る

よ
う

な
山

が

存

在

し
た

か

ど
う

か
、　
よ
く

わ

か

ら

　

Ｄ

な
い
と
あ
り
、
湖
と
大
障
壁
の
す
ば
ら
し
い
パ
ノ
ラ
マ
写
真
（明
ら
か
に
テ
ィ
リ
ツ
ォ
●ピ
ー
ク
の
写
っ
た
）
が
添
付
さ
れ
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
い

つ
い
で

一
九
五
六
年
、　
ム
ク
チ
ナ
ー
ト

の
東
方
の
カ
ト
ゥ
ン

ｏ
カ
ン
（六
四
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
度
計
で
は
六
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
）
に

登

っ

（注
２
）

た

ス
イ
ス
の
小
パ
ー
テ
ィ
が
あ
り
、　
そ
の
報
告
に
、　
テ
ィ
リ
ツ
ォ
湖

へ
も
行
っ
た
と
あ
っ
た
。
Ａ

・
バ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー

（＞
【■
日

”
８
８
”
”諄
い
の
【）
は
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
で
活
躍
し
た
ア
イ
ラ

（わ
れ
わ
れ
は
彼
に
カ
ト
マ
ン
ズ
近
郊
で
あ
っ
た
）
ら
を
つ
れ
て
、　
カ
ト
ゥ

ン

ｏ
カ

ン
登
頂

後

、

四
月
中

旬

に

五

日
間

入

っ
て

い
た
。　
か
れ

の
手

紙

（
一
九
六
四
年

二

月
二
六
日
付
、
フ
オ
ル
ヒ
発
）
に

よ

る

と
、　
テ

ィ
リ

ツ

オ
大
氷
湖
を
横
断
し
、
グ
ラ
ン
ド

・
バ
リ
エ
ー
ル
上
の
七
〇
〇
九
メ
ー
ト
ル
峰
を
試
み
た
。
本
心
は
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ

に
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
非
常
に
有
益
な
サ
ジ

ェ
ッ
シ
ョ
ン
と
多
数
の
写
真
を
送
ら
れ
た
。
湖
の
氷
の
状
態
が
よ
け
れ
ば
、
飛
行
機
輸
送
し
た
ら
よ
か
ろ
う
と

も
付
け
加
え
て
い
た
。

ま
た

一
九
六
二
年
秋
に
、　
オ
ラ
ン
ダ
隊
が
ニ
ル
ギ
リ
北
峰

（七
〇
三
二
メ
ー
ト
ル
）
に
登
頂

（登
攀
隊
長
リ
オ
ネ
ル
・
テ
レ
イ
）、
科
学
班
は
ジ
ョ

モ
ソ
ム
バ
を
中
心
に
タ
コ
ー
ラ
の
地
質
調
査
を
主
に
し
た
。
総
隊
長
の
Ｋ

・
Ｇ

・
エ
グ
ラ
ー
教
授

（ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
）
に
資
料
交
換
を

申
し
入
れ
た
が
、
今
日
ま
で
返
事
を
得
て
い
な
い
け
れ
ど
、
簡
単
な
報
告
に
よ
る
と
、　
一
〇
月
二
〇
日
に
湖
に
達
し
、　
一
一
月
二
日
に
東

テ
ィ
リ
ツ
ォ
峠
に
至
り
、
同
四
日
に
ジ
ョ
モ
ソ
ム
バ
に
も
ど
っ
て
い
る
。

別
に
日
本
隊
も
テ
ィ
リ
ツ
ォ
●
ピ
ー
ク
の
写
真
を
公
表
し
て
い
る
。
と
く
に
一
九
五
二
年
の
マ
ナ
ス
ル
踏
査
隊
の
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
流

域
ブ
ラ
ガ
村

（タ
カ
ー
ル
と
も
い
う
）
か
ら
の
も
の
、
五
八
年
西
北
ネ
パ
ー
ル
の
川
喜
田
隊
が
ダ
ン
ガ
ル
ゾ
ン
か
ら
と
っ
た
も
の
に
は
、　
立
派

な
存
在
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
当
時
の
状
況
で
は
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
お
さ
れ
、
誰
れ
も
が
注
視
し
な
か
っ
た
。

以
上
が
活
字
に
さ
れ
た
記
録
、

報
告
で
あ
る
が
、　
リ
オ
ネ
ル

・
テ
レ
イ
の
私
信

（
一
九
六
四
年
九
月
一
五
日
付
、
シ
ャ
モ
ニ
ー
発
）
に
よ
る
と
、

彼
が
登
攀
隊
長
と
な

っ
て
、　
六
五
年

に
ス
ペ
イ
ン
隊

の
計
画
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、　
予
定
年

の
九
月
に

山
で
事
故
死
し
て
し
ま

っ

た
。
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ティリツォ湖とグラン
0バ リエール (アンナプルナ・ヒマール )

丁he Lake Tilitso and the Grande Barriё re.Gangapurna(7426m)(left)and

ROc Noir(7513m)(right)are Seen。                     (By Y.Yakushi)
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ティリツォ・ピーク
丁ilitso Peak(7148m) (By Y. Yakushi)
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アンナブルナ北方山域の踏査

そ
の
ほ
か
、
ト
ニ
ー

・
ハ
ー
ゲ
ン
博
士
が
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
ア
イ
ラ
を
つ
れ
て
、
湖
を
三
度
訪
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ア
イ
ラ
本
人
か
ら

聞
い
た
が
、
他
の
シ
ェ
ル
パ
の
話
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
平
和
部
隊
員
の
い
く
組
か
も
湖
畔
ま
で
行

っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
平
和
部
隊
員
の
地
の
利
を
い
か
し
た
活
動
は
非
常
に
活
溌
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
ト
ゥ
ク
チ
ェ

で
あ

っ
た
デ

ー
ブ

・
レ
イ

ビ

ス

（
∪
”
く
①
ｒ
①
】ユ
∽
）
の
隊

は

ト

ゥ
ク

チ

ェ

ｏ
ピ

ー

ク

（
六
九

一
五
メ
ー
ト
ル
）
を

三
度

目

の
ア

タ

ッ
ク

と

い

い
、

そ
の
時
も
失
敗
に
終

っ
た
が
、
い
た
っ
て
気
軽
に
振
舞

っ
て
い
た
。
テ
ィ
リ
ツ
オ
に
関
し
て
は
、
同
行
し
た
と
い
う
シ
ェ
ル
パ
の
プ
ー
タ

ル
ケ
ィ
の
サ
ー
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
、　
一
九
六
三
年
九
月
、
マ
ー
ク

・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
、
ペ
ー
タ
ー

・
パ
ン
ド
ル
、
ス
キ
嬢
の

二
人
が
湖
に
入
り
、
湖
岸
に
三
日
間
い
て
五
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
登
っ
た
あ
と
、
マ
ナ
ン
ー
ト
ン
ジ

ェ
ー
ム
ク
チ
ナ
ー
ト
と

一
ヵ
月
歩

い
た
と
あ
っ
た
。
こ
れ
は
東
テ
ィ
リ
ツ
ォ
峠
を
越
え
た
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
の
ラ
ク
パ

・
テ
ン
ジ
ン
は
同
年

一

〇
月
ご
ろ
、
ポ
ー
ル
、
ボ
ー
ト
、
ダ
ッ
ク

（
い
ず
れ
も
ニ
ッ
ク
・
ネ
ー
ム
ら
し
い
）
の
二
人
と
湖
岸
に
二
晩
い
て
、　
そ
の
あ
と
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
の
Ｂ

Ｃ
に
フ
レ
ン
チ

ｏ
コ
ル
か
ら
往
復
し
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
帰
国
し
て
一
年
を
経
た

一
九
六
七
年
二
月

一
七
日
、
京
都
府
立
大
学
山
岳
会
の
高
田
直
樹
氏
ら
に
と
も
な
わ
れ
た
ア
メ
リ

カ
人
、　
チ
ャ
ー
ル
ズ

ｏ
Ｈ

ｏ
ベ
ル

（Ｏ
Ｆ
Ｌ
①
∽
〓
・
ω
①
〓
）
が
、　
テ
ィ
リ
ツ
ォ
地
域
の
未
発
表
の
二
つ
の
記
録
を
も
っ
て
来
宅
し
た
。　
一

つ
は
彼
自
身
の
も
の
で
、
サ
イ
ゴ
ン
勤
務
の
体
暇
を
利
用
し
た
単
独
行
で
あ
る
。
テ
ィ
リ
ツ
ォ
ヘ
行
く
前
、　
一
九
六
三
年
三
―
四
月
に
は

ロ
ー
ル
フ
リ
ン
ｏ
ヒ
マ
ー
ル
に
入
り
、
テ
シ
●
ラ
プ
チ
ャ
越
え
を
し
て
い
る
。
当
日
の
彼
の
話
と
の
ち
に
も
ら
っ
た
手
紙

（
一九
六
七
年
四

月
一
日
付
、
サ
イ
ゴ
ン
発
）
に
よ
る
と
、

平
和
部
隊
員
で
あ
っ
た
後
述
の
ダ
グ
ラ
ス
ｏ
Ｋ

・
ビ
ン
ガ
ム

（∪
８
∞
Ｆ
∽
パ
・
”
〓
∞
ぎ
日
）
と
、　
ヒ

ド
ン
ｏ
バ
レ
イ
の
ダ
ン
ブ
ッ
シ
ュ
・
ピ
ー
ク

（
タ
パ
・ピ
ー
ク
と
も
い
う
）
に
登
っ
た
あ
と
、　
テ
ィ
リ
ツ
ォ
地
域

へ
入
っ
た
。
以
下
に
、
彼
の

長
文
の
日
記
か
ら
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
す
る
。

一
九
六
四
年
六
月
一
三
日
、
ベ
ル
は
一
人
の
ポ
ー
タ
ー
（バ
ル
ｏバ
ハド
ウ
ー
ル
）
を
つ
れ
て
、
マ
ル
バ
村
を
出
発
。　
テ
ィ
ニ
、　
ツ
ォ
モ
　
↓

ツ
ォ
を
経
由
し
て
、　
わ
れ
わ
れ
と
異
な
る
ル
ー
ト
か
ら
西
テ
ィ
リ
ツ
ォ
峠
を
一
五
日
に
越
え
た
。　
そ
の
高
度
を
一
六
四
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
　
＜



（約
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
と
す
る
。　
一
九
日
に
は

「ケ
ル
ン
・
ピ
ー
ク
」
に
ケ
ル
ン
を
積
み
、
周
辺
を
偵
察
、　
二
〇
日
に
は
湖
の
南
岸
か
ら
　
＞

北
岸
へ
一
周
し
、
北
岸
の
丘
陵
の
間
に
流
れ
る
「溝
」
（弓
ｒ
①
∽
【ｏ
け）
を
経
由
し
た
。　
ル
ー
ト
は
ほ
ぼ
自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う
で
あ
る
。
　
い

二
三
日
に
テ
ン
ト
を

「北
峰
」
の
西
に
あ
る

「瘤
」
（弓
Ｆ
①
Ｆ
●Ｂ
Ｏ）
の
下
へ
移
動
し
、　
そ
こ
か
ら
北
峰
の
西
稜
を
試
登
し
、
途
中
で
ビ

バ
ー
ク
し
て
翌
日
も
ど
っ
た
。
こ
の
西
稜
は
わ
れ
わ
れ
が
三
度
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

二
五
、
六
日
は
キ
ャ
ン
プ
を
移
動
さ
せ
た
。

そ
し
て
六
月
二
七
日
に
北
峰

（ビ
ン
ガ
ム
の
地
図
は
こ
れ
を
テ
ィ
リ
ツ
ォ
●ピ
ー
ク
と
す
る
）
を
南
東

稜
か
ら
登
頂
し
た
。　
こ
れ
は
こ
の
付
近
で
の
最
高
峰
で
あ
り
、　
一
八
九
〇
〇
フ
ィ
ー
ト

（約
五
七
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
と
し
て
い
る
が
、　
ベ
ル
は

高
度
計
を
持
参
し
て
い
ず
、
彼
の
示
す
高
度
は
い
ず
れ
も
低
す
ぎ
る
と
自
分
た
ち
は
思
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
登
行
は
容
易
で
、

山
頂
で
は
ガ
ス
の
た
め
展
望
は
よ
く
き
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
東
方
が
よ
く
見
え
た
。
ビ
ン
ガ
ム
の
作

っ
た
ケ
ル
ン
を
補
修
し
、
二
時
間

後
に
下
山
。
す
ぐ
テ
ン
ト
を
移
動
し

「ブ
ラ
ッ
ク

・
ピ
ー
ク
」
の
下
の
池
に
キ
ャ
ン
プ
。

二
八
日
に
東
テ
ィ
リ
ツ
ォ
峠
を
越
え
て
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
側

へ
下
り
、
本
流
に
至
る
前
に
シ
ョ
ー
ト

ｏ
カ
ッ
ト
し
て

「ブ
ラ
ッ
ク

ｏ
ピ

ー
ク

●
ク
リ
ー
ク
」
（∪
Ｆ
ｏＦ
「
８
Ｆ
Ｏ
お
①
Ｆ
）
に
入
り
、
途
中
で
キ
ャ
ン
プ
。

「縞
状
ピ
ー
ク
」
（∪
８
鮎
＆

”
①
洋
）
と

「ブ
ラ
ッ
ク

・

ピ
ー
ク
」
の
間
の
コ
ル
を
越
え
る
の
が
容
易
だ
と
、
の
ち
に
判
明
し
た
。
翌
二
九
日
に

「バ
ハ
ド
ゥ
ー
ル
盆
地
」
（”
卜
ａ
餞

ω
”∽Ｆ
）
と

命
名
し
た
凹
地
に
入
り
、

「
イ
ン
ナ
ス
ク
リ
ー
湖
」
（Ｆ
キ
①
Ｈ●
日
ｏｏお
①
）
の
近
く
に
キ
ャ
ン
プ
。
盆
地
は
四
―
五
マ
イ
ル
の
長
さ
で
、

北
側
に
氷
河
を
も
つ
三
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
そ
の
中
の
一
番
立
派
な
ピ
ー
ク
に
、
つ
れ
て
い
る
ポ
ー
タ
ー
の
名
前
か
ら

「バ
ル
・
バ
ハ

ド
ゥ
ー
ル
。
ピ
ー
ク
」
（∪
”【
ω
”ぎ
計
Ｌ
「
①
キ
）
と
し
、
他
を
六
三
年
に
つ
れ
て
い
た
ポ
ー
タ
ー
の
名
を
か
り
、

「
ハ
ル
カ
・
バ
ハ
ド
ゥ

ー
ル
・
ピ
ー
ク
」
（口
”井
”
”
卜
注
日

”
①
難
）
と

「ビ
ル
・
バ
ハ
ド
ゥ
ー
ル
・
ピ
ー
ク
」
（∪
〓
”
”ぎ
計
【
”
①
洋
）
と
命
名
し
た
。

後

二
者
は
約

一
八
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
、
前
者
は

一
九
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
と
す
る
。
盆
地
に
は
も
う

一
つ
湖
が
あ
り
、
ネ
パ
ー
ル
語
で

「
ア
ル

コ
・
タ
ー
ル
」
（＞
井
ｏ
弓
Ｌ

も
う

一
つ
の
湖
）
と
呼
ぶ
。
三
〇
日
に
テ
ン
ト
を
西
方

へ
移
動
。

七
月

一
日
、
バ
ル
・
バ
ハ
ド
ゥ
ー
ル
峰
の
南

へ
の
び
る
尾
根
上
の
ピ
ー
ク
、
「突
起
」
（弓
ｒ
①
”
“
ヨ
づ
）
約

一
八
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
に
登



アンナプルナ北方山域の踏査

っ
た
。‐

「北
峯
」
の
北
側
が
急
斜
面
で
落
ち
て
い
る
し
、
東
方
が
よ
く
見
え
る
。
ア
イ
ゼ
ン
が
な
い
の
で
、
バ
ル
ｏ
バ
ハ
ド
ゥ
ー
ル
峯
を

あ
き
ら
め
、
頂
上
に
ケ
ル
ン
を
積
ん
で
下
山
。
翌
二
日
に
ポ
ー
タ
ー
を
マ
ナ
ン
ヘ
食
糧
買
出
し
に
お
ろ
し
、
午
後
か
ら
ハ
ル
カ
・
バ
ハ
ド

ゥ
ー
ル
峯
に
登
っ
た
。
そ
こ
か
ら
カ
ト
ゥ
ン
ｏ
カ
ン
の
南
面
が
よ
く
見
え
た
。
三
日
か
ら
ま
た
悪
天
が
続
き
、
雨
の
あ
と
は
毎
日
雪
が
降

る
。
八
日
に
天
気
の
小
康
状
態
を
み
て
、

「縞
状
ピ
ー
ク
」
を
ガ
ス
の
中
で
頂
上
に
立
っ
た
。
南
西
方
が
少
し
見
え
る
だ
け
で
、
ケ
ル
ン

を
積
ん
で
、
中
に
フ
ィ
ル
ム
の
杢
カ
ン
を
入
れ
、
降
り
出
し
た
雨
の
中
を
急
い
で
下
山
。
暗
く
な
っ
て
テ
ン
ト
に
着
い
た
。

翌
九
日
か
ら
ま
た
雨
や
雪
、　
一
〇
日
に

「尿
道
」

（Ｏ
Ｌ
日
ａ

弓
８
ｏけ）

へ
流
れ
出
す

「イ
ン
ナ
ス
ク
リ
ー
湖
」
を
経
て
下
山
。　
カ
ン

サ
ー
ル
村
を
通
っ
て
、
マ
ナ
ン
に

一
一
日
に
到
着
し
た
。
完
全
な
モ
ン
ス
ー
ン
の
中
を
、
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
沿
い
に
下
り
、
ポ
カ
ラ
ヘ
帰

着
す
る
。
結
局
、
彼
は

「北
峰
」
の
単
独
登
頂
と

「バ
ハ
ド
ゥ
ー
ル
盆
地
」
の
新
発
見
を
も
た
ら
し
た
。

一
方
、
ベ
ル
の
報
告
に
で
て
く
る
Ｄ

・
Ｋ

ｏ
ビ
ン
ガ
ム
の
踏
査
に
つ
い
て
、
直
接
当
人
か
ら
え
た
手
紙

（
一
九
六
七
年
五
月
八
日
付
と
七
月
一

二
日
付
、
ア
ラ
ス
カ
発
）
に
よ
る
と
、
ネ
パ
ー
ル
滞
在
の
平
和
部
隊
員
で
あ
っ
た

一
九
六
三
年
八
月

（七
月
〓
百
付
の
手
紙
で
は
七
月
と
な
っ
て
い
る
）

に
、
わ
れ
わ
れ
の
い
う

「北
峰
」
に
登
っ
て
い
る
。　
さ
ら
に
翌
六
四
年
五
月

（七
月
一
二
日
付
の
手
紙
で
は
四
月
）
に
ふ
た
た
び
湖

へ
入
り
、
時

間
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
湖
西
端
の
一
六
七
五
〇
フ
ィ
ー
ト

（約
五
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
小
ピ
ー
ク
に
登
っ
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
六
三
年

の
く
わ
し
い
日
記
が
と
ら
れ
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
、
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
そ
こ
そ
こ
の
ピ
ー
ク
の
登
頂
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
け
れ
ど
、
テ

ィ
リ
ツ
ォ
地
域
の
ク
ロ
ニ
ク
ル
の
一
つ
と
し
て
、
以
上
の
未
発
表
記
録
を
あ
え
て
紹
介
し
た
。

と
こ
ろ
で
、　
こ
の
二
人
の
ア
メ
リ
カ
人
は
、　
わ
れ
わ
れ
の
い
う

「北
峰
」
を

「
テ
ィ
リ
チ
ョ
ｏ
ピ
ー
ク
」
（弓
〓
ｏｒ
ｒ
ｏ
「
①
洋
）
と
呼

称
し
て
い
た
。

ま
た
、　
わ
れ
わ
れ
の
い
う

「
テ
ィ
リ
ツ
ォ
・
ピ
ー
ク
」
に
対
し
て
は
、　
ベ
ル
は

「
ニ
ル
ギ
リ
の
主
峰
」

（〓
”
Ｆ

”
①
キ

ｏ
ｈ
Ｚ
〓
∞
〓
）
と
呼
び
、　
こ
れ
は
ビ
ン
ガ
ム
か
ら
聞
い
た
も
の
だ
と
す
る
が
、　
当
の
ビ
ン
ガ
ム
は
七

一
四
八
メ
ー
ト
ル
の
高
度
の
ピ
ー
ク
　
９５

が
顕
著
に
存
在
し
た
か
ど
う
か
思
い
出
せ
な
い
と
手
紙
で
い
っ
て
い
る
。
か
れ
ら
は

「
日
本
人
」
の
作

っ
た
地
図
に
も
と
ず
い
て
い
る
と
　
く



い
っ
て
い
る
が
、
そ
の
地
図
は

一
九
六
四
年
に
遠
征
隊
用
に
薬
師
が
作
図
し
た

「ダ
ウ
ラ
ギ
リ
と
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
」

（
二
〇
万
分
の
一
）
　

Ｄ

の
ス
ケ
ル
ト
ン
・
マ
ッ
プ
に
間
違
い
な
い
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、　
地
図
の
七

一
四
八
メ
ー
ト
ル
峰
に
は

「ゴ
〓
ｏＦ
ｏ
「
①
洋
」
と
明
　
い

示
し
て
あ
り
、
余
程
の
こ
と
が
な
い
か
ぎ
り
、
ピ
ー
ク
を
見
誤
る
こ
と
が
な
い
は
ず
で
あ
る
。
地
図
の
経
路
に
つ
い
て
は
、　
一
九
六
四
年

秋
の
京
都
大
学
山
岳
部
の
ガ
ネ
ッ
シ
ュ

（
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
）
隊
に
そ
れ
を
提
供
し
た
と
き
、
あ
る
隊
員
が
平
和
部
隊
員
に
あ
っ
て
そ

の
地
図
を
披
露
し
た
。
そ
こ
で
部
隊
員
の
一
人
、
ス
ト
ュ
ウ

。
デ

ュ
リ
ン
（∽
言

∪
日
〓
∞
）
が
薬
師
に
手
紙

（
一九
六
四
年
一
二
月
六
日
付
、
カ

ト
マ
ン
ズ
発
）
を
よ
こ
し
、
求
め
に
応
じ
て
四
部
送
付
し
た
。　
こ
れ
が
在
ネ
パ
ー
ル
・
ア
メ
リ
カ
大
使
館
で
大
量
に
複
写
さ
れ
、
多
方
面
に

流
れ
て
い
る
こ
と
は
、
滞
ネ
中
に
平
和
部
隊
員
や
ネ
パ
ー
ル
外
務
省
な
ど
で
自
分
た
ち
が
確
認
し
て
い
る
。

し
か
し
、
か
れ
ら
は
七
一
四
八
メ
ー
ト
ル
峰
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
い
う
名
称
に
、
特
に
異
議
が
な
く
、
固
執
し
な
い
旨
を
二
人
と
も

い
っ
て
き
て
い
る
が
、

「北
峰
」
に
対
し
て
は
、
も
っ
と
適
当
な
名
称
を
与
え
る
べ
き
だ
と
、
自
分
た
ち
も
考
え
て
い
る
。

ま
た
、　
一
九
六
五
年
の
愛
知
県
山
岳
連
盟
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅲ
峰
登
山
隊
か
ら
は
、
ダ
ン
ガ
ル
ゾ
ン
の
村
民
は
七
一
四
八
メ
ー
ト
ル
峰
を

「ゴ
ン
バ
ヤ
」
（〇
〇
口
ぎ
ヽ
）
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
を
聞
い
た
。
だ
が
、
西
テ
ィ
リ
ツ
ォ
峠
の
西
斜
面
を
放
牧
地
と
し
て
利
用
す
る
テ
ィ

ニ
の
村
人
は
じ
め
、
タ
コ
ー
ラ
の
住
民
は
こ
の
名
称
を
知
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、　
一
九
六
五
年

一
〇
月
九
日
に
ジ
ョ
モ
ソ
ム
バ
村

村
長
宅
で
、
タ
コ
ー
ラ
郡
長
の
イ
ン
ド
ラ

・
マ
ン
ｏ
セ
ル
チ
ァ
ン
氏
の
発
言
を
紹
介
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
結
論
と
し
た
い
。
そ
こ
に
は
近

郷
の
有
力
者
た
ち
が
数
名
い
あ
わ
せ
、
し
ば
ら
く
相
談
し
た
あ
と
、

「君
た
ち
の
い
う
テ
ィ
リ
ツ
ォ
●
ピ
ー
ク
に
は
現
地
名
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
山
は
立
派
な
存
在
で
、
み
な
知

っ
て
い
る
か
ら
、
君
た
ち

の
仮
称
は
大
変
い
い
、
ふ
さ
わ
し
い
名
前
だ
。
わ
れ
わ
れ
も
こ
れ
か
ら
そ
う
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。」

な
お
、
ビ
ン
ガ
ム
に
よ
れ
ば
、
テ
ィ
リ
ツ
ォ
に
対
し
て
、
「詢
（均
飢
）」
と
い
う
ネ
パ
ー
ル
語
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
を
ロ

ー
マ
ナ
イ
ズ
す
る
と
、
「ゴ
〓
ｏＦ
ｏ
」
、
「弓
〓
ｏｒ
Ｆ
ｏ
」
、
「り
針
ｏｒ
ｏ
」、
「り
針
ｏｒ
Ｆ
ｏ
」
と
な
り

「
テ
ィ
リ
」
に
つ
い
て
は

「
ｒ
」
か

「１
」

か
と
い
う
こ
と
な
る
。

ま
た
、　
タ
カ
リ
ー
語
は
チ
ベ
ッ
ト
語
の
方
言
な
の
で
、

「遠
く
は
な
れ
た
」
（お
Ｂ
ｏ
お
）
に
当
る
国
語
チ
ベ
ッ
ト
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語
は

「けＦ
‐【〓
”
‐「
ｏ
」
で
あ
り
、

「
テ
ィ
リ
」
と

「タ
リ
ン
ポ
」
に
は
関
連
性
が
見
ら
れ
、　
そ
う
す
る
と

「
ｒ
」
が
正
し
い
の
か
も
知

れ
な
い
。

イ
ン
ド
測
量
局
が
調
査
の
さ
い
に
ミ
ス
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
、
既
述
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
は

「ゴ
Ｆ
８
」
を
採
用

す
る
。

五
、
地

図

に

つ
い

て

こ
こ
に
公
表
し
た
二
葉
の
地
図
は
、
帰
国
後

一
年
半
を
か
け
て
作
図
し
た
も
の
で
、
イ
ン
ド
測
量
局
の
一
イ
ン
チ
八
マ
イ
ル

（約
五
〇

万
分
の
一
）
を
基
本
図
に
使
用
し
た
。
そ
れ
に
各
種
の
資
料
を
加
え
た
が
、
と
く
に

「バ
ハ
ド
ゥ
ー
ル
盆
地
」
の
周
辺
と
グ
ラ
ン
ド

ｏ
バ

リ
エ
ー
ル
か
ら
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
ヘ
落
ち
る
氷
河
に
つ
い
て
は
、
Ｃ

ｏ
Ｈ

・
ベ
ル
か
ら
提
供
さ
れ
た
多
量
の
写
真
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
西
テ
ィ
リ
ツ
ォ
峠
か
ら
ヤ
カ
ワ

・
カ
ン
に
至
る
山
脈
は
、
ダ
ン
ガ
ル
ゾ
ン
北
方
の
峠
か
ら
と
ら
れ
た

一
九
五
八
年
の
川
喜
田
隊
の
未

発
表
パ
ノ
ラ
マ
写
真
と
カ
ト
ゥ
ン
ｏ
カ
ン
か
ら
の
ス
イ
ス
隊
の
写
真
に
も
と
ず
き
、
ト
ゥ
ク
チ
ェ
・
ピ
ー
ク
か
ら
ツ
ァ
ル
チ
ェ
間
は
わ
れ

わ
れ
が
撮
影
し
た
パ
ノ
ラ
マ
に
よ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｄ

。
Ｋ

ｏ
ビ
ン
ガ
ム
が
ペ
ー
タ
ｌ

ｏ
ア
ウ
フ
シ
ュ
ナ
イ
タ
ー
と
平
和
部
隊
の
踏
査
資
料
を
編
集
し
た
広
域
の
一
〇
万
分
の
一
の

ス
ケ
ル
ト
ン
・
マ
ッ
プ
は
、
非
常
に
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
北
の
内
院
は
フ
ラ
ン
ス
隊
に
、
南
の
内
院
は
ド
イ
ツ
の

ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
隊
、ぼ
肝
っ
て
い
る
。
そ
の
Ｇ
・
ハ
ウ
ザ
ー
の
報
告
書
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
二
つ
の
大
き
な
ミ
ス
を
し
た
ま
ま
、
踏
査
報
告

書
を
刊
行
し
た
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
グ
レ
イ
シ
ア
・
ド
ー
ム
の
位
置
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
七
〇
〇
九
メ
ー
ト
ル
峰
と
考

え
て
い
た
が
、
西
へ
移
動
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
間
違
え
た
理
由
は
、
北
側
か
ら
見
た
グ
レ
イ
シ
ア
・
ド
ー
ム
は
ま
っ
た
く
ド
ー
ム
ら
し

く
も
、
ピ
ー
ク
ら
し
く
も
な
く
、　
ロ
ッ
ク
ｏ
ノ
ア
ー
ル
ヘ
続
く
坦
々
と
し
た
稜
線
に
す
ぎ
ず
、
七
〇
〇
九
メ
ー
ト
ル
峰
の
み
が
ド
ー
ム
状

を
な
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
テ
ィ
リ
ツ
ォ
で
行
な
っ
た
測
量
結
果
に
磁
針
偏
差
を
加
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
東
　
つ

端
の
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
に
ず
れ
が
生
じ
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く



こ
こ
で
自
分
た
ち
の
行
な
っ
た
測
量
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
と
、
使
用
し
た
器
械
は
簡
易
測
量
用
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
自
　
Ｄ

身
全
面
的
な
信
頼
を
お
い
て
い
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
隊
が
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
称
し
た
湖
の
長
径
は
、
測
量
の
結
果
二
ｏ
七
八
キ
ロ
メ
ー
ト
　
ω

ル
と
で
た
が
、
そ
れ
さ
え
も
、
二
ｏ
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
し
て
お
く
。

ま
た
高
度
に
つ
い
て
は
、
自
分
た
ち
が
通
過
、
滞
在
し
た
地
点
の
も
の
は
す
べ
て
自
分
た
ち
の
高
度
計

（ス
イ
ス
製
ト
ン
メ
ン
）
に
よ
る
実

測
値
、
平
均
値
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
く
つ
か
の
既
知
地
点
と
の
平
均
誤
差
を
求
め
、
補
正
し
て
あ
る
が
、
温
度
変
化
は
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
ビ
ン
ガ
ム
の
地
図
の
高
度
と
大
き
く
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ジ
ョ
モ

ソ
ム
バ
村
は
九
二
二
〇
フ
ィ
ー
ト

（二
八
一〇
メ
ー
ト
ル
）、
ツ
ォ
モ
ツ
ォ
は
一
一
五
七
〇
フ
ィ
ー
ト

（約
二
五
二
六
メ
ー
ト
ル
）、
西
テ
ィ
リ
ツ
ォ

峠

一
六
三
〇
〇
フ
ィ
ー
ト

（約
四
九
七
〇
メ
ー
ト
ル
）、
テ
ィ
リ
ツ
ォ
湖

一
五
七
〇
〇
フ
ィ
ー
ト

（四
七
八
五
メ
ー
ト
ル
）、
北
峰
を
一
八
九
〇
〇
フ

ィ
ー
ト

（約
五
七
六
〇
メ
ー
ト
ル
）、
ム
ク
チ
ナ
ー
ト

一
二
五
〇
〇
フ
ィ
ー
ト

（三
八
一
〇
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
で
あ
る
。
北
峰
に
つ
い
て
は
、
自
分
た

ち
の
引
き
返
し
点
の
高
度
が
五
八
二
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、　
頂
上
ま
で
の
残
る
高
度
差
は

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
と
思

っ
て
い
る
。　
な

お
、
ビ
ン
ガ
ム
も
ア
ネ

ロ
イ
ド
気
圧
計
を
持
参
し
た
実
測
値
で
あ
る
が
、
補
正
を
ど
う
し
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

地
名
の
綴
り
方
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
現
地
採
取
し
た
発
音
に
近
ず
け
た
つ
も
り
で
あ
る
。
例
え
ば
イ
ン
ド
測
量
局
の
地
図
に
あ

る

「
『
ｏ
Ｂ

ｏ
∽
ｏ
日

」

は

、
　

村

人

に

よ

る

と

「
ジ

ョ

モ

ソ

ム

バ

」

と

い

っ

て

い

る

。

別

に

「
ゾ

ン

サ

ム

」

（
∪

Ｎ
Ｏ
●
∞
∽
”
日

）

と

も

い

わ

れ

て

い

（
注

１０
）

る
ら
し
く
、

「新
し
い
城
砦
」
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
。　
チ
ベ
ッ
ト
語
で
は

「き
８
”
」
が

「城
砦
」
、

「新
し
い
」
は

「∽Ｔ
零
」
で
ぁ

る
。
こ
こ
の
中
学
校
長
は

「）
ｏ
日
ｏ
∽”日
げ
”」
と
ノ
ー
ト
に
書
い
て
く
れ
た
が
、
こ
の
村
に
最
近
新
し
く
軍
の
チ
ェ
ッ
ク

・
ポ
ス
ト
が
で

き
た
の
は
皮
肉
で
あ
る
。

最
後
に
、
カ
リ

●
ガ
ン
ダ
キ
右
岸
の
ト
ゥ
ク
チ
ェ
・
ピ
ー
ク
か
ら
ケ
ハ
ｏ
ル
ン
パ

ｏ
コ
ー
ラ

（ビ
ン
ガ
ム
の
地
図
は
０
く”
Ｆ
品
官

と
す
る
）

の
分
水
嶺
ま
で
を

「タ
コ
ー
ラ

ｏ
ヒ
マ
ー
ル
」
、　
左
岸
の
西
テ
ィ
リ
ツ
ォ
峠

か
ら

ニ
サ
ン
ゴ

ニ
フ
ま
で
を

「
ム
ク
チ
ナ
ー
ト

ｏ
ヒ
マ
ー

ル
」
、　
ま
た
ザ
ル
ゲ
ン
・
コ
ー
ラ
左
岸
の
西
チ
ュ
ル
ー
峯
か
ら
ダ
モ
ダ
ー
ル
ｏ
ヒ
マ
ー
ル
の
接
合
点
ま
で
に

「ザ
ル
ゲ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
」
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（ネ
パ
ー
ル
で
は
ｊ
を
ｄｚ
に
近
く
発
音
す
る
）
と
い
う
名
称
を
冠
す
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
提
案
し
た
い
。

な
お
、　
一
九
五
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
隊
の
Ｍ

・
イ
シ
ャ
ッ
ク
が
登
頂
し
た
と
い
う
高
度
六
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

「
ム
ク
チ
ナ
ー
ト
・
ヒ
マ

ー
ル
」
は
存
在
し
な
い
と
、
ビ
ン
ガ
ム
も
ベ
ル
も
い
っ
て
お
り
、
川
喜
田
隊
や
ベ
ル
の
写
真
で
も
そ
れ
は
裏
付
け
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

氷
河
ル
ー
ト
か
ら
イ
シ
ャ
ッ
ク
が
登
っ
た
と
き
は
、
ま
っ
た
く
ガ
ス
に
包
ま
れ
て
お
り
、
ビ
ン
ガ
ム
は
お
そ
ら
く

「北
峯
」
に
登
っ
て
い

た
も
の
と
考
え
、
高
度
計
か
何
か
の
誤
り
と
す
る
。
イ
シ
ャ
ッ
ク
が

「北
峯
」
に
登
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
三
登
が
行
な
わ
れ

た
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
も
ガ
ス
の
せ
い
で
、
す
っ
き
り
し
た
頂
上
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
を
持
ち
か
え
っ
て
い
な
い
。

六
、
お

わ

り

に

テ
ィ
リ
ツ
ォ
湖
は
プ
レ
ｏ
モ
ン
ス
ー
ン
期
に
は
凍
結
し
て
い
る
こ
と
は
、　
フ
ラ
ン
ス
隊

と
バ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー

の
報
告
で
確
か
で
あ

り
、
季
節
か
ら
す
れ
ば
冬
季
も
凍
結
し
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
も
の
の
、
い
つ
か
ら
氷
る
か
を
確
認
し
た
者
は
な
い
。
ま
た
モ
ン
ス
ー
ン

の
は
じ
ま
る
六
月
ご
ろ
か
ら
ポ
ス
ト

ｏ
モ
ン
ス
ー
ン
に
か
け
て
は
、
完
全
に
オ
ー
プ
ン
ｏ
シ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
北
方
山
域
は
、
カ
リ

・
ガ
ン
ダ
キ
や
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
の
河
沿
い
に
よ
く
歩
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

地
形
的
に
未
知
の
部
分
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
再
測
量
に
よ
る
イ
ン
ド
測
量
局
の
新
版
の
地
図

（
一
イ
ン
チ
ニ
マ
イ
ル
）
の
公
刊
が
ま

た
れ
て
な
ら
な
い
。
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山内ピッケル抄録

山

内

ピ

ツ

ケ

ル

抄

録

平

　

柳
　
　
一　
　
郎

人
間
の
手
足
の
延
長
と
し
て
の
道
具
類
は
、
そ
の
時
代
に
生
き
た
人
類
の
思
惟
と
行
動
を
、
化
石
の
標
本
以
上
に
教
え
て
く
れ
る
。
山

へ
登
る
行
為
を
、
積
極
的
に
援
け
、
安
全
に
し
か
も
確
実
に
押
し
進
め
て
く
れ
た
も
の
は
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
考
え
ら
れ
た
山
の
道
具
類

で
あ
っ
た
し
、
ま
た
こ
の
道
具
類
を
通
じ
て
登
山
は
徐
々
に
進
歩
し
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
山
の
道
具
類
の
生
き
て
き
た
道
程
は
、

登
山
の
歴
史
の
影
絵
で
も
あ
る
し
、
登
山
の
側
面
史
で
も
あ
る
。
山
が
語
ら
れ
、
記
録
は
綴
ら
れ
て
は
き
た
が
、
所
詮
、
そ
れ
は
不
完
全

な
言
葉
と
、
文
字
に
よ
る

「登
山
」
の
再
現
で
し
か
な
い
。
山
を
語
る
場
合
、
そ
の
登
山
を
援
け
た
道
具
類
の
、
化
石
と
し
て
の
標
本
を

熟
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
登
ら
れ
た
山
に
つ
い
て
の
認
識
は
さ
ら
に
深
ま
り
、
愛
着
は
た
ち
難
く
な
る
。
こ
う
し
た
意
味
か
ら
、
古
い

山
の
道
具
類
の
中
に
、
す
ぐ
れ
た
記
録
や
名
著
に
も
う
か
が
え
な
い
、
生
き
た

「記
録
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

山
の
道
具
類
の
中
に
、
ピ
ッ
ケ
ル
と
い
う
雪
と
氷
に
対
す
る
至
極
便
利
な
道
具
が
作
り
出
さ
れ
た
。
そ
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
、
い
つ

も
彼
を
援
け
彼
と
と
も
に
つ
つ
ま
し
く
登
り
つ
づ
け
た
ピ
ッ
ケ
ル
は
、
か
つ
て
は
単
な
る
足
場
切
り
の
手
斧
で
あ
っ
た
が
、
登
山
が
登
山

杖
を
生
み
、
氷
斧
が
登
攀
を
援
け
て
百
年
あ
ま
り
、
ピ
ッ
ケ
ル
は
登
山
の
歴
史
と
と
も
に
歩
み
、
と
も
に
生
き
て
、
今
日
に
み
る
整
正
優
　
噂

美
な
姿
と
な
っ
た
が
、
ア
ル
プ
ス
山
麓
に
お
け
る
近
代
の
ピ
ッ
ケ
ル
は
、
ア
ル
プ
ス
黄
金
時
代
の
終
焉
を
契
機
と
し
て
は
な
ば
な
し
く
開
　
く



花
し
、
よ
り
困
難
な
登
攀
の
補
助
手
段
と
し
て
積
極
的
に
機
能
性
が
追
求
さ
れ
、
幾
百
の
議
論
と
試
錬
を
経
て
よ
う
や
く
エ
ル
ク
が
生
ま
　
＞

れ
、
シ
ェ
ン
ク
が
鍛
え
ら
れ
て
い
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卸

思
え
ば
、　
一
本
の
シ
ェ
ン
ク
に
ま
つ
わ
る
登
攀
の
記
録
も
、
川
の
な
が
れ
の
一
掬
に
ひ
と
し
く
、
雪
と
氷

へ
の
憧
憬
の
過
程
に
、
名
作

は
作
ら
れ
る
べ
く
し
て
作
ら
れ
、
山
は
登
ら
れ
る
べ
く
し
て
登
ら
れ
て
、
登
山
の
歴
史
は
今
日
に
至
っ
た
。

ア
ル
プ
ス
山
麓
に
エ
ル
ク
が
生
ま
れ
、
シ
ェ
ン
ク
が
作
ら
れ
、
ウ
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
鍛
え
ら
れ
て
、
今
な
お
、
噴
噴
た
る
名
声
は
衰
え
よ

う
と
も
し
な
い
が
、
そ
の
所
以
は
、
積
極
果
敢
な
登
攀
の
補
助
手
段
と
し
て
、
さ
ら
に
安
全
確
実
な
確
保
の
用
具
と
し
て
、
氷
雪
に
耐
え

た
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
材
質
的
に
は
、
当
時
、
従
来
の
鍛
鉄
に
代
え
て
炭
素
鋼
を
用
い
、
鍛
錬
、
焼
入
れ
、
焼
戻
し

に
著
し
い
進
歩
を
み
た
た
め
で
あ
り
、
型
状
的
に
は
、
よ
り
合
理
性
を
求
め
た
結
果
、
単
純
で
し
か
も
豪
快
優
美
な
姿
が
創
り
出
さ
れ
て

い
っ
た
。

大
正
末
葉
の
頃
、
日
本
の
仙
台
に
よ
う
や
く
山
内
作
ピ
ッ
ケ
ル
が
、
シ
ェ
ン
ク
や
ベ
ン
ト

（初
代
初
期
作
）
の
型
状
を
基
本
に
鍛
え
ら

れ
始
め
た
。

あ
た
か
も
彼
等
が
、　
彼
等
の
作
を
確
平
不
動
の
も
の
と
し
た
よ
う
に
、　
山
内
は
シ
ェ
ン
ク
に
な
ら
い
、　
ベ
ン
ト
に
教
え
ら

れ
、　
エ
ル
ク
に
は
げ
ま
さ
れ
て
、
や
が
て
、
彼
等
に
追
い
つ
き
、
追
い
越
し
て
、
独
自
の
山
内
作
を
創
り
出
し
、
つ
い
に
そ
の
名
を
不
朽

の
も
の
と
な
す
に
至
っ
た
。

蒐
集
し
た
山
内
作
の
資
料
を
分
析
し
、
類
推
し
て
、
ひ
と
つ
の
解
釈
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
私
は
残
念
に
思
う
。
そ
れ

は
、
山
内
作
が
全
き
姿
で
保
存
さ
れ
、
遺
さ
れ
る
こ
と
を
希
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
数
多
く
戦
火
に
失
い
、
雪
崩
に
呑
ま
れ
て
、

そ
の
滅
失
数
は
お
そ
ら
く
全
作
品
の
三
割
に
も
及
ぶ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
杢
白
を
類
推
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

ま
た
そ
の
解
釈
に
誤
り
の
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
で
き
る
だ
け
資
料
の
分
類
を
主
眼
と
し
て
、
山
内
作
の
現
存
資
料
を
熟
視
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。



山内ピッケル抄録

試

作

時

代

大
正
十
三
年
、
山
内
東

一
郎
は
、
ピ
ッ
ケ
ル
の
試
作
に
手
を
そ
め
は
じ
め
た
。

東
北
帝
大
金
属
材
料
研
究
所
の
鍛
造
工
場
に
お
い
て
、
彼
は
試
作
研
究
用
機
具
の
鍛
造
、
熱
処
理
等
の
仕
事
に
従
事
し
て
す
で
に
数
年

を
経
て
い
た
が
、
あ
る
時
、
鉱
物
の
実
験
室
で
、
採
鉱
用
ハ
ン
マ
ー
を
修
理
し
て
い
た
折
り
、
山
へ
行
く
人
達
が
、
外
国
の
ピ
ッ
ケ
ル
を

持

っ
て
来
て
自
慢
し
て
見
せ
た
。

山
内
は
、　
ひ
ど
ぐ
そ
れ
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
し
、　
ま
た
横
日
で
に
ら
む
ほ
ど
の
敵
憮
心
も
湧
き
起

っ

た
。こ

う
し
た
人
達
が
、
腕
の
た
つ
山
内
に
ピ
ッ
ケ
ル
を
鍛
え
て
も
ら
お
う
と
し
て
、
ア
ル
プ
ス
の
な
だ
た
る
名
匠
の
話
に
花
を
咲
か
せ
た

こ
と
は
、
き
わ
め
て
自
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。
仕
事
の
合
間
に
図
面
を
引
き
、
材
料
を
選
ん
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
重
ね
る
よ
う

に
な
っ
た
。
彼
に
は
、
初
め
て
日
に
す
る
風
変
り
な
鶴
嘴
で
あ
る
。
雪
と
氷
の
山

へ
登
る
の
に
、
ど
う
し
て
も
こ
の
道
具
が
必
要
で
あ
る

し
、
生
命
を
托
す
最
上
の
同
行
者
で
あ
る
こ
と
を
彼
は
熱
心
に
聴
い
た
。

こ
の
大
正
の
末
、
山
に
熱
中
し
た
立
上
秀
二
氏
が
、
大
阪
の
好
日
山
荘
の
西
岡

一
雄
氏
に
、
金
研
で
の
こ
う
し
た
動
静
を
つ
ぶ
さ
に
話

し
た
。
西
岡
氏
は
立
上
氏
を
介
し
て
、
山
内

へ
宛
て
て
代
表
的
な
外
国
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
、
サ
ン
プ
ル
と
し
て
何
本
か
送

っ
た
。
こ
れ
が
山

内
ピ
ッ
ケ
ル
鍛
造
の
発
端
に
な
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

当
時
、
す
で
に
我
国
で
も
模
作
の
ピ
ッ
ヶ
ル
は
作
ら
れ
て
い
た
が
、
す
べ
て
鍛
鉄
で
あ
っ
て
水
を
打
つ
と
、　
へ
な
へ
な
曲
が
る
よ
う
な

物
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

（注
１
）
著
者
が
使
わ
れ
て
い
る
鍛
鉄
と
い
う
言
葉
が
、
半
溶
融
状
態
で
精
錬
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
錬
鉄
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
用
語
は
間
違
い

と
は
云
え
ぬ
が
梢
々
不
適
当
で
あ
ろ
う
。
前
記
錬
鉄
に
と
っ
て
替
っ
て
、
溶
融
精
錬
に
よ
る
鋼
材
が
出
現
し
た
の
は
、
ベ
ッ
セ
マ
ー
鋼
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
通
り
、
既
　
Ｄ

に
一
〇
〇
年
以
前
で
あ
り
、
大
正
年
間
に
は
、
そ
れ
よ
り
更
に
進
歩
し
た
平
炉
製
鋼
に
よ
る
鋼
材
が
、
官
営
八
幡
製
鉄
所
に
お
い
て
も
多
量
に
製
造
さ
れ
て
い
た
筈
で
　
１０３

あ
る
。
従
っ
て
、
当
時
の
街
の
鍛
冶
屋
と
い
え
ど
も
、
そ
の
粗
材
は
殆
ん
ど
平
炉
製
鋼
法
に
よ
る
炭
素
鋼
材
を
購
入
し
て
使
っ
て
い
た
訳
で
、
著
者
の
い
わ
れ
る
よ
う
　
＜



に
、
へ
な
へ
な
曲
が
っ
た
と
い
う
の
は
、
材
料
の
選
択
を
誤
っ
た
か
、
適
切
な
熱
処
理
法
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
、
鍛
鉄
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う

の
は
当
ら
な
い
と
思
う
。
最
近
、
私
は
四
十
数
年
前
の
平
炉
鋼
を
調
べ
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
特
に
現
代
の
鋼
材
と
著
し
い
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

（村
木
潤

次
郎
注
）

一
方
、
ア
ル
プ
ス
山
麓
で
鍛
え
ら
れ
た
名
作
は
、
続
々
と
我
国

へ
紹
介
さ
れ
、
大
正
初
期
に
は
、
フ
リ
ッ
ツ
、　
エ
ル
ク
、
ヒ
ュ
ッ
プ
ハ

ウ
フ
の
名
を
つ
ら
ね
、
山
内
が
試
作
打
槌
に
は
げ
ん
だ
大
正
十
三
年
ま
で
に
は
、
シ
ェ
ン
ク
も
、　
ヘ
ス
ラ
ー
も
、
そ
し
て
ウ
イ
リ
ッ
シ
ュ

も
、
ベ
ン
ト
も
輸
入
さ
れ
、
日
本
の
山
岳
に
試
さ
れ
て
、
そ
の
個
性
ゆ
た
か
な
業
物
に
、
人
は
み
な
瞳
目
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
名
作
に
刺
戟
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
国
内
で
も
よ
う
や
く
氷
斧
製
作
の
機
運
は
た
か
ま
り
、
そ
の
揺
藍
時
代
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
た
。

大
正
十
五
年
、
山
内
は
惜
し
ま
れ
な
が
ら
金
研
を
去
っ
た
。
そ
れ
は
、
金
研
に
勤
め
る
こ
と
十
年
に
し
て
、
山
内
の
心
の
中
に
も
、
よ

う
や
く
製
作
上
の
苦
悩
が
生
じ
て
来
た
た
め
で
あ
っ
た
。
研
究
所
に
お
け
る
作
業
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
試
作
研
究
の
た
め
だ
け
の

基
礎
工
具
類
の
製
作
に
と
ど
ま
り
、　
一
つ
の
作
品
に
対
す
る
彼
自
身
の
意
志
や
希
望
は
消
え
去
っ
て
、
そ
の
敏
腕
だ
け
が
必
要
と
さ
れ
、

自
分
の
意
に
従

っ
て
の
作
品
の
製
作
は
、
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

山
内
は
、
金
研
に
ほ
ど
近
い
片
平
丁
に
、
山
内
鉄
工
所
を
開
き
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
金
床
を
設
け
、
フ
イ
ゴ
を
据
付
け
て
、
鍛
錬
、

打
槌
、
熱
処
理
等
に
必
要
な
道
具
作
り
か
ら
始
め
、
金
研
の
下
請
工
場
を
も
か
ね
な
が
ら
、
独
立
し
た
仕
事
場
を
持
つ
に
至
っ
た
。

当
時
、
彼
の
仕
事
は
、
金
研
の
下
請
仕
事
の
外
に
、
農
業
、
林
業
関
係
の
刃
物
作
り
で
あ
っ
た
が
、
ピ
ッ
ケ
ル
の
持
つ
あ
の
優
美
な
姿

や
鋼
の
色
が
、
自
分
が
今
日
ま
で
魂
を
う
ち
込
ん
で
は
げ
ん
だ
刃
物
類
よ
り
も
、
な
に
か
神
秘
的
な
訴
え
を
持
つ
こ
と
を
覚
え
て
、
や
り

返
し
、
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
ピ
ッ
ケ
ル
に
対
す
る
心
の
傾
き
を
、
彼
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

昭
和
二
年
、
ピ
ッ
ケ
ル
の
試
作
は
遅
足
な
が
ら
進
ん
で
い
た
。
こ
の
年
に
は
い
っ
て
、
東
北
帝
大
山
岳
部
か
ら
、
ピ
ッ
ケ
ル
鍛
造
の
依

頼
が
十
本
程
あ
っ
た
。
山
内
が
、
試
作
時
代
、
本
腰
を
入
れ
て
ピ
ッ
ケ
ル
を
鍛
え
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
大
正
十

三
年
以
来
西
岡
氏
を
通
じ
て
試
作
し
、
そ
の
成
果
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
自
信
と
腕
と
に
裏
う
ち
さ
れ
て
、
良
心
的
な
ピ
ッ
ケ
ル
を
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山
岳
部

へ
納
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
年
四
月
、
八
高
を
経
て
東
北
帝
大

へ
入
っ
た
桝
田
定
司
氏
は
、
金
研
で
山
内
の
人
柄
と
腕
と
を
識

っ
た
。
山
岳
部

へ
納
め
た
ピ

ッ
ケ
ル
は
、
ス
イ
ス
物
の
模
作
に
す
ぎ
な
か
っ
た
た
め
、
さ
ら
に
優
れ
た
も
の
を
作
り
出
そ
う
と
し
て
、
ピ
ッ
ケ
ル
の
力
学
的
構
造
や
、

鋼
材
に
つ
い
て
の
専
門
的
指
導
を
受
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
の
面
か
ら
工
夫
改
善
の
助
言
を
な
し
た
。
何
物
を
も
自
力
で
完
全
に
作
り
上
げ
ず

に
は
す
ま
な
い
、
い
わ
ば
、
金
研
の
魂
に
も
似
た
原
動
力
が
、
教
え
、
教
わ
る
者
の
全
身
に
脈
々
と
流
れ
て
、
そ
の
一
打

一
槌
に
も
文
字

通
り
火
花
が
散

っ
た
。

試
作
時
代
の
山
内
作
は
、
銘
を
切
る
ほ
ど
に
気
負

っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
彼
に
は
生
涯
そ
ん
な
街
い
は
な
か
っ
た
。
唯
ひ

た
す
ら
、
エ
ル
ク
や
シ
ェ
ン
ク
や
ベ
ン
ト
に
な
ら
い
、
そ
れ
に
追
い
つ
く
こ
と
に
努
力
を
注
い
だ
。
こ
う
し
た
名
作
の
見
本
は
、
山
内
の

手
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
分
解
さ
れ
た
。
シ
ャ
フ
ト
取
付
け
の
穴
の
位
置
の
狂
い
を
発
見
し
て
発
奮
し
た
り
、
シ
ェ
ン
ク
の
頭
抜
き
の
必

要
性
に
つ
い
て
一
夜
考
え
あ
ぐ
ね
た
り
、
万
力
に
挟
ん
で
ピ
ッ
ク
を
曲
げ
た
り
折

っ
た
り
、
や
が
て
お
と
ず
れ
る
山
内
ピ
ッ
ケ
ル
の
作
風

の
前
に
、
見
本
は
こ
の
よ
う
に
分
解
さ
れ
、
試
さ
れ
て
、
名
作
と
言
わ
れ
る
ピ
ッ
ケ
ル
の
、
力
の
限
界
を
識
る
こ
と
に
山
内
は
我
を
忘
れ

た
。試

作
時
代
の
山
内
の
作
風
は
、
型
の
上
で
は
エ
ル
ク
あ
り
、
シ
ェ
ン
ク
あ
り
、
ベ
ン
ト
あ
り
、
い
ず
れ
も
模
作
の
域
を
出
て
い
な
い
。

謂
わ
ば
名
作
の
型
を
模
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
を
分
解
し
、
組
立
て
て
、
先
人
の
鍛
え
た
ピ
ッ
ケ
ル
の
真
髄
を
探
る
こ
と
に
終
始
し
た
。

し
か
し
、
金
研
時
代
に
鋼
を
扱
い
、
鋼
に
親
し
ん
だ
山
内
は
、
さ
ら
に
そ
れ
以
前
、
青
森
の
故
郷
で
鍛
冶
屋
の
徒
弟
と
し
て
、
鋼
の
神
秘

に
魅
せ
ら
れ
、
鋼
と
血
み
ど
ろ
に
な
っ
て
苦
闘
し
、
鋼
に
生
き
る
喜
び
を
全
身
全
霊
に
感
じ
な
が
ら
鎌
や
鈍
を
鍛
え
て
い
た
が
、
山
内
が

試
作
の
前
期
を
経
て
、
よ
う
や
く
独
自
の
領
域
を
う
ち
拓
い
て
ゆ
く
こ
と
は
、
蓋
し
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
金
研
の
権
威
が
あ
っ

た
に
せ
よ
、
所
詮
山
内
と
い
う
根

っ
か
ら
の
職
人
が
、
そ
の
気
質
に
生
涯
は
げ
ん
だ
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
否
む
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
　
　
嚇

こ
う
し
て
、
製
作
鍛
造
面
で
は
金
研
の
本
多
光
太
郎
博
士
、
桝
田
定
司
氏
等
の
指
導
の
も
と
に
、
販
売
面
で
は
立
上
秀
二
氏
の
支
援
を
　
く



得
て
、
昭
和
三
年
、
山
内
の
鍛
え
る
ピ
ッ
ケ
ル
を
、
西
岡
氏
は
全
部
引
受
け
、　
一
手
に
捌
く
よ
う
に
な
っ
た
。
山
内
作
は
、
シ
ェ
ン
ク
や

ウ
イ
リ
ッ
シ
ュ
や
ベ
ン
ト
と
同
じ
く
、
好
日
山
荘
に
お
い
て
、
山
の
道
具
の
仲
間
入
り
を
し
た
。

試
作
時
代
後
期
は
、
型
の
上
か
ら
は
、
山
内
の
特
徴
が
歴
然
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、　
エ
ル
ク
に
も
シ
ェ
ン
ク
に
も
ベ
ン
ト
に
も
な

か
っ
た
、
山
内
の
全
作
品
に
共
通
す
る
顕
著
な
特
徴
で
あ
る
。

桝
田
氏
は
、
す
で
に
炭
素
鋼
以
上
の
鋼
材
と
し
て
、　
ニ
ッ
ケ
ル
ｏ
ク
ロ
ー
ム
合
金
鋼
の
応
用
を
考
え
て
い
た
が
、
鍛
え
や
す
い
炭
素
鋼

で
基
礎
を
作
り
、
ス
イ
ス
物
に
対
し
て
少
し
の
遜
色
も
感
じ
な
い
、
山
内
作
の
個
性
と
合
理
的
型
状
の
追
求
が
、
材
質
の
改
良
に
先
ん
じ

て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

山
内
作
の
特
徴
の
第

一
は
、
頭
部
に
対
す
る
フ
ィ
ン
ガ
ー
の
付
根
が
丸
味
を
帯
び
、
鋼
の
低
温
に
お
け
る
脆
性
を
考
慮
し
て
鍛
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
第
二
は
、
ピ
ッ
ク
の
厚
さ
が
上
部
と
下
部
と
を
比
較
す
る
と
、
下
部
は
約
ニ
ミ
リ
程
上
部
よ
り
厚
さ
を
増
し
、
断
面
は
梯

形
を
な
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
折
れ
ず
曲
が
ら
ず
の
工
夫
と
、
ピ
ッ
ケ
ル
の
軽
量
化
を
意
図
し
た
も
の
で
、
結
果
と
し
て
滑
落
停
止
時

の
氷
雪
の
抵
抗
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
金
研
で
の
桝
田
氏
の
力
学
的
指
導
と
、
鋼
の
性
質
を
呑
み
込
ん
だ
結
果

と
し
て
表
現
さ
れ
た
、
彼
独
自
の
特
色
で
あ
る
。
第
二
は
、
ピ
ッ
ク
と
ブ
レ
ー
ド
の
接
す
る
、
シ
ャ
フ
ト
延
長
上
の
頭
部
の
凸
面
が
、
今

ま
で
の
名
作
に
み
ら
れ
る
半
円
状
の
重
々
し
い
型
に
変

っ
て
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
と
な
り
、
頭
部
上
端
は
鋭
く
、
下
端
は
緩
や
か
に
、
整
正

と
鍛
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
第
二
の
特
徴
に
記
し
た
ピ
ッ
ク
の
断
面
の
梯
形
に
関
連
し
て
い
て
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

力
学
的
強
さ
と
、
美
し
さ
を
く
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

総
じ
て
観
察
す
る
と
、
型
状
で
は
試
作
時
代
初
期
の
ブ
レ
ー
ド
の
扇
型
は
、
シ
ェ
ン
ク
や
ベ
ン
ト
の
直
線
を
取
入
れ
た
が
、
後
期
の
作

で
は
、
む
し
ろ
曲
線
に
う
つ
り
、
初
期
作
銀
杏
型
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
山
内
作
の
個
性
が
著
し
く
現
わ
れ
、
き
わ
め
て
流
動
的
な
変
化

が
認
め
ら
れ
る
。
名
作
か
ら
の
脱
皮
は
、
型
の
上
か
ら
で
は
な
く
、　
む
し
ろ
、
鋼
の
性
質
と
そ
れ
を
合
理
的
に
工
夫
す
る
内
的
な
追
求

が
、
結
果
と
し
て
山
内
作
の
特
色
を
う
き
彫
り
に
し
た
。
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用
い
ら
れ
た
材
質
は
炭
素
鋼
で
あ
っ
た
。
ま
だ
鍛
鉄
、と
い
っ
て
炭
素
量
Ｏ
ｏ
三
％
以
下
の
軟
鋼
が
使
用
さ
れ
て
い
た
時
代
だ
が
、
こ
れ

は
焼
入
硬
化
さ
れ
に
く
く
、
ピ
ッ
ケ
ル
と
し
て
の
本
来
の
目
的
は
全
く
果
た
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
山
内
が
炭
素
鋼
を
用
い
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、　
一
般
に
あ
る
種
の
誤
解
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
は
、
山
内
作
即
ち
特
殊
鋼
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
後

記
の
通
り
、
初
期
作
銀
杏
型
時
代
に
材
質
の
改
良
は
な
さ
れ
た
。

（注
２
）
鍛
鉄
に
つ
い
て
は

（注
１
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
鉄
と
鋼
と
の
区
別
は
、
材
料
中
の
炭
素
量
の
大
小
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。　
一
般
に
炭
素
量
〇
・
〇
三
五
％

を
境
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
炭
素
量
の
少
な
い
も
の
を
鉄
、
そ
れ
よ
り
炭
素
量
の
多
い
も
の
を
鋼
と
よ
ぶ
。
そ
し
て
、
精
錬
時
に
必
然
的
に
加
わ
る
珪
素
、
マ
ン
ガ
ン
、

燐
、
硫
黄
の
他
、
特
に
な
に
も
加
え
な
い
で
、
炭
素
量
の
み
で
材
質
の
調
整
を
行
な
っ
た
も
の
を
炭
素
鋼
、
又
は
普
通
鋼
と
よ
び
、
ク
ロ
ー
ム
、　
ニ
ッ
ケ
ル
、
モ
リ
ブ

デ
ン
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
多
量
の
マ
ン
ガ
ン
等
を
加
え
た
も
の
を
、
合
金
鋼
、
又
は
特
殊
鋼
と
よ
ぶ
。

（
村
木
注
）

し
た
が
っ
て
山
内
作
は
、
炭
素
鋼
で
試
作
時
代
を
経
過
し
、
こ
の
間

一
作
毎
に
鍛
造
、
焼
入
れ
、
焼
戻
し
に
金
研
の
指
導
と
独
自
の
研

究
が
加
え
ら
れ
、
特
殊
鋼

へ
の
足
が
か
り
を
築
い
て
い
っ
た
。

鍛
造
数
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
試
作
時
代
の
本
数
は
不
詳
で
あ
る
が
、
有
銘
年
紀
入
り
の
初
期
作
初
期
の
傾
向
か
ら
逆
算
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
昭
和
七
年
ま
で
は
、
徒
弟
も
置
か
ず
、
山
内
自
身

一
人
で
鍛
え
、　
一
人
で
仕
上
げ
て
い
た
が
、
年
間
約
二
十
本
鍛
え
て
い
た
こ

と
が
、
そ
の
番
号
と
年
紀
か
ら
う
か
が
え
る
が
、
試
作
時
代
は
も
っ
と
僅
少
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
仮
に
年
間
二
十
本
鍛
造
し
た
と

し
て
、
大
正
十
三
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
試
作
無
銘
時
代
の
五
年
間
、
鍛
え
た
数
は
百
本
で
し
か
な
い
。

炭
素
鋼
で
鍛
え
ら
れ
た
無
銘
無
番
の
山
内
作
は
、
こ
う
し
て
西
岡
氏
の
好
日
山
荘
に
引
取
ら
れ
て
、
シ
ェ
ン
ク
や
ウ
イ
リ
ッ
シ
ュ
や
ベ

ン
ト
と
共
に
、
山
の
道
具
の
仲
間
入
り
を
し
て
、
岳
界
に
迎
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

山
内
作

一
号

（写
真
）
の
製
作
年
代
を
昭
和
三
年

と
考
え
る
こ
と
に
は
相
当
の
無
理
が
あ
る
。

こ
の
試
作
時
代
の
末
頃
、　
よ
う
や
く
山

内
作
ピ
ッ
ケ
ル
は
氷
雪
に
試
さ
れ
、
山
の
道
具
と
し
て
商
品
化
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
間
も
な
く
そ
の
作
の
良
心
的
ゆ
え
に
、
広
く
岳
人
に
愛

さ
れ
、
有
銘
山
内
作

一
号
が
生
ま
れ
る
が
、
こ
”れ
は
、
昭
和
四
年
後
期
の
、
初
期
作
銀
杏
型
の
炭
素
鋼
で
あ
る
と
推
論
で
き
る
。
　
　
　
　
噂

こ
れ
ら
試
作
時
代
の
山
内
作
は
、
昭
和
八
年
頃
ま
で
、
初
期
作
ピ
ッ
ケ
ル
と
共
に
販
売
さ
れ
た
模
様
で
、
昭
和
八
年

『
ケ
ル
ン
』
五
号
　
く



に
、
ニ
ッ
ケ
ル
ｏ
ク
ロ
ー
ム
鋼
と
並
ん
で
、
並
鋼

（炭
素
鋼
＝
筆
者
注
）
と
し
て
、
そ
の
価
格
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

初
　
　
　
期
　
　
　
作

昭
和
三
年
、
山
内
は
金
研
下
請
の
諸
道
具
作
り
と

一
般
刃
物
類
の
鍛
造
に
加
え
て
、
ピ
ッ
ケ
ル
の
製
作
を
本
格
的
に
始
め
た
。

好
日
山
荘
で
、
試
作
時
代
の
ピ
ッ
ケ
ル
が
多
少
捌
け
た
し
、
ま
た
そ
の
評
価
も
悪
く
は
な
か
っ
た
。
山
内
の
銘
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
商
品
と
し
て
の
山
内
作
が
、
自
ら
の
作
品
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
、
商
品
と
し
て
価
値
づ
け
ら
れ
て
か
ら

一
年
あ
ま
り

後
の
こ
と
で
あ
る
。

―
初
期
作
銀
杏
型
―

山
内
作

一
号
か
ら
、
初
期
作
時
代
が
始
ま
る
と
私
は
考
え
る
。
そ
れ
は
、
昭
和
四
年
後
半
の
頃
で
、
銀
杏
型
に
属
し
、
材
質
は
炭
素
鋼

を
用
い
て
い
た
た
め
肉
置
き
は
堅
固
で
、
第

一
作
に
ふ
さ
わ
し
く
き
わ
め
て
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
記
山
内
作
の
三
つ
の
特
徴

は
正
稚
に
表
現
さ
れ
、
掲
載
第

一
号
写
真
か
ら
も
そ
れ
が
看
取
さ
れ
る
。

銘
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
刻
印
を
組
ん
で
、
表
に
は
三
行
に

く
＞
∪
∪
”
く

く
＞
〓
＞
Ｃ
Ｏ
ロ
ロ
∽
”
Ｚ
∪
＞
Ｈ
と
記
し
、
裏
に
は

Ｚ
ｏ
・
Ｆ

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

（銘
の
ヤ
マ
ウ
チ
は
誤
り
で
、
ヤ
マ
ノ
ゥ
チ
が
固
有
名
詞
と
し
て
正
し
い
こ
と
を
、
私
は
山
内
氏
自
身
か
ら
た
し
か

め
た
。）

こ
の
横
文
字
の
銘
は
、
恐
ら
く
二
十
本
を
出
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。　
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
沢
秋
彦
氏

（船
橋
在
住
、

東
京
工
大
出
身
、
昭
和
六
年
作
四
八
号
所
持
）
や
、
そ
の
他
の
人
に
よ
っ
て
部
分
的
に
確
か
め
ら
れ
た
事
柄
を
綜
合
す
る
と
、

ニ
ッ
ケ
ル

ｏ
ク
ロ
ー

ム
鋼
が
、
昭
和
五
年
二
五
番
前
後
か
ら
用
い
ら
れ
、
す
で
に
タ
ガ
ネ
銘
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
特
殊
鋼
の
昭
和
五
年
説
に

つ
い
て
の
考
証
は
後
記
の
通
り
、
山
内
と
桝
田
氏
と
の
く
し
き
選
逓
を
見
逃
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

こ
の
銀
杏
型
は
、
昭
和
四
年
か
ら
同
七
年
の
六
〇
番
前
後
ま
で
続
き
、
材
質
的
に
は
、
炭
素
鋼
か
ら
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
へ
と
進
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む
が
、
北
大
、
和
久
田
弘

一
氏
指
導
に
よ
る
、
昭
和
六
年
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
ｏ
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
の
門
田
作
第

一
号
と
の
関
連
も
見
落

と
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

さ
ら
に
西
岡
氏
の
筆
に
よ
り
、

「
こ
の
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
の
秀
抜
な
る
こ
と
は
、
已
に
已
に
我
国
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
一
群
に
よ

っ
て
、　
今
冬

（昭
和
七
年
一
月
頃
、
筆
者
注
）
穂
高
に
て
証
明
さ
れ
た
。
云
々
」
に
よ
っ
て
初
め
て
活
字
と
な
り
、　
つ
づ
い
て
、
桝
田
定
司
氏

の

「
ア
イ
ス
ピ
ッ
ケ
ル
の
材
質
に
就
て
」
（『Ｒ
Ｃ
Ｃ
報
告
』
五
号
）
に
よ
っ
て
広
く
岳
界
に
識
ら
れ
た
重
要
な
時
代
で
あ
る
。

こ
の

『Ｒ
Ｃ
Ｃ
報
告
』
五
号
に
よ
っ
て
、
山
内
作
に
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
こ
の
五
号
は
、

そ
の
奥
付
を
み
る
と
昭
和
七
年
十
二
月
末
の
発
行
で
あ
る
。
昭
和
五
年
後
期
に
鍛
え
ら
れ
た
こ
の
記
念
す
べ
き
ピ
ッ
ケ
ル
は
、
桝
田
氏
に

よ
り
そ
の
化
学
分
析
が
発
表
さ
れ
た
が
、
何
故
に
、
同
報
告
四
号

（昭
和
六
年
三
月
末
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
疑
間
が
残
る

し
、
五
号
掲
載
の
ゆ
え
に
、
特
殊
鋼
を
用
い
た
時
期
が
多
少
遅
れ
て
、
昭
和
六
年
作
の
三
十
番
代
と
す
る
考
え
も
あ
る
が
、
私
は
そ
れ
に

左
祖
し
が
た
い
。
そ
の
論
文
は
、
特
殊
鋼
で
す
で
に
数
本
鍛
え
ら
れ
た
時
点
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
恐
ら
く
昭
和
六
年
、
桝
田
氏
が
東
北

帝
大
卒
業
直
前
の
執
筆
に
な
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
し
、
し
た
が
っ
て

『Ｒ
Ｃ
Ｃ
報
告
』
四
号
は
す
で
に
上
梓
さ
れ
る
間
際
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

西
岡
氏
の

『登
山
の
小
史
と
用
具
の
変
遷
』
に
よ
れ
ば
、
仙
台
山
内
は
昭
和
三
年
、
札
幌
門
田
は
同
四
年
に
ピ
ッ
ケ
ル
の
鍛
造
を
本
格

的
に
開
始
し
た
が
、
桝
田
氏
は
昭
和
三
年
に
東
北
帝
大

へ
入
学
し
、
和
久
田
氏
は
同
四
年
、
北
大
予
科
二
年
に
在
学
し
て
い
て
、
と
も
に

炭
素
鋼
で
鍛
え
た
作
品
を
、
好
日
山
荘
で
商
品
と
し
て
扱

っ
た
時
点
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。

山
内
作
の
年
紀
と
番
号
か
ら
み
る
と
、
そ
の
概
数
は
昭
和
四
年
第

一
号
か
ら
約
十
本
、
同
五
年
は
約
二
十
本
、
同
六
年
二
十
本
、
同
七

年
に
二
十
本
、
合
計
七
十
本
程
を
四
年
の
間
に
鍛
え
て
い
る
。

『Ｒ
Ｃ
Ｃ
報
告
』
五
号
は
昭
和
七
年
末
の
上
梓
で
あ
る
か
ら
、
山
内
作
七

十
番
の
頃
、
岳
界
は
二
五
番
代
を
偲
ん
で
、
山
内
作
の
画
期
的
研
究
に
喝
朱
を
送
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
山
内
作
は
六
十
番

代
か
ら
、
す
で
に
銀
杏
型
か
ら
琴
柱
型

へ
と
移
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
銀
杏
型
は
、
第

一
号
の
堅
固
さ
に
較
べ
て
、
特
殊
鋼
を
用
い

山内ピッケル抄録
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る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
五
年
後
半
か
ら
軽
量
化
さ
れ
、
写
真
四
八
号
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ブ
レ
ー
ド
の
型
状
に
多
少
の
変
化
が
感
じ
ら

れ
る
。
銘
は
、
仙
台
山
内
作
以
外
に
、
ピ
ッ
ク
の
表
ま
た
は
裏
に
、
刻
印
の
写
真
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、　
〇
”
＞
Ｚ

∪
ＨＯ
∽
国

の
マ
ー
ク

を
十
数
本
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

総
じ
て
、
こ
の
時
期
に
鍛
え
ら
れ
た
銀
杏
型
は
、
前
期
試
作
時
代
後
期
の
延
長
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
試
作
時
代
初
期
作
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
、　
エ
ル
ク
や
シ
ェ
ン
ク
や
ベ
ン
ト
の
型
を
脱
皮
し
て
、
こ
こ
に
は
山
内
作
の
個
性
が
歴
然
と
芽
生
え
、
型
の
上
で
の
独
創
と

言
う
よ
り
、
む
し
ろ
内
的
な
鍛
造
技
術
の
研
究
の
成
果
の
上
に
、
世
界
で
初
の
ニ
ッ
ケ
ル
ｏ
ク
ロ
ー
ム
合
金
鋼
を
用
い
て
、
山
内
作
が
鍛

え
上
げ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
材
質
の
特
性
が
、
山
内
作
の
型
状
に
変
化
を
あ
た
え
、
特
殊
鋼
の
扱
い
難
さ
が
、
さ
ら
に
研
究
を
促
し
て
、

次
の
琴
柱
型
へ
と
進
む
。

特
殊
鋼
と
し
て
の
ニ
ッ
ケ
ル
ｏ
ク
ロ
ー
ム
合
金
鋼
は
、
炭
素
鋼
に
較
べ
て
機
械
的
性
質
は
数
等
優
れ
て
い
る
が
、
鍛
造
面
で
は
焼
戻
脆

性
と
い
う
特
殊
な
現
象
が
あ
っ
て
、
ピ
ッ
ケ
ル
に
そ
の
機
械
的
性
質
を
完
全
に
具
備
さ
せ
る
た
め
に
は
、
金
研
の
す
ぐ
れ
た
指
導
と
、
山

内
と
い
う
鍛
造
工
の
桁
外
れ
の
腕
と
が
相
侯
っ
て
、
は
じ
め
て
な
し
遂
げ
ら
れ
た
偉
業
で
あ
る
。

（注
３
）
焼
戻
脆
性
は
鍛
造
に
は
関
係
な
く
、
成
形
後
、
焼
入
れ
、
焼
‐戻
し
の
熱
処
理
を
行
な
う
際
に
影
響
す
る
性
質
で
あ
る
。
炭
素
鋼
の
場
合
は
焼
戻
し
の
進
む
に
つ
れ
て

靭
性
が
増
す
が
、
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
の
場
合
は
四
五
〇
―
六
〇
〇
度
で
焼
戻
し
後
、
徐
冷
す
る
と
却
っ
て
脆
く
な
る
性
質
が
あ
り
、
こ
れ
を
焼
戻
脆
性
と
い
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
焼
戻
し
後
、
急
冷
す
れ
ば
容
易
に
防
げ
る
こ
と
で
、
ビ
ッ
ケ
ル
の
よ
う
な
小
物
の
熱
処
理
の
場
合
、
焼
戻
脆
性
を
防
ぐ
こ
と
は
さ
ほ
ど
困
難
で
は

な
く
、
こ
の
知
識
は
既
に
一
九
〇
〇
年
頃
ク
ル
ッ
プ
エ
場
で
実
施
さ
れ
て
い
た
。
更
に
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
に
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
を
加
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
性
質
は
改
善
さ
れ
る
。

（村
木
注
）

―
初
期
作
琴
柱
型
―

昭
和
八
年
頃
か
ら
、
ブ
レ
ー
ド
の
型
は
初
期
作
銀
杏
型
か
ら
琴
柱
型

へ
と
移
る
。
六
十
番
代
後
半
か
ら
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
時
代
は
、
山
内
は
自
分
の
腕
に
自
信
を
持
ち
、
自
作
の
ピ
ッ
ケ
ル
に
誇
り
と
愛
着
と
を
感
じ
て
、
本
業
を
ピ
ッ
ケ
ル
一
筋
に
置
換

え
た
時
期
で
も
あ
る
。
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片
平
丁
の
工
場
は
よ
う
や
く
手
狭
と
な
り
、
七
年
の
間
鉄
槌
と
と
も
に
住
み
な
れ
た
こ
の
借
家
か
ら
、
山
内
は
、
大
町

一
丁
目
に
移
り

住
み
、
大
町
の
山
内
と
し
て
そ
の
名
を
世
界
に
馳
せ
、
や
が
て
昭
和
三
十
七
年
二
月
、
こ
の
住
ま
い
を
去
る
こ
と
に
な
る
が
、
山
内
は
昭

和
八
年
か
ら
新
居
の
鉄
工
所
で
、　
一
人
の
徒
弟
を
相
手
に

（「ア
イ
ス
ピ
ッ
ケ
ル
を
讃
ふ
」―
西
岡
一株Ｔ
‐昭
和
八
年
）
年
間
百
本
余
り
を
鍛
え
る
が
、

こ
の
昭
和
八
年
か
ら
中
期
作
の
同
十
三
年
頃
ま
で
、
寡
作
の
山
内
と
し
て
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
多
く
を
鍛
え
た
。

琴
柱
型
と
し
て
は
、
昭
和
八
年
か
ら
同
十

一
年
の
四
年
間
、
六
百
五
十
番
前
後
ま
で
鍛
え
ら
れ
、
そ
の
概
数
は
四
百
本
余
り
と
考
え
ら

れ
る
。

型
は
、
琴
糸
を
支
え
る
琴
柱
に
似
て
鋭
く
、　
一
尺

一
寸
の
雄
豪
な
も
の
も
鍛
え
ら
れ
、
材
質
は
、　
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
か
ら
さ
ら

に
ニ
ッ
ケ
ル
ｏ
ク
ロ
ー
ム
ｏ
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

へ
と
移
り
、
山
内
作
の
初
期
の
傑
出
し
た
姿
と
し
て
、
西
岡

一
雄
氏
等
に
よ
っ
て
そ
の
名
作

ぶ
り
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
フ
ィ
ン
ガ
ー
の
尖
端
が
丸
留
め
か
ら
三
角
留
め
に
移
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
り
、
番
号
の

「四
」
を
欠
番
と

し
た
の
も
こ
の
年
代
か
ら
で
あ
っ
た
。

昭
和
九
年
に
上
梓
さ
れ
た

『泉
を
聴
く
』
を
開
く
と
、
山
内
作
に
関
す
る
四
章
を
、
そ
こ
に
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
雑
誌

『
ケ

ル
ン
』
等
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
集
録
し
た
も
の
だ
が
、
前
記
銀
杏
型
及
び
琴
柱
型
の
山
内
作
に
関
し
、
西
岡
氏
は
、
喜
び
と
期
待
と
祈

り
と
を
こ
め
て
、
昭
和
八
年

『
ケ
ル
ン
』
二
号
に

「ピ
ッ
ケ
ル
の
常
識
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
な
一
文
を
寄
せ
て
い
る
。

「独
り
我
国
仙
台
の
∧
山
内
作
∨
札
幌
の
∧
門
田
作
∨
が
漸
く
特
殊
鋼
に
手
を
つ
け
成
功
し
た
位
…
…
。
山
内
、
門
田
作
は
形
に
も
優

れ
、
殊
に
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
の
も
の
は
断
然
外
国
品
を
圧
し
て
い
る
と
思
う
。
‥
…
」

前
掲
引
用
文
中

「漸
く
」
と

「殊
に
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

「漸
く
」
は
、
前
記
の
通
り
昭
和
五
年
後
半
に
至
り
、
従
来
の
炭
素
鋼
に
取

っ
て
代

っ
て
、　
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
を
初
め
て
ピ
ッ

ケ
ル
に
応
用
し
た
こ
と
を
指
し
、
金
研
の
支
援
や
桝
田
氏
の
指
導
に
よ
っ
て
、
こ
の
偉
業
は
な
し
遂
げ
ら
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨

「殊
に
」
は
文
意
を
裏
返
し
て
考
え
る
と
興
味
深
い
も
の
と
な
る
。
当
時
、
店
頭
に
は
ま
だ
試
作
時
代
の
も
の
や
、
初
期
作
銀
杏
型
の
　
く



炭
素
鋼
の
ピ
ッ
ケ
ル
が
若
千
在
庫
さ
れ
て
い
て
、　
山
内
や
門
田
の
特
殊
鋼
の
ピ
ッ
ケ
ル
と
と
も
に
、
売
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
　
≫

る
。
そ
れ
が
昭
和
七
、
八
年
の
頃
で
あ
っ
た
か
ら
、
商
品
化
さ
れ
た
試
作
時
代
の
山
内
作
は
、
飛
ぶ
よ
う
に
は
捌
け
な
か
っ
た
し
、
ま
た
　
い

こ
れ
が
当
時
の
日
本
の
、
山
に
対
す
る
動
静
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

昭
和
八
年
作
の
も
の
で
は
、
私
は
七
一
番
か
ら

一
六
二
番
ま
で
の
も
の
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
前
後
に
ま
だ
若
干
の
八
年
作
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
ら
か
で
な
い
。
こ
の
琴
柱
型
は
、
は
た
し
て
山
内
自
身
の
独
創
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
銀
杏
型
の
時
代
に
年
間
約
二

十
本
を
鍛
え
、
考
え
に
考
え
、
迷
い
に
迷

っ
た
山
内
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
り
合
理
的
型
状
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
思
索
に
悩
ん
で

い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

昭
和
六
年
頃
、
三
越
百
貨
店
で
ビ
ヨ
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
輸
入
し
た
。
型
は
琴
柱
型
に
似
て
、
奔
放
な
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
力
感
は
、

さ
す
が
逸
品
の
名
に
は
じ
な
い
。
山
内
の
琴
柱
型
が
、
年
代
的
に
は
ビ
ヨ
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
後
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、

や
り
返
し
、
く
り
返
し
て
何
も
の
か
を
求
め
て
い
た
彼
が
、
銀
杏
型
の
反
動
と
し
て
の
琴
柱
型

へ
の
移
行
を
、
前
記
ピ
ッ
ケ
ル
の
影
響
と

し
て
Ｆ
多
少
考
え
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
琴
柱
型
の
時
代
に
あ
っ
て
、
山
内
は
さ
ら
に
次
に
来
る
型
状
に
つ
い
て
考
え
、
思
い
あ
ぐ
ね
、
あ
る
時
は
青
春
の
ほ
と

ば
し
り
の
よ
う
に
、　
扇
型
を
鍛
え
、　
う
ち
沈
ん
で
琴
柱
に
戻
り
、　
ま
た
ふ
と
扇
型
を
手
が
け
て
は
琴
柱
に
か
え
る
。　
こ
ん
な
彼
の
苦
悩

を
、
遺
さ
れ
た
作
品
は
語
っ
て
く
れ
る
。
写
真
の
一
六
二
番
と
、
昭
和
九
年
作
二
九
五
番
は
、
琴
柱
型
時
代
の
扇
型
で
あ
り
、
中
期
作

ヘ

の
胎
動
を
、
す
で
に
こ
の
期
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
昭
和
八
年
頃
は
、
好
日
山
荘
が
神
田
小
川
町
に
あ
っ
た
頃
で
、　
多
く
は
海
野
治
良
氏
を
通
じ
て
山
内
作
を
求
め
た
。
好
日
山
荘

は
、
日
本
橋
の
川
口
銃
砲
店
が
輸
入
し
た
テ
ン
ト
、
デ
ッ
ク
類
を
登
山
用
に
捌
い
て
い
た
が
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
、
仙
台
物
の
い
く
つ

か
を
こ
の
店
に
頒
け
た
。
頭
部
と
石
突
だ
け
の
も
の
に
、
客
自
身
が
シ
ャ
フ
ト
を
取
付
け
た
り
、
ま
た
バ
ッ
ト
材
と
し
て
輸
入
さ
れ
た
ア

ッ
シ
ュ
材
を
、
海
野
氏
が
心
を
こ
め
て
け
ず
り
付
け
た
り
、
思
え
ば
の
ど
か
な
時
代
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
頃
の
石
突
部
は
、　
ハ
ー
ネ
ス
が



山内ピッケル抄録

シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ェ
に
較
べ
て
三
割
方
長
か
っ
た
。

銘
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
百
番
頃
ま
で

「仙
台
」
の
上
に
年
紀
を
切
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後

「山
内
作
」
の
下
に
年
紀
が
切
ら
れ
、
そ

の
下
に
製
作
番
号
が
入
っ
て
い
た
が
、
例
え
ば
、
昭
八

一
二
四
の
よ
う
に
、
昭
和
八
年

一
二
四
番
と
理
解
す
る
の
に
多
少
困
難
を
感
じ
る

た
め
、
百
五
十
番
頃
か
ら
、
年
紀
は
番
号
の
下
に
切
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「巨
人
」
の
マ
ー
ク
は
刻
印
が
破
損
し
て
、
使
用
不
能
に
な
っ
て
い
た
が
、
百
番
代
に
至
っ
て
、
別
の
新
し
い
マ
ー
ク
が
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
刻
印
写
真
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
横
二
五
ミ
リ
、
縦
十
ミ
リ
の
矩
形
の
中
に
、
独
語
で
材
質
が
記
さ
れ
、
好

日
山
荘
マ
ー
ク
の
名
で
呼
ば
れ
た
が
、　
こ
の
刻
印
の
あ
る
山
内
作
は
、　
海
野
氏
に
よ
る
と
十
本
程
度
し
か
出
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
マ
ー
ク
は
、　
前
者
は
中
村
勝
郎
氏
に
よ
り
、　
後
者
は
沢
村
寅
雄
氏

（『泉
を
聴
く
』
の
装
帳
者
）
の
手
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
、
西
岡
氏
が
大
阪
で
作

っ
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
九
年
初
頭
、
山
内
作
に
は
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ピ
ッ
ク
で
も
ブ
レ
ー
ド
で
も
な
く
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
の
尖
端
部
に
お

い
て
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
昭
和
八
年
末
の
一
六
二
番
頃
ま
で
は
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
は
丸
留
め
で
、
名
作
シ
ェ
ン
ク
と
同
じ
く
何
の
工
夫
も
な

か
っ
た
が
、　
昭
和
九
年
初
め
の
一
八
六
番
に
は
、　
尖
端
部
に
先
細
り
の
傾
向
が
現
わ
れ
、　
一
見
初
代
門
田
作
の
そ
れ
に
似
て
、　
次
の
瞬

間
、　
一
九
二
番
で
は
三
角
留
め
に
移
り
、
そ
れ
が
砥
ざ
す
ま
さ
れ
た
槍
の
穂
先
の
よ
う
に
鋭
く
変
る
。
こ
の
鋭
利
な
三
角
留
め
は
、
初
期

作
の
終
り
ま
で
続
き
、
中
期
作
扇
型
の
時
代
に
、
今
日
に
み
る
尖
端
の
美
し
い
三
角
留
め
に
落
ち
つ
く
。

山
内
作
に
は

「四
」
は
欠
番
と
さ
れ
て
い
る
が
、
初
期
作
琴
柱
型
の
初
め
ま
で
は

「四
」
の
字
は
用
い
ら
れ
て
い
た
。
四
四
番
や

一
四

四
番
の
番
号
が
、
山
内
自
身
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
好
日
山
荘
の
客
筋
か
ら
敬
遠
さ
れ
、
空
番
に
な
っ
て
い
た
が
、

「四
」
を
欠
番
に
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
三
百
番
以
降
の
昭
和
十
年
か
ら
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

そ
れ
は
山
内
作
の
鍛
造
本
数
と
、
年
紀
の
関
係
か
ら
推
察
し
て
、
仮
に
、
四
、
四
十
、
四
百
番
が
作
ら
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
年
代
に
　
助

相
当
の
無
理
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
山
内
作
は
昭
和
十

一
、
二
年
の
作
品
に
は
ほ
と
ん
ど
年
紀
入
り
作
品
か
ら
逆
算
し
て
、
三
百
番
代
　
く



以
降
の

「四
」
番
を
考
え
る
こ
と
は
、
難
し
く
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は

一
応
三
百
番
代
よ
り

「
四
」
番
を
欠
番
と
考
え
、
以
後
の
研
究
に
侯
つ
こ
と
に
し
、
山
内
作
の
鍛
造
数
の
試
算
も
、
後
記
の

通
り
右
の
基
準
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

昭
和
九
年
後
期
、
従
来
の
研
究
を
さ
ら
に
深
め
た
独
創
的
研
究
と
し
て
、
三
本
の
山
内
作
を
試
作
し
た
。
そ
の
一
作
が
、
前
記
二
九
五

番
の
山
内
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
あ
る
。
形
状
は
円
弧
を
画
い
て
ピ
ッ
ク
か
ら
ブ
レ
ー
ド
に
流
れ
、
直
線
的
な
琴
柱
型
に
は
考
え
ら
れ
も
し
な
か

っ
た
曲
線
美
が
極
め
て
強
く
う
ち
出
さ
れ
、　
フ
ィ
ン
ガ
ー
も
二
十
セ
ン
チ
、　
ケ
ラ
首
も
六
セ
ン
チ
と
法
外
に
長
く
、　
一
尺

一
寸
の
業
物

は
、
直
線
的
に
ブ
レ
ー
ド
を
囲
ん
で
扇
型
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
と
は
大
振
り
の
謂
で
は
な
く
、
合
理
的
に
研
究
さ
れ
た
山

内
独
自
の
野
心
作
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
が
そ
の
後
の
扇
型
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
蓋
し
当
然
の
成
行
き
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
山
内
作
は
、
平
穏
な
琴
柱
型
に
戻
る
が
、　
一
年
を
経
た
五
百
番
頃
か
ら
、
琴
柱
型
の
変
型
に
移
り
、
今
ま
で
の
直
線
と
曲
線
の

す
っ
き
り
し
た
組
合
せ
の
ブ
レ
ー
ド
は
、
何
か
そ
の
接
点
が
や
わ
ら
い
で
総
体
的
に
曲
線
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
足
立
源

一
郎
画
伯
の

五
三
六
番
が
、　
氏
の
著
書
の
表
紙
に
写
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
琴
柱
型
変
型
の
姿
で
あ
り
、　
写
真
五
五
八
番
に
み
る
型
状
に
移

っ
て
ゆ

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
ピ
ッ
ク
の
形
を
取
上
げ
て
み
る
と
、
琴
柱
型
時
代
の
直
線
的
な
型
状
で
は
な
く
、
す
で
に
完
成
に
近
い
中
期
作

の
そ
れ
に
似
て
、
整
正
と
し
た
カ
ー
ブ
を
画
き
、
ピ
ッ
ク
の
付
根
に
は
標
秒
た
る
余
裕
を
残
し
、　
一
度
手
に
た
ず
さ
え
て
一
振
り
、
二
振

り
、
う
ち
振

っ
て
み
た
い
衝
動
を
抑
え
る
こ
と
に
苦
労
す
る
。

こ
の
琴
柱
型
変
型
は
、
前
記
琴
柱
型
時
代
扇
型
の
伏
線
と
併
せ
て
、
山
内
作
が
い
よ
い
よ
完
成
さ
れ
る
中
期
作

へ
の
飛
躍
の
苦
悩
と
考

え
た
い
し
、
ま
た
そ
れ
故
に
、
型
状
の
激
変
を
通
じ
て
琴
柱
か
ら
扇
型

へ
の
突
然
の
脱
皮
を
、
単
に
証
説
と
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
の

で
あ
る
。

材
質
的
に
は
、
こ
の
琴
柱
型
時
代
に
、
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
‐鋼
か
ら
さ
ら
に
ニ
ッ
ヶ
ル
ｏ
ク
ロ
ー
ム
ｏ
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

へ
移
っ
た
こ

(114)



と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
時
点
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

一
説
に
よ
れ
ば
、
山
内
作

ニ
ッ
ケ
ル
ｏ
ク
ロ
ー
ム
鋼
は
、
昭
和
八
年
作

一
四
二
番
か
ら
モ
リ
ブ
デ
ン
が
加
え
ら
れ
、
焼
戻
脆
性
の
欠
点

は
除
去
さ
れ
、
靭
性
が
増
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
前
述
、　
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
の
マ
ー
ク
を

一
八
六
番
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、　
一
応
、
こ
の
説
に
は
首
肯
し
難
い
も
の
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
マ
ー
ク
は
、
海
野
氏
の
説
で
は
注
文
者
の
希
望
に
よ
り
、
十
本
程
度
し
か
打
刻
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な

る
。
連
続
打
刻
の
マ
ー
ク
で
あ
れ
ば
、
材
質
の
改
良
と
と
も
に
、
そ
の
表
示
す
る
マ
ー
ク
も
改
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
百
番
代
に
、
十
本

に
一
本
程
度
の
打
刻
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
か
り
に
材
質
の
改
良
が
な
さ
れ
た
後
に
も
、
不
用
意
に
打
刻
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
う
る
と
考
え

ら
れ
る
。

山
内
作
が
、
何
番
か
ら
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
ｏ
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
に
改
め
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
し
、
重
要
な

事
柄
で
も
あ
る
。　
し
た
が
っ
て
、　
一
本

一
本
材
質
の
分
析
を
試
み
れ
ば
、　
そ
の
回
答
も
自
ら
明
ら
か
と
な
る
が
、　
こ
こ
で
は
仮
説
と
し

て
、
次
の
三
説
を
掲
げ
た
い
。

０

一
四
二
番
以
降
説

（昭
和
八
年
）

０
二
百
番
以
降
説

（昭
和
九
年
）

０
三
百
番
以
降
説

（昭
和
十
年
）

こ
の
０
に
つ
い
て
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
い
の
説
は
、
二
百
番
以
降
の
作
品
に
、
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
の
マ
ー
ク
が
打
刻
し

嚇
　
て
あ
れ
ば
、
多
少
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、　
最
後
の
打
刻
を
以
っ
て

ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
材
の
終
焉
と
見
倣
そ
う
と
す

″
　
る
。
０
の
説
は
、
東
海
大
学
工
学
部
教
授
の
吉
田
元
氏
が
、
前
記
山
内
ス
ペ
シ
ャ
ル
を
ニ
ッ
ケ
ル
ｏ
ク
ロ
ー
ム
鋼
と
記
し
て
い
る
た
め
で

解
　
あ
り
、
そ
れ
を
契
機
に
、
以
後
の
山
内
作
は
鍛
造
上
の
研
究
も
著
し
か
っ
た
た
め
、
仮
説
と
し
て
三
百
番
代
か
ら
モ
リ
ブ
デ
ン
を
含
有
す
　
助

山
　
る
と
見
倣
す
考
え
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く



山
内
は
、
直
接
に
は
札
幌
門
田
と
の
交
渉
は
な
か
っ
た
が
、
両
者
は
そ
の
作
品
を
通
じ
、
好
日
山
荘
を
舞
台
に
大
い
に
影
響
が
あ
っ
た
　
＞

と
推
察
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

初
代
門
田
作
は
、
山
内
作
に
な
ら
ぶ
逸
品
で
あ
る
。
和
久
田
弘

一
氏
が
北
大
予
科
生
の
頃
、
門
田
直
馬
を
指
導
し
、
炭
素
鋼
で
試
作
を

重
ね
、
昭
和
六
年
、
彼
が
北
大

一
年
の
時
に
、　
ニ
ッ
ケ
ル
ｏ
ク
ロ
ー
ム
ｏ
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
を
用
い
て
門
田
作
第

一
号
を
完
成
さ
せ
た
が
、

こ
れ
は

『北
大
山
岳
部
々
報
』
四
号

（昭
和
八
年
十
月
発
行
）
に
掲
げ
た
氏
の

「
ア
イ
ス
ｏ
ピ
ッ
ケ
ル
及
び
シ
ュ
タ
イ
グ
ア
イ
ゼ
ン
の
材
質
に

就
て
」
に
よ
っ
て
、
ひ
ろ
く
世
に
識
ら
れ
た
。

山
内
作
は
、　
ニ
ッ
ケ
ル
ｏ
ク
ロ
ー
ム
鋼
で
世
界
に
先
馳
け
た
が
、
続
く
門
田
作
は
、
さ
ら
に
モ
リ
ブ
デ
ン
を
加
え
て
材
質
の
向
上
に
意

を
つ
く
し
た
。

こ
う
し
た
経
緯
を
考
え
る
と
き
、
私
は
仮
説
０
の
昭
和
八
年
説
に
こ
こ
ろ
が
傾
く
の
で
あ
る
。

中

　

　

期

　

　

作

人
は
、
山
内
ピ
ッ
ケ
ル
の
姿
を
問
わ
れ
た
時
、
誰
し
も
愛
蔵
す
る
そ
の
作
品
を
以
っ
て
、
こ
れ
に
答
え
る
だ
ろ
う
。
旧
き
よ
き
時
代
の

登
山
者
は
、
初
期
作
を
さ
し
て
山
内
の
姿
と
い
い
、
戦
雲
の
米
に
山
を
想
い
続
け
た
人
々
は
、
中
期
作
に
そ
の
真
髄
を
見
出
し
て
、
雪
と

氷
の
青
春
を
懐
古
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

山
内
自
身
、
自
分
の
意
に
か
な
っ
た
ピ
ッ
ケ
ル
を
打
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
謙
遜
で
も
、
ま
た
そ
の

裏
返
し
で
も
な
か
っ
た
。
真
実
、
彼
は
そ
の
よ
う
に
信
じ
て
い
た
た
め
、
珠
玉
の
作
品
を
遺
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

中
期
作
に
は
、
力
に
み
ち
あ
ふ
れ
た
整
正
雄
渾
の
作
品
が
、
数
多
く
鍛
え
ら
れ
、
ピ
ッ
ケ
ル
と
い
う
山
の
道
具
に
、
こ
の
よ
う
な
美
し

さ
を
、
こ
の
よ
う
な
力
強
さ
を
、
ど
う
し
て
作
り
え
た
の
か
と
今
さ
ら
な
が
ら
、
そ
の
造
形
の
す
ば
ら
し
さ
に
息
を
の
む
。

昭
和
十
二
年
頃
か
ら
、
型
は
扇
型

へ
移
っ
た
。
六
百
数
十
番
の
作
品
か
ら
と
推
察
さ
れ
る
。
ブ
レ
ー
ド
の
形
が
、
二
等
辺
の
三
角
型
を



山内ピッケル抄録

な
し
、
前
期
琴
柱
型
時
代
扇
型
に
み
ら
れ
る
直
線
が
、
こ
の
中
期
作
の
本
流
を
な
し
、
前
期
の
そ
れ
よ
り
も

一
層
大
振
り
に
な
っ
て
、　
一

尺

一
寸
物
が
大
勢
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

写
真
七
一
二
番
に
み
ら
れ
る
姿
が
、
中
期
作
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
材
質
、
鍛
錬
、
熱
処
理
、
型
状
及
び
作
品

へ
傾
け
た
彼
の
情

熱
等
、
確
乎
不
動
の
山
内
作
と
し
て
、
噴
噴
た
る
名
声
を
こ
の
中
期
作
に
お
い
て
う
ち
た
て
て
ゆ
く
。

思
え
ば
、
山
内
に
対
す
る
叱
叱
激
励
も
す
で
に

『
山
岳
』
に
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
九
年
二
号
に
、
額
田
敏
氏
は

『泉
を
聴
く
』

を
紹
介
し
、
そ
の
中
に
左
の
一
文
を
草
し
て
い
る
。

「作
者
山
内
氏
よ
、
西
岡
氏
が
こ
こ
に
か
か
げ
る
一
文
に
そ
む
か
ざ
る
作
品
を
、
よ
り
優
秀
な
る
逸
品
を
、
そ
の
型
に
於
て
、
そ
の
実

質
に
於
て
作
る
べ
く
努
力
せ
ん
こ
と
を
夢
め
怠
る
勿
れ
。
そ
し
て
著
者
と
同
じ
く
、
壁
間
に
こ
の
逸
品
が
燭
火
に
燦
然
と
光
亡
を
放
つ
を

眺
め
て
、
そ
れ
が
幾
度
か
の
登
山
で
、
働
け
る
数
々
の
光
輝
あ
る
歴
史
を
所
有
者
に
連
想
せ
し
む
る
に
充
分
な
る
資
格
あ
ら
し
め
よ
。」

前
記

『
山
岳
』
は
昭
和
九
年
の
発
行
で
あ
る
。
山
内
ピ
ッ
ケ
ル
に
対
す
る
額
田
氏
の
激
励
は
、
初
期
作
後
期
に
お
い
て
、
見
事
に
な
し

と
げ
ら
れ
た
。

昭
和
十

一
年
、
立
大
山
岳
部
の
ナ
ン
ダ

・
コ
ッ
ト
登
攀
に
、
山
内
作
を
携
え
、
そ
の
真
価
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
蒼
氷
に
試
さ
れ
て
、
登
攀
の

一
助
を
担
う
に
至
っ
た
。

し
か
し
山
内
は
、
自
分
を
熟
知
し
て
い
た
。
名
声
も
納
得
の
い
く
も
の
で
あ
れ
ば
素
直
に
受
入
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
世
事
と
か
か

わ
り
な
く
、
自
分
の
心
を
鏡
に
作
品
に
対
す
る
不
満
と
た
た
か
い
、
工
夫
を
重
ね
て
、
妻
女
の
苦
労
も
知
ら
ぬ
げ
に
、
徒
過
し
て
鍛
え
ぬ

日
々
も
ま
た
多
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
頃
、
父
親
と
し
て
一
つ
の
結
論
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
自
分
の
技
術
は

一
代
か
ぎ
り

で
あ
っ
て
、
血
筋
で
あ
っ
て
も
技
術
の
伝
授
は
不
可
能
で
あ
り
、
作
品
の
形
態
は
真
似
ら
れ
て
も
、
理
論
以
上
の
何
も
の
か
は
山
内
東

一

郎
の
一
身
に
属
し
、
山
内
以
前
に
そ
れ
は
な
く
、
ま
た
死
後
に
そ
の
技
術
を
遺
す
べ
く
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
山
内
は
、
四
七
歳
に
　
の

し
て
世
俗
的
な
迷
い
を
拭
い
さ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く



こ
の
年
、
日
支
事
変
が
勃
発
し
、
や
が
て
金
研
で
も

一
人
ま
た

一
人
応
召
し
て
、
山
内
が
か
つ
て
退
職
し
た
折
り
、
金
研
に
推
薦
し
た
　
＞

敏
腕
の
職
人
も
召
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め
恩
師
本
多
博
士
の
熱
望
も
た
ち
難
く
、
日
中
は
金
研
の
仕
事
に
従
事
し
、
夜
の
仕
事
場
で
　
い

ピ
ッ
ケ
ル
を
鍛
え
、
ア
イ
ゼ
ン
を
打
ち
、
ハ
ン
マ
ー
や
ハ
ー
ケ
ン
を
作

っ
た
。

こ
の
傾
向
が
顕
著
に
作
品
数
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
十
四
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
戦
雲
は
急
を
つ
げ
、
物
資
は
欠

乏
し
、
ニ
ッ
ケ
ル
貨
は
鋳
ら
れ
て
武
器
と
な
り
、
ピ
ッ
ケ
ル
の
鋼
材
は
払
底
し
た
。
や
が
て
ピ
ッ
ケ
ル
の
輸
入
は
禁
じ
ら
れ
、
そ
の
鍛
造

す
ら
禁
止
の
運
命
を
た
ど
る
が
、
山
内
は
し
か
し
ピ
ッ
ケ
ル
の
鍛
造
を
止
め
な
か
っ
た
。

東
京
好
日
山
荘
の
海
野
氏
は
、
山
内
の
た
め
に
廃
物
の
自
動
車
を
分
解
し
、
そ
の
ク
ラ
ン
ク

・
シ
ャ
フ
ト
を
せ
っ
せ
と
蒐
め
て
、
山
内

へ
送

っ
た
。
ク
ラ
ン
ク

ｏ
シ
ャ
フ
ト
の
材
質
は
、
特
殊
鋼
で
あ
る
た
め
ピ
ッ
ケ
ル
鋼
材
と
し
て
は
秀
抜
で
あ
り
、
主
と
し
て
そ
の
成
分
は

ク
ロ
ー
ム
ｏ
モ
リ
ブ
デ
ン
合
金
鋼
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
山
内
の
製
作
を
援
け
る
に
、
こ
う
し
た
海
野
氏
の
蔭
の
力
添
え
を
忘
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

こ
う
し
て
、
廃
品
に
よ
る
山
内
作
は
、
昭
和
十
五
年
頃
か
ら
敗
戦
に
至
る
ま
で
、
約
百
本
鍛
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
年
紀
番
号
等
か

ら
う
か
が
い
知
れ
る
。

昭
和
二
十
年
七
月
十
日
、
仙
台
市
は
戦
火
に
焼
か
れ
、
大
町
の
山
内
鉄
工
所
は
灰
儘
に
帰
し
た
。
山
内
中
期
作
の
終
焉
を
、
私
は
こ
の

期
に
求
め
た
い
。

中
期
の
山
内
作
は
、
ブ
レ
ー
ド
の
形
か
ら
み
れ
ば
三
変
し
て
い
る
。
当
初
は
、
扇
型
の
直
線
が
鋭
く
走

っ
て
、
力
と
い
う
も
の
を
訴
え

な
が
ら
も
、
ピ
ッ
ク
か
ら
ブ
レ
ー
ド

ヘ
流
れ
る
円
弧
は
、
い
か
に
も
安
定
し
て
い
て
、
そ
の
両
端
を
結
ぶ
直
線
は
、
シ
ャ
フ
ト
に
対
し
て

ほ
ぼ
直
角
を
な
し
、
日
本
の
山
岳
に
適
し
た
大
き
な
ブ
レ
ー
ド
の
秀
逸
さ
が
特
筆
さ
れ
よ
う
。
大
振
り
の
業
物
で
は
あ
る
が
、
ブ
レ
ー
ド

の
肉
が
き
わ
め
て
薄
く
鍛
え
ら
れ
、
う
ち
振
る
腕
に
さ
ほ
ど
の
重
さ
を
訴
え
な
い
。

ピ
ッ
ク
を
か
た
ち
づ
く
る
曲
線
は
、
さ
な
が
ら
鎌
倉
期
の
太
刀
を
想
わ
せ
、
透
徹
し
た
鋼
の
色
は
青
い
杢
を
映
し
て
冴
え
わ
た
り
、
流



星
の
一
閃
を
想
わ
せ
る
焼
刃
の
匂
い
は
、
ふ
か
ぶ
か
と
走

っ
て
、
日
が
な

一
日
眺
め
て
も
飽
き
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
が
、

氷
雪
を
打
砕
く
素
朴
な
山
の
道
具
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
し
、
納
得
す
る
の
に
、
あ
る
種
の
と
ま
ど
い
と
、
暫
時
の
た
め
ら
い
と
を
感
ぜ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

山
内
作
は
、
八
五
〇
番
前
後
か
ら
、
銘
の
位
置
に
変
化
を
生
じ
た
。
従
来
ま
で
は
、
第

一
第
ニ
リ
ベ
ッ
ト
の
間
に
、
仙
台
山
内
作
を
切

り
、
第
二
第
ニ
リ
ベ
ッ
ト
の
間
に
、
製
作
番
号
を
切
り
つ
け
て
い
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
仙
台
の
銘
を
、
山
内
作
か
ら
切
り
離
し
て
、
第

一

リ
ベ
ッ
ト
の
上
に
切
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
期
作
の
第
二
の
段
階
と
し
て
、
昭
和
十
三
年
の
中
頃
の
千
番
前
後
か
ら
、
今
ま
で
の
扇
型
は
ブ
レ
ー
ド
の
付
根
に
僅
か
に
肩
が
張
り

始
め
、
扇
肩
張
型

へ
と
進
み
、
昭
和
十
五
年
頃
の
千
百
番
前
後
に
、
最
も
強
く
張
り
出
し
て
、
後
期
作
の
昭
和
二
十
七
年
以
降
の
作
品
に

影
響
を
及
ぼ
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
徐
々
に
緩
や
か
に
変

っ
て
、
昭
和
十
八
年
に
は
又
扇
型

へ
戻
っ
て
第
二
の
変
態
を
終
わ
る
。

こ
の
中
期
作
中
期
の
扇
肩
張
型
は
、
ブ
レ
ー
ド
の
肉
置
き
は
や
や
厚
味
を
増
し
、
二
等
辺
の
直
線
は
僅
か
で
は
あ
る
が
曲
線
を
含
み
、

円
熟
し
た
山
内
の
お
だ
や
か
な
姿
を
、
そ
こ
に
み
る
思
い
が
す
る
。
ブ
レ
ー
ド
の
傾
き
に
較
べ
て
、
ピ
ッ
ク
は
う
つ
む
き
ご
こ
ろ
に
下

ヘ

流
れ
て
、
ピ
ッ
ク
と
ブ
レ
ー
ド
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
ピ
ッ
ケ
ル
全
体
で
支
え
ら
れ
、
中
期
作
初
期
に
み
ら
れ
る
力
量
感
は
、
な
お
そ
こ
に
消

え
残
る
が
、
む
し
ろ
そ
の
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
し
ら
な
い
力
を
抑
え
て
、
静
か
な
境
地
を
模
索
す
る
後
期
作

へ
の
一
つ
の
伏
線
と
み
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

中
期
作
後
期
は
、
戦
乱
の
さ
な
か
に
鍛
え
ら
れ
た
寡
作
の
時
代
で
あ
っ
て
、
ピ
ッ
ケ
ル
は
も
と
よ
り
そ
の
製
作
も
禁
じ
ら
れ
、
山

へ
入

振
　
る
に
も
弾
る
こ
と
の
多
い
日
々
で
あ
っ
た
。

ケノ
　
　
山
内
は
、
中
期
作
後
期
に
至
っ
て
、
扇
肩
張
型
に
訣
別
し
て
、
扇
型

へ
戻
る
。
型
は
、　
一
見
中
期
作
初
期
の
扇
型
に
み
え
る
が
、
ブ
レ

解
　
―
ド
と
そ
の
付
根
に
厚
さ
を
増
し
、
ピ
ッ
ク
の
な
が
れ
に
お
だ
や
か
な
曲
線
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
内
と
し
て
は
力
学
的
な
形
態

山
　
に
、
よ
り
意
を
注
い
だ
結
果
に
外
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
期
に
至
る
ま
で
、
山
内
作
は
幾
度
び
そ
の
形
態
に
悩
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
や



り
返
し
、
く
り
返
し
て
、
胸
を
か
き
む
し
り
な
が
ら
、
や
っ
と

一
つ
の
型
に
到
達
し
得
た
時
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
苦
悩
が
入
道
雲
の
よ
う
　
≫

に
湧
き
起

っ
て
、
終
日
、
フ
イ
ゴ
の
手
を
休
め
て
し
ま
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

し
か
し
、
こ
の
後
期
に
至
っ
て
、
尺
物
を
主
と
し
た
整
正
の
山
内
作
は
、
全
体
と
し
て
の
纏
ま
り
に
、
山
内
作
独
自
の
不
動
の
境
地
を

拓
い
て
ゆ
く
。

森
の
都
仙
台
が
戦
火
に
焼
か
れ
た
昭
和
二
十
年
、
大
町
の
山
内
鉄
工
所
も
灰
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
今
ま
で
鍛
え
た
作
品
の
記
録
は
す

べ
て
消
え
去
っ
て
、
残
さ
れ
た
も
の
は
一
握
の
灰
と
、
侍
立
す
る
赤
茶
け
た
鉄
床
だ
け
だ
っ
た
。

作
品
は
、　
一
二
三
〇
番
代
を
以
っ
て
中
期
作
を
終
る
。

後

　

　

期

　

　

作

昭
和
二
十
年
、
戦
火
と
敗
戦
に
う
ち
ひ
し
が
れ
た
山
内
は
、
再
び
道
具
作
り
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

思
え
ば
二
十
年
前
、
希
望
と
不
安
に
胸
を
躍
ら
せ
心
を
い
た
め
た
あ
の
頃
の
、
若
々
し
か
っ
た
自
分
を
ど
ん
な
に
懐
し
く
反
彿
し
た
こ

と
だ
ろ
う
。
山
内
は
、
す
で
に
五
十
六
歳
に
近
か
っ
た
。
彼
は
仕
事
を
通
じ
、
戦
争
を
通
し
て
、
ほ
か
の
誰
よ
り
も
生
真
面
目
に
、
そ
し

て
素
朴
に
、

「
お
国
の
た
め
に
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
実
践
し
た
人
で
あ
る
。

敗
戦
後
の
彼
は
、
鍛
冶
工
と
し
て
の
自
分
の
使
命
に
、
彼
の
思
想
か
ら

一
つ
の
結
論
を
導
き
出
し
た
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
の
ピ
ッ
ケ
ル

第

一
主
義
を
捨
て
て
、
採
鉱
用
ハ
ン
マ
ー
の
製
作
に
主
力
を
注
ぎ
、

「
お
国
の
た
め
に
」
余
生
を
貫
こ
う
と
し
て
、
そ
れ
を
全
う
し
た
人

で
あ
る
。
極
論
す
れ
ば
、
採
鉱
用
ハ
ン
マ
ー
の
製
作
は
、
戦
に
敗
れ
、
疲
弊
し
た
山
河
の
復
興
に
役
立
て
ら
れ
る
が
、
ピ
ッ
ケ
ル
は
、
こ

う
し
た
意
味
で
の
次
元
が
違
う
。
こ
う
し
て
彼
は
、
ハ
ン
マ
ー
を
本
業
に
置
き
換
え
、
ピ
ッ
ケ
ル
は
あ
く
ま
で
も
余
技
と
し
て
考
え
、
埒

外

へ
押
退
け
よ
う
と
心
が
け
た
。

後
期
作
は
、
前
期
の
扇
型
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
昭
和
二
十
七
年
頃
に
至
っ
て
、
顕
著
に
扇
肩
張
型

へ
と
進
み
、
昭
和
四
十
年
、
一三

八



山内ピッケル抄録

六
番
の
最
後
作
ま
で
こ
の
傾
向
は
続
く
。
写
真
二
一
八
二
番
は
七
百
番
代
を
再
現
し
た
も
の
で
、
後
期
作
の
範
疇
に
入
ら
な
い
も
の
で
あ

る

。こ
の
後
期
作
の
特
徴
は
、
銘
が
中
期
作
ま
で
の
仙
台
山
内
作
に
と
っ
て
変

っ
て
、
仙
台
山
内
東

一
郎
作
と
名
前
ま
で
切
ら
れ
、
ま
た
昭

和
三
十
七
年
か
ら
石
突
の
足
が
、
石
突
の
三
倍
ほ
ど
の
長
さ
に
伸
ば
さ
れ
て
、
シ
ャ
フ
ト
の
奥
深
く
た
た
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

で
あ
る
。

昭
和
三
十
五
年
頃
か
ら
、
ピ
ッ
ケ
ル
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
、
シ
ャ
フ
ト
の
丸
味
が
、
従
来
の
楕
円
か
ら
角
張

っ
た
楕
円
に
移
っ
て
ゆ

き
、
こ
の
傾
向
に
従

っ
て
、
山
内
作
に
は
次
の
二
つ
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

今
ま
で
シ
ャ
フ
ト
の
断
面
が
楕
円
で
あ
っ
た
た
め
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
の
厚
み
も
丸
く
盛
上
げ
ら
れ
、
特
に
中
期
作
に
独
特
の
風
格
を
添
え

て
い
た
が
、
シ
ャ
フ
ト
が
正
確
に
握
り
や
す
く
、
打
撃
効
果
が
よ
い
た
め
、
角
張

っ
た
シ
ャ
フ
ト
に
変

っ
て
ゆ
き
、
従

っ
て
フ
ィ
ン
ガ
ー

の
肉
置
き
も
平
面
的
に
な
っ
た
。

山
内
作
の
シ
ャ
フ
ト
の
リ
ン
グ
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
で
作
ら
れ
た
風
雅
な
も
の
だ
が
、
シ
ャ
フ
ト
の
変
形
に
従

っ
て
、
山
内
は
そ
れ
を
付

け
な
い
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
シ
ャ
フ
ト
が
四
角
張

っ
た
楕
円
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
よ
り
、
む
し
ろ
長
バ
ン
ド
を
使
う
べ
き
だ
と
の
主
張

が
、
た
ま
た
ま
シ
ャ
フ
ト
の
変
形
と
時
を
同
じ
く
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。

昭
和
八
年
頃
か
ら
、
山
内
は
銅
で
リ
ン
グ
を
作

っ
て
い
た
。
そ
れ
が
ス
テ
ン
レ
ス
に
移
っ
た
の
は
、
昭
和
十
五
、
六
年
の
頃
か
ら
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
昭
和
三
十
五
年
頃
、
山
内
の
リ
ン
グ
は
消
え
て
い
っ
た
。

後
期
作
扇
型
は
、
厳
密
に
は

一
二
三
〇
番
代
か
ら

一
三
〇
〇
番
代
末
頃
ま
で
続
く
。
二
等
辺
の
ブ
レ
ー
ド
は
比
較
的
力
強
く
、
頑
丈
に

頭
部
に
接
し
、
中
期
作
初
期
に
似
て
、
ピ
ッ
ク
と
ブ
レ
ー
ド
の
尖
端
を
結
ぶ
線
が
、
シ
ャ
フ
ト
に
対
し
直
角
に
近
く
な
る
。

こ
の
期
の
作
は
前
期
の
延
長
で
あ
る
が
、
材
質
的
に
は
敗
戦
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
物
資
は
欠
乏
し
世
を
あ
げ
て
苦
難
　
狗

の
ど
ん
底
に
あ
え
い
で
い
た
時
代
の
た
め
、
山
内
と
し
て
は
不
本
意
に
も
、
全
作
品
中
、
暗
い
谷
間
を
彿
往
う
時
代
で
も
あ
る
。
昭
和
二
　
く



十
二
、
三
年
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
期
の
作
品
は
一
見
し
て
判
る
。
鋼
に
艶
が
な
く
黒
ず
ん
で
み
え
、
材
料
の
倹
約
か
ら

一
尺
物
以
下
の
小
振
り
の
も
の
が
多
い
。
し

か
し
、
戦
後
の
当
時
を
偲
ん
で
み
る
時
、
混
乱
の
さ
な
か
で
、
生
き
る
こ
と
だ
け
で
精

一
杯
だ
っ
た
非
人
間
的
な
時
代
に
、
考
え
て
み
れ

ば
、
ピ
ッ
ケ
ル
と
い
う
、
よ
り
人
間
的
な
道
具
を
、
山
内
は
よ
く
も
鍛
え
、
よ
く
も
作

っ
て
く
れ
た
と
驚
き
、
か
つ
山
内
と
い
う
人
間
の

味
を
、
つ
く
づ
く
と
か
み
し
め
る
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
、
大
町
の
彼
の
工
場
は
焼
け
落
ち
て
、
防
杢
壕
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
罹
災
見
舞
に
東
京
か
ら
Ｘ
と
い
う
友
人
が
彼
を

訪
れ
た
が
、
そ
の
焼
野
原
に
侍
ん
で
、
し
ば
し
茫
然
と
し
て
彼
の
名
を
叫
ん
だ
時
、
穴
の
底
か
ら
う
す
よ
ご
れ
た
顔
を
ひ
ょ
い
と
出
し
、

欣
然
と
笑
み
を
う
か
べ
て
、
開
口
一
番

「あ
ん
た
の
ピ
ッ
ケ
ル
は
、
ま
だ
で
き
て
い
ま
せ
ん
よ
」
と
、
ピ
ッ
ヶ
ル
の
こ
と
だ
け
し
か
念
頭

に
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
あ
る
時
、
山
内
は
十
本
あ
ま
り
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
抱
え
て
上
京
し
、
好
日
山
荘
を
さ
が
し
た
が
、
当
時
の
こ
と

と
て
見
当
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
あ
っ
さ
り
仙
台

へ
帰

っ
て
し
ま
っ
た
と
か
…
…
。

こ
う
し
た
当
時
の
山
内
の
伝
間
は
、
世
俗
に
汚
れ
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
良
心
に
忠
実
に
生
き
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
鍛
え
ハ
ン
マ
ー
を
作
る
こ

と
だ
け
に
、
生
甲
斐
を
求
め
て
い
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

昭
和
二
十
二
年
頃
、
作
品
で
は
一
五
〇
〇
番
代
頃
か
ら
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
作
品
に
変
化
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
か
つ
て
中

期
作
の
中
期
に
、
扇
型
に
肩
が
張
り
出
し
た
の
と
同
様
に
、
二
等
辺
の
扇
の
要
に
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
曲
線
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
直
線
的

で
な
い
部
分
が
発
生
す
る
。
見
落
と
せ
ば
扇
型
で
す
ま
さ
れ
る
よ
う
な
微
細
な
特
徴
で
あ
る
が
、
初
期
作
に
み
ら
れ
る
琴
柱
型
と
も
言
え

そ
う
な
、
扇
肩
張
型

へ
の
過
渡
期
と
し
て
、
昭
和
二
十
三
年
頃
か
ら
そ
の
姿
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
期
の
作
品
は
、
ピ
ッ
ク
の
尖
端
が
刀
の
切
先
の
よ
う
に
鋭
く
、
厚
さ
が
き
わ
め
て
薄
く
な
っ
て
い
て
、
氷
を
貫
き
、
岩
ま
で
も
砕

く
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
尖
端
部
の
磨
耗
に
よ
り
、
ピ
ッ
ケ
ル
全
体
に
多
少
の
姿
の
く
ず
れ
を
心
配
す
る
が
、
使
い
こ
ま
れ
た
こ
の

期
の
作
に
依
然
鋭
い
刃
先
を
み
る
の
は
、
鍛
造
、
熱
処
理
等
の
技
の
冴
え
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
期
に
は
す
で
に
材
質
的
に
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も
落
着
き
、　
一
槌

一
打
に
心
血
を
傾
注
し
た
戦
後
作
と
し
て
の
傑
出
し
た
時
代
を
創
り
出
す
。
こ
の
傾
向
は
、
昭
和
二
十
七
年
初
頭
の
一

八
〇
〇
番
近
く
ま
で
続
き
、
そ
の
後
は
琴
柱
型
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
ブ
レ
ー
ド
の
付
根
に
肩
が
張
出
し
て
扇
肩
張
型
と
な
り
、
昭
和
四
十

年
の
彼
の
最
後
の
作
品
ま
で
続
く
。
昭
和
二
十
七
年
十
月
、
皇
太
子
様
に
捧
げ
ら
れ
た
作
品
が
、
こ
の
期
の
も
の
で
あ
り
、　
一
八
二
五
番

で
あ
っ
た
。

後
期
作
後
期
の
扇
肩
張
型
は
、　
昭
和
三
十
年
頃
の
一
九
〇
〇
番
頃
か
ら
ピ
ッ
ク

の
肉
置
き
が
薄
く
な
り
、　
よ
り
軽
量
化
さ
れ
て
い
っ

た
。
山
内
と
し
て
は
、
材
質
、
鍛
造
、
熱
処
理
等
の
技
術
が
集
大
成
さ
れ
、
ピ
ッ
ケ
ル
と
し
て
の
極
致
を
表
現
し
よ
う
と
日
夜
は
げ
ん
だ

こ
と
だ
ろ
う
。

ピ
ッ
ケ
ル
も
山
に
対
す
る
傾
向
と
し
て
、
す
で
に
大
正
、
昭
和
初
期
の
ス
イ
ス
物
の
重
厚
さ
よ
り
、
む
し
ろ
軽
量
化
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス

物
の
、
氷
雪

へ
の

「道
具
」
と
し
て
の
機
能
だ
け
が
、
も
て
は
や
さ
れ
る
時
代
と
な
っ
て
い
た
。
だ
が
し
か
し
、
軽
い
と
い
っ
て
ど
れ
ほ

ど
の
軽
さ
が
、　
そ
の
機
能
を
援
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。　
そ
の
切
れ
味
が
そ
の
快
い
重
さ
の
ゆ
え
に
、
蒼
氷
を
打
砕
き
、　
足
場
も
け
ず
ろ

う
。
ピ
ッ
ケ
ル
は
、
ヵ
ミ
ソ
リ
の
よ
う
に
た
だ
切
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
み
る
に
耐
え
ぬ
も
の
で
は
心
が
通
じ

な
い
。

こ
の
三
十
年
頃
か
ら
、
山
内
の
寡
作
は
一
段
と
寡
作
の
傾
向
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
特
別
の
注
文
以
外
は
引
受
け
ず
、
ひ
た
す
ら
採

鉱
用
の
ハ
ン
マ
ー
の
製
作
に
つ
と
め
て
、
年
毎
に
目
に
み
え
て
ピ
ッ
ケ
ル
の
打
上
げ
数
は
減
じ
、
そ
の
種
鋼
は
、
あ
た
ら
鉄
床
の
片
す
み

に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
、
か
え
り
み
ら
れ
な
い
日
々
が
続
い
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
山
内
は
、
や
が
て
記
念
す
べ
き
二
〇
〇
〇
番
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
鍛
え
上
げ
、
来
仙
の
高
松
官
様
に
捧
げ
ら
れ
た
。
昭
和

三
十
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。

総
じ
て
こ
の
時
代
は
尺
物
が
主
と
な
り
、
形
状
も
山
内
の
個
性
が

一
点
に
凝
固
し
た
よ
う
に
、
完
成
さ
れ
た
山
内
作
と
し
て
、
動
ぜ
　
狗

ず
、
揺
が
ず
、　
一
分
の
狂
い
も
な
い
同
型
の
作
品
を
鍛
え
通
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く



昭
和
三
十
七
年
二
月
、　
山
内
は
三
十
年
も
住
み
な
れ
た
大
町
を
去
り
、
青
葉
城
址
下
の
追
廻
住
宅

へ
移

っ
た
。
彼
が

七
二
歳
の
高
齢

で
、
ど
の
よ
う
な
苦
悩
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
察
す
る
に
あ
ま
り
あ
る
。

そ
し
て
三
十
九
年
二
月
、
世
の
中

へ
山
内
の
心
と
腕
と
を
引
出
し
て
く
れ
た
恩
人
の
、
西
岡

一
雄
氏
は
死
去
し
た
。
彼
が
渋
茶
を
す
す

り
な
が
ら
、
訥
々
と
語
っ
て
く
れ
た
そ
の
死
の
こ
と
を
、
私
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

昭
和
四
十
年
十
二
月
、　
山
内
宅
は
全
焼
し
た
。
大
学
ノ
ー
ト
に
、
鉛
筆
で
書
込
ま
れ
た
戦
後
か
ら
の
ピ
ッ
ケ
ル
覚
書
帳
は
灰
と
な
っ

た
。　
一
本
鍛
え
る
ご
と
に
、
番
号
、
型
、
注
文
者
名
を
、
仮
名
交
り
に
一
行
に
横
書
き
し
た
彼
の
唯

一
の
宝
を
、
人
は
も
う
見
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

昭
和
四
十

一
年
四
月
四
日
、
稀
代
の
名
工
山
内
東

一
郎
は
、
塵
肺
症
の
た
め
仙
台
鉄
道
病
院
で
死
去
し
た
。
七
五
歳
で
あ
っ
た
。
遺
さ

れ
た
作
品
数
は
、
第

一
号
か
ら
昭
和
四
十
年
の
二
一
八
六
番
ま
で
、
有
銘
作

一
六
六
四
本
で
し
か
な
か
っ
た
。

山
内
作
を
介
し
て
山
内
を
識
り
、
山
内
を
通
じ
て
山
内
作
の
真
価
を
識

っ
た
が
、
後
に
続
く
ピ
ッ
ケ
ル
の
製
作
者
に
、
そ
の
道
の
け
わ

し
い
こ
と
を
山
内
は
み
ず
か
ら
の
作
品
を
以
っ
て
示
し
て
く
れ
た
。
山
内
の
鍛
え
た
ピ
ッ
ケ
ル
は
、
登
山
の
あ
り
方
が
ど
の
よ
う
に
変
ろ

う
と
も
、
酷
寒
の
蒼
氷
に
ヘ
シ
折
れ
、　
ヘ
シ
曲
が
る
こ
と
は
恐
ら
く
あ
る
ま
い
。
所
詮
、
山
内
作
を
う
み
、
は
ぐ
く
む
た
め
の
エ
ル
ク
で

あ
り
、
シ
ェ
ン
ク
で
あ
り
、
ウ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
あ
り
、
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
私
は
思
う
の
で
あ
る
。

近
時
、
山
内
作
を
骨
董
視
す
る
む
き
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
贅
言
は
、
山
内
を
識
ら
な
い
た
め
の
不
用
意
の
言
葉
で
も
あ
る
し
、
意
識

し
て
の
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
山
内
の
高
さ
に
、
自
作
が
及
ぶ
べ
く
も
な
い
こ
と
を
、
彼
は
み
ず
か
ら
の
言
葉
で
証
明
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

『
山
岳
』
第
四
五
年
の

「ピ
ッ
ケ
ル
調
査
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
今
後
の
ピ
ッ
ケ
ル
の
製
作
に
あ
た
っ
て
第
二
の
山
内
は
誕
生
し
な
く
と

も
、
少
な
く
と
も
冬
富
士
で
折
損
等
の
故
障
が
皆
無
と
な
る
こ
と
を
、
鍛
造
の
最
低
条
件
と
し
て
望
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
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丁oichiro YamanOuchi, in 1963
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山 内 作 刻 印

初期作銀杏型

(表 )MAD巨 BY YAMA∪ CHI SENDAl
(裏 )No.l
(大阪。大賀寿二氏蔵 推定昭和四年 )
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初期作銀杏型

仙台山内作 四八
(松本 小山義治氏蔵 推定昭和六年 )

SENDAI,YAMIANO∪ CHI No 48
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初期作 銀杏型
1番号 所持者不詳 推定昭和六年| | |
S巨NDAI、  YAMANO∪CHI

初期作 琴柱型
仙台  山内作  一八六 昭九
1北九州 月原俊二氏蔵

IN 1934、 SENDAI、  YAM ANO∪ CHI No 186



初期作  琴柱型
昭八 イ山台  山内作  七七
(東京 広瀬潔氏蔵)

IN 1933, SENDAI, YAIVIANO∪ CHI No 77
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初期作 琴柱型
仙台 山内作 昭八 一一九
1福岡 小林義明氏蔵 |

IN 1933, S巨NDAI: YAM ANO∪ CHI No 119



初期作 琴柱型時代扇型
仙台 山内作 一六三 昭八
(東京 水由武夫氏蔵)

IN 1933, SENDAI, YAiVIANO∪ CHI No。 163
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初期作 琴柱型
仙台 山内作 一九三 日召九

(京都 近藤氏蔵)
IN 1934, SENDAI, YAIVIANOUCHI No.193
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初期作 琴柱型
仙台 山内作 三六五 昭十
(京都 松居秀夫氏蔵)

IN 1935, SENDAI, YAMANOUCHI No.365
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初期作 琴柱型
仙台 山内作 五五八
(東京 袋一平氏蔵 推定昭和十一年)
S巨NDAI, YAMANOUCHI No 558
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中期作 扇 型
仙台 山内作 七一三

(東京 吉田勇氏蔵 推定昭和十二年)
SENDAI, YAIVIANOUCHI No.713
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中期作 扇 型
昭和十寅春 イ山台 山内作 九三…

(静岡 岡田利貞氏蔵)
IN 1938, SENDAI, YAIVIANOUCHI No.93
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中期作 扇肩張型
仙台 山内作 ――八二

(東京 林依佐美氏蔵 推定昭和十六年)
SENDAI, YAIVIANOUCHI No.1182
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中期作 扇 型
昭和十九年 イ山台 山内作 一三二〇

(京都 松居秀夫氏蔵)
lN 1944, SENDAI, YAIVIANOUCHI No.1220
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後期作 扇 型
仙台 山内東―郎作 ―五五七
(東京 松永敏郎氏蔵 推定昭和二十三年)
SENDAI, 丁01CHIRO YAMANOUCHI No.1557

鼈
儡
鼈

鰊

=|

鮮

鶉

l瀞i譜柑::き
=基
熱

1尋荘狙1畢彗I=

¨̈＝̈
群̈
＝一̈一一一一一冊総
醤



仙台

IN 1952

後期作 扇肩張型
山内東―郎作 ―八二六 昭和二十七年

(山形 畠中善弥氏蔵)
SENDAl, 丁OICHIRO YAMIANOUCHI No.1826
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後期作 扇肩張型
仙台 山内東―郎作 一九一六 昭和三十年

(東京 水由武夫氏蔵)
IN !955, SENDAI, TOICHIRO YAMIANOUCHI No.19!6
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後期作 扇 型
仙台 山内東一郎作 ニー八二 昭和三十九年

(筆 者 蔵)
lN 1964, SENDAI, 丁01CHIRO YAiVIANOuCHI No.2182
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山内ピッケル抄録

鋼

斗
４
■
０

山
内
ピ
ッ
ケ
ル
の
材
質
に
つ
い
て
は
、
各
時
代
に
わ
た
っ
て
そ
の
概
略
を
す
で
に
述
べ
て
き
た
が
、
鋼
は
、
含
有
さ
れ
る
元
素
に
よ
っ

て
そ
の
機
械
的
性
質
を
異
に
し
、　
し
た
が
っ
て
そ
の
使
用
目
的
も
鍛
造
工
程
も
違

っ
て
く
る
。　
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
専
門
的
問
題
よ
り

も
、
山
内
が
、
い
つ
、
ど
ん
な
材
料
を
用
い
た
か
に
つ
い
て
の
追
求
が
急
で
あ
る
し
、
ま
た
材
料
学
的
問
題
は
、
山
内
の
鍛
造
技
術
と
の

関
連
も
あ
る
た
め
、
埒
外
の
立
場
か
ら
彼
の
す
ぐ
れ
た
技
工
の
う
ち
ま
で
立
入
っ
て
詮
索
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
鍛
造
工
程
の
皮

相
的
な
解
説
は
、
杢
自
の
ま
ま
む
し
ろ
余
韻
と
し
て
各
自
の
胸
の
裡
に
と
ど
め
た
い
。

山
内
の
用
い
た
材
質
と
、
ピ
ッ
ケ
ル
の
年
代
的
分
類
と
の
関
係
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
主
と
し
て
用
い
ら
れ
た
鋼
材

の
傾
向
で
あ
っ
て
、
厳
密
に
は
型
状
の
多
様
と
同
じ
く
、
種
鋼
も

一
括
購
入
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
し
、
当
用
買
い
の
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
鋼
材
の
化
学
組
成
に
も
多
少
の
違
い
は
あ
る
。
山
内
が
試
し
焼
き
を
そ
の
都
度
行

っ
て
い
た
こ
と
は
、
鋼
材
の

差
異
に
対
す
る
熱
処
理
上
の
要
求
か
ら
で
あ
っ
た
。

試
作
時
代

（大
正
十
三
年
―
昭
和
三
年
）

初
　
期
＝
炭
素
鋼

後
　
期
＝
炭
素
鋼

初
期
作

（昭
和
四
年
―
同
十

一
年
）

銀
杏
型
＝
炭
素
鋼

ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼

琴
柱
型
＝
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詢

ニ
ッ
ケ
ル
ｏ
ク
ロ
ー
ム
ｏ
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜



(表)ピ ッケル粗材の鋼種と化学組成の概要 (注 4)
中
期
作

（昭
和
十
二
年
―
同
二
十
年
）

扇
　
型
＝
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
ｏ
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

扇
肩
張
型
＝
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
ｏ
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

ク
ロ
ー
ム
・
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

（注
４
）

こ
の
表
が
、
山
内
作
の
ビ
ッ
ケ
ル
の
粗
材
の
化
学
組
成
そ
の
も
の
を
示
す
と
考
え
る
こ
と

は
、
極
め
て
誤
解
を
招
き
易
い
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
鋼
種
と

各
添
加
元
素
の
合
有
量
は
、
何
れ
も
規
格
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
上
限
値
、
下
限
値
の
数
字

で
、
実
際
の
鋼
材
の
組
成
を
示
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
炭
素
鋼
は
、
現

行
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
三
一
〇
二
（
一
九
六
五
年
改
正
）
の
Ｓ
４０
Ｃ
に
該
当
す
る
改
正
前
の
値
で
あ
り
、

ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
ｏ
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
は
現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
四
一
〇
三
、
Ｓ
Ｎ
Ｃ
Ｍ
９
に
該
当

す
る
。
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
、
ク
ロ
ー
ム
・
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
に
つ
い
て
は
、
現
行
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
定
そ
の
ま
ま
の
値
と
は
若
千
相
違
す
る
が
、
比
較
的
近
い
も
の
を
求
め
れ
ば
Ｓ
Ｎ
Ｃ
２
及
び

Ｓ
Ｃ
Ｍ
５
な
ど
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
も
炭
素
含
有
量
の
範
囲
が
極
く
僅
か
違
う
だ
け
で
、
他
の

元
素
の
合
有
量
は
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
実
際
の
鋼
材
、
例
え
ば
炭
素
鋼
Ｓ
４０
Ｃ
で
あ

れ
ば
、
こ
の
表
に
定
め
ら
れ
た
範
囲
に
、
そ
の
組
成
が
該
当
し
て
い
れ
ば
よ
い
訳
で
、
炭
素
量

を
例
に
と
れ
ば
○

・
三
五
％
の
も
の
も
あ
れ
ば
〇

・
四
四
％
の
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
何
れ

も
が
Ｓ
４０
Ｃ
と
い
う
呼
称
で
ま
と
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
然
し
実
際
の
機
械
的
性
質
と
し
て
は
、

炭
素
量
〇

・
一
〇
％
で
か
な
り
相
違
し
て
く
る
場
合
も
あ
り
、
お
互
い
に
全
く
同
じ
と
は
云
え

な
い
。
ま
た
ピ
ッ
ケ
ル
の
粗
材
の
よ
う
に
、
町
工
場
で
小
量
購
入
す
る
場
合
は
規
格
品
は
寧

ろ
稀
で
、
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
と
云
っ
て
も
、
こ
の
表
に
規
定
し
た
組
成
の
範
囲
に
当
て

は
ま
ら
な
い
よ
う
な
、
中
途
半
端
な
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
偶
々
、
私
が
平
柳
氏
か
ら
御
預
り
し
た
昭
和
十
三
年
頃
の
山
内
の
ビ
ッ
ケ
ル
粗
材
の
断
片

に
つ
い
て
、
某
製
鉄
会
社
の
研
究
所
で
分
析
し
た
結
果
が
あ
る
の
で
御
紹
介
す
る
と
、
次
表
の

通
り
で
あ
る
。

元 素

鋼 種
炭 素 鋼 ニ ッケク ロ ー ム 金岡

ル
ニ ッケ ル・
ク ロ ー ム・
モリブデン鋼

ク ロー ム・
モリブデン鋼

C 0.35～ 0。 45 0.35～ 0.4 0。 44～0.50 0.47～ 0.50

Si 0。 15～0.40 0。 15′～,0.35 0.15～ 0.35 0.15′～,0.35

Mn 0.40～ 0。 85 0。 50～0.80 0.60～ 0。 90 0.60～ 0.90

P ≦≦0。 035 ≦≦0.035 ≦0。 030 ≦0.030

S ≦10.040 ≦≦0。 035 ≦10。 030 ≦0。 035

Cu ≦0。 35 ≦≦0。 035 ≦0.035 ≦0。 035

Ni 2.50～ 3.0 1.60^′ 2。 00

Cr 0.55～0。 95 0.60～ 1。 00 1。 0

lヽo 0.15～ 0.30 0.2

(126)



――

で

ヽ

ヽ
マ
・

ヽ

■

―

卜

０
コ

〇
・Ｎ
Ｏ
Ｎ

0

〇

・
Ｈ
Ｎ

∽
い

〇
・
卜
Ｎ

フ
ら
い

〇
・〇
卜
一
"

〇
・〇
〇
ヽ

∽

Ｎ
・
Φ
∞

Ｚ

中

〇
。
い
∞

〇
【

∧
〔
〇
・
〇
∞

フ
ｈ
Ｏ

こ
の
結
果
を
見
て
も
分
る
通
り
、
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
鋼
材
の
規
格
か
ら
云
え
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｃ
２２
に
近
い
化
学
組
成
で
、
ハ
ダ
焼
鋼
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
が
、
炭
素
量
は
梢
々
高
く
、
ク
ロ
ー
ム
は
低
く
過
ぎ
て
何
れ
も
規
格
値
か
ら
外
れ
て
い
る
。
然
し
、
当
時
の
材
料
と
し
て
注
目
に
値
す
る
の
は
、
硫
黄
合
有
量
の

少
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
は
鋼
材
が
静
浄
で
あ
る
こ
と
、
極
め
て
靭
性
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
山
内
の
ビ
ッ
ケ
ル
が
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
低
硫
鋼
で
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
ニ
ッ
ケ
ル
。
ク
ロ
ー
ム
鋼
を
用
い
た
こ
と
以
上
に
大
き
な
特
色
と
云
っ
て
も
よ
い
。
本
来
ピ
ッ
ケ
ル
の
粗
材
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
鋼
種
を
使
用
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
う
る
さ
い
取
決
め
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
か
ら
、
た
と
え
規
格
外
れ
の
不
良
鋼
材
で
あ
っ
た
か
ら
と
云
っ
て
、
山
内
を
非
難
す
る
こ
と
は

全
く
当
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
程
度
の
材
料
で
も
、
適
切
な
熱
処
理
を
施
こ
し
、
十
分
な
性
能
を
ビ
ッ
ケ
ル
に
与
え
た
と
い
う
点
で
、
山
内
の
技
術
の
価
値
が

生
ず
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
蛇
足
と
し
て
、
鋼
材
の
専
門
家
と
し
て
の
意
見
を
述
べ
る
と
、
山
内
の
鍛
造
職
人
と
し
て
の
技
術
、　
一
種
の
芸
術
家
と
し
て
の
ひ
ら
め
き
に
は
、　
一
言
も
さ
し

は
さ
む
余
地
は
な
い
が
、
平
柳
氏
が
云
わ
れ
る
よ
う
に
、
粗
材
に
対
し
て
十
分
な
研
究
と
検
討
が
尽
さ
れ
て
、
ニ
ッ
ケ
ル
ｏ
ク
ロ
ー
ム
鋼
や
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
ｏ

モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
点
に
は
若
千
疑
間
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
鋼
種
の
特
徴
、
利
点
、
欠
点
に
つ
い
て
は
、
登
山
界
が
素
人
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
の

で
あ
っ
て
、
当
時
、
昭
和
初
期
と
云
え
ど
も
、
鉄
鋼
材
料
の
い
ろ
は
を
噛
っ
た
者
で
あ
れ
ば
、
常
識
と
云
っ
て
も
よ
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、　
一
寸
し
た
思
い
つ

き
で
山
内
に
助
言
し
た
こ
と
が
拡
大
し
、
ま
る
で
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
が
万
能
の
性
質
を
持
っ
た
鋼
材
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
も
て
は
や
さ
れ
た
と
い
う
の
が
実

状
で
あ
っ
て
、
云
わ
ば
登
山
界
の
無
知
と
事
大
思
想
に
結
び
つ
い
た
、
偶
然
の
産
物
と
云
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
云
う
気
が
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、
本
当
に
ピ

ッ
ケ
ル
の
使
用
条
件
、
例
え
ば
水
の
硬
さ
に
対
す
る
破
砕
力
の
点
か
ら
、
ビ
ツ
ク
先
端
の
硬
さ
を
考
え
、
使
用
温
度
と
鋼
材
の
切
欠
靭
性
と
の
相
関
を
考
え
て
、
適
切

な
熱
処
理
や
鋼
種
の
選
択
が
行
な
わ
れ
た
か
ど
う
か
疑
間
点
が
多
い
。
ま
た
、
そ
ん
な
面
倒
な
こ
と
を
云
わ
な
い
で
も
、
な
ぜ
炭
素
鋼
か
ら
ニ
ツ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム

鋼
に
転
じ
た
か
、
そ
の
理
由
も
薄
弱
で
あ
る
。
元
来
、
安
価
な
材
料
で
、
十
分
に
目
的
を
果
た
せ
る
機
能
を
持
っ
た
も
の
を
作
る
と
云
う
、
工
業
的
な
原
則
か
ら
云
え

ば
、
通
常
の
冬
季
登
山
に
用
い
る
ピ
ッ
ケ
ル
は
、
炭
素
鋼
で
十
分
で
あ
る
と
云
う
の
が
、
私
の
見
解
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
本
質
を
知
ら
ず
に
、
徒
ら
に
ニ
ッ

ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
を
も
て
は
や
し
た
当
時
の
人
々
の
心
情
が
、
大
変
不
思
議
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

（村
木
注
）

扇
　
型
＝
ク
ロ
ー
ム
ｏ
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

後
期
作

（昭
和
二
十

一
年
―
同
四
十
年
）

扇
　
型
＝
炭
素
鋼

山内ピッケル抄録
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扇
肩
張
型
＝
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
・
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼

山
内
ピ
ッ
ケ
ル
は
、
当
初
は
炭
素
鋼
に
よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
、
つ
づ
い
て
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼

へ
進
み
、
さ
ら
に
ニ
ッ
ケ
ル
ｏ
ク
ロ

ー
ム
・
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
を
用
い
て
鍛
造
さ
れ
た
。
当
時
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
は
、
鍛
鉄
を
用
い
、
そ
こ
か
ら
炭
素
鋼

へ
移

っ
た
が
、
山

内
は
鍛
鉄
の
時
代
を
故
郷
青
森
の
鍛
冶
屋
徒
弟
の
頃
に
了
え
、
の
ち
に
金
研
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
支
え
ら
れ
て
、
世
界
に
先
馳
け
て
特
殊
鋼

を
ピ
ッ
ケ
ル
に
応
用
し
た
。
戦
時
中
、　
一
時
ク
ロ
ー
ム
ｏ
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
戦
後
の
混
乱
期
に
は
、

炭
素
鋼
を
や
む
な
く
手
が
け
た
が
、
こ
う
し
た
材
質
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
作
品
に
は
彼
の
良
心
と
敏
腕
と
が
、
特
殊
鋼
に
対
す
る
よ

り
も
さ
ら
に
強
く
作
用
し
て
い
た
こ
と
が
、
丁
寧
な
そ
の
作
か
ら
う
か
が
え
る
。
山
内
作
の
ピ
ッ
ケ
ル
に
用
い
ら
れ
た
鋼
材
の
化
学
組
成

の
概
要
は
、
略
々
前
表
に
示
し
た
よ
う
な
鋼
材
規
格
表
に
準
じ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。

銘

山
内
作
の
銘
振
り
は
、
そ
の
作
品
の
時
代
に
似
て
興
味
が
深
い
。
初
期
作
は
つ
つ
ま
し
く
、
中
期
作
は
い
き
お
い
の
赴
く
ま
ま
に
、
後

期
作
は
上
手
に
、
そ
し
て
几
帳
面
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

銘
の
特
徴
は
、
字
画
の
交
叉
す
べ
き
箇
所
が
交
叉
し
な
い
で
、　
一
方
が
飛
ん
で
逃
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
山
内
が
用
い
た
文
字
の
位

置
と
、
銘
の
特
徴
は
次
図
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

銘
に
は
、
年
紀
、
幹
支
、
所
持
者
名
の
切
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
年
代
に
応
じ
て
筆
致
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

初
期
作
の
頃
は
、
銘
は
小
振
り
で
つ
つ
ま
し
く
切
ら
れ
、
作
品
そ
の
も
の
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
年
紀
番
号
等
の
位
置
に
つ
い
て

も
工
夫
の
跡
が
み
ら
れ
る
。
山
内
作
の
三
つ
の
特
徴
が
、
は
じ
め
か
ら
最
後
ま
で
一
貫
し
て
守
り
通
さ
れ
た
の
と
同
じ
く
、
山
内
の
交
又

し
な
い
タ
ガ
ネ
使
い
も
最
後
ま
で
貫
か
れ
て
い
る
た
め
、
山
内
作
の
第
四
の
特
徴
と
考
え
て
も
支
障
は
な
い
。

山
内
が
何
故
こ
う
し
た
タ
ガ
ネ
使
い
を
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
日
本
古
来
の
刀
の
銘
は
、
そ
の
刀
匠
独
自
の
特
徴
を
顕
著
に
表
現
し
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て
い
る
が
、
山
内
の
よ
う
に
交
又
し
な
い
字
画
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
刀
匠
の
な
か
に
は
か
く
し
タ
ガ
ネ
と
い
っ
て
、
偽
物
に
対
　
Ｄ

す
る
方
策
を
講
じ
て
い
る
む
き
も
あ
る
が
、　
あ
る
い
は
山
内

に
も
そ
う
し
た
心
意
気
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
交
又
し
た
字
画
の
方
　
“

が
、
タ
ガ
ネ
の
使
い
方
と
し
て
は
容
易
な
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

中
期
作
の
銘
振
り
に
は
、
奔
放
で
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
力
を
感
じ
る
。
作
品
に
こ
も
る
雄
渾
の
気
塊
は
、
彼
の
タ
ガ
ネ
に
も
作
用
し
て

大
振
り
に
切
ら
れ
、
鍛
え
上
げ
た

一
本
の
ピ
ッ
ケ
ル
に
か
ぎ
り
な
い
愛
着
と
満
足
と
を
も
っ
て
、　
タ
ガ
ネ
を
ふ
る
う
さ
ま
が
し
の
ば
れ

る
。
こ
う
し
た
力
強
く
ま
た
雅
味
の
あ
る
銘
は
、
中
期
作
か
ら
後
期
作
の
昭
和
二
十
七
年
頃
ま
で
続
き
、
そ
の
後
は
徐
々
に
小
振
り
に
切

ら
れ
て
、
丁
寧
に
し
か
も
上
手
に
う
つ
っ
て
ゆ
く
。
銘
は
そ
の
時
代
の
山
内
作
を
、
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
物
語
っ
て
く
れ
る
。

シ
　
　
ヤ
　
　
フ
　
　
ト

昭
和
八
年
頃
か
ら
の
作
品
に
は
、
野
球
の
バ
ッ
ト
用
に
、
好
日
山
荘
で
輸
入
し
た
ア
ッ
シ
ュ
の
角
材
を
利
用
し
て
い
た
。
バ
ッ
ト
四
本

分
の
角
材
を
半
分
に
割
り
、
ビ
ッ
ケ
ル
ニ
本
分
の
シ
ャ
フ
ト
に
用
い
た
。
バ
ッ
ト
よ
り
細
い
シ
ャ
フ
ト
で
あ
る
か
ら
、
六
本
程
の
シ
ャ
フ

ト
が
作
れ
る
と
思
う
が
、
山
内
は
二
本
し
か
作
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
角
材
は
、
鋸
で
正
確
に
等
分
す
る
の
で
は
な
く
、
鈍
で
三
分
し
て
い

た
と
い
う
。

こ
の
一
見
素
朴
に
み
え
る
割
り
方
に
は
、　
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
が
あ
る
。　
そ
れ
は
、
鋸
で
ひ
い
て
は
木
目
に
逆
ら
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
銘
で
割

っ
た
よ
う
に
木
目
に
対
し
て
自
然
で
は
な
い
。
そ
し
て
銘
割
り
の
ゆ
え
に
、
四
本
分
の
角
材
か
ら
、
シ
ャ
フ
ト
は
二
本
し
か

と
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三
分
し
た
角
材
を
、
木
目
に
そ
っ
て
四
角
に
直
し
、
そ
の
角
材
の
上
下
に
、
ピ
ッ
ケ
ル
の
頭
部
を
取
り
つ
け
、
石
突
を
は
め
込
ん
で
か

ら
シ
ャ
フ
ト
の
角
を
け
ず
っ
て
仕
上
げ
る
。
こ
れ
は
、　
一
見
手
順
が
逆
の
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
仕
上
げ
た
シ
ャ
フ
ト
に
ピ
ッ
ケ
ル
頭
部

と
石
突
を
取
付
け
る
場
合
、
木
目
は
無
視
さ
れ
て
折
損
の
危
険
が
内
在
す
る
。
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一
シ
ャ
フ
ト
を
最
初
に
削
っ
て
お
か
な
い
と
、　
工
具
が
操
作
で
き
な
い
し
、
角
材
の
ま
ま
組
立
て
て
削
り
出
す
の
で
は
仕
事
に
な
ら

ず
、
そ
ん
な
手
順
の
悪
い
仕
事
を
す
る
職
人
は
い
な
い
」
と
い
う
批
評
も
あ
る
が
、
山
内
は
、
手
順
の
よ
い
仕
事
を
目
的
と
し
た
の
で
は

な
く
、
正
確
さ
の
た
め
に
、
丈
夫
さ
の
た
め
に
、
面
倒
な
仕
事
を
あ
え
て
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

輸
入
の
ア
ッ
シ
ュ
材
が
入
手
不
能
に
な
っ
て
か
ら
は
、
北
海
道
や
青
森
の
自
タ
モ
を
、
シ
ャ
フ
ト
の
材
料
と
し
て
い
た
。
白
タ
モ
は
、

強
く
、
ね
ば
り
が
あ
っ
て
、
木
目
も
美
し
く
、
バ
ッ
ト
材
に
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
幹
の
直
径
の
三
分
の
二
ほ
ど
も
黄
色
い
芯
材
が
中
心

に
あ
っ
て
、
山
内
は
取
寄
せ
た
自
タ
モ
の
過
半
を
す
て
た
。

精
選
し
た
自
タ
モ
を
、
前
記
の
よ
う
に
角
材
に
仕
上
げ
、
自
製
の
カ
ン
ナ
で
試
片
を
採
り
、
彼
な
り
に
耐
折
、
引
裂
き
、
引
張
り
の
試

験
を
試
み
て
、
意
に
か
な
え
ば
ピ
ッ
ケ
ル
を
取
付
け
る
。

正
確
な
ピ
ッ
ケ
ル
の
頭
部
の
穴
に
、
す
り
合
わ
さ
れ
た
シ
ャ
フ
ト
の
差
込
部
に
接
着
剤
を
塗
布
し
て
か
し
め
る
。
こ
れ
だ
け
の
こ
と
だ

が
、
山
内
は
一
本
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
仕
上
げ
る
の
に
、
シ
ャ
フ
ト
取
付
け
に
、
そ
の
三
分
の
一
の
時
間
を
要
し
た
。
目
に
み
え
な
い
箇
所
で

あ
れ
ば
こ
そ
、
粗
略
に
片
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
彼
の
良
心
を
そ
こ
に
垣
間
見
る
思
い
が
す
る
。

昭
和
九
年
作
か
ら
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
の
尖
端
が
三
角
留
め
に
変

っ
た
。
弱
い
本
部
に
、
で
き
る
だ
け
力
を
持
た
せ
よ
う
と
い
う
彼
ら
し
い

考
え
だ
が
、
そ
れ
だ
け
シ
ャ
フ
ト
の
取
付
け
は
難
し
く
な
る
。
近
頃
は
猿
真
似
ば
か
り
多
く
、
模
倣
ば
か
り
の
も
の
を
つ
な
ぎ
合
せ
て
、

日
本
刀
の
技
法
を
と
り
入
れ
た
と
か
、
世
界

一
の
ピ
ッ
ケ
ル
だ
と
か
自
讃
し
て
い
る
む
き
が
多
い
が
、
真
似
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
、
山

内
の
良
心
の
高
さ
に
あ
る
。
山
内
の
こ
こ
ろ
を
知
ら
ず
に
、
山
内
作
の
形
だ
け
を
模
倣
す
る
こ
と
を
、
人
は
許
す
ま
い
。

作

　

　

品

　

　

数

山
内
は
寡
作
で
あ
っ
た
。
彼
の
意
中
は
、　
一
年

一
作
で
も
い
い
か
ら
自
分
の
意
に
か
な
っ
た
も
の
を
鍛
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
貧
困
の
生
活
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
鍛
え
て
金
儲
け
を
し
よ
う
な
ど
と
は
、
お
よ
そ
考
え
て
も
み
な

(131)



か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
名
を
残
す
よ
り
、
か
せ
ぎ
を
考
え
る
風
潮
の
な
か
で
、
山
内
は
自
分
の
職
人
気
質
を
貫
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
＞

試
作
時
代
、
無
銘
無
番
の
山
内
作
は
、
百
本
を
出
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
試
算
上
百
本
鍛
え
ら
れ
た
と
考
え
る
。
　
　
　
い

つ
ぎ
に
、
有
銘
有
番
の
初
期
作

へ
移

っ
て
ゆ
く
が
、　
一
番
か
ら
三
百
番
頃
ま
で
は
通
し
番
号
で
経
過
し
、
時
に
は
四
四
番
や

一
四
四
番

等
、
特
殊
の
欠
番
の
も
の
も
あ
っ
た
と
海
野
氏
は
言
わ
れ
る
が
、
欠
番
や
再
作
は

一
応
こ
こ
で
は
伏
せ
て
、
三
百
番
以
降
か
ら

「四
」
を

欠
番
に
し
た
と
仮
定
し
、
昭
和
四
十
年
の
最
終
作
二
一
八
六
番
ま
で
を
試
算
す
る
と
、　
一
六
六
四
本
鍛
え
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
有
銘

作
の
総
数
で
あ
る
が
、
山
内
作
に
は
、
こ
う
し
た
試
算
の
埒
外
に
あ
る
も
の
が
若
干
作
ら
れ
て
い
る
。

山
内
と
し
て
は
、　
一
応
記
録
し
、
製
作
上
の
便
利
を
計

っ
て
い
た
が
、
こ
う
す
る
こ
と
に
な
っ
た
発
端
は
、
遭
難
に
際
し
、
所
持
者
に

対
し
て
自
作
の
ピ
ッ
ケ
ル
に
責
任
を
も
つ
と
い
う
き
び
し
い
考
え
方
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
と
し
て
は
製
作
数
を
表

示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
所
持
銘
を
簡
略
化
し
た
、
い
わ
ば
数
字
と
し
て
の
ピ
ッ
ケ
ル
の
固
有
名
詞
で
あ
っ
た
。

山
内
作
が
あ
ま
り
に
も
美
し
く
、
あ
ま
り
に
も
手
に
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
た
め
、
人
は
山
内
作
を
称
し
て
、
骨
董
品
的
価
値
を
強

調
し
、
暗
に
、
氷
雪
に
対
す
る
山
の
道
具
と
し
て
の
真
価
を
等
閑
視
し
よ
う
と
す
る
が
、
山
内
作
が
今
日
ま
で
世
界
の
氷
雪
に
試
さ
れ
な

が
ら
、
折
れ
、
曲
る
と
い
う
失
態
の
発
生
を
私
は
知
ら
な
い
。
鍛
造
上
の
技
術
が
群
を
抜
き
、　
さ
ら
に
美
し
さ
が
そ
れ
を
包
む
山
内
作

を
、
後
者
が
追
越
そ
う
と
試
み
れ
ば
、
そ
れ
は
い
き
お
い
、
山
内
作
と
は
別
の
型
状
に
お
い
て
、
別
の
理
由
づ
け
に
お
い
て
な
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
願
わ
く
ば
、
山
内
の
よ
う
に
己
を
語
ら
ず
、
作
品
の
真
価
に
お
い
て
の
み
自
己
を
表
現
す
る
こ
と
を
望
み
た

い
。
己
を
語
る
と
い
う
こ
と
は
、
ピ
ッ
ケ
ル
破
損
と
い
う
事
故
の
後
に
聞
く
作
者
の
弁
解
と
、
変
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。

山
内
作
に
は
、
山
内
銘
は
あ
っ
て
も
無
番
号
の
作
品
が
若
干
あ
っ
た
。
彼
自
身
何
故
そ
う
し
た
の
か
判
ら
な
い
。
作
品
に
不
満
が
あ
れ

ば
こ
わ
し
て
し
ま
う
彼
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
記
録
上
の
不
備
が
そ
う
さ
せ
た
と
考
え
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。

再
作
の
ピ
ッ
ケ
ル
も
若
干
あ
っ
た
。
所
持
す
る
愛
品
を
山
で
失
な
い
、
戦
火
に
焼
か
れ
、
愛
惜
の
あ
ま
り
再
作
に
失

っ
た
番
号
銘
を
切

っ
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。



山内ピッケル抄録

山
内
自
身
、
番
号
銘
を
誤
刻
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
写
真
九
二
号
は
、
昭
和
十
三
年
春
の
作
品
で
、
お
そ
ら
く
、
九
二
の
下
に
一
字
入

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
期
作
初
期
の
典
型
で
あ
る
が
、
再
作
と
同
様
、
番
号
と
型
状
に
不
調
和
な
点
が
そ
の
特
色
で
あ
る
。

誤
刻
の
類
で
は
、
ま
れ
に
同
番
号
の
複
数
製
作
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
記
録
の
不
備
に
よ
る
も
の
だ
が
、
以
上
の
特
殊
作
は
、
番
号

は
単
な
る
数
の
表
現
で
は
な
く
、
作
品
の
固
有
名
詞
と
考
え
る
と
き
、
所
持
者
の
納
得
と
、　
一
層
の
愛
着
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
思
う
。

特
殊
作
の
作
品
数
は
、
試
作
と
同
様
、
百
本
以
上
に
は
出
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。　
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

一
つ
の
仮
説
に
す
ぎ
な
い

が
、
山
内
が

一
本
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
鍛
え
る
の
に
、
ど
ん
な
に
苦
労
し
、
ど
ん
な
に
精
魂
を
傾
け
た
か
を
考
え
る
と
き
、
ま
た
彼
の
ピ
ツ
ケ

ル
作
り
は
、
本
業
と
し
て
の
余
技
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
き
、
百
本
以
上
の
特
殊
作
を
考
え
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
試
作
時
代
の
百
本
と
、
有
銘
作
の
一
六
六
四
本
と
、　
さ
ら
に
特
殊
作
の
百
本
と
を
合
計
す
る
と
、
試
算
で
は
あ
る
が
山
内

は
、　
生
涯
に
山
内
ピ
ッ
ケ
ル
と
い
う
名
作
を
、　
一
八
六
四
本
鍛
え
た
こ
と
に
な
る
。　
そ
の
山
内
作
が
、　
全
き
姿
で
世
界
の
登
山
者
の
手

に
、
今
な
お
何
本
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

山
内
東

一
郎
小
伝

明
治
二
三
年
十
月
四
日
生
。
青
森
県
。
小
学
校
卒
業
後
、
県
内
の
呉
服
商
に
奉
公
し
、
鍛
冶
屋
の
徒
弟
と
な
る
。

明
治
四
四
年
、
歩
兵
第
五
連
隊
へ
入
営
、
除
隊
。

明
治
四
五
年
、
上
京
を
決
意
。
途
中
仙
台
に
下
車
し
こ
の
地
を
第
二
の
故
郷
と
す
る
。
こ
の
間
、
鉄
道
機
関
区
工
場
、
鍛
冶
屋
、
町
工
場
等
に
勤
務
。

大
正

三

年
、
仙
台
高
等
工
業
学
校
機
械
工
場
の
職
工
と
な
る
。

大
正

四

年
、
東
北
帝
大
に
鉄
鋼
研
究
所
開
設
さ
れ
る
。

大
正

六

年
、
仙
台
高
等
工
業
学
校
は
、
東
北
帝
大
工
学
部
と
改
ま
り
、
本
多
所
長
の
鉄
鋼
研
究
所
へ
奉
職
。

大
正
一
一
年
、
鉄
鋼
研
究
所
は
金
属
材
料
研
究
所
に
改
ま
る
。

大
正
一
三
年
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
試
作
。
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大
正

一
五
年
、
金
属
材
料
研
究
所
機
械
工
場
を
退
職
。
山
内
鉄
工
所
を
設
け
、
金
研
の
下
請
工
場
と
し
て
発
足
し
、
一
般
刃
物
類
等
の
鍛
造
も
始
め
る
。
　

＞

昭
和

二

年
、
試
作
ピ
ッ
ケ
ル
に
対
し
て
、
東
北
大
山
岳
部
か
ら
大
量
の
発
注
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１３

昭
和

三

年
、
好
日
山
荘
を
介
し
て
、
山
内
ピ
ッ
ケ
ル
は
商
品
化
さ
れ
る
。

昭
和

四

年
、
有
銘
山
内
作
第

一
号
を
鍛
え
る
。
銀
杏
型
。

昭
和

五

年
、
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
を
、
世
界
で
は
じ
め
て
ピ
ッ
ケ
ル
に
応
用
す
る
。

昭
和

八

年
、
大
町
へ
移
る
。
琴
柱
型
に
変
り
多
作
の
時
代
へ
入
る
。　
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
鋼
か
ら
、
さ
ら
に
ニ
ッ
ケ
ル
ｏ
ク
ロ
ー
ム
・
モ
リ
ブ
デ

ン
鋼

へ
す
す
む
が
そ
の
年
代
不
詳
。

昭
和

一
二
年
、
中
期
作
扇
型
時
代
を
拓
き
、
確
乎
不
動
の
山
内
作
を
鍛
え
る
。

昭
和

一
五
年
、
戦
雲
急
を
つ
げ
、
ピ
ッ
ケ
ル
鋼
材
は
払
底
し
、
や
む
な
く
そ
の
材
質
を
ク
ロ
ー
ム
・
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
に
求
め
る
。

昭
和
二
〇
年
、
仙
台
市
被
爆
。
山
内
鉄
工
所
焼
失
し
、
ピ
ッ
ケ
ル
覚
書
を
失
う
。

昭
和
二
一
年
、
後
期
作
、
炭
素
鋼
、
山
内
東

一
郎
銘
。

昭
和
二
三
年
、
こ
の
頃
よ
り
鋼
材
は
良
質
と
な
り
、
扇
型
か
ら
扇
肩
張
型

へ
の
過
渡
期
を
き
ず
く
。

昭
和
二
七
年
、
皇
太
子
殿
下
へ
一
八
二
五
号
の
特
別
作
を
捧
げ
る
。
型
は
扇
肩
張
型
と
な
る
。
桝
田
定
司
氏
歿
。
享
年
四
四
歳
。

昭
和
三
二
年
、
二
千
号
を
鍛
え
、
来
仙
の
高
松
宮
殿
下
へ
捧
げ
る
。
以
後
寡
作
の
一
途
を
た
ど
る
。

昭
和
三
七
年
、
大
町
か
ら
青
葉
城
址
下
へ
移
る
。

昭
和
三
九
年
、
西
岡

一
雄
氏
死
去
、
享
年
七
七
歳
。

昭
和
四
〇
年
、
山
内
宅
再
度
の
焼
失
。
戦
後
か
ら
の
ピ
ッ
ケ
ル
覚
書
を
失
う
。

昭
和
四

一
年
四
月
四
日
、
塵
肺
症
の
た
め
死
去
。
享
年
七
五
歳
。

（昭
和
四
二
年
六
月
記
）



山

と

明

治

天

皇

一
、
歌
人
明
治
天
皇

明
治
天
皇
に
つ
い
て
書
か
れ
た
著
書
や
論
文
は
、
お
び
た
だ
し
い
数
に

の
ば
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
天
皇
が
山
に
対

し
て
深
い
情
愛
を
そ
そ
い
で
居
ら
れ
た
点
を
指
摘
し
、
研
究

し
た
も

の

は
、
私
の
知

っ
て
い
る
範
囲
で
は
、
見
当
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

ん
な
こ
と
を
い
う
と
、

「明
治
天
皇
が
山
を
？
」

と
意
外
な
顔
を
す
る
人

が
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
明
治
天
皇
御
集
を
拝
読
す
る
と
、
山
に
関

す
る
、
感
動
の
こ
も
っ
た
御
歌
が
実
に
多
い
の
に
驚
く
。
天
皇
が
山
に
寄

せ
て
詠
ま
れ
た
感
懐
は
、
そ
の
ま
ま
読
者
の
心
に
伝
わ
っ
て
来
て
、
強
い

建
一　
感
銘
を
う
け
る
の
で
あ
る
。

治
　
　
明
治
天
皇
の
御
製
は
九
万
三
千
余
首
に
及
ぶ
と
い
う
。
そ
の
中
か
ら

一

明日
　
六
八
七
首
が
厳
選
さ
れ
て
、
大
正
八
年

『明
治
天
皇
御
集
』
と
し
て
宮
内

山Ｌ
　
省
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
戦
後
、
民
間
の
歌
人
も
加
え
て
選

び
直

さ

れ
、

広

　

　

瀬

『新
輯
明
治
天
皇
御
集
』
の
名
で
昭
和
三
十
九
年
明
治
神
宮

か
ら
刊
行
さ

れ
た
。
こ
の
新
輯
に
は
、
旧
輯
の
分
も
再
録
さ
れ
、
総
計
八
九
二
六
首
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
公
輯
の
御
集
以
外
に
も
洩
れ
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
が

若
干
あ
る
が
、
そ
れ
は
岩
永
淳
太
郎
編

『明
治
天
皇
御
製
集
』
（淳
風
書

院
・
大
正
十
五
年
刊
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

明
治
天
皇
御
製
と
い
う
と
、
固
苦
し
い
教
訓
歌
の
よ
う
に
誤
解
し
て
い

る
人
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
漠
然
と
旧
派
の
宮
廷
和
歌
ぐ
ら
い
に
思
っ
て

い
る
人
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど
明
治
天
皇
の
歌
の
師
は
桂
園
派
の
高
崎
正
風

で
あ
っ
て
、
天
皇
の
詠
歌
態
度
も
題
詠
を
主
と
し
た
枠
の
中

で
行

な

わ

れ
、
作
風
は
万
葉
調
で
も
近
代
調
で
も
な
い
。
折
口
信
夫
氏
は

「明
治
天

皇

。
昭
憲
皇
太
后
は
、
性
格
的
に
お
ほ
ら
か
で
、
古
代
の
一
番
貴
い
方
々

の
風
格
を
具
へ
て
お
出
で
に
な
っ
た
方
で
あ
っ
た
か
ら
、
万
葉
ぶ
り
を
お

教

へ
申
し
て
い
た
な
ら
ば
、
ど
ん
な
に
よ
い
歌
が
出
来
た
こ
と
か
訳
ら
ぬ

と
思
ふ
」
（
日
本
文
学
啓
豪
）
と
い
っ
て
、
こ
の
点
を
残
念
が
っ
て
い
る
。

誠
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し
か
し
、
明
治
天
皇
は
桂
園
調
に
養
わ
れ
な
が
ら
、
桂
園
調
と
は
ま
た

ち
が
っ
た
、
気
品
高
く
、
堂
々
た
る
調
べ
を
成
就
さ
れ
た
。
斎
藤
茂
吉
氏

は
、
天
皇
の
御
歌
を
評
し
て

「
そ
の
歌
調
の
堂
々
た
る
、
御
心
の
ま
ま
の

直
ぐ
な
る
、
さ
な
が
ら
を
味
じ
た
ま
ひ
て
、
亀
も
巧
む
こ
と
あ
ら
せ
ら
れ

ず
、
こ
れ
御
製
の
特
色
と
拝
察
し
た
て
ま
つ
る
」

「流
派
を
絶
し
、
時
代

を
絶
し
、
た
だ
ち
に
和
歌
の
本
質
に
貫
徹
し
た
も
の
だ
と
拝
誦
し
奉
る
」

（明
治
大
正
短
歌
史
概
観
）
と
讃
嘆
し
た
。
北
原
白
秋
氏
も
ま
た

「歌
聖
と

し
て
の
明
治
天
皇
は
、
そ
の
御
風
格
に
於
て
、
ま
こ
と
に
大
杢
の
ご
と
く

広
大
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
い
か
に
も
帝
王
の
御
製
で
あ
り
、
御
歌
柄
で
あ

ら
せ
ら
れ
た
」

（歌
聖
と
し
て
の
明
治
天
皇
）
と
景
仰
し
、
そ
の
天
真
爛
漫

な
歌
風
を
た
た
え
た
。

新
輯
御
集
の
編
者
の
ひ
と

り
窪
田
空
穂
氏
は
、
「御
集
の
中
に
は
四
季

の
景
観
を
お
よ
み
に
な
っ
た
も
の
で
、
す
ぐ
れ
た
玉
の
よ
う
な
御
歌
が
実

に
多
数
あ
り
ま
す
。
…
…
私
ど
も
が
ふ
だ
ん
四
季
の
景
観
ま
た
は
四
季
の

風
物
と
い
っ
て
い
る
も
の
を
、
天
皇
は

『天
地
の
妙
相
』
と
仰
せ
に
な
っ

て
い
る
の
を
拝
見
し
て
、
特
に
感
を
深
く
し
た
の
で
し
た
」
と
述
べ
、
教

訓
的
な
御
歌
に
つ
い
て
も

「元
来
、
教
訓
歌
は
、
作
意
と
し
て
は
尊
い
も

の
で
あ
っ
て
も
、
和
歌
と
し
て
の
情
味
が
乏
し
く
、
身
に
し
み
る
感
の
少

な
い
の
が
つ
ね
で
あ
り
ま
す
が
、
御
集
の
も
の
は
実
に
感
の
深
い
も
の
ば

か
り
で
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
」

（歌
人
明
治
天
皇

日
経
新
聞
昭
和
四
二
・
一
・
一
二
）
と
い
っ
て
、
御
製
に
実
感
の
こ
も

っ
て

い
る
こ
と
を
感
嘆
し
て
い
る
。

や
は
り
新
輯
編
者
の
ひ
と
り
木
俣
修
氏
は
、
明
治
十

一
年
天
皇
二
十
六

歳
の
こ
ろ

「す
で
に
帝
王
調
と
も
い
う
べ
き
風
格
を
そ
な
え
て
お
ら
れ
、

堂
々
と
し
た
格
調
を
示
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
注
目
し
、
「生
涯
に
十
万

の
作
を
な
し
た
と
い
う
歌
人
は
古
今
を
通
じ
て
明
治
天
皇
た
だ
お

一
人
で

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
も
そ
れ
は
風
流
韻
事
を
こ
と
と
し
て
い
る
閑

人
な
ら
い
ざ
し
ら
ず
、
新
生
日
本
建
設
の
た
め
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
な
し
と

げ
た
帝
王
の
座
に
あ
っ
て
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
繁
忙
は
想
像
を
絶
す

る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
、
超
人
的

な
こ
の
歌
人
と
し
て
の
業
績
を
の
こ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
偉
大
な

こ
と
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら

ぬ
」
と
評
価
し
、
「明
治
天
皇
の
御
事
蹟

を
研
究
す
る
面
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
ろ
う
が
、
歌
人
と
し
て
の
面
を
探
る
こ

と
な
く
し
て
は
、
そ
の
人
間
を
知
る
こ
と
は

一
歩
た
り
と
も
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
と
、
私
は
思
っ
て
い
る
」

（作
家
十
万
首
の
歌
人
　
文
芸
春
秋
昭
和
四

〇
年
一
月
号
）
と
結
ん
で
い
る
。
真
に
眼
力
の
あ
る
人
は
、
作
風
の
相
違

を
超
え
て
、
天
皇
の
御
歌
に
感
銘
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
大
歌
人
明
治
天
皇
は
深
く
山
を
愛

さ
れ
た
。

し
か
も
そ
の
態
度

は
、
旧
来
の
風
流
韻
事
的
で
は
な
く
し
て
、
自
然
そ
の
ま
ま
の
山
を
愛
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
に
近
代
登
山
が
芽
生
え
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
明
治
時
代
で
あ
る
が
、
そ
の
明
治
の
御
代
の
天
皇
が
、
山
に
対
し
て
並

並
な
ら
ぬ
情
愛
を
い
だ
い
て
居
ら
れ
た
こ
と
を
、
私
は
ま
こ
と
に
意
義
深

く
思
う
の
で
あ
る
。

以
下
、
逐
次
明
治
天
皇
の
御
歌
の
実
例
を
あ
げ
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

(136)



カ
ッ
コ
に
包
ん
で
付
記
し
た
の
は
、
題
お
よ
び
製
作
年
代

（明
治
何
年
）

で
あ
る
。
（１１
前
）
と
し
た
の
は
明
治
十

一
年
以
前
の
作
で
あ
る
。

二
、
行
幸
路
の
山
々

徳
川
幕
府
は
き
び
し
く
朝
廷
を
拘
束
し
、
歴
代
の
天
皇
は
ほ
と
ん
ど
御

所
の
外

へ
出
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
孝
明
天
皇
が
旧
例
を

破

っ
て
行
幸
さ
れ
た
時
、
は
じ
め
て
賀
茂
川
を
御
覧
に
な
っ
て

「あ
の
自

く
帯
の
よ
う
に
光
る
も
の
は
何
か
」
と
た
ず
ね
ら

れ
、
「あ
れ
が
川
と
い

う
も
の
か
」
と
驚
か
れ
た
と
い
う
。

維
新
の
大
業
が
成
る
と
、
明
治
天
皇
は
全
国
く
ま
な
く
行
幸
し
て
、
国

民
の
姿

・
国
土
の
姿
を
親
し
く
見
て
ま
わ
ら
れ
た
。
天
皇
の
御
歌
に
は
、

ま
近
く
国
民
に
接
す
る
喜
び
が
、　
一
首

一
首
に
も
り
こ
ば
れ
そ
う
に
歌
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
従
来
も
注
意
さ
れ
て
来
た
が
、
今
ま
で

見
落
さ
れ
て
い
る
の
は
、
国
民
に
対
す
る
と
同
じ
よ
う
に
、
国
土
山
川
に

も
限
り
な
い
情
愛
を
そ
そ
が
れ
た
、
す
ぐ
れ
た
作
品
が
多
い
と
い
う
事
実

で
あ
る
。

め
づ
ら
し
き
山
の
け
し
き
を
見
つ
る
か
な
こ
だ
か
き
岡
に
車
と

ど
め
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（覇
中
眺
望
　
３６
）

一建一　
　
　
た
び
ねす
る山
辺
のけ
しき
おも
し
ろ
し絵
に
う
つさ
せ
て家

治
　
　
　

づ
と
に
せ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（旅

３８
）

凋コ
　
　
　
め
づ
ら
し
き
海
山
み
つ
つ
ゆ
く
た
び
は
身
の
や
し
な
ひ
に
な
る

Ｌ
‐
　
　
　
こ
こ
ち
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（旅

３９
）

旅
に
い
で
て
ま
づ
う
れ
し
き
は
都
に
て
見
な
れ
ぬ
山
に
む
か
ふ

な
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山

４２
）

み
や
こ
い
で
て
ま
づ
め
づ
ら
し
と
み
る
も
の
は
つ
ね
み
ぬ
山
の

す
が
た
な
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（旅

４３
）

旅
に
出
て
、
何
よ
り
も
う
れ
し
い
の
は
、
都
で
見
な
れ
ぬ
山
の
姿
だ
と
い

う
御
述
懐
で
あ
る
。
御
父
孝
明
天
皇
が

「あ
れ
が
川
と
い
う
も
の
か
」
と

驚
か
れ
た
、
そ
の
よ
う
な
幽
閉
的
宮
廷
生
活
か
ら
出
て
、
新
鮮
な
山
野
の

大
観
に

「
め
づ
ら
し
」
「う
れ
し
」
「お
も
し
ろ
し
」
と
連
発
さ

れ
、
「身

の
や
し
な
ひ
に
な
る
」
と
喜
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

明
治
十

一
年
の
北
陸
巡
幸
の
記
録
を
見
る
と
、

「早
月
川
を
渡
ら
せ
玉
ひ
、
笠
木
村
に
御
小
休
あ
り
、
此
辺
よ
り
遥
か

に
立
山
を
望
む
、
…
…
該
山
の
左
右
に
浄
土
山

・
別
山

・
剣
ヶ
嶽

・
鯉

鮒
ヶ
嶽
相
並
ん
で
雲
外
に
鮮
ゆ
、」
「立
山
橋
を
渡
ら
せ
玉
ひ
、
…
…
町

袋
地
内
字
上
人
松
の
土
手
と
云
ふ
頂
上
に
て
御
野
立
遊
ば
さ
る
、
此
処

も
常
願
寺
川
を
前
に
し
て
、
遠
く
立
山
等
の
五
山
を
眺
望
し
、
風
景
最

も
佳
な
り
」

（富
山
県
教
育
雑
誌
明
治
四
二
年
一
二
月
号
に
「当
時
の
新
聞
紙

抜
率
」
と
し
て
掲
載
）

「東
南
は
美
濃
飛
騨
の
諸
山
相
連
り
て
波
涛
の
如
く
、
立
山
の
一
族
は

天
来
に
屹
立
し
て
遥
か
に
相
揖
す
る
に
似
た
り
、
…
…
実
に
千
里
の
日

を
極
む
べ
き
勝
地
な
り
」

（岸
田
吟
香
著
御
巡
幸
日
記
）

な
ど
と
記
さ
れ
て

い
る
。
「め
づ
ら
し
き
山
の
け
し
き
を
見
つ
る
か
な
こ

だ
か
き
岡
に
車
と
ど
め
て
」
と
詠
ま
れ
た
よ
う
に
、
各
所
で
駕
を
と
ど
め
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て
雄
大
な
山
岳
の
大
観
を
御
覧
に
な
っ
た
わ
け
で
、
数
々
の
山
岳
展
望
歌

に
は
、
そ
の
よ
う
な
全
国
各
地
の
山
々
に
対
す
る
印
象
が
織
り
こ
ま
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

高
殿
の
窓
を
ひ
ら
き
て
旅
や
か
た
山
を
ま
ぢ
か
く
見
る
が
め
づ

ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（旅

３９
）

め
づ
ら
し
き
山
の
け
し
き
を
ま
も
り
ゐ
て
や
す
ら
ふ
や
ど
に
時

を
う
つ
し
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（旅

４３
）

と
も
詠
ま
れ
て
い
る
。
旅
舎
に
到
着
の
後
も
、
窓
を
開
き
、
山
を
め
で
、

山
に
向
か
っ
て
、
時
の
た
つ
の
も
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
「山

を
ま
ぢ
か
く
見
る
が
め
づ
ら
し
」
と
は
、
ま
こ
と
に
子
供
の
よ
う
に
率
直

な
天
真
爛
漫
と
し
た
表
現
で
あ
る
。

第
二
首
日
、
タ
カ
ド
ノ
ー
ー
タ
ビ
ャ
ヵ
夕
、
マ
ド
ー

ヤ
マ
ー
ー
マ
ヂ

カ
ク
、
タ
ビ
ヤ
カ
タ
ー

ヤ
マ
。
第
二
首
日
、
メ
ヅ
ラ
シ
キ
ヤ
マ
ノ
ヶ
シ

キ
、
ヤ
マ
ノ
ケ
シ
キ
ヲ
マ
モ
リ
、
ヤ
マ
ー

ヤ
ス
ラ
フ
ヤ
ド
と
、
幾
種
も

の
同
音
が
交
錯
し
て
反
覆
さ
れ
、
音
調
ま
こ
と
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
、
山
に

対
す
る
御
心
の
ゆ
ら
ぎ
が
そ
の
ま
ま
出
て
い
る
。
自
然
の
ま
ま
で
、
し
か

も
味
わ
い
深
い
名
吟
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
ば
ら
く
は
ね
や

へ
も
入
ら
ず
た
び
や
か
た
こ
え
し
山
ぢ
の
も

の
が
た
り
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（旅

４５
）

と
も
詠
ま
れ
て
い
る
。
夜
に
な
っ
て
も
寝
所
に
も
入
ら
ず
、
側
近
と
山
越

え
の
話
に
う
ち
興
じ
て
居
ら
れ
る
帝
の
姿
が
、
あ
り
あ
り
と
う
か
ん
で
く

る
。
明
治
天
皇
は
、
ほ
ん
と
う
に
山
が
好
き
で
好
き
で
た
ま
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

富
山
県
東
端
朝
日
町
の
馬
髯
山
は
、
明
治
天
皇
巡
幸
の
お
り
、
天
皇
が

「馬
の
タ
テ
ガ
ミ
に
似
て
い
る
」
と
い
わ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
名

づ

け
ら
れ

た
山
名
だ
と
い
う
。
古
風
土
記
の
地
名
説
話
さ

な
が
ら

の
逸
話
で
あ
る

が
、土
地
土
地
の
山
の
姿
に
新
鮮
な
感
興
を
催
さ
れ
た
帝
の
御
心
を
、長
く

記
念
し
た
い
と
い
う
地
方
住
民
の
念
願
が
、
こ
の
伝
承
に
息
づ
い
て
い
る
。

小
車
の
ま
ど
う
ち
あ
け
て
み
つ
る
か
な
伊
吹
の
山
の
雪
の
け
し

き
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雪

４３
）

伊
吹
山
は
日

本

武

尊
遭
難
の
山
で
あ
る
。
古
事
記
が
伝
え
る
ミ
コ
ト

の
物
語
は
ま
こ
と
に
悲
壮
で
美
し
い
。
ミ
コ
ト
は
伊
吹
山
の
荒
ぶ
る
神
に

い
ど
み
、
大
氷
雨
に
打
ち
惑
わ
さ
れ
て
敗
退
し
、
力
尽
き
て
な
く

な

っ

た
。
そ
の
魂
は
自
鳥
と
な
っ
て
故
郷

へ
飛
ん
だ
が
、
つ
い
に
と
ど
ま
る
と

こ
ろ
な
か
っ
た
と
い
う
。
明
治
天
皇
は
若
き
こ
ろ

「
ま
つ
ろ
は
ぬ
熊
襲
た

け
る
の
た
け
き
を
も
う
ち
平
げ
し
い
さ
を
を
を
し
も
」
と
詠
じ
て
、
心
か

ら
ミ
コ
ト
の
武
勇
を
讃
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
ミ
コ
ト
ゆ
か
り
の
伊
吹
山
の

雪
ま
み
れ
の
姿
を
、
わ
ざ
わ
ざ
車
の
窓
を
あ
け
て
、
つ
く
づ
く
と
御
覧
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
歴
史
的
回
顧
と
雪
山
の
姿
に
対
す
る
感
動
と
が

一
つ

に
な
っ
て
息
づ
い
て
い
る
。

三
、
山
の
回
想
と
月
の
光

月
み
れ
ば
ま
づ
こ
そ
思

へ
旅
寝
し
て
近
く
む
か
ひ
し
山
の
け
し

き
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
り
に
ふ
れ
て
　
４２
）
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山 と明治天皇

こ
の
一
首
を
朗
誦
す
る
と
、
月
の
光
に
鮮
や
か
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
山

の
姿
が
、
街
仏
と
し
て
迫

っ
て
く
る
。
天
皇
が
し
み
じ
み
と
回
想
さ
れ
た

名
も
無
き
山
の
た
だ
ず
ま
い
は
、
御
歌
を
味
わ
う
者
の
心
に
そ
の
ま
ま
う

つ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
抒
情
的
な
う
る
お
い
が
流
露
し
て
い
る
と
と
も

に
、
ど
こ
か
に
帝
王
ぶ
り
と
も
い
う
べ
き
威
厳
が
あ
っ
て
、
ま
こ
と
に
感

銘
深
く
、
私
の
つ
ね
づ
ね
愛
誦
す
る

一
首
で
あ
る
。

明
治
四
十
二
年
と
い
え
ば
天
皇
の
御
晩
年
で
あ
る
。
晩
年
の
み
か
ど
が

月
を
見
て
、
ま
ず
第

一
に
思
い
出
さ
れ
た
の
は
、
か
つ
て
の
旅
寝
で
近
々

と
御
覧
に
な
っ
た
山
の
け
し
き
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

天
皇
の
御
歌
に
は

「秋
の
夜
の
葛
城
山
を
な
が
め
つ
つ
さ
す
月
か
げ
を

ひ
と
り
ま
ち
け
る
」
（月

Ｈ
前
）
、
「さ
夜
ふ
け
て
か
た
ぶ
く
月
に
あ
し
ひ

き
の
山
の
雪
こ
そ
照
り
ま
さ
り
け
れ
」
（雪

１７
）、
「初
霜
も
ふ
る
こ
こ
ち

し
て
北
山
の
た
か
ね
ま
ば
ゆ
く
月
の
て
る
見
ゆ
」
（月

３８
）
な
ど
、
山
と

月
を
と
り
ぁ
わ
せ
て
詠
ま
れ
た
秀
作
が
多
い
が
、
こ
の
ほ
か
に
も

秋
の
夜
の
月
に
む
か
へ
ば
旅
ね
し
て
見
し
海
山
の
お
も
か
げ
に

み
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（月

３６
）

ひ
と
め
み
し
野
山
の
け
し
き
う
か
ぶ
か
な
す
み
ま
さ
り
ゆ
く
月

の
光
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（月
　
３７
）

な
ど
と
、
月
を
見
て
海
山

ｏ
野
山
を
回
想
さ
れ
た
歌
が
目
に

つ
く
。
「
ひ

と
め
み
し
」
の
一
句
は
極
め
て
印
象
的
で
、
漂
秒
た
る
月
の
景
色
を
作
者

の
強
い
主
観
で
統
率
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
旅
路
で

一
日
見
た
だ
け
で
、

帝
に
と
っ
て
終
生
忘
れ
え
ぬ
野
山
の
け
し
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
一

首
は
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

月
は
、
時
間
的
に
遠
く
過
ぎ
去
っ
た
も
の
を
思
い
出
さ
せ
、
空
間
的
に

遠
く
離
れ
た
も
の
に
心
を
い
ざ
な
う
。
明
治
天
皇
は
月
を
な
が
め
て
、

は
れ
わ
た
る
空
に
む
か
ひ
て
思
ふ
か
な
新
高
山
の
月
は
い
か
に

と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（月

３４
）

と
、
ま
だ
見
ぬ
台
湾
の
高
山
に
ま
で
憧
れ
の
心
を
寄
せ
ら
れ
た
。
天
皇
は

富
士
山
を
見
て
も
、
ふ
と
新
高
山
に
思
い
を
は
せ
て

「
ふ
じ
の
ね
に
う
ち

む
か
ひ
て
も
お
も
ふ
か
な
新
高
山
の
あ
た
り
い
か
に
と
」

（眺
望

３５
）
と

詠
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
台
湾
が
新
領
土
と
な
っ
て
、
そ
こ
の
新
高
山
が
日
本

の
最
高
峰
と
い
う
こ
と
で
、
特
別
の
関
心
を
い
だ
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
新
高
山
と
い
う
山
名
も
、
実
に
明
治
天
皇
の
命
名

に
か
か

る
。
天
皇
は
ま
た

「わ
が
国
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
山
の
名
を
ふ
ね
て
ふ
ふ

ね
に
お
ほ
せ
て
し
が
な
」

（船

４０
）
と
も
詠
ま
れ
て
い
る
。
天
皇
の
山
に

対
す
る
御
関
心
の
ほ
ど
を
思
う
べ
き
で
あ
る
。

四
、
深
山
路

の
実
景
と
山

の
鳥
獣

明
治
天
皇
の
山
の
歌
は
、
多
く
は
遠
望
歌
で
あ
る
。
天
皇
は
み
ず
か
ら

高
山
に
登
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
天
皇
と
い
う
身
分
で
は
、

思
い
も
及
ば
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
政
務
多
端
の
た
め
、
遊
山
的
な
山

歩
き
さ
え
自
由
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

は
、
「年
々
に
お
も
ひ
や
れ
ど
も

山
水
を
汲
み
て
遊
ば
む
夏
な
か
り
け
り
」

（夏
山
水

３７
）
等
の
述
懐
が
多
　
３９

い
こ
と
に
よ
っ
て
も
う
か
が

わ
れ

る
。
実
際
に
深
山
路
を
通
ら
れ
た
の
　
く



は
、
木
曽

・
箱
根

・
二
荒

（日
光
）
な
ど
行
幸
途
次
の
山
々
で
あ
ろ
う
。

深
山
の
実
景
を
詠
ぜ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
作
品
に
は
、
次
の
よ
う
な
の
が

あ
る
。旅

ご
ろ
も
木
曽
路
を
ゆ
け
ば
夏
木
立
し
げ
れ
る
か
げ
も
か
ぎ
り

し
ら
れ
ず
″　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（夏
旅

１６
）

春
さ
む
き
二
荒
の
山
も
石
楠
木
の
花
さ
く
時
に
な
り
に
け
る
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（を
り
に
ふ
れ
て
　
３１
）

山
ふ
か
く
の
ぼ
り
て
み
れ
ば
草
も
木
も
雲
に
し
め
り
て
露
け
か

り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雲

３５
）

高
ね
よ
り
か
へ
り
み
す
れ
ば
箱
根
山
く
も
を
ふ
み
て
も
の
ぼ
り

き
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雲

３５
）

白
雲
の
は
れ
ま
に
み
れ
ば
み
や
ま
木
の
枝
に
む
ら
む
ら
霧
藻
か

か
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（深
山
樹
　
３９
）

い
は
が
ね
の
た
ち
か
さ
な
れ
る
山
み
ち
を
の
ぼ
り
て
み
れ
ば
そ

ま
が
家
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
家

４２
）

石
楠
木

・
霧
藻
の
よ
う
な
深
山
の
植
物
に
取
材
さ
れ
、
雲
に
湿
っ
て
露
け

き
草
木
や
、
雲
を
下
に
顧
み
る
山
路
の
あ
り
さ
ま
や
、
岩
山
路
を
登
っ
た

と
こ
ろ
で
意
外
に
も
人
家
を
見
つ
け
た
具
体
的
な
経
験
が
歌

わ
れ

て

い

る
。
事
に
つ
け
折
に
ふ
れ

て
は
曽
遊
の
日
光
を
回
想
さ
れ
、
「人
づ
て
に

き
け
ば
二
荒
の
み
や
ま
に
は
は
や
初
雪
の
ふ
れ
り
と
ぞ
い
ふ
」
（を
り
に
ふ

れ
て
　
２６
）、
「下
野
の
ふ
た
ら

の
山
や
い
か
な
ら
む
み
や
こ
も
雪
の
ふ
り

し
き
る
こ
ろ
」

（冬
山

３５
）
な
ど
感
慨
の
こ
も
っ
た
作
が
あ
る
。

な
お
天
皇
の
御
歌
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

み
山
よ
り
お
ち
く
る
滝
に
い
は
つ
ば
め
つ
ば
さ
や
す
め
ず
飛
び
　
　
　
１４

ち
が
ひ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（華
厳
滝

ｎ
前
）

み
ね
た
か
き
木
本
の
梢
に
居
る
猿
夕
ぐ
れ
が
た
に
叫
ぶ
な
り
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（猿

１１
前
）

お
く
山
の
杉
の
下
み
ち
き
き
な
れ
ぬ
け
も
の
さ
け
び
て
日
は
く

れ
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（深
山
獣

３３
）

荒
熊
も
う
つ
ぼ
が
中
に
こ
も
る
ら
む
雪
に
あ
と
な
き
木
曽
の
山

み
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雪

４４
）

等
、
イ
ワ
ツ
バ
メ

ｏ
猿

・
熊
の
よ
う
な
深
山
の
動
物
も
歌
わ
れ
て
い
る
。

旧
輯
御
集
編
者
の
一
人
井
上
通
泰
氏
も

「ど
う
い
ふ
訳
か
猿
を
御
よ
み
に

な
っ
た
も
の
が
割
合
多
か
っ
た
や
う
で
あ
る
」

（明
治
天
皇
御
集
の
編
纂
に

就
て
）

と
不
審
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、
猿
の
歌
が
多
い
。
鹿
の
歌
も
多
い

が
、
こ
れ
は
古
来
風
雅
の
も
の
と
し
て
、
和
歌
の
世
界
で
扱
わ
れ
て
来
た

伝
統
が
あ
る
か
ら
、
不
思
議
で
な
い
が
、
猿
の
歌
の
多
い
の
は
意
外
で
あ

る

。東
北
御
巡
幸
記

（著
者
不
詳
）
に
よ
る
と
、
明
治
九
年
六
月
九
日
華
厳

滝
御
覧
の
時

「折
ふ
し
、
大
猿
、　
一
疋
の
小
猿
を
背
負
ひ
て
滝
の
傍
の
石

の
上
に
噂
り
居
た
る
を
…
…
少
し
ば
か
り
岩
の
上
に
登
り
て
は
顧
み
し
、

又
登
り
て
噂
り
な
ど
し
て
、
段
々
と
後
の
山
に
登
り
て
林

の
内

に
入
り

ぬ
」
と
あ
る
か
ら
、
実
際
に
野
猿
を
見
て
居
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お

こ
の
時
、
捕
え
ら
れ
て
献
上
さ
れ
た
鹿
が
、
天
皇
の
御
前
で
山

へ
放
さ
れ



山と明治天皇

て
い
る
か
ら
、
野
生
の
鹿
も
御
覧
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
野
獣
の
出
没
は
、
明
治
初
年
に
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
天

皇
の
猿
の
歌
も
、
こ
の
よ
う
な
実
際
の
経
験
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。五

、
浪
漫
的
精
神
と
山
岳
憧
憬

明
治
天
皇
は
お
若
い
こ
ろ
侍
従
た
ち
を
ひ
き
つ
れ
て
、
馬
に
乗

っ
て
山

野
を
か
け
め
ぐ
ら
れ
た
と
い
う
が
、

い
さ
み
た
つ
月
毛
の
こ
ま
に
う
ち
の
り
て
山
の
紅
葉
の
い
ろ
を

み
る
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（紅
葉

１３
）

黒
鹿
毛
の
駒
を
ど
ら
せ
て
山
路
な
る
木
本
の
紅
葉
の
色
を
み
る

か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（紅
葉

１３
）

の
よ
う
な
作
品
が
あ
る
。
「く
ろ
か
げ
の
」
の
一
首
、
ク
ロ
カ
ゲ

・
コ
マ
・

キ
ギ
と
Ｋ
の
音
の
反
覆
が
こ
こ
ち
よ
く
ひ
び
き
、
ま
こ
と
に
御
心
の
躍
動

が
そ
の
ま
ま
の
り
う
つ
っ
た
よ
う
な
御
作
で
あ
る
。
あ
る
い
は

「
い
さ
み

た
つ
駒
に
く
ら
お
け
飛
鳥
山
そ
め
は
じ
め
た
る
も
み
ぢ
見
て
こ
む
」
（を

り
に
ふ
れ
て
　
１６
）
と
も
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
明
治
十
八
年
に
は
、

花
さ
か
ば
い
づ
こ
の
山
の
奥
ま
で
も
駒
に
ま
か
せ
て
ゆ
か
む
と

ぞ
お
も
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（を
り
に
ふ
れ
て
）

の
作
が
あ
る
。
「花
さ
か
ば
」

と
い
う
未
然
形
に
つ
づ
け
て

「
い
づ
こ
の

山
の
奥
ま
で
も
」
し
か
も

「駒
に
ま
か
せ
て
ゆ
か
む
」
と
は
、
ま
こ
と
に

浪
漫
的
で
あ
る
。
芭
蕉
は

「
そ
ぞ
ろ
神
の
物
に
つ
き
て
心
を
く
る
は
せ
道

祖
神
の
招
き
に
あ
ひ
て
取
る
も
の
手
に
つ
か
ず
」
奥
の
細
道
の
旅
に
出
か

け
、
若
山
牧
水
は

「幾
山
河
越
え
さ
り
ゅ
か
ば
さ
び
し
さ
の
果
て
な
む
国

ぞ
今
日
も
旅
ゆ
く
」
と
よ
ん
で
さ
す
ら
い
歩
い
た
が
、
天
皇
も
、
何
か
内

側
か
ら
衝
き
動
か
さ
れ
る
よ
う
な
、
止
み
が
た
い
も
の
を
感
ぜ
ら
れ
た
の

で
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
一
首
を
詠
ま
れ
た
時
、
天
皇
は
、
自
由
に
旅
に
出

る
こ
と
の
で
き
る
気
楽
な
身
分
を
、
つ
く
づ
く
羨
し
く
思
わ
れ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
「夏
し
ら
ぬ
山
を
た
づ
ね
て
み
な
人
の
旅
に

い
づ
る
が
た

の
し
か
る
ら
む
」

（夏
旅

３６
）
と
も
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、

国
民
の
上
を
思
い
や
っ
て

「た
の
し
ん
で
こ
い
」
と
い
う
お
気
持
と
同
時

に
、
窮
屈
な
御
自
身
を
顧
み
て
の
感
慨
が
こ
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

ひ
さ
か
た
の
そ
ら
ゆ
く
雲
を
さ
き
だ
て
て
し
ら
ぬ
山
路
を
た
ど

る
旅
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（旅
　
３４
）

こ
の
一
首
も
浪
漫
的
音
調
を
か
な
で
て
い
る
。
行
幸
の
こ
と

で
あ

る
か

ら
、
い
か
に
略
式
の
場
合
で
も
、
お
供
も
多
く
行
列
も
整
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
天
皇
は
空
ゆ
く
雲
に
心
を
と
ど
め
、
雲
を
さ
き
だ
て
、
雲

と
と
も
に
山
路
を
越
え
る
気
分
を
味
わ
っ
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
古
典

的
な
典
雅
な
態
度
で
終
始
し
た
天
皇
の
御
歌
の
中
に
、
少
数
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
浪
漫
的
な
も
の
が
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

た
か
ね
み
な
さ
や
か
に
は
れ
し
秋
の
日
に
山
ぢ
の
あ
そ
び
お
も

ひ
た
た
ば
ゃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（秋
晴

４ｏ
）
　
　
　
４１

さ
ま
ざ
ま
の
た
の
し
み
お
ほ
き
秋
の
山
こ
こ
ろ
の
ゆ
く
に
ま
か
　
　
　
＜



せ
て
ぞ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（秋
日
山
行
　
３６
）

た
の
し
み
は
果
な
き
も
の
を
夕
日
影
か
た
ぶ
き
に
け
り
秋
の
山

ぶ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（秋
夕
　
４ｏ
）

政
務
多
端
の
あ
い
ま
に
、
た
ま
に

一
日
を
割
い
て
の
山
遊
び
で
あ
っ
た
ろ

う
。
高
峰
み
な
く
っ
き
り
晴
れ
た
秋
の
日
に
は
、
帝
の
み
こ
こ
ろ
は
山
路

の
楽
し
さ
を
思
う
て
、
と
き
め
い
た
の
で
あ
る
。

天
皇
は
し
ば
し
ば
夢
に
山
を
見
て
、

い
つ
の
ま
に
山
路
を
こ
え
て
わ
が
こ
こ
ろ
と
ほ
き
た
か
ね
を
夢

に
み
つ
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（夢

４２
）

お
も
ひ
や
る
山
べ
に
ゆ
く
と
見
し
ゆ
め
を
を
し
く
も
風
の
さ
ま

し
け
る
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（夢

４ｏ
）

う
た
た
ね
の
ゆ
め
の
直
路
に
み
つ
る
か
な
見
ま
ほ
し
と
お
も
ふ

山
の
け
し
き
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（夢

４３
）

お
く
山
に
あ
そ
ぶ
と
お
も
ひ
し
ゆ
め
さ
め
て
き
け
ば
ま
く
ら
に

水
の
お
と
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（水

４３
）

な
ど
と
詠
ま
れ
た
。
山
岳
家
な
ら
ば
、
い
つ
も
心
に

「思
ひ
や
る
山
」
を

持
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
明
治
天
皇
も
ま
た
、
夢
に
ま
で
見
る
ほ
ど

「お

も
ひ
や
る
山
」
「見
ま
ほ
し
と
思
ふ
山
」
を
心
に
い
だ
い
て
居
ら

れ
た
の

で
あ
っ
た
。六

、
天

地

の

妙

相

明
治
天
皇
御
製
の
特
色
は
、
斎
藤
茂
吉
氏
が

「御
心
の
ま
ま
の
直
ぐ
な

る
、
さ
な
が
ら
を
味
じ
た
ま
ひ
て
≧
も
巧
む
こ
と
あ
ら
せ
ら
れ
ず
」
と
評

し
た
よ
う
に
、
つ
く
ろ
わ
ず
、
飾
ら
ず
、
技
巧
を
弄
せ
ず
、
思
う
が
ま
ま

を
ま
っ
す
ぐ
に
詠
み
く
だ
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
天
皇
自
身

「思
ふ
こ

と
あ
り
の
ま
に
ま
に
つ
ら
ぬ
る
が
い
と
ま
な
き
世
の
な
ぐ
さ
め
に
し
て
」

（歌

３７
）、
「お
も
ふ
こ
と
思
ふ
が
ま
ま
に
い
ひ
て
み
む
歌
の
し
ら
べ
に
な

り
も
な
ら
ず
も
」

（を
り
に
ふ
れ
た
る
　
４５
）
と
、
そ
の
作
歌
態
度
を
告
白

さ
れ
、
「思
ふ
こ
と
う
ち
つ
け
に
い
ふ
を
さ

な
ご
の
言
葉
は
や
が
て
歌
に

ぞ
あ
り
け
る
」

（歌

４０
）
と
、
子
ど
も
が
物
を
言
う
よ
う
に
、　
ま
っ
す

ぐ
に
表
現
す
る
の
を
理
想
と
さ
れ
て
い
る
が
、
自
然
に
対
す

る
お
好
み

も
、
作
歌
態
度
と
同
じ
よ
う
に
、
人
工
を
加
え
な
い
、
あ
り
の
ま
ま
の
自

然
を
尊
ば
れ
た
。

「な
か
な
か
に
み
や
び
す
く
な
し
あ
ま
り
に
も
作
り
す
ぎ
た
る
庭
の
け
し

き
は
」

（庭

３７
）
と
よ
ん
で
、
作
り
す
ぎ

た
人
工
の
庭
園
を
、
か
え
っ

て
風
雅
で
な
い
と
し
て
好
ま
れ
ず
、
「
つ
く
ろ
は
ぬ
岩
の
す
が
た
ぞ
お
も

し
ろ
き
わ
が
す
む
い
ほ
に
ひ
か
せ
て
を
み
む
」

（岩

４５
）
と
、　
つ
く
ろ

わ
ぬ
岩
、
自
然
の
ま
ま
の
岩
の
姿
を
め
で
ら
れ
、

天
地
の
な
し
の
ま
ま
な
る
い
は
が
ね
の
姿
は
こ
と
に
お
も
し
ろ

き
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岩

３７
）

と
讃
嘆
さ
れ
た
。
ま
た

「天
地
の
お
の
づ
か
ら
な
る
山
水
の
け
し
き
を
う

つ
す
言
の
葉
も
が
な
」

（を
り
に
ふ
れ
た
る
　
４０
）
と
よ
ん
で
、
自
然
の
ま

ま
な
る
山
川
の
景
観
を
そ
の
ま
ま
表
現
す
る
よ
う
な
歌
を
作
り
た
い
と
念

願
さ
れ
た
。
窪
田
空
穂
氏
が

「天
地
の
妙
相
」
と
い
っ
て
敬
服

し
た

の
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山と明治天皇

は
、
こ
の

「天
地
の
な
し
の
ま
ま
な
る
」
「天
地
の
お
の
づ
か
ら

な
る
」

と
い
う
御
態
度
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
。

か
き
ね
ゆ
く
水
に
ひ
び
き
て
松
風
の
音
も
な
が
る
る
山
の
し
た

庵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
家

４０
）

水
の
ひ
び
き

ｏ
風
の
ひ
び
き
の
中
に
と
け
こ
ん
だ
よ
う
な
、
自
然
随
順
と

も
い
う
べ
き
天
皇
の
お
心
持
が
し
の
ば
れ
る

一
首
で
あ
る
。
さ
ら
に

山
み
ち
を
ゆ
く
ゆ
く
み
れ
ば
都
よ
り
ま
さ
れ
る
も
の
は
紅
葉
な

り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（紅
葉

４４
）

と
、
都
会
の
華
麗
よ
り
も
、
山
岳
植
物
相
の
美
を
ま
さ
れ
り
と
詠
嘆
さ
れ

た
。
し
か
し
天
皇
は
ま
た

と
も
し
び
の
影
ま
ば
ら
に
も
み
ゆ
る
か
な
人
す
む
べ
く
も
あ
ら

ぬ
山
辺
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（燈

４４
）

と
も
し
び
の
た
か
き
と
こ
ろ
に
み
ゆ
る
か
な
か
の
山
べ
に
も
人

は
す
む
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
家

４１
）

と
、
山
に
つ
く
灯
火
を
限
り
な
く
な
つ
か
し
ま
れ
、
山
に
営
ま
る
る
人
の

く
ら
し
を
偲
ば
れ
た
。
我
々
は
都
会
を
避
け
て
山
に
登
り
な
が
ら
、
夜
の

山
上
か
ら
平
野
に
き
ら
め
く
町
の
灯
火
を
見
お
ろ
し
て
、
な
つ
か
し
い
よ

う
な
、
う
れ
し
い
よ
う
な
、
ふ
し
ぎ
な
感
動
を
味
わ
う
。
天
皇
は
山
上
に

と
も
る
灯
火
を
見
て
深
く
感
動
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
人
情
の
自
然

で
あ
る
。
天
皇
は
、
自
然
に
お
い
て
も
、
人
間
に
お
い
て
も

「天
地
の
な

し
の
ま
ま
な
る
」
姿
を
尊
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

七
、
さ
ま
ざ
ま
の
山
岳
詠

う
ご
き
な
き
山
に
む
か
ひ
て
ゆ
く
水
の
お
と
に
こ
こ
ろ
を
す
ま

し
け
る
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（を
り
に
ふ
れ
て
　
４２
）

明
治
天
皇
の
山
の
歌
に
は
、
こ
の
よ
う
な
静
か
な
お
も
む
き
を
湛
え
た
も

の
が
多
い
が
、
し
か
し
ま
た

ひ
む
が
し
の
み
そ
ら
し
ら
む
と
思
ふ
ま
に
山
の
姿
ぞ
あ
ら
は
れ

に
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（曙

４０
）

雨
雲
の
風
に
き
え
ゆ
く
山
の
は
に
あ
ら
は
れ
そ
め
ぬ
松
の
む
ら

だ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（眺
望

４４
）

等
、
静
か
な
中
に
も
刻
々
変
化
し
て
ゆ
く
自
然
の
相
を
と
ら
え
た
作
も
多

く
、
さ
ら
に
ま
た

た
だ
な
ら
ぬ
雲
こ
そ
か
か
れ
夕
立
は
富
士
の
す
そ
の
に
今
か
ふ

る
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（夕
立

１７
）

雲
は
し
り
風
ふ
き
そ
ひ
て
あ
し
ひ
き
の
山
よ
り
山
に
ふ
る
し
ぐ

れ
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（時
雨‐　
２６
）

筑
波
嶺
は
雲
に
か
く
れ
て
利
根
川
の
瀬
の
お
と
た
か
し
さ
み
だ

れ
の
頃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（梅
雨
　
３１
）

遠
山
の
雲
も
動
き
て
秋
の
野
の
茅
は
ら
萱
は
ら
風
わ
た
る
な
り

（秋
風
　
４０
）

等
、
山
の
気
象
の
激
し
い
変
化
や
、
川
の
ひ
び
き

ｏ
雲
の
う
ご
き

・
風
の
　
・４３

さ
や
ぎ
に
よ
っ
て
い
き
い
き
と
動
く
自
然
が
、
緊
張
し
た
音
調
に
表
現
さ
　
く



れ
た
、
動
的
な
名
吟
も
多
い
の
で
あ
る
。

天
皇
は
ま
た

雨
ぐ
も
の
は
れ
わ
た
り
ゆ
く
大
ぞ
ら
に
つ
ね
見
ぬ
山
も
み
ゆ
る

け
さ
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山

４１
）

冬
が
れ
の
野
末
に
見
ゆ
る
白
雪
は
何
の
あ
が
た
の
峯
に
か
あ
る

ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（枯
野
　
３５
）

ひ
さ
か
た
の
空
に
ひ
と
す
ぢ
は
れ
た
る
は
い
づ
く
の
山
の
た
か

ね
な
る
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（峰

３９
）

と
、
雨
後
あ
る
い
は
新
雪
時
な
ど
に
、
平
生
気
づ
か
な
か
っ
た
山
の
見
え

る
こ
と
に
心
を
と
め
ら
れ
た
。
日
ご
ろ
か
ら
、
山
々
の
眺
望
の
微
細
な
点

に
ま
で
お
気
づ
き
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
田
部
重
治
氏
の

『山
と
渓
谷
』
の

中
に
、
富
山
平
野
で
の
幼
少
時
代
を
回
顧
し
て

「十
月
の
終
り
頃
に
な
っ
て
是
等
の
山
々
に
新
雪
が
来
る
有
様
は
、
私

に
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
印
象
を
与

へ
た
。
そ
の
頃
に
な
る
と
、
今

ま
で
殆
ど
私
達
の
目
に
附
か
な
い
山
が
、
剣
岳
と
猫
又
と
の
間
の
低
い

所

へ
真
白
に
染
め
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
自
馬
連
嶺
の
一
峯
で
あ
っ
て
、

私
の
村
で
は
そ
れ
を
蓮
華
と
云
っ
て
ゐ
る
。」

と
あ
る
の
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

天
皇
に
は

「う
ち
わ
た
す
野
末
の
林
冬
が
れ
て
さ
や
か
に
な
り
ぬ
を
ち

か
た
の
山
」
（枯
野

４０
）、
「み
ど
り
に
も
は
れ
た
る
そ
ら
に
雪
見
え
て
山

は
冬
こ
そ
さ
や
か
な
り
け
れ
」

（冬
山

３８
）
な
ど
、
冬
山
の
透
徹
し
た
景

色
を
詠
ま
れ
た
歌
が
多
い
が
、
特
に
新
雪
の
山
岳
景
観
を
緊
張
し
た
シ
ラ

べ
に
う
つ
し
出
さ
れ
た
名
吟
が
多
く
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≫

秋
風
に
は
こ
ね
あ
し
が
ら
雲
は
れ
て
は
つ
雪
し
ろ
し
ふ
じ
の
遠
　
　
　
１４

や
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（秋
眺
望
　
３３
）

嶺
た
か
く
つ
ら
な
る
山
に
雪
見
え
て
車
の
う
ち
も
さ
ゆ
る
今
日

か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雪

３４
）

山
々
の
高
ね
ま
し
ろ
に
み
え
な
が
ら
都
は
雪
の
ふ
ら
む
と
も
せ

ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雪

３５
）

五
百
重
山
つ
ら
な
る
み
ね
の
奥
ま
で
も
さ
や
か
に
な
り
ぬ
雪
の

つ
も
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雪

３８
）

大
空
は
み
ど
り
に
は
れ
て
山
と
い
ふ
山
み
な
し
ろ
く
雪
ふ
り
に

け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雪

３８
）

こ
が
ら
し
の
ふ
き
は
ら
し
た
る
空
遠
く
甲
斐
の
た
か
ね
の
雪
ぞ

見
え
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雪

４０
）

等
の
御
作
が
あ
る
。
甲
斐
の
高
根
は
南
ア
ル
プ
ス
で
あ
ろ
う
か
。
小
島
鳥

水
氏
の

『日
本
ア
ル
プ
ス
　
第

一
巻
』
に
は

「白
峰
三
山
東
京
横
浜
間
の

汽
車
よ
り
見
ゆ
」
と
題
し
て
、
そ
の
感
激

を
伝

え
、
木
暮
理
太
郎
氏
の

「望
岳
都
東
京
」
に
は
、
東
京
の
ど
こ
か
ら
南
ア
ル
プ
ス
の
ど
の
山
が
見

え
る
か
を
、
微
に
入
り
細
に
わ
た
っ
て
説
い
て
あ
る
が
、
明
治
天
皇
も
初

冬
の
冴
え
た
空
に
南
ア
ル
プ
ス
の
雪
姿
を
確
認
さ
れ
、
こ
の
よ
う
に
力
強

い
一
首
を
も
の
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

八
、
富

　

士

　

山



明
治
天
皇
は
巡
幸
の
み
ち
み
ち
、
名
も
知
れ
ぬ
部
の
山
に
限
り
な
く
心

を
と
め
ら
れ
た
が
、
し
か
し
山
に
関
す
る
御
製
中
、
も
っ
と
も
多
い
の
は

富
士
山
の
歌
で
あ
る
。
私
が
ざ
っ
と
概
算
し
た
だ
け
で
百
三
十
首
を
超
え

て
い
る
。
朝
の
富
士

・
夕
の
富
士

・
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
富
士

・
晴
れ

た
富
士

・
雪
の
富
士

・
雲
の
富
士
と
、
全
く
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
く
ら

い
で
あ
る
。

大
空
に
ふ
じ
の
ね
た
か
く
あ
ら
は
れ
て
す
が
す
が
し
く
も
夜
は

あ
け
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（眺
望

３８
）

こ
れ
は
暁
天
の
富
±
。

さ
し
わ
た
る
朝
日
の
ど
け
き
高
ど
の
に
わ
れ
も
の
ぼ
り
て
ふ
じ

の
雪
み
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（あ
る
あ
し
た

２８
）

を
ぐ
る
ま
の
を
す
巻
き
あ
げ
て
み
わ
た
せ
ば
朝
日
に
匂
ふ
富
士

の
白
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（う
つ
の
山
に
て
…
‥　
１１
前
）

そ
ら
た
か
く
の
ぼ
る
朝
日
に
ふ
じ
の
ね
の
い
た
だ
き
あ
か
く
か

が
や
き
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（眺
望

３３
）

こ
れ
は
溌
測
た
る
朝
の
富
±
。

み
る
が
う
ち
に
ふ
も
と
の
野
べ
は
く
れ
は
て
て
空
に
の
こ
れ
る

ふ
じ
の
と
ほ
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山

３７
）

夕
日
か
げ
か
げ
ろ
ひ
は
て
て
富
士
の
ね
の
い
た
だ
き
青
く
み
え

に
け
る
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（眺
望

３３
）

こ
れ
は
蒼
然
と
く
れ
ゆ
く
夕
暮

の
富
±
。
「高
殿
の
ま
ど
の
う
ち
く
ら
く

な
り
に
け
り
富
士
の
た
か
ね
を
う
ち
ま
も
る
ま
に
」

（眺
望

３７
）
と
も
詠

ま
れ
た
が
、
夕
富
士
を
眺
め
て
居
て
、
殿
内
の
暗
く
な
る
の
に
も
気
づ
か

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

山
は
み
な
緑
に
な
り
て
ふ
じ
の
ね
の
ほ
か
に
は
雪
も
み
え
ぬ
春

か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（春
山

３２
）

こ
れ
は
春
の
富
±
。

大
ぞ
ら
は
雲
た
ち
こ
め
て
富
士
の
ね
も
久
し
く
見
え
ぬ
さ
み
だ

れ
の
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（梅
雨
　
３１
）

さ
み
だ
れ
も
か
ぎ
り
な
る
ら
む
け
さ
み
れ
ば
雲
ぞ
は
れ
た
る
富

士
の
遠
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（梅
雨
　
１８
）

こ
れ
は
梅
雨
の
富
士
と
梅
雨
明
け
の
富
士
。

高
殿
に
の
ぼ
り
て
む
か
ふ
富
士
の
ね
も
雲
の
あ
つ
ま
る
夏
は
き

に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（夏
山

３４
）

夏
さ
れ
ば
雲
ふ
か
く
し
て
か
す
か
に
も
み
え
ぬ
日
お
ほ
し
富
士

の
」迷
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（夏
雲
　
４５
）

ふ
じ
の
ね
に
つ
も
り
し
雪
も
と
け
ぬ
ら
む
け
さ
い
た
だ
き
の
青

く
見
え
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（夏
山
　
２９
）

お
ほ
か
た
は
雪
も
消
え
た
る
ふ
じ
の
嶺
に
か
か
れ
る
雲
の
い
ろ

の
さ
や
け
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（を
り
に
ふ
れ
て
　
３２
）

こ
れ
は
夏
の
富
±
。

ふ
じ
の
ね
の
雲
の
ひ
と
ひ
ら
う
ち
な
び
き
大
ぞ
ら
高
く
秋
風
ぞ

ふ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（秋
天
　
３１
）

こ
れ
は
秋
の
富
士
。
爽
快
の
感
み
な
ぎ
る
作
で
、
岡
田
紅
陽
氏
撮
影
の
写

山と明治天皇
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真
を
見
る
よ
う
な
心
地
が
す
る
。

大
杢
の
雲
ま
を
見
れ
ば
ふ
じ
の
ね
の
い
た
だ
き
し
ろ
く
雪
ぞ
つ

も
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（富
士
山
雪
　
２９
）

秋
か
ぜ
の
吹
き
は
ら
し
た
る
大
ぞ
ら
に
ふ
じ
の
高
ね
の
雪
ぞ
み

え
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（望
山
　
３４
）

こ
れ
は
新
雪
到
来
の
富
±
。

い
た
だ
き
は
雲
に
か
く
れ
て
ふ
じ
の
ね
の
裾
野
ま
し
ろ
に
つ
も

る
雪
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雪
　
３２
）

こ
れ
は
冬
の
富
±
。
頂
上
部
が
隠
れ
て
い
る
時
、
裾
野
の
ひ
ろ
が
り
は
い

っ
そ
う
大
き
く
見
え
、
そ
れ
が
べ
っ
た
り
と
自

一
色
。
富
士
の
威
力
が
迫

っ
て
く
る
よ
う
な

一
首
で
あ
る
。

天
皇
は
い
た
く
京
都
を
愛
さ
れ
た
が
、
「京
都

へ
出
か
け
る
と
、
政
治

に
さ
し
つ
か
え
る
か
ら
」
と
い
っ
て
、
京
都
行
幸
は
な
る
べ
く
遠
慮
さ
れ

た
と
い
う
。
し
か
し
東
京
の
生
活
で
、
も
っ
と
も
心
を
お
喜
ば
せ
し
た
の

は
、
実
に
富
士
山
で
あ
っ
た
。

鳥
が
な
く
あ
づ
ま
に
す
み
て
う
れ
し
き
は
ふ
じ
の
高
ね
に
む
か

ふ
な
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（富
士
山

３９
）

と
は
、
そ
の
心
持
を
率
直
に
吐
露
さ
れ
た

一
首
で
あ
る
。
行
幸
の
お
り
に

も
、

朝
ま
だ
き
都
を
い
で
て
ふ
じ
の
ね
を
ふ
り
さ
け
み
つ
つ
ゆ
く
旅

ぢ
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山

３７
）

心
ゆ
く
旅
路
な
り
け
り
大
空
に
は
れ
た
る
ふ
じ
の
山
も
み
え
つ

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（旅

３５
）

と
、
さ
わ
や
か
に
歌
い
あ
げ
ら
れ
、
車
中
で
は
、

ま
が
な
ぢ
の
車
の
ゆ
く
て
空
は
れ
て
ふ
じ
の
た
か
ね
に
雲
も
か

か
ら
ず
　́
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
望
　
３３
）

と
嘆
賞
さ
れ
、
「か
な
ぢ
ゆ
く
車
な
な
め
に
な
り
ぬ
ら
し
お
も

は

ぬ
か
た

に
み
ゆ
る
ふ
じ
の
ね
」

（望
不
二
山

４５
）
と
車
窓
に
位
置
を
変
え
ゆ
く
富

士
を
鑑
賞
さ
れ
、
あ
る
い
は

「
こ
こ
ち
よ
く
は
じ
る
車
の
う
ち
な
が
ら
あ

か
ぬ
は
富
士
の
見
え
ぬ
な
り
け
り
」

（汽
車
の
う
ち
に
て
　
２３
）
と
富
士
の

見
え
ぬ
の
を
残
念
が
っ
て
居
ら
れ
る
。
さ
ら
に
旅
行
の
帰
途
に
は
、

あ
づ
ま
に
と
い
そ
ぐ
船
路
の
波
の
上
に
う
れ
し
く
見
ゆ
る
ふ
じ

の
芝
山
　
　
　
　
　
（西
京
よ
り
か
へ
り
け
る
船
の
中
に
て
　
Ｈ
前
）

ふ
じ
の
ね
の
み
え
そ
め
し
こ
そ
う
れ
し
け
れ
東
路
さ
し
て
か
ヘ

る
た
び
ぢ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（富
士
山

４２
）

と
、富
士
の
見
え
そ
め
た
喜
び
を
包
み
な
く
歌
っ
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

散
歩
の
お
り
に
は

こ
こ
ろ
な
く
道
ゆ
く
時
に
う
れ
し
き
は
富
士
の
た
か
ね
の
み
ゆ

る
な
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（遠
望

４０
）

と
思
い
が
け
ず
見
つ
け
た
富
士
を
喜
ば
れ
、

ふ
じ
の
ね
の
け
ふ
は
い
か
に
と
高
殿
に
の
ば
れ
ば
杢
を
う
ち
あ

ふ
ぎ
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
望
　
３３
）

と
、
毎
日
の
よ
う
に
心
に
か
け
ら
れ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
富
士
見
の
台
を
築
か

れ
た
が
、
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た
か
ど
の
に
の
ば
れ
ど
雲
の
立
ち
こ
め
て
見
え
ぬ
日
多
し
ふ
じ

の
遠
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（望
富
士
山
　
２８
）

天
つ
そ
ら
は
れ
渡
り
て
も
ふ
じ
の
ね
に
く
も
の
ゐ
ぬ
日
は
す
く

な
か
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
上
雲
　
３１
）

は
れ
ぬ
日
の
お
ほ
き
ぞ
惜
し
き
わ
が
そ
の
に
富
士
見
の
う
て
な

つ
く
り
た
れ
ど
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（富
士
山

４２
）

と
見
え
ぬ
日
多
き
を
慨
嘆
さ
れ
、
そ
の
か
わ
り
晴
天
に
玲
境
た
る
富
士
を

見
て
は
、

富
士
の
嶺
に
む
か
ふ
う
て
な
を
あ
け
て
み
む
杢
か
ぎ
り
な
く
晴

れ
わ
た
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（を
り
に
ふ
れ
た
る
　
３９
）

高
殿
の
す
だ
れ
ま
か
せ
て
白
雲
も
か
か
ら
ぬ
富
士
の
雪
を
み
る

か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雪

２５
）

と
有
頂
天
の
お
喜
び
で
あ
る
。
雲
に
隠
見
出
没
す
る
富
士
に
対
し
て
は
、

む
ら
く
も
の
か
か
れ
ば
は
れ
て
み
る
が
う
ち
に
す
が
た
か
は
れ

り
ふ
じ
の
遠
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雲

３６
）

か
ぎ
り
な
く
は
れ
た
る
日
に
も
い
さ
さ
か
の
く
も
は
か
か
れ
り

ふ
じ
の
と
ほ
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（富
士
山

４０
）

め
づ
ら
し
と
さ
ら
に
み
る
か
な
雲
間
よ
り
あ
ら
は
れ
そ
め
し
ふ

じ
の
と
ほ
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（富
士
山

４１
）

白
雲
の
な
か
ば
か
か
り
て
み
る
が
う
ち
に
す
が
た
か
は
れ
り
富

士
の
と
ほ
や
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（富
士
山

４１
）

と
く
り
か
え
し
そ
の
変
化
の
さ
ま
を
歌
わ
れ
、

み
る
た
び
に
あ
ら
た
ま
り
ぬ
る
こ
こ
ち
し
て
は
る
れ
ば
あ
ふ
ぐ

ふ
じ
の
と
ほ
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山

３６
）

天
の
は
ら
あ
ふ
ぐ
た
び
に
も
め
づ
ら
し
と
お
も
ふ
は
ふ
じ
の
た

か
ね
な
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（不
二
山

４５
）

と
徹
底
的
に
富
士
に
傾
倒
し
て
居
ら
れ
る
。
見
る
た
び
に
新
し
く
感
じ
、

仰
ぐ
た
び
に
珍
し
い
と
思
う
と
は
、
富
士
に
対
し
て
惚
れ
に
惚
れ
こ
ん
だ

人
で
な
く
て
は
、
出
て
こ
な
い
言
葉
で
あ
る
。

く
り
か
え
し

「富
士
の
遠
山
」
と
歌
っ
て
居
ら
れ
る
の
は
、
富
士
が
遠

す
ぎ
る
こ
と
を
残
念
が
っ
て
居
ら
れ
る
心
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら

「
は
る
か
な
る
も
の
と
思
ひ
し
ふ
じ
の
ね
を
の
き
ば
に
あ
ふ
ぐ
静
岡

の
さ

と
」
（旅
　
３９
）
と
山
麓
静
岡
を
羨
ま
れ
た
が
、
都
か
ら
富
士
が
近
々
と
見

え
る
日
に
は
、
「駿
河
な
る
ふ
じ

の
遠
や
ま
は
れ
ぬ
れ
ば
都
の
も
の
の
こ

こ
ち
こ
そ
す
れ
」
（山

３７
）、
「
ひ
む
が
し
の
都
の
も
の
と
い
ふ
ば
か
り
さ

や
か
に
み
ゆ
る
富
士
の
と
ほ
山
」
（遠
山

４４
）
と
、
い
か
に
も
誇
ら
し
げ

で
あ
る
。

天
雲
も
い
ゆ
き
は
ば
か
る
富
士
の
ね
を
お
ほ
ふ
は
春
の
霞
な
り

け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞

２９
）

朝
戸
あ
け
て
富
士
の
た
か
ね
を
見
わ
た
せ
ば
神
代
の
雪
に
日
か

げ
さ
す
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雪

１６
）

こ
の
二
首
は
伝
承
を
ふ
ま
え
た
作
で
あ
る
が
、
作
者
の
詩
的
実
感
が
神
話

と
渾
然
融
合
し
て
、
深
い
讃
嘆
の
声
と
な
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
４７

萬
代
の
国
の
し
づ
め
と
大
空
に
あ
ふ
ぐ
は
富
士
の
た
か
ね
な
り
　
　
　
く



け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山

４１
）

富
士
山
を
国
の
鎮
め
と
仰
ぐ
の
は
、
万
葉
集
以
来
の
日
本
人
の
伝
統
的
観

念
で
あ
る
が
、
こ
の
御
製
は
、
形
骸
化
し
た
観
念
で
は
な
く
し
て
、
今
ま

で
多
数
の
実
例
に
よ
っ
て
見
て
来
た
よ
う
な
、
富
士
山
の
聖
美
に
対
す
る

徹
底
的
傾
倒
の
情
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
小
島
鳥
水

氏
も

『不
二
山
』

（明
治
三
八
）
の
中
で

「呼
嵯
、
造
化
そ
の
想
を
大
に

し
、
そ
の
手
を
簡
に
し
、
こ
こ
に
標
式
的
名
山
を
下
し
て
、
わ
が
大
八
州

の
鎮
と
な
し
、
無
始
の
始
よ
り
無
終
の
終
ま
で
、
猶
そ
の
余
光
を
と
ど
め

て
、
人
間
を
照
ら
す
、
地
上
唯

一
の
美
と
偉
と
は
是
れ
の
み
、
か
し
こ
し

と
も
か
し
こ
か
ら
ず
や
」
と
書
い
て
い
る
。
富
士
山
を
国
の
鎮
め
の
霊
山

と
観
ず
る
国
家
宗
教
的
心
情
は
、
近
代
登
山
家
の
胸
に
も
た
く
ま
し
く
脈

打
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
鳥
水
氏
は

「米
国
西
海
岸
に
於
て
、
日
本
人
と

し
て
は
最
初
の
マ
ウ
ン
ト

・
ベ
エ
カ
ア
の
火
山
氷
嶺
を
登
攀
し
得
た
が
、

絶
頂
に
立
っ
て
第

一
に
行
っ
た
こ
と
は
、
遥
か
に
富
士
山
の
方
角

へ
向
っ

て
脱
帽
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
」

（私
の
山
谷
放
浪
）
と
い
う
ｏ

九
、
ふ
る
さ

と

の
山

明
治
天
皇
は
ふ
る
さ
と
―

京
都
の
山
を
い
た
く
愛
さ
れ

た
。
「
ふ
る

さ
と
の
山
の
け
し
き
ぞ
な
つ
か
し
き
こ
の
う

つ
し
ゑ
を
見
る
に
つ
け
て

も
」

（絵

４０
）
と
写
真
を
見
て
も
な
つ
か
し
が
ら
れ
、

遠
方
の
山
に
む
か
ひ
て
ふ
る
さ
と
の
み
や
こ
の
け
し
き
お
も
ひ

ンフ
か
べ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
　
４０
）

と
幻
に
描
か
れ
た
。

そ
し
て
、　
ふ
る
さ
と
の
山
に
似
た
山
を
見
つ
け

て

ユ■い、
は
る
か
に
も
と
ほ
く
な
り
け
り
ふ
る
さ
と
に
似
た
る
け
し
き
の

山
は
あ
れ
ど
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（旅

４５
）

と
、
そ
の
山
が
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く
の
を
な
ご
り
惜
し
ま
れ
た
。
ふ
る
さ
と

に
行
幸
さ
れ
た
時
は
、

静
か
な
る
山
の
け
し
き
を
み
つ
る
か
な
西
の
都
に
車
と
ど
め
て

（山

３６
）

と
、
そ
の
静
寂
な
た
だ
ず
ま
い
に
詠
嘆
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
の
景
色
に
我
を

忘
れ
て
没
入
さ
れ
た
。

お
き
い
で
て
ま
づ
う
ち
む
か
ふ
大
比
叡
の
山
は
こ
こ
ろ
の
し
づ

め
と
ぞ
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山

３７
）

朝
お
き
る
と
、
ま
ず
ふ
る
さ
と
の
山
に
向
わ
れ
、
た
と
え
よ
う
も
な
い
心

の
安
ら
ぎ
を
味
わ
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
山
を
も
っ
て
心
の
鎮
め
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
の
山
の
功
徳
で
あ
る
。

一
〇
、
清
聖
に
し
て
悠
久
な
る
も
の

明
治
天
皇
御
集
を
ひ
も
と
く
と
、
「起
き
い
で
て
思
ふ
事
な
き
あ

し
た

こ
そ
を
さ
な
心
に
ひ
と
し
か
り
け
れ
」
（朝

３７
）、
「お
の
づ
か
ら
ね
ぶ
り

さ
め
た
る
あ
か
つ
き
の
し
づ
ご
こ
ろ
に
は
似
る
時
ぞ
な
き
」
（暁

４２
）、

「さ
し
の
ぼ
る
朝
日
の
ご
と
く
さ
は
や
か
に
も
た
ま
ほ
し
き

は

こ
こ
ろ
な

り
け
り
」
（日
　
４２
）
等
、
朝
の
さ
わ
や
か
な
心
も
ち
、
静
か
で
、
す
が
す
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が
し
い
気
も
ち
を
詠
ぜ
ら
れ
た
歌
が
、
し
き
り
に
日
に
つ
く
が
、
山
に
対

し
て
も
ま
た
朝
の
心
を
歌
わ
れ
た
。

朝
ま
だ
き
こ
こ
ろ
し
づ
か
に
お
き
い
で
て
山
に
む
か
ふ
が
た
の

し
か
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山

３５
）

ほ
が
ら
か
に
明
け
わ
た
り
た
る
山
の
は
に
む
か
ふ
心
ぞ
わ
が
世

な
り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山

３８
）

お
き
い
で
て
ま
づ
う
れ
し
き
は
を
ち
か
た
の
山
を
さ
や
か
に
み

る
日
な
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山

４０
）

む
ら
ぎ
も
の
こ
こ
ろ
し
づ
か
に
お
き
い
で
て
山
を
み
る
こ
そ
た

の
し
か
り
け
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（朝
眺
望
　
４２
）

む
ら
ぎ
も
の
こ
こ
ろ
の
は
れ
し
朝
か
な
さ
や
か
に
富
士
の
山
も

み
え
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
り
に
ふ
れ
た
る
　
４５
）

等
々
、
く
り
か
え
し
朝
の
山
に
向
か
う
た
の
し
さ

。
う

れ

し

さ

を
歌
わ

れ
、
ま
た
さ
き
に
引
用
し
た
大
比
叡
の
歌
の
よ
う
に
、
朝
の
山
が
心
の
鎮

め
と
な
る
と
述
懐
さ
れ
て
い
る
。
朝
起
き
て
、
遠
山
の
玲
境
と
見
え
る
こ

と
が
、
天
皇
に
と

っ
て
何
よ
り
も
の
喜
び
で
あ
り
、
御
心
の
安
ら
ぎ
だ

っ

た
の
で
あ
る
。

天
皇
は
ま
た
山
に
対
し
て
み
ず
か
ら
を
顧
み
て
、

ち
り
ひ
ぢ
に
ま
じ
る
こ
こ
ろ
ぞ
は
づ
か
し
き
杢
に
ひ
い
で
し
山

に
む
か
ひ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山

４０
）

む
ら
ぎ
も
の
こ
こ
ろ
の
ち
り
も
し
づ
ま
り
ぬ
富
士
の
た
か
ね
に

む
か
ふ
朝
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山

４３
）

と
謙
虚
に
述
懐
さ
れ
た
。
毎
朝
、
山
を
鏡
と
し
て

一
日
の
政
務
を
と
る
心

の
姿
勢
を
正
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「あ
さ
み
ど
り
澄
み
わ
た
り
た

る
大

杢
の
広
き
を
お
の
が
心
と
も
が
な
」

（天

３７
）
の
一
首
は
有
名
で
あ

る

が
、
同
じ
よ
う
な
気
も
ち
を
富
士
山
に
対
し
て
も
寄
せ
ら
れ
、

久
方
の
空
に
は
れ
た
る
ふ
じ
の
ね
の
た
か
き
を
人
の
心
と
も
が

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（寄
山
述
懐
　
４０
　
御
集
外
）

と
詠
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
山
に
聖
な
る
も
の
を
感
じ
、
宗
教
的
な
敬
虔
な
態

度
を
と
る
の
は
、
日
本
人
の
伝
統
的
心
情
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
御
製
は
、

い
わ
ゆ
る
教
訓
歌
と
解
す
べ
き
で
な
く
、
広
大
な
天
空

・
崇
高
な
山
岳
に

向
か
っ
て
の
心
か
ら
な
る
讃
嘆

・
述
懐
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
中
村
清

太
郎
氏
が
南
ア
ル
プ
ス
の
カ
ー
ル
の
雪
を
讃
え
て

「そ
れ
は
永
劫
に
生
き

て
在
す
、
生
き
て
四
方
に
傍
薄
し
給
ふ
、
人
の
心
の
奥
深
く
ま
で
。」
（山

岳
渇
仰
）

と
述
べ
た
言
葉
を
こ
の
御
製
に
添
え
て
味
わ
い
た
い
と
思
う
。

天
皇
は
ま
た
若
き
こ
ろ

と
こ
と
は
に
動
か
ぬ
山
を
見
渡
し
て
わ
が
な
す
わ
ざ
を
な
げ
く

な
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（述
懐

１１
前
）

と
詠
ま
れ
た
。
こ
の
一
首
に
私
は
、
田
渕
行
男
氏
が
涸
沢
の
カ
ー
ル
の
底

で

「初
冬
の
陽
の
明
る
い
荒
涼
た
る
岩
の
海
、
静
ま
り
か
え
る
モ
レ
ー
ン

の
堆
積
」
を
眺
め
て
、
「人
が
五
十
年
、
百
年
の
生
涯
を
生
き
て
、　
そ
し

て
何
万
年
か
が
過
ぎ
た
と
き
、
何
が
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
（尾
根
路
）
と

歎
じ
た
言
葉
を
、
氏
撮
影
の
写
真
と
と
も
に
強
く
思
い
出
す
の
で
あ
る
。

天
皇
は
、
山
岳
の
も
つ
巨
大
さ

ｏ
崇
高
さ

・
清
ら
か
さ
を
讃
嘆

さ
れ
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て
、

あ
ら
が
ね
の
上
よ
り
い
で
て
大
ぞ
ら
の
も
の
か
と
お
も
ふ
山
も

あ
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（地

３８
）

大
ぞ
ら
の
す
ゑ
に
は
れ
た
る
と
ほ
山
は
つ
ち
に
つ
ら
な
る
も
の

と
し
も
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山

４１
）

と
詠
ぜ
ら
れ
た
。
中
村
清
太
郎
氏
は
少
年
時
代
、
東
京
か
ら
見
た
富
士
山

を
回
想
し
て

「今
よ
り
は
鮮
か
に
見
え
た
も
の
で
、
空

っ
風
の
吹
く
頃
な

ど
、
お
濠
の
松
の
木
末
に
冴
え
返
っ
た
そ
の
色
や
形
は
、
全
く
神
々
し
い

も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
又
、
は
じ
め
に
彼
に
は
、
何
か
斯
う

現
実
の
も

の
と
は
思
は
れ
な
か
っ
た
」
（山
岳
渇
仰
）
と
述
べ
た
が
、
「
つ

ち
に
つ
ら
な
る
も
の
と
し
も
な
し
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
現
実
を
絶
し
た

神
々
し
さ
で
あ
る
。

「あ
ら
が
ね
の
土
よ
り
い
で
て
大
ぞ
ら
の
も
の
か
と
お
も
ふ
山
も
あ
り
け

り
」
と
は
、
ま
こ
と
に
悠
大
き
わ
ま
り
な
き
感
想
で
あ
る
。
明
治
三
十
七

年
の
地
と
題
す
る
御
製

「産
み
な
さ
ぬ
も
の
な
し
と
い
ふ
あ
ら
が
ね
の
つ

ち
は
こ
の
世
の
母
に
ぞ
あ
り
け
る
」
に
は
、
母
な
る
大
地
と
も
い
う
べ
き

神
話
哲
学
的
発
想
が
濃
く
た
ち
こ
め
て
い
る
が
、
こ
の

「土

よ
り

い
で

て
」
の
一
首
に
も
ま
た
巨
大
な
神
話
的
イ
メ
ー
ジ
が
揺
曳
し
て
い
る
。
こ

の
二
首
の
御
製
に
お
い
て

「あ
ら
が
ね
の
」
の
枕
詞
の
使
用
は
、
天
地
創

造
神
話
的
発
想
と
密
接
不
可
分
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
天
皇
は
山
に
対
し
て
深
い
情
愛
を
寄
せ

ら
れ
、
山
に
対
す
る
感
情

・
思
想
を
数
々
の
す
ぐ
れ
た
御
製
歌
に
と
ど
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
明
治
天
皇
は
山
岳
愛
好
歌
人
で
あ
る
。
明

治
百
年
を
記
念
し
て
私
は
、
従
来
看
過
さ
れ
て
来
た
天
皇
の
御

一
面
を
強

調
し
、
あ
ら
た
め
て
全
国
の
岳
人
と
と
も
に
、
こ
の
偉
大
な
山
の
天
皇
を

敬
慕
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
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越後の県境を探る

越

後

の

県

境

を

探

る

＝
新

潟

県

境

全

縦

走

踏

査

登

山

＝

は

じ

め

に

人
が
な
に
か
物
事
に
打
ち
込
む
と
き
に
は
、
そ
の
対
象
を
よ
り
深
く
識

り
、
強
く
掴
み
た
い
と
願
う
。
登
山
と
い
う
行
為
も
例
外
で
は
な
い
。
人

の
心
が
山
に
対
し
て
魅
力
を
感
ず
る
と
き
、
そ
こ
に
愛
情
が
芽
生
え
、
探

究
の
旅
が
は
じ
ま
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
や
が
て
低
い
も
の
よ
り
高
い
も

の
を
、
安
易
よ
り
も
困
難
を
求
め
る
感
情
と
な
り
、
例
え
ば
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

雪
襲
に
憧
れ
、
欧
州
ア
ル
プ
ス
の
壁
に
挑
む
情
熱
に
昂
ま
る
。

越
後
支
部
が
、
創
立
二
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
お
こ
な
っ
た
新
潟

県
境
全
縦
走
踏
査
登
山
は
、
そ
う
し
た
山
に
憧
れ
る
人
の
ね
が
い
を
、
最

も
素
朴
の
形
で
表
現
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
ま
た

「新
潟
市
か

ら
見
え
る
限
り
の
山
々
を
登
り
つ
く
す
」
こ
と
を
念
願
と
し
て
、
四
十
数

日
本

山
岳

会

越
後

支

部

年
間
を
山
登
り

一
筋
に
生
き
た
藤
島
玄
越
後
支
部
長
の
郷
愁
と
、
消
え
や

ら
ぬ
焔
が
画
い
た
夢
の
実
現
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

海
外
遠
征
と
い
う
華
や
か
な
登
山
に
は
、
縁
の
遠
い
越
後
の
山
男
に
と

っ
て
、
県
境
を
歩
く
と
い
う
着
想
は
魅
力
的
で
あ

っ
た
。
あ
る
日
突
然

に
、
新
ら
し
い
視
界
が
展
け
た
よ
う
な
思
い
で
、
私
等
の
心
は
越
後
の
県

境
線
と
い
う
眼
に
見
え
な
い
目
標
に
向
か
っ
て
、
ぐ
ん
ぐ
ん
と
の
め
り
込

ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
い
ざ
実
行
と
な
る
と
越
後
、
三
国
、
飛
騨
の
山
脈
で
結
ば
れ

た
六
八
七
粁
の
県
境
線
は
、
あ
ま
り
に
も
遥
か
な
長
さ
に
感
じ
ら
れ
た
。

郷
土
の
山
と
し
て
私
等
が
先
輩
か
ら
引
継
ぎ
、
長
い
年
月
を
登
り
親
し
ん

で
き
た
越
後
の
山
々
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
線
で
結
び
指
で
追

っ
て
み
る

と
、
そ
こ
に
は
知
ら
ず
に
過
ご
し
て
き
た
空
自
の
部
分
が
、
な
ん
と
多
い
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こ
と
か
と
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

県
境
の
山
々
は
、
磐
梯
朝
日
、
日
光
、
上
信
越
高
原
、
中
部
山
岳
と
四

つ
の
国
立
公
園
に
跨
り
、
年
ご
と
に
開
発
整
備
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ

で
も
な
お
県
境
線
に
拓
か
れ
た
登
山
道
や
ダ
ム
の
湛
水
面
等
、
明
ら
か
に

さ
れ
た
距
離
を
併
せ
て
、
漸
く
全
コ
ー
ス
の
五
分
の
一
に
過
ぎ
ず
、
残
る

五
五
〇
粁
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
総
て
が
未
知
の
世
界

で
あ

る
。

そ
こ
に

は
、
ま
だ
ま
だ
隠
れ
た
景
観
や
珍
ら
し
い
自
然
現
象
が
、
私
等
の
訪
れ
を

待
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
、
大
き
な
期
待
が
も
た
れ
る
が
、
同
時
に
部
分

的
に
は
恐
ら
く
、
地
図
も
頼
り
に
な
ら
ぬ
か
も

し
れ

な

い
複
雑
な
地
形

と
、
予
測
も
許
さ
れ
な
い
薮
と
岩
と
雪
の
領
域
に
、
果
し
て
登
山
行
動
が

可
能
で
あ
ろ
う
か
、　
一
本
の
県
境
線
を
忠
実
に
辿
る
こ
と
が
、
で
き
る
も

の
か
ど
う
か
と
い
う
不
安
も
消
し
難
か
っ
た
。

遥
か
に
け
む
る
稜
線
と
、
果
て
し
な
い
広
葉
樹
林
の
拡
が
り
、
執
拗
な

低
木
薮
を
押
し
分
け
て
、
風
雨
の
岩
稜
を
踏
み
越
え
て
、
あ
る
い
は
霧
走

る
雪
原
に
迷
い
な
が
ら
も
、
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
七
〇
〇
粁
の
山
な

み
。
そ
の
成
否
は
パ
ズ
ル
と
違

っ
て
、
机
上
で
解
答
を
出
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
そ
れ
を
解
決
す
る
の
は
、
縦
走
踏
査
行
に
参
加
す
る
人
々
の
熱
意

と
、
経
験
に
裏
付
け
さ
れ
た
登
山
技
術
だ
け
で
あ
る
。

踏
査
登
山
の
方
法
、
隊
員
の
確
保
、
実
施
の
時
期
選
定
と
、
青
写
真
の

と
き
か
ら
、
既
に
数
々
の
困
難
と
危
険
を
予
想
さ
れ
る
企
て
で
は
あ
っ
た

が
、
藤
島
支
部
長
は
確
信
を
も
っ
て
断
言
し
た
。

「越
後
の
山
男
に
、
私
等
の
仲
間
に
、
や
っ
て
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
も

の
か
」
と
。計

画
を
立

て
る

昭
和
四
十
年
六
月
の
支
部
総
会
で
、
県
境
全
縦
走
踏
査
の
実
施
が
決
定

し
、
新
潟
県
の
登
山
界
に
計
画
を
発
表
し
た
と
き
、
私
等
の
た
め
ら
い
は

一
掃
さ
れ
た
。
全
県
に
拡
が
る
支
部
の
会
員
組
織
が
強
力
に
働
い
て
、
県

下
の
山
岳
会
か
ら
続
々
と
踏
査
隊
参
加
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
四
十
五
団

体
五
百
名
を
越
す
隊
員
が
確
定
し
た
。
さ
ら
に
隣
県
の
山
形
、
福
島
か
ら

も
、
山
岳
会
そ
の
他
の
好
意
的
な
側
面
協
力
が
あ
っ
て
、
こ
の
山
行
に

一

層
の
精
彩
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
山
で
結
ば
れ
た
友
情
の

頼
も
し
さ
、
組
織
の
持
つ
力
の
大
き
さ
、
そ
れ
ら
を
こ
の
時
ほ
ど
強
く
、

嬉
し
く
感
じ
た
こ
と
は
な
い
。

越
後
支
部
の
委
員
で
構
成
し
た
実
行
委
員
会
が
、
打
ち
出
し
た
踏
査
計

画
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

目
的

（六
項
目
の
ぬ
き
が
き
）

一
、
越
後
支
部
創
立
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
新
潟
県
境
山
岳
の
全
縦
走

及
び
県
境
周
辺
地
域
の
踏
査
を
実
施
し
、
未
知
の
自
然
景
観
の
発
掘
、

辺
境
開
発
の
促
進
を
図
り
、
人
文
、
地
質
、
観
光
、
動
植
物
、
気
象
等

の
資
料
収
集
を
お
こ
な
っ
て
、
新
潟
県
の
観
光
、
地
域
行
政
、
自
然
科

学
の
研
究
に
寄
与
す
る
。

一
、
自
然
保
護
と
遭
難
防
止
運
動
を
推
進
す
る
。

一
、
越
後
支
部
会
員
並
び
に
友
好
登
山
団
体
の
親
睦
と
団
結
を
深
め
る
。
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踏

査

時

期

昭
和
四
十

一
年
二
月
か
ら
六
月
ま
で
の
間
に
重
点
を
置
く
。

県
境
線
の
八
割
が
道
も
な
く
、
資
料
も
殆
ん
ど
得
ら
れ
な
い
未
踏
の
領

域
で
あ
る
た
め
に
、
実
施
時
期
を
残
雪
期
に
選
ん
で
、
登
山
の
安
全
性
と

行
動
日
程
の
短
縮
を
図
っ
た
。
ま
た
全
県
境
線
の
完
全
縦
走
を
第

一
義
と

し
た
が
、
そ
の
際
の
踏
査
資
料
が
不
充
分
の
場
合
は
、
再
度
踏
査
を
主
体

と
し
た
登
山
を
各
隊
毎
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
人
文
調
査
班
等
の

別
動
隊
を
編
成
し
て
踏
査
活
動
の
万
全
を
期
し
た
。

踏
　
査
　
区
　
分

第

一
区
　
朝
日
連
峰
地
区

凧
ガ
関
―
日
本
国
―
朝
日
連
峰
―
鷹
ノ
巣
山
―
白
布
峰
―
貌
戻
岩
―
荒

第
二
区
　
飯
豊
連
峰
地
区

荒
川
―
大
境
山
―
飯
豊
連
峰
―
阿
賀
野
川

第
二
区
　
御
神
楽

ｏ
浅
草
岳
地
区

阿
賀
野
川
―
金
凍
山
―
務
ガ
森
山
―
中
ノ
又
山
―
八
十
里
越
―
浅
草
岳

第
四
区
　
奥
只
見

・
谷
川
連
峰
地
区

浅
草
岳
―
毛
猛
山
―
大
鳥
岳
―
銀
山
湖
―
平
ガ
岳
―
谷
川
連
峰
―
三
国

峠
第
五
区
　
白
砂

・
苗
場
山
地
区

三
国
峠
―
白
砂
山
―
苗
場
山
―
高
倉
山
―
信
濃
川

第
六
区
　
関
田
山
塊
地
区

信
濃
川
―
天
水
山
―
黒
倉
山
―
斑
尾
山
―
関
川

第
七
区
　
戸
隠

。
雨
飾
山
地
区

関
川
―
高
妻
山
―
天
狗
原
山
―
雨
飾
山
―
姫
川

第
八
区
　
白
馬
岳
地
区

姫
川
―
乗
鞍
岳
―
小
蓮
華
山
―
朝
日
岳
―
長
栂
山
―
犬
ガ
岳
―
白
鳥
山

―
玉
ノ
木

全
県
境
線
を
入
区
分
し
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
掌
握
下
に
、
参
加
団
体
で

編
成
し
た
踏
査
隊
が
リ
レ
ー
式
で
は
な
く
、
担
当
地
域
の
登
山
条
件
を
考

慮
し
て
各
自
に
踏
査
行
動
を
お
こ
す
。
但
し
各
踏
査
隊
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
間

の
計
画
進
捗
、
踏
査
実
施
に
つ
い
て
は
互
い
に
緊
密
な
連
絡
を
と
り
、
踏

査
隊
本
部
の
指
令
に
基
づ
い
て
、
規
律
あ
る
登
山
を
お
こ
な
う
こ
と
と
す

る
。

踏

査

項

目

一
、
人
文

Ａ
　
登
山
道
、
林
道
、
山
小
屋
、
狩
小
屋
、
指
導
標
、
そ
の
他
の
人
為

的
施
設
の
調
査
。

Ｂ
　
山
、
沢
等
の
地
名
及
び
山
岳
語
彙
の
収
録
。

Ｃ
　
山
村
の
風
習
行
事
、
信
仰
、
祭
杞
、
伝
説
、
産
業
、
遺
跡
等
の
調

査
。

二
、
地
形

・
地
質

Ａ
　
岩
石
及
び
鉱
物
資
源
の
調
査
と
採
取
。

Ｂ
　
池
塘
、
水
場
の
調
査
と
水
質
調
査
。
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Ｃ
　
雪
崩
、
残
雪
状
況
の
調
査
、
観
察
。

三
、
動
植
物

Ａ
　
植
物
分
布
の
観
察
と
目
録
作
成
。

Ｂ
　
動
物
、
野
鳥
、
昆
虫
の
観
察
と
、
自
然
保
護
に
必
要
な
調
査
。

四
、
気
象

Ａ
　
目
視
観
測
に
よ
る
随
時
の
風
向
、
風
速
、
気
温
、
雨
量
、
雲
量
、

天
気
傾
向
と
天
気
図
作
成
。

五
、
観
光

Ａ
　
自
然
景
観
の
撮
影
と
踏
査
行
動
の
所
要
時
間
及
び
新
コ
ー
ス
開
発

に
関
す
る
調
査
。

Ｂ
　
地
元
市
町
村
の
要
請
に
よ
る
観
光
資
源
調
査
。

実
施

へ
の
あ
ゆ
み

十

一
月
に
は
出
来
上

っ
た
計
画
書
や
全
県
境
線
の
縮
尺
断
面
図
等
を
、

踏
査
団
体
や
関
係
二
十
七
市
町
村
に
送
付
し
て
協
賛
、
後
援
を
お
願
い
し

た
が
、
引
続
い
て
研
修
用
テ
キ
ス
ト
や
、
記
録
カ
ー
ド
の
作
成
と
次
々
に

仕
事
が
生
れ
た
。
ま
た
踏
査
に
必
要
な
地
図
（五
万
分
の
一
図
三
五
二
枚
）

や
、
記
録
用
フ
ィ
ル
ム

（
カ
ラ
ー

一
〇
〇
本
、
自
黒

一
五
〇
本
）
の
購
入

配
分
も
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
予
算
の
都
合
で
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
が
、
実
際
に
は
各
踏
査
隊
の
自
弁
で
い
ず
れ
も
三
―
四
倍
の
数
量
を

使
用
し
た
筈
で
あ
る
。

こ
こ
で
本
計
画
の
資
金
繰
り
に
触
れ
て
み
る
と
、
踏
査
行
動
の
総
て
は

隊
員
の
自
費
自
弁
と
し
て
快
よ
く
諒
解
を
得
た
が
、
そ
れ
で
も
計
画
書
そ

の
他
の
印
刷
費
や
、
最
少
限
の
必
要
資
材
を
購
入
す
る
費
用
は
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
協
賛
委
員
制
度
を
設
け
て
資
金
の
援
助
を
願
う

こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
山
男
の
才
覚
は
所
詮

「取
ら
ぬ
狸
の
皮
算
用
」

と
な
り
、
実
行
委
員
は
頭
痛
鉢
巻
の
状
態
で
あ
っ
た
。
幸
い
に
県
観
光
課

が
計
画
の
趣
旨
を
理
解
し
て
く
れ
て
、
十
五
万
円
の
補
助
金
交
付
が
決
ま

り
、
当
座
の
出
費
は
そ
れ
に
よ
っ
て
賄
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
は
、
隊
員
達
が

「越
後
支
部
の
た
め
に
」
あ
る
い
は

「登
山
を
通

じ
て
郷
土
開
発
に
尽
そ
う
」
と
、
物
心
両
面
の
負
担
に
喜
こ
ん
で
耐
え
て

く
れ
る
姿
を
見
る
と
、
矢
張
り
心
苦
し
く
も
あ
り
、
山
仲
間
の
心
意
気
に

頭
の
下
る
思
い
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
い
き
さ
つ
の
う
ち
に
も
、
担
当

地
区
が
定
ま
る
と
早
速
予
備
調
査
を
は
じ
め
る
団
体
も
あ
り
、
各
地
区
の

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
等
も
活
気
を
帯
び
て
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
準
備
活
動
が

は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

折
り
し
も
信
濃
支
部
が
実
施
し
た
、
長
野
県
境
地
帯

一
周
踏
査
成
功
の

ニ
ュ
ー
ス
が
も
た
ら
さ
れ
、
（
『山
岳
』
第
六
十
一
年
参
照
）
朗
報
に
拍
手
を

送
る
と
と
も
に
、
私
等
の
計
画
に
対
す
る
自
信
と
闘
志
は
さ
ら
に
昂
揚
さ

れ
て
、
踏
査
隊
員

一
同
に
脹
っ
た
。

こ
の
計
画
で
最
も
慎
重
に
検
討
さ
れ
た
の
は
、
全
縦
走
の
基
本
方
針
で

あ
っ
た
。
海
外
遠
征
登
山
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
人
数
で
事
を
お
こ
な
っ

た
の
で
は
計
画
の
意
義
が
半
減
す
る
。
山
を
愛
す
る
多
く
の
人
が
直
接
に

参
加
し
て
、
踏
査
隊
員
と
し
て
の
喜
び
と
責
任
を
分
け
合
う
と
こ
ろ
に
、

隊
員
相
互
の
信
頼
と
交
流
の
生
ま
れ
育

く
ま
れ
る
所
以
が

あ

る
。
即
ち
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踏
査
登
山
の
完
遂
と

い
う
共
通
の
理
念
に
よ

っ
て
、
県
下
岳
人
の
友
情

と
結
束
を
強
め
る
と

い
う
こ
と
が
、
計
画
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ

た
。八

つ
の
地
区
を
さ
ら
に
細
分
割
し
て
、
単
位
団
体
毎
の
担
当
地
域
を
作

っ
た
の
は
、
踏
査
隊
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
各
隊
の
力
価
に
相
応

し
、
コ
ー
ス
を
分
担
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
か
ら
で
、
こ
れ
も
ブ
ロ
ッ
ク

長
の
適
切
な
配
慮
と
、
各
隊
の
和
や
か
な
話
し
合
い
で
、
全
ブ
ロ
ッ
ク
の

配
置
が
ス
ム
ー
ズ
に
決
定
し
た
。
踏
査
隊
の
編
成
や
メ
ン
バ
ー
構
成
が
決

っ
た
こ
と
で
、
計
画
も
軌
道
に
乗

っ
た
も
の
と
、
実
行
委
員
も
幾
分
か
肩

の
荷
が
軽
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

登
山
行
動
の
主
目
的
は
勿
論
県
境
全
縦
走
の
達
成
に
あ
る
の
で
、
可
能

の
限
り
県
境
線
上
を
忠
実
に
踏
む
こ
と
が
建
前
と
な
る
が
、
行
政
上
の
措

置
か
ら
か
、
部
分
的
に
は
ラ
イ
ン
が
渓
谷
の
底
を
通

っ
た
り
山
腹
を
捲
い

た
り
、
あ
る
い
は
二
つ
の
三
角
点
間
を

一
直
線
に
通
し
て
、
沢
も
断
崖
も

意
に
介
せ
ず
と
い
っ
た
所
も
あ
る
な
ど
、
実
際
に
は
完
全
な
ト
レ
ー
ス
の

不
可
能
な
地
点
が
多
い
た
め
に
、
原
則
と
し
て
推
定
さ
れ
る
境
界
線
の
両

側
各
五
百
米
を
許
容
幅
員
と
し
て
、
極
端
な
悪
場
や
無
益
の
難
儀
は
な
る

べ
く
避
け
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
半
面
、
踏
査
の
対
象
は
県
境
線
付
近
だ

け
で
な
く
、
踏
査
隊
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
支
援
隊
の
行
動
地
域
も
含
め
た
、

広
範
囲
な
も
の
と
し
た
。

踏
査
と
は
言
っ
て
も
、
コ
ー
ス
の
絶
対
部
分
が
地
元
の
人
々
さ
え
も
知

ら
ぬ
山
域
で
あ
る
か
ら
、
登
山
行
動
だ
け
で
も
非
常
な
困
難
を
予
想
さ
れ

る
訳
で
、
こ
う
し
た
中
で
正
確
な
調
査
を
し
資
料
を
収
集
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
多
分
に
隊
員
の
精
神
的
負
担
を
重
く
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
踏

査
項
目
の
多
く
が
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
必
要
と
す
る
こ

と
な
の
で
、
詳
し
い
分
析
や
解
明
は
専
門
筋
に
資
料
を
提
供
し
て
研
究
願

う
こ
と
に
し
て
、
隊
員
は
お
の
お
の
の
知
識
と
判
断
に
従
っ
て
、
無
理
の

な
い
調
査
収
集
を
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
つ
ま
り
本
部
と
し
て
は
、
踏

査
は
県
境
全
縦
走
の
副
産
物
と
い
う
考
え
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し

苛
酷
な
大
自
然
と
対
決
し
て
精
魂
を
磨
リ
ヘ
ら
す
行
動
の
中
で
、
な
お
隊

員
が
ど
れ
だ
け
自
然
科
学
の
観
察
を
や
れ
る
か
、
地
域
行
政
の
資
料
を
集

め
る
か
と
い
う
こ
と
に
期
待
が
持
た
れ
も
し
た
し
、
ま
た
そ
れ
ら
の
課
題

に
意
識
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
隊
員
自
身
の
将
来
の
登
山
に
も
、
大
き

な
プ
ラ
ス
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
ろ
う
と
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

各
隊
が
行
動
を
お
こ
す
直
前
の
四
十

一
年
二
月
に
、
責
任
者
百
名
を
招

集
し
た
研
修
会
で
は
、
地
質
、
気
象
、
動
植
物
、
民
俗
等
に
つ
い
て
専
門

の
権
威
か
ら
熱
心
な
講
義
を
受
け
た
が
、
こ
れ
が
実
地
踏
査
の
際
に
大
き

く
役
立
っ
て
、
調
査
収
集
の
成
果
に
輪
を
か
け
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

求

め
得

た
も

の

結
論
か
ら
い
う
と
、
従
来
の
登
山
や
合
宿
と
勝
手
の
違
う
山
行
で
は
あ

っ
た
が
、
各
隊
は
予
備
踏
査
を
含
め
た
約
半
年
の
期
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
の
持
ち
味
を
生
か
し
て
、
意
欲
的
な
踏
査
登
山
を
お
こ
な
っ
た
。
日

越後の県境を探る
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時
を
問
わ
ず
、
担
当
区
間
の
接
点
を
互
い
に
踏
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
縦
走

は
成
就
す
る
訳
で
あ
っ
た
か
ら
、
各
隊
は
自
由
に
日
程
を
組
み
、
集
中
、

逆
縦
走
、
継
走
と
多
様
の
登
山
形
式
で
伸
々
と
行
動
し
た
。

本
部
は
各
隊
か
ら
の
入
山
届
け
を
受
け
る
た
び
に
、
地
図
を
追
い
天
気

図
を
明
ん
で
、
隊
員
の
無
事
を
祈

っ
た
が
、
電
報
や
電
話
で
次
々
と

「縦

走
成
功
」
、
「踏
査
完
了
」
の
吉
報
に
接
し
て
は
胸
が
熱
く
な
り
、
心
か
ら

「健
闘
有
難
う
」
と
頭
を
下
げ
る
の
で
あ
っ
た
。

密
か
に
怖
れ
て
い
た
遭
難
対
策
も
杞
憂
に
終
り
、
行
動
全
般
を
通
じ
て

一
件
の
事
故
も
惹
起
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
決
し
て
単
な
る
焼

倖
で
は
な
く
て
、
踏
査
隊
の
慎
重
な
準
備
と
行
動
、
隊
員

一
人

一
人
の
不

屈
の
責
任
感
が
も
た
ら
し
た
、
勝
利
で
あ
る
と
私
等
は
信
じ
て
い
る
。

本
山
行
の
成
果
と
し
て
、
次
の
各
項
を
挙
げ
る
。

一
、
新
潟
県
境
六
八
七
粁
の
完
全
縦
走
を
果
し
た
。

二
、
県
境
全
域
に
亘
る
山
岳
語
彙
と
地
名
の
収
録
を
お
こ
な
い
、
踏
査
地

図
作
成
の
資
料
を
得
た
。

三
、
県
境
周
辺
の
山
村
か
ら
風
俗
、
行
事
、
伝
説
等

の
民
俗
資
料
を
集

め
、
民
芸
品
や
山
の
産
物
、
交
通
な
ど
僻
地
振
興
に
関
す
る
調
査
を
し

た
。

四
、
各
隊
が
選
び
出
し
た
約
二
千
枚
の
記
録
写
真
と
九
百
枚
の
ス
ラ
イ
ド

用
カ
ラ
ー
写
真
が
集
ま
っ
た
。

五
、
県
境
全
域
か
ら
約
二
百
個
の
岩
石
、
鉱
物
標
本
と
、
動
植
物
、
昆
虫

等
を
採
集
し
た
。

六
、
新
し
い
登
山
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
開
発
試
案
や
、
登
山
施
設
の

現
況
お
よ
び
改
善
に
関
す
る
資
料
が
集

っ
た
。

七
、
各
隊
か
ら
行
動
期
間
中
の
天
気
図
を
は
じ
め
、
気
象
関
係
の
諸
記
録

を
得
た
。

八
、
踏
査
団
体
相
互
が
親
睦
交
流
の
実
を
挙
げ
、同
志
的
結
合
を
深
め
た
。

以
上
の
よ
う
に
収
集
し
た
各
資
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
下
出
版
準

備
中
の

『踏
査
報
告
書
』
に
委
せ
て
省
略
し
、
こ
こ
で
は
各
隊
の
行
動
を

通
し
て
、
県
境
周
辺
の
現
況
と
縦
走
踏
査
行
の
概
要
を
報
告
す
る
。

県
境
の
姿
と
踏
査
隊
の
動
き

新
潟
県
は
本
州
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
、
丁
度
本
州
を
縮
尺
し
た
よ
う
な
形

で
南
北
に
延
び
て
お
り
、
そ
の
西
北
側
は
日
本
海
に
面
し
、
弓
状
の
県
境

線
は
山
形
、
福
島
、
群
馬
、
長
野
、
富
山
の
五
県
と
接
し
て
、
東
北
か
ら

関
東
、
中
部
に
か
け
て
脊
梁
の
山
々
を
連
ね
て
い
る
。
海
岸
線
だ
け
で
も

三
百
粁
に
お
よ
ぶ
県
内

は
、
地
域
性
や
行
政
上
か
ら

一
般
に
上
越
、
中

越
、
下
越
の
三
地
区
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
属
す
る
山
々
も
、

そ
れ
ぞ
れ
上
越
の
山
、
下
越
の
山
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
個
性
と
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
を
備
え
て
登
山
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。
尤
も
厳
密
に
は
ど
こ
ま

で
を
下
越
と
言
い
、
ど
こ
か
ら
を
中
越
と
見
れ
ば
よ
い
の
か
、
山
岳
の
区

分
は
や
や
漠
然
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
信
濃
川
、
阿
賀

野
川
と
い
う
日
本
の
代
表
的
な
長
流
が
、
県
境
を
切
断

し
て

い
る
地
点

を
、
上
中
下
越
の
境
界
と
み
な
し
て
説
明
の
目
安
と
す
る
。
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越後の県境を探る
鼠ガ関
(起点)

村上市

新潟県境踏査区分図
県境線水平距離(沿海線除く)625km
県境線実測距離(概数)687km

川

l。 2区 境界

2.3区 境界

3.4区 境界

4.5区 境界

5。 6区境界

6。 7区境界

7.8区境界

本,

海

王ノ木

(終点)
小蓮華山

西朝日岳

山形県

荒

飯豊山

白砂山

福島県

群馬県

谷川岳

景鶴山

長野県

長岡市

岳

ゝ

子

．ノ
一

王二

新潟市

峠
八海山

△

巻機山

△

御神楽岳△

信

濃

関

苗場山

△田市

妬
△

姫

川
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富山県

△ 自馬岳

高妻山



下
越
地
区

県
境
線
の
起
点
を
北
に
す
る
と
、
胤
ガ
関
か
ら
阿
賀
野
川
ま
で
の
約

一

九
二
粁
が
該
当
し
、
こ
こ
で
は
飯
豊
、
朝
日
の
両
連
峰
が
大
き
な
ウ
エ
ー

ト
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
県
境
線
上
の
道
と
し
て
は
、
連
峰
主
稜
に
開

か
れ
た
縦
走
路
を
合
せ
て
も
、
僅
か
に
二
五
粁
が
利
用
で
き
る
だ
け
で
、

残
り
の
一
六
〇
粁
は
殆
ん
ど
登
山
の
対
象
に
さ
れ
た
こ
と
も
な
く
、
踏
査

の
予
備
資
料
も
皆
無
に
等
し
い
未
開
地
域
で
あ
る
。
恐
ら
く
今
回
の
踏
査

登
山
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
山
地
は
、
永
久
に
登
山
者
か
ら
黙
殺
さ
れ

続
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

飯
豊
連
峰
は
新
潟
国
体
の
舞
台
と
な
っ
て
以
来
、
地
元
市
町
村
が
目
覚

め
て
、
急
速
に
登
山
施
設
が
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、
朝
日
連
峰
は
国
立
公

園
指
定
当
時
に
、
朝
日
村
三
面
か
ら
主
稜
の
寒
江
山
に
至
る
登
山
道
を
伐

開
し
た
の
が
唯

一
の
も
の
で
、
そ
れ
も
交
通
の
不
便
が
禍
い
し
て
登
山
者

か
ら
敬
遠
さ
れ
て
、
殆
ん
ど
が
山
形
側
の
コ
ー
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
、

越
後
側
の
広
大
な
山
域
に
は
、
ま
だ
未
開
の
原
始
性
が
横
溢
し
て
い
る
。

国
立
公
園
地
内
で
も
こ
ん
な
状
態
で
あ
る
か
ら
他
は
推
し
て
知

る

べ
し

で
、
概
ね

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
前
後
す
る
山
波
は
、
頂
稜
ま
で
撫
の
原

生
林
に
覆
わ
れ
、
あ
る
い
は
猛
烈
な
潅
木
薮
や
根
曲
竹
の
領
分
と
な
っ
て

い
て
、
踏
査
隊
に
と
っ
て
は
最
初
か
ら
難
行
を
予
想
さ
れ
る
コ
ー
ス
が
多

か
っ
た
。

こ
の
地
区
は
第

一
、
第
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
下
越
方
面
の
十
四
登
山
団

体

（
一
七
〇
名
）
が
、
十
二
に
分
割
し
た
コ
ー
ス
の
縦
走
踏
査
を
お
こ
な

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

起
点
の
嵐
ガ
関
か
ら
雷
峠
の
間
を
担
当
し
た
中
条
隊
は
、
最
高
点
が
日
　
１５

本
国

（五
五
五
メ
ー
ト
ル
）
と
い
う
低
山
帯
の
た
め
に
、　
一
五
粁
の
薮
山
歩

き
に
三
日
間
を
費
や
す
と
い
う
苦
労
の
多
い
山
行
を
し
た
が
、
そ
の
前
後

四
回
に
亘
つ
て
人
文
、
地
質
、
気
象
等
の
克
明
な
調
査
を
実
施

し
て

い

る
。
小
俣
川
最
奥
の
村
落
雷
に
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
独
特
の
シ
ナ
バ
タ
織

の
紹
介
を
は
じ
め
、
地
名
の
語
源
追
究
、
歴
史
や
風
俗
の
見
聞
記
録
も
興

味
深
い
し
、
踏
査
中
に
県
の
極
北
地
点
の
緯
度
が
、
統
計
年
鑑
な
ど
県
の

各
資
料
に
十
二
年
間
も
誤
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
た
の
を
発
見
し
て
、
県
か

ら
感
謝
さ
れ
る
と
い
う
ェ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
つ
た
。

雷
峠
か
ら
朝
日
連
峰
の
以
東
岳

へ
と
東
に
走
る
県
境
は
、
大
鳥
屋
、
桝

形
、
化
穴
山
と
標
高
を
上
げ
て
ゆ
く
が
、
典
型
的
な
越
後
の
薮
山
で
、
し

か
も
県
境
に
立
つ
ま
で
に
、
二
日
間
を
要
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
長
さ
が
踏

査
を
困
難
に
し
て
、
こ
の
間
を
引
受
け
た
豊
栄
、
村
上
の
両
隊
は
徹
頭
徹

尾
薮
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
冷
羊
と
対
面
し
た
り
猿
の

群
と
ひ
と
と
き
を
楽
し
む
な
ど
、
野
生
動
物
を
観
察
す
る
機
会
が
多
く
て

隊
員
を
喜
ば
せ
た
。

大
鳥
屋
岳
の
南
面
に
は
、
慶
長
の
む
か
し
越
後
黄
金
山
と
し
て
全
国
最

高
の
金
産
出
量
を
誇
っ
た
高
根
金
山
が
あ
る
。
こ
れ
は
近
傍
の
駒
ガ
岳
、

焼
峰
、
鳴
海
山
三
金
山
の
総
称
で
、
中
で
も
鳴
海
山
が
最
も
多
量
の
金
を

産
出
し
た
と
の
こ
と
で
、
九
合
日
か
ら
五
合
目
に
か
け
て
掘
り
抜
か
れ
、

大
千
畳
敷
坑
内
は
二
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
大
杢



洞
、
小
千
畳
敷
坑
は
さ
ら
に
地
下

一
二
五
メ
ー
ト
ル
も
掘
り
進
ん
だ
と
い

わ
れ
、
豊
臣
か
ら
徳
川
時
代
に
栄
え
た
金
山
の
遺
跡
が
、
音
の
ま
ま
に
残

っ
て
い
る
。
今
で
も
車
道
終
点
か
ら
徒
歩
十
時
間
の
山
中
に
、
大
規
模
な

開
発
を
お
こ
な
っ
た
、
当
時
の
領
主
達
の
支
配
力
や
労
働
シ
ス
テ
ム
に
驚

か
さ
れ
る
が
、
廃
坑
と
な
っ
て
か
ら
の
幾
星
霜
を
、
殆
ん
ど
顧
み
ら
れ
る

こ
と
も
な
く
過
ぎ
て
き
た
貴
重
な
遺
跡
を
、
無
為
に
放
置
し
て
お
い
て
よ

い
の
だ
ろ
う
か
と
、
村
上
隊
は
訴
え
て
い
る
。
地
元
の
岩
船
郡
朝
日
村
で

も
調
査
に
の
り
出
し
て
い
る
が
、
佐
渡
金
山
に
も
匹
敵
す
る
文
化
財
と
し

て
、
今
後
の
研
究
と
保
護
を
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

朝
日
の
主
稜
は
巻
隊
が
踏
査
し
、
西
朝
日
岳

か
ら
桧
岩
屋
山
、
餓
鬼

山
、
蕨
峠
と
南
下
す
る
二
一
粁
の
稜
線
は
、
ピ
オ
レ
隊
の
活
躍
で
ト
レ
ー

ス
さ
れ
た
。
荒
川
と
三
面
川
の
支
流
末
沢
川
に
挟
ま

れ
た
細
長

い
尾
根

で
、
山
形
側
の
五
味
沢
、
徳
網
の
猟
師
が
熊
を
追

っ
て
入
る
ほ
か
は
、
人

の
訪
れ
を
見
な
い
地
域
で
あ
る
が
、
四
月
上
旬
に
ア
イ
ゼ
ン
領
域
の
上
半

部
を
、
下
旬
に
は
下
半
部
を
主
に
し
て
と
、
二
回
に
分
け
た
踏
査
で
縦
走

を
果
し
た
。
ピ
オ
レ
隊
に
は
気
象
台
の
職
員
が
隊
員
と
し
て
、
春
山
の
気

象
に
つ
い
て
勝
れ
た
記
録
を
作
成
し
て
お
り
、
下
越
地
方
の
積
雪
期
登
山

の
資
料
と
し
て
も
、
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

蕨
峠
か
ら
荒
川
ま
で
二
八
粁
の
山
塊
を
担
当
し
た
峡
彩
隊
は
、
新
潟
と

山
形
の
両
面
か
ら
十
二
回
の
登
山
を
実
施
し
た
が
、
人
文
調
査
を
含
め
る

と
二
十
回
を
越
す
精
勤
ぶ
り
で
あ
っ
た
。　
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
満
た
ぬ

山
々
と
は
思
わ
れ
な
い
重
厚
な
ム
ー
ド
と
、
蒻
戻
岩
、
烏
帽
子
岩
の
奇
勝

を
誇
り
、
登
山
の
対
象
と
し
て
も
興
味
深
い
山
群
で
あ
る
と
報
告
し
て
い

る
が
、
県
境
近
い
新
潟
側
に
は
、
中
世
か
ら
山
岳
信
仰
で
有
名
な
鷲
ガ
巣

山
と
光
兎
山
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
県
境
山
群
を
結
ぶ
道
を
開
き
、
か

つ
て
の
交
易
ル
ー
ト
大
峠
、
樋
ノ
峠
の
旧
道
を
復
元
す
れ
ば
、
飯
豊
朝
日

連
峰
の
展
望
台
と
し
て
も
素
晴
し
く
、
登
山
者
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
に

な
ろ
う
。

荒
川
か
ら
飯
豊
の
主
稜
に
続
く
コ
ー

ス
は
、
地
元
の
関
川
隊
が
五
、

七
、
八
月
の
三
回
で
縦
走
を
完
了
し
た
。
踏
査
に
重
点
を
置
い
て
無
雪
期

を
選
ん
だ
た
め
に
、
薮
と
の
戦
い
は
さ
ら
に
厳
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

中
心
部
の
枯
松
、
大
境
山
で
は
荒
天
で
難
行
し
た
が
、
飯
豊
連
峰
の
ガ
イ

ド
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
大
石
の
高
橋
千
代
吉
ほ
か
、
現
地
に
詳
し
い
隊

員
た
ち
の
働
き
で
責
任
を
完
う
し
た
。

飯
豊
の
峰
々
は
、
登
山
施
設
と
地
質
、
植
物
等
の
調
査

に
力

を
入
れ

て
、
黒
川
、
弥
彦
、
燕
、
吉
田
の
各
隊
が
、
新
潟
、
山
形
、
福
島
の
登
山

道
を
踏
査
し
た
。

飯
豊
連
峰
の
三
国
岳
か
ら
阿
賀
野
川
ま
で
の
二
七
粁
は
、
新
発
田
市
の

下
越
隊
の
受
持
ち
で
あ
る
が
、
福
島
県
山
都
町
の
飯
豊
山
岳
会
が
友
情
参

加
し
、
両
者
の
協
力
で
三
、
四
、
五
月
の
三
回
に
亘
っ
て
、
縦
走
踏
査
を

終
了
し
た
。

こ
う
し
た
各
隊
の
動
き
で
判
る
よ
う
に
、
踏
査
に
参
加
し
た
団
体
が
上

中
下
越
を
問
わ
ず
、
い
ず
れ
も
本
部
の
期
待
を
上
回
る
熱
心
さ
で
、
踏
査
　
‐５９

活
動
に
従
事
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
本
計
画
の
趣
旨
を
み
ん
な
が
理
解
と
　
く



共
感
を
も
っ
て
支
持
し
た
証
拠
で
あ
り
、
ま
た
越
後
の
山
男
の
誠
実
さ
を

よ
く
現
わ
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

中
越
地
区

こ
の
地
区
は
、
阿
賀
野
川
に
沿
っ
て
磐
越
西
線
徳
沢
駅
付
近
を
起
点
と

し
、
長
野
県
を
流
下
す
る
千
曲
川
が
信
濃
川
と
改
名
す
る
、
飯
山
線
沿
線

の
官
野
原
橋
ま
で
の
三

一
一
粁
で
、
三
、
四
、
五
ブ
ロ
ッ
ク
の
二
十
三
団

体

（
二
六
〇
名
）
に
よ
っ
て
踏
査
さ
れ
た
。
前
半
部
の
浅
草
岳
ま
で
の
県

境
が
、
登
山
者
に
と
っ
て
全
く
未
知
の
暗
黒
地
帯
で
あ
る
の
に
較
べ
て
、

後
半
は
銀
山
湖
、
尾
瀬
ガ
原
、
巻
機
、
谷
川
連
峰
、
苗
場
山
と
上
越
線
を

巡
っ
て
登
山
者
の
憧
れ
の
山
々
が
連
ら
な
り
、
興
味
あ
る
対
象
と
な
っ
て

い
る
。

第
二
区
は
、
御
神
楽
岳
と
豹
ガ
森
山
の
間
に
若
千
の
記
録
が
あ
る
も
の

の
、
若
松
街
道
の
鳥
居
峠
か
ら
浅
草
岳
ま
で
は
、
登
山
者
と
縁
の
な
い
山

山
で
、
会
越
の
県
境
を
綴

っ
て
い
て
、
縦
走
の
可
能
性
を
疑
わ
せ
る
ほ
ど

最
悪
の
条
件
が
揃
っ
て
い
た
が
、
亀
田
、
栃
尾
、
加
茂
等
の
八
団
体
が
二

区
間
に
分
け
た
コ
ー
ス
を
、
混
成
パ
ー
テ
ィ
ー
で
ア
タ
ッ
ク
し
、
縦
走
隊

と
支
援
隊
が

「混
然

一
体
」
の
見
事
な
協
力
ぶ
り
を
示
し
て
、
所
期
の
目

的
を
全
う
し
た
。
隊
員
百
余
名
を
動
員
し
た
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
合
同
会

議
や
偵
察
、
総
合
強
化
合
宿
等
の
準
備
段
階
か
ら
、
各
団
体
が
歩
調
を
揃

え
て
立
派
な
チ
ー
ム
プ
レ
ー
を
見

せ
、
登
山
団
体
親
睦
の
好
例
と
し
て

も
、
頼
も
し
い
実
績
を
残
し
た
。

第
四
区
は
鬼
ガ
面
山
を
越
え
て
、
毛
猛
、
未
丈
、
大
鳥
ダ
ム
ま
で
を
小

千
谷
隊
。
奥
只
見
、
尾
瀬
、
景
鶴
、
平
ガ
岳
な
ど
只
見
川
と
利
根
川
の
分
　
Ｄ

水
嶺
を
小
出
隊
。
大
水
上
、
巻
機
山
周
辺
を
塩
沢
隊
ｃ
同
じ
く
巻
機
、
中
　
１６

ノ
岳
の
間
を
六
日
町
隊
。
巻
機
か
ら
柄
沢
山
を
経
て
蓬
峠
ま
で
を
堀
之
内

隊
。
殿
り
の
谷
川
連
峰
を
三
国
峠
ま
で
、
三
条
の
秀
峰
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
担

当
し
た
。
殆
ん
ど
の
隊
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
を
利
用
し
て
の
山
行

で
あ
っ
た
が
、
事
前
調
査
に
万
全
を
期
し
て
、
立
派
な
成
果
を
納
め
た
。

塩
沢
隊
は
コ
ー
ス
の
再
確
認
と
資
料
の
充
実
に
努
力
し
て
、
さ
ら
に
六
、

七
、
八
月
と
踏
査
登
山
を
重
ね
て
い
る
。

第
五
区
は
、
三
国
峠
か
ら
苗
場
山
ま
で
を
長
岡

ハ
イ
キ
ン
グ
、
湯
沢
な

ど
五
団
体
が
、
第
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
同
様
に
混
成
部
隊
で
三
国
班
と
し
て
担
当

し
、
苗
場
西
面
の
硫
黄
川
か
ら
信
濃
川
に
至
る
コ
ー
ス
を
、
津
南
、
十
日

町
な
ど
三
団
体
が
同
じ
く
協
力
調
査
し
た
。

中
越
地
区
に
は
、
古
く
か
ら
登
山
道
や
山
小
屋
の
施
設
が
整

っ
て
、
登

山
者
に
親
し
ま
れ
て
い
る
山
が
多
く
あ
る
が
、
従
来
の
観
念
を
捨
て
て
県

境
伝
い
の
登
降
と
な
る
と
、
全
く
未
知
の
山
に
変
貌
す
る
感
が
強
く
、
山

の
持
つ
多
様
性
に
戸
惑
っ
た
向
き
も
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
登
山
の
充
実
感

を
味
わ
い
、
山
が

一
層
身
近
な
も
の
に
な
っ
た
と
、
喜
こ
ん
で
い
る
隊
員

が
多
い
。

上
越
線
の
沿
線
に
は
、
新
潟
県
内
だ
け
で
も
二
十
六
の
ス
キ
ー
場
が
点

在
し
て
い
て
、
冬
の
観
光
地
と
し
て
も
活
況
を
呈
す
る
。
従
っ
て
地
元
の

観
光
開
発
に
対
す
る
関
心
も
高
く
、
ス
キ
ー
場
周
辺
の
農
家
は
、
軒
並
み

に
季
節
旅
館
に
変
身
す
る
し
、
新
緑
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
山
の
幸
と
民
宿



越後の県境を探る

を
楽
し
む
山
菜
列
車
も
運
転
さ
れ
は
じ
め
る
な
ど
、
町
ぐ
る
み
観
光
客
誘

致
に
力
を
入
れ
て
い
る
所
が
多
い
。

越
後
三
山

一
帯
の
国
定
公
園
指
定
運
動
や
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
構

想
な
ど
、
県
が
魚
沼
の
山
々
に
か
け
て
い
る
観
光
計
画

へ
の
期
待
も
大
き

い
。
此
処
は
ま
た
福
島
、
群
馬
、
新
潟
の
三
県
境
に
特
別
天
然
記
念
物
と

し
て
有
名
な
尾
瀬
の
大
景
観
を
抱
き
、
近
年
は
只
見
川
水
系
の
電
源
開
発

で
、
秘
境
銀
山
平
を
水
没
さ
せ
た
銀
山
湖
を
は
じ
め
、
田
子
倉
湖
、
大
鳥

ダ
ム
湛
水
湖
等
が
出
現
し
て
、
地
理
的
に
も
大
き
く
変
り
、
新
し
い
魅
力

で
登
山
者
を
惹
き
つ
け
て
い
る
。
し
か
も
、
只
見
川
と
尾
瀬
を
結
ぶ

「尾

瀬
奥
只
見
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」
の
コ
ー
ス
も
決
り
つ
つ
あ
る
な
ど
、
尾
瀬
を

巡
る
道
路
計
画
の
進
展
に
伴
っ
て
、
開
発
の
ピ
ッ
チ
も
グ
ン
と
上
る
こ
と

に
な
ろ
う
が
、
そ
れ
に
関
連
し
て
自
然
公
園
の
管
理
な
ど
、
自
然
を
保
護

す
る
施
策
の
強
化
が
さ
ら
に
望
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
難
か
し
い
問
題
で

あ
る
。

上
越
地
区

信
濃
川
を
越
え
る
と
、
天
水
山
か
ら
斑
尾
山
ま
で
延
々
六
九
粁
の
関
田

山
塊
が
現
わ
れ
、
続
い
て
戸
隠
連
山
の
高
妻
、
乙
妻
か
ら
柳
原
岳
、
薬
師

岳
、
天
狗
原
山
と
、
信
越
県
境
に
登
山
者
の
盲
点
の
よ
う
な
山
々
を
起
し

て
、
雨
飾
山
へ
と
連
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
姫
川
を
渡
る
と
北
ア
ル
プ
ス

の
領
域
に
入
り
、
自
馬
連
峰
の
乗
鞍
、
小
蓮
華
山
と
県
下
の
最
高
峰
と
な

る
。
遥
か
七
〇
〇
粁
の
彼
方
か
ら
南
下
し
て
き
た
県
境
線
は
、
三
国
境
か

ら
北
上
し
て
雪
倉
、
朝
日
、
大
ガ
岳
と
走
り
、
親
不
知
の
険
を
最
後
に
飛

騨
の
山
脚
を
日
本
海
に
没
し
て
い
る
。
こ
の
一
人
四
粁
の
山
波
を
第
六
、

七
、
八
区
と
し
て
担
当
し
た
の
は
、
上
越
地
方
の
八
登
山
団
体

で
あ

っ

た
。関

田
の
山
々
は
、
信
濃
川
の
上
流
千
曲
川
と
ほ
ぼ
平
行
に
起
伏
し
、
飯

山
街
道
を
は
じ
め
、
現
在
は
廃
道
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
含
め
て
、
十
六

本
の
峠
道
が
県
境
を
横
切
っ
て
い
て
、
昔
か
ら
頸
城
と
信
州
飯
山
地
方
と

の
交
流
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
地
図
を
見
て
も
、
山
塊
と
い
う
よ
り

丘
陵
に
近
い
感
じ
で
、
縦
走
コ
ー
ス
と
し
て
は
比
較
的
容
易
に
思
わ
れ
た

の
で
あ
っ
た
が
、
此
処
を
共
同
で
踏
査
し
た
高
田
、
柿
崎
、
高
田
電
々
の

三
団
体
は
、
予
想
外
の
苦
労
を
強
い
ら
れ
た
ら
し
い
。
地
図
の
境
界
線
は

私
等
に
、
と
き
に
は
ひ
ど
い
錯
覚
を
起
さ

せ

る
。　
一
本
の
簡
潔
な
破
線

が
、
そ
の
単
純
さ
故
に
、
等
高
線
の
表
現
し
て
い
る
複
雑
な
地
形
を
、
魔

術
の
よ
う
に
隠
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
試
み
に
県
境
線

を
消
し
た
関
田
の
山
々
を
見
る
と
、
低
山
の
通
例
で
、
こ
の
山
塊
が
迷
路

の
よ
う
に
錯
綜
し
た
尾
根
と
、
数
え
き
れ
な
い
小
突
起
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
判
る
。
こ
う
し
た
地
形
に
、
網
の
日
の
よ
う
な
薮
の
脅
威
が
加
わ
っ

て
踏
査
隊
を
悩

ま

し
、
「我
々
の
行
動
は
失
敗
の
連
続
で
あ
っ
た
」
と
、

隊
員
を
反
省
さ
せ
て
い
る
が
、
殆
ん
ど
登
山
記
録
も
な
い
七
〇
粁
の
行
程

を
、
五
日
間
で
踏
破
し
た
第
六
ブ
ロ
ッ
ク
隊
の
健
闘
と
、
適
切
な
継
走
策

戦
は
讃
え
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
七
区
は
妙
高
山
の
背
後
の
乙
見
山
峠
を
境
に
、
戸
隠
方
面
を
妙
高
々

原
隊
と
日
曹
隊
が
担
当
し
、金
山
、雨
飾
方
面
を
直
江
津
隊
が
引
受
け
た
。
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妙
高
と
日
曹
隊
は
、
四
月
下
旬
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
残
雪
期
に
、
九

日
の
間
隔
を
お
い
て
同
じ
コ
ー
ス
を
縦
走
踏
査
し
た
が
、
こ
れ
は
人
に
よ

っ
て
観
察
も
行
動
も
異
る
の
で
、
両
者
の
収
集
資
料
を
総
合
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
踏
査
の
充
実
を
図
ろ
う
と
の
考
え
か
ら
で
、
事
実
、
残
雪
状
況

や
行
動
時
間
を
比
較
し
た
り
、
お
互
い
の
不
備
を
カ
バ
ー
し
て
、
調
査
の

視
野
を
拡
げ
る
な
ど
の
良
い
結
果
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
妙
高
隊
は
関
川
を

遡
行
し
て
、
県
境
線
に
懸
る
苗
名
滝
な
ど
四
本
の
瀑
布
群
を
試
登
観
察
し

た
が
、
こ
れ
も
恐
ら
く
初
め
て
の
記
録
と
し
て
残
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

直
江
津
隊
は
二
月
に
雨
飾
山
西
南
の
県
境
尾
根
を
攻
略
し
、
五
月
に
は

乙
見
山
峠
か
ら
薬
師
、
天
狗
原
経
由
で
雨
飾
に
達
し
て
、
二
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
ラ
イ
ン
の
縦
走
を
完
了
し
、
戸
倉
山
の
ピ
ー
ク
を
頂
点
と
す
る
低
山

域
の
踏
査
は
四
月
に
実
施
し
た
。
ま
た
人
文
調
査
隊
が
、
大
久
保
、
山
口

な
ど
山
麓
の
村
々
で
資
料
収
集
を
お
こ
な
っ
た
が
、
支
援
、
輸
送
、
通
信

隊
を
合
せ
る
と
、
四
十
八
名
の
隊
員
が
出
動
し
て
、
踏
査
活
動
に
励
ん
だ

の
で
あ
る
。

第
八
区
は
北
ア
ル
プ
ス
北
端
の
自
馬
岳
周
辺
を
含
む
六
四
粁
で
、
糸
魚

川
隊
と
電
化
青
海
の
さ
わ
が
に
隊
が
ア
タ
ッ
ク
し
た
。
此
処
も
白
馬
大
池

・
朝
日
岳
間
の
一
五
粁
に
縦
走
路
が
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
他
は
想
像
を
断

っ
た
人
外
境
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
糸
魚
川
隊
担
当
の
、
自
馬
大
池
か
ら
東

北
約
二
粁
の
千
国
揚
げ
ま
で
の
県
境
線
は
、
乗
鞍
岳
の
急
峻
な
山
腹
と
弥

兵
衛
沢
上
部
を
、
最
大
高
低
差
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
示
し
て

一
直
線
に
突

切
っ
て
い
て
、
地
図
に
よ
っ
て
も
こ
の
間
の
ト
レ
ー
ス
は
無
意
味
と
思
わ

れ
た
が
、
現
地
で
の
隊
員
の
判
断
か
ら
も
、
労
力
と
時
間
の
浪
費
以
外
に

報
い
ら
れ
る
も
の
が
な
い
と
し
て
、
や
む
な
く
長
野
県
側
の
天
狗
原
経
由

の
尾
根
を
歩
い
た
。
そ
れ
に

し
て
も
、　
こ
う
し
た
境
界
の
決
め
方
と
い

い
、
未
だ
に
境
界
未
定
と
し
て
地
図
上
に
ラ
イ
ン
の
な
い
地
域
が
、
県
境

に
幾
個
所
も
あ
る
こ
と
は
、
登
山
と
は
関
係
の
な
い
行
政
上
の
問
題
だ
と

し
て
も
、
気
に
か
か
る
。

玉
ノ
木
か
ら
朝
日
岳
ま
で
の
富
山
県
と
の
境
界
尾
根
は
、
地
元
の
さ
わ

が
に
隊
に
と
っ
て
も
、
全
く
未
知
の
場
所
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
機
会
に
ホ

ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
と
、
非
常
な
熱
意
で
踏
査
に

当
り
、　
一
週
間
を
費
し
て
完
全
縦
走
を
遂
げ
た
。

糸
魚
川
隊
は
こ
の
間
、
蓮
華
温
泉
を
基
地
と
し
て
、
さ
わ
が
に
隊
の
通

信
支
援
を
お
こ
な
い
、
そ
の
行
動
を
助
け
る
と
と
も
に
両
隊
の
友
好
を
深

め
た
。

朝
日
岳
、
大
ガ
岳
、
自
鳥
山
付
近
は
、
古
生
代
や
中
生
代
ジ
ュ
ラ
紀
の

地
層
で
、
さ
わ
が
に
隊
は
こ
の
区
間
で
四
十
種
類
の
岩
石
標
本
を
採
取
し

た
が
、
菊
石
山
で
は
大
規
模
な
化
石
層
の
露
頭
を
発
見
し
て
、
ア
ン
モ
ナ

イ
ト
や
二
枚
貝
な
ど
、
菊
石
、
有
節
、
斧
足
類

の
化
石
を
多
数
採
取
し

た
。こ

こ
も
ま
た
糸
魚
川
市
と
富
山
県
朝
日
町
の
提
携
で
、
県
境
山
岳
を
横

断
す
る
朝
日
ス
ー
パ
ー
林
道
の
開
発
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
国
道
八

号
線
の
随
路
で
あ
っ
た
親
不
知
子
不
知
の
難
所
が
、
快
適
な
ハ
イ
ウ
エ
ー

に
変
貌
し
た
い
ま
、
広
域
観
光
、
資
源
開
発
の
波
が
押
し
寄
せ
る
の
も
遠
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越後の県境を探る

い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

踏
査
行
動
を
通
じ
て
見
た
県
境
の
山
々
は
、
未
知
数
の
魅
力
を
湛
え
、

発
展
の
可
能
性
を
多
分
に
秘
め
て
眠
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。
山

村
の
生
活
に
触
れ
て
み
て
も
、
ま
だ
ま
だ
辺
境
開
拓
、
僻
地
振
興
と
い
う

掛
声
だ
け
が
、
上
滑
り
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
爽
や
か
な

大
気
、
緑
濃
い
谷
間
、
明
る
い
高
原
と
牧
歌
的
な
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る

よ
う
で
も
、
現
実
に
は
無
医
村
の
悩
み
、
交
通
や
教
育
施
設

の
乏

し
さ

等
、
保
健
福
祉
面
の
解
決
と
向
上
を
切
望
す
る
住
民
の
声
も
大
き
い
。
こ

れ
ら
の
悩
み
は
新
潟
県
だ
け
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
が
、
境
界
を
接
し
て

い
る
各
県
は
、
比
較
的
に
村
落
が
県
境
線
に
至
近
の
距
離
ま
で
迫

っ
て
い

て
、
地
域
開
発
の
進
歩
が
見
ら
れ
、
登
山
施
設
は
勿
論
、
林
産
、
交
通
な

ど
で
も
新
潟
県
と
は
か
な
り
の
格
差
が
感
じ
ら
れ
た
。
本
州
の
脊
梁
を
形

成
す
る
山
岳
地
勢
と
、
シ
ベ
リ
ア
気
団
が
も
た
ら
す
卓
越
風
や
豪
雪
の
気

象
条
件
が
遠
因
と
な
っ
て
、
裏
日
本
と
い
う
名
の
も
と
に
、
往
古
か
ら
宿

命
的
な
政
治
経
済
の
日
蔭
に
生
き
て
き
た
悲
運
が
、
越
後
の
山
間
部
で
は

さ
ら
に
厳
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

最
近
は
漸
く
山
里
に
も
電
化
が
進
み
、
交
通
も
開
け
て
、
人
々
の
生
活

水
準
も
向
上
し
て
き
た
し
、
産
業
の
近
代
化
に
伴
っ
て
、
熊
狩
り
、
炭
焼

き
と
い
っ
た
山
仕
事
の
範
囲
も
狭
く
な
っ
た
の
で
、
古
い
山
道
は
自
然
に

還
り
、
峠
道
の
往
来
も
さ
び
れ
て
、
人
々
が
素
朴
に
山
を
利
用
す
る
機
会

は
、
年
々
減
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
方
、
巨
費
を
投
ず
る
開

発
事
業
は
盛
ん
で
、
飯
豊
と
朝
日
連
峰
を
そ
れ
ぞ
れ
横
断
し
て
、
新
潟

・

山
形
を
繋
ぐ
自
動
車
道
路
建
設
の
計
画
が
、
地
元
町
村
で
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
奇
想
天
外
だ
と
驚
い
て
い
る
う
ち
に
、
遠
か
ら
ず
実
現
す
る
か
も

知
れ
な
い
。
会
越
産
業
道
路
や
国
鉄
只
見
線
の
貫
通
、
各
地
に
盛
ん
な
林

道
開
発
、
そ
し
て
山
を
震
わ
せ
る
ダ
ム
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
。
そ
う
し
た
自
然

へ
の
挑
戦
と
破
壊
も
、　
一
面
で
は
埋
も
れ
て
い
た
山
々
に
脚
光
を
浴
び
せ

る
役
を
果
そ
う
し
、
地
域
振
興
、
観
光
や
天
然
資
源
活
用
の
た
め
と
な
れ

ば
、
自
然
を
愛
す
る
者
の
道
義
心
や
感
傷
だ
け
で
、　
一
概
に
拒
否
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
国
立
公
園
協
会
等
の
自
然
保
護
団
体
や
、

県
、
市
町
村
等
の
行
政
機
関
の
積
極
的
な
指
導
で
、
開
発
と
自
然
保
護
の

両
輪
を
、
ス
ム
ー
ズ
に
回
転
さ
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

踏
査
隊
の
行
動
記
録
よ
り

県
境
西
端
の
山
を
行
く

第
八
区
　
さ
わ
が
に
山
岳
会

四
月
十
三
日
、
晴
。
縦
走
踏
査
隊
六
名
は
同
夜
県
境
に
近
い
市
振
駅
に

下
車
、
王
ノ
木
公
民
館
に
泊
ま
っ
た
。
最
後
の
打
合
せ
を
し
て
床
に
就
い

た
が
、
凧
の
歓
迎
で
入
山
前
夜
は
あ
ま
り
眠
れ
な
か
っ
た
。

十
四
日
、
晴
。
二
時
半
起
床
。
満
天
に
星
が
違
い
て
爽
快
。
海
岸
に
出

て
県
境
の
海
水
で
洗
顔
す
る
。
出
発
準
備
を
完
了
し
て
県
境
表
示
板
を
背

に
記
念
撮
影
。
親
不
知
の
天
険
の
海
面
が
薄
赤
く
輝
き
は
じ
め
た
。
境
川

の
右
岸
を
進
み
、
上
路
川
で
左
岸
に
徒
渉
。
早
朝
の
雪
解
水
に
肝
を
冷
や

す
。
大
平
対
岸
の
県
境
尾
根
取
付
き
は
凄
い
雑
木
薮
で
あ
る
。
バ
ッ
ク
し
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て
小
杉
谷
か
ら
稜
線
を
目
指
す
。
振
返
え
る
と
大
平
の
村
落
の
上
に
、
上

杉
謙
信
の
古
戦
場
城
山
が
丸
い
頭
を
突
出
し
、
境
川
の
流
れ
に
光

っ
て
い

た
。
雪
が
地
肌
を
消
し
日
差
し
が
強
く
な
る
と
、
雪
面
に
雪
虫
の
活
動
が

始
ま
る
。
大
平
川
側
は
撫
の
大
木
が
続
き
、
大
滝
谷
側
は
厚
く
重
そ
う
な

雪
の
大
斜
面
で
あ
る
。
白
鳥
山
へ
続
く
突
起
の
一
上

一
下
の
ラ

ッ
セ

ル

は
、
長
く
て
辛
い
。
頂
上
近
く
の
岩
の
露
頭
に
県
境
標
石
を
見
る
。
暫
く

の
緩
登
で
広
々
と
し
た
自
鳥
山
の
頂
上
に
立
つ
。
日
元
の
ほ
こ
ろ
ぶ
メ
ン

バ
ー
の
眼
に
、
日
本
海
か
ら
黒
姫
山
、
日
差
す
犬
ガ
岳
の
展
望
が
素
晴
し

い
。
主
稜
南
側
の
急
斜
面
は
既
に
雪
が
崩
落
し
て
低
木
薮
が
出

て

い
た

が
、
稜
線
上
の
厚
い
積
雪
は
金
山
谷
側
に
大
き
な
ク
レ
バ
ス
を
作
っ
て
い

た
。
菊
石
山
の
登
り
に
か
か
る

一
三
二
〇
メ
ー
ト
ル
峰
の
手
前
鞍
部
が

一

六
時
過
ぎ
、
予
定
し
て
い
た
食
糧
荷
揚
げ
地
点
に
は
到
達
で
き
な
か
っ
た

が
、重
装
備
で
初
日
の
ペ
ー
ス
と
し
て
は
順
調
に
運
ん
だ
と
、皆
を
労
わ
り

な
が
ら
大
平
側
に
場
所
を
探
し
て
幕
営
と
し
た
。
耳
馴
れ
た
コ
ン
ロ
の
燃

焼
音
と
元
気
な
話
声
が
調
和
し
て
、
静
か
な
春
山
の
夕
暮
れ
と
な
っ
た
。

十
五
日
、
曇
後
小
雨
。
昨
夜
描
い
た
天
気
図
の
予
想
が
、
西
空
か
ら
濃

い
積
層
雲
と
な
っ
て
現
れ
た
。
今
日
中
に
大
ガ
岳
を
越
え
よ
う
と
元
気
で

出
発
す
る
。
稜
線
は
至
る
所
に
ク
レ
バ
ス
が
口
を
あ
け
、
金
山
谷
は
堆
積

し
た
雪
の
斜
面
に
、
撫
の
大
木
が
散
在
し
て
い
る
。
菊
石
山
の
手
前
で
荷

揚
げ
食
糧
を
回
収
し
、
南
面
し
た
頁
岩
の
露
頭
か
ら
多
種
類
の
化
石
を
採

取
し
て
、
可
成
り
の
時
間
を
費
し
た
。
菊
石
山
か
ら
北
東
に
派
生
す
る
三

宝
尾
根
に
は
、
我
々
の
伐
開
し
た
道
が
あ
り
、
万

一
の
避
難
路
に
考
え
て

い
た
が
、
今
回
は
使
わ
ず
に
す
み
そ
う
で
あ
る
。

黄
蓮
岳
は
菊
石
山
の
南
鞍
部
か
ら
登
り
詰
め
た

一
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
峰

で
、
大
平
川
の
支
沢
の
名
前
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
頂
上
付
近

に
真
新
し
い
熊
と
冷
羊
の
足
跡
を
見
た
。
遂
に
小
雨
が
降
り
出
し
、
天
候

を
窺
い
な
が
ら
犬
ガ
岳

へ
と
痩
尾
根
を
辿
る
う
ち
に
本
降
り
と
な
っ
た
。

前
途
の
長
さ
に
自
重
し
て
、
正
午
だ
が
急
い
で
設
営
し
て
天
幕
に
も
ぐ
り

こ
む
。

一
六
時
の
天
気
図
で
は
、
低
気
圧
が
日
本
海
を
通
過
後
に
冬
型
の
気
圧

配
置
に
な
り
そ
う
な
の
で
、
全
員
で
天
幕
の
西
側
に
ブ

ロ

ッ
ク
を
積
ん

だ
。
日
暮
れ
と
と
も
に
、
大
平
の
谷
か
ら
吹
上
げ
る
強
風
が
烈
し
く
天
幕

を
揺
す
り
、
天
幕
キ
ー
プ
で
眠
れ
ぬ
夜
と
な
っ
た
。

十
六
日
、
強
風
、
雨
後
雪
。
ニ
ツ
玉
低
気
圧
の
通
過
は
予
想

で
き

た

が
、
夜
半
か
ら
猛
烈
に
吹
か
れ
て
、
積
上
げ
た
ブ
ロ
ッ
ク
は
風
雨
の
た
め

に
消
滅
し
て
い
た
。
衰
え
ぬ
風
雨
に
今
日
は
沈
殿
と
覚
悟
し
て
天
幕
を
補

強
す
る
。
眼
前
の
大
ガ
岳
は
濃
霧
に
隠
れ
、
風
は
益
々
強
く
な
っ
た
が
、

ラ
ジ
オ
が
僅
か
に
天
候
の
回
復
を
報
じ
た
し
、
大
ガ
岳
付
近
の
地
形
に
対

す
る
自
信
も
加
わ
り
、
午
後
に
強
行
出
発
し
た
。
稜
線

へ
吹
き
上
げ
る
風

雨
は
激
し
く
、
全
員
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
た
が
、
し
ば
し
ば
息
を
つ
け
ず
に

立
往
生
す
る
。
大
ガ
岳
の
登
り
で
雨
は
霙
に
な
っ
た
。
頂
上
直
下
の
ガ
ラ

場
を
避
け
、
東
側
の
雪
上
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
か
ら
急
斜
面
を
直

登

す

る
。
東
西
に
長
い
平
頂
は
、
五
葉
松
と
石
楠
花
の
霧
氷
が
素
晴
し
い
造
形

美
を
み
せ
て
い
た
が
、
観
賞
の
余
裕
も
な
く
、
高
く
積
上
げ
た
平
均
五
〇
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越後の県境を探る

キ
ロ
近
い
重
荷
の
た
め
に
、
風
圧
と
軟
雪
に
足
を
取
ら
れ
て
転
倒
の
連
続

で
あ
る
。
霙
は
吹
雪
に
変

っ
て
、
低
木
薮
を
新
し
く
埋
め
始
め
た
。
犬
ガ

岳
か
ら
二
つ
目
の
峰
を
降
る
と
、
尾
根
は
急
に
広
く
な
り
、
視
界
を
絶
た

れ
た
風
雪
の
中
で
は
、
こ
れ
以
上
の
行
動
は
無
理
と
感
じ
、
ク
ラ
ス
ト
し

た
雪
面
を
掘
っ
て
設
営
す
る
。
実
に
苦
痛
の
登
行
だ
っ
た
が
、
天
幕
の
中

で
生
命
を
護
る
暖
か
さ
を
取
戻
す
と
、
皆
の
表
情
も
和
ら
い
で
き
た
。

今
日
は
青
海
町
の
お
祭
り
だ
っ
た
と
、
お
祝
い
の
御
神
酒
も
程
良
く
ま

わ
っ
た
が
、
富
山
か
ら
新
潟

へ
吹
抜
け
る
風
雪
は
天
幕
を
揺
す
り
、
万
物

は
凍
結
し
て
山
は
完
全
に
厳
冬
に
か
え
っ
た
。

十
七
日
、
吹
雪
。
低
気
圧
が
太
平
洋
に
抜
け
る
と
、
日
本
海
に
高
気
圧

が
張
出
し
て
停
滞
し
、
厳
し
い
冬
型
の
天
候
が
続
く
。
休
み
な
く
吹
き
つ

け
る
粉
雪
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
壁
を
越
し
て
天
幕
を
埋
没
す
る
。
今
日
も
行
動

は
危
険
と
沈
澱
に
決
定
。
い
さ
さ
か
時
間
を
持
て
余
し
た
が
、
歌
や
議
論

に
花
を
咲
か
せ
て
、
山
男
に
と
っ
て
は
矢
張
り
楽
し
い
一
日
と
な
っ
た
。

十
八
日
、
雪
。
風
は
幾
分
弱
ま
っ
た
が
、
雪
は
依
然
と
し
て
降

り
続

く
。
し
か
し
天
気
は
快
方

へ
向
う
前
兆
が
あ
り
、
コ
ー
ス
の
消
化
も
予
定

よ
り
遅
れ
た
の
で
、
凍
っ
て
畳
め
ぬ
天
幕
を
漸
く
撤
収
し
て
八
時
に
出
発

す
る
。
雪
と
霧
の
混
合
し
た
よ
う
な
中
で
、
出
発
早
々
に
北
又
川
側
の
広

い
支
尾
根
に
迷
い
込
み
、
気
付
い
て
戻
っ
た
と
き
は

一
時
間
を
浪
費
し
て

い
た
。
時
間
が
た
つ
に
従
っ
て
霧
も
薄
く
な
り
、
広
い
県
境
尾
根
の
緩
登

緩
降
を
繰
り
返
え
す
。
小
滝
川
西
俣
沢
側
に
雪
庇
が
大
き
く
張
出
し
、
北

又
谷
の
側
に
は
サ
ワ
ラ
、
石
楠
花
、
五
葉
松
の
薮
が
新
雪
を
被

っ
て

い

る
。
行
程
は
遅
々
と
し
て
捗
ら
な
い
が
、
霧
の
中
で
も
岩
盤
の
露
頭
や
植

物
の
変
化
に
注
意
し
、
進
行
方
位
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
慎
重
に
歩
く
。　
一
六

〇
九
メ
ー
ト
ル
独
標
の
平
頂
を
越
す
と
、
栂
が
枝
を
重
れ
て
現
わ
れ
て
き

た
。
霧
の
雪
稜
の
登
降
で
現
在
位
置
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
何
と
な
く
不
安

に
な
っ
た
頃
に
黒
岩
山

（
一
六
二
四
メ
ー
ト
ル
）
の
三
角
点
を
確
認
し
て
ホ

ッ
と
す
る
。

高
原
状
の
黒
岩
平
で
は
、
数
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
か
ら
抜
け
出
し
て
伸
び

て
い
る
梅
林
を
縫
い
な
が
ら
、
夏
の
頃
の
お
花
畠
の
美
し
さ
を
想
像
し
て

話
し
合
う
。
猛
禽
類
の
餌
食
に
な
っ
た
の
か
、
兎
の
残
骸
が
血
痕
を
散
ら

し
て
い
た
。
荒
れ
続
け
た
天
気
も
漸
く
回
復
の
兆
が
見
え
て
、
霧
の
晴
れ

間
が
拡
が
り
、
五
〇
糎
の
新
雪
を
置
土
産
に
雪
雲
は
東
に
去
り
、
西
空
に

淡
い
夕
焼
け
が
見
え
て
き
た
。
十
六
時
近
く
、　
一
八
四
〇
メ
ー
ト
ル
地
点

で
設
営
。
終
日
、
雪
と
霧
の
山
稜
に
全
神
経
を
消
耗
し
て
コ
ー
ス
キ
ー
プ

に
当
っ
た
の
で
、
冷
え
切
っ
た
身
体
を
温
め
た
汁
粉
の
美
味
し
さ
は
格
別

で
あ
っ
た
。
天
幕
か
ら
覗
い
た
星
空
の
美
し
さ
に
、
思
わ
ず
素
足
で
雪
の

上
に
飛
び
出
し
た
。
見
え
な
い
星
座
が
な
い
く
ら
い
に
空

一
杯
の
青
い
建

き
。
か
つ
て
、
こ
れ
ほ
ど
切
実
に
星
と
の
対
面
を
願
っ
た
こ
と
が
あ
ろ
う

か
。
黒
負
山
か
ら
長
栂
山
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
、
首
の
痛
く
な
る
ほ
ど
に
凝

視
し
た
。

夕
舗
の
あ
と
凍
っ
た
寝
袋
に
も
ぐ
り
込
ん
で
、
今
日
の
踏
査
コ
ー
ス
を

再
現
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
降
雪
中
の
行
動
で
あ
り
、
疲
労
で
記
憶
も
薄

れ
て
、
容
易
に
ト
レ
ー
ス
で
き
な
か
っ
た
。
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十
九
日
、
快
晴
。
濡
れ
た
寝
袋
の
表
面
も
天
幕
の
内
張
り
も
真
白
に
氷

結
し
て
、
体
温
を
容
赦
な
く
奪
い
と
ら
れ
殆
ん
ど
眠
れ
な
い
。
零
時
三
十

分
、
全
員
が
起
き
て
コ
ン
ロ
で
暖
を
と
る
。
漸
く
暁
天
に
星
の
光
が
薄
ら

ぐ
と
、
妙
高
山
群
が
黒
く
赤
く
色
づ

い
て
き
た
。
視
界
を
遮
ぎ
る
雲
は

全
く
な
い
。
焼
山
の
頂
き
の
御
来
迎
が
、
万
感
を
込
め
て
什
む
私
等
を
惜

し
み
な
く
照
し
、
真
黒
に
雪
焼
け
し
た
皆
の
顔
に
も
幸
せ
が

一
杯
に
拡
が

る
。
陽
が
昇
る
に
つ
れ
て
沈
澱
凝
結
し
た
身
体
の
節
々
が
、
軟
か
く
溶
け

ほ
ぐ
さ
れ
て
い
っ
た
。
食
事
に
次
い
で
撤
収
を
急
ぎ
、
含
水
冷
凍
し
て
嵩

張
っ
た
ザ
ッ
ク
を
背
に
泊
湯
を
発
つ
。
硬
く
ク
ラ
ス
ト
し
た
ア
ヤ
メ
平
の

樹
氷
を
縫
い
、
栂
の
樹
枝
に
自
銀
の
華
を
飾
っ
た
見
事
な
芸
術
も
見
飽
き

な
い
が
、
蛇
紋
岩
の
濃
緑
色
が
地
肌
を
支
配
す
る
富
山
側
の
斜
面
で
は
、

無
言
で
誇
示
す
る
風
の
威
力
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

長
栂
山

（
三
二
八
〇
メ
ー
ト
ル
）
は
高
原
状
で
頂
点
が
判
ら
な
い
が
、
そ

れ
と
思
わ
れ
る
高
み
は
ェ
ビ
ノ
シ
ッ
ポ
で
飾
ら
れ
た
緑
色
の
岩
原
に
な
っ

て
い
た
。
黒
姫
山
も
明
星
山
も
遥
か
に
遠
ざ
か
り
、
こ
の
辺
り
か
ら
展
望

も
高
山
ら
し
く
な
っ
て
く
る
。
朝
日
岳

へ
の
最
低
鞍
部
か
ら
は
蓮
華
温
泉

が
見
下
さ
れ
、
温
泉
に
待
機
し
て
い
た
糸
魚
川
隊
と
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

交
信
に
成
功
、
経
過
を
報
告
す
る
通
信
係
の
声
も
は
ず
む
。

暫
く
雷
鳥
と
遊
び
た
わ
む
れ
て
か
ら
、
急
ぎ
が
ち
の
ス
テ
ッ
プ
を
寧
ろ

押
え
て
、
朝
日
岳
の
頂
上

へ
登
り
詰
め
た
。
雪
面
に
点
々
と
岩
の
露
出
し

た
頂
上
で
濡
物
を
乾
か
し
、
パ
ッ
キ
ン
グ
を
直
し
て
寛
ろ
ぐ
。
風
は
ま
だ

肌
を
刺
す
よ
う
に
冷
た
い
。
朝
日
小
屋
は
台
風
に
飛
ば
さ
れ
て
跡
形
も
な

い
が
、
近
く
の
岩
に
踏
査
標
識
を
取
付
け
る
。

赤
男
山

へ
と
雪
深
い
南
斜
面
を
降
り
、
鞍
部
で
蓮
華
温
泉
か
ら
ス
キ
ー

で
き
た
田
原
兄
弟
等
の
一
行
に
逢
い
、
糸
魚
川
隊
の
石
田
ブ
ロ
ッ
ク
長
の

伝
言
を
受
取
る
。
長
栂
山
で
は
海
を
見
て
青
海
町
が
恋
し
く

な

っ
た

の

に
、
こ
こ
で
は
温
泉
の
湯
煙
り
が
無
性
に
慕
わ
し
い
。
赤
男
山
の
富
山
側

は
栂
の
密
林
、
新
潟
側
は
雪
の
大
斜
面
で
、
雪
虫
を
採
り
な
が
ら
雪
倉
岳

に
か
か
る
頃
に
は
、
柳
又
谷
か
ら
這
い
上
る
霧
が
視
界
を
開
し
た
。
形
境

線
が
岩
壁
と
な
り
、
新
潟
側
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
氷
板
に
ス
テ
ッ
プ
を
切

る
。
今
日
は
雪
倉
の
避
難
小
屋
を
当
て
に
し
て
い
た
が
、
ロ
ン
グ
コ
ー
ス

で
全
員
が
疲
れ
、
ク
ラ
ス
ト
斜
面
で
ス
リ
ッ
プ
す

る
な
ど

の
危
険
も
感

じ
、
二
〇
七
五
メ
ー
ト
ル
独
標
付
近
で
設
営
し
た
。
い
よ
い
よ
明
日
は
大

詰
め
だ
と
、
と
っ
て
置
き
の
美
食
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
し
て
寝
袋
に
入

り
こ
む
。
朝
日
、
雪
倉
と
高
度
が
上
り
雪
山
の
素
晴

し
さ
を
堪
能
し
た

が
、夏
道
が
あ
り
、見
馴
れ
た
絵
葉
書
写
真
的
の
地
域
に
な
っ
た
せ
い
か
、

長
栂
山
以
北
の
コ
ー
ス
に
較
べ
る
と
感
激
は
半
減
し
、
こ
う
も
気
持
が
違

う
も
の
か
と
可
笑
し
く
な
る
。

二
十
日
、
晴
。
設
営
地
を
清
掃
し
て
出
発
。
時
々
現
わ
れ
る
雷
鳥
に
話

し
か
け
な
が
ら
足
も
軽
い
。
雪
倉
岳
を
難
な
く
通
過
す
る
。
変
成
岩
の
縞

模
様
が
雪
氷
の
下
に
透
し
て
見
え
て
美
し
い
。
岩
石
の
サ
ン
プ
ル
で
ザ

ッ

ク
は
も
う
ず

っ
し
り
と
重
い
。
鉢
ガ
岳
鞍
部
の
避
難
小
屋
は
、
内
部
が
雪

で
埋
っ
て
い
た
。
稜
線
は
露
岩
の
断
続
で
、
緩
く
起
伏
し
な
が
ら
三
国
境

へ
立
上
っ
て
い
る
。
富
山
県
朝
日
町
の
標
柱
が
随
分
と
眼
に
つ
く
。
設
営
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地
か
ら
五
時
間
で
三
国
境
に
立
ち
、
自
馬
岳
に

一
礼
し
て
コ
ー
ス
を
東
に

転
じ
た
。
夏
道
の
出
て
い
る
稜
線
を
小
蓮
華
山
に
向
い
な
が
ら
、
踏
み
越

え
て
き
た
県
境
稜
線
を
眼
で
追
う
。
長
栂
、
大
ガ
岳
と
苦
難
の
峰
々
が
遥

か
に
続
き
、
黒
姫
山
が
春
霞
の
中
に
自
く
浮
ん

で

い
た
。
小
蓮
華
を
越

し
、
花
同
岩
の
ガ
ラ
場
道
を
降
る
と
、
雪
に
埋
れ
た
自
馬
大
池
の
一
隅
に

大
池
小
屋
の
屋
根
が
僅
か
に
出
て
い
た
。

こ
こ
で
蓮
華
温
泉
か
ら
登
っ
て
き
た
支
援
隊
と
合
流
し
て
、
喜
び
の
握

手
を
交
わ
す
。
見
事
に
焼
け
た
隊
員
の
顔
は
、
乗
鞍
岳
の
安
山
岩
よ
り
黒

く
白
雪
に
反
射
し
て
い
る
。
最
後
の
岩
石
を
採
取
す
る
と
岩
原

に
寝
転

び
、　
一
週
間
の
行
動
を
反
郷
し
な
が
ら
山
々
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

天
狗
原
か
ら
栂
池

へ
と
最
終
コ
ー
ス
を
歩
き
な
が
ら
、
お
互
い
の
苦
労

を
慰
め
合
い
感
謝
し
合
う
。
目
的
を
遂
げ
た
悦
び
と
、
別
れ
の
思
い
が
交

錯
す
る
深
い
感
動
を
抑
え

つ
つ
、
「さ
わ
が
に
」
の
強
靭
な
団
結
と
調
和

が
勝
ち
と
っ
た
収
穫
を
尊
い
も
の
に
思
っ
た
。

（行
動
報
告
の
あ
ら
す
じ
）

あ

と

が

き

思
っ
た
こ
と
の
半
分
も
書
き
現
わ
せ
な
い
も
ど
か
し
さ
を
、
今
こ
の
一

文
を
読
み
返
し
て
改
め
て
感
じ
て
い
る
が
、
踏
査
隊
員
は
勿
論
、
本
計
画

に
協
力
を
い
た
だ
き
、
関
心
を
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
方
々
に
は
、
越
後
支

部
が
発
行
準
備
中
の

『総
合
踏
査
報
告
書
』
を
是
非
御
覧
願
っ
て
、
踏
査

登
山
の
総
て
を
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
報
告
の
記
事
は
拙
な
く
て
も
、

そ
こ
に
は
踏
査
隊
の
情
熱
と
労
苦
の
結
晶
が
満
ち
満
ち
て
い
る
筈

で
あ

る
。
収
集
し
た
資
料
の
一
つ
一
つ
に
、
隊
員
の
汗
が
浸
み
込
ん
で
い
る
と

思
う
と
、
何

一
つ
疎
か
に
で
き
な
い
気
持
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が

一
人
で
も
多
く
の
登
山
者
に
、
ま
た
越
後
の
山
や
そ
れ
に
繋
が
る
人
々
に

役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
、
藤
島
支
部
長
の
陣
頭
指
揮
で
作
成
を
急
い
で
い

る
。本

計
画
に
携
わ
っ
た
大
勢
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
反
省
も
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
し
、
新
し
い
希
望
を
得
た
こ
と
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た

も
の
を
自
ら
の
心
の
中
で
咀
囁
吟
味
し
、
明
日
へ
の
糧
と
し
て
生
か
し
て

も
ら
え
れ
ば
、
こ
の
記
念
山
行
は
さ
ら
に
価
値
あ
る
も
の
と
な
ろ
う
。

（佐
藤

一
栄
　
記
）

越後の県境を探る
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踏 査 団 体 名 簿

菅

名

山

岳

会

第

一二
区
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
立
　
川
　
重
　
衛

関
　
川
　
山
　
の
　
会

黒

川

山

岳

ク

ラ

ブ

弥

彦

山

岳

会

吉

田

山

岳

会

燕

山

岳

会

下

越

山

岳

会

飯

豊

山

岳

会

第

二

区
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
五
十
嵐

篤
　
雄

一
九
名

一
二
名

一
四
名

一
七
名

二
八
名
五
名
三
名
三
名

第

一
区

　

ブ
ロ
ッ
ク
長

早

津

邦

俊

実
行
委
員
長

　

一謄

実
行
副
委
員
長
　
　
斎

″　
　
　
　
　
佐

実
行
委
員

（支
部
委
員
）

島
　
　
　
玄

藤

　
平
　
七

藤

　

一
　

栄

二
四
名

加

藤

利

雄

平

田
大

六

江
端
喜

一
郎

堀
内
堂
二
郎

山
崎
幸
和

霜
鳥

康
夫

鈴
木

敏
雄

渡

辺
　
満

一
一
名

二
〇
名

一
三
名
三
名
七
名
九
名

一
五
名
八
名

矢

筈

山

岳

会

加

茂

山

岳

会

小

須

戸

山

岳

会

亀

田

山

岳

会

越

稜

山

岳

会

新

潟

登

高

会

栃

尾

山

の

会

漢

稜

地

域

研

究

会

小

千

谷

山

岳

会

小

出

山

の

会

塩

沢

山

岳

会

堀

之

内

山

岳

会

六

日

町

山

岳

会

秀

峰

山

岳

会

長
岡

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

長
　
岡
　
山
　
岳
　
会

今

町

山

岳

会

湯

沢

山

岳

会

湯

沢

山

岳

研

究

会

十

日

町

山

の

会

十

日

町

山

路

野

会

津

南

山

岳

会

高
田
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

横
田
利
八
郎修 勇 賢

さ

わ

が

に

山

岳

会

小

野
　
健

以
上
行
動
隊
員
合
計

第

五

区

　

ブ
ロ
ッ
ク
長

室

賀

輝

男

第

六

区

　

ブ
ロ
ッ
ク
長

横

田

利

八

郎

白

川
　
勇

森

山

淳

一

木

村

祐

三

立

川

重

衛

加

藤

勝

義

広

川

健

二

佐

藤

金

一

市

村

貞

夫

渡

辺
真

一

桜
井

昭
吉

曾
根
義

一

春

川

正
生

青
野
和

久

望

月
　
力

室
賀

輝
男

今
井

元
彦

大

竹
　
博

高
波
隆
男

河

村
　
勝

鈴
木

昭

三

上
村
虎
夫

桑

原
悌
治

一
四
名

一
四
名
六
名

三
二
名

一
〇
名
四
名

二
〇
名

一
〇
名

一
六
名
九
名

一
二
名
七
名
三
名

一
五
名

二
九
名
四
名
三
名
四
名
七
名
○
名
五
名

一
五
名

第

四

区
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
伊
　
倉
　
剛
　
一二

日

曹

山

岳

会

八

木

直

江

津

山

岳

会

内

藤

第

八

区

　

ブ
ロ
ッ
ク
長

石

田

国

夫

糸

魚

川

山

岳

会

石

田
国
夫

一
三
名
四
名

三

名
七
名
八
名

二
五
名

八
名
九
名

電

々

高

田

山

岳

会

伊

藤

邦

彦

柿

崎

山

岳

会

伊

藤

政

治

第

七

区
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
内
　
一謄
　
　
修

妙

高

々

原

山

岳

会

水ヽ

一凸

五
二

一
名
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山
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豊

栄

山

岳
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岳
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ピ
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友

会

朝
日
村

エ
コ
ー

ク

ラ
ブ
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光

吉

早
津

邦
俊

朝
妻

三
松

曾
山
志
計
雄

阿
部
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ハンター及びフォンイカーの登頂

ハ
ン
タ

ー
及

び

フ

オ

レ
イ

カ

ー

の
登

頂

（
一
九
六
六
年
）

こ
こ
数
年
の
間
ア
ラ
ス
カ
、
カ
ナ
ダ
の
山
々
も
、
す
っ
か
り
日
本
に
馴

染
み
深
い
も
の
に
な
っ
た
。
他
地
域
に
く
ら
べ
、
高
度
の
点
で
や
や
劣
る

と
し
て
も
、
日
本
に
近
く
、
し
か
も
第

一
級
の
氷
河
を
有
す
る
山
と
な
れ

ば
、
日
本
か
ら
大
挙
し
て
出
か
け
た
と
し
て
も
、
不
思
議
は
な
い
。
文
明

国
の
山
登
り
は
、
や
か
ま
し
い
手
続
き
も
不
要
だ
し
、
準
備
段
階
に
費
や

す
労
働
も
は
る
か
に
少
な
い
。

土
地
が
新
ら
し
く
、
人
口
は
極
め
て
希
薄
で
あ
り
、
登
山
者
が
入
り
こ

む
以
前
に
は
、
山
と
人
間
と
の
交
渉
も
殆
ん
ど
な
か
っ
た
地
域
で
あ
る
。

そ
の
上
、
高
峻
な
山
岳
は
長
大
な
氷
河
に
周
囲
を
と
り
か
こ
ま
れ
、
人
里

と
は
全
く
隔
絶
さ
れ
た
土
地
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
で
は
、
徒
歩
に
よ

る
接
近
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
軽
飛
行
機
の
利
用
と
い
う
新
ら
し
い
登

山
の
方
法
を
生
む
よ
う
に
な

っ
た
。
途
中
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

一
切
省
略

し
、
い
き
な
り
氷
河
上
に
降
り
立
つ
よ
う
な
山
登
り
も
、
こ
の
土
地
で
は

充
分
納
得
が
行
く
し
、
ま
た
、
い
か
に
も
ア
メ
リ
カ
人
の
好
み
に
合
っ
た

錦

織

英

夫

方
法
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

従

っ
て
目
的
の
山
に
接
す
る
ま
で
の
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
お
け
る
よ
う
な

気
分
の
高
ま
り
は
な
い
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
飛
行
機
が
飛
び
去
っ
て
し

ま
え
ば
、
全
く
仲
間
だ
け
の
世
界
と
な
り
、
人
間
の
形
跡
を
と
ど
め
な
い

自
然
の
ふ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
人
間
と
自
然
と
の
接
点
は
明
確
で
あ
る
し
、

ど
ち
ら
も
自
分
の
領
域
を
守
り
通
し
て
い
る
よ
う

で
あ

る
。
氷
河
は
勿

論
、
そ
の
下
に
拡
が
る
草
原
、
森
林
も
人
間
ど
は
没
交
渉
だ
っ
た
土
地
で

あ
る
。
こ
の
辺
が
ア
ラ
ス
カ
、
カ
ナ
ダ
の
山
の
良
さ
と
言
え
よ
う
。

私
た
ち
の
パ
ー
テ
ィ
は
、
そ
の
構
成
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
の
特
徴
を
も

っ
て
い
た
。
学
生
だ
け
、
そ
れ
も
五
校
の
集
ま
り
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ

る
。日

本
山
岳
会
学
生
部
登
山
隊
と
い
っ
て
も
、
有
志
の
集
ま

り
に
す
ぎ

ず
、
向
う
見
ず
な
空
想
に
酔
っ
た
学
生
登
山
隊
は
、
最
初
か
ら
強
引
で
あ

っ
た
。　
一
見
無
茶
と
も
思
え
る
よ
う
な
計
画
を
理
解
し
て
く
れ
、
何
事
に
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つ
け
非
力
な
私
た
ち
を
励
ま
し
、
実
現
に
ま
で
応
援
し
て
く
れ
た
の
は
、

村
木
潤
次
郎
氏
始
め
学
生
部
担
当
理
事
の
諸
氏
及
び
松
方
会
長
そ
の
他
山

岳
会
の
方
々
の
暖
か
い
御
支
援
で
あ
っ
た
。

目
標
を
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
周
辺
に
求
め
、
ハ
ン
タ
ー
（四
四
四
一
メ
ー
ト
ル
）
、

フ
オ
レ
イ
カ
ー

（五
三
〇
三
メ
ー
ト
ル
）
両
峰
の
登
頂
、
そ
し
て
下
山
は
飛

行
機
を
使
用
せ
ず
、
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
を
タ
ル
キ
ー
ト
ナ
ま
で
、
約

一
八

〇
キ
ロ
を
徒
歩
で
降
る
計
画
を
組
ん
だ
。
登
山
と
は
別
に
、
こ
の
氷
河
下

降
は
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
せ
っ
か
く
あ

の
よ
う
な
立
派
な
氷
河
の
あ
る
山
へ
出
か
け
、
入
山
、
下
山
で
そ
の
上
杢

を
飛
ん
で
し
ま
う
だ
け
で
は
、
い
か
に
も
も
っ
た
い
な
い
話
で
あ
る
。
飛

行
機
で
着
陸
す
る
の
は
、
氷
河
の
殆
ん
ど
上
部
で
あ
り
、
私
た
ち
は
氷
河

の
山
の
一
年
生
で
あ
る
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
上
だ
け
で
は
、
い
か
に

も
片
手
落
ち
だ
。
そ
の
下
に
拡
が
る
何
十
キ
ロ
も
の
氷
河
と
、
は
る
か
地

平
線
に
ま
で
続
く
原
野
の
旅
に
、
私
た
ち
は
真
の
ア
ラ
ス
カ
を
感
じ
た
か

っ
た
。　
一
歩
こ
の
氷
河
の
旅
に
出
て
し
ま
え
ば
、
目
的
地
に
辿
り
着
く
以

外
、
生
還
の
見
込
み
の
な
い
よ
う
な
状
況
に
身
を
お
く
こ
と
は
、
国
内
の

山
登
り
に
慣
れ
す
ぎ
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
や
は
り
大
き
な
魅
力
で
あ
っ

た
。
そ
の
上
、
財
力
に
乏
し
い
学
生
隊
に
は
、
飛
行
機
代
は
ば
か
に
な
ら

な
い
。

隊
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
年
齢
は
出
発
当
時
。

錦

織

英

夫

（２５
歳
）
リ
ー
ダ
ー
、
学
習
院
大
学
山
岳
部
。

磯
　
弥
須
彦

（２４

〃
）
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
、
慶
応
義
塾
大
学
山
岳
部
。

小

川
　
武

（２３
歳
）
装
備
、
芝
浦
ェ
業
大
学
山
岳
部
。

久
保
田
　
保

（２２
〃
）
医
療
、
明
治
薬
科
大
学
山
岳
部
。

佐

村
雄

三

（２３
〃
）
食
糧
、
専
修
大
学
山
岳
部
。

村

山
和

哉

（２３
〃
）
気
象
・梱
包
、
学
習
院
大
学
山
岳
部
。

出
発
は
船
便
の
都
合
で
三
隊
に
別
れ
て
出
航
し
、
シ
ア
ト

ル
を
基
点

に
、
先
着
の
四
名
は
レ
ン
タ
カ
ー
に
、
約

一
・
五
ト
ン
の
荷
物
を
陸
路
タ

ル
キ
ー
ト
ナ
ま
で
輸
送
し
た
。
こ
の
間
約
二
〇
〇
〇
マ
イ
ル
、
十

一
日
間

の
ド
ラ
イ
ブ
は
仲
々
豪
快
で
あ
っ
た
。

六
月

一
日
、
最
後
に
日
本
を
発
っ
た
小
川
、
佐
村
が
シ
ア
ト
ル
か
ら
飛

ん
で
き
た
。
こ
れ
で
六
名
全
員
が
タ
ル
キ
ー
ト
ナ
に
集
結
し
た
。
あ
と
は

晴
天
を
ま
っ
て
杢
輸
開
始
で
あ
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ド
ン
・

シ
ェ
ル
ダ
ン
に
と
っ
て
、
登
山
隊
は
上
得
意
と
見
え
、
サ
ー
ビ
ス
に
こ
れ

つ
と
め
て
く
れ
る
。
明
治
大
学
の
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
以
来
、
日
本
隊
に
は
馴

染
み
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
。
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
周
辺
は
彼
の
ナ
ワ
張
り
で

あ
り
、
セ
ン
ト

・
エ
ラ
イ
ア
ス
山
群
を
勢
力
範
囲
と
す
る
グ
ル
カ
ー
す
の

ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
並
ん
で
、
ア
ラ
ス
カ
で
は
最
も
腕
の
達
者
な
ブ
ッ
シ
ュ
・

パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
。
こ
の
二
人
が
ア
ラ
ス
カ
の
登
山
に
は
た
し
た
役
割

は
大
き
い
。

こ
こ
タ
ル
キ
ー
ト
す
か
ら
登
山
基
地
の
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
ま
で
　
・
、
直
線

距
離
に
し
て
約

一
〇
〇
キ
ロ
の
飛
行
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
ヘ
入

る
に
は
許
可
が
必
要
だ
が
、
そ
の
手
続
等
も
シ
ェ
ル
ダ
ン
が
代
行
し
て
く
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ハンター及びフォレイカーの登頂

れ
る
。
私
た
ち
の
寝
起
き
し
て
い
る
彼
の
格
納
庫
に
は
、
昨
日
か
ら
四
人

の
ア
メ
リ
カ
隊
が
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
を
ね
ら
っ
て
待
機
中
で
あ
る
。

六
月
二
日
、
素
晴
し
い
快
晴
を
迎
え
る
。
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
（六
一
九
一
メ

ー
ト
ル
）
が
朝
陽
を
い
っ
ぱ
い
に
受
け
、
蒼
空
に
鎮
座
し
て
い
る
。
大
じ

ょ
う
ぶ
、
間
ち
が
い
な
く
飛
べ
そ
う
だ
。
朝
食
の
仕
度
を
し
て
い
る
と
、

早
く
も
シ
ェ
ル
ダ
ン
が
出
て
き
て
、
両
手
を
さ
か
ん
に
上
げ
、
大
張
り
き

り
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
二
隊
を
輸
送
し
よ
う
と
意
気
ご
ん

で
い
る
。

第

一
便
の
セ
ス
ナ
は
、
小
川
、
村
山
、
私
と
荷
物
を
満
載
し
て
、
ひ
ょ

ろ
ひ
ょ
ろ
と
頼
り
な
く
舞
い
立
つ
。
濁
流
の
ス
シ
ト
ナ
リ
バ
ー
が
大
き

く
、
暗
緑
色
の
原
野
を
割

っ
て
蛇
行
し
て
流
れ
て
い
る
。
ゆ
る
や
か
な
起

伏
を
見
せ
る
丘
陵
の
奥
に
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
、　
ハ
ン
タ
ー
、
フ
ォ
レ
イ
カ

ー
の
三
山
が
い
き
な
り
せ
り
上
が
る
。
群
を
抜
い
て
高
い
。
機
の
飛
行
高

度
は
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
た
ら
ず
、
四
〇
〇
〇
―
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高

距
が
、
い
き
な
り
せ
り
上
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
ラ
ス

カ
で
は
、
山
と
の
出
合
い
は
ま
こ
と
に
劇
的
で
あ
る
。
何
も
な
い
平
地
か

ら
、
い
き
な
り
山
の
真
唯
中
に
連
れ
こ
ま
れ
る
。
高
い
三
山
だ
け
が
朝
陽

を
い
っ
ぱ
い
に
あ
び
て
輝
い
て
い
る
。
ハ
ン
タ
ー
は
真
中
に
低
く
は
あ
る

が
、　
一
番
厳
し
い
山
容
を
見
せ
る
。
こ
の
三
山
を
中
心
に
、
左
右
に
白
い

連
嶺
が
続
く
。
左
と
右
に
は
、
こ
の
山
群
を
守
る
要
塞
の
よ
う
に
、
鋭
い

ピ
ー
ク
が
頑
張
っ
て
い
る
。
左
端
は
真
白
な
雪
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
ラ
ッ
セ

ル

（三
五
五
七
メ
ー
ト
ル
）
で
、
私
た
ち
と
同
時
期
に
、
ア
ダ
ム
ス
・
カ
ー

タ
ー
、
エ
リ
ッ
ク

ｏ
シ
プ
ト
ン
等
の
隊
が
二
登
を
ね
ら
っ
た
が
、
悪
天
に

失
敗
し
た
。
右
端
に
は
、　
一
寸
法
師
の
よ
う
に
う
ず
く
ま
る
、
も
の
す
ご

い
ロ
ッ
ク
タ
ワ
ー
が
あ
る
。
ム
ー
ス
（
ア
ラ
ス
カ
、
カ
ナ
ダ
北
部
に
棲
息
す
る

大
鹿
）
の
歯
と
呼
ば
れ
る
奇
怪
な
形
の
ピ
ー
ク

（三
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
で

あ
る
。　
一
九
六
四
年
に
ド
イ
ツ
隊
が
登
っ
て
い
る
。
そ
の
左
手
、
ハ
ン
タ

ー
の
尾
根
続
き
に
は
、
リ
オ
ネ
ル
ｏ
テ
レ
イ
の
最
後
の
遠
征
と
な
っ
た

ハ

ン
テ
ィ
ン
グ
ト
ン
（三
七
四
六
メ
ー
ト
ル
）
が
屹
立
し
て
い
る
。

シ
ェ
ル
ダ
ン
は
御
機
嫌
で
口
笛
を
吹
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
山
の
説
明
を

し
て
く
れ
る
。
十
分
も
す
る
と
　
・・
１
機
は
早
く
も
ピ
ー
タ
ー
ス
・
ヒ
ル
の
上

杢
に
さ
し
か
か
る
。
す
で
に
本
は
な
く
、
平
原
を
残
雪
が

一
面
に
お
お
っ

て
い
る
。
下
山
は
、
こ
の
辺
り
を
通
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ェ
ル
ダ
ン
は
下

を
指
さ
し
て

「
メ
ニ
ー
、メ
ニ
ー
、ブ
ラ
ウ
ン
・
ベ
ア
」
だ
と
言
っ
て
、
さ

か
ん
に
嚇
か
す
。
彼
は
何
と
か
私
た
ち
に
、
帰
り
の
氷
河
旅
行
を
思
い
と

ど
ま
ら
せ
、
下
山
も
運
ん
で
し
ま
い
た
い
よ
う
だ
。
ア
ラ
ス
カ
の
黒
の
恐

ろ
し
さ
は
、
前
回
の
経
験
で
私
も
よ
く
知
っ
て
は
い
る
が
、
そ
う
簡
単
に

引
き
さ
が

っ
て
、
氷
河
歩
き
の
楽
し
み
を
失
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
。

ト
コ
シ
ト
ナ
氷
河
の
舌
端
を
右
に
見
、
前
山
の
岩
峰
群
の
頭
上
を
す
れ

す
れ
に
飛
び
越
え
る
と
、
い
き
な
リ
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
上
杢
で
あ
る
。
中

間
に
あ
る
屈
曲
点
も
す
ぎ
、
す
で
に
か
な
り
上
流
だ
。　
一
面
新
雪
を
か
ぶ

り
雪
原
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
ハ
ン
タ
ー
西
尾
根
の
下
部
は

一
面
の
荒
れ

よ
う
だ
。
非
常
に
ラ
フ
だ
と
、
シ
ェ
ル
ダ
ン
先
生
は
つ
け
加
え
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
。
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
フ
ォ
レ
イ
カ
ー
の
で
か
い
ず
う
た
い
が
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圧
倒
的
に
迫
る
。
ト
ン
ボ
の
よ
う
な
セ
ス
ナ
は
、
小
刻
み
に
機
体
を
震
わ

せ
な
が
ら
、
こ
の
巨
人
に
突
進
し
て
行
く
の
だ
が
、
私
に
は
静
止
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
、
錯
覚
す
る
程
の
ス
ケ
ー
ル
な
の
だ
。
ハ
ン
タ
ー
西

尾
根
、
フ
ォ
レ
イ
カ
ー
の
東
面
、
こ
の
図
は
、
私
達
が
写
真
の
上
で
何
度

も
何
度
も
見
て
は
、
頭
に
ル
ー
ト
を
描
い
て
き
た
。
い
ま
、
そ
の
本
物
の

山
が
日
前
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
は
ど
う
や
っ
て
通
ろ

う
か
と
目
を
こ
ら
す
。
し
か
し
ル
ー
ト
を
探
し
、
登
る
な
ん
て
い
う
こ
と

が
、
不
遜
な
企
て
の
よ
う
に
思
え
る
。
た
だ
驚
嘆
し
て
い
れ
ば
よ
い
。
印

象
は
あ
ま
り
に
も
強
烈
、
急
に
す
ぎ
る
。
た
か
だ
か
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
山
で
、
こ
の
有
様
で
あ
る
。　
一
体
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
だ
っ
た
ら
ど
う
な
ん
だ

ろ
う
か
と
、
心
細
く
な
る
程
の
眺
め
で
あ
っ
た
。

着
陸
地
は
、
ハ
ン
タ
ー
西
尾
根
を
回
り
込
ん
だ
所
の
氷
河
上
で
あ
る
。

シ
ェ
ル
ダ
ン
は
、
こ
の
上
杢
を
三
回
程
旋
回
し
、
さ
か
ん
に
首
を
か
し
げ

て
い
る
。
驚
い
た
こ
と
に
、
こ
こ
は
駄
目
だ
か
ら
上
に
す
る
と
言
っ
て
、

さ
っ
さ
と
機
首
を
北
に
向
け
出
し
た
。
上
と
は
も
う
ひ
と

つ
上

の
支
流

で
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
の
ベ
ー
ス
と
な
る
所
だ
。
冗
談
じ
ゃ
な
い
。
そ
ん
な

所
に
降
ろ
さ
れ
た
ら
、
こ
ち
ら
は
大
損
害
で
あ
る
。
み
た
と
こ
ろ
予
定
の

雪
原
は
広
い
し
、
ク
レ
ヴ
ァ
ス
も
見
あ
た
ら
ぬ
。
何
ん
で
降

り
な

い
の

か
、
こ
の
男
程
の
も
の
が
と
思
い
、
上
は
絶
対
に
あ
か
ん
、
下
で
な
け
れ

ば
困
る
と
、
え
ら
い
剣
幕
で
ま
く
し
立
て
る
。
ど
う
や
ら
彼
も
納
得
し
、

Ｏ
Ｋ
、
も
う

一
回
や
っ
て
み
よ
う
と
半
転
、
上
空
を
更
に
二
回
転
し
、
用

入
る
。
岩
壁
す
れ
す
れ
を

旋
回
し
な
が
ら
、
徐
々
に
高
度
を
落
し
て
行
く
。
ふ
だ
ん
は
愛
嬌
た
っ
ぷ

り
の
シ
ェ
ル
ダ
ン
も
、
こ
の
時
は
さ
す
が
に
真
剣
な
表
情
を
見
せ
る
。
す

う
っ
と
速
度
を
落
し
簡
単
に
着
陸
、
二
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
だ
。
荷

物
を
素
早
く
お
ろ
す
と
、
機
は
す
ぐ
飛
去
っ
て
行

っ
た
。
す
ぐ
背
後
に

は
、　
ハ
ン
タ
ー
の
頂
上
プ
ラ
ト
ー
か
ら
の
側
壁
が
、
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

切
れ
込
ん
で
い
る
。
西
尾
根
を
真
横
に
あ
お
ぐ
場
所
だ
。
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷

河
を
は
さ
ん
で
、
フ
オ
レ
イ
カ
ー
東
面
が
正
面
い
っ
ぱ
い
に
拡
が
っ
て
い

る
。
そ
し
て
北
は
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
南
壁
を
仰
ぐ
Ｂ
Ｃ
で
あ
る
。

都
合
四
回
の
杢
輸
で
、
六
名
と
荷
物

一
ト

ン
が
全
て
Ｂ
Ｃ
に
集
結
し

た
。
こ
の
空
輸
代
が
、
し
め
て
六
軍
○
ド
ル
。
大
き
な
カ
マ
ボ
コ
天
幕
を

張
り
、
す
っ
か
り
荷
物
を
整
理
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
四
〇
日
、
我
ら
の
基

地
が
完
成
し
た
。
シ
ェ
ル
ダ
ン
に
無
理
矢
理
持
た
さ
れ
た
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

が
、
見
慣
れ
ぬ
点
景
を
示
す
。

ハ
ン
タ
ー

（
四
四
四

一
メ
ー
ト
ル
）

私
た
ち
が
登
ろ
う
と
す
る
西
尾
根
は
、
す
で
に
二
回
に
わ
た
っ
て
登
ら

れ
て
お
り
、
最
初
は

一
九
五
四
年
の
ベ
ッ
キ
ー
、
ハ
ー
ラ
の
隊
、
二
登
は

ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
等
の
ア
メ
リ
カ
隊
で
、
こ
の
時
は
南
峰

（四
二
五
六
メ
ー
ト

ル
）
も
登
頂
し
て
い
る
。
こ
の
山
が
未
だ
未
登
の
最
高
峰
と
し
て
残
さ
れ

て
い
た
頃
、
ま
ず
最
初
に
マ
ー
ク
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
西
尾
根
で
あ
る
。

ア
ラ
ス
カ
の
多
く
の
山
の
よ
う
に
、
頂

へ
の
容
易
な
ル
ー
ト
を
持
っ
て
い

な
い
。
頂
上
近
く
ほ
ぼ
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
、
南
北
に
約
二
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ハンター西尾根の岩稜帯を登 る、背後にマッキンレー峰が見える。

Clirnbing up the rock part of the west ridge of Mt. Hunter

Mto McKinley in the background.
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キ
ロ
に
わ
た
っ
て
雪
原
が
拡
が
り
、
そ
の
両
端
に
北
峰
、
南
峰
が
の
っ
て

い
る
。

一
般
に
ア
ラ
ス
カ
の
山
の
傾
向
と
し
て
、
三
〇
〇
〇
―
四
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
付
近
を
境
に
ｒ
山
の
相
が
は
っ
き
り
し
た
違
い
を
見
せ
る
。
そ
れ
以

上
の
山
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
丸
っ
こ
い
山
が
多
い
が
、
三
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
・
ク
ラ
ス
は
非
常
に
鋭
角
的
な
山
容
の
山
が
普
通
だ
。
こ
れ
は
氷
河

の
侵
蝕
と
風
の
影
響
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
が
、
ハ
ン
タ
ー
も
頂
上
台
地
よ

り
下
の
稜
は
、
ど
れ
も
極
め
て
急
峻
な
リ
ッ
ジ
と
な
っ
て
い
る
。
取
付
き

か
ら
頂
上
ま
で
二
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
距
離
約
十
キ
ロ
の
氷
と
岩
の
ヤ
セ

尾
根
で
あ
る
。
取
付
き
に
関
し
て
は
二
つ
の
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
た
。　
一

つ
は
、
尾
根
の
末
端
か
ら
忠
実
に
上
が
る
も
の
、
他
の
一
つ
は
Ｂ
Ｃ
の
裏

手
の
小
氷
河
を
つ
め
、
二
七
五
八
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ッ
ク

・
ピ
ナ
ク
ル
の
東

の
コ
ル
ヘ
直
接
上
が
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
後
者
の
方
は
、
ピ
ナ
ク
ル
を
エ

ス
ケ
ー
プ
出
来
、
し
か
も
距
離
的
に
有
利
だ
が
、
小
氷
河
の
両
側
壁
か
ら

落
ち
る
雪
崩
と
、
コ
ル
直
下
も
非
常
に
急
で
、
望
み
は
あ
ま

り
も

て
な

六
月
四
日
、
二
隊
に
別
か
れ
、
こ
の
二
つ
の
ル
ー
ト
を
偵
察
し
た
が
、

や
は
り
末
端
か
ら
の
ル
ー
ト
以
外
は
考
え
ら
れ
な
い
。
末
端
は
三
本
の
リ

ッ
ジ
に
別
か
れ
て
お
り
、
そ
の
間
に
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
が
食
込
ん
で
い
る
。

一
番
北
側
の
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
に
入
り
、
こ
れ
を
つ
め
、
更
に
北
寄
り
の
リ

ッ
ジ
を
た
ど
る
と
、
う
ま
い
具
合
に
、
末
端
の
ピ
ー
ク
を
巻
く
ょ
う
に
し

て
雪
原
に
出
ら
れ
た
。
こ
の
雪
原
は
ロ
ッ
ク

・
ピ
ナ
ク
ル
ま
で
続
い
て
い

ブ〔
）。翌

五
日
か
ら
負
荷
開
始
。
日
中
は
気
温
が
上
が
る
の
で
、
午
前
三
時
に

は
行
動
を
開
始
し
、
午
前
中
に
帰
幕
す
る
。
昨
日
の
引
き
返
し
点
か
ら

一

時
間
程
の
ラ
ッ
セ
ル
で
、
ピ
ナ
ク
ル
の
肩

（
二
七
四
五
メ
ー
ト
ル
）
に
着
く
。

良
好
な
キ
ャ
ン
プ

・
サ
イ
ト
で
、
こ
こ
を
Ｃ
ｌ
と
し
て
デ
ポ
、
尾
根
の
中

間
部
に
あ
る
岩
稜
帯
が
よ
く
見
え
る
。
か
な
り
厳
し
い
面
構
え
で
あ
る
。

正
午
に
は
帰
幕
し
て
、
寝
よ
う
と
す
る
が
、
折
り
か
ら
の
熱
気
で
、
と

て
も
テ
ン
ト
の
中
に
は
居
れ
な
い
。　
一
日
中
、
明
る
い
の
で
、
行
動
は
い

つ
で
も
可
能
だ
が
、
休
養
、
睡
眠
と
の
兼
合
い
が
難
か
し
い
。
つ
い
オ
ー

バ
ー
ワ
ー
ク
に
な
り
勝
ち
で
あ
る
。

六
日
、
天
候
は
す
っ
か
り
落
着
い
た
。
ル
ー
ト
も
完
備
さ
れ
、
早
い
ペ

ー
ス
で
デ
ポ
に
到
着
。
こ
こ
に
二
人
用
マ
ナ
ス
ル
を
設
営
、
小
川
と
錦
織

が
こ
れ
に
入
る
。
Ｂ
Ｃ
の
連
中
は
、
暑
く
な
る
前
に
と
す
ぐ
降
っ
て
行
っ

た
。
午
前
九
時
、
こ
の
頃
か
ら
早
く
も
照
り
つ
け
、
ア
イ
ゼ
ン
に
雪
が
ま

つ
わ
り
つ
く
。

西
尾
根
も
、
こ
こ
ま
で
は
何
の
こ
と
は
な
い
。
最
初
の
難
関
、
ロ
ッ
ク

・

ピ
ナ
ク
ル
が
す
ぐ
後
ろ
に
ひ
か
え
て
い
る
。
今
日
中
に
コ
ル
ま
で
工
作

し
て
お
こ
う
と
、
暑
い
中
に
ロ
ー
プ
を
引
き
ず
る
。
先
ず
ピ
ナ
ク
ル
の
頂

上
に
登
っ
て
偵
察
し
て
み
る
。
コ
ル
ま
で
景
気
よ
く
切
れ
込
ん
で
い
る
。

直
下
は
花
商
岩
の
ス
ラ
ブ
が
二
五
メ
ー
ト
ル
位
垂
直
に
落
ち
こ
み
、
懸
垂

以
外
に
方
法
は
な
さ
そ
う
だ
。
先
登
の
ア
メ
リ
カ
隊
も
長
い
懸
垂
で
降

っ

て
い
る
。
す
ヮ
バ
シ
ゴ
を
た
ら
し
て
み
る
が
、
と
て
も
届
か
な
い
。
こ
ん
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な
所
を
空
中
懸
垂
す
る
の
も
あ
ま
り
ほ
め
ら
れ
た
話
で
は
な
い
。
ウ
ォ
シ

ユ
バ
ー
ン
博
士
の
一
文
に
は
、
南
面
に
岩
の
バ
ン
ド
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
少
し
降
り
南
面
を
の
ぞ
く
。
確
か
に
幅
ニ
メ
ー

ト
ル
、
長
さ

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
の
バ
ン
ド
が
、
段
ち
が
い
に
コ
ル
下
の

雪
壁
に
続
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
バ
ン
ド
に
降
る
の
が
大
変
だ
し
、
は
た

し
て
コ
ル
に
続
い
て
い
る
か
も
不
明
だ
。
し
か
し
、
う
ま
い
具
合
に
、
頂

上
の
す
ぐ
下
に
小
さ
な
外
傾
し
た
バ
ン
ド
を
見
つ
け
る
。
途
中
の
雪
面
と

結
べ
ば
、
リ
ッ
ジ
に
出
ら
れ
そ
う
だ
。

ロ
ー
プ
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
バ
ン
ド
に
降

り
立
ち
、　
そ
の
ま
ま
回
り
込

み
、
ピ
ナ
ク
ル
下
の
テ
ラ
ス
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ル
ヘ
は
急
な
雪

壁
と
な
っ
て
い
る
。
雪
は
陽
光
に
す
っ
か
り
ゆ
る
み
、
足
元
か
ら
流
れ
だ

す
仕
末
。
や
は
り
早
朝
、
気
温
の
低
い
時
に
工
作
を
し
な
い
と
危
険
だ
。

Ｂ
Ｃ
と
ち
が
い
、
Ｃ
ｌ
は
尾
根
上
で
あ
り
、
そ
よ
風
も
あ
り
、
ど
う
に

か
し
の
ぎ
や
す
い
。

翌
七
日
も
、
す
か
っ
晴
れ
で
、
後
半
崩
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

だ
。
Ｂ
Ｃ
の
四
名
は
Ｃ
ｌ
に
負
荷
、
予
定
の
物
を
殆
ん
ど
運
び
上
げ
た
。

Ｃ
ｌ
の
二
名
は
岩
稜
帯
ま
で
の
ル
ー
ト
エ
作
。
ピ
ナ
ク
ル
か
ら
コ
ル
ま
で

一
二
〇
メ
ー
ト
ル
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
。
荷
物
が
あ
る
と
か
な
り
振
ら
れ
そ
う

だ
。
コ
ル
か
ら
二
八
九
五
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ー
ク
ま
で
は
、
急
な
雪
壁
と
雪

庇
の
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
の
連
続
で
あ
る
。
氷
化
し
て
い
る
た
め
殆
ん
ど
ス

テ
ッ
プ
を
切
ら
さ
れ
る
。
Ｃ
ｌ
か
ら
こ
の
ピ
ー
ク
ま
で
に
七
時
間
を
要
す

る

（午
前
十
時
）
。

こ
の
頃
か
ら
す
で
に
陽
光
き
つ
く
、
い
わ
ゆ
る
ベ
ニ
ヤ
板
の
状
態
に
苦

し
む
。
三
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
高
度
で
は
、
日
中
は
強
烈
な
日
ざ
し

に
雪
が
ゆ
る
み
、
氷
と
の
接
触
が
極
め
て
不
安
定
に
な
る
。
足
場
は
絶
え

ず
崩
れ
落
ち
、
い
き
お
い
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
を
切
ら
な
け
れ
ば

な
ら

な

い
。
特
に
こ
の
尾
根
で
は
、
雪
庇
と
の
関
係
か
ら
、
ル
ー
ト
を
南
面
に
取

る
部
分
が
多
く
、
こ
の
雪
に
は
す
っ
か
り
悩
ま
さ
れ
た
。
そ
の
上
―
斜
面

の
傾
斜
は
太
陽
の
照
射
角
を
直
角
に
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
条
件
は

一
層

悪
い
。
こ
れ
は
ア
ラ
ス
カ
の
山
に
限
っ
た
現
象
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
特

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

岩
稜
帯
の
始
ま
る
コ
ル

（Ｖ
字
と
呼
称
）
ま
で
は
、
薄
く
雪
庇
の
張
り
出

し
た
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
が
、
続
い
て
お
り
、
必
要
以
上
に
大
き
な
ス
テ
ッ

プ
を
切
っ
て
降
る
。
Ｖ
字
に
降
っ
て
Ｃ
ｌ
と
交
信
す
る
。
予
定
を
は
る
か

に
下
ま
わ
る
行
進
ぶ
り
だ
。
Ｖ
字
は
意
外
に
広
く
テ
ン
ト
も
張
れ
る
。
さ

て
問
題
の
岩
稜
帯
は
、
高
距
二
八
〇
メ
ー
ト
ル
程
で
、
途
中
、
顕
著
な
切

れ
込
み
が
三
つ
あ
り

（下
か
ら
第
一
、
第
二
、
第
ニ
ス
テ
ッ
プ
と
命
名
）、
そ
の

後
は
岩
と
雪
ま
じ
り
の
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
と
な
っ
て
い
る
。
第

一
、
第
二

ス
テ
ッ
プ
が
大
き
く
、
正
面
は
ペ
ロ
ン
と
し
た
垂
壁
と
な
っ
て
い
る
。
南

面
の
雪
面
以
外
に
ル
ー
ト
は
な
さ
そ
う
だ
。
少
し
で
も
工
作
し
て
お
こ
う

と
空
身
で
出
か
け
る
。
第

一
ス
テ
ッ
プ
を
右
に
バ
ン
ド
を
伝
い
、
ク
ー
ロ

ワ
ー
ル
に
入
る
が
、
雪
は
す
っ
か
り
く
さ
り
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
七

〇
メ
ー
ト
ル
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
た
に
と
ど
ま
る
。
帰
幕
も
殆
ん
ど
ス
タ
カ

ッ
ト
で
降
り
、
時
間
ば
か
り
食
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
尾
根
に
フ
ィ
ッ
ク
ス
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し
だ
し
た
ら
、
全
部
張
っ
て
し
ま
い
た
い
く
ら
い
だ
。
十
四
時
間
の
行
動

に
バ
テ
た
。

八
日
、
昨
日
は
全
員
Ｃ
ｌ
に
入
っ
た
が
、
岩
稜
帯
の
ル
ー
ト
エ
作
に
時

間
を
要
し
そ
う
だ
し
、
ロ
ー
プ
等
の
道
具
類
の
補
給
に
、
小
川
、
村
山
は

Ｂ
Ｃ
に
降
っ
て
も
ら
う
。
残
り
四
名
で
何
と
か
岩
稜
を
突
破
し
よ
う
と
、

ロ
ー
プ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
Ｃ
２
用
の
装
備
を
持
っ
て
出
発
。
朝
の
内
は

気
温
も
低
く
、
三
時
間
で
Ｖ
字
に
到
着
す
る
。
途
中
、
二
八
九
五
メ
ー
ト

ル
ｏ
ピ
ー
ク
の
登
り
に

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
。
昨
日
の
引
き

返
し
点
ま
で
は
、
苦
も
な
く
行
か
れ
た
が
、
第
ニ
ス
テ
ッ
プ
の
ル
ー
ト
に

す
っ
か
り
手
間
取
る
。
第

一
ス
テ
ッ
プ
横
の
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
を
ト
ラ
バ
ー

ス
し
、
第
ニ
ス
テ
ッ
プ
下
の
バ
ン
ド
に
は
い
上
が
る
。
連
日
の
日
照
り
に

雪
は
グ
サ
グ
サ
に
ゆ
る
ん
で
い
る
。
第
ニ
ス
テ
ッ
プ
は
、
昨
日
の
偵
察
通

り
、
右
に
回
り
こ
ん
で
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
に
入
ろ
う
と
、
変
な
ク
ラ
ッ
ク
を

登
っ
て
失
敗
。
も
っ
と
下
の
雪
壁
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
な
い
と
駄
日
だ
。
す

で
に
陽
光
強
く
、
雪
壁
の
ト
ラ
バ
ー
ス
は
危
険
だ
。
本
日
の
成
果
は
四
〇

メ
ー
ト
ル
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
た
だ
け
で
、
ザ
ア
ザ
ア
流
れ
る
ク
ー
ロ
ワ
ー

ル
の
雪
に
、
気
色
を
悪
く
し
な
が
ら
帰
幕
す
る
。

ど
う
や
ら
、
こ
の
尾
根
の
難
し
さ
が
始

っ
た
よ
う
だ
。
岩
稜
帯
の
工
作

は
、
Ｃ
ｌ
か
ら
で
は
遠
す
ぎ
る
。
Ｖ
字
に
中
継
テ
ン
ト
を
出
す
必
要
が
あ

る
。
続
い
て
い
た
好
天
も
ど
う
や
ら
崩
れ
出
し
た
。

翌
九
日
は
雪
で
停
滞
。
行
動
予
定
を

一
部
変
更
し
、
又
行
動
開
始
も
午

前

一
時
に
切
り
上
げ
る
。

十
日
は
三
名

（磯
、
小
川
、
村
山
）
が
サ
ブ
で
先
行
、
そ
の
ま
ま
岩
稜

帯
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
出
、
こ
の
日
は
中
継
キ
ャ
ン
プ
に
泊
ま
る
。
残
り
三

名
が
、
こ
の
中
継
キ
ャ
ン
プ
を
出
す
。
荷
を
背
負
っ
て
い
る
と
、
ピ
ナ
ク

ル
の
通
過
は
さ
す
が
に
悪
い
。
Ｖ
字
に
六
時
三
〇
分
到
着
。
テ
ン
ト

一
張

を
設
営
。
工
作
隊
は
、
よ
う
や
く
第
ニ
ス
テ
ッ
プ
を
回
り
込
み
、
ク
ー
ロ

ワ
ー
ル
に
入
る
こ
と
に
成
功
し
た

よ
う

だ
。
暑
く
な
る
前
に
Ｃ
ｌ
に
帰

り
、
ピ
ナ
ク
ル
頂
上
か
ら
工
作
隊
い
か
に
と
双
眼
鏡
を
の
ぞ
く
。
第
ニ
ス

テ
ッ
プ
に
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
ナ
ワ
バ
シ
ゴ
が
、
キ
ラ
キ
ラ
光
り
、
赤
い
ヤ

ッ
ケ
が
ウ
ロ
チ
ョ
ロ
し
て
い
る
。
ど
う
や
ら
か
な
リ
シ
ゴ
カ
レ
て
い
る
よ

う
だ
。
こ
の
分
だ
と
、
あ
の
岩
稜
は
荷
物
を
背
負
っ
て
行
動
す
る
の
は
、

非
常
に
時
間
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
明
日
、
も
う

一
度
彼
等
が
や
っ
た
と
し

て
、
岩
稜
帯
の
突
破
に
終
る
だ
ろ
う
。
Ｃ
２
を
出
す
に
は
、
更
に
二
日
を

要
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
撤
収
、
そ
れ
に
崩
れ
始
め
た
天
候
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
ち
ょ
い
と
あ
せ
り
が
出
て
く
る
。
中
継
キ
ャ
ン
プ
と
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
交
信
の
後
、
新
た
な
作
戦
を
こ
う
じ
る
。
岩
稜
自
体
は
何
度
も
荷

物
の
吊
り
あ
げ
が
必
要
な
の
で
、
予
定
通
り
三
二
九
七
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ー

ク
に
Ａ
Ｃ

（
ア
ド
バ
ン
ス
・
キ
ャ
ン
プ
）
を
出
す
に
は
、
か
な
り
の
困
難
が

予
想
さ
れ
、次
の
好
天
の
周
期
を
失
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
山
の
あ
と
、

フ
オ
レ
イ
カ
ー
と
い
う
大
物
が
ひ
か
え
て
い
る
以
上
、
悠
長
に
構
え
て
は

い
ら
れ
な
い
。

私
た
ち
は
当
初
、
こ
の
山
を
東
面
、
ト
コ
シ
ト
ナ
氷
河
か
ら
登
る
積
り

だ
っ
た
が
、
着
陸
地
点
の
問
題
と
ト
コ
シ
ト
ナ
氷
河
の
状
態
か
ら
、
西
尾

(175)



∽
″Φ”多

〓
”０
ユ

エ
５
絆Φ「

翼
」
Ｆ
「キ
Φ「

ス
，
〓
す
０
「
お
い

（Ｎ
一８
ヨ
）

κ4卸 ιア″4

ar
ミ摯

翌》 曇毯墨
Pゴ葵
キV電

」

凋
」

企ゝ

Qィ
の
針

Q4α
こP

（ω
ヽ
劇
０
３
）

(176)



根
に
変
更
し
て
い
た
。
す
で
に
他
の
人
間
が
登
っ
て

い
る
と

い
う
こ
と

で
、
な
め
て
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

Ｖ
字
の
中
継
テ
ン
ト
を
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｃ
と
し
、
そ
こ
か
ら
二
日
間
、
出

来
る
限
り
上
部

（三
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
近
く
に
あ
る
ト
リ
の
ト
サ
カ
の
よ
う
な
形

の
雪
庇
の
リ
ッ
ジ
）
ま
で
ル
ー
ト
エ
作
を
し
た
後
、
全
員
で
ラ
ッ
シ
ュ
を
か

け
る
戦
法
に
切
り
変
え
る
。
Ａ
Ｃ
の
高
さ
は
二
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
頂

上
ま
で

一
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も

あ

り
、　
ア
タ
ッ
ク
に
は
少
々
高
す
ぎ
る

が
、
キ
ャ
ン
プ
数
を
ひ
と
つ
減
ら
す
利
点
は
大
き
い
し
、
こ
う
い
う
山
登

り
に
も
慣
れ
て
お
く
必
要
も
あ
る
と
、
妙
な
理
屈
を
つ
け
た
り
し
た
。
勿

論
ビ
バ
ー
ク
は
覚
悟
だ
。

翌
十

一
日
は
雲
低
く
、
小
雪
が
ち
ら
つ
き
だ
し
た
。
Ｃ
ｌ
の
三
名
は
Ｃ

２

へ
負
荷
。
気
持
が
悪
い
程
の
暖
気
で
ス
テ
ッ
プ
が
よ
く
も
ぐ
る
。
Ｖ
字

の
中
継
キ
ャ
ン
プ
に
着
く
頃
、工
作
隊
は
第
ニ
ス
テ
ッ
プ
を
抜
け
て
、上
部

の
雪
と
岩
の
リ
ッ
ジ
に
姿
を
現
わ
し
た
。
こ
れ
で
ど
う
や
ら
岩
稜
帯
を
突

破
し
た
こ
と
に
な
る
。
正
午
近
く
、
工
作
隊
は
最
上
部
の
カ
ニ
の
ハ
サ
ミ

に
達
し
、
引
き
返
し
始
め
た
。
折
り
か
ら
の
ガ
ス
と
高
温
の
中
を
、
不
安

定
な
雪
に
苦
労
し
な
が
ら
、
午
後
七
時
す
ぎ
Ｖ
字
に
帰
っ
て
来
た
。
皆
こ

の
岩
稜
の
難
か
し
い
こ
と
を
、
口
を
そ
ろ
え
て
言
う
。
御
苦
労
さ
ん
。
明

日
は
ゆ
っ
く
り
Ｃ
ｌ
で
休
養
し
て
も
ら
お
う
。

十
二
日
は
湿
雪
が
降
り
続
き
停
滞
。
午
後
九
時
、
ガ
ス
が
切
れ
、
視
界

も
か
な
り
あ
る
の
で
出
発
す
る
。
第

一
ス
テ
ッ
プ
か
ら
カ
ニ
の
ハ
サ
ミ
ま

で
、
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
が
、
寸
分
の
切
れ
日
も
な
く
張
り
め
ぐ

ら
さ
れ
て
い
る
。
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
の
ト
ラ
バ
ー
ス
、
ク
ラ
ッ
ク
、
チ
ム
ニ

ー
、
岩
稜
と
変
化
に
富
み
、
二
ヵ
所
程
、
空
間
に
ア
ブ
ミ
が
ぶ
ら
さ
が
っ

て
い
る
。
え
っ
さ
、
え
っ
さ
と
ツ
ナ
登
り
で
カ
ニ
の
ハ
サ
ミ
ま
で
二
時
間

と
三
〇
分
。
そ
れ
か
ら
は
雪
庇
の
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
が
、
大
き
な
雪
壁
の

ピ
ー
ク
ま
で
続
い
て
い
る
。
六
〇
度
は
優
に
あ
り
そ
う
な
急
な
ピ
ー
ク
だ

が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
氷
で
は
な
い
。
頭
を
越
す
ザ
ン
ゴ
ウ
掘
り
で
、

八
〇
メ
ー
ト
ル
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
た
。
こ
の
ピ
ー
ク
に
出
た
と
た
ん
、
気

温
が
急
に
下
が
り
、
先
程
の
ザ
ン
ゴ
ウ
掘
り
で
濡
れ
た
衣
類
が
、
パ
リ
ン

と
凍

っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
ま
で
来
て
、
初
め
て
尾
根
が
平
ら
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
も
つ
か

の
間
で
、再
び
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
が
降
り
気
味
に
、三
二
三
四
メ
ー
ト
ル
・

ピ
ー
ク
に
続

い
て

い
る
。
こ
こ
ま
で
来
て
、
白
い
も
の
が
チ
ラ
つ
き
始

め
、
や
が
て
本
格
的
に
降
り
だ
し
た
。

次
の
ピ
ー
ク
は
、
中
間
辺
り
ま
で
は
簡
単
だ
が
、
そ
こ
か
ら
北
側
は
セ

ラ
ッ
ク
が
二
段
に
重
な
り
、
南
側
は
バ
ッ
サ
リ
え
ぐ
れ
た
斜
面
と
な
っ
て

い
る
。
も
う
れ
つ
な
雪
の
た
め
、
上
部
の
ル
ー
ト
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

時
間
も
遅
く
、
吹
雪
と
な
る
。
蒼
氷
の
斜
面
に
十
五
メ
ー
ト
ル
、
フ
ィ
ッ

ク
ス
し
て
引
き
返
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
時
間
が
不
規
則
で
困
る
。
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
行
動
を

開
始
す
る
た
め
、
朝
、
昼
、
夜
の
メ
シ
の
と
り
か
た
が
難
か
し
い
。
午
前

中
、
行
動
を
終
っ
て
何
や
ら
食
事
を
と
る
。
た
だ
で
さ
え
、
大
メ
シ
食
い

の
連
中
な
の
に
、
こ
の
頃
に
な
る
と
、
皆
の
食
欲
は
す
さ
ま
じ
く
、

「お

ハンター及びフォンイカーの登頂
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い
、
今
、
食
っ
た
の
は
何
だ
っ
け
」
「順
序
か
ら
言
え
ば
、
タ
メ
シ
だ
が
、

時
間
的
に
は
朝
メ
シ
に
な
る
な
」
て
な
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
で
は
昼
メ
シ

を
食
っ
て
か
ら
寝
よ
う
な
ん
て
言
い
だ
す
の
で
、
食
糧
係
の
佐
村
の
苦
労

は
尽
き
な
い
。

十
四
日
、
停
滞
。
激
し
く
は
な
い
が
、　
一
日
中
降
り
続
い
た
。
雪
の
中

を
Ｃ
ｌ
の
三
名
が
上
が
っ
て
き
た
。
も
う

一
日
の
ル
ー
ト
エ
作
で
、
ア
タ

ッ
ク
体
制
が
完
了
す
る
予
定
だ
。
不
要
に
な
っ
た
Ｃ
ｌ
ｔ
Ｃ
２
間
の
ロ
ー

プ

一
二
〇
メ
ー
ト
ル
を
本
日
撤
収
し
た
が
、
ハ
ー
ケ
ン
と
共
に
未
だ
不
足

気
味
な
の
で
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

十
五
日
、
久
し
振
り
に
晴
れ
た
。
午
後
七
時
、
久
保
田
、
村
山
は
Ｂ
Ｃ

へ
、
他
の
四
名
は
上

へ
と
別
れ
る
。
今
頃
か
ら
日
没
ま
で
は
、
全
て
が
お

だ
や
か
だ
。
雪
崩
の
音
も
、
日
中
、
ザ
ア
ザ
ア
小
川
に
な
っ
て
い
た
ク
ー

ロ
ワ
ー
ル
の
水
音
も
消
え
、
辺
り
は
シ
ー
ン
と
静
ま
り
返
る
。
寒
気
も
な

く
、
岩
肌
に
は
陽
の
ぬ
く
も
り
が
未
だ
残
っ
て
い
る
。
振
り
返
る
と
、
南

の
連
嶺
が
夕
陽
に
、
実
に
見
事
な
色
合
い
で
染
ま
る
。
こ
ん
な

一
時
、
私

た
ち
は
い
た
く
感
激
し
て
、
極
北
の
落
日
に
眺
め
入
る
の
だ
。
激
し
い
山

登
り
だ
け
に
、
こ
う
し
た
瞬
間
が
む
し
ょ
う
に
嬉
し
い
。

午
後

一
一
時
す
ぎ
、
昨
日
の
引
き
返
し
点
に
着
く
。
よ
う
や
く
日
が
沈

ん
だ
と
こ
ろ
だ
。
今
日
は
す
っ
か
り
晴
れ
て
い
る
た
め
、
三
二
三
四
メ
ー

ト
ル
・
ピ
ー
ク
の
ル
ー
ト
が
、
は
っ
き
り
読
め
る
。
昨
日
の
ト
ラ
バ
ー
ス

は
下
す
ぎ
た
。
垂
直
の
雪
の
段
を
は
い
ず
り
上
が
っ
て
か
ら
、
氷
壁
の
下

を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
、
右
の
リ
ッ
ジ
に
出
る
。　
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
フ
ィ

ッ
ク
ス
で
頂
上
に
出
た
。
頂
上
か
ら
は
、
頂
上
プ
ラ
ト
ー

ヘ
の
斜
面
が
、

は
っ
き
り
見
え
る
。
三
二
九
七
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ー
ク
ま
で
は
、
バ
カ
デ
ヵ

イ
雪
庇
の
た
め
、
尾
根
も
広
く
、
気
楽
に
歩
け
る
。
こ
の
ピ
ー
ク
も
頂
上

直
下
四
〇
メ
ー
ト
ル
程
は
完
全
な
氷
で
、
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン
三
本
を
使

っ

て
乗
り
切
る
。
降
り
も
同
様
で
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
。
こ
の
ピ

ー
ク
か
ら
大
斜
面

と

の
コ
ル
ま

で
は
、
大
き
く
雪
庇
が
張
り
出
す
ナ
イ

フ
・
エ
ッ
ジ
で
あ
る
。
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
ヴ
ァ
ス
に
注
意
し
な
が
ら
、
遂
に

コ
ル
の
す
ぐ
上
に
出
た
。
こ
れ
で
よ
う
や
く
、
頂
上
ま
で
の
半
分
の
高
さ

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
よ
り
上
部
で
問
題
に
な
る
の
は
、
コ
ル
か
ら
ト
リ

の
ト
サ
カ
ま
で
、
ほ
ぼ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
氷
の
大
き
な
壁
だ
け
で
、
そ

れ
を
越
え
て
し
ま
え
ば
、
頂
上
台
地
ま
で
は
簡
単
に
行
け
そ
う
だ
。
こ
の

氷
壁
は
、
新
雪
を
つ
け
雪
壁
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
恐
ら
く
氷
に
ち
が
い

な
い
。
傾
斜
も
五
〇
度
は
あ
り
そ
う
。
ト
サ
カ
の
始
ま
る
直
下
に
岩
の
断

層
帯
が
あ
る
。

ロ
ー
プ
は
あ
と
八
〇
メ
ー
ト
ル
し
か
な
い
が
、
二
本
だ
け
で
も
フ
ィ
ッ

ク
ス
し
て
お
こ
う
と
、
斜
面
に
取
付
く
。
初
め
は
キ
ッ
ク
・
ス
テ
ッ
プ
だ

け
で
済
ん
だ
が
、
や
は
り
氷
と
な
る
。
断
層
帯
の
左
端
に
向
か
っ
て
、
た

ん
ね
ん
に
ス
テ
ッ
プ
を
切
る
。
露
岩
に
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン
を
ぶ
ち
込
み
、

が
っ
ち
り
固
定
す
る
。
下
は
Ｂ
Ｃ
ま
で

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
空

間
が
拡
が
っ
て
い
る
。
も
う
ニ
ピ
ッ
チ
で
ト
サ
ヵ
に
出
ら
れ
そ
う
だ
。
午

前
九
時
、
引
き
返
す
。

Ｂ
Ｃ

へ
降
っ
た
連
中
は
、
と
う
に
帰
っ
て
い
た
。
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こ
れ
で
よ
う
や
く
ア
タ
ッ
ク
体
制
が
整

っ
た
。
続
く
二
日
は
降
雪
に
停

滞
し
、
ア
タ
ッ
ク
前
に
充
分
休
養
出
来
た
。
十
八
日
の
夜
半
か
ら
天
候
は

回
復
に
む
か
い
、
い
つ
に
な
く
温
度
が
低
い
。
風
の
方
向
に
も
変
化
が
あ

り
、
ど
う
や
ら
高
気
圧
の
圏
内
に
入
っ
た
よ
う
だ
。
何
と
し
て
も
ア
タ
ッ

ク
は
長
い
の
で
、
装
備
に
は
万
全
を
期
し
、
雪
洞
に
寝
ら
れ
る
よ
う
準
備

し
た
。
食
糧
も
三
日
分
を
用
意
。

十
九
日
、
午
前
八
時
頃
か
ら
も
の
す
ご
い
晴
天
と
な
る
。
例
に
よ
り
、

朝
、
昼
、
夜
の
三
食
を
た
て
つ
づ
け
に
食
う
。

そ
の
間
、
少
し
で
も
寝

て
、
ア
タ
ッ
ク
に
そ
な
え
よ
う
と
す
る
が
、
休
養
充
分
の
故
、
全
然
寝
ら

れ
な
い
。
そ
れ
に
ア
タ
ッ
ク
前
の
緊
張
も
あ
る
。
暑
い
天
幕
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ

す
る
。
今
夕
か
ら
動
き
だ
す
積
り
だ
。
シ
ェ
ル
ダ
ン
の
機
ら
し
い
爆
音
が

聞
え
る
。
久
し
振
り
の
晴
天
に
、
客
で
も
運
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。

午
後
五
時
十
五
分
、
い
よ
い
よ
出
発
。
食
糧
三
日
分
、
装
備
等
で
サ
ブ

ザ
ッ
ク
は
、
は
ち
切
れ
そ
う
だ
。
ま
だ
西
日
が
照
り
、
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
は

よ
う
や
く
日
陰
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
良
好
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
に
体

養
疲
れ
の
せ
い
か
、
足
が
重
く
、
汗
が
ふ
き
出
す
。
出
発
し
て
間
も
な

く
、
ガ
ス
が
は
り
出
し
、
す
っ
か
り
視
界
が
な
く
な
る
。
気
温
の
変
化
に

よ
る
局
地
的
な
雲
だ
ろ
う
。
昨
夜
か
ら
の
杢
模
様
か
ら
考
え
て
、
そ
う
急

に
崩
れ
る
筈
は
な
い
と
思
う
。
右
手
に
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
を
見
な
が
ら
の
ツ
ナ

わ
た
り
だ
。

ガ
ス
の
た

め
か
、
今
日
は
い
つ
に
な
く
暗
い
。
荷
を
軽
く
す

る
た
め

着
ぶ
く
れ
た
身
体
に
は
、
む
っ
と
す
る
程
の
暖
気
だ
。
寒
く
な
る
の
は
、

午
前
○
時
か
ら
陽
の
あ
た
り
だ
す
ま
で
の
時
間

で
あ

る
。
午
後
十

一
時

半
、
大
斜
面
の
始
ま
る
コ
ル
に
着
く
。
こ
こ
ま
で
は
予
定
通
り
の
時
間
で

あ
る
。
第

一
回
目
の
昼
飯
を
と
っ
た
あ
と
、
ヤ
ッ
ケ
等
を
つ
け
完
全
武
装

す
る
。
先
日
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
終
了
点
ま
で
は
、
ス
テ
ッ
プ
に
つ
ま
っ
た
雪

を
掃
除
す
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
上
部
は
傾
斜
も

一
段
と
増
し
、

ア
イ
ス
バ
イ
ル
を
懸
命
に
ふ
る
う
。
氷
を
避
け
、
露
岩
の
部
分
を
直
上
す

る
が
、
そ
れ
も
尽
き
、
蒼
氷
と
な
る
。
こ
ん
な
場
所
で
は
、
シ
ア
ト
ル
の

フ
ィ
ッ
タ
カ
ー

（Ａ
Ａ
Ｃ
隊
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
者
）
が
差
し
入
れ
し
て
く
れ

た
、
ア
イ
ス
●
ス
ク
リ
ュ
ー
と
い
う
ネ
ジ

コ
ミ
式
の
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン

が
実
に
よ
く
利
く
。
よ
う
や
く
ト
サ
カ
に
達
し
た
。
ト
リ
の
ト

サ

カ
と

は
、
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
親
鶏
の
ト
サ
カ
の
如
く
、
見
事
に
雪
庇
が
連

ら
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
に
で
き
る
雪
庇
は
、
風
向

が
斜
面
の
下
か
ら
に
な
る
た
め
か
、
風
下
に
、
横
に
出
る
こ
と
を
し
な
い

で
、
全
て
上

へ
、
上

へ
と
発
達
し
て
い
る
。
従
っ
て
ル
ー
ト
は
、
傾
斜
の

き
つ
い
斜
面
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
壁
の
ト
ラ
バ
ー
ス
と
同
じ
だ
。

六
ピ
ッ
チ
、
約
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
ス
テ
ッ
プ
切
り
で
、
ト
サ
カ
を
乗
り

切
っ
た
。
何
と
コ
ル
か
ら
六
時
間

を
要

し
、
予
想
通
り
の
難
場
で
あ
っ

た
。空

は
素
晴
ら
し
く
晴
れ
上
が
っ
た
。
見
お
ろ
す
三
二
九
七
メ
ー
ト
ル
ｏ

ピ
ー
ク
の
稜
線
は
、
巨
大
な
雪
庇
と
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
が
、
恐
竜
の
背
の

よ
う
な
格
好
を
し
て
い
て
、
よ
く
ま
あ
通
っ
た
も
の
と
感
心
す
る
程
。

頂
上
台
地
ま
で
あ
と
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
頂
上

へ
は
更
に
四
〇
〇
メ
ー
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ト
ル
あ
る
が
、
も
う
技
術
的
に
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
三
度
目
の

カ
ン
パ
ン
を
か
じ
る
。
大
斜
面
は
、
や
は
り
雪
で
、
大
体
ヒ
ザ
ま
で
の
ラ

ッ
セ
ル
、
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ア
ス
で
ぐ
ん
ぐ
ん
登
れ
る
。
上
部
の
氷
の
コ
ブ

は
左
に
巻
く
。
台
地
の
縁
を
飾
る
、
大
き
な
蒼
い
ブ
ロ
ッ
ク
が
頭
上
に
迫

っ
て
き
た
。
朝
の
陽
が
よ
う
や
く
私
た
ち
に
追
い
つ
く
。
危
惧
し
て
い
た

台
地
の
縁
の
氷
壁
は
、　
一
ピ
ッ
チ
の
氷
切
り
で
あ
っ
け
な
く
抜
け
、
大
き

な
ク
レ
ヴ
ァ
ス
の
中
を
通

っ
て
、
待
望
の
台
地
に
出
た
。
十

一
時
を
回
っ

た
と
こ
ろ
、
予
定
よ
り

一
時
間
早
い
。
出
た
所
は
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
近

く
、
台
地
の
北
端
で
、
正
面
、
雪
原
の
奥
に
、
真
白
な
北
峰
の
ド
ー
ム
が

陽
光
に
輝
い
て
い
た
。
台
地
は
南
に
徐
々
に
高
度
を
落
し
な
が
ら
、
途
中

に
中
央
峰
の
小
さ
な
隆
起
を
起
こ
し
、
南
端
を
優
美
な
三
角
錐
の
南
峰
で

飾
っ
て
い
た
。
予
定
で
は
、
こ
こ
で
ひ
と
寝
入
り
し
て
か
ら
、
最
後
の
行

動
に
移
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
明
る
さ
で
は
、
寝
る
ま
ね
を
し
て
も
気

分
は
出
な
い
。
皆
も
元
気
だ
し
、
そ
れ
に
ガ
ス
リ
で
も
す
る
と
、
わ
か
り

に
く
い
地
形
で
も
あ
る
の
で
、
今
日
中
に
登
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
す
る
。

腹
ご
し
ら
え
を
し
、　
一
時
間
程
昼
寝
を
す
る
。
午
後

一
時
三
〇
分
、
か
っ

た
る
い
身
体
に
気
合
い
を
入
れ
、
防
寒
具
、
そ
れ
に
少
量
の
食
糧
を
持
っ

て
頂
上
を
目
指
し
た
。

頂
上
か
ら
台
地
の
中
央
部

へ
、
長
い
リ
ッ
ジ
が
出
て
い
る
。
入
山
の
機

上
か
ら
は
、
南
面
の
雪
面
か
ら
、
こ
の
リ
ッ
ジ

ヘ
出
ら
れ
る
も
の
と
予
想

さ
れ
て
い
た
。
台
地
は
ひ
ざ
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
。
リ
ッ
ジ
末
端
を
回
り
こ

ん
で
　
・
、
南
面
を
の
ぞ
く
が
、
大
き
な
セ
ラ
ッ
ク
が
乱
立
し
て
い
て
、
ル
ー

卜
が
つ
か
め
な
い
。
そ
れ
に
、
そ
こ
ま
で
行
く
に
は
、
い
っ
た
ん
降
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
距
離
も
あ
る
。
い
さ
ぎ
よ
く
こ
の
ル
ー
ト
を

あ

き
ら

め
、
す
ぐ
西
壁

へ
転
ず
る
。
多
少
難
か
し
く
と
も
、
距
離
は
短
か
い
。
く

び
す
を
返
し
て
、
北
峰
の
西
に
拡
が
る
雪
原
の
真
中
を
ラ
ッ
セ
ル
し
て
行

く
。　
一
時
間
ば
か
り
損
を
し
た
。

風
は
全
く
な
く
、
熱
気
の
中
の
ラ
ッ
セ
ル
に
あ
え
ぐ
。
ノ
ド
の
渇
き
が

ひ
ど
い
。
南
西
リ
ッ
ジ
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
る
肩
に
続
く
雪
壁
に
取
付
く
。

南
西
リ
ッ
ジ
も
、
こ
の
肩
の
部
分
だ
け
は
、
雪
庇
が
な
い
。
四
ピ
ッ
チ
を

フ
ィ
ッ
ク
ス
し
、
遂
に
リ
ッ
ジ
に
は
い
上
が
る
。
疲
労
と
そ
れ
に
高
度
も

影
響
し
始
め
、
苦
し
い
登
高
と
な
る
。
頂
上
の
雪
庇
は
、
も
う
す
ぐ
そ
こ

だ
。　
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
位
と
思
わ
れ
る
。

い
つ
の
間
に
か
、
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
を
境
に
、
雲
海
が
マ
ッ
キ

ン
レ
ー
、
フ
オ
レ
イ
カ
ー
そ
し
て
ハ
ン
タ
ー
の
三
山
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

た
。
頭
上
の
空
は
あ
く
ま
で
蒼
い
。
風
に
舞
い
あ
が
っ
た
雪
片
が
、
午
後

の
遅
い
陽
を
か
え
し
て
光
る
。
期
待
し
て
き
た
東
面
、
ト
コ
シ
■
ナ
氷
河

側
は
す
つ
か
り
雲
海
の
下
だ
。
軟
雪
と
硬
い
斜
面
が
交
互
に
あ
ら
わ
れ
、

よ
う
や
く
頂
上
ド
ー
ム
の
直
下
に
達
し
た
。
も
う

一
ピ
ッ
チ
。
鉛
の
よ
う

に
重
い
足
を
け
っ
て
、
右
手
に
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
杢
と
の
境
に
立
っ
た
。

頂
上
は
そ
こ
か
ら
先
三
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
所
に
、
小
さ
く
も
り
あ
が

っ
て

い
た
。
三
パ
ー
テ
ィ
横
隊
で
進
み
、
手
前
で
全
員
肩
を
組
み
、　
一
緒
に
頂

上
に
立
っ
た
。

長
く
、
き
つ
い
ア
タ
ッ
ク
だ
っ
た
だ
け
に
、
六
名
が
、
し
か
も
同
時
に
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登
頂
出
来
た
こ
と
が
、
何
に
も
ま
し
て
嬉
し
か
っ
た
。
東
の
空
に
、
私
た

ち
の
頂
上
に
立
つ
姿
が
、
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
と
な
っ
て
現
れ
る
。
こ
ん
な
偶
然

を
私
た
ち
は
子
供
の
よ
う
に
喜
ん
だ
。

六
月
二
十
日
、
午
後
八
時
。　
一
日
の
燃
焼
を
終
え
た
太
陽
は
、
マ
ッ
キ

ン
レ
ー
の
南
壁
を
黄
金
色
に
染
め
な
が
ら
、
雲
海
に
没
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
頂
に
立
つ
私
た
ち
は
、
三
登
目
。
私
た
ち
が
頂
を
去
っ
た
数
時
間
後

に
、
反
対
の
東
側
か
ら
ア
メ
リ
カ
隊
が
登
つ
て
こ
よ
う
と
は
、
想
像
も
し

な
か
っ
た
。

つ
の
っ
て
き
た
寒
気
に
追
い
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
頂
上
を
あ
と
に
し

た
。
台
地
に
降
り
立
つ
頃
に
は
、
上
部
の
ガ
ス
も
と
れ
、
西
の
空
が
驚
く

べ
き
色
合
を
呈
す
る
。
上
か
ら
青
、
赤
、
黄
、
緑
と
原
色
の
段
だ
ら
染
は
、

一
種
妖
気
じ
み
た
色
だ
。
辺
り
の
雪
面
も
赤
く
染

っ
た
。
豪
勢
な
夕
日
を

あ
び
る
私
た
ち
は
、
す
っ
か
り
千
鳥
足
。
午
後
十
時
四
五
分
、
疲
れ
き
っ

て
デ
ポ
に
帰
り
着
く
。

ス
コ
ッ
プ
で
床
を
掘
り
、
二
張
の
ツ
ェ
ル
ト
を
は
る
。
羽
毛
服
の
上
下

を
つ
け
、
エ
ア
マ
ッ
ト
に
横
に
な
る
。
翌
二
十

一
日
、
十
時
に
目
が
さ
め

る
。
風
も
寒
気
も
、
そ
れ
程
感
じ
な
い
、
快
適
な
ビ
バ
ー
ク
で
あ
っ
た
。

下
降
は
、
雪
の
状
態
を
考
え
午
後
か
ら
で
な
い
と
危
険
だ
。
日
中
は
ラ
ー

メ
ン
類
を
次
々
と
つ
く
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
腹
ご
し
ら
え
を
す
る
。
午
後
二

時
三
〇
分
、
下
山
に
か
か
っ
た
。
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
回
収
し
て
は
、
懸
垂
を

く
り
返
す
。
ト

リ

の
ト
サ
カ
を
降
っ
た
コ
ル
で
、
三
度
目
の
夕
日
を
見

る
。
こ
こ
で
も
、
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
わ
か
し
て
カ
ン
パ
ン
を
か
じ
る
。
す

っ
か
り
凍
て
つ
い
た
雪
に
満
足
し
な
が
ら
下
降
を
続
け
た
。
岩
稜
帯
の
フ

ィ
ッ
ク
ス
も
全
て
回
収
す
る
。
懸
垂
の
連
続
で
、
二
十
二
日
、
午
前
十

一

時
、
全
員
が
Ｃ
２
に
帰
り
着
く
。
先
行
し
た
二
名
が
、
し
こ
た
ま
飯
を
た

い
て
待
っ
て
い
た
。
時
間
に
し
て
六
六
時
間
、
途
中
い
く
ら
ゆ
っ
く
り
し

た
と
は
い
え
、
又
こ
の
間
の
好
天
を
う
ま
く
と
ら
え
た
と
は
い
え
、
ち
ょ

っ
と
ひ
ど
い
。
皆
の
闘
志
と
頑
張
り
が
、
こ
の
長
い
ア
タ
ッ
ク
を
支
え
て

く
れ
た
。
最
初
の
山
と
し
て
は
、
少
々
手
強
す
ぎ
た
。

翌
二
十
三
日
は
雪
で
停
滞
。
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
、Ｃ
２
、

Ｃ
ｌ
を
撤
収
、
Ｂ
Ｃ
に
下
山
。
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
も
、
連
日
の
暖
気
に
融

雪
が
激
し
く
、
方
々
に
ク
レ
ヴ
ァ
ス
が
口
を
あ
け
て
い
た
。

フ

オ
レ
イ

カ
ー

（
五

三

〇

三

メ
ー

ト

ル
）

カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
を
は
さ
ん
で
、
ハ
ン
タ
ー
と
相
対
す
る
こ
の
山
は
、

お
と
な
り
の
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
の
名
声
に
お
さ
れ
て
か
、
不
遇
な
存
在
を
か

こ
っ
て
い
た
。
タ
ル
キ
ー
ト
ナ
辺
り
か
ら
見
る
、
の
っ
そ
り
し
て
、
ど
こ

と
な
く
特
徴
の
な
い
姿
が
、
人
目
を
引
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
五
三
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
は
、
ア
ラ
ス
カ
で
は
四
番
目
の
も
の
だ
が
、
登
山
史

は
新
し
く
、
二
登
ま
で
し
か
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
毎
年
数
パ
ー
テ
ィ
が

お
し
よ
せ
る
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
と
は
、
お
よ
そ
対
照
的
で
あ
る
。

一
九
二
四
年
、
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
ハ
ウ
ス
ト
ン
等
が
西
面
か
ら
初
登
攀
し

て
以
来
二
九
年
振
り
に
、
今
度
は
東
面
、
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
か
ら
の
ル
ー

ト
が
、　
ハ
ー
バ
ー
ド
の
パ
ー
テ
ィ
に
よ
っ
て
登
ら
れ
た
。　
一
九
六
三
年
七
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月
の
こ
と
で
あ
る
。

近
年
、
ア
ラ
ス
カ
の
登
山
の
傾
向
は
、
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ト

か
ら
の
登
頂
に
移
行
し
て
い
る
。
特
に
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
周
辺
は
、
そ
の
山

容
の
故
も
あ
っ
て
、
ク
ラ
イ
マ
ー
が
お
し
よ
せ
る
。
十

一
も
の
ル
ー
ト
か

ら
、
す
で
に
完
膚
な
き
ま
で
に
登
ら
れ
た
マ
ッ
キ

ン
レ
ー

は
別
に
し
て

も
、
フ
ォ
レ
イ
カ
ー
、
ハ
ン
タ
ー
の
急
峻
な
リ
ッ
ジ
が
、
魅
力
あ
る
存
在

と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
ハ
ン
タ
ー
東
面
の
二
本
の
稜

（
こ
の
中
、
東
稜

は
、
私
た
ち
が
登
っ
た
翌
日
に
ア
メ
リ
カ
隊
が
登
頂
）、
そ
し
て
フ
オ
レ
イ
カ
ー

南
面
の
三
本
の
リ
ッ
ジ
が
見
事
な
ル
ー
ト
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
と
に
後

者
は
、そ
の
ス
ケ
ー
ル
と
困
難
度
に
お
い
て
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
の
サ
ウ
ス
・

バ
ッ
ト
レ
ス
に
比
肩
し
う
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

私
た
ち
が
、
対
象
と
し
て
、
こ
の
二
峰
を
選
ん
だ
の
は
、
そ
の
よ
う
な

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
戦
列
に
加
わ
ろ
う
と
し
た
か
ら
で
は
な
い
。
そ
れ
程

の
力
も
な
い
し
、
む
し
ろ
こ
の
二
峰
が
、
何
故
か
見
は
な
さ
れ
た
か
の
よ

う
な
、
静
か
な
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
山
と
し
て
の
立
派
な
個
性
を

も
ち
な
が
ら
、
こ
の
二
峰
は
、
毎
年
々
々
両
者
を
横
日
で
見
て
は
、
マ
ッ

キ
ン
レ
ー
に
飛
ん
で
行
く
登
山
者
を
、
き
っ
と
に
が
に
が
し
く
思
っ
て
い

た
に
ち
が
い
な
い
。

ル
ー
ト
に
関
し
て
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
ウ
オ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ン
博

士
か
ら
の
写
真
で
、
ほ
ぼ
見
当
を
つ
け
て
お
い
た
が
、
ハ
ン
タ
ー
を
登
り

な
が
ら
絶
え
ず
ル
ー
ト
を
観
察
し
て
き
た
。
東
面
の
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
を

登
っ
て
北
東
稜
に
出
る
こ
の
ル
ー
ト
は
、
カ
ヒ
ル
ト
ナ
側
か
ら
の
ル
ー
ト

を
考
え
る
時
、
先
ず
う
か
ん
で
く
る
も
の
で
あ
る
。
南
東
稜
か
ら
登
頂
し

た
ハ
ー
バ
ー
ド
も
、
最
初
こ
の
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
を
探
っ
た
そ
う
だ
が
、

す
ぐ
南
東
稜
に
転
じ
て
い
る
。
技
術
的
な
難
か
し
さ
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ

な
い
、
む
し
ろ
古
典
的
な
ル
ー
ト
で
あ
る
。
問
題
は
、
下
部

一
帯
に
ひ
ろ

が
る
高
距
四
六
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
と
、
そ
の
上
の
雪
と

岩
の
巨
大
な
斜
面
か
ら
落
下
す
る
雪
崩
で
あ
る
。
最
初
、
私
た
ち
も
こ
の

豪
快
な
雪
崩
に
は
肝
を
冷
や
し
た
も
の
だ
が
、
仔
細
に
観
察
す
る
と
、
大

き
な
ヤ
ツ
で
も
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
ま
で
達
す
る
も
の
は
無
か
っ
た
。
た
だ

こ
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
ば
か
り
は
、
幾
ら
上
か
ら
見
、
又
Ｂ
Ｃ
か
ら
双
眼

鏡
で
の
ぞ
い
て
も
、
経
験
の
な
い
私
た
ち
に
は
、
予
測
出
来
な
い
部
分
が

多
か
っ
た
。
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
の
中
間
部
に
イ
ン
ゼ
ル

（北
東
稜
か
ら
伸
び

る
ス
ノ
ー

●
リ
ッ
ジ
の
末
端
）
が
あ
り
、
そ
の
左
右
は
絶
え
ず
雪
崩
に
洗
わ

れ
て
い
て
問
題
に
な
ら
な
い
。
左
側
端
か
ら
登
り
、
上
部
を
ト
ラ
バ
ー
ス

し
て
イ
ン
ゼ
ル
の
上
、
ス
ノ
ー

●
リ
ッ
ジ
の
末
端
に
出
る
ル
ー
ト
が
考
え

ら
れ
る
。
ト
ラ
バ
ー
ス
地
点
は
、
ク
レ
ヴ
ァ
ス
と
セ
ラ
ッ
ク
で
ズ
タ
ズ
タ

に
切
ら
れ
て
い
て
、
あ
た
っ
て
見
な
い
こ
と
に
は
何
と
も
分
ら
な
い
。

期
間
は
十
四
日
間
に
限
ら
れ
、
迅
速
に
登
る
必
要
が
あ
っ
た
。

二
十
七
日
夜
か
ら
行
動
を
お
こ
し
、
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
を
八
キ
ロ
横
断

し
、
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
の
末
端
近
く
に
ベ
ー
ス
を
移
す
。
こ
の
日
、
負
荷

の
後
す
ぐ
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
偵
察
す
る
。
左
手
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
少
な

い
所
か
ら
、
右
に
斜
上
し
て
行
く
。
ク
レ
ヴ
ァ
ス
を
跳
び
越
え
、
ス
ノ
ー
・

ブ
リ
ッ
ジ
を
渡
り
、
続
い
て
い
る
所
続
い
て
い
る
所
と
探
す
。
何
度
か
行
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き
づ
ま
る
が
、
そ
の
度
ル
ー
ト
を
探
す
。
ス
ノ
ー

●
リ
ッ
ジ
末
端
が
ぐ
っ

と
近
ず
き
、
早
く
も
中
間
辺
り
ま
で
来
た
。　
一
瞬
、
こ
れ
は
行
け
る
と
ほ

く
そ
え
む
。
少
々
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
今
日
中
に
日
鼻
を
つ
け
る
決
心

を
す
る
。
途
中

一
ヵ
所
、
ど
う
し
て
も
ク
レ
ヴ
ァ
ス
の
底
に
降
り
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
苦
労
し
て
こ
れ
を
渡
り
、
更
に
右
往
左
往
し
な
が
ら
も
、

ス
ノ
ー

●
リ
ッ
ジ
末
端
ま
で
六
〇
―
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
所
ま
で
来
た
。
続

い
て
い
た
。
間
ち
が
い
な
く
行
け
る
。
負
荷
後
の
一
発
の
偵
察
で
、
ル
ー

ト
を
見
つ
け
よ
う
と
は
想
像
も
し
な
か
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
以
外
他
に
は

な
い
。
思
わ
ぬ
幸
運
に
満
足
し
な
が
ら
、
大
急
ぎ
で
降
る
。
陽
が
あ
た
る

と
、
名
物
に
な
っ
た
雪
崩
が
落
ち
始
め
る
。
ル
ー
ト
全
体
に
、
大
変
モ
ロ

イ
印
象
を
受
け
る
。
長
持
ち
の
す
る
ル
ー
ト
で
は
な
い
。
こ
の
日
、
磯
、

村
山
は
、
下
山
の
氷
河
旅
行
に
そ
な
え
、
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
の
一
番
荒
れ

て
い
る
地
点
を
偵
察
し
て
帰

っ
た
。

二
十
九
日
、
ベ
ー
ス
の
移
動
を
終
え
、
夕
方
か
ら
翌
朝
に
か
け
て
Ｃ
ｌ

へ
、
ル
ー
ト
エ
作
と
負
荷
を
行
な
っ
た
。
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
に
は
都
合
二

八
〇
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
た
。
底
に
降
る
ク
レ
ヴ
ァ
ス

に
は
、
十
五
メ
ー
ト
ル
の
ナ
ワ
バ
シ
ゴ
を
セ
ッ
ト
し
、
荷
物
は
ケ
ー
ブ
ル

で
渡
す
。
こ
の
辺
り
、
変
化
が
激
し
く
、
絶
え
ず
不
気
味
な
音
が
響
く
。

そ
の
上
の
小
さ
な
雪
壁
に
は
長
い
ア
ブ
ミ
を
取
付
け
、
荷
物
を
吊
り
上
げ

て
通
過
。
こ
う
い
う
所
で
役
に
立
つ
の
は
、
長
さ

一
メ
ー
ト
ル
程
の
ジ

ュ

ラ
ル
ミ
ン
製
の
ス
ノ
ｌ

ｏ
バ
ー
だ
け
で
あ
る
。

午
前

一
時
、
フ
ォ
レ
イ
ー
カ
ー
の
頂
稜
に
朝
日
が
届
く
。
よ
う
や
く
気

温
も
低
下
し
、
ア
イ
ゼ
ン
が
利
き
出
す
。
こ
の
よ
う
な
気
温
の
変
り
目
に

は
、
決
ま
っ
て
氷
河
雪
崩
が
起
き
た
。

ス
ノ
ー

●
リ
ッ
ジ
に
移
っ
て
し
ば
ら
く
行
く
と
、
美
し
い
ナ
イ
フ
・
エ

ッ
ジ
が
、
長
さ
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て

一
直
線
に
伸
び
て
い
る
。

先
行
の
二
名
に
よ
っ
て
、
左
右
の
斜
面
に
片
足
ず
つ
、
ス
テ
ッ
プ
が
き
れ

い
に
切
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
が
終
っ
た
所
は
、
平
ら
に

な
っ
て
い
て
、
絶
好
の
テ
ン
ト
地
で
あ
る
。
高
度
も
二
九
二
〇
メ
ー
ト
ル

と
申
し
分
な
い
。
す
ぐ
デ
ポ
を
済
ま
せ
、
午
前
六
時
、
陽
の
あ
た
る
前
に

帰
幕
。

Ｃ
ｌ
ま
で
の
ル
ー
ト
も
整
備
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
晴
天
を
利
し
て
、
こ

の
日

（
三
十
日
）
の
夜
か
ら
の
行
動
で
全
物
資
を
荷
上
げ
し
、　
一
日
早
く

Ｃ
ｌ
入
り
を
完
了
し
た
。
こ
の
日
か
ら
天
候
は
下
り
坂
に
向
か
っ
た
。
カ

ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
を
は
う
よ
う
に
し
て
、
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
黒
雲
が
お
し

寄
せ
て
き
た
。
上
杢
も
巻
雲
が
ひ
ろ
が
り
、悪
天
の
前
兆
と
は
思
っ
た
が
、

ま
さ
か
こ
の
後
十
二
日
間
も
降
り
続
け
よ
う
と
は
、
神
な
ら
ぬ
身
の
想
像

も
及
ば
な
か
っ
た
。

七
月

一
日
、
早
朝
Ｃ
ｌ
の
設
営
が
終
っ
て
か
ら
、
三
日
の
夕
方
ま
で
小

止
み
な
く
降
り
続
い
た
。
風
も
な
く
、
比
較
的
乾
燥
し
た
雪
で
あ
る
。
Ｃ

ｌ
ま
で
非
常
に
効
率
よ
く
運
び
、
こ
の
ま
ま

一
気
に
ア
タ
ッ
ク
し
て
し
ま

お
う
と
考
え
て
い
た
が
、
す
っ
か
り
出
鼻
を
た
た
か
れ
た
感
じ
で
、
不
安

が
残

っ
た
。

三
日
、
午
後
六
時
に
起
き
る
。
さ
し
も
の
雪
も
や
み
、
心
な
し
か
雲
も
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う
す
く
な
っ
た
。

午
後
九
時
三
〇
分
、
Ｃ
２
建
設
に
出
発
。
小
川
、
村
山
が
軽
装
で
先
行

す
る
。
吹
き
だ
ま
り
は
、
五
〇
セ
ン
チ
位
の
積
雪
と
な
っ
て
い
る
。
完
全

に
ガ
ス
の
中
だ
が
、
日
標
と
な
る
よ
う
な
地
形
は
、
す
で
に
頭
に
入
っ
て

い
る
。
こ
こ
か
ら
北
東
稜
ま
で
は
、
部
分
的
な
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
と
雪
の

斜
面
で
、
ル
ー
ト
は
直
線
的
に
続
い
て
い
る
。
最
初
の
す
イ
フ
・
エ
ッ
ジ

は
、
右
か
ら
雪
壁
を
直
上
し
て
リ
ッ
ジ
に
出
た
。
今
日
は
い
つ
に
な
く
気

温
が
低
く
、
鼻
先
が
チ
ー
ン
と
す
る
程
の
寒
気
で
あ
る
。
急
な
氷
化
し
た

壁
に
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
、
そ
の
上
更
に
ニ
ピ
ッ
チ
を
ス
タ

カ
ッ
ト
で
登
る
と
、
傾
斜
も
や
や
落
ち
て
き
た
。
高
度
が
増
す
に
従
い
、

視
界
も
ぐ
ん
ぐ
ん
ひ
ら
け
て
き
た
。
や
が
て
フ
ォ
レ
イ
カ
ー
の
量
感
に
あ

ふ
れ
た
、
真
白
な
姿
が
輪
郭
を
は
っ
き
り
見
せ
る
。
大
き
な
山
だ
。
北
東

稜
が
ラ
ウ
ヘ
ン
し
て
い
る
。
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
上
空
に
は
、
相
変
ら
ず
雲

が
た
ま
っ
て
い
る
。

北
東
稜
と
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
直
下
の
急
な
壁
に
フ
ィ
ッ
ク

ス
し
た

後
、
と
う
と
う
北
東
稜
上
に
出
た
。
こ
こ
に
来
て
、
初
め
て
北
側
の
ツ
ン

ド
ラ
を
見
お
ろ
す
。
そ
こ
か
ら
先
に
は
、
も
は
や
山
は
な
い
。
荒
涼
た
る

ツ
ン
ド
ラ
の
原
野
が
、
地
平
線
ま
で
続
い
て
い
る
。
ま
だ
夜
の
あ
け
き
ら

ぬ
原
野
に
は
、
湖
沼
が
凍
り
つ
い
た
よ
う
に
光
っ
て
い
る
。
こ
の
山
を
境

に
、
南
と
北
の
風
土
は
、
は
っ
き
り
し
た
違
い
を
見
せ
る
。
こ
こ
の
一
群

の
山
が
、
雲
を
全
て
こ
こ
で
絶
ち
き
っ
て
い
る
の
だ
。
北
側
の
氷
河
は
、

ど
れ
も
短
か
い
も
の
ば
か
り
で
、
き
た
な
く
モ
レ
ー
ン
を
か
ぶ

っ
て

い

る
。
北
東
稜
を
少
し
降
っ
た
二
五
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
、
二
人
用
の

テ
ン
ト
を
設
営
、
ア
タ
ッ
ク
の
体
勢
が
整

っ
た
。

フ
ォ
レ
イ
カ
ー
の
頂
が

一
瞬
バ
ラ
色
に
染
ま
り
、
や
が
て
豪
華
な
朝
の

饗
宴
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
極
地
の
山
の
朝
に
は
、
厳
し
さ
の
中
に
も

不
思
議
な
美
し
さ
が
あ
る
。
冷
た
く
、
す
き
通
る
よ
う
な
美
し
さ
に
、
寒

さ
を
忘
れ
た
。

ア
タ
ッ
ク
の
三
名

（磯
、
佐
村
、
錦
織
）
が
残
り
、
サ
ポ
ー
ト
の
連
中

は
雲
の
中
に
降
っ
て
行

っ
た
。
四
日
、
晴
れ
る
と
思
い
き
や
、
す
ぐ
ま
た

も
と
の
悪
天
に
戻
る
。
五
日
午
前
四
時
ま
で
待
機
し
た
が
、
遂
に
出
発
出

来
な
い
。
冬
富
士
の
山
頂
露
営
の
よ
う
な
強
風
が
荒
れ
狂
い
、
寒
気
も

一

段
と
強
ま
っ
て
き
た
。
は
く
息
が
テ
ン
ト
の
天
丼
に
凍
り
つ
き
、
そ
れ
が

風
に
サ
ラ
サ
ラ
落
ち
、
テ
ン
ト
内
は
真
白
に
な
っ
て
し
ま
う
。
外
に
出
る

と
フ
オ
レ
イ
カ
ー
が
も
の
す
ご
い
雪
煙
を
あ
げ
て
い
る
。
北

へ
の
雲
の
動

き
が
激
し
い
。
こ
ん
な
日
は
い
っ
ぺ
ん
に
凍
傷
に
な
っ
て
し
ま
う

だ

ろ

う
。
あ
き
ら
め
て
シ
ュ
ラ
ー
フ
に
入
り
直
す
と
、
何
や
ら
人
の
声
が
し
、

早
く
も
Ｃ
ｌ
の
連
中
が
上
が
っ
て
き
て
し
ま
う
。
彼
等
は
ア
タ
ッ
ク
隊
と

入
れ
か
わ
り
に
、
Ｃ
２
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
こ
ん
な
時
、

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
故
障
は
痛
い
。
こ
の
風
に
は
、
彼
等
も
す
っ
か
り
あ

き
ら
め
、
再
び
Ｃ
ｌ
に
降
っ
た
。

五
日
、
六
日
、
依
然
と
し
て
回
復
せ
ず
。
降
雪
量
は
大
し
た
こ
と
は
な

い
が
、
風
が
ひ
ど
い
。
風
向
は
し
ょ
っ
中
変
り
、
気
を
も
た
せ
る
だ
け
で

一
向
に
よ
く
な
ら
な
い
。
夕
方
、
風
は
衰
え
て
き
た
が
、
雪
は
降
り
止
ま
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な
い
。
明
日
を
お
い
て
全
員
登
頂
の
望
み
も
な
く
な
る
。
こ
う
な
る
と

一

回
の
ア
タ
ッ
ク
さ
え
、
う
ま
く
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ま
な
い
と
無
理
。

七
日
、
午
前

一
時
、
ガ
ス
と
雪
の
中
を
出
発
す
る
。
コ
ル
ま
で
は
、
ガ

ス
の
た
め
ル
ー
ト

ｏ
フ
ア
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
苦
し
む
。
ラ
ッ
セ
ル
も
も
も

に
た
っ
す
る
。
セ
ラ
ッ
ク
を
回
り
こ
み
、
大
斜
面
の
基
部
に
立
つ
。
頂
上

ま
で

一
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
富
士
山
を
急
に
し
た
よ
う
な
斜
面
が
、
ど
こ

ま
で
も
続
い
て
い
る
。

北
東
稜
は
、
中
間
部
の
傾
斜
の
く
び
れ
を
境
に
二
段
に
分
れ
、
頂
上
直

下
で
南
東
稜
に
接
合
し
て
い
る
。
東
面
は
急
に
切
れ
込
ん
で
い
る
が
、
北

側
は
広
い
斜
面
と
な
っ
て
い
て
、
は
っ
き
り
し
た
尾
根
の
相

を
も

た
な

や
や
視
界
が
ひ
ら
け
、
雪
も
小
降
り
に
な
っ
て
き
た
。
ど
う
せ
こ
ん
な

天
気
だ
、何
よ
り
早
く
登
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、ラ

ッ
セ
ル
は
吹
き
だ
ま
り
だ
け
で
、
連
日
の
悪
天
に
斜
面
は
硬
く
ク
ラ
ス
ト

し
て
い
る
。　
一
時
間
三
〇
分
で
早
く
も
緩
傾
斜
帯
の
入
口
に
達
す
。
ほ
ぼ

四

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
Ｃ
２
か
ら
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
登
っ
た
地
点
だ
。

こ
こ
か
ら
は
、
濡
れ
光

っ
た
よ
う
な
斜
面
が
ず

っ
と
続
い
て

い
た
。
時

時
、
ア
イ
ゼ
ン
が
流
れ
る
程
の
硬
雪
で
、高
度
は
ぐ
ん
ぐ
ん
増
し
て
く
る
。

四
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
辺
り
か
ら
寒
気
が

一
段
と
増
し
て
く
る
。

依
然
と
し
て
小
雪
だ
が
、
視
界
は

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
。
フ
ォ
レ

イ
カ
ー
の
上
空
だ
け
が
晴
れ
て
い
る
。
あ
と
は
全
て
雲
の
中
。
頂
上
の
青

杢
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
、
し
ゃ
に
む
に
登
高
を
続
け
る
。

一
ポ
ン
立
て
る
度
に
、
高
度
計
を
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
と
り
だ
し
、
稼
い
だ

高
さ
を
確
認
す
る
。
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
大
台
を
越
し
た
こ
と
を
、
二

人
に
知
ら
せ
て
や
る
と
、
初
め
て
の
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
大
い
に
気
を

よ
く
し
て
い
る
。
ス
ピ
ー
ド
作
戦
は
順
調
に
運
ん
で
い
る
。
高
度
が
増
す

に
従
い
、
風
も
寒
気
も
つ
の
っ
て
は
き
た
が
、
天
候
は
こ
れ
以
上
悪
化
す

る
様
子
も
な
い
。
時
折
り
陽
も
さ
し
こ
ん
で
く
る
。

南
東
稜
と
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
到
着
。

五

一
八
〇
メ
ー
ト

ル
。
稜

は
、
こ
こ
か
ら
や
や
西
に
向
き
を
変
え
て
い
る
。
頂
稜
は
エ
ビ
の
シ
ッ
ポ

で
お
お
わ
れ
て
い
た
。
風
が
強
い
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
標
識
竹
を
発
見
。

背
後
に
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
が
浮
か
び
で
る
。

頂
上
ま
で
二
、
三
の
隆
起
が
あ
り
、
何
度
か
ニ
セ
の
頂
上
に
だ
ま
さ
れ

る
。
今
度
こ
そ
頂
上
と
思
っ
た
ピ
ー
ク
に
立
っ
て
、
又
が
っ
く
り
、
前
方

に
丸
い
大
き
な
ピ
ー
ク
が
、
も
う
も
う
た
る
雪
煙
に
見
え
隠

れ
し

て

い

る
。
ど
う
や
ら
頂
上
に
間
違
い
な
い
よ
う
だ
。
ふ
る
え
な
が
ら
、
お
茶
と

桃
の
確
詰
を
あ
け
る
が
、
す
っ
か
り
凍

っ
て
い
る
。
横
な
ぐ
り
の
強
風
の

中
を
最
後
の
登
高
に
か
か
る
。

頂
上
は
広
く
、
平
地
を
な
し
て
い
た
。
そ
の
一
端
に
立
っ
た
途
た
ん
、

も
の
す
ご
い
風
が
お
し
よ
せ
、
顔
面
が
あ
っ
と
い
う
間
に
凍
る
。
も
う
こ

の
辺
り
ど
こ
で
も
頂
上
だ
っ
た
が
、
ピ
ッ
ケ
ル
で
身
体
を
ふ
ん
ば
り
、
日

を
こ
ら
し

一
番
高
い
地
点
を
探
す
。
あ
っ
た
、
前
方
に
シ
ュ
カ
ブ
ラ
で
雪

面
が

一
段
高
く
も
り
あ
が
っ
て
い
た
。
二
人
一
緒
に
、
こ
の
雪
面
に
立
っ

た
。
午
前
九
時
き
っ
か
り
。
八
時
間
で
登
り
つ
い
た
。
時
間
と
の
競
走
に
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勝
っ
た
。

こ
の
高
み
だ
け
が
雲
の
上
に
で
て
い
る
。
時
折
り
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
の

頂
上
が
雲
の
動
き
に
顔
を
だ
す
ば
か
り
で
、
あ
と
は
雲
と
風
だ
け
が
殺
到

し
て
い
た
。
間
ち
が
い
な
く
最
高
点
だ
。
念
の
た
め
南
に
少
し
歩
い
て
み

る
。
斜
面
は
ど
ん
ど
ん
低
く
な
り
、
南
峰

（五
二
七
二
メ
ー
ト
ル
）

へ
続
く

稜
線
が
、
ガ
ス
の
中
に
消
え
て
い
た
。
写
真
を
撮
り
、
自
の
ロ
ー
プ
二
〇

メ
ー
ト
ル
と
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン
三
本
を
頂
上
に
捧
げ
、
二
〇
分
程
で
立
ち

去
っ
た
。
も
っ
と
い
た
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
風
と
寒
気
で
は
い
か
ん
と

も
し
難
い
。

途
中
、
セ
ラ
ッ
ク
の
陰
で
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ
り
、
お
茶
を
わ
か
す
。
こ

の
ド
イ
ツ
製
の
何
と
か
い
う
コ
ン
ロ
は
、
始
め
か
ら
不
調
で
、
今
日
も
生

ガ
ス
ば
か
り
吹
き
出
し
て
、
雪
を
融
か
す
の
が
精
イ
ッ
パ
イ
。
十

一
時
過

ぎ
ツ
ェ
ル
ト
を
た
た
む
。
ガ
ス
の
中
、
広
い
斜
面
の
こ
と
ゆ
え
、
下
降
は

往
き
の
記
憶
を
追
い
求
め
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
進
む
。
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
で

も
見
え
れ
ば
、
よ
い
目
印
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
も
雲
の
中
。
そ
れ
で
も

勘
よ
く
、
往
き
の
ト
レ
ー
ス
通
り
を
大
体
降
る
こ
と
が
で
き
た
。

緩
傾
斜
帯
を
す
ぎ
る
と
風
も
な
く
な
り
、
い
っ
ぺ
ん
に
暖
か
く
な
る
。

こ
の
頃
、
ホ
ワ
イ
ト

ｏ
ア
ウ
ト
に
遭
遇
し
往
生
し
た
。
し
ば
ら
く
ガ
ス
の

切
れ
る
の
を
待
つ
。
や
が
て
視
界
が
ひ
ら
け
、
豆
つ
ぶ
の
よ
う
な
Ａ
Ｃ
の

テ
ン
ト
も
見
え
る
。
が
人
影
は
な
い
。
Ｃ
ｌ
の
連
中
は
ど
う
し
た
の
だ
ろ

う
。
ラ
ッ
セ
ル
が
深
く
な
り
、
泳
ぐ
よ
う
に
し
て
コ
ル
に
降
り
立
つ
。
Ｃ

ｌ
が
見
え
、
コ
ー
ル
を
か
け
る
と
返
事
が
あ
っ
た
。

午
後
四
時
帰
幕
。
十
五
時
間
の
ア
タ
ッ
ク
が
終
っ
た
。
Ｃ
ｌ
の
連
中
が

来
て
な
い
以
上
、
こ
の
ま
ま
降
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
今
日
は
Ａ
Ｃ
泊
り

と
決
め
る
。
午
後
九
時
三
〇
分
、
う
と
う
と
し
か
け
た
頃
、
小
川
の
声
に

目
が
覚
め
る
。
Ｃ
ｌ
の
二
人
が
元
気
よ
く
や
っ
て
き
た
。
彼
等
も
歓
声
を

あ
げ
、
登
頂
を
喜

ん
で
く

れ
た
。
コ
ル
か
ら
の
我
々
の
コ
ー
ル
に
、
ア

タ
ッ
ク
に
出
た
も
の
と
思
い
、
上
が
っ
て
来
た
と
の
こ
と
だ
。
少
し
遅
く

は
あ
る
が
、
せ
っ
か
く
登
っ
て
き
た
の
だ
。
も
う

一
日
の
余
裕
は
あ
る
の

で
、
六
人
で
ギ
ュ
ー
ギ
ュ
ー
づ
め
に
な
っ
て
、
明
日
の
晴
天
に
望
み
を
か

け
る
。
風
は
な
い
が
、
す
ご
い
降
り
だ
。

窮
屈
な
姿
勢
で
天
気
待
ち
し
な
が
ら
も
、
フ
ォ
レ
イ
カ
ー
を
手
中
に
納

め
た
喜
び
は
大
き
い
。
唯

一
の
好
天
ら
し
き
今
日
、
ア
タ
ッ
ク
出
来
た
の

は
全
く
幸
運
で
あ
っ
た
。
ゴ
ツ
イ
山
で
あ
っ
た
。

八
日
に
は
い
っ
て
も
雪
は
小
止
み
な
く
降
り
続
け
、
三
時
、
Ｃ
ｌ
の
三

名
は
ア
タ
ッ
ク
を
あ
き
ら
め
、
雪
の
中
を
降
っ
て
行
っ
た
。
猛
烈
な
雪
の

中
を
立
去
っ
て
行
く
彼
等
の
後
姿
に
は
、
落
胆
の
表
情
が
あ
り
あ
り
と
読

み
と
れ
た
。
彼
等
二
人
と
て
、
こ
の
山
に
寄
せ
る
期
待
は
大
き
か
っ
た
。

単
な
る
偶
然
と
、
山
登
り
の
組
織
と
か
い
う
ヤ
ツ
の
た
め
に
、
自
ら
を
サ

ポ
ー
ト
の
任
に
甘
ん
じ
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
五

時
、
シ
ュ
ラ
ー
フ
に
も
ぐ
る
。
二
四
時
間
以
上
寝
て
な
い
の
で
、
え
ら
く

眠
い
。

午
後

一
時
、
だ
る
い
身
体
で
日
覚
め
る
。
ま
だ
降
っ
て
い
る
。
か
な
り

の
積
雪
と
な
っ
て
い
た
。

一
瞬
、
後
悔
め
い
た
も
の
が
頭
を
よ
ぎ

っ
た
。
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何
で
今
朝
、
あ
の
連
中
と

一
緒
に
撤
収
し
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
だ
。

Ｃ
ｌ
ま
で
、
全
て
に
雪
崩
の
危
険
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
待
つ

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
待
っ
た
た
め
に
、
い
よ
い
よ
窮
地
に
落
ち
入
る

こ
と
も
あ
り
得
る
。
こ
の
悪
天
が
、
い
つ
お
さ
ま
る
か
、
今
は
全
く
予
断

を
許
さ
な
い
。

午
後
六
時
、
雪
の
中
、
Ａ
Ｃ
を
撤
収
。
不
要
に
な
っ
た
物

は
全

て
放

棄
。
ふ
わ
ふ
わ
し
た
雪
が
べ
っ
た
り
付
い
て
い
た
。
フ
ィ
ッ
ク
ス
も
殆
ん

ど
雪
に
う
も
れ
、
今
朝
の
彼
等
の
ト
レ
ー
ス
も
な
い
。
腰
ま
で
も
ぐ
る
。

東
面
に
も
の
す
ご
い
雪
崩
の
音
が
響
き
、
三
〇
分
も
続
い
た
。
た
だ
で
さ

え
雪
崩
の
多
い
地
だ
。
こ
の
雪
で
、
山
全
体
が
雪
崩
に
共
鳴
し
始
め
た
。

赤
旗
の
旗
の
部
分
だ
け
が
雪
面
に
出
て
い
る
。
リ
ッ
ジ
を
離
れ
、
第
二

ス
ノ
ー

●
リ
ッ
ジ
を
左
に
ま
く
。
コ
ー
ル
す
る
と
返
事
が
あ
っ
た
。
こ
の

辺
は
お
び
た
だ
し
い
積
雪
、
往
き
は
ほ
ん
の
少
し
も
ぐ
っ
た
だ
け
だ
が
、

今
は
ニ
メ
ー
ト
ル
に
も
達
し
よ
う
か
と
思
わ
れ
る
程
の
新
雪
に
、
全
て
お

お
わ
れ
て
い
た
。
ベ
ル
グ
シ
ュ
ル
ン
ド
に
そ
っ
て
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
行
く

と
、
小
川
、
久
保
田
が
ラ
ッ
セ
ル
に
出
て
い
て
く
れ
た
。
Ｃ
ｌ
は
日
と
鼻

の
距
離
だ
が
、
彼
等
は
こ
こ
ま
で
二
時
間
三
〇
分
も
か
か
っ
た
と
の
こ
と

だ
。午

後
十
時
、
無
事
Ｃ
ｌ
に
到
着
。
こ
の
状
態
で
は
、
Ｂ
Ｃ
ま
で
こ
の
ま

ま
降
る
こ
と
は
、
見
合
わ
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
長
い
第

一
ス
ノ
ｌ

ｏ

リ
ッ
ジ
の
状
態
が
恐
ろ
し
い
。
今
日
は
こ
こ
ま
で
と
し
、
明
日
、
陽
で
も

照

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
る
。

九
日
、
相
変
ら
ず
の
ガ
ス
と
雪
だ
が
、
時
々
太
陽
が
カ
ー
ッ
と
照
る
。

午
後
、
二
人
で
ス
ノ
ー

●
リ
ッ
ジ
を
氷
河
ま
で
偵
察
。
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ

は
べ
っ
た
り
雪
を
つ
け
、
下
る
に
は
も
っ
て
こ
い
。
何
よ
り
も
、
雪
は
す

っ
か
り
安
定
し
た
。
Ｂ
Ｃ
に
シ
ェ
ル
ダ
ン
が
数
度
飛
来
し
た
。
午
後
七
時
、

Ｃ
ｌ
を
撤
収
。
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
も

一
様
に
、
新
雪
を
べ
っ
た
り
付
け
、

一
見
し
た
だ
け
で
は
、
そ
の
変
化
が
分
ら
な
い
。
フ
ィ
ッ
ク
ス
は
殆
ん
ど

雪
に
う
ま
り
、
使
用
出
来
な
い
。
再
び
ガ
ス
と
雪
、
そ
れ
も
ひ
ど
い
湿
雪

と
な
り
、
全
身
ぐ
っ
し
ょ
り
濡
れ
る
。
例
の
ナ
ワ
バ
シ
ゴ
を
固
定
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
は
、
案
の
定
ど
こ
へ
や
ら
姿
を
消
し
、
見
慣
れ
ぬ
位
置
に
ロ
ー
プ

が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
。
懸
垂
で
ク
レ
ヴ
ァ
ス
の
底
に
降
り
、
二
個
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
間
の
チ
ム
ニ
ー
を
え
ん
や
こ
ら
登
つ
て
、
ハ
シ
ゴ
を
セ
ッ
ト
す

る
。
近
頃
ぐ
っ
と
暗
く
な
っ
て
き
た
夜
に
加
え
、
濃
い
ガ
ス
が
ア
イ
ス
フ

オ
ー
ル
の
光
景
を
、　
一
層
陰
惨
な
も
の
に
し
て
い
た
。
午
前
四
時
、
ア
イ

ス
フ
オ
ー
ル
を
よ
う
や
く
脱
出
し
、
Ｂ
Ｃ
２
の
デ
ポ
に
た
ど
り
着
い
た
。

し
ば
ら
く
ガ
ス
の
上
が
る
の
を
待
ち
、
再
び
カ

ヒ
ル
ト

ナ
氷
河
に
ス
ノ

ー

・
シ
ュ
ー
の
足
を
運
ん
だ
。

Ｂ
Ｃ
近
く
は
融
雪
が
す
す
み
、
テ
ン
ト
が
五
〇
セ
ン
チ
も
浮
き
出
て
い

た
。
テ
ン
ト
に
は
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
を
ね
ら
っ
た
オ
レ
ゴ
ン
の
パ
ー
テ
ィ

の
書
き
置
が
あ
っ
た
。
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
隊
も
、
私
た
ち
の
Ｂ
Ｃ
に
設
置
し

て
あ
る
ラ
ジ
オ
を
、
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
す
ぐ
タ
ル
キ
ー
ト

ナ
を
呼
び
出
し
、
撤
収
に
来
て
く
れ
る
よ
う
連
絡
す
る
。
続
く
二
日
間
も

ハンター及びフォンイカーの登頂
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悪
天
だ
っ
た
が
、
十
三
日
は
遂
に
快
晴
と
な
り
、
さ
し
も
の
荒
天
も
終
っ

た
。一

四
〇
キ
ロ
程
の
装
備
を
シ
ェ
ル
ダ
ン
に
託
し
、
こ
の
夜
、
私
た
ち
は

タ
ル
キ
ー
ト
ナ
ま
で
の
一
人
○
キ
ロ
の
旅
に
発
っ
た
。
氷
河
と
不
毛
の
原

野
を

一
週
間
で
踏
破
し
た
が
、　
一
日

一
日
が
得
が
た
い
体
験
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
は
更
に
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ロ
ッ
キ
ー
に
移
動

し
、

ロ
ブ
ソ
ン

（
三
九
五
四
メ
ー
ト
ル
）、　
コ
ロ
ン
ビ
ア
（三
七
四
七
メ
ー
ト
ル
）、　
エ
デ
ィ
ス
・

キ
ャ
ベ
ル

（三
三
六
三
メ
ー
ト
ル
）
の
三
峰
に
登
頂
し
た
。

山

　

　

岳

登

山

界

と

登

山

者

山

岳

会

創

立

前

後

六
十
年
を
振
返

っ
て

登

山

の

文

化

史

ゴ
ジ

ュ
ン
バ

・
カ
ン
登
頂

（
一
九
六
五
年
）

ロ
ー
ツ
エ
・
シ
ャ
ー
ル

（
一
九
六
五
年
）

キ
ン
ヤ
ン
・
キ
ッ
シ
ュ
（
一
九
六
五
年
）

ペ
ル
ー

・
ア
ン
デ
ス

（
一
九
六
五
年
）

困
　
那
　
山
　
の
　
話

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅱ
峰

（
一
九
六
五
年
）

西
部
カ
ラ
コ
ル
ム
・
デ
ィ
ラ
ン
峰

コ
ー

・
イ

・
モ
ン
デ
ィ

（
一
九
六
五
年
）

ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
紀
行

（
一
九
六
五
年
）

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

・
ス
イ
ス
の
踏
査
と

フ
オ
ー
ン
ル
峰
の
試
登

（
一
九
六
五
年
）

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ

・
ノ
ル
テ

（
一
九
六
五
年
）

ロ
ー
ガ
ン
峰
北
面
イ
ン
デ
ィ
ベ
ン

デ
ン
ス
●
リ
ッ
ジ

（
一
九
六
五
年
）

マ
ッ
キ
ン
ン
ー
南
壁
東
稜

（
一
九
六
五
年
）

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン

（
一
九
六
五
年
）

ド
リ
ュ
の
北
壁

（
一
九
六
五
年
）

ド
リ
ュ
の
西
壁

（
一
九
六
五
年
）

ア
イ
ガ
ー
北
壁
登
攀
報
告
会
の
記
録

狩
　
場
　
山

雑
　
記

連

嶺

一
千

キ

ロ

創
立
六

＝

一
九
六
五
年
＝

l糧 l

第
六
十

一
年

（
一
九
六
七
年
二
月
刊
）

果
望
果
星吉芳塚 川 細 官 佐矢塚杉藤井鹿吉高桑槙武松

岩月理川尾野崎 上 野 原 藤野本田
島田野川橋原 田方

会 会

恒
達
羅
政 満義  淳  之 珪 敏英勝尚 武有久三

蔀夫蔀範弘彦人 隆 美 魏 敏真一博男彦彦郎進夫恒吉郎

日
本
山
岳
会
定
款
、

Ａ
５
判
三
四
〇
頁

松

田

雄

一

支
部
設
立
並
び
に
運
営
等
に

写
真
六
三
葉

・
地
図
十
八
面
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グ
ラ
ン
ド
・
ジ
ョ
ラ
ス
北
壁

＝
ウ
オ
ー
カ
ー
稜
の
登
攀
＝伊

藤

敏

夫

グ
ラ
ン
ド

・
ジ
ョ
ラ
ス
は
モ
ン
ブ
ラ
ン
山
塊
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ
リ
ヤ

と
の
国
境
に
位
置
す
る
四
二
〇
八
メ
ー
ト
ル
の
山
で
、
そ
の
北
壁
は
シ
ャ

モ
ニ
ー
谷
の
奥
、
レ
シ
ョ
氷
河
の
上
に
冷
た
く
孤
高
の
姿
を

一
二
〇
〇
メ

ー
ト
ル
の
高
さ
に
わ
た
っ
て
、　
一
気
に
そ
び
え
た
た
せ
て
い
る
、
ア
ル
プ

ス
に
於
け
る
代
表
的
な
岩
壁
で
あ
る
。

こ
の
山
は
ウ
ォ
ー
カ
ー
・ピ
ー
ク
を
絶
頂
と
し
て
、
東
は
コ
ル
・デ
・

世
　
ジ
ロ
ンデ
ル
ヘ急
峻
な
山
稜
と
な
って
落
ち
こ
み
、
西
は
ミ
シ
ェ
ル
・ク

務
　
口、
エ
レ
ー
ヌ
、
マ
ルグ
リ
ー
ト
、
ヤ
ング
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
初
登
頂
者

ジ
　
の
名
を
つ
ら
ね
た
五
つ
の
ピ
ー
ク
を

へ
て
、
コ
ル
・
デ

◆
ジ
ョ
ラ
ス
に
終

ド
　

っ
て
い
る
、
幅
ニ
キ
ロ
に
及
ぶ
巨
大
な
岩
と
氷
の
山
塊

で
あ

る
。

そ
し

″
　
て
、
そ
の
北
壁
は
、
山
と
い
う
も
の
が
本
来
持
つ
構
造
の
美
し
さ
と
、
並

グン′

は
ず
れ
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
の
ゆ
え
に
、
北
壁
な
る
が
た
め
の
荒
々
し

さ
と
、
平
均
傾
斜
七
五
度
の
花
商
岩
壁
と
い
う
こ
と
か
ら
も
推
測
出
来

る
、
技
術
的
な
極
度
の
困
難
さ
の
た
め
に
、
ア
ル
プ
ス
に
残
さ
れ
た
最
後

の
課
題
と
ま
で
、
も
て
は
や
さ
れ
、
今
も
な
お
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
心
を

捕
え
て
は
な
さ
な
い
、
魅
惑
の
岩
壁
で
あ
る
。

一
九
三
五
年
、
ド
イ
ツ
の
ハ
リ
ン
ガ
ー
と
マ
イ
ヤ
ー
は
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・

ク
ロ
・
ピ
ー
ク
に
ぬ
け
て
中
央
側
稜
を
完
登
し
た
。
こ
れ
が
グ
ラ
ン
ド

ｏ

ジ

ョ
ラ
ス
北
壁
の
第

一
歩
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ジ
ョ
ラ
ス
の
頂
上
は
ウ

ォ
ー
カ
ー

●
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
頂
上
か
ら

一
気
に
氷
河
を
結
ぶ
も
っ
と
も

顕
著
な
側
稜
は
、
ま
だ
手
つ
か
ず
だ

つ
た
。

一
九
二
八
年
八
月
、
イ
タ
リ
ヤ
の
誇
る
名
ク
ラ
イ
マ
ー
、
カ
シ
ン
、
チ

ゾ
ニ
、
エ
ス
ポ
ジ
ト
に
よ
り
、
こ
の
ア
ル
プ
ス
に
於
け
る
も
っ
と
も
美
し

く
、
も
っ
と
も
困
難
な
登
攀
は
完
成
さ
れ
た
。

我
々
が
こ
の
北
壁
を
登
ろ
う
と
思
い
た
っ
た
の
は
、
出
発
の
わ
ず
か
二

ヵ
月
前
だ
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
計
画
性
の
あ
る
山
行
と
い
う
こ
と
は
出
来
ま

い
。
日
本
の
山
へ
向
か
う
と
同
じ
よ
う
な
気
持
で
、
我
々
は
グ
ラ
ン
ド

ｏ

ジ
ョ
ラ
ス
に
対
処
し
、
そ
し
て
そ
の
北
壁
を
素
直
に
実
践
し
て
み
た
か
っ

た
し
、
我
々
に
は
そ
れ
だ
け
の
自
信
が
あ
っ
た
。気
分
が
乗
ら
な
け
れ
ば
、

帰
っ
て
く
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
。
幸
い
、
こ
の
日
で
み
た
ジ
ョ
ラ
ス
の
北

壁
は
、
噂
さ
に
た
が
わ
ず
美
し
く
、
そ
の
花
商
岩
は
我
々
の
登
攀
意
欲
を

か
き
た
て
る
に
十
分
な
程
、
難
か
し
そ
う
で
あ
っ
た
。

美
し
く
、
困
難
な
岩
壁
…
…
唯
、
そ
れ
だ
け
の
単
純
な
事
実
が
、
我
々

を
こ
の
北
壁
へ
と
お
も
む
か
せ
た
の
で
あ
る
。
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1

プ
イ

伊

藤

敏

夫

（
二
七
歳
）

石

井

重

胤

（三

歳
）

伊

佐

忠

義

（
二
五
歳
）

一
九
六
六
年
七
月
六
日
に
ア
メ
リ
カ
経
由
で
羽
田
を
発
ち
、
シ
ベ
リ
ヤ

か
ら
く
る
仲
間
と
シ
ャ
モ

ニ
ー

で
再
会
し
た
の
は
、
七
月

一
八
日
だ
っ

た
。
前
日
か
ら
冷
た
い
雨
が
降
り
続
き
、
翌

一
九
日
に
は
、
我
々
の
登
山

基
地
と
な
る
モ
ン
タ
ン
ベ
ー
ル
で
五
セ
ン
チ
の
積
雪
を
み
た
。
今
年
の
ア

ル
プ
ス
は
気
象
状
態
が
非
常
に
悪
く
、
百
年
に
三
―
四
回
と
い
わ
れ
た
昨

年
を
上
廻
る
悪
天
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
現
地
に
お
け
る
人
々
の
見

解
だ
っ
た
。

く
る
日
も
く
る
日
も
悪
天
は
続
き
、
山
々
は
雪
と
ベ
ル
グ
ラ
に
真
白
く

お
お
わ
れ
て
、
本
格
的
な
登
攀
な
ぞ
思
い
も
よ
ら
ぬ
厳
し
さ
だ
っ
た
。
そ

の
間
、
我
々
は
エ
ギ
ー
ユ
・
ド

・
ペ
イ
ニ
ュ
で
雪
に
叩
か
れ
て
敗
退
し
、

エ
ギ
ー
ユ
・
ド

・
レ
ェ
ム
の
ダ
イ
レ
ク
ト

ｏ
ル
ー
ト
を
登
り
、
ジ
ョ
ラ
ス

の
北
壁
の
試
登
を
行
な
い
、
ア
ル
プ
ス
最
高
峰
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
に
登
頂
し

た
。
モ
ン
ブ
ラ
ン
か
ら
帰
っ
た
翌
日
、
我
々
は
一
気
呵
成
に
、
ウ
ォ
ー
カ

ー
稜
に
向
か
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

も
う
四
日
間
も
晴
天
が
続
い
て
い
る
。
心
な
し
か
、
メ
ー
ル
・
ド

・
グ

ラ
ス
の
涯
に
そ
び
え
る
ジ
ョ
ラ
ス
の
北
壁
も
、
少
し
岩
肌
を
増
し
た
ょ
う

だ
。
こ
の
天
候
も
当
分
は
続
く
だ
ろ
う
。

八
月

一
二
日

一
六
時
三
〇
分
、
モ
ン
タ
ン
ベ
ー
ル
を
発
ち
、
強
い
風
の

吹
く
中
を
メ
ー
ル
・
ド

・
グ
ラ
ス
を
つ
め
て
、
北
壁
対
岸
の，
レ
シ
ョ
小
屋

に
入
っ
た
の
は
、
二
〇
時
を
は
る
か
に
廻
っ
て
い
た
。

八
月

一
三
日
―
晴
―

レ
シ
ョ
小
屋
（
一
・
四
五
）―
ベ
ル
ク
シ
ュ
ル
ン
ド

（
五
上

○
―
三
〇
）

―
下
部
岩
壁
帯

（
一
〇

・
○
○
）
―
レ
ビ
ュ
フ
ァ
・
ク
ラ

ッ
ク
上
部

（
一
八

・
二
〇
）

満
天
の
星
の
下
の
黒
い
闇
の
涯
に
、
ジ
ョ
ラ
ス
の
北
壁
が
く
っ
き
り
と

空
を
限
っ
て
い
た
。
小
屋
の
横
手
か
ら
氷
河
に
降
り
立
ち
、
ラ
イ
ト
を
た

よ
り
に
氷
河
を
つ
め
て
、
北
壁
下
の
ク
レ
バ
ス
帯
を
ま
き
、
セ
ラ
ッ
ク
を

乗
り
越
え
る
。
時
折
り
生
暖
か
い
風
が
コ
ル
・
デ

ｏ
ジ
ロ
ン
デ
ル
の
彼
方

か
ら
吹
い
て
く
る
。

ベ
ル
ク
シ
ュ
ル
ン
ド
に
達
し
た
時
は
、
か
な
り
明
る
く
な
っ
て
い
た
。

高
度
約
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。
日
本
の
山
の
終
る
と
こ
ろ
で
グ
ラ
ン
ド

・

ジ
ョ
ラ
ス
北
壁
の
登
攀
は
始
ま
る
。
ザ
イ
ル
を
結
び
、
シ
ュ
ル
ン
ド
を
越

え
て
左
手
の
容
易
な
岩
稜
を
直
上
す
る
と
、
下
部
岩
壁
帯
ま
で
六
五
度
近

い
急
峻
な
氷
壁
が
、　
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
に
わ
た
っ
て
続
く
。
雪
と

氷
の
結
合
が
非
常
に
悪
く
、
ニ
ー
三
セ
ン
チ
の
湿
雪
の
下
は
固
い
氷
で
、
シ

ャ
モ
ニ
ー
で
求
め
た
十
二
本
の
氷
壁
用
ア
イ
ゼ
ン
も
ピ
ッ
ケ
ル
も
、
全
然

受
け
つ
け
な
い
の
で
苦
労
す
る
。
右
手
に
鋭
い
細
身
の
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン

を
握
り
、
左
手
は
ピ
ッ
ケ
ル
の
ピ
ッ
ク
を
突
き
刺
し
、
わ
ず
か
に
ツ
ァ
ッ

ケ
を
く
い
こ
ま
せ
て
、
に
じ
り
上
る
。
そ
の
先
端
の
鋭
い
ツ
ァ
ッ
ケ
さ
え

も
唯
、
押
さ
え
て
い
る
と
い
う
効
果
し
か
な
い
。
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日
が
の
ぼ
る
に
つ
れ
て
、
上
部
岩
壁
か
ら
の
落
氷
が
激
し
い
。
ピ
ッ
ケ

ル
を
ふ
る
っ
て
、
僅
か
ば
か
り
の
ホ
ー
ル
ド
を
か
ち
と
り
、
ア
イ
ゼ
ン
が

氷
に
く
い
こ
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
て
、
後
続
を
迎
え
る
。
ず
り

上
る
彼
等
の
す
ぐ
下
に
、
レ
シ
ョ
氷
河
の
セ
ラ
ッ
ク
帯
が
ま
ば
ゆ
い
。
七

ピ
ッ
チ
ロ
、
小
粒
の
氷
に
続
い
て
突
然
、
頭
大
の
氷
塊
の
群
が
音
を
た
て

て
落
ち
て
き
た
。
反
射
的
に
氷
壁
に
身
を
す
り
よ
せ
て
足
を
ふ
ん
ば
る
。

落
氷
を
く
ら
つ
て
、
ラ
ス
ト
の
伊
佐
が
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
す
の
が
日
に
入

っ
た
。
ひ
き
ず
ら
れ
て
石
井
が
滑
り
落
ち
る
。
腰
を
滑
る
ザ
イ
ル
の
感
触

と
、
落
ち
つ
け
、
落
ち
つ
け
と
自
分
に
語
り
か
け
る
己
が
、
奇
妙
に
と
ぎ

す
ま
さ
れ
て
感
じ
ら
れ
る
。
五
―
六
メ
ー
ト
ル
流
れ
て
ザ

イ

ル
は
止
っ

た
。
二
人
の
全
体
重
を
の
せ
た
ザ
イ
ル
が
腰
に
く
い
こ
み
、
痛
く
、
身
体

が
氷
壁
か
ら
は
が
れ
そ
う
で
あ
る
。
思
わ
ず
悲
鳴
ま
じ
り
の
怒
声
が
の
ど

を
つ
く
。

下
部
岩
壁
帯
に
達
し
、
岩
壁
ぞ
い
に
氷
壁
を
左
手
に
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
ほ
と
ん
ど
岩
稜
を
ま
わ
り
こ
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
レ
ビ
ュ

フ
ァ
・
タ
ラ
ッ
ク
に
導
か
れ
る
岩
壁
の
基
部
に
達
し
た
。
ア
イ
ゼ
ン
を
脱

世
　
ぎ
、
伊
佐
が
ホ
ー
ル
ド
を
確
か
め
な
が
ら
、
強
引
に
登
っ
て
い
く
。
三
―

ガ
　
四
級
と
い
わ
れ
る
容
易
な
岩
壁
な
の
だ
が
、
雪
や
氷
を
落
し
な
が
ら
濡
れ

ジョ
　
た
岩
を
登
る
の
は
、
神
経
が
疲
れ
る
。
三
ピ
ッ
チ
ほ
ど
登
る
と
、
レ
ビ

ュ

ド
　
フ
ァ
・
ク
ラ
ッ
ク
の
下
に
つ
い
た
。

″
　
　
圧
倒
的
な
傾
斜
を
持
っ
て
、
氷
も
雪
も
つ
け
ず
、
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
岩

グノン

肌
を
、
右
方
に
く
い
こ
ま
せ
て
い
る
こ
の
ク
ラ
ッ
ク
は
、
そ
れ
ほ
ど
神
経

を
い
ら
た
だ
せ
る
登
攀
で
は
な
い
。
残
置

ハ
ー
ケ
ン
も
見
え
る
し
、
な
に

よ
り
有
難
い
こ
と
に
は
、
岩
が
完
全
に
乾
き
切
っ
て
い
る
。
杢
身
と
な
り

伊
佐
は
ア
ブ
ミ
を
セ
ッ
ト
し
な
が
ら
、
三
〇
分
で
こ
れ
を
ぬ
け
た
。
上
部

は
意
外
と
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ム
が
多
い
。

荷
物
の
吊
り
上
げ
に
時
間
を
費
し
、
こ
の
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
ク
ラ
ッ
ク

を
ぬ
け
た
時
は
六
時
を
す
ぎ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
の
氷
の
ト
ラ
バ
ー
ス
は

氷
も
ゆ
る
み
、
落
氷
も
激
し
い
の
で
明
朝
に
廻
し
て
、
こ
こ
で
行
動
を
打

ち
切
り
、
氷
を
削
っ
て
、
な
ん
と
か
腰
の
お
ろ
せ
る
ビ
バ
ー
ク
地
を
作
っ

た
。
シ
ャ
モ
ニ
ー
針
峰
群
や
ヴ
ェ
ル
ト
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
眺
め
を
ほ
し
い

ま
ま
に
し
な
が
ら
、
タ
バ
コ
を
く
ゆ
ら
す
。
ア
ル
プ
ス
に
き
て
初
め
て
の

ビ
バ
ー
ク
で
あ
る
。

八
月

一
四
日
―
晴
―

ビ
バ
ー
ク
地

（
七
ｏ
Ｏ
Ｏ
）
―
七
五
メ
ー
ト
ル
の
凹
角

（九

。
三
〇
）

―
振
子
ト
ラ
バ
ー
ス
（
一
三

・
三
〇
）―
灰
色
の
ツ
ル
ム
基
部

（
一
七
・

四
〇
）

浅
い
ね
む
り
だ
っ
た
が
、
快
適
な
部
類
に
属
す
る
ビ
バ
ー
ク
だ
っ
た
。

時
々
、
ツ
ェ
ル
ト
を
は
ね
の
け
て
空
を
眺
め
た
。
散
り
ば
め
た
よ
う
な
星

杢
に
、
流
れ
星
が
尾
を
引
き
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
・
デ

ユ
・
タ
キ
ユ
ー
ル
が
黒

い
シ
ル
エ
ッ
ト
と
な
っ
て
静
ま
り
か
え
っ
て
い
た
。

〃快
晴
だ
な
″
と
安
心
し
て
い
た
ら
、
太
陽
が
昇
り
始
め
た
。
急
が
ね
ば

な
ら
な
い
。
落
氷
の
始
ま
る
前
に
、
氷
の
ト
ラ
バ
ー
ス
だ
け
で
も
終
え
よ
　
９１

う
と
、
虚
空
に
向
か
っ
て
傾
斜
し
た
、
少
し
く
だ
り
気
味
の
ト
ラ
バ
ー
ス
　
＜
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を
行
な
う
。
ツ
ァ
ッ
ケ
が
五
ミ
リ
ほ
ど
く
い
こ
む
だ
け
の
、
傾
斜
の
強
い

氷
壁
で
あ
る
。
ア
イ
ス
メ
ス
と
ピ
ッ
ク
を
ホ
ー
ル
ド
に
、
な
ん
と
か
ご
ま

か
し
て
、
早
々
に
こ
の
二
五
メ
ー
ト
ル
を
済
ま
せ
、
砕
け
た
岩
と
雪
の
壁

を
登
る
と
、
黒
々
と
し
た
七
五
メ
ー
ト
ル
の
凹
角
が
姿
を
現
わ
す
。

中
央
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
の
氷
壁
が
す
ぐ
真
下
ま
で
伸
び
て
き
て
い
る
。
ア

イ
ゼ
ン
を
脱
ぎ
、
空
身
と
な
っ
て
、
ト
ッ
プ
が
真
直
ぐ
に
く
い
こ
ん
だ
ク

ラ
ッ
ク
に
そ
い
、
ピ
ッ
チ
を
三
回
に
切
っ
て
ザ
イ
ル
を
伸
ば
す
。
残
置

ハ

ー
ケ
ン
は
が
つ
ち
り
効
い
て
い
る
が
数
が
極
度
に
少
な
く
、
か
な
り
き
わ

ど
い
バ
ラ
ン
ス
を
強
い
ら
れ
る
。
凹
角
の
ツ
メ
の
ハ
ン
グ
を
越
え
る
と
、

上
部
は
氷
だ
ら
け
の
場
所
で
、
ル
ー
ト
の
選
択
に
迷
っ
て
し
ま
う
。

ル
ー
ト
図
を
と
り
だ
し
、
結
局
、
判
ら
ず
に
、
こ
こ
し
か
登
れ
そ
う
に

な
い
と
い
う
と
こ
ろ
を
探
し
出
し
て
ザ
イ
ル
を
伸
ば
す
。
氷
は
固
く
、
岩

壁
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
。
時
々
、
ア
イ
ス
メ
ス
に
使

用
し
て
い
る
細
身
の
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン
を
ひ
っ
ぱ
た
い
て
、
そ
れ
に
す
が

り
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
ふ
る
っ
て
ホ
ー
ル
ド
を
か
ち
と
り
、
ず
り
上
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。

雪
の
つ
ま
っ
た
ガ
リ
ー
か
ら
、
い
よ
い
よ
振
子

ト
ラ
バ
ー
ス
に

か
か

る
。
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
登
っ
て
、
い
っ
た
ん
下
り
　
ｏ
、
右
手
の
岩
を
蹴
っ
て

振
子
ト
ラ
バ
ー
ス
を
試
み
る
。　
一
回
。
二
回
。
三
回
日
で
よ
う
や
く
岩
に

ツ
メ
を
た
て
な
が
ら
バ
ン
ド
に
到
着
す
る
。
水
品
の
お
び
た
だ
し
い
岩
棚

に
手
を
か
け
、
古
い
捨
て
縄
に
助
け
ら
れ
て
ト
ラ
バ
ー
ス
を
終
え
、　
一
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
懸
垂
下
降
し
て
か
ら
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
し
た
黒
い
氷
と

岩
を
登
る
。
と
て
も
、
こ
ん
な
所
に
ル
ー
ト
を
と
る
な
ん
て
考
え
も
及
ば

な
い
場
所
を
、
横
断
し
、
下
降
し
、
登
る
の
で
あ
る
。

岩
壁
の
弱
い
部
分
を
選
ん
で
、
な
る
べ
く
ま
っ
す
ぐ
に
上
へ
と
高
度
を

稼
ぎ
、
ど
う
し
て
も
登
れ
な
く
な
っ
た
ら
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
そ
れ
で
も
登

れ
な
か
っ
た
ら
下
降
し
、
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
登
る
と
い
う
、
彼
の
地
の
ア

ル
ピ
ニ
ス
ト
の
意
思
と
執
念
を
ま
ざ
ま
ざ
と
み
せ
つ
け
ら
れ
た
場
所
で
あ

っ
た
。

崩
れ
そ
う
な
黒
い
氷
の
ハ
ン
グ
を
、
だ
ま
し
な
が
ら
登
り
、
岩
と
雪
の

壁
を
へ
て
、
灰
色
の
垂
直
な
壁
の
下
に
つ
い
た
。
灰
色
の
ツ
ル
ム
と
呼
ば

れ
る
、
つ
る
つ
る
の
大
岩
峰
で
あ
る
。
実
際
、
ど
こ
か
ら
取
り
つ
い
て
良

い
の
か
、
見
当
も
つ
か
な
い
垂
直
の
フ
ェ
イ
ス
で
あ
る
。
ビ
バ
ー
ク
の
場

所
な
ぞ
予
想
も
出
来
な
い
の
で
、
早
す
ぎ
る
が
、
氷
の
斜
面
を
削
リ
ビ
バ

ー
ク
の
仕
度
を
す
る

一
方
、
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
登
っ
て
、
ザ
イ
ル
を
固

定
し
て
く
る
こ
と
に
し
た
。

フ
ェ
イ
ス
を
登
り
、
ト
タ
ン
屋
根
の
軒
下
の
よ
う
な
ト
ラ
バ
ー

ス
を

し
、
ツ
ル
ム
の
稜
ら
し
い
と
こ
ろ
か
ら
少
し
登
る
と
、
カ
ラ
ビ
ナ
を
通
る

ザ
イ
ル
は
動
か
な
く
な
っ
た
の
で
そ
こ
で
切
り
上
げ
、
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ

っ
た
。
テ
ラ
ス
と
は
名
ば
か
り
の
、
狭
い
氷
の
段
に
腰
を
お
ろ
し
、
ザ
イ

ル
を
何
重
に
も
身
体
に
回
し
て
、
体
勢
は
整
っ
た
。
そ
れ
で
も
ツ
ェ
ル
ト

の
中
は
天
国
で
あ
る
。
膝
の
上
で
コ
ン
ロ
が
調
子
良
い
炎
を
あ
げ
、
コ
ー

ヒ
ー
が
沸
く
。
次
は
夕
食
。
急
ぐ
こ
と
は
な
い
。
夜
は
長
く
、
ど
う
せ
眠

れ
は
し
な
い
の
だ
か
ら
。
日
本
か
ら
持
参

し
た
ト
リ
飯
に
お
茶
漬
け
の
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素
。
良
い
香
が
し
て
腹
が
な
る
。
そ
う
い
え
ば
、
朝
か
ら
ほ
と
ん
と
食
ベ

て
い
な
い
の
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
も
束
の
間
、
出
来
上
っ
た
旨
そ
う
な
ト

リ
飯
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
コ
ッ
ヘ
ル
ご
と
手
を
離
れ
て
、
闇
の
中

へ
音

も
な
く
す
い
こ
ま
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

う
と
う
と
し
て
は
ず
り
落
ち
、
ザ
イ
ル
に
し
め
つ
け
ら
れ
て
ま
た
這
い

上
り
、
ず
り
落
ち
て
は
這
い
上
っ
て
の
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
で
の
長
い
二
晩
目

は
過
ぎ
て
い
っ
た
。

八
月

一
五
日
―
晴
の
ち
風
雪
雨
―

ツ
ル
ム
基
部

（六

・
三
〇
）
―
傾
い
た
バ
ン
ド

（
テ
レ
イ
の
エ
ス
ケ
ー

プ

ｏ
ル
ー
ト
入
口
）
（
一
一
・
五
〇
―

一
五

・
○
○
）
―
ウ

オ
ー
カ
ー

稜
上
の
ビ
バ
ー
ク
地

（
一
六

ｏ
四
〇
）

太
陽
は
昇

っ
た
が
、
こ
こ
北
壁
は
ほ
と
ん
ど
日
が
さ
さ
な
い
。
晴
れ
て

は
い
る
が
、
今
朝
の
天
候
は
完
全
な
も
の
と
は
い
い
が
た
く
、
モ
ン
ブ
ラ

ン
の
彼
方
に
ど
ん
よ
り
と
し
た
雲
が
広
が
り
、
み
る
み
る
空
を
お
お
い
始

め
る
。
荒
天
の
兆
し
で
あ
る
。
く
だ
る
に
は
少
し
登
り
す
ぎ
て
い
る
。
我

我
は
登
る
こ
と
の
み
に
熱
中
し
て
昨
日
、
地
獄
門
と
も
い
う
べ
き
振
子
ト

ラ
バ
ー
ス
と
懸
垂
下
降
を
、
そ
れ
と
も
気
ず
か
ず
通
り
過
ぎ

て
し
ま

っ

た
。
残
さ
れ
た
道
は
一
切
の
望
み
を
捨
て
て
、
唯
、
登
る
よ
り
仕
方
が
な

い
の
だ
。
登
り
た
く
て
登
っ
て
い
る

の
に
、
ま
だ
あ
る
可
能
性
を
残
し

て
、
そ
れ
も
頂
上

へ
と
続
く
可
能
性
の
み
を
残
し
て
思
案
す
る
の
で
は
、

山

へ
登
る
者
の
冥
利
が
つ
き
る
。

ま
る
二
日
を
経
過
し
て
い
る
の
に
、
ま
だ
半
分
を
登
っ
た
に
す
ぎ

な

い
。
早
く
登
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
山
が
荒
れ
始
め
た
ら
、
ど
ん
な
に
み
じ

め
な
苦
し
い
登
攀
に
な
る
か
を
、
我
々
は
知

っ
て
い
る
。
こ
の
灰
色
の
大

岩
峰
さ
え
越
え
れ
ば
、
あ
と
は
か
な
り
容
易
に
な
る
と
い
う
。
天
候
の
崩

れ
ぬ
う
ち
に
と
、
昨
日
の
ザ
イ
ル
に
そ
っ
て
ツ
ル
ム
に
取
り
つ
く
。
ほ
と

ん
ど
垂
直
に
近
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
を
交
え
た
、
急
峻

そ
の
も
の
の
岩
壁
は
、
予
想
通
り
悪
く
、
厳
し
い
登
攀
だ
っ
た
。
ハ
ー
ケ

ン
は
極
度
に
少
な
く
、
も
っ
ば
ら
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
に
頼
ら
ね
ば

な
ら

な

い
。
こ
の
手
の
切
れ
る
よ
う
な
花
商
岩
の
壁
は
、
水
晶
が
非
常
に
多
い
。

ホ
ー
ル
ド
は
水
品
の
粒
で
手
が
痛
く
、
青
や
赤
味
を
帯
び
た
美
し
い
結
晶

が
お
び
た
だ
し
い
。
し
か
し
、
水
晶
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
嵐
と
の
競
争
で

あ
る
。

ツ
ル
ム
の
真
中
で
、
つ
い
に
嵐
に
追
い
つ
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
強
い
風

と
共
に
、
ま
ん
丸
い
氷
の
粒
が
岩
壁
を
叩
き
つ
け
、
転
が
り
、
み
る
み
る

ホ
ー
ル
ド
を
埋
め
て
い
く
。
岩
角
を
つ
か
む
手
は
冷
た
く
痛
い
。
ア
ル
プ

ス
に
お
け
る
悪
天
の
襲
来
の
早
さ
は
、
我
々
の
想
像
を
は
る
か
に
越
え
て

い
た
。
ツ
ル
ム
の
フ
ェ
イ
ス
を
登
り
切
り
、
小
さ
な
バ
ン
ド
か
ら
中
央
ク

ー
ロ
ワ
ー
ル
ヘ
と
続
く
、
傾
い
た
バ
ン
ド
を
つ
め
た
と
こ
ろ
で
、
あ
ら
れ

は
雨
ま
じ
り
の
雪
を
伴
っ
た
嵐
と
な
っ
た
。
身
体
は
ず
ぶ
濡

れ
に

ぬ
れ

て
、
寒
さ
は
一
段
と
き
び
し
く
、
雷
光
が
ひ
ら
め
き
、
雷
鳴
が
心
を
不
安

に
お
と
し
い
れ
る
。

し
か
し
、
あ
と
少
な
く
と
も
ニ
ピ
ッ
チ
、
ど
う
し
て
も
今
日
中
に
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
垂
壁
が
残
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
明
日
に
な
る
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と
、
こ
の
水
の
流
れ
る
垂
壁
は
凍
り
つ
い
て
、
全
く
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う

も
な
く
な
る
の
は
、
日
に
み
え
て
い
る
の
だ
か
ら
。
六
級
の
か
ぶ
り
気
味

の
垂
壁
か
ら
、
ク
ラ
ッ
ク
ヘ
向
か
っ
て
伊
佐
が
登
り
始
め
る
。
濡
れ
た
垂

壁
は
ぬ
る
ぬ
る
と
滑
っ
て
、
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
嵐
も

一

段
と
勢
い
を
増
し
、
重
た
い
雪
を
ま
じ
え
て
、
た
た
き
つ
け
て
く
る
。
六

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
登
っ
て
、
全
く
突
然
、
墜
落
し
て
し
ま
っ
た
。
嵐
は
ま
す

ま
す
激
し
く
、
雷
光
は
近
く
を
引
き
裂
き
、
雨
ま
じ
り
の
雪
は
、
こ
れ
で

も
か
と
ば
か
り
に
我
々
を
叩
き
つ
け
る
。濡
れ
て
凍
り
は
じ
め
た
衣
服
に
、

身
体
は
こ
わ
ば
り
、
手
が
か
じ
か
ん
で
い
く
。
こ
う
な
っ
て
は
、
ど
う
し

よ
う
も
な
い
。
嵐
を
や
り
す
ご
す
し
か
あ
る
ま
い
。
ピ
ッ
ケ
ル
を

ふ

る

い
、
二
人
の
立
て
る
場
所
を
切
り
取
っ
て
、
金
具
類
は
す
べ
て
離
れ
た
岩

壁
に
と
め
、
早
々
に
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ
る
。
テ
レ
イ
と
ラ
シ
ュ
ナ
ル
が
嵐

に
逢
い
、
中
央
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
ヘ
と
エ
ス
ケ
ー
プ

し
た
同

じ
地
点
で
あ

る
。嵐

は
三
時
間
ほ
ど
で
遠
ざ
か
っ
た
。
重
く
る
し
い
時
の
歩
み
だ
っ
た
。

凍
り
つ
か
な
い
う
ち
に
と
直
ち
に
垂
壁
を
越
え
、
辛
い
斜
上
気
味
の
壁
を

終
え
る
と
、
よ
う
や
く
稜
の
上
に
出
た
。
こ
こ
か
ら
ウ
オ
ー
カ
ー
稜
は
、

本
来
の
稜
の
形
を
と
つ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
三
日
ぶ
り
で
初
め
て
、
垂
直
で

な
い
岩
の
上
に
で
た
の
だ
。
濡
れ
た
身
体
に
稜
上
の
風
は
冷
た
く
、
周
辺

は
乳
白
色
の
ガ
ス
に
包
ま
れ
、
ま
た
雪
が
降
り
だ
し
て
き
た
。
東
側
の
風

を
よ
け
た
恰
好
の
テ
ラ
ス
に
ビ
バ
ー
ク
す
る
。

八
月

一
六
日
―
雪
の
ち
曇
の
ち
風
雪
―

ビ
バ
ー
ク
地

（八

・
三
〇
）
―
三
角
形
の
万
年
雪
の
下

（
一
八
・〇
〇
）

ル
ー
ト
図
に
よ
る
と
、
こ
れ
か
ら
先
は
傾
斜
も
落
ち
て
易
し
く
な
る
と

い
う
。
今
日
中
に
な
ん
と
か
頂
上
ま
で
も
と
気
を
ふ
る
い
立
た
せ
て
ツ
ェ

ル
ト
を
た
た
む
。
濃
い
霧
が
周
辺
を
お
お
い
、
時
々
、
思
い
だ
し
た
よ
う

に
雪
が
降
っ
て
き
た
。

霧
の
中
か
ら
み
る
ウ
ォ
ー
カ
ー
稜
は
、
昨
日
来
の
風
雪
と
寒
気
に
す
っ

か
り
雪
と
ベ
ル
グ
ラ
に
お
お
わ
れ
、
冬
の
形
相
だ
っ
た
。
寒
さ
と
氷
の
た

め
、
三
―
四
級
の
岩
稜
の
登
り
に
、
時
間
は
ど
ん
ど
ん
過
ぎ
、
登
攀
は
遅

遅
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
天
気
が
好
く
、
乾
い
た
岩
な
ら
快
適
で
簡
単
だ

ろ
う
と
思
う
も
、
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
、
雪
や
氷
を
落
し
な
が
ら
、
や
や
も

す
れ
ば
見
失
い
が
ち
な
ル
ー
ト
を
た
ど
る
の
は
、
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な

い
。
第

一
、
こ
の
岩
壁
で
は
容
易
な
登
攀
は
皆
無
と
み
て
よ
い
の
だ
。

神
経
を
す
り
減
ら
し
、
ツ
ァ
ッ
ケ

一
本
に
全
体
重
を
か
け
、
ハ
ー
ケ
ン

を
連
打
し
て
の
果
て
し
な
い
登
攀
が
続
く
。
ど
こ
を
、
ど
う
登
っ
て
い
る

の
か
、
さ
っ
ば
り
見
当
も
つ
か
な
い
濃
い
霧
の
中
に
、
時
々
、
中
央
ク
ー

ロ
ワ
ー
ル
か
ら
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
ｏ
ク
ロ
・
ピ
ー
ク
の
フ
ラ
ン
ケ
に
か
け
て

の
岩
肌
が
物
凄
い
形
相
を
も
っ
て
迫
っ
て
く
る
。ウ
ォ
ー
カ
ー
の
上
部
も
、

あ
ん
な
状
態
な
の
だ
ろ
う
か
…
…
。
考
え
て
も
始
ま
る
ま
い
。
骰
子
は
投

じ
ら
れ
た
の
だ
。
下
降
は
不
可
能
で
あ
る
。
唯
、
登
る
こ
と
、
こ
の
登
る

一
歩

一
歩
が
生

へ
と
通
じ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
，

ホ
ー
ル
ド
も
な
い
ス
ラ
ブ
に
ツ
メ
を
た
て
、
氷
と
共
に
滑
り
落
ち
、
屋

根
状
の
ク
ラ
ッ
ク
の
登
攀
に
ゆ
き
く
れ
て
途
方
に
く
れ
、
よ
う
や
く
の
思
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い
で
ミ
ュ
ー
ラ
ー

●
リ
ス
に
か
か
る
。
空
中
に
向
か
っ
て
張
り
出
し
た
庇

の
ス
ラ
ブ
は
、
氷
が
厚
く
は
り
つ
い
て
、
リ
ス
を
露
出
さ
せ
る
の
に
時
間

が
か
か
る
。
の
ぞ
き
こ
む
庇
の
下
は
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
ス
ラ
ブ
の

連
ら
な
り
と
、
レ
シ
ョ
氷
河
の
雪
で
あ
る
。
ス
ラ
ブ
の
奥
に
く
い
こ
ん
だ

リ
ス
に
そ
い
、
ハ
ー
ケ
ン
を
連
打
し
て
斜
上
し
、
陰
惨
な
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル

を
ぬ
け
出
る
と
、
三
角
形
の
万
年
雪
の
下
に
達
し
た
。
強
い
風
が
雪
と
岩

を
伴
っ
て
、
横
な
ぐ
り
に
吹
き
荒
れ
、
寒
さ
は
き
び
し
く
、
夕
闇
が
い
つ

の
ま
に
か
し
の
び
よ
っ
て
い
た
。

四
千
メ
ー
ト
ル
に
近
い
吹
き
さ
ら
し
の
尾
根
に
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ
る
。

食
糧
は
乏
し
く
、
先
の
見
通
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
食
い
延
ば
し

を
始
め
た
。
ス
ー
プ
に
ア
ル
フ
ァ
米
の
お
か
ゆ
。
明
日
の
こ
と
を
考
え
る

と
気
が
め
い
る
。
果
た
し
て
天
候
は
回
復
す
る
だ
ろ
う
か
、
ル
ー
ト
は
み

つ
か
る
だ
ろ
う
か
…
…
。

八
月

一
七
日
―
風
雪
の
ち
曇
―

ビ
バ
ー
ク
地

（
八

・
四
〇
）
―
ト
ラ
バ
ー
ス
地
点

（
一
二
ｏ
Ｏ
Ｏ
）
―

ウ
オ
ー
カ
ー

・
ピ
ー
ク

（
一
六

・
三
〇
）
―
ビ
バ
ー
ク
地

（
一
七
・
○

○
）
何
と
か
晴
杢
を
…
…
と
い
う
祈
り
も
杢
し
く
、
冷
た
い
風
が
雪
を
交
え

て
吹
き
つ
け
て
い
た
。
し
か
し
停
滞
は
許
さ
れ
な
い
。
濃
い
ガ
ス
の
切
れ

間
に
、
万
年
雪
か
ら
上
部

へ
の
自
と
黒
の
マ
ダ
ラ
模
様
の
暗
い
岩
壁
が
、

立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。
あ
れ
を
越
え
れ
ば
頂
上
は
間
近
だ
。
余
す
と
こ

ろ
三
百
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
ま
い
。
う
ま
く
い
け
ば
、
今
日
中
に
イ
タ
リ
ヤ

に
降
り
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
期
待
を
か
け
て
、
石
井
が
陰
惨
な
ガ
リ
ー
か
ら
チ
ム
ニ
ー

ヘ
と
登
っ
て
い
く
。
も
ろ
い
不
安
定
な
壁
だ
が
、
ル
ー
ト
は
は
っ
き
り
し

て
お
り
、
残
置

ハ
ー
ケ
ン
も
日
に
み
え
て
多
く
な
っ
て
き
た
。
終
末
は
近

い
。
な
ぜ
な
ら
、
誰
も
命
の
綱
と
な
る
べ
き

ハ
ー
ケ
ン
を
、
抜
か
な
い
で

置
い
て
ゆ
き
は
し
な
い
の
だ
か
ら
…
…
。
ま
っ
す
ぐ
の
び
た
ガ
リ
ー
か
ら

右
手

へ
と
、
乾
い
て
い
れ
ば
豪
快
だ
ろ
う
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
水
平
な
ト
ラ

バ
ー
ス
を
済
ま
せ
、
い
や
ら
し
い
氷
の
ガ
リ
ー
を
登

る
と
悪
場
は
終

っ

た
。
あ
と
は
ガ
ラ
ガ
ラ
し
た
岩
稜
を
、
忠
実
に
つ
め
れ
ば
良
い
の
だ
。

霧
の
切
れ
間
に
ウ
ォ
ー
カ
ー
か
ら
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ク
ロ
ヘ
か
け
て
の
稜

線
が
み
え
る
。
間
違
い
な
く
頂
上
は
我
々
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
。
我
々
の

も
の
な
の
だ
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
先
の
氷
の
は
り
つ
い
た
砕
け
た
岩
稜
も
意
外
に
悪

く
、
果
て
し
な
か
っ
た
。　
一
六
時
三
〇
分
、
ウ
オ
ー
カ
ー
頂
上
の
雪
庇
に

つ
き
あ
た
っ
た
時
は
、
正
直
い
っ
て
、
感
激
は
な
か
っ
た
。
我
々
は
義
務

を
果
す
か
の
よ
う
に
、
雪
庇
の
下
の
岩
壁
に
、
日
本
か
ら
持
参
し
た
記
念

ハ
ー
ケ
ン
を
打
ち
こ
み
、
会
旗

（独
標
登
高
会
）
を
し
ば
り
つ
け
て
握
手
を

し
た
。
雪
庇
を
越
え
た
頂
上
は
、
広
い
雪
の
連
ら
な
り
だ
っ
た
。
終

っ
た

の
だ
。
五
日
間
に
わ
た
る
、
我
々
の
も
っ
と
も
激
し
く
辛
か
っ
た
登
攀

は
、
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。
降
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
み
お
ろ
す
イ
タ
リ

ヤ
側
も
深
い
ガ
ス
だ
っ
た
。
事
故
で
も
起
し
て
は
と
、
頂
上
か
ら
少
し
下

っ
た
岩
稜
に
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ
る
。
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八
月

一
八
日
―
曇
の
ち
晴
の
ち
雪
―

ビ
バ
ー
ク
地

（
一
〇

・
○
○
）
―
ジ

ョ
ラ
ス
の
小
屋

（
一
七
・
四
〇
）

ガ
ス
の
切
れ
る
の
を
待
っ
て
、
六
十
度
を
越
す
氷
壁
を
く
だ
り
、
岩
壁

は
懸
垂
を
く
り
返
し
た
。
今
に
も
音
を
た
て
て
崩
れ
そ
う
な
、
セ
ラ
ッ
ク

の
下
の
通
過
に
肝
を
冷
や
し
、
深
い
ク
レ
バ
ス
を
跳
び
こ
え
な
が
ら
ジ
ョ

ラ
ス
の
小
屋
に
つ
い
た
時
は
、　
一
時
晴
れ
上
り
そ
う
に
み
え
た
空
か
ら
、

細
い
雨
が
降
り
始
め
て
い
た
。

こ
う
し
て
、　
一
つ
の
山
は
終
っ
た
。

ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
ウ
ォ
ｌ
ヵ
ｌ
稜
の
登
攀
は
、
実
際
に
い
ち
じ

る
し
く
危
険
と
困
難
を
含
ん
だ
、
辛
く
果

て
し
な

い
登
攀
だ
っ
た
。
こ

れ
が
平
年
の
状
態
に
お
け
る
北
壁
だ
っ
た
ら
、
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
苦
し
ま

な
く
て
済
ん
だ
か
も
知
れ
な
い
が
、
我
々
が
と
り
つ
い
た
当
時

の
北

壁

は
、
常
軌
を
逸
し
て
い
た
。
先
駆
者
が
駆
け
る
よ
う
に
し
て
通
り
す
ぎ
た

と
い
わ
れ
る
、
名
も
な
い
三
―
四
級
の
岩
壁
に
お
い
て
、
我
々
が
直
面
し

た
の
は
、
び
っ
し
り
と
氷
化
し
た
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
で
あ
り
、
ク
ラ
ッ
ク
で

あ
り
、
薄
氷
を
踏
む
よ
う
な
、
き
わ
ど
い
ト
ラ
バ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
ル
ー

ト
図
で
は
、
三
―
四
級
の
容
易
な
登
攀
と
し
か
書
い
て
な
い
こ
れ
ら
の
ル

ー
ト
こ
そ
、
我
々
が
ウ
オ
ー
カ
ー
に
お
い
て
も
っ
と
も
い
や
ら
し
く
、
も

っ
と
も
手
こ
ず
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
雪
の
少
な
い
普
通
の
状
態
で
の
登
攀
だ
っ
た
ら
、
こ
れ
ら
の
三

―
四
級
の
登
攀
は
、
楽
し
く
、
快
適
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
三
―

四
級
の
場
所
に
比
べ
れ
ば
、
垂
直
や

ハ
ン
グ
し
た
六
級
の
岩
は
、
氷
が
な

い
と
い
う
だ
け
で
、
ど
ん
な
に
か
我
々
に
安
息
感
を
抱
か
し
め
た

こ
と

か
。
当
時
の
北
壁
に
お
け
る
状
態
は
、
超
六
級
と
い
わ
れ
る
著
名
な
レ
ビ

ュ
フ
ァ
ｏ
ク
ラ
ッ
ク
や
七
五
メ
ー
ト
ル
の
凹
角
、
灰
色
の
ツ
ル
ム
以
外
の

す
べ
て
の
場
所
が
、
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
て
の
登
攀
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起

し
て
も
ら
い
た
い
。
氷
を
叩
き
落
し
、
打
ち
こ
ん
だ
ハ
ー
ケ
ン
の
僅
か

一

〇
―
二
〇
セ
ン
チ
の
氷
の
下
に
が
っ
し
り
と
効
い
た
残
置

ハ
ー
ケ
ン
が
あ

る
と
い
う
皮
肉
な
め
ぐ
り
合
わ
せ
に
、
何
度
い
き
あ
っ
た
こ
と
か
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
我
々
は
先
駆
者
の
多
く
が
味
わ
っ
た
よ
う
な
、

血
の
ツ
バ
を
吐
く
思
い
の
咽
の
乾
き
を
経
験
せ
ず
に
す
ん
だ
し
、
望
外
の

幸
い
に
は
、
憧
れ
の
岩
壁
に
五
日
間
も
の
長
期
間
を
過
ご
す
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
最
悪
の
気
候
と
い
わ
れ
た
昨
年
、
や
は
り
こ
の
北
壁
に
五

日
間
を
費
し
て
登
り
切
っ
た
、唯

一
の
パ
ー
テ
ィ
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
人
も
、

恐
ら
く
は
同
じ
状
態
に
遭
遇
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
今
年
の

ジ
ョ
ラ
ス
に
お
い
て
も
、
我
々
の
登
攀
が
最
初
に
し
て
最
後
の
も
の
と
な

っ
た
。

二
日
後
、
シ
ャ
モ
ニ
ー
を
あ
と
に
我
々
は
帰
国
の
旅
に
つ
い
た
。
い
ま

一
日
、
ジ
ョ
ラ
ス
を
見
た
か
っ
た
が
、
無
理
な
天
候
だ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
で
良

か

っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
ジ
ョ
ラ
ス
の
北
壁
は
辛
く
、
荒

荒
し
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
な
お
激
し
く
我
々
の
胸
の
中
に
あ
る
の
だ
か

りヽ
‥
‥
‥
。

グランド・ジョラス北壁
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コ
ー
・
イ
・
バ
ン
ダ
コ
ー
ル
登
頂

板
　
橋

　
一九
　

一

計

東
北
学
院
大
学
山
岳
会
は
、長
い
間
の
念
願
で
あ
っ
た
海
外
登
山
を
、ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
中
央
ヒ
ン
ズ
ｌ

ｏ
ク
シ
ュ
山
脈
の
最
高
峰
、
コ
ｌ
ｏイ
・

バ
ン
ダ
コ
ー
ル

（
六
八
四
三
メ
ー
ト
ル
）
の
登
頂
で
果
た
し
た
。
こ
の
計
画

は
、　
一
九
六
六
年
が
本
学
院
創
立
八
十
周
年
に
当
た
り
記
念
事
業
の
一
つ

と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
会
と
し
て
は
初
の
海
外
登
山

で
も
あ
り
、
万
全
を
期
す
る
こ
と
に
し
、
一
九
六
五
年
四
月
初
旬
、会
員
の

松
倉
和
義
と
四
方
田
靖
の
両
名
を
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
派
し
調
査
に
当

て
た
。
両
名
は
中
央
ヒ
ン
ズ
ー

・
ク
シ
ュ
の
ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
と
西
ヒ

ン
ズ
ｌ

ｏ
ク
シ
ュ
の
シ
ャ
ー

・
フ
ラ
デ
ー
を
夫
々
試
登
し
、　
一
方
ワ
ハ
ン

谷
、
東
ヒ
ン
ズ
ー

・
ク
シ
ュ
入
域
に
つ
い
て
関
係
方
面

へ
交
渉
し
た
が
、

う
ま
く
い
か
ず
、
近
い
将
来
も
こ
の
方
面
の
入
山
は
極
め
て
困
難
で
あ
る

と
い
う
情
報
を
も
っ
て
、
三
ヵ
月
間
に
わ
た
る
調
査
を
終
っ
て
帰
国
し
た
。

会
と
し
て
は
、
こ
の
調
査
結
果
に
も
と
ず
い
て
検
討
し
、
コ
ー

・
イ

・

バ
‐
ン
ダ
コ
ー
ル
に
決
定
し
た
。
こ
の
山
は
、　
一
九
六
〇
年
と
六
三
年
に
ド

イ
ツ
隊
に
よ
っ
て
登
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
隊
と
し
て
は
名
古
屋
大
隊
が

一
九
六
四
年
に
試
み
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
な
お
コ
ー

・
イ

・
モ
ン
デ
ィ

登
山
の
帰
路
、
大
分
隊
が
山
麓
を
通
っ
て
い
る
。

さ
て
隊
員
で
あ
る
が
、
こ
の
際
で
き
る
だ
け
多
く
の
海
外
登
山
の
経
験

者
を
つ
く
り
、将
来
の
会
の
発
展
に
備
え
る
こ
と
と
し
、多
少
人
員
は
多
く

な
っ
た
が
、
現
役
三
名
を
含
む
次
の
十

一
名
が
選
考
さ
れ
た
。　
一
九
六
五

年
秋
か
ら
本
格
的
な
準
備
に
入
る
。
隊
員
の
う
ち
医
師
は
、
本
会
の
特
別

会
員
で
あ
る
仙
台
市
立
病
院
小
児
科
長
の
加
藤
博
士
に
要
請
し
た
と
こ
ろ

快
諾
を
得
、
隊
員
の
健
康
管
理
は
勿
論
、
現
地
民
の
診
療
に
も
で
き
る
■

り
当
た
る
こ
と
に
し
た
。

一
（
四
〇
歳
）

男

（
三

一
歳
）

義

（
二
九
歳
）

靖

（
二
八
歳
）

也

（
二
八
歳
）

朗

（
二
七
歳
）

繁

（
二
五
歳
）

士心
　（
一
一一一言箭朕）

男

（
二
一
歳
）

隊 冨」 隊
隊
員 長 長

黒 佐 入 佐 寺 四 松 佐 板

瀬 藤 加 木 島 ガ 倉 木 橋
員   田

公 武  節 公  和 郁 元
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コー・イ・バンダコール登頂

佐
　
一謄
　
　
弘

（
一
九
歳
）

医
　
師

　

加
　
一膝

義
　
明

（
四
一
歳
）

装
備
は
特
別
な
も
の
は
用
意
は
し
な
か

っ
た
が
、
岩
登
り
が
要
求
さ
れ

る
だ
ろ
う
と
い
う
想
定
か
ら
、
こ
れ
に
要
す
る
登
攀
用
具
に
は
意
を
用
い

た
。
食
糧
は
登
山
行
動
中
は
日
本
か
ら
も

っ
て
行
く
こ
と
に
し
、
キ
ャ
ラ

バ
ン
中
は
現
地
に
お
い
て
調
達
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
ラ
イ
ト
バ
ー
ン

型
自
動
車
を
も

っ
て
行
く
計
画
を
立
て
、
カ
ラ
チ
陸
揚
げ
、
カ
ブ
ー
ル
ま

で
陸
送
し
、
比
較
的
自
動
車
を
利
用
で
き
る
こ
の
地
方
を
、
ひ
ろ
く
歩
く

こ
と
に
し
た
。

カ

　

プ

先
発
隊
と
し
て
松
倉
、
佐
々
木
（節
）、
入
賀
、
黒
瀬
の
四
名
は

一
九
六

六
年
五
月
二
十

一
日
羽
田
発
カ
ラ
チ
ヘ
向
か
う
。
本
隊
八
名
は
六
月
七
日

羽
田
発
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
を
経
て
カ
ブ
ー
ル
ヘ
。
こ
こ
で
カ
ラ
チ
班
と
合

流
す
る
こ
と
に
し
た
。
カ
ラ
チ
班
は
船
の
お
く
れ
な
ど
も
あ
り
、
カ
ブ
ー

ル
に
は
六
月
十
四
日
に
つ
い
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
、
ム

ル
タ
ン
、
ラ
フ
ル
ピ
ン
デ
ィ
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
、カ
イ
バ
ー
峠
を
越
え
て
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
入
る
。
暑
熱
の
旅
は
大
変
な
苦
労
だ
っ
た
。
河
北
新

報
社
の
佐
々
木
記
者
も
同
行
し
、
元
気
な
姿
を
見
せ
た
。

カ
ブ
ー
ル
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
首
都
で
人
口
三
十
万
と
い
わ
れ
、
市

の
中
心
部
は
ビ
ル
も
建
ち
、
道
も
舗
装
さ
れ
て
車
の
流
れ
も
多
い
。
し
か

し
、
み
る
べ
き
産
業
も
な
く
、
政
治
、
行
政
の
中
心
と
い
っ
た
感
じ
。
標

高

一
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
燥
の
地
に
あ
り
、
日
中
の
気
温
は
摂
氏
三
十

五
度
に
も
昇
る
が
、
湿
気
が
な
い
の
で
し
の
ぎ
易
く
、
朝
夕
は
日
本
の
秋

を
思
わ
せ
る
涼
し
さ
。
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
す
岩
山
が
市
を
東
西
に

わ
け
、
町
の
中
央
部
を
イ
ン
ダ
ス
の
上
流
カ
ブ
ー
ル
川
が
流
れ
て
い
る
。

緑
を
大
切
に
し
、
大
き
な
街
路
樹
、
公
園
と
手
入
れ
も
よ
く
、
処
々
に
み

ら
れ
る
回
教
寺
院
モ
ス
ク
と
と
も
に
、
古
く
か
ら
の
オ
ア
シ
ス
の
都
と
い

う
感
が
強
い
。
バ
ザ
ー
ル
は
品
物
は
少
な
い
が
、　
一
応
は
ほ
し
い
も
の
は

そ
ろ
え
ら
れ
る
。
少
々
不
衛
生
で
喧
喋
で
あ
る
。

空
輸
し
た
荷
を
受
取
る
こ
と
に
な
る
が
、
今
年
か
ら
食
料
品
に
対
し
関

税
を
か
け
る
と
い
う
。
ど
こ
か
の
登
山
隊
が
前
年
、
山
で
残
し
た
食
料
品

を
バ
ザ
ー
ル
で
売

っ
た
の
が
原
因
ら
し
い
。
わ
れ
わ
れ
も
予
想
外
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
七
八
〇
〇
ア
フ
ガ
ニ
（日
本
円
三
九
、
○
○
○
円
）
を
納
め
、
荷

は
十
九
日
う
け
と
る
。

食
料
品
の
購
入
、
ド
ル
交
換
、
入
山
許
可
手
続
き
等
で
隊
員
も
忙
が
し

い
。
ド
ル
を
現
地
通
貨
ア
フ
ガ
ニ
と
換
え
る
の
も
、
わ
ず
ら
わ
し
い
仕
事

だ
。
ド
ル
は
自
由
相
場
で
毎
日
変
わ
る
。
交
換
所
が
私
設
な
の
で
、　
一
度

に
何
百
ド
ル
と
い
う
高
額
の
、
し
か
も
小
銭
に
か
え
る
に
は
そ
の
能
力
が

な
く
、
ど
う
し
て
も
毎
日
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
交
換
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
に
、
破
れ
た
り
汚
れ
て
い
る
も
の
は
、
奥
地
で
は
通
用
し
な
い
と
い

う
の
で
、
こ
れ
を
よ
り
わ
け
て
中
央
銀
行
で
と
り
か
え
る
と

い
う

わ
け

だ
。
ド
ク
タ
ー
は
、
大
使
館
員
は
じ
め
十
数
人
の
在
留
邦
人
の
診
察
に
あ

た
っ
た
り
、
カ
ブ
ー
ル
で
は
必
ず
う
け
る
と
い
う
下
痢
の
続
出
で
大
忙
し
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で
あ
る
。
こ
の
間
、
休
日
な
ど
暇
を
見
つ
け
て
大
使
館
の
笹
島
書
記
官
の

案
内
を
う
け
、
カ
ブ
ー
ル
市
内
、
近
郊
の
名
所
旧
蹟
を
見
学
す
る
。
古
く

か
ら
の
や
き
も
の
の
村
、
イ
ス
タ
リ
フ
、
避
暑
地
と
し
て
賑
わ
う
ペ
ー
ダ

マ
ン
や
、
カ
ブ
ー
ル
博
物
館
、
オ
ー
レ
ル
ｏ
ス
タ
イ
ン
の
墓
な
ど
。

六
月
二
十
二
日
、
漸
く
入
山
許
可
が
お
り
る
。
カ
ブ
ー
ル
で
の
生
活
は

長
か
っ
た
が
、
こ
の
間
ア
フ
ガ
ン
人
と
も
接
し
、
言
葉
、
習
慣
な
ど
も
い

く
ら
か
理
解
で
き
た
し
、
気
候
、
食
事
に
も
慣
れ
、
こ
の
程
度
の
滞
在
は

山
に
入
る
前
に
は
、
む
し
ろ
必
要
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

山
に
入
る
コ
ー
ス
は
二
つ
程
考
え
ら
れ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
パ
ン
ジ

シ
ー
ル
川
を
遡
り
、
ア
ン
ジ

ュ
マ
ン
峠
越
え
を

と

る

こ
と
に
し
た
。
カ

ブ
ー
ル
か
ら
約
百
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
の
ダ
シ
ト

ｏ
レ
ワ
ー
ト
ま
で
は

自
動
車
が
入
る
。
小
型
車
で
も
行
け
る
と
い
う
が
、
増
水
期
で
駄
日
と
い

う
情
報
も
あ
り
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
ま
ず
先
発
と
し
て
隊
の
車
を
利
用

し
て
偵
察
す
る
と
同
時
に
、
ル
ハ
、
ゼ
ネ
で
の
入
域
許
可
手
続
き
と
、
馬

の
調
達
に
当
た
る
こ
と
に
し
た
。

二
十
三
日
、
松
倉
、
四
方
田
、
寺
島
、
佐
々
木

（節
）、　
入
賀
、
黒
瀬

の
六
名
は
、
若
干
の
荷
と
共
に
カ
ブ
ー
ル
を
出
発
し
た
。
約
百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
入
っ
た
ル
ハ
で
入
域
の
許
可
を
と
り
、
警
察
官
が

一
人
つ
く
。
入
域

に
つ
い
て
は
、
内
務
省
で
許
可
は
も
ら
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
自
由
に

行
動
は
で
き
ず
、
各
地
方
官
署
で
改
め
て
、
そ
の
地
方
に
入
る
た
め
の
許

可
書
が
必
要
な
仕
組
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
間
も
な
く

の
と

こ
ろ

で
、
パ
ン
ジ
シ
ー
ル
の
濁
流
が
道
路
ま
で
あ
ふ
れ
、
大
型
車
で
な
け
れ
ば

徒
渉
不
可
能
と
な
っ
た
。
四
方
田
と
黒
瀬
は
す
ぐ
カ
ブ

ー

ル
に
引
き
返

し
、
他
は
河
原
に
テ
ン
ト
を
張
る
。
ダ
シ
ト

ｏ
レ
ワ
ー
ト
方
面
へ
行
く
現

地
人
に
、
馬
の
調
達
を
依
頼
す
る
。

二
十
五
日
、
カ
ブ
ー
ル
の
本
隊
は
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
バ

ス
で
午
前
五

時
、
ア
リ
ア
ナ
ホ
テ
ル
に
し
ば
し
の
別
れ
を
つ
げ
る
。
運
転
手
は
無
断
で

客
を
拾

っ
て
は
屋
根
に
乗
せ
て
い
く
。
そ
の
う
ち
に
、
屋
根
上
が
満
員
に

な
る
と
車
の
中
ま
で
入
っ
て
く
る
。
カ
ブ
ー
ル
か
ら
七
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

程
北
の
チ
ャ
リ
カ
ー
ル
ヘ
。
こ
こ
か
ら
別
れ
て
パ
ン
ジ
シ
ー
ル
川
沿
い
に

登
る
。
チ
ャ
リ
カ
ー
ル
ま
で
は
快
適
な
舗
装
道
路
だ
が
、
あ
と
は
大
変
悪

い
道
と
な
る
。
オ
ン
ボ
ロ
バ
ス
な
の
で
、
道
が
悪
く
な
る
と
今
に
も
バ
ス

の
屋
根
が
落
ち
そ
う
に
な
る
。
途
中
二
ヶ
所
程
道
普
請
を
し
て
進
む
。
ル

ハ
で
先
発
隊
を
収
容
し
、
ゼ
ネ

ヘ
。
こ
こ
で
は
、
ル
ハ
で
許
可
を
う
け
た

と
同
じ
よ
う
に
手
続
き
を
と
り
、
警
官
も
交
代
す
る
。
こ
こ
の
役
人
は
前

年
の
調
査
隊
員
の
松
倉
、
四
方
田
を
知

っ
て
お
り
、
手
続
き
は
円
滑
に
す

み
、
い
よ
い
よ
ダ
シ
ト

ｏ
レ
ワ
ー
ト
ヘ
。
夕
方
六
時
無
事
到
着
。
村
で
は

先
発
隊
の
前
宣
伝
で
、
す
で
に
わ
れ
わ
れ
の
来
村
が
わ
か
っ
て
お
り
、
村

の
入
口
で
は
、
英
語
が
幾
ら
か
話
せ
る
ア
ブ
ド
ラ

・
ハ
ー
ク
と
い
う
男
が

迎
え
て
く
れ
る
。
た
び
た
び
登
山
隊
が
訪
れ
る
た
め
か
、
思
い
の
外
手
ま

わ
し
が
よ
い
よ
う
だ
。
馬
の
方
も
心
配
な
い
ら
し
い
。
ア
ブ
ド
ラ

・
ハ
ー

ク
は
、
政
府
発
行
の
も
の
だ
と
い
う
身
分
証
明
書
を
わ
れ

わ
れ

に
示
し

キ

ヤ

フ

バ

ン
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て
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
相
談
に
の
る
と
い
う
。
大
き
な
声
を
張
り
上
げ
、
荷

の
整
頓
や
、
集
ま
っ
て
来
た
部
落
民
の
整
理
に
あ
た

る
。　
一
段
落
す
る

と
、
馬
の
こ
と
、
人
夫
の
こ
と
、
食
料
品
買
入
れ
等
、
テ
キ
パ
キ
と
定
め

て
く
れ
る
。
彼
は
四
十
五
歳
で
、
カ
ブ
ー
ル
に
は
ド
イ
ツ
人
の
第
二
夫
人

が
い
て
、
毛
皮
等
の
商
売
を
し
て
い
る
と
い
う
。
馬
の
荷
は

一
頭
七
十
キ

ロ
グ
ラ
ム
が
、
政
府
で
定
め
た
重
さ
と
い
う
。
従

っ
て
わ
れ
わ
れ
の
一
ｏ

五
ト
ン
の
荷
に
は
二
十
頭
必
要
だ
。
そ
れ
に
隊
員
の
乗
用
な
い
し
予
備
と

し
て
三
頭
、
計
二
十
三
頭
を
契
約
す
る
。
人
夫
は
馬

一
頭
に

一
人
と
し
、

外
に
ア
ブ
ド
ラ

・
ハ
ー
ク
と
そ
の
弟
ア
ツ
サ
ン
が
キ
ャ
ラ
バ

ン
に
加
わ

る
。
こ
の
二
名
分
の
賃
金
は
い
ら
な
い
、
日
本
隊
に
サ
ー
ビ
ス
す
る
と
い

二
十
六
日
、
午
前
六
時
頃
か
ら
、
三
々
五
々
馬
を
つ
れ
た
人
夫
が
集
ま

っ
て
く
る
。
中
に
は
前
年
ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
に
登
ら
れ
た

一
橋
隊
の
サ

イ
ン
を
も
っ
て
、
是
非
雇

っ
て
く
れ
と
申
し
込
ん
で
来
る
者
も
あ
っ
た
。

荷
を
分
け
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、
出
発
は
九
時
す
ぎ
と
な
る
。
ア
ブ
ド

ラ

・
ハ
ー
ク
は
朝
早
く
か
ら
張
り
切
っ
て
動
き
ま
わ
っ
て

い
る
。　
そ
し

て
、
わ
れ
わ
れ
に
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
。
人
夫
達
は
ず
る

い
か
ら
注
意
す
る
こ
と
。
タ
バ
コ
な
ど
品
物
は
絶
対
や
ら
な
い
こ
と
。
そ

う
で
な
い
と
、
山
に
入
る
前
に
裸
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
。
ア
ラ
ブ
回

教
団
で
の
悪
名
高
い

「
バ
ク
シ
イ
シ
イ
」

（物
乞
い
）
の
こ
と
だ
。
ま
た
、

こ
の
奥
に
は
悪
い
や
つ
が
い
る
か
ら
追
い
払
う
た
め
と
、
ア
ウ

（
カ
モ
シ

カ
の
一
種
）
を
獲

っ
て
御
馳
走
す
る
と
い

っ
て
、　
ア
メ
リ
カ
製
ピ
ス
ト
ル

と
ド
イ
ツ
製
の
猟
銃
を
披
露
し
て
く
れ
る
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
ま
ず
パ
ン
ジ
シ
ー
ル
川
を
ア
ン
ジ

ュ
マ
ン
峠
ま
で
遡

る
こ
と
に
な
る
。

二
十
七
日
、
ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
の
登
山
基
地
コ
ー
ジ
ョ
ン
を
通
過
す

る
。
前
年
調
査
隊
員
の
松
倉
、
四
方
田
が
部
落
民
に
歓
迎
さ
れ
る
。
鶏
と

卵
、
そ
れ
に
現
地
民
の
主
食
ノ
ン
の
原
料
で
あ
る
小
麦
粉
を
買
う
。
部
落

に
入
る
と
必
ず
病
人
が
ま
っ
て
い
る
。
ド
ク
タ
ー
は
多
忙
だ
。
医
薬
品
関

係
は
約
四
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
も

っ
て
き
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
医
療
に
見
放

さ
れ
た
地
方
の
現
地
民
を
み
て
や
り
た
い
と
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
加
藤
は

熱
心
に
診
療
に
当
た
る
。

二
十
九
日
、
明
日
の
ア
ン
ジ

ユ
マ
ン
越
え
に
備
え
て
、
行
動
は
午
前
中

で
切
り
上
げ
る
。
広
々
と
し
た
草
原
に
テ
ン
ト
を
張
る
。
す
ぐ
近
く
に
は

遊
牧
民
の
真
黒
い
テ
ン
ト
が
見
ら
れ
た
。
ら
く
だ
が
七
、
八
頭
の
ん
び
り

と
草
を
食
ん
で
い
た
。
山
の
方
に
は
三
百
な
い
し
三
百
程
の
羊
が
群
れ
て

い
た
。
板
橋
と
入
賀
は
、
す
ぐ
日
前
に
そ
ば
立
つ
雪
の
峰
に
登
る
。
約
二

時
間
程
で
日
ざ
す
頂
上
に
達
す
る
。
高
さ
は
四
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
だ
ろ

う
か
。
頭
痛
が
し
、
動
き
が
に
ぶ
く
な
る
。
頂
上
か
ら
は
五
千
メ
ー
ト
ル

級
の
ヌ
リ
ス
タ
ン
の
山
な
み
が
み
ら
れ
、
登
高
欲
を
そ
そ
る
。
人
夫
の
話

で
は
、
す
で
に
ド
イ
ツ
隊
が
入
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
夕
食
は
明
日
に
備

え
て
羊

一
頭
九
百
ア
フ
ガ
ニ
（
日
本
円
四
五
〇
〇
円
）
で
買
い
、
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
料
理
と
す
る
。

三
十
日
、
待
望
の
ア
ン
ジ

ユ
マ
ン
峠
を
越
え
る
。
四
三
二
五
メ
ー
ト
ル
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の
こ
の
峠
は
、
イ
ン
ダ
ス
川
に
そ
そ
ぐ
バ
ン
ジ
シ
ー
ル
川
と
、
中
央
ア
ジ

ア
、
ア
ラ
ル
海
へ
入
る
ア
ン
ジ

ユ
マ
ン
川
の
分
水
界
と
な
っ
て
い
る
。

午
前
二
時
起
床
、
四
時
出
発
。
雪
の
堅
い
、
朝
の
早
い
う
ち
に
峠
を
越

え
な
い
と
、
馬
は
通
れ
な
い
と
い
う
。
そ
れ
で
も
馬
は
足
を
と
ら
れ
、
或

い
は
ふ
み
抜
い
て
大
変
な
難
行
だ
。
峠
に
は
七
時
に
着
く
。
コ
ー

・
イ

。

バ
ン
ダ

コ
ー
ル
が
初
め
て
わ
れ
わ
れ
の
日
の
前
に
あ
っ
た
。
雪
で
お
お
わ

れ
た

一
連
の
山
脈
の
中
に

一
き
わ
ぬ
き
ん
で
た
姿
は
、
さ
す
が
中
央
ヒ
ン

ズ
ー

・
ク
シ
ュ
の
最
高
峰
に
ふ
さ
わ
し
い
。
気
の
引
き
し
ま
る
の
を
覚
え

た
。
高
度
の
影
響
で
頭
が
重
い
。
そ
れ
に
寒
い
の
で
早
々
に
下
り
に
か
か

る
。
急
坂
で
悪
場
の
連
続
。
人
も
馬
も
疲
れ
切
っ
て
ア
ン
ジ

ユ
マ
ン
川
の

流
れ
に
立
っ
た
。バ
ン
ダ

コ
ー
ル
の
見
え
る
草
原
に
テ
ン
ト
を
設
営
。峠
の

こ
ち
ら
側
に
は
マ
ス
が
お
り
、
人
夫
の
話
で
は
カ
ブ
ー
ル
の
高
官
も
釣
り

に
あ
ら
わ
れ
、
と
き
に
は
大
人
の
腕
位
の
大
き
な
も
の
も
釣
れ

る
と

い

う
。
わ
れ
わ
れ
は
大
き
い
の
は
駄
目
だ
っ
た
が
、百
匹
近
く
釣
り
上
げ
る
。

七
月
一日
、
休
養
日
と
し
、
隊
員
は
洗
燿
を
し
た
り
荷
の整
理
に
あ
た

額
　
る
。
こ
の夜
、
十
時
頃
テ
ント
の外
が
に
わ
か
に
騒
々
し
く
な
る
。
テ
ン

ツ
　
ト
か
ら
顔
を
出
す
と
、
アブ
ド
ラ
・
ハー
ク
が
「ス
リ
ー
プ
」
と
叫
ぶ
。

ダ
　
月
光
のも
と
、
鉄
砲
を
構
え
、
何
事
か
盛
ん
に
言
い合
って
い
る
。
わ
れ

ル
　
わ
れ
の
キ
ャラ
バ
ンを
、
四
名
の原
住
民
が
襲
った
も
の
ら
し
い
。
こ
の

イ
　
対
決
も
十
二
時
す
ぎ
話
が
つ
い
た
の
か
、
或
い
は
多
勢
に
無
勢
で
追
い
返

一
　

さ
れ
た
の
か
、
四
人
は
去

っ
て
行

っ
た
。
次
の
日
人
夫
に
聞
い
て
み
る
と

コ
　

「旦
那
方
の
荷
物
を
奪
い
に
来
た
盗
人
で
、
追

っ
払

っ
た
」

と
い
う
。
事

実
は
わ
れ
わ
れ
の
荷
の
運
搬
仕
事
の
奪
い
合
い
ら
し
い
。
こ
の
国
で
は
ま

だ
ま
だ
部
落
、
部
族
の
対
立
や
、
地
方
間
の
縄
張
り
が
強
く
、
他
地
方
ま

で
稼
ぎ
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
、
容
易
で
な
い
ら
し
い
。
特
に
現
金
収
入

の
殆
ん
ど
な
い
奥
の
地
方
で
は
、
登
山
隊
の
仕
事
な
ど
は
恰
好
の
も
の
だ

ろ
う
。
後
日
に
な
る
が
、
い
ま
雇

っ
て
い
る
ダ
シ
ト

ｏ
レ
ワ
ー
ト
の
人
夫

も
、　
ロ
ボ
ー
ト
部
落
の
者
に
追
い
返
さ
れ
、
ま
た
ロ
ボ
ー
ト
の
人
夫
も
、

ア
ズ
ラ
ッ
ト
セ
ー
で
荷
を
と
り
返
さ
れ
た
と
い
う
事
件
か
ら
も
、
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
わ
れ
わ
れ
の
馬
が
、
遊
牧
民
の
放

っ
て
い
た
馬
の
群
に
ま
ぎ
れ
込

み
大
暴
走
を
し
、
こ
の
た
め
荷
の
一
部
を
ア
ン
ジ

ユ
マ
ン
川
に
失
い
、
ま

た
損
じ
た
り
す
る
事
故
が
あ
り
、
内
外
共
、
お
互

一
層
注
意
を
し
て
、
今

後
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

さ
て
何
事
も
な
く
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
進
み
、
ア
ン
ジ

ユ
マ
ン
村
で
は
村
長

さ
ん
か
ら
、
ノ
ン
と
お
茶
の
御
馳
走
を
う
け
る
。
こ
の
先
の
部
落
で
も
御

馳
走
に
な
っ
た
が
、
急
須
や
茶
碗
が
な
ん
と
メ
ー
ド

・
イ
ン
ｏ
ジ
ャ
パ
ン

な
の
に
は
驚
い
た
。

ア
ン
ジ

ユ
マ
ン
川
沿
い
に
道
は
あ
る
と
い
う
が
、
増
水
の
た
め
危
険
個

所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ウ
ェ
ツ
シ
テ
ー
か
ら
左
手
ク
フ
ジ
ャ
・
ム
ハ

メ
ッ
ド
山
群
に
入
り
こ
む
。
そ
し
て
三
千
メ
ー
ト
ル
前
後
の
峠
を
三
つ
、

二
日
が
か
り
で
越
え
、
再
び
ア
ン
ジ

ユ
マ
ン
川
に
で
る
。
こ
こ
は
ド
イ
ツ

隊
が

一
九
六
四
年
、
現
地
民
の
た
め
事
故
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
。　
　
　
　
　
２０３

四
日
、
イ
ス
カ
ゼ
ー
ル
を
経
て
、
ラ
ゼ
ー
ル
で
キ
ャ
ン
プ
。
ア
ン
ジ

ュ
　
く



マ
ン
川
は
こ
こ
で
ム
ン
ジ
ャ
ン
川
と
、
西
と
東
か
ら
合
流
し
、
ほ
ぼ
直
角

に
北
の
方
、
ジ

ェ
ル
ム
ヘ
と
流
れ
る
。
こ
の
交
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
大
き
な

湖
の
よ
う
で
、
流
れ
の
方
向
も
定
か
で
な
く

一
寸
と
ま
ど
う
。

五
日
、
ム
ン
ジ
ャ
ン
川
を
渡
り
、
ロ
ボ
ー
ト
に
つ
く
。
こ
こ
か
ら
シ
ャ

チ
川
を
遡
る
の
だ
。
部
落
の
外
れ
に
役
所
が
あ
り
、
警
官
が
十
人
程
住
み

込
ん
で
い
る
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
最
後
の
入
山
手
続
き
を
し
て
、
い
ょ
い
ょ
山

山
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
許
可
の
手
続
き
に
行

っ
た
ら
、
書
類
の
不
備

で
、
こ
れ
以
上
の
入
域
は
許
可
で
き
な
い
と
い
う
。
ゼ
ネ
の
役
人
が
入
域

は
ム
ン
ジ
ャ
ン
ま
で
と
し
て
、
山
の
名
を
書
か
な
か
っ
た
ら
し
い
。
内
務

省
発
行
の
許
可
書
は
ゼ
ネ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
ど
う
に
も
な
ら
な

い
。
幸
い
フ
ァ
イ
ザ
バ
ー
ド
か
ら
こ
こ
ま
で
電
話
が
通
じ
て
い
る
の
で
、

フ
ァ
イ
ザ
バ
ー
ド
を
中
継
し
て
カ
ブ
ー
ル
に
連
絡
し
て
も
ら
う
。
約
二
時

間
程
で
許
可
し
た
旨
の
確
認
を
う
け
る
。
ダ
シ
ト

・
レ
ワ
ー
ト

の
人
夫

は
、
こ
こ
で
ロ
ボ
ー
ト
の
も
の
と
交
代
と
な
る
。
使
い
な
れ
た
人
夫
を
、

し
か
も
も
う
少
し
と
い
う
と
こ
ろ
で
変
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
ち
ら
と
し
て

も
困
る
し
、
情
か
ら
み
て
も
何
と
も
後
味
の
よ
く
な
い
気
持
だ
っ
た
が
、

郷
に
入
っ
た
ら
郷
に
従
え
で
、
止
む
を
得
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
馬
も
人
夫

も
明
日
に
な
ら
な
い
と
集
め
ら
れ
な
い
の
で
、
今
日
の
行
動
は
ム
ン
ジ
ャ

ン
川
を
波

っ
た
だ
け
と
な

っ
た
。
明
日
必
要
な
馬
九
頭
、　
ロ
バ
十
三
頭

は
、
間
違
い
な
く
揃
え
る
と
警
官
が
約
束
す
る
。
ラ
ゼ
ー
ル
と
ロ
ボ
ー
ト

の
路
傍
に
、
新
し
い
墓
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。
前
年
こ
の
地
方
に
コ
レ
ラ

が
発
生
し
、
多
く
の
生
命
が
失
わ
れ
た
と
い
う
。
ロ
ボ
ー
ト
で
は
二
十
人

以
上
の
死
者
が
出
た
と
、
現
地
人
が
教
え
て
く
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

六
日
、
シ
ャ
チ
川
を
渡

っ
て
す
ぐ
が
悪
く
、
荷
を
岩
角
に
い
た
め
ら
れ
　
２０４

る
。
最
奥
の
小
さ
な
部
落
を
通
り
、
シ
ャ
チ
川
を
左
に
ま
い
た
三
千
メ
ー

ト
ル
を
越
す
山
で
遊
牧
民

一
家
と
あ
う
。
こ
こ
で
牛

一
頭
二
千
ア
フ
ガ
ニ

（日
本
円

一
万
円
）
で
買
い
、
Ｂ
Ｃ

へ
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。　
シ
ャ
チ
川

が
二
股
と
な
る
岩
壁
の
下
に
キ
ャ
ン
プ
。

七
日
、
コ
ー
ス
は
右
手
の
沢
を
と
る
。
水
量
も
少
な
く
な
り
、
峨
々
た

る
岩
を
左
右
に
み
な
が
ら
登
る
。
珍
し
く
柳
の
本
の
繁
み
や
、
バ
ラ
の
生

え
て
い
る
中
を
過
ぎ
、崩
壊
し
た
大
岩
地
帯
を
登
り
切
る
と
、
コ
ー

・
イ

・

バ
ン
ダ
コ
ー
ル
の
全
容

が
現
わ
れ
る
。
今
度
は
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
の

長
い
河
原
と
な
り
、
そ
の
上
部
岩
を
越
え
、
き
れ
い
な
砂
原
に
出
る
。
や

が
て
再
び
広
河
原
を
眺
め
る
と
こ
ろ
、
バ
ン
ダ
コ
ー
ル
の
ふ
と
こ
ろ
、
緑

の
芝
生
が
Ｂ
Ｃ
で
あ
る
。
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
。
午
後
二
時
に
つ

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

頂
上
を
右
手
、
そ
れ
よ
り
発
す
る
氷
河
が
南
西
尾
根
に
か
か
り
、
岩
と

氷
の
壁
を
見
る
。
前
方
は
約

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
砂
原
、
そ
の
奥
は

頂
上
に
続
く
尾
根
の
末
端
、
岩
の
壁
と
、
こ
れ
に
対
す
る
シ
ャ
チ
川
右
股

の
岩
尾
根
の
壁
が
と
り
ま
き
、
う
し
ろ
は
す
ぐ
に
、
大
き
な
黒
岩
の
堆
石

と
な
り
、
わ
れ
わ
れ
の
キ
ャ
ン
プ
を
囲
む
。

こ
の
草
原
の
東
は
ず
れ
突
端
に
ケ
ル
ン
が

あ

っ
た
。
頂
上
に
面
し
て
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「
ロ
バ
ー
ト

・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
　
一
九
六
五
」
と
記
さ
れ
た

一
片

の
岩
を
の

せ
て
。
英
国
隊
が
、
こ
こ
か
ら
見
ら
れ
る
氷
壁
を
ト
レ
ー
ス
す
る
際
、
滑

落
遭
難
し
た
と
き
の
碑
で
あ
る
と
い
ゲ
。
近
く
に
咲
い
て
い
た
花
を
捧
げ

冥
福
を
祈
っ
た
。

人
夫
は
、
山
に
入
っ
た
ら
雇
う
つ
も
り
は
な
か
っ
た
が
、
た
っ
て
の
申

込
み
が
あ
り
、
二
人
お
く
こ
と
に
し
た
。
彼
ら
は
ダ
シ
ト

ｏ
レ
ワ
ー
ト
の

人
夫
で
、
ロ
ボ
ー
ト
の
役
人
の
コ
ネ
で
も
あ
る
の
か
、
特
に
許
さ
れ
て
Ｂ

Ｃ
ま
で
つ
い
て
来
た
二
名
で
あ
る
。　
一
人
は
ア
ビ
ブ
ラ
モ
ン
と
い
い
、
ド

イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
隊
に
も
つ
い
て
来
た
と
い
う
。
も
う

一
人

は
唯

一
の
読
み
書
き
の
で
き
る
イ
ン
テ
リ
男
で
あ
る
。
コ
ッ
ク
兼
雑
用
と

し
て
使
う
こ
と
に
し
た
。
Ｂ
Ｃ
に
は
他
に
警
官
シ
ェ
リ
ン
シ
ョ
ウ
君
。
全

部
で
十
四
名
が
こ
の
山
の
住
人
だ
。

八
日
、
午
前
中
は
荷
の
整
理
、
午
後
は
隊
員
の
休
養
と
す
る
。
牛
の
料

理
は
人
夫
に
ま
か
せ
る
。
ま
た
肉
は
燻
製
と
し
て
長
く
も
た
せ
る
こ
と
に

す
る
。

頂塔
　
　
登

山

開

始

一ダコ
　
　
七
月
九
日
、
ル
ー
ト
偵
察
に
か
か
る
。
隊
を
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
三
つ
に
わ

ル
　
け
、
Ａ
、
Ｂ
隊
は
南
面
か
ら
、
Ｃ
隊
は
北
面
か
ら
み
る
こ
と
に
す
る
。
南

イ
　
面
は
Ｂ
Ｃ
か
ら
み
ら
れ
る
が
、
実
際
登

っ
て
コ
ー
ス
を
さ
ぐ
る
こ
と
に
し

一
　

た
。
奥
の
東
寄
り
の
コ
ー
ス
は
氷
の
壁
で
、
高
度
の
技
術
を
要
す
る
し
、

コ
　
適
当
な
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
が
な
い
。
手
前
西
寄
り
か
ら
は
岩
を
登
り
、
南

西
尾
根
へ
の
接
近
は
で
き
そ
う
だ
が
、
岩
が
も
ろ
く
、
落
石
が
ひ
っ
き
り

な
し
に
あ
り
、
危
険
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

Ｃ
隊
は
シ
ャ
チ
川
を
遡
り
、
ま
ず
滝
状
の
岩
を
過
ぎ
る
と
、
再
び
広
い

河
原
が
現
わ
れ
、
そ
れ
が
終

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
右

へ
小
さ
な
沢
を

つ
め

る
。
頂
上
と
北
峰
の
間
か
ら
発
す
る
、氷
河
の
末
端
の
広
い
台
地
に
出
る
。

高
さ
四
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。
こ
こ
か
ら
頂
上
へ
の
コ
ー
ス
は
、
や
は
り

一

度
南
西
尾
根
に
出
て
、
尾
根
通
し
に
頂
上
に
た
ど
る
の
が
、
確
実
で
可
能

性
が
あ
る
と
判
断
し
、
ま
ず
眼
前
の
岩
場
高
差
約

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
突

破
し
、
そ
れ
に
続
く
雪
と
氷
の
壁
を
つ
め
る
よ
り
外
な
い
と
み
る
。
寺
島

と
佐
藤

（弘
）
が
岩
を
入
○
メ
ー
ト
ル
程
試
み
て
み
る
。
下
り
は
午
後
と

な
り
気
温
の
上
昇
と
共
に
、
午
前
中
の
登
り
と
は
違
い
、
シ
ャ
チ
川
へ
入

る
小
さ
な
沢
に
は
落
石
が
あ
り
、
ま
た
シ
ャ
チ
川
の
横
断
は
増
水
の
た
め

大
変
苦
労
し
て
Ｂ
Ｃ

へ
。

Ｂ
Ｃ
で
は
協
議
の
結
果
、
明
日
も
う

一
度
Ｃ
隊
の
ル
ー
ト
に
従
い
、
全

員
で
北
面
か
ら
の
偵
察
を
続
け
る
こ
と
に
し
た
。

十
日
、
全
員
で
南
西
尾
根
の
北
へ
ま
わ
り
、
北
峰
の
下
部
、
尾
根
と
っ

つ
き
の
岩
と
、
氷
河
を
詳
し
く
み
る
。
そ
し
て
氷
河
の
舌
端
に
Ｂ
Ｃ
を
移

し
、
こ
こ
か
ら
昨
日
ト
レ
ー
ス
し
た
岩
の
一
つ
左
に
、
登
路
を
求
め
る
こ

と
に
決
め
た
。
頂
上
は
東
に
な
る
が
見
え
な
い
。
こ
こ
か
ら
の
眺
め
は
、

北
の
方
シ
ャ
チ
川
の
源
流
に
シ
ャ
チ
氷
河
の
広
い
流
れ
が
落
ち
、
奥
に
は

秀
麗
な
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
が
み
ら
れ
る
。
右
手
東
方
に
は
北
峰
　
ｏ５

か
ら
続
く
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
岩
峰
、
左
手
西
方
は
シ
ャ
チ
川
を
は
　
く



さ
ん
で
、
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
岩
尾
根
が
と
り
囲
ん
で
い
る
。

十

一
日
、
全
員
ア
ド
バ
ン
ス
ｏ
ベ
ー
ス

（Ａ
Ｂ
Ｃ
）
建
設
へ
。
松
倉
外

四
名
Ａ
Ｂ
Ｃ
泊
。
明
日
か
ら
岩
場
の
ル
ー
ト
エ
作
を
始
め
る

こ
と
に
す

る
。
Ｂ
Ｃ

へ
下
る
と
ロ
ボ
ー
ト
の
人
夫
二
人
が
、
ダ
シ
ト

・
レ
ワ
ー
ト
の

人
夫
と
交
代
せ
よ
、
と
い
う
役
所
の
メ
モ
書
き
を
も
っ
て
や

っ
て
来
て
い

た
。
隊
と
し
て
は
ど
ち
ら
で
も
結
構
と
い
う
こ
と
で
、
警
察
官
を
含
め
た

現
地
民
の
間
で
結
末
を
つ
け
る
よ
う
に
話
す
。
結
局
ロ
ボ
ー
ト
の
二
人
が

と
っ
て
代
っ
た
。
ア
ラ
ム
ホ
ー
ン
と
イ
ソ
ッ
フ
と
名
乗
る
。
ど
ち
ら
も
二

十
歳
台
。
イ
ソ
ッ
フ
は
博
物
館
行
き
の
よ
う
な
ふ
る
い
鉄
砲
を
も
っ
て
来

て
お
り
、
カ
モ
シ
カ
を
と
っ
て
や
る
と
い
う
。
付
近
に
は
た
く
さ
ん
お
る

と
い
う
。
そ
う
言
え
ば
キ
ャ
ン
プ
の
す
ぐ
近
く
に
糞
が
落
ち
て
お
り
、
朝

方
は
鳴
声
も
聞
え
た
。
午
後
か
ら
雪
が
ち
ら
つ
く
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

入
っ
て
初
め
て
雲
を
み
た
の
は
、
ア

ン
ジ

ュ
マ
ン
峠
を
越
え
て
か
ら
だ

が
、
山
に
入
っ
て
か
ら
は
午
後
必
ず
雲
が
出
て
、
ア
ラ
レ
か
雪
が
ち
ら
つ

く
日
が
続
く
。

十
二
日
、
岩
場
は
松
倉
と
四
方
田
に
よ
っ
て
ザ
イ
ル
ｏ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を

完
了
す
る
。
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ザ
イ
ル
三
百
メ
ー
ト
ル
を
使
用
す
る
。
岩
棚

の
上
に
デ
ポ
地
を
つ
く
り
、
Ｃ
ｌ
建
設
の
機
を
ま
つ
こ
と
に
す
る
。
ル
ー

ト
エ
作
中
イ
タ
リ
ア
製
の
ハ
ー
ケ
ン
類
を
み
つ
け
た
。
現
地
民
の
話
に
よ

る
と
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
と
、
女
二
人
を
含
む

ア
メ
リ

カ
隊
が
入

り
、
何
れ
も
登
頂
は
不
成
功
に
終
っ
た
と
い
う
。

行
動
は
午
前
中
に
限
ら
れ
る
。
午
後
は
融
雪
が
激
し
く
、
落
石
が
あ
っ

て
危
険
だ
。
こ
の
落
石
の
轟
音
は
日
が
沈
む
ま
で
全
山
を
つ
つ
む
。　
　
　
　
＞

十
五
日
、
全
員
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
集
ま
り
、
こ
れ

か
ら

の
行
動
予
定
を
立
て
　
２ｏ

る
。
隊
長
と
ド
ク
タ
ー
は
明
日
Ｂ
Ｃ
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｃ

へ
移
る
。
デ
ポ
ヘ
の
荷

上
げ
と
並
行
し
て
、
Ｃ
ｌ
建
設
は
十
九
日
と
し
、
以
下
Ｃ
２
、
Ｃ
３
と
進

め
、
頂
上
へ
は
二
十
八
日
と
し
た
。
登
頂
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
、
松
倉
、
佐

藤

（武
）、
黒
瀬
の
三
名
と
す
る
。
何
と
い
っ
て
も
南
西
尾
根
に
出
て
Ｃ
ｌ

を
建
設
す
る
の
が
、
登
頂
の
成
否
を
握
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
あ
と
は

高
度
の
影
響
を
、
う
ま
く
か
わ
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
る
と

判
断
す
る
。

天
候
は
ど
う
も
安
定
し
な
い
。
十
六
日
に
は
Ｂ
Ｃ
で
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
積
雪
を
み
た
。

十
九
日
、
こ
の
日
Ｃ
ｌ
設
営
の
た
め
寺
島
、
佐
藤

（弘
）
と
佐
々
木
、

入
賀
の
ニ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
出
る
。
デ
ポ
地
を
経
て
い
よ
い
よ
雪

の
斜
面
に
か
か
る
。
雪
と
氷
の
ミ
ッ
ク
ス
し
た
斜
面
で
、　
一
歩

一
歩
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
し
て
の
登
り
は
、
荷
の
重
さ
も
あ
っ
て
な
か
な
か
進
ま
な
い
。

途
中
二
つ
黒
岩
が

あ

り
、　
こ
こ
で
休
む
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
は
双
眼
鏡
で
追

う
。
頸
が
痛
く
な
る
。
午
後
四
時
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
視
野
か
ら
消
え
、
や
が
て

稜
線
に
出
た
と
い
う
連
絡
は
午
後
六
時
過
ぎ
だ
っ
た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
出
発
か
ら

十
時
間
の
苦
闘
だ
っ
た
。
高
さ
五
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。

二
十
二
日
、
ア
タ
ッ
ク
隊
は
四
方
田
と
と
も
に
Ｃ
ｌ
へ
向
か
う
。
岩
の

登
り
初
め
で
、
手
が
か
り
の
岩
が
落
ち
、
ア
ブ
ミ
を
つ
け
た
り
し
て
手
間

ど
っ
た
が
、
無
事
Ｃ
ｌ
へ
。
こ
の
日
デ
ポ
地
か
ら
Ｃ
ｌ
へ
の
荷
上
げ
が
終
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フ
０

。
二
十
三
日
、
寺
島
、
佐
藤

（弘
）

に
よ
っ
て
Ｃ
２
予
定
地
ト
レ
ー
ス
。

二
十
四
日
、
五
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
Ｃ
２
建
設
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
が

豆
粒
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
松
倉
、
黒
瀬
、
四
方
田
は
Ｃ
２
に
泊
る
。

二
十
五
日
、
松
倉
、
黒
瀬
、
四
方
田
に
よ
っ
て
Ｃ
３
予
定
地
と
そ
の
先

の
コ
ー
ス
偵
察
。
Ｃ
３
の
予
定
地
の
先
が
非
常
に
悪
い
感
じ
、
で
き
れ
ば

明
日
ル
ー
ト
エ
作
す
る
と
の
こ
と
。
Ｃ
ｌ
か
ら
Ｃ
２
の
補
給
終
る
。

こ
の
日
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
佐
々
木

（郁
）
が
、
イ
ソ
ッ
フ
の
射
止

め
た
カ
モ
シ
カ
の
肉
を
も

っ
て
登

っ
て
く
る
。
ド
ク
タ
ー
と
わ
さ
び
の
き

い
た
刺
身
に
し
て
食
べ
る
。
お
い
し
か
っ
た
。
残
り
は
明
日
Ｃ
ｌ
へ
背
負

っ
て
行
く
と
い
う
。
で
き
れ
ば
登
頂
の
お
祝
い
の
「肴
」
に
し
た
い
も
の
。

二
十
七
日
、
最
終
キ
ャ
ン
プ
Ｃ
３
の
設
営
だ
。
Ｃ
２
に
い
た
四
方
田
が

頭
痛
を
訴
え
て
く
る
。
食
欲
も
全
く
な
い
と
い
う
。
こ
の
場
に
な
っ
て
下

ろ
す
の
は
痛
手
だ
が
、
Ｃ
ｌ
へ
移
し
様
子
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
や
は
り

連
日
の
活
躍
で
疲
れ
も
出
た
の
だ
ろ
う
。

Ｃ
３
は
頂
上
か
ら
の
尾
根
が
、
や
や
南

へ
折
れ
曲

っ
た
六

一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
ピ
ー
ク
の
上
だ
。
ア
タ
ッ
ク
隊
の
三
名
は
Ｃ
３
へ
入
る
。
こ
の
日

も
天
候
は
午
後
雪
が
ふ
り
、
山
は

一
面
ガ
ス
に
お
お
わ
れ
た
。

登
　
頂
　
―
松
倉
隊
員
の
記
録
―

七
月
二
十
八
日
、
午
前
二
時
起
床
。
あ
ま
り
食
欲
が
な
い
。
ど
う
も
昨

日
あ
た
り
か
ら
急
に
動
き
が
鈍
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
ノ
ロ
ノ
ロ
と
出
発
の

準
備
に
か
か
る
。
登
攀
用
具
、
ツ
ェ
ル
ト
ザ
ッ
ク
、
カ
メ
ラ

一
式
、
食
糧

な
ど
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
前
後
を
夫
々
背
負

っ
て
テ
ン
ト
を
出

る
。
午
前
四

時
、
外
は
ま
だ
明
け
切
ら
ず
薄
明
だ
が
、
天
気
は
い
い
ら
し
い
。
し
か
し

風
は
強
く
、
と
き
お
り
雪
煙
を
ま
き
上
げ
て
襲

っ
て
く
る
。
気
温
は
零
下

二
十
度
。
歩
き
始
め
は
足
の
先
が
痛
む
。　
コ
ー

ス
は
す
ぐ
に
、
悪
く
な

る
。
前
の
日
ル
ー
ト
エ
作
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
臆
劫
に
な
り
や
め
た
と

こ
ろ
だ
。
距
離
に
し
て
五
十
メ
ー
ト
ル
位
だ
が
、
左
は
頂
上
と
北
峰
か
ら

流
れ
出
て
い
る
氷
河
に
直
接
き
れ
込
み
、
右
は
雪
庇
と
な
っ
て
通
過
不
可

能
。
も
ろ
い
岩
の
重
な
っ
た
ピ
ー
ク
と
、
氷
の
連
続
し
た
細
尾
根
を
ト
ラ

バ
ー
ス
気
味
に
慎
重
に
越
え
た
。

六
時
半
、
や

っ
と
安
定
し
た
ピ
ー
ク
で
休
む
。
こ
こ
か
ら
は
右
手
の
雪

庇
を
さ
け
て
、
北
面
を
た
ん
ね
ん
に
た
ど
る
。
午
前
八
時
、
陽
が
あ
た
り

始
め
る
。
急
に
暖
か
く
な
る
。
十

一
時
、
大
き
な
岩
の
下
に
つ
く
。
こ
こ

で
黒
瀬
の
調
子
が
お
か
し
く
な
る
。
腰
が
ふ
ら
つ
い
て
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず

れ
気
味
。
岩
蔭
に
ツ
ェ
ル
ト
ザ
ッ
ク
を
か
け
休
ま
せ
る
。
隊
長
と
Ｃ
３
に

い
る
佐
々
木
（節
）、
入
賀
に
連
絡
を
と
る
。
Ｃ
３
出
発
後
初
め
て
の
無
線

連
絡
だ
。
佐
藤

（武
）
と
二
人
で
登
り
続
け
る
。
細
い
岩
尾
根
に
変
り
、

大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
岩
を
越
え
て
、
い
よ
い
よ
氷
冠
の
登
り
と
な
る
。
こ
の

斜
面
は
、
ア
ン
ジ

ユ
マ
ン
峠
か
ら
望
見
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
こ
の
山
を
見

る
た
び
に
、
い
つ
も
話
題
に
な
っ
た
、
ギ
ラ
ギ
ラ
輝
い
た
氷
の
冠
だ
。
勿

論
頂
上
は
こ
の
斜
面
の
蔭
で
見
え
な
い
が
、
登
り
は
じ
め
は
、
思
い
の
外
　
２ｏ７

急
で
は
な
い
。
し
か
し
蒼
氷
で
、
ア
イ
ゼ
ン
は
申
し
わ
け
程
度
し
か
く
い
　
く



込
ま
な
い
。
登
る
に
つ
れ
て
高
度
感
は
増
し
、
斜
面
も
急
に
な
る
。
時
に

は
ま
わ
り
が
十
メ
ー
ト
ル
位
し
か
見
え
な
い
。
円
球
の
上
を
歩
い
て
い
る

感
じ
だ
。
高
さ
の
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う
。
フ
ー
ッ
と
緊
張
感
が
く
ず
れ
、

何
か
異
常
な
状
態
の
自
分
を
発
見
す
る
。
百
メ
ー
ト
ル
程
で
こ
の
斜
面
も

終
り
、
雪
原
に
出
る
。
十
二
時
丁
度
。
黒
い
岩
が
見
え
た
。
あ
れ
が
目
ざ

す
頂
上
だ
。
百
メ
ー
ト
ル
位
あ
ろ
う
か
。
ゆ
る
や
か
だ
が
、
長
い
、
非
常

に
長
く
感
ぜ
ら
れ
た
。
岩
を

一
つ
、
二
つ
乗
り
越
え
、
頂
上
の
雪
庇
に
雪

の
舞
う
の
が
見
え
た
。
十
二
時
四
十
分
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
雪
の
斜
面
を

残
す
、
頂
上
直
下
の
岩
の
上
に
腰
を
下
ろ
し
た
。

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
ザ
ッ
ク
か
ら
出
し
、
サ
ポ
ー
ト
隊
に
連
絡
し
、
頂

上
に
達
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
隊
長
、
ド
ク
タ
ー
の
声
も
入

っ
て
く

る
。
や

っ
と
落
着
い
て
み
ま
わ
す
と
、
ド
イ
ツ
隊
の
残
し
た
カ
ン
ヅ
メ
の

空
確
が
ケ
ル
ン
と

一
し
ょ
に
あ
っ
た
。
カ
メ
ラ
を
と
り
出
し
、
頂
上
の
雪

庇
の
上
に
は
い
出
る
。
東
北
束
の
空
に
奇
怪
な
山
容
を
し
た
テ
ィ
リ
チ

・

ミ
ー
ル
が
、
そ
の
北
に
は
ノ
シ
ャ
ッ
ク
と
東
ヒ
ン
ズ
ー

・
ク
シ
ュ
の
山
脈

が
霞
の
中
に
望
ま
れ
た
。
ま
た
岩
に
も
ど
る
と
、
佐
藤

（武
）

は
旗
に
隊

員
の
名
を
書
き
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
三
十
五
ミ
リ
の
ス
チ
ー
ル
カ
メ

ラ
と
、十
六
ミ
リ
ム
ー
ビ
ー
で
記
念
写
真
を
と
り
、ペ
ナ
ン
ト
な
ど
を
、
ド

イ
ツ
隊
の
ケ
ル
ン
の
わ
き
の
大
き
な
岩
の
下
に
入
れ
て
、
下
山
の
用
意
に

か
か
る
。
午
後

一
時
二
十
分
下
り
始
め
る
。
氷
の
ス
ロ
ー
プ
は
ハ
ー
ケ
ン

を
打

っ
て
確
保
に
万
全
を
期
す
。
午
後
三
時
、
黒
瀬
の
休
ん
で
い
る
岩
に

つ
い
て
黒
瀬
と
あ
う
。
疲
れ
た
。
こ
こ
で
約
二
時
間
ツ
ェ
ル
ト
ザ
ッ
ク
を

か
ぶ
っ
て
休
む
。

ビ
バ
ー
ク
・
撤
収

Ａ
Ｂ
Ｃ
で
は
黒
瀬
が
休
む
と
い
う
報
で
、
Ｃ
３
の
佐
々
木
（節
）、
入
賀

に
黒
瀬
の
サ
ポ
ー
ト
を
た
の
む
。
そ
の
後
頂
上
か
ら
の
連
絡
で
は
、
ア
タ

ッ
ク
隊
独
力
で
下
れ
る
か
ら
、
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
は
い
ら
な
い
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
だ

っ
た
。
し
か
し
万

一
の
こ
と
を
考
え
、
ア
タ
ッ
ク
隊
が
登
り

に

一
息
入
れ
た
六
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ー
ク
ま
で
登
り
、
こ
こ
で
ビ
バ

ー
ク
の
準
備
を
す
る
。
こ
の
段
階
で
佐
々
木

（郁
）
等
に
よ
る
登
頂
の
計

画
は
、
残
念
な
が
ら
と
り
止
め
る
こ
と
に
す
る
。

午
後
六
時
三
十
分
、
松
倉
ら
三
名
は
サ
ポ
ー
ト
隊
と
合
流
す
る
。
こ
れ

以
上
の
行
動
は
無
理
と
判
断
し
、
五
人
は
ザ
イ
ル
を
結
び
合

っ
て
ツ
ェ
ル

ト
ザ
ッ
ク
の
人
と
な
る
。
天
候
は
こ
の
日

一
日
、
好
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
夜

は
風
も
な
く
月
光
の
下

一
晩
を
過
ご
す
。

二
十
九
日
、
ビ
バ
ー
ク
の
全
員
元
気
に
Ｃ
２
、
Ｃ
３
を
撤
収
し
、
Ｃ
ｌ

へ
下
る
。

三
十
日
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
隊
員
全
部
顔
を
そ
ろ
え
る
。
早
速
ド
ク
タ
ー
の
往

診
を
う
け
、
夜
は
さ
さ
や
か
な
祝
宴
。

三
十

一
日
、
佐
々
木

（郁
）
外
六
名
は
下
山
準
備
組
と
し
て
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
ヘ
。
板
橋
ら
四
名
は
、
こ
の
奥
シ
ャ
チ
氷
河
に
向
か
う
。
こ
の
日

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
イ
ソ
ツ
フ
が
二
頭
目
の
カ
モ
シ
カ
を
獲
っ
て
御

馳
走
に
あ
ず
か
っ
た
。
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ロ
ボ
ー
ト
集
結
八
月
四
日
、
五
日
か
ら
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
、
ア
ン
ジ

ュ

マ
ン
川
を
ジ
ェ
ル
ム
ヘ
下
る
。

フ
ァ
イ
ザ
バ
ー
ド
経
由
、
ク
ン
ド
ス
で
日
本
人
橋
本
亮

一
氏
に
お
世
話

に
な
り
、
八
月
十
三
日
カ
ブ
ー
ル
に
帰
る
。
ホ
テ
ル
で
は
千
葉
大
学
、
第

二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
日
本
隊
、
コ
ー

・
イ

ｏ
バ
ン
ダ
コ
ー
ル
第
二
登
の
ド
イ
ツ

隊
の
隊
長
ト
ー
マ
ス
・
ト
レ
イ
ブ
ス
ヴ
ィ
ツ
テ
ル
他
に
あ
う
。

ま
た
わ
れ
わ
れ
が
下
山
直
後
、
同
じ
コ
ー
ス
で
バ
ン
ダ
コ
ー
ル
に
入
っ

た
フ
ラ
ン
ス
隊
と
も
交
歓
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
は
頂
上
直
下
に
迫

り
な
が
ら
、
隊
員
の
一
人
が
体
を
悪
く
し
登
頂
を
あ
き
ら
め
た
と
い
う
。

（
編
者
附
記
）
コ
ー

・
イ

・
バ
ン
ダ

コ
ー
ル

（パ
Ｏ
ｒ
‐
Ｔ
”
”
●
計
Ｆ
ｏ
【）
は
近
頃
の
文

献
に
震
々
コ
ー

・
工
・
バ
ン
ダ
カ
ー

（パ
〇
コ
ーの
‐∪
”
●
針
〓
）
と
記
さ
れ
て
い

る
場
合
が
多
い
。
ヒ
ン
ズ
ー

・
ク
シ
ュ
の
研
究
家
で
あ
る
吉
沢

一
郎
氏
に
純
し

た
と
こ
ろ
、
そ
の
何
れ
が
正
し
い
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
決
定
す
る
資

料
が
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
。
従

っ
て
、
こ
こ
で
は
著
者
の
記
載
通
り
に

従

っ
て
お
く
。
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ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
　
一
九
六
六
年

中

馬

敏

隆

ベ
ー
ス

・
キ
ャ
ン
プ
ま
で

（
註
１
）

ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル

〓
〓
∽
”日
〓
（六
〇
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
に

つ
い
て

装
備
○

。
六
ト
ン
は
出
発
の
十
日
ほ
ど
前
に
直
接
カ
ブ

ー

ル

ヘ
空
輸
し

た
。六

月
二
〇
日
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
ナ
ン
ガ
ラ
ー
ジ
ュ
Ｚ
”●
∞
訂
Ｆ
甘
（
一
三

〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
始
っ
た
。
四
〇
人
の
ポ
ー
タ
ー
と
サ
ー
ダ
ー
、
警
察

で
付
け
た
兵
達
が
二
人
、
そ
れ
に
私
達
五
人
と
、
カ
ブ
ー
ル
か
ら
連
れ
て

（
註
５
）

き
た
通
訳
の
ナ
ジ
ブ
ラ

Ｚ
こ
ぎ
〓
”Ｆ

総
勢
約
五
〇
人
で
あ
る
。
こ
の
ナ

ン
ガ
ラ
ー
ジ
ュ
は
カ
ブ
ー
ル
か
ら
車
で
十
時
間
ば
か
り
走
っ
た
村
で
、
バ

ザ
ー
ル
ど
こ
ろ
か
物
を
売
る
店
も
な
い
が
、
ヌ
リ
ス
タ
ン
の
警
察
が
も
つ

最
後
の
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。
村
外
れ
の
崖
の
下
を
、
ア
リ
ン
ガ
ル
河
の

幅
広
い
急
流
が
濁
っ
て
流
れ
て
行
く
。

ア
リ
ン
ガ
ル
河
に
沿
っ
て
、
か
な
り
良
い
道
が

一
筋
白
く
見
え
る
が
、

本
流
に
は
部
落
が
な
い
た
め
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
支
流
の
村
を
結
ん
で
、
州

境
の
雪
の
山
か
ら
派
生
す
る
尾
根
を
越
え
る
。
高
い
尾
根
を
越
え
る
登
り

降
り
の
一
日
、
あ
る
い
は
遥
か
に
ア
リ
ン
ガ
ル
の
ゴ
ル
ジ
ュ
を
見
下
す
山

鼻
を
廻
る

一
日
か
で
、
何
日
か
が
過
ぎ
た
。
ヌ
リ
ス
タ
ン
は
樹
木
の
多
い

（
註
６
）

と
こ
ろ
な
の
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
ヒ
イ
ラ
ギ
で
、
そ
れ
も
背
が
低
く
枝
を
張

る
種
類
で
な
い
か
ら
、
日
影
を
作
る
こ
と
も
な
く
、
ト
ゲ
の
あ
る
葉
が

一

面
に
落
ち
て
い
る
の
で
は
、
憩
う
場
所
に
も
な
ら
な
い
。
尾
根
の
背
に
近

ず
く
と
松
が
現
わ
れ
る
。
こ
れ
は
か
な
り
太
く
背

も
高

い
。
何
れ
に
せ

よ
、
広
い
白
っ
ぱ
い
山
腹
に
ば
ら
ま
い
た
程
度
で
し
か
な
い
。

ワ
ド
ウ

ョ
注
ぎ
、
パ
シ
ャ
ガ
ー
ル

「
”∽ぎ
∞
”ど
、　
シ
ョ
マ
ン

∽
ぎ
‐

ヨ
ぎ
、
ク
ル
ガ
ー
ル

バ
ぎ
“
”
】
と
泊
っ
て
、
六
月
二
四
日
、　
ジ

ュ
ニ
ア

（
註
２
）

鉾
ｒ
ロ
イ
ツ
隊
に
よ
る
初
登
の
記
録

（
一
九
五
九
年
）、

記
録
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

私
達
は
ア
リ
ン
ガ
ル
河

＞
〓
品
鶴

”
オ
①Ｌ
を
遡
っ
て
、
ヌ
リ
ス
タ
ン

Ｚ
日
お
Ｓ
ｐ
側
か
ら
ミ
ト
ル
・
サ
ミ
ー
ル
に
登
頂
す
る
計
画
で
あ

っ
た
。

一
九
六
六
年
六
月
五
日
、
千
葉
大
学
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
調
査
隊

＞
置
訂
‐

ユ
∽Ｓ
●
同
遇
＆
〓
〇
い
Ｏ
ｒ
ｒ
①
Ｏ
〓
ぎ

Ｃ
ュ
く
のあ
〓
く
と
し
て
Γ
先
発
隊
を

出
す
こ
と
も
な
く
、
全
員
揃
っ
て
羽
田
を
発
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
は
五
名
―
―
隊
長

・
中
馬
敏
隆

（３７
歳
）、
小
貫
伸

一

（２９

歳
）
、
谷
修

一
（２７
歳
）
、
千
葉
順

一
（２６
歳
）
、
冨
樫
信
樹

（２６
歳
）。
全

一
橋
大
隊
に
よ
る

（
註
４
）
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『目
す

に
着
い
た
。
ア
リ
ン
ガ
ル
河
に
沿
っ
た
ヌ
リ
ス
タ
ン
の
中
央
部
と

言
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
大
き
く
ひ
ら
け
た
畑
が
支
流
に
拡
っ
て
い
る
。
シ

ョ
マ
ン
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア
に
か
け
て
が
、　
一
番
身
装
が
貧
し
い
。
特
に
男
の

子
は
ひ
ど
く
、
何
も
ま
と
わ
な
い
子
が
混
っ
て
仲
間
の
間
か
ら
キ
ャ
ン
プ

を
覗
い
て
い
た
。
ま
た
若
者
の
中
に
、
眼
の
ふ
ち
か
ら
耳
の
方

へ
か
け

て
、
く
っ
き
り
と
朱
を
入
れ
て
い
る
の
が
何
人
か
い
て
、
こ
う
言
っ
た
手

合
が
肩
か
ら
弾
帯
を
か
け
て
ピ
ス
ト
ル
を
持
っ
て
い
る
と
、　
一
寸
凄
味
が

あ
っ
て
気
味
が
悪
い
。
私
達
は
ナ
ジ
ブ
ラ
が
猟
銃
を
持
っ
て
い
る
外
、
武

器
は
な
い
。
ナ
ジ
ブ
ラ
は
い
ざ
と
な
れ
ば
、
ど
っ
ち
へ
付
く
の
か
判

っ
た

も
の
で
は
な
い
が
、
生
兵
法
は
怪
我
の
も
と
、
私
達
は
生
れ
て
か
ら
ま
だ

武
器
を
手
に
し
た
こ
と
が
な
い
の
だ
か
ら
。

村
の
者
に
持
っ
て
来
さ
せ
る
卵
は
、
た
い
て
い
古
く
、
鶏
は
痩
せ
て
い

る
。
村
自
体
が
そ
ん
な
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

六
月
二
七
日
、
ク
ロ
ー
チ

０
〓
ｏｏ〓

か
ら
キ
ビ
シ
ト

パ
”げ
”∽絆
へ
向
か

う
。
道
は
完
全
に
ア
リ
ン
ガ
ル
の
流
れ
に
出
た
。
ナ
ン
ガ
ラ
ー
ジ
ュ
に
比

べ
て
幾
分
か
水
量
が
減
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
キ
ビ
シ
ト
の
村
は
、

河
幅
全
体
が
滝
の
よ
う
に
送
り
落
ち
る
落
差
の
間
に
作
ら
れ
て
い
る
。
標

高
は
や
っ
と

一
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
こ
の
一
週
間
で
ア
リ
ン
ガ
ル
の
河
床

は
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
高
く
な
っ
た
。
越
え
た

一
番
高
い
峠
は
二
九
〇
〇

メ
ー
ト
ル
、
こ
の
峠
は
、
左
手
間
近
か
に
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
お
と

な
し
い
形
を
し
た
雪
の
山
が
続
き
、足
下
は
岩
混
り
の
快
い
草
原
で
あ
る
。

遥
か
遠
く
に
か
す
む
白
い
山
々
を
、
ど
れ
が
ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
か
と
探

す
の
で
あ
る
が
、
い
く
ら
双
眼
鏡
で
覗
い
て
み
て
も
、
名
前
を
知
る
山
の

あ
る
筈
も
な
く
、
形
に
覚
え
の
あ
る
山
が
あ
る
訳
で
も
な
し
、
さ
ら
に
周

囲
に
抜
き
ん
で
る
ピ
ー
ク
の
一
つ
す
ら
見
当
た
ら
な
い
。
ポ
ー
タ
ー
は
ミ

ー
ル
ｏ
サ
ミ
ー
ル
の
名
も
知
ら
な
い
。
実
際
に
見
て
知
っ
て
い
る
ナ
ジ
ブ

ラ
が
、か
す
か
な
三
角
形
の
光

っ
た
ピ
ー
ク
を
指
し
て
、あ
れ
が
ミ
ー
ル
・

サ
ミ
ー
ル
だ
と
大
声
を
挙
げ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
彼
が
見
た
の
は
裏
側
か

ら
な
の
だ
か
ら
、
私
に
は
大
し
て
信
用
す
る
気
に
も
な
れ
な
い
。

キ
ビ
シ
ト
の
上
流
で
ア
リ
ン
ガ
ル
河
は
堰
止
め
ら
れ
て
、
半
日
か
か
っ

て
通
っ
た
ほ
ど
の
大
き
な
湖
を
造
っ
て
い
た
。
マ
ン
ド
ウ
湖

〓
彗
計
Ｆ

＞
ｏ∽
と
言
う
。
翌
二
九
日
は
右
岸
に
入
る
リ
ナ
ル
谷

Ｆ
８
鶴

く
ｏ
を
渡

っ
て
チ
ト
ー
ル

０
〓
絆ｏ【
ま
で
、
ま
だ
マ
ン
ド
ウ
湖
が
見
え
る
近
さ
で
あ

る
。
し
か
し
増
水
し
た
リ
ナ
ル
谷
の
急
流
は
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
ｏ
ロ
ー
プ
に

掴
ま
っ
て
も
、
転
ぶ
と
独
り
で
起
き
ら
れ
な
い
勢
い
で
、
水
は
か
な
り
冷

（
註
７
）

た
い
。
こ
の
リ
ナ
ル
谷
は
ド
イ
ツ
隊
の
記
録
に
出
て
く
る
名
前
で
、
こ
の

谷
か
ら
ア
ル
ユ
ー
峠

＞
書
ｃ
パ
ｏ邑

を
越
え
て
、
ダ
シ
ュ
テ
ｏ
レ
ワ
ー
ト

∪
お
Ｆ
①
‐お
１
”ｒ

へ
出
ら
れ
る
。
私
達
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
も

一
つ
の
目
処

が
つ
い
て
き‐‐
た
。
チ
ト
ー
ル
か
ら
パ
チ
ョ
ー
ル

”
”ｏｒ
Ч
ｏ】
で
泊

っ
て
プ

シ
ョ
ー
ル

”
“
∽ｒ
ｏ
〓
ま
で
二
日
、
プ
シ
ョ
ー
ル
は
ア
リ
ン
ガ
ル
河
最
奥
の

村
で
あ
る
。

ア
リ
ン
ガ
ル
河
は
マ
ン
ド
ウ
湖
か
ら
す
っ
か
り
様
相
を
変
え
て
、
部
落

も
両
岸
に
見
ら
れ
、
道
も
橋
を
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
。
時
に
露
岩
を
配
し

た
メ
ド
ゥ
が
現
わ
れ
て
、
新
鮮
な
緑
が
眼
に
楽
し
い
。
流
れ
は
水
量
は
あ
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っ
て
も
、
牙
を
む
い
た
荒
さ
は
も
う
見
ら
れ
な
い
。
リ
ナ
ル
谷
を
渡

っ
て

か
ら
住
民
の
服
装
も
ぐ
っ
と
よ
く
な
っ
た
。
小
ざ
っ
ば
り
と
言
っ
て
は
言

い
過
ぎ
る
が
、
少
な
く
と
も
ボ
ロ
を
纏
う
感
じ
か
ら
は
遠
く
、
裸
足
も
見

か
け
な
く
な
っ
た
。
子
供
が
桑
の
本
の
下
の
学
校
Ｐ
・

に
十
人
程
集

っ
て

い
た
り
す
る
。
ヒ
ン
ズ
ー

・
ク
シ
ユ
の
雪
の
峠
を
越
え
て
、
パ
ン
ジ
シ
ー

ル
河

Ｐ
ユ
∽〓
【
”
・
か
ら
入
っ
て
く
る
カ
ブ
ー
ル
の
文

化

に
直
結
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
プ
シ
ョ
ー
ル
の
住
民
の
方
が
ず
る
い
。
こ

こ
は
標
高
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
夜
は
寒
い
。
ナ
ン
ガ
ラ
ー
ジ

ュ
の
暖
地

か
ら
き
た
ポ
ー
タ
ー
を
全
部
交
代
し
た
。

プ
シ
ョ
ー
ル
の
村
は
ず
れ
で
ア
リ
ン
ガ
ル
河
は
三
分
す
る
。
左

ヘ
チ
モ

ー
ル
谷

ｏ
〓
Ｂ
ｏ
【
∪
”ュ
ｏ

と
名
を
変
え
た
河
床
を
遡
っ
て
行
く
。
も
う

家
も
畑
も
な
い
。
バ
ン
ジ
シ
ー
ル
ヘ
の
峠
道
が
細
く
続
い
て
い
る
。
プ
シ

ョ
ー
ル
か
ら
二
日
日
、
小
さ
な
橋
の
上
か
ら
、
丁
度
谷
の
上
手
正
面
に
ミ

ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
が
現
わ
れ
た
。
ま
だ
か
な
り
遠
そ
う
だ
が
、
初
め
て
そ

の
姿
を
確
認
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

七
月
四
日
、
チ
モ
ー
ル
峠
に
か
か
る
放
牧
地
に
、
仮
り
の
ベ
ー
ス
・
キ

ャ
ン
プ
を
設
け
た
。
標
高
三
三
〇
〇
メ
ー

ト

ル
、
時
々
雪
が
散
ら
つ
い

て
、ポ
ー
タ
ー
の
帰
っ
た
後
の
テ
ン
ト
は
う
そ
寒
く
、静
ま
り
か
え
っ
て
い

た
。
こ
こ
を
拠
点
に
行
な
っ
た
ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
の
も
つ
ヌ
リ
ス
タ
ン

側
の
偵
察
は
徒
労
に
終
っ
た
。
ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
は
州
境
の
主
稜
か
ら

派
生
し
て
、
パ
ン
ジ
シ
ー
ル
側
に
孤
立
し
て
い
た
。
山
頂
か
ら
落
と
す
ど

の
面
も
、
パ
ン
ジ
シ
ー
ル
河
の
源
頭
氷
河
を
造

っ
て
い
た
。
七
月
六
日
の

ヽ
察
で
、
谷
、
冨
樫
は
チ
モ
ー
ル
峠
の
上
に
立
つ
コ
ー

・
イ

ｏ
ド
ク
タ
ー
リ

ノ
側
ン
パ
ｏＦ
ＩＴ
∪
ｏド
ｒ
Ｓ
ユ
（四
六
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
ケ
ル
ン
を
結
然ん
だ
。

今
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
再
び
プ
シ
ョ
ー
ル
の
ポ
ー
タ
ー
に
荷
を
運

ば
せ
て
、
七
月

一
〇
日

一
気
に
雪
の
チ
モ
ー
ル
峠

（四
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

を
越
え
て
、　
。ハ
ン
ジ
シ
ー
ル
側
サ
ミ
ー
ル
谷

∽
”８
〓
∪
”ュ
ｏ
の
源
頭
ヘ

降
り
た
。
峠
に
立
つ
と
、
ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
は
全
く
日
前
に
大
き
く
立

ち
は
だ
か
っ
て
、
正
面
は
雪
の
少
な
い
岩
壁
が
ひ
と
目
を
ひ
き
、
半
逆
光

気
味
の
午
後
の
陽
を
受
け
た
頂
上
の
ス
ノ
ー

・
キ
ャ
ッ
プ
は
、
透
け
て
輝

い
て
い
る
。

ベ
ー
ス
ｏ
キ
ャ
ン
プ
は
二
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
チ
モ
ー
ル
峠
か
ら
の
雪

が
流
れ
を
作
り
始
め
た
、
雪
線
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
に
拡

が

っ
た
台
地

で
、
ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
の
全
容
が
そ
の
足
下
ま
で
眺
め
ら
れ
る
。
頂
上

か
ら
右
手
へ
北
東
稜
が
ギ
ザ
ギ
ザ
の
岩
を
長
く
の
ば
し
、
左
は
短
か
い
岩

稜
が
コ
ル
ま
で

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
も
そ
ぎ
落
と
さ
れ
て
、
氷
河
は

二
段
の
ア
イ
ス
・
フ
オ
ー
ル
を
懸
け
て
い
る
。
陽
は
ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル

の
後
ろ
に
沈
む
が
、
雪
が
少
な
い
故
か
、
空
気
が
乾
い
て
水
蒸
気
が
少
な

い
故
か
、
紅
く
燃
え
る
よ
う
な
夕
焼
け
は
望
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（中
馬
敏
隆
）

前

進

キ

ャ

ン
プ

ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
で
一
日
体
養
し
た
後
、
七
月

一
二
日
か
ら
行
動
を

開
始
し
た
。
ベ
ー
ス
ｏ
キ
ャ
ン
プ
か
ら
サ
ミ
ー
ル
谷
を
へ
だ
て
た
対
岸
の
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ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
を
見
る
と
、
左
右
両
翼
に
稜
線
を
の
ば
し
、
ど
っ
し

り
と
し
た
三
角
形
を
成
し
て
い
る
。
正
面
は
垂
直
の
壁
と
な
っ
て
、
高
度

差
は
頂
上
か
ら

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
ろ
う
か
、
下
の
氷
河
台
地
に
落

ち
て
い
る
。
頂
上
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
の
び
て
い
る
岩
稜
が

一
本
あ
る
が
、

逆
層
と
な
っ
て
壁
の
中
央
で
終

っ
て
い
る
。

我
々
は
二
手
に
分
れ
て
偵
察
を
行
な
い
、　
一
つ
は
右
側
の
稜
線

（北
東

稜
）
を
、
他
方
は
左
側
の
稜
線

（南
稜
）
を
そ
れ
ぞ
れ
偵
察
し
た
。
北
東

稜
は
ギ
ザ
ギ
ザ
の
長
い
稜
線
で
、
末
端
で
は
小
さ
な
ピ
ー
ク
を
い
く
つ
も

連
ら
ね
て
終

っ
て
お
り
、
そ
の
長
い
稜
線
の
丁
度
中
間
位
の
処
に
、
雪
の

ル
ン
ゼ
が

一
本
入
っ
て
い
る
。
偵
察
隊
は
、
そ
の
ル
ン
ゼ
の
状
態
、
な
ら

び
に
末
端
の
小
ピ
ー
ク
に
の
ぼ
り
、
頂
上
に
つ
づ
く
稜
線
の
状
況
を
偵
察

し
た
。
ま
た
南
稜
は
頂
上
か
ら

一
気
に
切
れ
落
ち
た
急
な
リ
ッ
ジ
で
、
氷

河
源
頭
上
で
コ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
偵
察
隊
は
氷
河
を
た
ど
っ
て
そ
の
コ

ル
に
達
し
、
そ
こ
か
ら
稜
線
の
状
態
を
さ
ぐ
つ
た
Ｏ

二
つ
の
偵
察
か
ら
得
た
資
料
を
も
と
に
検
討
し
た
結
果
、

日
、
南
稜
は
氷
河
を
た
ど
れ
ば
、
コ
ル
ま
で
は
比
較
的
容
易

に
達

す

る

が
、
そ
こ
か
ら
取
り
付
く
稜
線
は
殆
ん
ど
垂
直
な
壁
の
連
続
で
、
頂
上
ま

で
約

一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
間
中
継
地
点
と
す
べ
き
と
こ
ろ
は
な
さ

そ
う
で
、
稜
線
に
は
雪
も
あ
ま
り
つ
い
て
い
な
い
。

０
、　
一
方
北
東
稜
は
取
り
付
き
と
な
る
ル
ン
ゼ
基
部
は
高
度
約
四
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
、
ル
ン
ゼ
の
下
部
に
大
き
な
ク
レ
バ
ス
が
あ
り
、
ま
た
中
央
部

が
狭
く
な
っ
て
急
な
ア
イ
ス
・
フ
オ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
稜
線
に
出
る

と
こ
ろ
は
コ
ル
状
に
な
っ
て
い
て
、
下
か
ら
見
た
の
で
は
は
っ
き
り
し
な

い
が
、
テ
ン
ト

一
つ
分
位
の
場
所
は
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

０
、
正
面
か
ら
の
ア
タ
ッ
ク
は

一
寸
望
め
そ
う
に
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
ア
タ
ッ
ク
・
ル
ー
ト
と
し
て
、
北
北
東
稜
を
決
め
、

ル
ン
ゼ
基
部
に
Ｃ
Ｉ
、
ル
ン
ゼ
上
部
の
コ
ル
に
Ｃ
Ｉ
を
つ
く
り
、
そ
こ
か

ら
稜
線
づ
た
い
に
ア
タ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
し
た
。

Ｃ
工
建
設
に
二
日
、
降
雪
の
た
め
Ｃ
Ｉ
で
停
滞
し
た

一
日
を

は
さ

ん

で
、
Ｃ
Ｉ
建
設
に
や
は
り
二
日
か
か
っ
た
。

Ｃ
Ｉ
は
ル
ン
ゼ
の
取
り
付
き
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
下
の
雪
の
台
地

上
に
設
営
し
た
。
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
か
ら
約
四
時
間
の
登
り
で
、
高
度

は
約
四
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｉ
か
ら
上
は
す
ぐ
に
両
側
か
ら

岩
尾
根
が
せ
ま
っ
た
ル
ン
ゼ
と
な
り
、
下
部
に
大
き
な
ク
レ
バ

ス
が

あ

る
。
ル
ン
ゼ
内
の
雪
は
独
特
の
ペ
ニ
テ
ン
テ

・
ス
ノ
ー
と
な
っ
て
い
て
、

腰
を
没
す
る
よ
う
な
高
さ
で
雪
が
波
の
よ
う
に
う
ね
っ
て
い
る
。
ル
ン
ゼ

中
央
部
の
ア
イ
ス
・
フ
オ
ー
ル
を
さ
け
て
、
細
い
バ
ン
ド
を
つ
た
っ
て
右

手
の
岩
に
ル
ー
ト
を
求
め
た
が
、
こ
の
個
所
に
ザ
イ
ル
を

一
五
〇
メ
ー
ト

ル
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
た
。
ア
イ
ス
ｏ
フ
オ
ー
ル
を
こ
し
て
か
ら
は
、ペ
ニ
テ

ン
テ
・
ス
ノ
ー
の
波
は
小
さ
く
な
っ
て
く
る
が
、
そ
の
代
り
徐
々
に
氷
に

変

っ
て
き
た
。
コ
ル
に
出
る
前
の
数
ピ
ッ
チ
は
完
全
に
氷
化
し
た
急
斜
面

と
な
り
、
こ
こ
に
も
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ザ
イ
ル
を
使
用
し
た
。
コ
ル
は
東
に

や
や
傾
斜
し
て
い
る
が
、氷
に
お
お
わ
れ
た
小
さ
な
平
地
が
あ
り
、そ
こ
を

整
地
し
て

七
月

一
七
日
、
谷
、
千
葉
、
冨
樫
の
二
人
は
Ｃ
Ｉ
を
建
設
し
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た
。
翌

一
八
日
に
は
稜
線
の
偵
察
を
行
な
っ
て
頂
上
ア
タ
ッ
ク
に
そ
な
え

た
。Ｃ

Ｉ
か
ら
み
る
と
、
ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
の
白
い
頂
は
、
殆
ん
ど
重
な

る
よ
う
に
つ
づ
く
急
な
リ
ッ
ジ
の
最
後
尾
に
、
上
半
部
を
の
ぞ
か
せ
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
見
る
と
お
ど
ろ
く
程
近
く
、
ま
た
高
度
差
も
な
い
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
Ｃ
Ｉ
は
五

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
度

が

あ

る

の

だ
。
リ
ッ
ジ
の
頂
上
に
向
か
っ
て
左
側
は
、
え
ぐ
ら
れ
た
よ
う
に
な
っ
て

サ
ミ
ー
ル
谷
ま
で
垂
直
に
お
ち
、
リ
ッ
ジ
の
端
し
か
ら
は
い
つ
く
ば
る
よ

う
に
し
て
覗
く
と
、
は
る
か
下
方
に
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の
黄
色
い
テ
ン

ト
が
み
え
る
。
頂
上
に
向
か
っ
て
右
側
は
、
数
百
メ
ー
ト
ル
下
の
氷
河
ま

で
急
な
雪
と
岩
の
斜
面
と
な
っ
て
つ
づ
い
て
い
る
。
こ
の
や
せ
た
リ
ッ
ジ

で
、
我
々
の
進
む
べ
き
道
は
ひ
と
つ
、
リ
ッ
ジ
の
上
よ
り
や
や
右
下
の
雪

と
岩
の
接
点
あ
た
り
で
あ
ろ
う
。
頂
上
の
手
前
に

一
つ
の
大
き
な
岩
峰
が

あ
り
、
そ
れ
さ
え
越
せ
ば
頂
上
ま
で
は
す
ぐ
の
よ
う
に
思
え
た
。
そ
の
た

め
我
々
は
二
人
で
ア
タ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
き
め
て
Ｃ
Ⅱ
に
も
ど
っ
た
。

蒸
ユ

頂

一
九
日
、
晴
後
雪
。
朝
方

一
寸
雲
が
多
い
の
が
気
に
な
っ
た
が
六
時
に

出
発
し
た
。
前
日
四
時
間
位
か
か
っ
た
の
だ
が
、
今
日
は
約

一
時
間
で
き

の
う
の
到
達
点
ま
で
き
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
か
ら
か
ね
て
難
関
だ
と
思

っ

て
い
た
大
き
な
岩
峰
ま
で
、
わ
ず
か
四
ピ
ッ
チ
だ
っ
た
が
、
完
全
な
ナ
イ

フ
・
エ
ッ
ジ
に
な
っ
て
い
て
、
稜
線
上
を
ス
タ
カ
ッ
ト
で
進
ん
だ
た
め
非

常
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
雪
は
よ
く
し
ま
っ
て
い
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

ア
イ
ゼ
ン
の
歯
が
た
た
な
い
よ
う
な
、
か
た
い
氷
が
顔
を
出
す
。
岩
峰
直

前
の
長
い
雪
の
斜
面
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
、
岩
峰
の
下
に
つ
い
た
の
が
午

前

一
一
時
だ
っ
た
。
こ
の
岩
峰
は
基
部
か
ら
高
さ
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
で
、

テ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
正
面
は
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
し
て
い
て

手
が
か
り
も
な
い
。
そ
こ
で
右
下
に
ま
き
気
味
に
ト
ラ
バ
ー
ス
し
た
と
こ

ろ
、
ゆ
き
づ
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
ト
ラ
バ
ー
ス
し
た
バ
ン
ド
は
そ
こ
で
切

れ
て
、
正
面
は
再
び

一
枚
岩
の
壁
に
な
っ
て
い
る
。
や
む
な
く
約
二
〇
メ

ー
ト
ル
、
ア
プ
ザ
イ
レ
ン
で
下
降
し
、そ
こ
か
ら
右
斜
上
に
向
か
っ
て
岩
峰

の
頂
上
ま
で
五
ピ
ッ
チ
か
か
っ
た
。
こ
の
斜
面
は
傾
斜
も
き
つ
く
、
ス
タ

ン
ス
、
ホ
ー
ル
ド
と
も
不
安
定
で
意
外
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
岩
峰
を
ま
き
は
じ
め
た
頃
か
ら
天
候
は
雪
に
変
り
、
視
界
も
わ
る
く

な
っ
て
き
て
、
我
々
も
少
し
あ
せ
り
を
感
じ
は
じ
め
た
が
、
岩
峰
の
上
に

つ
い
た
時
は
す
で
に
午
後
三
時
半
で
あ
っ
た
。
我
々
は
こ
の
岩
峰
と
頂
上

の
間
は
、
ひ
と
つ
の
コ
ル
を
は
さ
ん
で
直
線
で
結
ば
れ
て
い
る
と
思

っ
て

い
た
が
、
実
際
は
全
然
ち
が
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
稜
線
は
こ
こ
か
ら
弓

な
り
に
右
に
迂
回
し
て
、
頂
上
直
下
の
コ
ル
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
完
全

に
雪
を
か
ぶ
っ
た
四
つ
の
小
ピ
ー
ク
が
そ
の
間
に
あ
っ
た
。
岩
峰
が
あ
ま

り
に
大
き
く
、
し
か
も
稜
線
が
丁
度
そ
の
影
に
な
っ
て
曲

っ
て

い
た

た

め
、
下
か
ら
見
た
時
こ
の
岩
峰
と
頂
上
の
距
離
を
あ
や
ま
ら
せ
た
の
で
あ

る
。
天
候
も
悪
く
今
日
こ
れ
以
上
先
に
進
む
の
は
無
理
だ
と
考
え
、
多
少

強
引
だ
っ
た
が
、
こ
の
地
点
に
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
す
る
こ
と
に
し
た
。
幸
い
東
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側
に
や
わ
ら
か
な
雪
の
斜
面
が
あ
っ
た
の
で
、
雪
洞
を
ほ
り
だ
し
た
が
、

も
の
の
五
〇
セ
ン
チ
も
ほ
る
と
、
も
の
す
ご
く
か
た
い
氷
の
層
に
ぶ
つ
か

っ
て
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
場
所
を
か
え
た
，
し
て
み
た
が
ど
こ
も
同

じ
で
、
ど
う
や
ら
二
人
ひ
ざ
を
か
か
え
て
う
ず
く
ま
る
だ
け
の
、
半
雪
洞

を
ほ
る
の
に
二
時
間
か
か

っ
た
。

二
〇
日
、
く
も
り
後
雪
。
こ
こ
は
高
度
五
四
三
〇
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
昨

夜
は
寒
さ
と
頭
痛
で
殆
ん
ど
ね
む
ら
れ
ぬ
ま
ま
夜
を
明
か
し
た
。
今
朝
は

ど
ん
よ
り
と
し
た
く
も
り
杢
だ

っ
た
が
、
午
前
中
は
な
ん
と
か
も
つ
だ
ろ

う
と
、
見
当

を

つ
け

て
出
発
し
た
。
頂
上
直
下
の
コ
ル
に
つ
づ
く
ナ
イ

フ
。
エ
ッ
ジ
は
、や
や
氷
化
し
た
雪
に
お
お
わ
れ
て
い
て
、
ス
テ
ッ
プ
を
切

る
の
に
苦
労
し
、
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
で
慎
重
に
通
過
し
た
。
コ
ル
に
つ
く
少

し
前
か
ら
小
雪
と
な
っ
た
が
、
コ
ル
か
ら
の
登
り
は
雪
が
膝

ま

で
も
ぐ

り
、
ラ
ッ
セ
ル
の
交
代
が
も
の
す
ご
く
早
く
ま
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ

た
。
頂
上
に
つ
い
た
の
は
午
前
九
時
半
。
頂
上
の
高
度
は
我
々
が
持
参
し

（
註
１
）

た
高
度
計
で
六
二
三
五

・
八
メ
ー
ト
ル
を
指
し
て
い
た
。
頂
上
は
だ
だ
っ

広
い
、
な
だ
ら
か
な
雪
の
斜
面
で
、
そ
の
一
寸
下
に
岩
が
露
出
し
た
と
こ

ろ
が
あ
る
。
そ
の
岩
の
下
に
小
さ
な
杢
カ
ン
が
あ
っ
て
、　
一
九
五
九
年
に

初
登
頂
し
た

目
ｏ
ω
〓
①【
氏
の
メ

モ
と
、
昨
年
の
ぼ

っ
た

一
橋
大
隊
の

へ
主

８
）

メ
モ
、
そ
れ
と
そ
の
紙
の
裏
に
今
年
六
月
に
登
頂
し
た
ド
イ
ツ
人
の
サ
イ

ン
が
あ

っ
た
。

雪
が
だ
ん
だ
ん
は
げ
し
く
な

っ
て
き
た
の
で
、
ま
わ
り
を
見
る
余
裕
も

あ
ま
り
な
か
っ
た
が
、
こ
の
近
辺
に
は
高
い
山
は
全
然
見
ら
れ
ず
、
足
下

に
文
字
通
り
の
山
の
海
が
つ
づ
い
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
小

一

時
間
頂
上
に
い
て
下
り
に
か
か
っ
た
が
、
や
は
り
き
の
う
の
岩
峰
通
過
に

手
間
ど
っ
て
し
ま
っ
た
。
登
っ
た
時
と
は
逆
に
リ
ッ
ジ
通
し
に
下
っ
て
、

最
後
二
度
の
ア
プ
ザ
イ
レ
ン
で
岩
峰
基
部
に
下
り
た
っ
た
。
そ
こ
か
ら
は

稜
線
通
し
に
吹
雪
の
中
を
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ア
ス
で
進
み
、
Ｃ
Ⅱ
に
帰
っ
た

の
は
午
後
五
時
で
あ
っ
た
。

翌
日
荷
物
を
整
理
し
て
Ｃ
Ｉ
に
下
っ
た
が
、
ル
ン
ゼ
の
下
り
に
す
っ
か

り
手
間
ど
り
、
約
八
時
間
か
か
っ
て
や
っ
と
Ｃ
Ｉ
に
つ
い
た
。
三
二
日
に

Ｃ
Ｉ
を
撤
収
し
、
す
っ
か
り
雪
が
と
け
て
し
ま
っ
た
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ

に
戻
っ
て
き
た
。

コ
ｌ

ｏ
イ

・
モ
ザ
ラ
ス

（
四
九
九
二
・
六
メ
ー
ト
ル
）
登
頂

ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
で
休
養
後
、
サ
ミ
ー
ル
谷
源
頭
に
あ
っ
て
、
ヌ
リ

ス
タ
ン
と
バ
ン
ジ
シ
ー
ル
の
境
界
稜
線
上

に
あ

る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
コ

ー

・
イ

・
モ
ザ
ラ
ス

（パ
ｏｒ
ｌＴ
〓
ｏ∽”Ｆ
∽）
に
初
登
頂
し
た
。
メ
ン
バ
ー

は
小
貫
、
谷
、
冨
樫
。

七
月
二
五
日
、
サ
ミ
ー
ル
谷
を
つ
め
て
氷
河
に
か
か
る
第

一
段
目
の
ア

イ
ス
・
フ
オ
ー
ル
を
登
り
、
そ
こ
か
ら
左
手
の
雪
渓
を
つ
め
て
コ
ル
に
で

た
。
こ
こ
に
で
る
と
ヌ
リ
ス
タ
ン
の
山
が

一
望
に
見
わ
た
せ
る
。
ま
た
例

の
ペ
ニ
テ
ン
テ
ｏ
ス
ノ
ー
を
縫
う
よ
う
に
登
り
頂
上
に
立
っ
た
。
正
面
に

見
る
ミ
ー
ル
ｏ
サ
ミ
ー
ル
が
、
圧
倒
的
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
示
し
て
い
る
。

タ
ル
ン
を
つ
ん
で
ヌ
リ
ス
タ
ン
の
山
々
に
別
れ
を
つ
げ
、
氷
河
を
下
っ
て
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ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
も
ど
っ
た
。
こ
れ
と
言
っ
て
難
し
い
と
こ
ろ
も
な

い
、
よ
く
晴
れ
た
、
楽
し
い
一
日
の
山
行
で
あ
っ
た
。

（谷
修

一
）

（註
１
）
ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
の
標
高
は
、
こ
の
六
〇
六
〇
メ
ー
ト
ル
が
採
用
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
ド
イ
ツ
隊
に
よ
っ
て
最
近
五
八
〇
九
メ
ー
ト
ル
が
報
告
さ
れ
た

が
、
筆
者
は
記
録
未
見
で
あ
る
。
（
日
本
山
岳
会

『山
』
二
六
六
号

一
九
六
七
年

八
月
刊
の
一
一
頁
の
地
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。
―

編
者
）
私
達
の
高
度
計
で
は

六
二
三
五
・
八
メ
ー
ト
ル
を
示
し
た
。
使
用
し
た
高
度
計
は
東
京
航
空
計
器
Ｋ
Ｋ

製
の
精
密
航
空
高
度
計

（長
針

一
回
転

一
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
、　
一
日
盛

一
〇

フ

ィ
ー
ト
）
で
あ
る
。

（一社
２
）
〓
・
”
二
【Ｏ
Ｈ
〕
Ｚ
体
『●
σ
ｏＬ”
①
【　
〓
〓
鮎
“Ｆ
“
００
Ｆ
‐パ
・
●
鮎
ｈ”
ｒ
Ｈ”　
ドΦいＰ

Ｕ
＞
く

お
８

・

（註
３
）
佐
藤
之
敏
、
ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
紀
行

『山
岳
』
第
六
一
年

（
一
九
六
六
　
Ｄ

年
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２１８

（註
４
）
一
九
六
五
年
一
〇
月
に
カ
ブ
ー
ル
の

↓
ｒ
ｏ
＞
出∞
Ｆ
”口
０
鶴
一ｏ
鴨
”
り
〓
ｏ
　
＜

Ｆ
り■
二
の
で
出
し
た
地
図

（
ミ
∞８
司
）
の
州
名
に
は
、
ヌ
リ
ス
タ
ン
は
入
っ
て

い
な
い
。私
達
の
通
っ
た
地
方
は
上
記
の
図
で
は
ラ
グ
マ
ン
ｒ
””
Ｆ
日
”目
に
当
る
。

（註
５
）
一
九
六
五
年
の
一
橋
大
隊
が
使
用
し
た
通
訳
と
同
じ
。
カ
ブ
ー
ル
の
日
本

大
使
館
の
近
く
に
住
み
、
英
語
よ
り
も
足
が
強
い
。

（註
６
）
日
本
の
ヒ
イ
ラ
ギ
と
同
じ
葉
、
本
名
は
バ
ル
ト
ウ
ガ
シ
。

（
註

７

）

Ｈ
・
弓

【
●
げ
り
ｌ

ｏ
〓

ｏ
ｌ

↓

，
①

Ｏ

鶴

日

″

Ｏ
Ｆ
Ｉ
「
”
謀

①
コ
〓

【
Ｏ
Ｆ
Ｏ
●

〓

〓

鮎
ロ
ー

Ｆ
Ｃ
∽Ｆ
Ｕ
Ｘ
り
ｏ
鮎
い〓
〇
●
・
ド〇〇
∞
ｖ
＞
〕
ド〇〇
卜
‐口
・

（註
８
）
ド
イ
ツ
の

＞
〓
ｍ
”
“
①
【
目
〓
鮎
“
Ｆ
Ｅ
Ｘ
Ｆ
バ
●
●
亀
”
ギ
”
が

一
九
六
六
年

六
月

一
八
日
に
登
頂
し
て
残
し
た
も
の
で
、
登
頂
者
は

「
〓
】ぼ
ｏ
＞
【ギ
８
ｒ
Ｆ

口
”
●
り

”
Ｌ
雰

Ｏ
Ｆ
の
一

の

二
名

で

あ

る

。



バダクシャン山地の旅

バ
ダ
ク
シ
ャ
ン
山
地
の
旅

―

ム
ン
ジ
ャ
ン

・
パ
ス
と
そ
の
周
辺
―

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
で
か
け
る
前
か
ら

「
バ
ダ
ク
シ
ャ
ン
」
と
い
う
地

名
に
、
そ
こ
は
か
と
な
い
魅
力
を
私
は
い
だ
い
て
い
た
。
な
ぜ
で
あ
る
の

か
、
明
白
な
理
由
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
地
図
を
み
つ
め
て
い
る
う

ち
に
、
そ
の
地
名
に
い
つ
か
そ
ん
な
憧
憬
に
似
た
気
持
に
な
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。

バ
タ
ク
シ
ャ
ン
は
、
ア
フ
ガ
ン
で
も
最
東
北
部
に
位
置
し
て
お
り
、
ソ

ビ
エ
ト
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
中
国
な
ど
と
国
境
を
接
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
辺
り
で
も

っ
と
も
中
央
ア
ジ
ア
の
核
心
地
帯
に
近
く
、
あ
の
牛
の
舌

の
よ
う
な
形
を
し
た
ワ
ハ
ン
廻
廊
も
こ
の
州
内
に
あ
る
。

も
と
も
と
私
た
ち
の
パ
ー
テ
ィ
は
、
明
確
に
特
定
の
山
頂
を
目
ざ
そ
う

と
い
う
計
画
で
は
な
か
っ
た
。
仲
間
た
ち

（第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
）
の
も
う

一

隊
が
、
同
じ
頃
に
カ
フ
カ
ズ
ヘ
入
り
、
来
年
は
パ
ミ
ー
ル
と
い
う
計
画
だ

っ
た
の
で
、　
一
応
そ
の
偵
察
踏
査
を
主
目
的
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
強
い

て
、
も

っ
と
も
つ
よ
い
希
望
と
い
え
ば
、
ワ
ハ
ン
の
入
谷
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
可
能
性
は
、
出
発
の
日
が
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て
、
稀
薄
に
な
り
つ

つ
あ
っ
た
。

そ
こ
で
二
次
案
と
し
て
、
コ
ー

・
イ

・
バ
ン
ダ
コ
ー
ル
の
東
面
、
コ
ー

・

イ

・
ク
ル
ベ
ッ
ク
な
ど
候
補
に
あ
が
っ
た
が
、
私
と
し
て
は
バ
ダ
ク
シ
ャ

ン
山
地
を
踏
査
す
る
こ
と
が
中
心
課
題
で
、
ど
の
辺
ま
で
入
山
を
許
可
し

て
く
れ
る
の
か
不
安
で
な
ら
な
か
っ
た
。

先
発
の
青
柳
、
石
井
の
両
隊
員
が

一
九
六
六
年
六
月
二
十
九
日
に
、
私

た
ち
本
隊
の
五
人
は
七
月
九
日
に
い
ず
れ
も
羽
田
か
ら
出
発
し
た
。
す
で

に
東
北
学
院
大
パ
ー
テ
ィ
、
千
葉
大
パ
ー
テ
ィ
が
ヒ
ン
ズ
ー

・
ク
シ
ユ
ヘ

入
山
し
て
い
る
旨
の
連
絡
は
う
け
て
お
り
、
私
た
ち
は
カ
ブ
ー
ル
に
直
行

で
、
十
日
の
正
午
す
こ
し
前
に
つ
い
た
。

標
高

一
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
高
原
の
町
は
、
ま
こ
と
高
燥
で
あ
っ

た
。
ま
ず
こ
の
気
候
風
土
の
ち
が
う
環
境
の
な
か
に
投
げ
こ
ま
れ
て
、
ま

た
た
く
う
ち
に
数
日
は
す
ぎ

た
。
登
山
許
可
、
通
関
な
ど
に
手
間
ど
っ

て
、
変
哲
の
な
い
中
近
束
の
灼
け
つ
く
よ
う
な
時
間
は
、
な
ん
と
も
や
り

き
れ
な
い
。
紺
青
色
の
色
紙
を
ぺ
っ
た
り
は
り
つ
け
た
よ
う
に
朝
が
く
る

と
、
雲

一
つ
な
い
青
杢
。
風
土
病
の
カ
ブ
リ
に
罹

っ
て
、　
一
人

一
人
あ
い
　
２１９

つ
い
で
下
痢
を
お
こ
し
、
腹
痛
を
訴
え
る
。
な
ん
で
も
飲
料
水
に
よ
る
凝
　
く

安

川

茂

雄



似
赤
痢
の
由
。

外
務
省
で
は
中
部
ヒ
ン
ズ
ｌ

ｏ
ク
シ
ュ
以
外
の
東
山
域
は
、
登
山
禁
止

線
を
青
く
引
い
た
地
図
を
示
し
て
、　
一
歩
も
ゆ
ず

っ
て
く
れ

な

い
ら

し

い
。
渉
外
担
当
の
青
柳
サ
ー
ブ
も
、
い
さ
さ
か
憂
鬱
な
表
情
だ
っ
た
。
や

む
な
く
中
部
ヒ
ン
ズ
ー

・
ク
シ
ュ
ヘ
、
ク
ン
ズ
ー
ツ
、
タ
リ
カ
ン
、
フ
ァ

イ
ザ
バ
ー
ト
を
経
由
し
て
入
山
す
る
こ
と
に
し
て
、
七
月
十
六
日
に
カ
ブ

ー
ル
を
出
発
し
た
。
み
ん
な

一
日
も
早
く
こ
の
乾
い
た
町
か
ら
脱
出
し

て
、
雪
の
山
々
を
眺
め
た
い
一
心
だ
っ
た
。

も
と
も
と
私
な
ど
は
、
こ
の
カ
ブ
ー
ル
の
町
の
暮
し
も
、
そ
れ
な
り
に

愉
し
く
異
境
に
た
い
す
る
興
味
ぶ
か
い
数
々
の
体
験
を
味

っ
た
の
で
あ
る

が
、
登
山
が
日
標
で
き
た
若
い
隊
員
た
ち
に
は
、
こ
ん
な
町
に
滞
在
し
て

い
る
の
は
、
到
底
た
え
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
カ
ブ
ー
ル
か
ら
バ
ダ
ク
シ
ャ

ン
と
い
う
と
大
変
な
僻
地
ら
し
く
、
江
戸
時
代
の
エ
ゾ
マ
ツ
マ
エ
と
い
っ

た
ぐ
ら
い
の
関
係
ら
し
い
。

こ
の
国
は
東
西
に
ヒ
ン
ズ
ｌ

ｏ
ク
シ
ュ
山
脈
が
貫
い
て
お
り
、
南
と
北

で
は
ひ
ど
く
隔
た
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
を
結
ぶ
た
っ
た

一
本
の
幹
線
道

路
が
サ
ラ
ン
・
パ
ス
の
自
動
車
路
で
、
カ
ブ
ー
ル
と
ク
ン
ズ
ー
ツ
の
二
つ

の
町
を
つ
な
い
で
い
る
。
サ
ラ
ン
・
パ
ス
の
上
は
さ
す
が
に
肌
寒
く
、
残

雪
を
ま
と
っ
た
ヒ
ン
ズ
ｌ

ｏ
ク
シ
ュ
の
針
峰
が
、
い
く
つ
か
鋭
く
そ
び
え

て
お
り
、
私
た
ち
の
欲
求
不
満
は
い
く
ら
か
解
消
し
た
か
に
み
え
た
。

ク
ン
ズ
ー
ツ
の
ス
ピ
ン
ザ
ー
ホ
テ
ル
で

一
泊
し
て
、
こ
の
町
に
く
ら
す

唯

一
人
の
在
留
邦
人
橋
本
さ
ん
の
ご
厄
介
に
な
り
、
翌
日
は
タ
ル
カ
ン
ヘ

…
…
砂
漠
の
道
を
疾
駆
し
た
。
ま
さ
に

「空
に
飛
鳥
な
く
、
地
に
走
獣
な
　
Ｄ

し
」
と
い
っ
た
濠
漠
と
し
た
世
界
で
あ
る
。　
一
体
は
た
し
て
、
こ
の
奥
に
　
２２

氷
河
の
山
な
ど
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
、
み
ん
な
半
信
半
疑
だ
っ
た
。
山

と
い
え
ば
粘
土
か
砂
礫
で
こ
ね
あ
げ
た
、
風
化
し
た
丘
陵
ば
か
り
つ
づ
い

て
い
る
の
だ
。

幾
台
か
の
バ
ス
（
ト
ラ
ッ
ク
改
造
の
も
の
）
を
乗
り
つ
い
で
、
フ
ァ
イ
ザ

バ
ー
ド
に
辿
り
つ
い
た
の
は
、
七
月
十
八
日
だ
っ
た
。
バ
ダ
ク
シ
ャ
ン
州

の
主
邑
で
あ
り
、
ワ
ハ
ン
の
入
日
の
町
と
し
て
、
中
央
ア
ジ
ア
の
探
検
記

な
ど
に
は
度
々
登
場
す
る
土
地
だ
。

こ
こ
は
バ
ダ
ク
シ
ャ
ン
入
山
の
際
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
ら
し
く
、
仲

仲
面
倒
で
青
柳
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
旅
券
を
も

っ
て
、
い
く
ど
か
役
所
へ
足
を

は
こ
ん
で
い
た
。
こ
の
辺
り
ま
で
く
る
と
、
文
化
果
つ
る
と
こ
ろ
と
い
う

の
で
あ
ろ
う
、
自
動
車
さ
え
な
け
れ
ば
、
『
ア
ラ
ビ
ヤ
ン
ナ
イ
ト
』

の
蒼

古
た
る
舞
台
に
ふ
さ
わ
し
い
場
景
と
い
え
る
。

そ
れ
に
し
て
も
フ
ァ
イ
ザ
バ
ー
ド
で
仰
い
だ
星
は
、
美
し
く
清
冽
だ

っ

た
。
暗
黒
星
雲
と
い
う
光
の
帯
も
、
は
じ
め
て
教
え
て
も
ら

っ
て
、
私
は

眺
め
た
の
だ
っ
た
。

は
じ
め
私
の
計
画
だ
と
、
フ
ァ
イ
ザ
バ
ー
ド
か
ら
ゼ
バ
ッ
ク
ヘ
で
た
か

っ
た
。
し
か
し
、
ゼ
バ
ッ
ク
は
禁
止
線
に
入
っ
て
お
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
と

の
国
境
に
近
い
と
い
う
こ
と
で
許
可
に
な
ら
ず
、
や
む
な
く
ジ

ュ
ル
ム
ヘ
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コー・イ・バングコールの夕照 (ムンジャン山群から)
Evening glow on Koh‐ i‐Bandakor seen from the Munjan group.

(By S,Shirahata)
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向
か
う
こ
と
に
す
る
。
ジ

ュ
ル
ム
が
山
に
も

っ
と
も
近
い
許
可
の
と
れ
る

村
な
の
だ
。

ジ

ュ
ル
ム
ま
で
は
、
バ
ス
が
行

っ
た
。
常
識
で
考
え
る
自
動
車
通
路
で

は
な
い
。
山
地
に
近
ず
い
た
せ
い
か
、
い
く
ら
か
緑
が
日
だ
ち
は
じ
め
、

ジ

ュ
ル
ム
は
日
本
の
農
村
の
よ
う
な
閑
静
な
村
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
大
歓

迎
を
う
け
た
。
村
は
ジ

ュ
ル
ム
県
の
ガ
バ
ナ
ー
の
所
在
地
で
、
私
た
ち
に

役
場
の
一
室
を
貸
し
て
く
れ
て
、
ひ
ど
く
好
意
的
だ
っ
た
。
そ
れ
と
い
う

の
も
或
る
知
人
が
い
て
、
私
た
ち
の
出
発
の
前
日
、
ア
リ
ア
ナ
航
空
社
長

が
紹
介
状
を
ガ
バ
ナ
ー
宛
に
書
い
て
く
れ
た
の
だ
が
、
あ
る
い
は
そ
の
効

能
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

翌
日
、
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
奥
の
村

ハ
ザ
ラ
ー
ド

・
サ
フ
ェ
ま
で
ト
ラ
ッ

ク
で
行

っ
た
。
ジ

ュ
ル
ム
川
ぞ
い
の
崖
道
で
、
い
く
ど
も
ト
ラ
ッ
ク
は
エ

ン
コ
し
な
が
ら
、
ゼ
ン
息
患
者
の
よ
う
に
砂
塵
を
ま
き
あ
げ
な
が
ら
の
ろ

の
ろ
と
走

っ
た
。

七
月
二
十
日
に
こ
こ
ま
で
入
山
で
き

た

の
は
、　
し
ご
く
順
調
で
あ
っ

た
。
途
中
で
橋
が
こ
わ
れ
て
い
た
り
し
た
ら
、
も

っ
と
時
間
を
く
っ
て
い

た
だ
ろ
う
。
こ
の
辺
り
ま
で
く
る
と
、
雪
の
白
い
山
が
み
え
は
じ
め
て
、

バ
ダ
ク
シ
ャ
ン
の
山
地
へ
入

っ
た
か
ん
が
つ
よ
い
。
あ
と
は
キ
ャ
ラ
バ
ン

を
組
ん
で
、
ジ

ュ
ル
ム
川
ぞ
い
に
南
下
し
て
ケ
ロ
ン
ま
で
ぬ
け
る
の
だ
。

こ
の
村
も
田
畑
な
ど
あ
っ
て
、
緑
の
日
だ
つ
よ
い
村
で
、
小
さ
な
学
校

も
ぁ
る
。
私
た
ち
に
は
ソ
ル
ジ
ャ
ー

（兵
士
）
が

一
人
ジ

ュ
ル
ム
か
ら
つ

い
て
き
て
、
身
辺
の
守
護
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
。
私
た
ち
は
石
垣
の
あ
る

村
の
、
公
会
堂
み
た
い
な
土
造
の
家
を
貸
し
て
も
ら
い
、
こ
こ
で
数
日
を

す
ご
し
た
。

杢
は
、
い
ぜ
ん
毎
日
快
晴
つ
づ
き
で

一
日
の
雨
も
降
ら
な
い
。
夕
刻
に

な
る
と
、
村
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
ア
ラ
ー
の
神
へ
の
祈
り
声
が
、
朗
々
と
き

こ
え
て
く
る
。
ひ
と
し
お
異
境

へ
や

っ
て
き
た
と
い
う
孤
絶
感
が
、
私
の

心
を
占
め
る
。

二
日
間
ぐ
ら
い
で
出
発
で
き
る
と
予
定
し
て
い
た
の
に
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

の
馬
や
ロ
バ
は
仲
々
集
ま
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
ど
う
や
ら
金
額
が
折
り

あ
わ
な
い
ら
し
い
。
こ
の
任
に
は
通
訳
の
ア
リ
が
当
た
っ
た
が
、
ど
う
も

歯
切
れ
が
よ
く
な
い
。
数
年
前
に
、
イ
タ
リ
ア
隊
も
こ
の
村
か
ら
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
組
ん
だ
そ
う
で
、
私
た
ち
が
二
隊
日
と
か
。
お
互
い
に
駈
け
引
き

を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、そ
れ
に
し
て
も
ア
フ
ガ
ン
で
の
経
済
観
念
は
、

よ
ほ
ど
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

カ
ブ
ー
ル
な
ど
で
は
、
い
く
ら
か
消
費
経
済
は
存
在
す
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
地
方

へ
く
る
と
ま
る
で
な
く
な
る
。
も
と
も
と
、
遊
牧
民
が
定
住

し
て
で
き
た
村
が
多
い
の
だ
か
ら
、
自
給
自
足
で
流
通
機
構
は
殆
ん
ど
な

く
消
費
経
済
は
乏
し
い
。
そ
れ
だ
け
に
収
入
と
い
う
も
の
は
極
め
て
貴
重

な
の
だ
。
カ
ブ
ー
ル
な
ど
で
も
五
百
ア
フ
ガ
ニ
ー
（
一
ア
フ
ガ
ニ
ー
＝
五
円
）

札
と
な
る
と
、
く
ず
す
こ
と
が
不
可
能
な
ほ
ど
の
高
額
紙
幣
と
な
っ
て
、

ひ
ど
い
低
収
入
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
バ
ク
シ
シ
ー
と
呼
ば
れ
る
チ
ッ
プ
も
さ
か
ん
に
な
る
し
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
収
入
な
ど
、
こ
の
僻
地
の
村
人
に
と
っ
て
は
、　
一
年
に

一
度
あ

バダクシャン山地の旅
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る
か
な
し
か
の
好
機
と
い
え
る
だ
け
に
彼
ら
も
日
の
色
を
か
え
る
の
だ
。

結
局
、
馬

一
頭

一
日

一
六
〇
、　
ロ
バ
八
〇
ア
フ
ガ
ニ
ー
と
き
ま
っ
た
。
村

に
滞
在
中
は
診
療
所
を
開
い
た
が
、
た
い
て
い
は
栄
養
失
調
に
よ
る
眼
疾

か
、
怪
我
の
化
膿
で
、
あ
と
は
薬
欲
し
さ
の
ニ
セ
患
者
と
の
、
長
沢
隊
員

の
話
だ
。
そ
れ
で
も
二
日
間
で
八
十
人
近
く
診
療
し
た
。

七
月
二
十
三
日
、
村
を
出
発
―
―
十
数
頭
の
馬
と
ロ
バ
の
一
群
が
ジ

ュ

ル
ム
川
ぞ
い
に
南
下
―
―
す
ぐ
道
は
砂
漠

へ
で
た
。
み
ん
な
ま
だ
下
痢
状

態
で
足
が
お
も
い
。
二
十
四
日
の
午
後
コ
ー

・
イ

・
マ
ダ
ン
と
い
う
岩
峰

の
下
に
つ
く
。
こ
こ
は
ラ
ピ
ス
ｏ
ラ
ズ
リ
ー
の
鉱
山
が
あ
る
と
か
で
、
軍

隊
が
駐
屯
し
て
た
。
こ
の
辺
り
ま
で
く
る
と
、
川
の
両
岸
に
四
〇
〇
〇
メ

ー
ト
ル
前
後
の
ド

ロ
ミ
テ
ば
り
の
山
が
豪
宏
な
岩
ブ
ス
マ
を
め
ぐ
ら
し
て

仲
々
壮
観
で
あ
る
。

二
十
五
日
、
つ
い
に
ジ

ュ
ル
ム
川
に
で
た
。
こ
こ
は
ア
ン
ジ

ュ
マ
ン
・

パ
ス
か
ら
く
だ

っ
て
来
た
と
こ
ろ
で
、
中
部
ヒ
ン
ズ
ー

・
ク
シ
ュ
の
上
高

地
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
こ
こ
で
県
は
又
変

っ
て
、
ガ
バ
ナ
ー
も
ジ

ュ
ル

ム
か
ら
ケ
ロ
ン
ヘ
移
る
。
又
当
然
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
も
変
え
ね
ば

な
ら
な

い
。
こ
の
辺
が
ア
フ
ガ
ン
民
情
の
厄
介
な
と
こ
ろ
で
、
ソ
ル
ジ
ャ
ー
も
交

替
し
た
。

ゲ
ロ
ン
ヘ
つ
く
と
、
既
に
東
北
学
院
大
パ
ー
テ
ィ
は
バ
ン
ダ
コ
ー
ル
ヘ

入
山
し
た
由
、
西
面
へ
は
こ
の
村
か
ら
入
る
の
だ
。
ケ
ロ
ン
で
二
日
滞
在

し
た
。
と
に
か
く
、
ム
ン
ジ
ャ
ン
ｏ
パ
ス
ヘ
で
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
な

の
だ
が
、
そ
こ
の
情
報
に
よ
る
と
、
パ
ス
に
は
す
で
に
英
国

パ

ー
テ

ィ

が
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
張
っ
て
い
る
と
い
う
、
寝
耳
に
水
の
ニ
ュ
ー
ス

で
あ
る
。

や
は
リ
バ
ン
ダ
コ
ー
ル
の
東
面
を
め
ざ
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
す

る
と
、
な
ん
と
も
心
が
お
も
か
っ
た
。　
一
刻
も
早
く
出
発
し
た
い
と
、
み

ん
な
の
心
は
焦
り
気
味
だ
っ
た
。

七
月
二
十
八
日
、
ケ
ロ
ン
を
出
発
。
道
は
ム
ン
ジ
ャ
ン
川
ぞ
い
で
な
し

に
山
地
を
大
き
く
捲
く
。
か
な
り
の
急
坂
で
ぐ
ん
ぐ
ん
登
る
。
左
手
に
バ

ン
ダ
コ
ー
ル
の
西
面
を
眺
め
な
が
ら
、
荒
涼
と
し
た

一
本

一
草
も
な
い
よ

う
な
山
の
斜
面
を
登
る
。
フ
イ
リ
ス
ｏ
パ
ス
と
い
う
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

近
い
峠
を
こ
え
る
と
き
、南
東
に
コ
ｌ

ｏ
イ

・
ク
ル
ベ
ッ
ク
、
コ
ー

・
イ

・

マ
ル
チ
ェ
ッ
ク
と
い
っ
た
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
峰
が
く

っ
き

り
と

み
え

た
。
高
度
が
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
に
な
っ
て
、
私
は
高
山
病
に
罹

っ

た
ら
し
い
。
七
月
二
十
日
に
ム
ン
ジ
ャ
ン
・
パ
ス
に
到
着
す
る
ま
で
、
私

は
馬
の
背
に
ゆ
ら
れ
て
い
た
。

ケ
ロ
ン
で
き
い
た
と
お
リ
パ
ス
に
は
、
英
国
隊
の
ベ
ー
ス
が
あ
る
。
六

人
の
パ
ー
テ
ィ
で
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
や

っ
て
き
た
そ
う
で
、
私
た
ち

が
唐
突
に
姿
を
み
せ
た
の
に
、
か
な
り
驚
い
た
ら
し
い
。
す
で
に

一
週
間

前
か
ら
入
山
し
て
い
る
由
で
、
や
は
り
目
標
は
コ
ー

・
イ

・
バ
ン
ダ

コ
ー

ル
の
東
面
に
あ
っ
た
。

こ
の
辺
り
は
パ
ス
と
い
っ
て
も
広
濶
な
高
原
状
を
な
し
て
い
て
、
こ
の
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地
方
で
は

可サ
ン
グ
リ
ッ
チ

ｏ
コ
タ
ー
ル
」
（
コ
タ
ー
ル
＝
峠
）
と
い
っ
て
い

る
。
左
手
に
は
バ
ン
ダ
コ
ー
ル
と
、
コ
ー

・
イ

・
サ
キ

（
六
一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
）
が
削
ぎ
お
と
し
た
よ
う
に
そ
び
え
て
い
た
。
す
で
に
英
国
隊
は
、
東

面
の
登
攀
を
放
棄
し
て
い
る
ら
し
い
。
た
し
か
に
、
う
ん
ざ
り
す
る
よ
う

な
険
し
い
岩
と
氷
の
壁
で
あ
る
。

と
に
か
く
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の
建
設
に
、
私
た
ち
は
と
り
か
か

っ

た
。
ケ
ロ
ン
の
村
人
た
ち
は
、
賃
銀
を
貰
う
と
み
ん
な
還

っ
て
ゆ
く
。
あ

と
に
は
ボ
ー
ル
箱
が
山
と
積
ま
れ
、
い
よ
い
よ
行
動
で
あ
る
。
私
た
ち
も
、

あ
の
東
面
を
目
ざ
し
て
や

っ
て
き
た
の
だ
と
伝
え
る
と
、
英
国
パ
ー
テ
ィ

は
あ
っ
さ
り
、

「グ

ッ
ド

●
ラ
ツ
ク
」
と
言

っ
た
。
た
し
か
に
そ
ん
な
山

だ
。
青
柳
サ
ー
ブ
と
相
談
し
た
が
、
彼
も
悲
観
的
で
あ
る
。
ポ
ー
タ
ー
も

シ
ェ
ル
パ
も
い
な
い
ヒ
ン
ズ
ー

・
ク
シ
ユ
で
は
、
少
人
数
の
場
合
、
ボ
ッ

カ
が
弱
体
に
な
り
が
ち
だ
。

私
た
ち
の
ベ
ー
ス
は
、
英
国
隊
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
離
れ
て
い

る
。
周
囲
は
砂
と
草
の
ゆ
る
い
斜
面
だ
が
、
風
が
吹
く
と
埃
が
ひ
ど
い
。

そ
れ
で
も
近
く
に
水
場
が
あ
っ
て
泉
が
湧
い
て
い
る
。

八
月

一
日
、
行
動
開
始
―

み
ん
な
荷
運
び
に
で
か
け
る
。
ま
ず
偵
察

の
た
め
の
Ｃ
Ｉ
を
設
営
し
に
、
通
訳
の
ア
リ
も
加
わ
っ
た
。
私
だ
け
キ
ー

パ
ー
と
な
る
。
ま
だ
身
体
の
調
子
が
よ
く
な
い
の
だ
。

バ
ン
ダ
コ
ー
ル
は
、
ベ
ー
ス
か
ら
は
峰
頭
の
部
分
し
か
み
え
な
い
。
あ

と
基
部
は
前
山
に
か
く
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
も
上
部
は
か
な
り

悪
い
。
荷
上
げ
を
二
日
間
つ
づ
け
、　
一
方
で
は
偵
察
を
だ
し
た
。
下
部
の

氷
壁
約

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
困
難
ら
し
い
。
そ
こ
で
私
は
三
日
に
Ｃ
Ｉ

へ
登
り
、
各
隊
員
の
意
向
を
き
い
て
撤
退
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
か
ね
て

ム
ン
ジ
ャ
ン
。
パ
ス
の
ケ
ロ
ン
側
の
左
山序
の
山
々
を
、
た弟
二
安
本
に
一考
え
て

い
た
の
だ
。
そ
れ
に
踏
査
隊
と
し
て
、
よ
り
広
い
山
域
を
歩
い
て
み
た
い

の
で
、
バ
ン
ダ

コ
ー
ル
に
だ
け
係
り
あ
っ
て
も
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

五
日
は

一
日
休
養
し
た
。
英
国
隊
も
丁
度
ベ
ー
ス
に
集
結
し
て
い
て
、

全
員
で
コ
ン
パ
を
催
し
た
。
彼
ら
は
王
立
地
学
協
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
、

未
調
査
の
こ
の
付
近
の
地
図
作
成
に
、
二
人
ず
つ
三
隊
に
分
れ
て
、
バ
ン

ダ
コ
ー
ル
の
前
衛
峰
に
登

っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
た

ち
は
ム
ン
ジ
ャ
ン
川

（ウ
ル
フ
川
）
の
源
流
地
帯
の
山
々
を
調
べ
る
こ
と

に
し
た
。
こ
の
パ
ス
は
二
回
ほ
ど
ド
イ
ツ
隊
が
越

え

た

ほ
か
記
録
が
な

く
、
そ
れ
も

一
回
は
ア
ポ
ロ
蝶
さ
が
し
の
パ
ー
テ
ィ
と
か
言
っ
て
い
た
。

バ
ン
ダ
コ
ー
ル
は
、
ド
イ
ツ
隊
調
べ
の
英
国
隊
の
地
図
だ
と
標
高
六
八

四
〇
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
、
従
来
の
六
六
六
〇
メ
ー
ト
ル
が
改
め
ら

れ
て
い
る
。
標
高
は
か
な
り
劣
る
が
、
ム
ン
ジ
ャ
ン
・
パ
ス
周
辺
の
山
々

に
日
標
を
さ
だ
め
て
、
私
た
ち
は
八
月
中
旬
ま
で
踏
査
す
る

こ
と
に
し

た
。

バダクシャン山地の旅

は
じ
め
登
山
許
可
の
関
係
か
ら
、
帰
路
は
ア
ン
ジ

ュ
マ
ン
を
越
え
る
予

定
で
い
た
の
だ
が
、
丁
度
私
が
ベ
ー
ス
に
い
る
と
き
、
サ
ン
グ
リ
ッ
チ
の

ガ
バ
ナ
ー
が
や

っ
て
来
た
。
私
は
な
ん
と
か
ゼ
バ
ッ
ク
ヘ
ぬ
け
た
い
の
で
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手
真
似
で
頼
む
と
、ど
う
や
ら
Ｏ
Ｋ
ら
し
い
の
だ
。
こ
れ
は
嬉
し
か
っ
た
。

ム
ン
ジ
ャ
ン
山
群
―

と
私
た
ち
が
名
づ
け
た
の
は
、
パ
ス
の
近
く
で

あ
っ
た
し
、
ム
ン
ジ
ャ
ン
川
の
源
流

（正
確
に
は
ウ
ル
フ
川
か
も
知
れ
な
い
）

だ
と
い
う
こ
と
で
、　
一
応
、
英
国
隊
に
も
諒
解
は
も
と
め
た
が
他
意
は
な

八
月
六
日
よ
り
十
六
日
ま
で
の
行
動
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
が
、
山

自
体
は
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
峰
で
困
難
さ
は
す
く
な
く
、
ザ
イ
ル
使
用
の

ビ
ッ
チ
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
。
ま
こ
と
小
さ
く
ま
と
ま
っ
た
山

群
で
―

ま
る
で
涸
沢
を
め
ぐ
る
穂
高
連
峰
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
（な
お
、

括
弧
内
の
山
名
は
便
宜
上
私
た
ち
が
つ
け
た
も
の
で
、
地
も
と
で
判
明
し

て
い
る
も
の
も
ふ
く
め
た
。）

Ｉ

（
コ
ｌ

ｏ
イ

・
セ
フ
ェ
　
五

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
八
月
六
日
よ
り
七

日
に
か
け
て
、
英
国
隊
四
人
と
青
柳
、
自
鎮
の
六
人
で
合
同
登
頂
。

Ⅱ

（
コ
ー

・
イ

・
オ
ー
ガ
ス
ト
　
五
〇
二
〇
メ
ー
ト
ル
）
八
月
九
日
、

安
川
、
自
旗
の
両
名
に
よ
っ
て
登
頂
。

こ
の
間
に
ム
ン
ジ
ャ
ン
山
群
中
に
Ｃ
Ｉ

（四
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
を

建
設
し
て
十
日
よ
り
行
動
に
移
っ
た
。

Ⅲ

（
ム
ン
ジ
ャ
ン
北
峰
　
五
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
八
月
十
日
、
堀
田
、

石
井
、
長
沢
、
大
橋
の
四
名
に
よ
っ
て
登
頂
。

Ⅳ

・
Ｖ

（
コ
ｌ

ｏ
イ

ｏ
キ
ャ
ト
ル

五

一
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
コ
ー

・
イ

・

キ
バ
　
五
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
八
月
十

一
日
、
安
川
、
自
旗
二
名
に

よ
っ
て
登
頂
。

Ⅵ

（
コ
ー

・
イ

・
ム
ン
ジ
ャ
ン
主
峰
　
五
五
三
〇
メ
ー
ト
ル
）
八
月
十

二
日
に
Ｃ
Ｉ
を
四
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
設
営
し
、
青
柳
、
自
旗
、
堀

田
、
石
井
、
大
橋
、
長
沢
の
六
名
に
よ
り
十
三
日
に
登
頂
。

Ⅶ

（
コ
ー

・
イ

ｏ
ハ
ロ
ル
ゲ

ッ
キ
　
五

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
八
月
十
五

日
、
自
旗
、
石
井
の
両
名
で
登
頂
、
三
日
前
に
英
国
隊
が
先
登
し
て

お
り
二
登
。

Ⅷ

（
コ
ー

・
イ

・
キ
ャ
ッ
ス
ル
　
五
四
〇
〇
メ
ー
ト

ル
）
十
五
日
、

長
沢
、
大
橋
両
名
が
山
頂
下
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
よ
り
時
間
切
れ

の
た
め
下
山
。

以
上
が
大
略
の
同
山
群
中
の
行
動
で
、
な
お
標
高
に
つ
い
て
は
英
国
隊

の
フ
ィ
ー
ト
か
ら
換
算
し
た
も
の
と
、
隊
の
精
度
の
よ
く
な
い
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
の
た
め
若
干
の
疑
間
が
の
こ
る
模
様
。　
こ
と
に
入
月
十
日
ご

ろ
か

ら
、
モ
ン
ス
ー
ン
の
影
響
も
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
で
、
狂
い
が
生
じ
て
い

る
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
間
，に
英
国
パ
ー
テ
ィ
は
、
バ
ン
ダ
コ
ー
ル
東
面
の
五
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
級
の
前
衛
峰
に
か
な
り
登
っ
て
お
り
、
こ
の
方
面
の
地
図
作
成
に
行

動
し
て
い
た
が
、
八
月
十
五
日
ご
ろ
か
ら
気
候
は
め
っ
き
り
秋
め
い
て
新

雪
も
ふ
り
、
雲
量
も
と
み
に
ま
し
て
き
た
。

八
月
十
六
日
、
サ
ン
グ
リ
ッ
チ
か
ら
迎
え
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
ム
ン
ジ
ャ

ン
・
パ
ス
に
姿
を
み
せ
た
。
英
国
隊
は
十
九
日
ま
で
ね
ば
る
と
い
う
。
私

た
ち
は
お
互
い
の
ベ
ー
ス
で
別
れ
の
コ
ン
パ
を
催

し
た
。
「
一
生
に
再
び

(224)



や

っ
て
こ
ら
れ
る
か
ど
う
か
分
ら
な
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
あ
る
け
ど
、
や
る

だ
け
は
や

っ
て
ゆ
く
の
だ
」
と
言

っ
て
、
地
味
な
地
図
作
成
に
励
ん
で
い

る
彼
ら
に
、
私
は
つ
よ
い
感
動
を
お
ぼ
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
い

ま
ま
で
世
界
中
の
大
抵
の
登
山
パ
ー
テ
ィ
と
は
ア
ル
プ
ス
で
顔
を
合
わ
せ

た
が
、
日
本
人
パ
ー
テ
ィ
は
初
め
て
だ
っ
た
と
、
隊
長
の
ク
リ
フ
は
嬉
し

そ
う
に
述
べ
て
く
れ
た
。

び
る
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
、
カ
ブ
ー
ル
と
は
反
対
に
北
を
目
ざ
し
た
。

八
月
十
九
日
に
ゼ
バ
ッ
ク
ヘ
到
着
。
東
北
に
パ
キ
ス
タ
ン
国
境
の
山
々

が
銀
の
鞍
を
つ
ら
ね
て
い
る
。
だ
が
、
も
は
や
食
糧
も
底
を
つ
き
は
じ
め

た
。
み
ん
な
の
日
焼
け
し
た
顔
は
、
さ
す
が
に
疲
労
に
縁
ど
ら
れ
て
み
え

る
。こ

こ
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
フ
ァ
イ
ザ
バ
ー
ド
ヘ
…
…

一
台
の
ト
ラ
ッ
ク
に

羊
も
人
間
も

一
緒
く
た
だ
。
そ
の
乗
客
の
大
方
は
ワ
ハ
ン
の
住
民
と
か
、

こ
こ
か
ら
丸

一
日
の
距
離
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。
あ
れ
ほ
ど
連
日
晴
天
つ

づ
き
の
バ
ダ
ク
シ
ャ
ン
の
空
に
、
灰
色
の
雲
が
か
か
り
、
朝
夕
の
肌
寒
さ

は
す
で
に
夏
の
終
り
を
告
げ
て
い
た
ｏ

（付
記
）
本
稿
は
正
式
報
告
と
い
っ
た
内
容
で
は
な
く
、
私
の
個
人
的
感
想
で
、
詳

し
く
は
進
行
中
の

『Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
報
告
』
（
一
九
六
七
年
度
）、
又
は
拙
著

『
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
山
旅
』（
一
九
六
六
年
十
二
月
、
あ
か
ね
書
房
刊
）
を
、
御
参
照
く
だ

さ
い
。

ム
ン
ジ
ャ
ン
・
パ
ス
を
く
だ
る
と
き
、
北
方
に
自
い
峰
が
み
え
た
。
英

国
パ
ー
テ
ィ
の
説
明
だ
と
、
パ
ミ
ー
ル
の
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
峰
だ
と
の

こ
と
―

い
か
に
も
ど
っ
し
り
と
遅
し
い
白
銀
の
山
容
で
あ
る
。

私
は
馬
の
背
に
ゆ
ら
れ
て
サ
ン
グ
リ
ッ
チ
川
ぞ
い
に
、
ゼ
バ
ッ
ク
を
目

ざ
し
た
。
ワ
ハ
ン
谷
の
入
口
に
あ
る
村
、
こ
こ
か
ら
は
イ
シ
カ
シ
ム
も
日

と
鼻
の
先
の
は
ず
だ
。
バ
ン
ダ
コ
ー
ル
も
し
だ
い
に
小
さ
く

な

っ
て
ゆ

く
。
き

っ
と
来
年
辺
り
こ
の
東
壁

（正
確
に
は
東
北
東
壁
）
は
、
注
目
を

あ

バダクシャン山地の旅
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ア
ラ
ス
カ
・
ボ
ナ
峰
登
頂

東
京
教
育
大
学
山
岳
部
・同
Ｏ
Ｂ
会

一
、
は
じ
め
に

二
、
偵
察
行
と
ラ
ン
グ
ル
峰
登
頂

三
、
本
隊
の
行
動
と
若
干
の
地
理
学
的
考
察

四
、
登
山
と
高
度
の
影
響
に
つ
い
て

「

は

じ

め

に

徳

久

球

雄

教
育
大
学
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
そ
の
名
の
示
す
と
お
り
、
卒
業
生
は
教

員
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
山
岳
部
の
Ｏ
Ｂ
も
教
員
が
比
較
的
多
い
の
は
当

然
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
原
因
し
て
か
、
山
岳
部

と

し

て

の
活
動
も
地
味

で
、
あ
ま
り
目
立
つ
よ
う
な
活
躍
は
し
て
い
な
い
。
だ
が
戦
後
だ
ん
だ
ん

と
蓄
積
さ
れ
た
も
の
が
、目
を
海
外
に
向
け
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

猫
も
杓
子
も
海
外
遠
征
と
い
う
よ
う
な
ブ
ー
ム
に
刺
激
さ
れ

て

で
は
な

く
、
部
の
成
長
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
こ
へ
一
九
六
二
年
戦

後
初
め
て
の
遭
難
が
お
き
、
中
心
的
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
限
部
研
二
を
自

馬
岳
で
失

っ
た
。
悪
夢
は
続
い
て

一
九
六
五
年
四
月
、
や
は
り
、
海
外
遠

征

へ
の
熱
心
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
松
下
、
榊
が
谷
川
岳
東
尾
根
で
不
慮

の
事
故
に
あ
い
、
相
次
ぐ
遭
難
に
わ
れ
わ
れ
の
山
登
り
の
態
度

へ
の
反
省

が
迫
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
中
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
は
、
我
々
は
や
は
り

我
々
の
学
校
と
部
の
伝
統
を
生
か
し
た
科
学
的
で
、
か
つ
地
味
な
良
い
山

登
り
を
続
け
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
カ
ラ
コ
ル
ム
、
ス

ノ
ー
レ
イ
ク
中
心
に
考
え
ら
れ
て
い
た
遠
征
は
、
経
済
の
問
題
か
ら
も
変

更
し
、
ア
ラ
ス
カ
の
ラ
ン
ゲ
ル
山
群
が
候
補
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
、
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
繰
返
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
場
合
、
全
員
が
隊
員
候

補
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
経
済
的
に
他
に
寄
付
を
仰
ぐ
こ
と
も
ほ
と
ん
ど

考
え
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
時
代
で
も
な
く
、
わ
れ
わ
れ
も
自

分
達
の
力
の
範
囲
内
で
考
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
全
額
に
近
い
金
が
自
己
負
担
と
な
っ
て
か
か

っ
て
く
る
。
責
任
者
と
し
て
の
私
は
何
と
か
こ
れ
を
緩
和
し
、
経
済
的
条

件
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
行
き
た
い
も
の
が
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
な

く
す
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
た
も
の
の
、
教
育
大
の
範
ち
ゅ
う
に
お
い
て

は
、
同
窓
会
等
に
お
願
い
し
て
も

〃笛
吹
け
ど
踊
ら
ず
″
の
観
で
、
結
局

は
約
二
五
万
の
経
費
の
ほ
と
ん
ど
は
自
己
負
担
と
い
う
形
、
隊
員
も
主
と

し
て
こ
の
点
か
ら
制
約
を
う
け
る
よ
う
な
形
と
な
り
、
盛
り
上
る
力
を
押

さ
え
て
し
ま
う
よ
う
な
形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の

部
の
組
織
と
力
の
弱
体
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

と
も
か
く
、
そ
の
よ
う
な
形
で
教
育
大
学
の
第

一
回
の
遠
征
隊
の
構
想

山 小 永 徳

本 林 峰 久

英  隆 球

毅 詢 夫 雄
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アラスカ・ボナ峰登頂

が
で
き
上
り
、
主
と
し
て
地
理
学
と
体
力
科
学
の
面
か
ら
、
研
究
も
進
め

よ
う
と
い
う
こ
と
で
準
備
が
す
す
め
ら
れ
た
。
隊
員
も
最
後
ま
で
最
終
決

定
が
お
く
れ
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
な
こ
と
が
含
め
ら
れ
、
各
自
努
力
に

努
力
、
借
金
に
借
金
を
重
ね
た
。
ま
た
犬
飼
を
除
く
全
員
が
教
員
で
あ
る

た
め
、
勤
務
の
関
係
か
ら
夏
休
み
期
間
き
り
都
合
が
つ
か
な
い
。
ま
た
わ

れ
わ
れ
と
し
て
も
勤
務
や
学
業
に
支
障
の
な
い
こ
と
が
第

一
の
条
件
で
あ

っ
た
か
ら
、
結
局

一
ヶ
月
の
短
期
間
で
教
師

。
学
生
の
夏
休
み
を
利
用
し

た
、
ラ
イ
ト
・
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
い
う
形
に
な
っ
た
。
し
か
し
将

来
わ
れ
わ
れ
が
次
に
外
国
の
山
に
登
る
と
き
も
負
け
惜
し
み
で
な
く
、
こ

の
よ
う
な
形
で
、
期
間

・
費
用
も
自
前
で
、
勤
務
に
支
障
な
く
、
か
つ
研

究
成
果
の
あ
が
る
よ
う
な
も
の
に
し
た
い
。
今
回
は
地
理
学
、
体
力
科
学

的
な
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
が
、
充
分
の
成
果
が
あ
が
っ
た
と
は

い
い
が
た
い
。
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
別
に
公
刊
し
た
い
が
、
初
め
て
の

遠
征
経
験
と
し
て
は
仕
方
が
あ
る
ま
い
。

隊
員
を
紹
介
し
よ
う
。

偵
察
隊
　
一
九
六
五
年

三
井
勝
雄

（
三
四
歳
）
地
理
学
科
卒
、
都
立
赤
坂
高
校
教
諭

永
峰
隆
夫

（
二
九
″
）
地
理
学
科
卒
、
都
立
千
歳
高
校
教
諭

本
　
隊
　
一
九
六
六
年

隊
長
　
徳
久
球
雄

（三
四
″
）
地
理
学
科
大
学
院
卒
、
青
山
学
院
大
学
講

師
、
衛
生
担
当

隊
員
　
山
本
英
毅

（
三
二
″
）
体
育
学
科
卒
、
日
本
福
祉
大
学
講
師
、
体

力
科
学
、
写
真
担
当

小
林
　
詢

（
二
九
″
）
地
理
学
科
大
学
院
博
士
課
程
、
地
形

・
気

象

・
記
録
担
当

斉
藤
光
司

（
二
九
″
）
日
本
史
学
科
卒
、
埼
玉
県
立
久
喜
高
校
教

諭
、
会
計
担
当

剣
持
二
郎

（
二
八
″
）
哲
学
科
卒
、
東
洋
女
子
高
校
講
師
、
食
料

担
当

犬
飼
凱
雄

（
二
四
″
）
農
学
部
四
年
、
装
備
担
当

尚
、
副
隊
長
、

マ
ネ
ジ

ャ
ー
と
し
て
吉
富
享
が
参
加
の
予
定
で
あ

っ
た

が
、
直
前
家
族
の
病
気
で
不
参
加
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
英
語
の
達
者
な
マ

ネ
ジ

ャ
ー
と
し
て
、
頼
み
の
綱
で
も
あ

っ
た
の
だ
が
、
彼
の
不
参
加
に
よ

っ
て
、
残

っ
た
隊
員
は
心
細
い
英
語
で
交
渉
す
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま

っ

た
。
し
か
し
、
語
学
は
実
地
訓
練
な
り
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
、
先
発
の

大
飼
は

一
ヶ
月
先
に
で
て
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
い
た
お
か
げ
で
、
何
と
か
話

せ
る
よ
う
に
な
り
、
残
り
の
隊
員
も
持
前
の
心
臓
で
事
を
処
し
、
事
な
き

を
得
た
。

二
、
偵

　

察

　

行

永

峰

隆

夫

一
九
六
五
年
七
月
二
〇
日
か
ら
八
月
二
六
日
ま

で
三
井
勝
雄
氏

と
二

人
、
翌
年
の
夏
に
予
定
さ
れ
た
東
京
教
育
大
学
山
岳
部
及
び
Ｏ
Ｂ
会
の
ボ

ナ
峰
登
山
遠
征
計
画
の
偵
察
、
ラ
ン
ゲ
ル
峰
登
頂
、
そ
の
他
ア
ラ
ス
カ
の

山
々
な
ど
に
つ
い
て
多
少
の
見
間
を
得
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２７

ア
ラ
ス
カ
に
於
い
て
標
高

一
二
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
以
上
の
高
山
は
約
二
　
く
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至アラスカハイウエー

ホワイト川
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(:)チサナ
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i4850

2700ft

チチナ

（
、ヽ
が

○

ニジナ

!00

ト

〇ケニコット
○

○

フラックパー

クルトラン氷河

グレンアレン

ウランゲル
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16208ft
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至フェアバンクス
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センター
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ジャンクショ

グルカナ

○
座
程
あ
り
、
こ
れ
ら
は
ブ
ル
ッ
ク
ス
山
地
、
ア
ラ
ス
カ
山
脈
、
チ
ュ
ガ

チ
山
群
、
セ
ン
ト

・
エ
ラ
イ
ア
ス
山
群
、
ラ
ン
グ
ル
山
塊
の
五
つ
の
山
群

に
含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
は

一
二
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
以
上
の
未
登
峰
は
、

ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、我
国
か
ら
は
割
合
手
軽
に
出
掛
け
ら
れ
、

し
か
も
充
実
し
た
山
行
が
期
待
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
最
北
部
の

広
大
な
ブ
ル
ッ
ク
ス
山
地
は
ミ
ッ
チ
ェ
ル
ソ
ン
（九
二
三
九
フ
ィ
ー
ト
）、
チ

ャ
ン
バ
ア
リ
ン

（九
〓
三
フ
ィ
ー
ト
）
な
ど
を
主
峰
に
標
高

こ
そ
低
い

が
、
無
数
の
無
名
峰

・
処
女
峰
が
原
始
と
未
知
の
香
を
た
だ
よ
わ
せ
、
山

と
氷
河
を
結
ぶ
流
離
の
夢
を
は
ぐ
く
ん
で
く
れ
よ
う
。
ア
ラ
ス
カ
山
脈
は

北
米
大
陸
の
最
高
峰
マ

ッ
キ

ン

レ
ー

（
二
〇
三
二
〇
フ
ィ
ー
ト
）
を
盟
主

に
、
国
立
公
園
を
形
成
し
、
多
少
人
臭
い
が
、
そ
の
南
面
の
バ
ッ
ト
レ
ス

や
長
大
な
氷
河
の
う
ち
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
的
な
威
圧
感
を
秘
め
て
い
る
。
ま
た

こ
の
山
群
東
部
の
ヘ
イ
ズ
（
一
三
七
四
〇
フ
ィ
ー
ト
）、
デ
ボ
ラ

（
一
二
五
四
〇

フ
ィ
ー
ト
）
を
中
心
と
し
た
山
々
は
規
模
こ
そ
小
さ
い
が
、　
そ
の
美
観
を

リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
・
ハ
イ
ウ
ェ
ー
の
西
に
什
ま
せ
て
お
り
、
遠
く
フ
ェ
ア

バ
ン
ク
ス
か
ら
も
、
そ
の
白
い
姿
を
望
む
こ
と
が
で
き
た
。
太
平
洋
岸
を

東
西
に
走
る
チ
ュ
ガ
チ
山
脈
に
は
急
峻
な
ウ

ィ
ザ
ー
ス
プ
ー
ン

（
一
二
〇

二
三
フ
ィ
ー
ト
）、　
マ
ー
カ
ス
ベ
ー
カ
ー

（
三
二
一
七
六
フ
ィ
ー
ト
）
な
ど
が

答
え
、
登
攀
意
欲
を
か
き
た
て
て
い
る
。
こ
の
山
脈
は
降
水
量
の
最
も
多

い
位
置
に
あ
り
、
氷
河
の
発
達
も
著
し
い
。　
セ
ン
ト

・
エ
ラ
イ
ア
ス
山

群
は
ア
ラ
ス
カ
山
脈
と
同
様
標
高
も
高
く
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
思
わ
せ
る
峻
峰

が
多
く
、
ア
プ

ロ
ー
チ
の
長
さ
を
も
合
わ
せ
て
困
難
な
登
攀
が
要
求
さ
れ

アラスカ・ボナ峰登頂
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よ
う
。
セ
ン
ト

・
エ
ラ
イ
ア
ス

（
一
人
○
〇
八
フ
ィ
ー
ト
）
が
天
に
牙
を
む

き
、　
ロ
ー
ガ
ン

（
一
九
八
五
〇
フ
ィ
ー
ト
）
の
西
面
が
屏
風
の
よ
う
に
そ
そ

り
立
っ
て
い
る
の
が
印
象
的
だ

っ
た
。
内
陸
に
位
置
す
る
ラ
ン
グ
ル
山
塊

は
第
二
紀
頃
か
ら
形
成
さ
れ
は
じ
め
た
火
山
群
で
あ
り
、
ド
ラ
ム

（
一
二

〇
〇
二
フ
ィ
ー
ト
）、
サ
ン
フ
オ
ー
ド

（
一
六
二
〇
八
フ
ィ
ー
ト
）、
ラ
ン
グ
ル

（
一
四
一
六
三
フ
ィ
ー
ト
）、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン

（
一
六
五
二
三
フ
ィ
ー
ト
）、
リ

ー
ガ
ル

（
一
三
八
一
一
フ
ィ
ー
ト
）
な
ど
の
高
峰
を
含
ん
で
い
る
。

七
月
二
七
日
、
我
々
は
グ
ル
カ
ナ
飛
行
場
か
ら
ラ
ン
グ
ル
山
塊
の
真
上

を
飛
び
、
セ
ン
ト

・
エ
ラ
イ
ア
ス
山
群
の
西
端
に
位
置
す
る
ボ
ナ
峰
の
偵

察
に
向
か
い
、
そ
の
帰
路
ラ
ン
グ
ル
と
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
間
の
大
氷
雪
原
に

お
ろ
し
て
も
ら
っ
た
。
ボ
ナ
を
め
ぐ
っ
て
発
達
す
る
主
な
氷
河
は
、
北
面

の
ラ
ッ
セ
ル
、
東
面
の
ク
ル
ト
ラ
ン
、
南
面
の
ホ
ウ
キ
ン
ズ
の
三
つ
で
あ

り
、
Ｂ
Ｃ
建
設
の
た
め
飛
行
機
が
着
地
で
き
る
こ
と
、
ま
た
登
頂
ル
ー
ト

に
ク
レ
バ
ス
の
少
な
い
こ
と
な
ど
を
観
察
の
主
眼
と
し
ボ
ナ
を

一
廻
り
す

る
。
長
大
な
ラ
ッ
セ
ル
氷
河
は
、
そ
の
源
頭
か
ら
上
部
に
無
数
の
複
雑
な

ク
レ
バ
ス
を
持
つ
急
斜
面
が
連
ら
な
り
、
七
月
以
降
の
ク
レ
バ
ス
の
発
達

期
に
は
、
こ
の
方
面
か
ら
の
登
攀
の
困
難
さ
を
予
想
さ
せ
て
い
た
。
我
々

も
日
本
で
は
こ
の
氷
河
か
ら
の
登
頂
計
画
を
立
て
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の

時
期
で
は
こ
の
ル
ー
ト
は
避
け
る
べ
き
だ
と
判
断
す
る
。
ボ
ナ
と
ナ
タ
ザ

ツ
ト

（
一
三
四
三
五
フ
ィ
ー
ト
）
の
鞍
部
を
東
に
越
え
ク
ル
ト
ラ
ン
氷
河
に

出
る
。
ボ
ナ
東
面
に
発
達
す
る
こ
の
氷
河
は
ク
レ
バ
ス
も
少
な
く
、
な
だ

ら
か
な
北
東
稜
に
は
割
合
楽
に
取
付
け
そ
う
だ
。
ま
た
ボ
ナ
に
登

っ
て
余

裕
の
あ
る
時
に
は
、
ナ
タ
ザ
ッ
ト
に
挑
戦
す
る
に
も
格
好
な
位
置
を
占
め

て
い
る
。

セ
ス
ナ
は
ボ
ナ
の
南
肩
に
突
出
す
る
三
角
錐
状
の
美
し
い
山
、　
ユ
ニ
バ

ー
シ
テ
ィ
・
ピ
ー
ク
に
翼
を

ふ
れ
そ
う
に
接
近
し
な
が
ら
南
に
回
り
込

み
、
ホ
ウ
キ
ン
ズ
氷
河
の
上
に
出
る
。
ボ
ナ
、
ュ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ピ
ー

ク
の
い
ず
れ
も
が
、
そ
の
南
面
は
巨
大
な
岩
壁
に
守
ら
れ
、
屏
風
を
は
り

め
ぐ
ら
し
た
よ
う
な
感
じ
で
、
登
頂
ル
ー
ト
を
捜
す
な
ら
、
ホ
ウ
キ
ン
ズ

氷
河
し
か
考
え
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
も
上
部
に
大
き
な
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル

を
も
っ
て
い
て
、
や
や
絶
望
的
だ
。
以
上
の
こ
と
か
ら
来
年
の
遠
征
に
は

ク
ル
ト
ラ
ン
氷
河
か
ら
北
東
稜
を
登
る
ル
ー
ト
を
推
す
こ
と
に
決
め
る
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
も
、
こ
の
氷
河
の
雪
原
な
ら
降
り
ら
れ
る
と

太
鼓
判
を
押
し
て
く
れ
、
肩
の
重
荷
が

一
つ
お
り
た
思
い
だ
。

ボ
ナ
の
偵
察
を
終
え
、
リ
ー
ガ
ル
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
、
ラ
ン
グ
ル
の

北
を
ぬ
け
、
ラ
ン
グ
ル
と
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
間
の
大
氷
雪
原
に
到
る
。
桟
付

の
セ
ス
ナ
は
大
し
た
シ
ョ
ッ
ク
も
な
く
雪
面
を
滑
走
、
九
時
二
〇
分
遂
に

我
々
は
雪
上
に
立
っ
た
。
北
の
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
険
し
い
バ
ッ
ト
レ
ス
、

南
の
な
だ
ら
か
な
ラ
ン
グ
ル
、
い
ず
れ
も
が
美
し
い
。
七
月
二
八
日
、
ラ

ン
グ
ル
に
向
か
う
。
ラ
ン
グ
ル
は
巨
大
な
火
山
で
あ
り
、
卓
状
山
体
の
上

に
六
つ
の
ド
ー
ム
状
ピ
ー
ク
が
数
え
ら
れ
、
そ
の
お
く
ま
っ
た
ピ
ー
ク
の

蔭
か
ら
、
山
賊
の
狼
煙
の
よ
う
な
噴
煙
が
時
々
一
す
じ
の
た
な
び
き
を
見

せ
て
い
た
。
九
二
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
の
Ｂ
Ｃ
か
ら
、
八
八
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
の

最
低
コ
ル
に
下
り
、
再
び
ゆ
る
や
か
な
雪
原
を
ク
レ
バ
ス
の
多
い
台
地
を
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経
て
、　
や
や
急
な
斜
面
を
ザ
ネ
ッ
ト

（
一
三
〇
〇
九
フ
ィ
ー
ト
）
と
ラ
ン
グ

ル
の
コ
ル
ま
で
登
り
、
風
の
強
い
ナ
マ
コ
状
の
稜
線
を
ラ
ン
グ
ル
の
北
西

峰

（
一
四
〇
一
三
フ
ィ
Ｊ
卜
）
に
た
ど
れ
ば
よ
い
。
技
術
的
に
困
難
な
個
所

は
な
い
。
た
だ
日
蔭
の
な
い
雪
原
、
無
限
に
つ
づ
く
か
と
思
わ
れ
る
氷
雪

の
斜
面
に
暑
さ
と
息
苦
し
さ
を
し
の
び
、
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
バ
ス
に
注
意
し

な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
に
聖
な
る
ピ
ー
ク
を
求
め
て
登
高
す
れ
ば
よ
い
わ
け

で
あ
る
。
第

一
回
め
の
ア
タ
ッ
ク
は

一
二
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
で
ビ
バ
ー
ク

と
な
り
、　
一
二
五
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
ま
で
到

っ
て
失
敗
し
た
。
高
度
馴
化
が

で
き
て
お
ら
ず
疲
労
が
激
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
八
月
三
日
、
第
二
回

め
の
ア
タ
ッ
ク
は
夕
刻
か
ら
出
掛
け
た
た
め
、　
一
〇
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
で

ビ
バ
ー
ク
と
な
っ
た
が
、
雪
の
状
態
も
よ
く
高
度
馴
化
が
で
き
て
い
た
せ

い
か
割
合
気
分
よ
く
行
動
で
き
、
八
月
四
日
、　
一
二
時
に
ラ
ン
グ
ル
六
峰

の
う
ち
Ｂ
Ｃ
に

一
番
近
い
北
西
峰
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。

三
、
本
隊
の
行
動
と
若
干
の
地
理
学
的
観
察小

　

林

　

　

詢

七
月
二
三
日
午
前
、
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
空
港
に
徳
久
、
斉
藤
が
到
着
、
全

メ
ン
バ
ー
揃

っ
て
グ
ル
カ
ナ
ヘ
走
り
は
じ
め
た
時
に
は
、
や
れ
や
れ
、
こ

れ
で
何
と
か
山
へ
行
け
そ
う
だ
わ
い
、
と
よ
う
や
く
落
着
い
た
気
持
に
な

る
。
と
い
う
の
は
、
離
日
直
前
か
ら
米
国
の
大
航
空
ス
ト
が
始
ま
り
、
羽

田
、
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
間
の
旅
客
便
を
独
占
す
る
ノ
ー
ス
ゥ
ェ
ス
ト
機
が
ス

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
、
我
々
を
右
往
左
往
さ
せ
る
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
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か
ら
で
あ
る
。
ア
ラ
ス
カ
南
部
は
例
年
八
月
に
な
る
と
天
侯
が
悪
化
す
る

こ
と
だ
し
、
ア
ラ
ス
カ
大
学
の
戸
田
教
授
と
は
、
人
体
の
耐
寒
性
に
関
す

る
研
究
に
被
験
者
と
し
て
参
加
す
る
約
束
の
日
ど
り
も
決
ま
っ
て
い
た
。

い
つ
に
な
る
か
も
わ
か
ら
ぬ
ス
ト
の
解
決
を
待
つ
わ
け
に
も
い
か
ぬ
し
、

す

っ
た
も
ん
だ
の
末
、
予
定
日
よ
り
二
日
遅
れ
て
、
山
本
、
小
林
、
剣
持

が
例
外
的
に
日
航

へ
の
振
替
え
機
乗
を
認
め
ら
れ
た
。　
一
月
前
か
ら
こ
ち

ら
に
滞
在
し
て
い
た
犬
飼
と
と
も
に
、
何
と
か
戸
田
教
授
と
の
約
束
を
済

ま
す
こ
と
が
で
き
、
耐
寒
性
は
エ
ス
キ
モ
ー
以
上
と
大
鼓
判
を
押
さ
れ
た

の
に
気
を
よ
く
し
た
が
、
後
発
の
徳
久
、
斉
藤

は
振
替
え
機
乗
が
認
め

ら
れ
な
く
な
っ
て
、
や
む
な
く
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
経
由
で
乗
り
継
ぎ
数

回
、
初
の
外
国
旅
行
と
い
う
の
に
予
約
な
し
の
場
当
り
機
乗
を
強
い
ら
れ

た
上
、
旅
費
も
大
幅
に
加
算
さ
れ
て
泣
き
面
に
蜂
の
心
境
で
あ
っ
た
。

隊
の
荷
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
は
、
こ
の
一
ヶ
月
間
西
チ
ュ
ガ
チ

の
山
々
に
大
飼
と
何
回
か
行
を
共
に
し
、
お
ま
け
に
彼
の
宿
ま
で
提
供
し

て
く
れ
た
、
気
立
て
の
い
い
ア
ラ
ス
カ

の
若
者
、　
ニ
ッ
ク
パ
ー
カ
ー
君

や
、
ロ
ー
ガ
ン
帰
り
の
ア
ー
ト

・
デ
ビ
ツ
ド
ソ
ン
君
ら
が
引
き
受
け
て
く

れ
る
。
我
々
日
本
人
組
は
シ
ボ
レ
ー
乗
用
車
に
乗
り
込
み
、
国
際
免
許
証

を
交
代
で
役
立
た
せ
る
。
車
は
自
銀
の
氷
河
に
飾
ら
れ
た
美
し
い
チ
ュ
ガ

チ
の
山
間
を
ぬ
け
る
と
、
今
度
は
、
果
て
し
な
い
寒
帯
林
の
中
を

一
直
線

に
ひ
た
走
る
。
六
時
す
ぎ
に
グ
ル
カ
ナ
の
ジ
ャ
ッ
ク
ｏ
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
飛

行
基
地
に
着
く
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
仕
事
で
飛
び
立
っ
た
ま
ま
な
の
で
、
ニ

ッ
ク
達
に
杢
車
を
託
し
、
飛
行
場
の
片
す
み
に
天
幕
を
張

っ
て
帰
り
を
待

つ
。
太
陽
は
寒
帯
林
の
彼
方
の
地
平
線
上
に
長
い
問
低
迷
し
、
飛
行
場
の

正
面
に
そ
び
え
る
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
、
ド
ラ
ム
火
山
の
膨
大
な
氷
帽
を
紅
く

染
め
る
。
九
時
頃
、
よ
う
や
く
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
戻
っ
た
と
こ
ろ
で
、
空
輸

の
交
渉
に
入
る
。
約
束
ど
お
り
明
日
中
に
す
べ
て
完
了
し
て
く
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
輸
送
費
の
見
積
り
が
我
々
の
予
算
を
大
幅
に
超
過
す
る
こ

と
を
知
り
、
考
え
込
ん
で
し
ま
う
。
セ
ナ
ス
機
の
飛
行

一
時
間
当
り
八
〇

ド
ル
は
定
価
だ
と
の
答
え
な
の
で
、
こ
れ
は
値
切
り
よ
う
が
な
い
。
残
る

手
は
、
便
数
を
減
ら
す
こ
と
で
あ

る
。

そ
こ
で

一
同
、　
ひ
た
い
を
集
め

て
、　
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
入
手
し
た
未
発
行

の
大
縮
尺
地
形
図

（
六
三
、三

六
〇
分
の
一
）
の
コ
ピ
ー
を
基
に
、
計
画
を
縮
小
的
に
再
検
討
し
、
で
き
る

だ
け
荷
を
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
。
徹
夜
の
作
業
で
か
な
り
の
荷
を
残
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
と
は
翌
日
の
状
況
次
第
で
あ
る
。

二
四
日
。
基
地
付
近
は
き
れ
い
に
晴
れ
上
り
、
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
、
ド
ラ

ム
両
火
山
が
美
し
い
。
双
発
機
と
セ
ス
ナ
機
に
分
乗
、
八
時
に
グ
ル
カ
ナ

発
。
機
上
か
ら
左
に
ラ
ン
グ
ル
火
山
の
噴
煙
を
望
み
、
次
に
ブ
ラ
ッ
ク
バ

ー
ン
が
近
ず
く
と
、
グ
ル
カ
ナ
か
ら
四
五
分
で
、
森
林
を
切
り
開
い
た
粗

末
な
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
空
港
に
下
り
る
。
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
空
港
は
、
丁
度
ケ

ニ
コ
ッ
ト
氷
河
の
末
端
に
位
置
し
て
い
る
。
氷
河
の
末
端
に
は
上
流
か
ら

膨
大
な
堆
石
が
集
合
し
、
あ
た
か
も
無
数
の
ボ
タ
山
が
並
ん
だ
よ
う
な
光

景
で
あ
る
。
上
流
に
は
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
か
ら
リ
ー
ガ

ル
に
至
る
尾
根

が
、
夢
幻
的
な
光
を
放

っ
て
連
ら
な
っ
て
い
る
。
リ
ー
ガ
ル
の
正
面
に
は

そ
の
名
も
ス
テ
ア
ウ
ェ
イ

・
ト
ウ

ｏ
ヘ
ブ
ン

（天
国
へ
の
階
段
）
と
い
う
、
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恐
る
べ
き
高
度
差
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
が
控
え
て
い
て
、
南
面
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
き
び
し
そ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
か
ら
先
は
、
専
ら
セ
ス
ナ
を
往
復
さ
せ
て
氷
河
地
帯
に
入

る
の
で
あ
る
。
往
復
何
便
を
要
す
る
か
が
我
々
の
重
大

な
関
心
事

で
あ

る
。
ま
ず
空
身
で
偵
察
す
る
こ
と
を
第

一
便
と
し
て
要
求
し
て
い
た
ウ
ィ

ル
ソ
ン
も
、
今
日
の
好
天
で
強
気
に
な
っ
た
の
か
、
最
初
か
ら
隊
員
二
名

と
若
干
の
荷
物
の
積
載
を
認
め
て
く
れ
る
。
我
々
の
切
迫
し
た
気
持
も
い

く
ら
か
通
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
第

一
便
は
徳
久
、
大
飼
を
乗
せ
て
九
時
に

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
を
出
発
す
る
。
氷
河
地
帯
に
か
か
る
と
、
雲
が
現
わ
れ
は

じ
め
た
が
、
機
は
そ
の
下
を
か
い
く
ぐ
る
よ
う
に
飛
び
、　
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ

ィ
ｏ
ピ
ー
ク
の
南
を
ま
わ
り
、
バ
ー
ナ
ー
ド
氷
河
上
流
か
ら
ク
ル
ト
ラ
ン

氷
河
上
流
へ
と
抜
け
る
。
源
流
地
域
を
し
ば
し
遼
巡
し
た
後
、
ク
ル
ト
ラ

ン
・
コ
ル
か
ら
発
す
る
氷
河
本
流
上
、
高
度
約
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
雪

原
に

一
気
に
着
陸
し
て
し
ま
っ
た
。
二
便
、
三
便
は
ラ
ツ
セ
ル
氷
河
を
横

切
る
最
短
コ
ー
ス
で
ク
ル
ト
ラ
ン
に
入
っ
た
。
好
条
件
に
恵
ま
れ
て
飛
行

時
間
が
短
縮
さ
れ
、
便
数
も
少
な
く
済
ん
だ
の
は
有
難
か
っ
た
。
八
月

一

一
日
に
迎
え
に
来
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
別
れ
る
。
爆

音
が
消
え
た
後
に
は
、
我
々
六
名
だ
け
が
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
氷
河
の

真
中
に
残
さ
れ
て
い
た
。
杢
の
旅
は
ま
こ
と
に
あ
っ
け
な
い
。
前
か
ら
問

題
に
な
っ
て
い
た
本
流
の
ク
レ
バ
ス
帯
は
、
こ
れ
よ
り
下
流
に
な
り
、
何

か
申
訳
な
い
よ
う
な
気
も
す
る
。
ボ
ナ
や
チ
ャ
ー
チ
ル
ヘ
は
、
こ
こ
か
ら
　
３３

な
ら
さ
ほ
ど
の
日
数
を
要
し
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
第
二
の
目
標
に
な
っ
　
く



て
い
た
ナ
タ
ザ
ッ
ト
峰

へ
は
、
あ
ま
り
に
遠
す
ぎ
る
。
と
も
か
く
、
こ
こ

を
ベ
ー
ス
に
す
る
の
に
異
存
は
な
く
、
か
ま
ば
こ
型
の
天
幕

一
張
が
張
ら

れ
、
雪
洞
の
倉
庫
が
で
き
る
。

二
五
日
。
こ
の
際
ま
ず
隊
員
の
数
日
来
の
睡
眠
不
足
を
取
戻
す
よ
う
、

朝
寝
坊
を
申
し
合
わ
せ
た
の
だ
が
、
早
く
か
ら
日
が
照
り
つ
け
る
の
で
起

き
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
ク
ル
ト
ラ
ン
・
コ
ル
の
一
帯
を
の
ぞ
け
ば
、
よ

く
晴
れ
上

っ
て
い
る
。
最
低
温
度
計
は
氷
点
下
五

・
八
度
を
示

し
て

い

る
。
氷
河
も
こ
の
高
さ
に
な
る
と
、
盛
夏
と
い
え
ど
も
完
全
な
涵
養
区
域

で
、
ふ
か
ふ
か
し
た
新
雪
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。
源
流
と
は
い
っ
て
も
、

氷
河
の
幅
は
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
外
は
あ
る
。
目
ざ
す
ボ
ナ
は
、
こ
こ
か

ら
見
る
と
平
凡
で
、
ク
ル
ト
ラ
ン
側
に
だ
だ
っ
広
い
雪
の
横
腹
を
さ
ら
し

て
い
る
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
こ
こ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ど
う
も

我
々
の
感
覚
で
は
、
つ
か
み
よ
う
の
な
い
ス
ケ
ー
ル
で
あ
る
。
大
縮
尺
の

地
図
を
た
よ
り
に
ル
ー
ト
を
詳
細
に
検
討
す
る
。
四
千
三
、
四
百
メ
ー
ト

ル
の
高
さ
に
、
広
い
プ
ラ
ト
ー
が
あ
り
、
ボ
ナ
と
チ
ャ
ー
チ
ル
は
プ
ラ
ト

ー
の
南
端
と
北
端
と
に
あ
ら
た
め
て
高
ま
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
新
し
い
地
図
に
よ
れ
ば
、
ボ
ナ
は

一
六
五
〇
〇
フ
ィ
ー
ト

（五
〇
二
九
メ
ー
ト
ル
）
の
等
高
線
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
い
た

一
六
四
二
一
フ
ィ
ー
ト

（五
〇
〇
五
メ
ー
ト
ル
）
よ
り
多
少
高
い
こ

と
に
な
る
。
こ
の
方
が
杢
中
写
真
を
図
化
し
た
正
確
な
も
の
な
の
で
、
以

後
は

一
六
五
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
の
値
を
採
用
し
た
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
最

終
キ
ャ
ン
プ
を
プ
ラ
ト
ー
の
上
に
設
け
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
両
峰
と
も
楽
に

往
復
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
プ
ラ
ト
ー
と
氷
河
と
の
間
の
一
見

ど
こ
も

一
様
の
膨
大
な
山
腹
の
ど
こ
に
ル
ー
ト
を
取
り
、
ど
こ
に
中
間
キ

ャ
ン
プ
を
設
け
る
か
。
山
腹
の
平
均
斜
度
は
せ
い
ぜ
い
二
〇
度
内
外
で
あ

る
が
、
そ
こ
に
は
多
く
の
ク
レ
バ
ス
や
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
が
分
布
し
、
さ

ら
に
丸
ビ
ル
ほ
ど
の
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
て
、
い
つ
崩

れ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
昨
夜
は
天
幕
を
ゆ
る
が
す
雪
崩
の
轟
音
に
幾
度

か
肝
を
冷
や
し
た
も
の
だ
。

協
議
の
末
、
ク
ル
ト
ラ
ン
ｏ
コ
ル
方
面
と
、
Ｂ
Ｃ
間
近
の
山
腹
の
二
方

面
を
偵
察
す
る
こ
と
に
な
る
。
ク
ル
ト
ラ
ン
・
コ
ル
ヘ
は
小
林
、
剣
持
、

フ
ラ
ン
ケ
に
は
斉
藤
、
大
飼
が
向
か
う
。
出
発
は

一
二
時
。
日
が
永
い
か

ら
遅
い
出
発
は
気
に
な
ら
な
い
。
小
林
、
剣
持
は
輪
か
ん
で
進
む
。
氷
河

上
は
数
キ
ロ
先
ま
で
見
通
し
で
、
二
時
間
や
三
時
間
歩
い
て
も
Ｂ
Ｃ
が
視

界
か
ら
消
え
な
い
。
そ
の
う
ち
ガ
ス
に
突
入
し
、
四
時
頃
に
は
激
し
い
吹

雪
に
巻
込
ま
れ
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
引
き
返
す
。
高
度
計
に
よ
れ
ば
三
六

三
〇
メ
ー
ト
ル
な
の
で
、
ク
ル
ト
ラ
ン
・
コ
ル
よ
り
か
な
リ
ボ
ナ
側
の
山

腹
を
登
り
は
じ
め
て
い
た
よ
う
だ
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
氷
河
最
奥
に
見
え
る
プ
ラ

ト
ー
直
下
の
褐
色
の
岩
壁
が
、
ガ
ス
の
切
れ
日
か
ら
間
近
に
見
え
が
く
れ

す
る
。
フ
ラ
ン
ケ
隊
は
細
長
い
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ズ

（米
式
輪
か
ん
じ
き
）
を

着
用
、
山
腹
の
基
部
に
は
長
大
な
ク
レ
バ
ス
が
幾
本
も
平
行
し
て
走

っ
て

お
り
、
こ
れ
を
ジ
グ
ザ
グ
に
避
け
て
進
む
の
に
手
間
ど
る
。
Ｂ
Ｃ
や
氷
河

隊
か
ら
、
右
だ
左
だ
と
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
指
示
が
あ
る
が
、
当
人
に
し

て
み
れ
ば
迷
路
の
中
の
二
十
日
嵐
同
然
で
あ
る
。
時
に
は
強
行
突
破
す
る
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が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ズ
が
効
果
的
で
あ
る
。
山
腹
で

は
膨
大
な
ブ

ロ
ッ
ク
帯
の
左
端
に
沿
っ
て
斜
上
、
左
か
ら
ク
レ
バ
ス
が
迫

り
、
渡
り
廊
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
歩
か
さ
れ
る
。
ブ

ロ
ッ

ク
帯
を
廻
り
込
む
と
緩
傾
斜
の
雪
原
が
開
け
る
が
、
ヒ
ド
ン
ｏ
ク
レ
バ
ス

が
多
い
。
再
び
急
に
な
る
と
今
度
は
左
上
に
ブ
ロ
ッ
ク
帯
が
迫
る
。
こ
の

あ
た
り
か
ら
上
部
は
ガ
ス
に
包
ま
れ
、
状
況
が
判
然
と
し
な
い
。
初
日
の

行
動
と
し
て
は
、
疲
労
を
感
じ
は
じ
め
た
の
で
偵
察
を
打
切
る
。
結
局
約

五
時
間
の
登
り
で
、
プ
ラ
ト
ー
ま
で
の
中
間
点
よ
り
や
や
上
部
に
ま
で
到

達
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

二
六
日
は
降
雪
の
た
め
停
滞
。
二
七
日
は
先
日
と
同
じ
ル
ー
ト
を
再
度

偵
察
す
る
。
八
時
頃
二
方
面
へ
相
前
後
し
て
出
発
。
徳
久
、
山
本
、
小
林

の
氷
河
隊
は
二
時
間
で
降
雪
域
に
突
入
し
、
先
日
以
下
の
成
果
の
ま
ま
退

却
す
る
。
フ
ラ
ン
ケ
隊
は
、
剣
持
、
大
飼
の
若
手
メ
ン
バ
ー
で
頑
張
り
、

先
日
か
せ
い
だ
下
半
部
は
要
領
よ
く
突
破
す
る
。
上
半
部
で
は
降
雪
に
見

舞
わ
れ
た
が
、
な
お
も
登
攀
を
続
行
、
二
時
半
、
プ
ラ
ト
ー
南
端
の
一
四

九

一
六
フ
ィ
ー
ト

（四
五
四
六
メ
ー
ト
ル
）
の
高
地
に
到
達
し
た
。

し
か
し

視
界
が
利
か
ず
、
プ
ラ
ト
ー
の
状
況
は
判
然
と
し
な
か
っ
た
。
五
時
二
〇

分
Ｂ
Ｃ
に
帰
着
。

二
八
日
は
雪
が
降

っ
た
り
や
ん
だ
り
で
停
滞
と
な
る
。　
一
日
置
き
の
停

滞
と
は
少
々
先
が
心
配
で
あ
る
。
八
月
に
入
れ
ば

一
層
天
候
悪
化
の
恐
れ

が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
他
の
ル
ー
ト
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
れ
ま
で
偵

察
し
た
ニ
ル
ー
ト
の
い
ず
れ
か
に
決
断
し
、
速
や
か
に
前
進
キ
ャ
ン
プ
を

設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
剣
持
、
大
飢
の
報
告
で
は
、
フ
ラ
ン
ケ
。
ル
ー

ト
は
上
部
も
ク
レ
バ
ス
が
多
く
、
と
く
に
プ
ラ
ト
ー
直
下
に
は
巨
大
な
横

の
ク
レ
バ
ス
が
発
達
し
て
お
り
、
荷
上
げ
に
は
厳
重
な
ル
ー
ト
エ
作
が
必

要
だ
と
言
う
。
ま
た
、
山
腹
に
は
申
間
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
雪
崩
に
対
し

て
絶
対
安
全
な
個
所
が
選
べ
な
い
。
プ
ラ
ト
ー
ヘ
出
て
か
ら
、
第

一
日
標

の
ボ
ナ
峰
ま
で
の
距
離
が
長
く
な
る
な
ど
の
欠
点
が
指
摘
さ

れ

る
。　
一

方
、
氷
河
を
つ
め
る
ル
ー
ト
は
ク
ル
ト
ラ
ン
・
コ
ル
か
ら
上
部
の
状
況
が

ま
だ
判
明
し
て
い
な
い
。
し
か
し
コ
ル
付
近
に
Ｃ
Ｉ
を
出
せ
ば
、
プ
ラ
ト

ー
ま
で
の
高
度
差
が
小
さ
く
な
り
、
次
の
キ
ャ
ン
プ
を
プ
ラ
ト
ー
上
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
地
形
図
に
よ
れ
ば
、
プ
ラ
ト
ー
ヘ
は
褐

色
の
岩
壁
の
右
手
に
、
少
な
く
と
も

一
本
は
ル
ー
ト
が
取
れ

そ
う

で
あ

る
。
Ｃ
Ｉ
予
定
地
の
ク
ル
ト
ラ
ン
ｏ
コ
ル
一
帯
は
、
い
つ
も
ガ
ス
に
包
ま

れ
て
い
て
、
天
気
が
悪
い
が
、
雪
崩
に
は
絶
対
安
全
だ
し
、
Ｂ
Ｃ
と
の
間

の
往
復
は
、
よ
ほ
ど
の
悪
天
候
で
も
可
能
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、
思
い
切
っ
て
翌
日
は
、　
コ
ル
に
Ｃ
Ｉ
を
建
設
す
る
こ
と
に
決
す

る

。二
九
日
。
平
凡
な
氷
河
歩
き
な
の
で
、
各
自
、
四
〇
キ
ロ
以
上
の
荷
を

背
負
い
全
員
で
Ｃ
Ｉ
建
設
に
向
か
う
。
三
時
間
半
弱
で
Ｃ
Ｉ
予
定
地
に
達

す
る
。
高
度
は
約
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。
付
近
は
今
日
も
濃
い
霧
に
包
ま

れ
風
が
強
い
。
Ｃ
Ｉ
を
設
営
し
終
る
と
徳
久
、
山
本
、
大
飼
が
そ
こ
に
残

り
、
斉
藤
、
小
林
、
剣
持
は
Ｂ
Ｃ
に
戻
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３５

三
〇
日
。
快
晴
。
め
ず
ら
し
く
Ｃ
工
の
上
杢
も
晴
れ
上

っ
て
い
る
。
Ｂ
　
く



Ｃ
で
は
最
低
気
温
氷
点
下

一
三
度
を
記
録
す
る
。
七
時
二
〇
分
、
山
本
、

大
飼
が
Ｃ
Ｉ
か
ら
上
部
の
ル
ー
ト
開
拓
に
出
発
す
る
。
見
上
げ
る
と
、
褐

色
岩
壁
の
右
手
に
雪
の
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
が
プ
ラ
ト
ー
に
向
か
っ
て
直
上
し

て
い
る
。
そ
の
左
は
も
の
す
ご
い
ブ

ロ
ッ
ク
帯
で
あ
る
。
結
局
、
上
に
抜

け
る
ル
ー
ト
は
、
こ
の
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
以
外
に
な
い
。
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ズ

を
着
け
て
出
発
し
た
が
、
三
〇
分
ほ
ど
で
脱
い
で
し
ま
う
。
ス
ノ
ー
シ
ュ

ー
ズ
も
急
斜
面
で
は
ど
う
も
調
子
が
悪
い
。

八
時
頃
、
大
ク
レ
バ
ス
に
行
手
を
は
ば
ま
れ
る
。
こ
れ
を
迂
回
し
よ
う

と
す
る
と
、
別
の
ク
レ
バ
ス
が
待
ち
か
ま
え
て
い
る
。
こ
こ
も
ク
レ
バ
ス

の
迷
路
で
あ
る
。　
一
度
は
ト
ッ
プ
の
大
飼
が
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
バ
ス
に
半
身

は
ま
り
込
む
。

一
時
間
を
費
や
し
て
ク
レ
バ
ス
帯
を

よ
う
や
く
抜
け
出

す
。
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
の
入
口
ま
で
は
な
お

一
時
間
程
登
る
。入
口
で
昼
食
。

ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
は
登
る
に
つ
れ
て
急
に
な
り
、
腰
位
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
を

強
い
ら
れ
る
。
上
部
は
四
〇
度
以
上
あ
る
だ
ろ
う
。
出
口
に
は
幅
い
っ
ぱ

い
に
大
ク
レ
バ
ス
が
パ
ツ
ク
リ
ロ
を
あ
け
て
い
る
。
幸
い
に
も
真
中
に

一

ヶ
所

ス
ノ
ー

・
ブ
リ
ッ
ジ
が
あ
る
。　
ス
タ
カ
ッ
ト

で
慎
重
に
こ
れ
を
渡

る
。
渡
り
切
る
と

一
二
時
。
そ
の
上
は
次
第
に
傾
斜
が
落
ち
る
。
上
に
も

二
、
三
ク
レ
バ
ス
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
登
攀
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
。

一
時
に
は
ど
う
や
ら
プ
ラ
ト
ー
の
上
に
出
た
模
様
で
、
こ
れ
ま
で
隠
れ
て

い
た
ボ
ナ
の
頂
部
が
前
方
に
す
っ
か
り
現
わ
れ
る
。
比
較
す
べ
き
も
の
が

な
い
の
で
、　
こ
こ
か
ら
ど
の
位
の
比
高
な
の
か
見
当
が
つ
か
な
い
。

一

見
、
山
腹
を
直
上
で
き
そ
う
だ
が
、
ク
レ
バ
ス
が
曲
物
で
、
や
は
り
、
地

形
図
で
判
断
す
る
通
り
、
北
東
稜
か
ら
迂
回
す
る
の
が
最
良
と
み
え
る
。

さ
ら
に

一
時
間
ほ
ど
の
ラ
ツ
セ
ル
で
北
東
稜
の
基
部
に
達
す
る
。
頂
上

ヘ

は
北
東
稜
を
残
す
だ
け
で
あ
る
。
八
分
通
リ
ル
ー
ト
の
開
拓
が
で
き
た
こ

と
に
満
足
し
て
下
る
。
Ｂ
Ｃ
の
二
人
は
午
後
Ｃ
Ｉ

へ
荷
上
げ
を
行
な
い
、

こ
の
日
は
全
員
Ｃ
Ｉ
に
集
結
す
る
。

三

一
日
も
晴
天
に
な
っ
た
の
で
、
前
日
の
行
動
か
ら
考
え
て
、
こ
の
チ

ャ
ン
ス
に
Ｃ
Ｉ
か
ら

一
気
に
ボ
ナ
の
頂
上
を
伺
う
こ
と
に
す
る
。
登
頂
隊

に
は
小
林
、
剣
持
、
大
飼
を
く
り
出
し
、
徳
久
、
山
本
、
斉
藤
は
ク
ー
ロ

ワ
ー
ル
の
上
方
に
Ｃ
Ｉ
を
進
め
て
、
登
頂
隊
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

る
。
登
頂
隊
は
八
時
に
Ｃ
Ｉ
を
出
発
、
下
部
の
ク
レ
バ
ス
帯
も
順
調
に
通

過
、
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
出
日
の
ス
ノ
ｌ

ｏ
ブ
リ
ッ
ジ
に
ザ
イ
ル
を
フ
ィ
ッ
ク

ス
、　
一
一
時
に
は
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
を
抜
け
た
。
し
か
し
、
こ
の
あ
た
り
か

ら
、
雲
が
下
が
り
は
じ
め
、　
一
時
に
北
東
稜
の
基
部
に
達
し
た
時
に
は
、

つ
い
に
本
格
的
な
吹
雪
と
な
っ
た
の
で
、
後
日
を
期
し
登
頂
を
あ
き
ら
め

る
。
ス
ノ
ー

・
ブ
リ
ッ
ジ
ま
で
下
っ
た
と
こ
ろ
で
サ
ポ

ー

ト
隊
と
出
合

い
、
協
力
し
て
、
高
度
四
三
〇
〇

メ
ー

ト

ル
の
地
点
ま
で
Ｃ
Ｉ
を
上
げ
‐

る
。
Ｃ
Ｉ
に
は
こ
の
日
の
サ
ポ
ー
ト
隊
三
名
が
残
り
、
登
頂
隊
は
再
び
Ｃ

Ｉ
に
下
る
。

八
月

一
日
。
Ｃ
Ｉ
か
ら
上
は

一
応
視
界
が
よ
い
の
で
、
登
頂
を
め
ざ
し

て
、
隊
長
以
下
三
名
は
Ｃ
Ｉ
を
出
発
し
た
が
、　
一
時
間
程

で
故
障
者
が

出
、
ま
た
、
天
気
も
悪
化
し
た
の
で
引
上
げ
る
。
ひ
る
頃
か
ら
は
吹
雪
と

な
る
。
ラ
ジ
オ
の
日
本
語
放
送

（
ラ
ジ
オ
・
ニ
ッ
ポ
ン
）
を
キ
ャ
ッ
チ
。
し

(236)
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アラスカ・ボナ峰登頂

き
り
と
内
閣
改
造
の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
。
荒
船
運
輸
大
臣
、
上
林
山
防

衛
庁
長
官
ら
が
新
任
の
抱
負
を
語
る
。
こ
こ
で
吹
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る

と
、
い
か
に
も
遠
い
世
界
の
出
来
事
に
き
こ
え
る
。

二
日
。
斉
藤
が
早
く
か
ら
起
き
出
し
、
今
日
こ
そ
は
登
頂
で
き
そ
う
だ

と
い
う
。
Ｃ
Ｉ
か
ら
下
に
は
雲
海
が
発
達
し
て
い
て
遠
望
は
き

か
な

い

が
、
上
杢
は
晴
れ
て
い
る
。
肝
心
な
と
こ
ろ
で
腰
を
痛
め
た
徳
久
は
、
残

念
だ
が
残
る
こ
と
に
し
、
山
本
と
斉
藤
で
登
頂
パ
ー
テ
ィ
ー
を
組
む
。
二

人
が
高
度
を
か
せ
い
で
行
く
状
況
が
、
刻
々
と
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に
入
っ

て
く
る
。　
一
〇
時
、
つ
い
に
山
本
、
斉
藤
か
ら
、
唯
今
頂
上
に
立
ち
ま
し

た
、
と
感
激
の
声
が
伝
わ
る
。
Ｃ
Ｉ
の
三
名
も
第
二
次
登
頂
の
た
め
Ｃ
Ⅲ

に
向
か
う
途
中
、
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
の
下
で
こ
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、　
一
瞬
、

祝
福
の
電
波
が
、
ボ
ナ
峰
の
上
下
を
飛
び
交
っ
た
。　
一
時
す
ぎ
Ｃ
Ｉ
に
帰

着
。
Ｃ
Ｉ
か
ら
登

っ
て
き
た
三
人
に
上
の
状
況
を
伝
え
る
。
北
東
稜
は
ア

イ
ゼ
ン
が
快
適
に
効
き
、
技
術
的
に
は
さ
し
て
問
題
な
い
が
、
ヒ
ド
ン
・

ク
レ
バ
ス
に
だ
け
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
せ
よ
と
の
こ
と
。　
一
度
は
、
山

本
が
突
然
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
バ
ス
に
姿
を
消
し
、
斉
藤
の
確
保
で

一
瞬
宙
吊

り
状
態
か
ら
這
い
上
り
、
事
無
き
を
得
た
も
の
の
、
そ
れ
以
後
は
踏
み
出

す

一
歩

一
歩
が
不
安
の
連
続
と
な
っ
た
と
い
う
。
さ
て
、
Ｃ
Ⅱ
に
は
小

林
、
剣
持
、
大
飼
が
入
れ
替
り
、
山
本
、
斉
藤
は
腰
の
痛
い
徳
久
を
か
ば

い
つ
つ
Ｃ
Ｉ

へ
下

っ
て
い
っ
た
。
翌
三
日
は

一
日
中
激
し
い
吹
雪
が
荒
れ

狂
い
、
Ｃ
Ｉ
で
は
日
中
で
も
氷
点
下

一
三
度
を
マ
ー
ク
し
た
。

四
日
。
Ｃ
Ｉ
で
は
四
時
に
起
床
、
快
晴
で
あ
る
。
す

っ
ば
り
と
切
れ
込

ん
だ
ク
ル
ト
ラ
ン
氷
河
を
へ
だ
て
て
、
無
数
の
峰
々
と
氷
河
が
朝
日
を
浴

び
て

一
斉
に
輝
く
さ
ま
は
、
こ
れ
だ
け
で
も
日
本
に
残

っ
た
山
仲
間
に
見

せ
た
い
絶
景
で
あ
る
。
中
で
も
、
肩
を
怒
ら
し
た
巨
人
、
セ
ン
ト

・
エ
ラ

イ
ア
ス
、
盟
主
に
ふ
さ
わ
し
く
堂
々
あ
た
り
を
婢
明
す
る
ロ
ー
ガ
ン
、
遠

目
に
も
黒
々
と
雪
を
払

っ
て
挑
み
か
か
る
キ
ン
グ
ピ
ー
ク
、
女
王
然
た
る

純
自
の
ル
カ
ニ
ア
と
そ
れ
に
寄
り
そ
う
ウ
ッ
ド
、
悠
揚
せ
ま
ら
ざ
る
ベ
ア

ー
、
そ
れ
に
北
端
に
孤
高
を
誇
る
ナ
タ
ザ
ッ
ト
等
々
、
名
の
あ
る
高
峰
の

姿
は
、　
一
つ
一
つ
が
強
く
心
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。
前
景
に
は
、
バ
ー
ナ

ー
ド
氷
河
、
ロ
ー
ガ
ン
氷
河
流
域
の
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
で
あ

ろ
う
、
無
数
の
鋭
峰
群
が
目
白
押
し
に
競
い
立
つ
光
景
は
、
こ
れ
ま
た
圧

巻
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
で
は
頭
上
を
圧
し
て
い
た
ト
レ
シ
ダ
ー
峰
も
、
こ
こ
で

は
か
わ
い
ら
し
く
足
下
に
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
。

六
時
半
に
Ｃ
Ｉ
を
出
発
。
ボ
ナ
の
左
手
に
頭
を
の
ぞ
か
せ
た
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
ｌ

ｏ
ピ
ー
ク
の
見
事
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
感
嘆
の
声
を
あ
げ
る
。
八

時

一
五
分
北
東
稜
基
部
。
こ
こ
で
輪
か
ん
を
デ
ポ
し
、
ア
イ
ゼ
ン
の
領
域

に
ふ
み
込
む
。
か
な
り
急
な
登
り
。
ラ
ツ
セ
ル
氷
河
側
か
ら
の
激
し
い
風

が
氷
片
を
た
た
き
つ
け
、
ま
と
も
に
顔
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
冬

富
士
の
九
合
日
付
近
を
登

っ
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。　
一
時
間
強
の
急
登
の

後
、
次
第
次
第
に
傾
斜
が
弱
ま
っ
て
い
く
。
し
か
し
登
り
は

一
向
に
終
ら

な
い
。
第

一
次
隊
か
ら
、
頂
上
は
意
外
に
遠
い
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て
は
来

た
も
の
の
、
強
風
と
、
高
度
に
よ
る
息
ぎ
れ
と
で
ふ
ら
つ
く
体
に
は
、
今
　
３７

度
こ
そ
頂
上
で
あ
っ
て
く
れ
と
、
祈
り
た
い
気
持
が
芽
生
え
る
。
か
な
り
　
く



広
い
雪
原
を
横
切
っ
た
末
、　
一
段
の
高
ま
り
を
這
う
よ
う
に
上
が
る
。
九

時
五
〇
分
、
よ
う
や
く
我
々
は
着

い
た
。
不
思
議
な
こ
と
に
頂
上
だ
け

は
、
う
そ
の
よ
う
に
風
が
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
ボ
ナ
の
頂
上
ほ
ど
多
く
の
山
が
み
ら
れ
る
地
点
は
他
に
あ
る

ま
い
と
い
う
、
初
登
頂
者
ア
レ
ン
ｏ
カ
ー
プ
の
言
葉
そ
の
ま
ま
の
、
山
と

氷
河
の
幸
麗
な
饗
宴
が
は
じ
ま
っ
た
。
東
半
周
に
ロ
ー
ガ
ン
は
じ
め
、
朝

Ｃ
Ｉ
で
対
面
し
た
山
々
が
勢
ぞ
ろ
い
す
れ
ば
、
西
に
は
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
、

ラ
ン
ゲ
ル
、　
リ
ー
ガ
ル
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
が

一
団
と
な
っ
て
呼
応
す

る
。
だ
が
眼
前
に
は
、
も

っ
と
我
々
の
目
を
釘
づ
け
に
す
る
山
々
が
あ
っ

た
。
そ
の
一
つ
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ｌ

ｏ
ピ
ー
ク
は
、南
隣
り
に
氷
の
鎧
を

ま
と
い
、
怪
異
な
相
貌
で
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
四
周
は
氷
河
に

削
り
と
ら
れ
て
、
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
近
い
フ
ェ
ー
ス
を
な
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
唯

一
の

ル
ー
ト

と
な
っ
た
北
稜
も
、
ボ
ナ
と
の
間
の
最
低

鞍
部
か
ら
、
さ
ら
に

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
急
激
に
つ
き
上
げ
て
お
り
、

今
は
尾
根
上
に
ず
た
ず
た
に
ク
レ
バ
ス
が
切
れ
込
ん
で
、
悪
相
を
呈
し
て

い
る
。
登
る
な
ら
、
も

っ
と
早
い
時
期
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
西
に
眼

を
転
ず
る
と
、
初
登
者
の
ル
ー
ト
と
な
っ
た
西
峰

（四
七
七
二
メ
ー
ト
ル
）

を
へ
だ
て
て
、
見
事
な
鋭
峰
群
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
峰
は
、

ボ
ナ
初
登
者
の
テ
リ
ス
●
ム
ー
ア
ら
が
、
ア
ラ
ス
カ
大
学
連
峰
と
命
名
し

た
も
の
で
、
個
々
の
峰
に
は
初
登
の
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ア
ラ
ス
カ
大
学

の
歴
代
の
総
長
の
名
を
冠
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
し
か
し
、
四
四
〇
三

メ
ー
ト
ル
峰
を
最
高
と
す
る
こ
れ
ら
の
鋭
峰
は
、
そ
の
後
の
試
登
を
退
ぞ

け
、
毅
然
と
し
て
、
ア
ラ
ス
カ
に
残
さ
れ
た
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
峰
と
し
　
＞

注́
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

て
の
希
少
価
値
を
保
ち
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２３‐

（注
）
一
九
六
七
年
、
兵
庫
県
山
岳
連
盟
と
シ
ア
ト
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ニ
ア
ー
ズ
の
日

米
合
同
ア
ラ
ス
カ
登
山
隊
は
、
こ
の
連
峰
の
初
登
を
目
的
と
し
、
最
高
峰
初

登
の
暁
に
は
、
そ
れ
に
、
マ
ウ
ン
ト
・
コ
ー
ベ
の
名
を
冠
す
る
と
い
う
。

見
た
と
こ
ろ
、
南
面
、
ホ
ウ
キ
ン
ズ
氷
河
側
に
登
路
を
求

め

る

こ
と

は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
北
面
、
ラ
ッ
セ
ル
氷
河
側
に
は
、
ま
だ
し

も
そ
の
可
能
性
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。　
一
体
、
ラ
ン
グ
ル
山
地
の
山
々

は
、
北
面
に
比
し
て
南
面
が
著
し
く
急
峻
で
あ
り
、
現
に
、
こ
の
ボ
ナ

も
、
北
面
は
氷
帽
が
だ
ら
だ
ら
と
ラ
ッ
セ
ル
氷
河
や
ク
ル
ト
ラ
ン
氷
河
に

続
い
て
い
る
が
、
頂
上
か
ら
ホ
ウ
キ
ン
ズ
氷
河
を
見
下
ろ
し
て
も
、
足
下

に
見
え
る
の
は
、
モ
レ
ー
ン
を
の
せ
て
黒
ず
ん
だ
高
度

一
五
〇
〇
メ
ー
ト

ル
以
下
の
消
耗
区
域
ば
か
り
で
あ
る
。
も
う

一
つ
、
チ
ャ
ー
チ
ル
峰
は
半

円
錐
形
を
な
し
、
西
側
に
美
し
い
裾
を
ひ
い
て
い
る
。
見
た
と
こ
ろ
、
西

半
分
は
ま
さ
に
コ
ニ
ー
デ
火
山
の
典
型
と
言
い
た
い
よ
う
な
姿
で
あ
る
。

た
だ
し
Ｃ
Ｉ
か
ら
行
く
に
は
、
あ
ま
り
西
を
ま
わ
る
の
は
損
な
の
で
、
竹

を
割
ら
れ
た
よ
う
な
東
面
と
の
リ
ッ
ジ
に
沿
っ
て
登
る
の
が
、
よ
さ
そ
う

で
あ
る
。

ュ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ピ
ー
ク
の
す
さ
ま
じ
い
迫
力
に
く
ら
べ
れ

ば
、
い
か
に
も
女
性
的
で
登
攀
の
対
象
と
し
て
は
少
々
物
足
り
な
さ
を
感

じ
る
。
頂
上
の
鋭
く
尖

っ
て
い
る
の
が
、　
一
つ
の
魅
力
と
い
え
よ
う
か
。

こ
う
し
て
、
我
々
は

一
時
間
半
近
く
も
眺
望
を
楽
し
ん
だ
。
そ
れ
で
も

な
お
心
残
り
だ
っ
た
が
、
さ
す
が
に
体
が
冷
え
て
き
た
の
で
下
っ
た
。　
一



二
時
二
〇
分
Ｃ
Ⅱ
に
着
く
。
翌
日
チ
ャ
ー
チ
ル
に
登
れ
れ
ば
、
再
度
荷
上

げ
の
必
要
な
く
、
Ｃ
Ⅲ
を
撤
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
好
天
の
持
続

を
期
待
す
る
。

五
日
。
前
日
に
続
き
天
気
は
申
し
分
な
く
、
願

っ
て
も
な
い
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
。
体
調
は
ま
ず
ま
ず
だ
が
、
チ
ャ
ー
チ
ル
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
の
程

度
と
、
ク
レ
バ
ス
の
状
況
が
未
知
数
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
の
出
発
が
七
時
過
ぎ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
ボ
ナ
の
肩
ま
で
ほ
ぼ
前
日
の
ト
レ
ー
ス
が
利
用

で
き
た
の
で
、
そ
こ
ま
で
に
約
四
〇
分
の
遅
れ
を
取
戻
す
こ
と
が

で
き

た
。チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
そ
こ
か
ら
三
キ
ロ
の
彼
方
に
優
美
な
双
耳
峰
を
な
し

て
み
え
る
。
こ
こ
か
ら
見
る
と
頂
上
は
錐
の
よ
う
に
尖
り
、
ボ
ナ
か
ら
見

る
よ
り
魅
力
を
増
す
。
峰
頭
の
と
り
つ
き
ま
で
の
間
は
、
ち
ょ
う
ど
波
長

の
き
わ
め
て
大
き
い
、
サ
イ
ン
カ
ー
ブ
の
山
か
ら
山
ま
で
の
一
周
期
を
た

ど
る
感
じ
に
な
る
。
少
々
視
界
が
悪
け
れ
ば
、
心
細
い
思
い
を
す
る
よ
う

な
広
大
な
雪
原
で
あ
る
。
風
に
追
い
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
波
の
谷
の
部
分

を
降
り
る
と
、
風
も
な
い
で
、
う
ら
ら
か
な
慢
歩
気
分
に
な
る
。
左
手
に

は
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
の
巨
大
な
山
体
が
、
日
向
に
な
っ
た
り
日
陰
に
な
っ

た
り
し
て
、
刻
々
と
明
暗
を
変
え
て
い
く
の
が
、
終
始
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
し
、
右
手
に
ロ
ー
ガ
ン
が
上
体
を
雪
原
の
上
に
、
置
物
の
よ
う
に

あ
ら
わ
し
て
い
る
の
が
趣
き
を
添
え
る
。
ラ
ッ
セ
ル
も
ク
レ
バ
ス
も
大
し

た
こ
と
は
な
く
、
チ
ャ
ー
チ
ル
峰
の
取
り
付
き
ま
で

一
時
間
二
〇
分
で
雪

原
の
横
断
が
完
了
。
取
付
き
で
昼
食
。
輪
か
ん
を
デ
ポ
し
、　
一
〇
時

一
〇

分
に
頂
上
へ
続
く
顕
著
な
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
の
登
り
に
か
か
る
。
頂
上
ま

で
は
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
度
差
で
あ
る
。
リ
ッ
ジ
上
は
か
な
り
の
強

風
で
あ
る
。
し
か
し
左
後
方
か
ら
の
追
風
は
、
前
日
の
ボ
ナ
と
は
逆
に
、

む
し
ろ
呼
吸
の
多
少
苦
し
く
な
り
は
じ
め
た
我
々
に
高
度
を
か
せ
ぐ
の
を

助
け
て
く
れ
る
。
ア
イ
ゼ
ン
は
よ
く
効
き
、
足
も
と
の
心
配
は
な
い
。
双

耳
峰
の
う
ち
、
手
前
の
ピ
ー
ク
は
着
い
て
み
る
と
尾
根
上
の
小
突
起
に
す

ぎ
ず
、
こ
こ
か
ら
頂
上
ま
で
な
お
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
度
差
で
、　
一
層
急

な
や
せ
尾
根
が
続
い
て
い
る
。

尾
根
の
西
斜
面
は
雪
が
す
っ
か
り
吹
き
払
わ
れ
て
い
て
、
久
し
ぶ
り
に

直
接
地
面
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
散
在
す
る
礫
を
手
に
取

っ
て
み
る

と
、
い
ず
れ
も
石
英
安
山
岩
質
の
噴
出
岩
類
で
軽
石
も
混
じ
っ
て
い
る
。

こ
れ
で

一
つ
得
心
が
い
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
山
域
で
ボ
ナ
や
チ
ャ

ー
チ
ル
の
よ
う
な
高
い
山
は
火
山
で
あ
ろ
う
と
、
以
前
か
ら
予
想
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
ブ
ラ
ツ
ク
バ
ー
ン
、
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
、
ラ
ン
グ
ル
、
ド

ラ
ム
な
ど
、
ラ
ン
ゲ
ル
山
地
の
高
峰
は
、
い
ず
れ
も
第
二
紀
末
か
ら
第
四

紀
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
火
山
で
、
そ
れ
ら
は
中
生
代
後
期

の
堆
積
岩
の
上
に
乗

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
高
峰
は
、
ド
ラ
ム
の
よ
う

な
古
い
火
山
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
上
部
は
比
較
的
平
滑
で
、
穏
や
か
な

地
形
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
中
腹
以
下
は
急
峻
な
地
形
を
呈
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
山
を
削
り
込
む
よ
う
な
風
化
や
浸
食
の
力
が
、
中
腹
以
下

の
高
度
で
特
に
大
き
い
と
い
う
気
候
地
形
学
的
な
理
由
だ
け
で
な
く
、
山

体
の
形
成
時
期
と
岩
質
の
差
が
、
地
形
的
な
差
異
を
も
た
ら
す
こ
と
を
示

アラスカ・ボナ峰登頂
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す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ボ
ナ
や
チ
ャ
ー
チ
ル
も
同
様
の
地
形
を
有
す
る
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
一
帯
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
、
地
質
の
記
載
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
同
様
に
火
山
と
は

断
定
し
え
な
か
っ
た
。

チ
ャ
ー
チ
ル
に
つ
い
て
は
、　
そ
れ
が
確
認
で
き

た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
半
円
錐
状
の
山
容
の
他
、
東
面
の
火
口
壁
を
思
わ

せ
る
急
崖
が
、
四
五
四
六
メ
ー
ト
ル
峰
ま
で
、
途
中
と
ぎ
れ
な
が
ら
も
弧

状
に
連
ら
な
る
事
実
な
ど
も
、
こ
れ
で
つ
じ
つ
ま
が
合
う
わ
け
で
あ
る
。

ボ
ナ
に
つ
い
て
は
ま
だ
確
証
は
な
い
が
、
こ
こ
か
ら
ふ
り
返
っ
て
眺
め
た

山
容
は
、
溶
岩
円
頂
丘
を
思
わ
せ
る
。
そ
れ
に
、
Ｃ
Ｉ
直
下
の
褐
色
の
岩

壁
は
、
低
所
に
露
出
す
る
層
理
の
明
瞭
な
中
世
層
と
全
く
相
違
す
る
塊
状

を
な
す
、
明
ら
か
な
火
山
岩
で
あ
る
か
ら
、
プ
ラ
ト
ー
全
体
が
火
山
性
の

台
地
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
や
せ
尾
根
は
最
後
に

一
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
雪
壁
と
な

っ
て
お

り
、
ス
タ
カ
ッ
ト
で
こ
れ
を
乗
り
切
っ
た
と
こ
ろ
が
頂
上
で
あ
っ
た
。
頂

上
は
鋭
い
ナ
イ
フ
ｏ
ェ
ッ
ジ
で
、
後
続
者
を
確
保
す
る
た
め
に
馬
乗
り
の

姿
勢
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
、
厳
密
に
頂
上
を
踏
む
こ
と
に
な
る
。　
一
一

時
二
〇
分
。
遠
望
す
る
周
囲
の
景
色
は
ボ
ナ
と
あ
ま
り
変

り
な

い
。
た

だ
、
ボ
ナ
の
ラ
ッ
セ
ル
側
の
斜
面
が
よ
く
見
え
た
こ
と
と
、
リ
ー
ガ
ル
の

東
に
続
く
フ
レ
デ
リ
カ
山
群
か
ら
流
下
す
る
、
ロ
ー
ン
氷
河
の
夢
の
曲
線

が
ひ
と
き
わ
印
象
に
残

っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

下
り
は
向
か
い
風
を
さ
け
て
、
西
斜
面
を
ラ
セ
ン
状
に
リ
ッ
ジ
の
取
り

付
き
ま
で
た
ど
っ
た
。
強
い
向
か
い
風
に
悩
ま
さ
れ
て
ボ
ナ
の
肩
を
乗
り

越
え
、
Ｃ
Ｉ
に
は
三
時
ご
ろ
着
い
た
。
Ｃ
Ｉ
か
ら
の
交
信
で
、
今
日
中
に

Ｃ
Ｉ
だ
け
で
な
く
、
Ｃ
Ｉ
も
撤
収
す
る
と
い
う
。
五
時
四
五
分
Ｃ
Ｉ
の
撤

収
を
完
了
、
ト
レ
ー
ス
が
消
え
、
ラ
ッ
セ
ル
を
強
い
ら
れ
た
が
、
七
時
に

Ｃ
Ｉ
に
下
る
。
Ｃ
Ｉ
に
は
撤
収
後
の
重
い
荷
が
待

っ
て
い
た
。
行
動
後
の

ボ
ッ
カ
は
さ
す
が
に
し
ん
ど
い
。
に
わ
か
に
日
が
短
か
く
な
り
、
霧
に
つ

つ
ま
れ
た
氷
河
を
た
ど
る
。
す
べ
て
の
行
動
が
終
了
し
た
の
は

一
〇
時
で

あ
っ
た
。

六
日
は
休
養
日
に
す
る
。
快
晴
な
の
は
も
っ
た
い
な
い
気
も
す
る
が
、

一
一
日
の
下
山
日
ま
で
は
ま
だ
チ
ャ
ン
ス
も
あ
ろ
う
と
、
ボ
ナ
対
岸
の
ト

レ
シ
ダ
ー
峰
や
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
ピ

ラ

ミ

ッ
ド
を
双
眼
鏡
で
伺

う
。
ナ
タ
ザ
ッ
ト
は
ア
プ

ロ
ー
チ
が
長
く
今
回
は
敬
遠
す
る
。
し
か
し
、

天
候
は
悪
化
し
、
下
山
日
ま
で
ア
タ
ッ
ク
の
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
。一

一
日
は
早
起
き
し
て
、
パ
ッ
キ
ン
グ
を
完
了
、
氷
河
上
で

一
日
中
ウ

ィ
ル
ソ
ン
の
飛
行
機
を
待

っ
た
が
、
つ
い
に
現
わ
れ
ず
。
昨
日
ま
で
の
雪

が
や
ん
で
快
晴
な
の
に
と
不
審
が
る
。
仕
方
が
な
い
の
で
パ
ッ
ク
を
開
い

て
、
天
幕
に
も
ぐ
り
込
ん
だ
。

一
二
日
。　
一
〇
時
す
ぎ
、
前
日
か
ら
待
ち
か
ね
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
セ
ス

ナ
が
現
わ
れ
る
。
昨
日
は
山
の
向
か
う
側
の
天
気
は
よ
く
な
か
っ
た
と
い

う
。
余
分
な
も
の
は

一
切
整
理
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、　
一
昨
日
ま
で
の

新
雪
で
離
陸
条
件
が
悪
化
し
、
第

一
便
に
は
隊
長

一
人
し
か
乗
れ
な
い
。

一
便
が
去

っ
た
あ
と
、
大
わ
ら
わ
で
滑
走
路
を
踏
み
固
め
る
。
見
な
れ
た
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山
々
に
別
れ
を
告
げ
る
な
ど
と
い
う
雰
囲
気
で
は
な
い
。
結
局
マ
ッ
カ
ー

シ
ー
ま
で
四
便
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
全
員
が
グ
ル
カ
ナ
に
集
結
し

終

っ
た
の
は
午
後
八
時
で
あ
っ
た
。

四
、
登
山
と
高
度
の
影
響
に
つ
い
て
　
　
山
　
本
　
英
　
毅

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
ス
ポ
ー
ツ
科
学
が
活
発
化
し
た
。
特
に

二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
エ
チ
オ
ピ
ア
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
た
ア
ベ
ベ
選
手

の
活
躍
、
更
に
次
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
メ
キ
シ
コ
が
二
四
〇
〇
メ
ー

ト
ル
と
あ
っ
て
、
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ヘ
の
関
心
が
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者

の
間
で
急
速
に
高
ま
っ
た
。
低
圧
室
を
利
用
し
て
、
或
い
は
実
際
山
に
登

っ
て
、
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
や
効
果
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。

高
地
に
滞
在
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
と
、
持
久
性
種
目
に
於
い
て
か

な
り
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
酸
素
の
少
な
い
高
地
で
必
要

量
の
酸
素
を
確
保
す
る
た
め
に
、
呼
吸
、
循
環
、
血
液
と
い
う
酸
素
運
搬

系
機
能
が
増
強
変
化
す
る
、
即
ち
高
度
順
応
を
来
た
す
た
め
で
　
酸
素
の

多
い
平
地
に
下
山
し
て
運
動
す
る
時
、
酸
素
を
比
較
的
楽
に
摂
取
出
来
る

か
ら
で
あ
る
。
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
研
究
の
多
く
は
、
高
地
滞
在
後
平

地
で
比
較
的
短
時
間
　
或
い
は
瞬
間
的
に
最
高
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に

あ
り
、
数
日
或
い
は
数
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
る
登
山
活
動
に
於
い

て
は
、
高
度
が
生
体
に
及
ぼ
す
影
響
き
わ
め
て
大
で
あ

る
に
も
拘
わ
ら

ず
、
経
験
的
な
も
の
が
主
で
あ
り
、
科
学
的
研
究
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い

な
い
。

長
期
間
、
生
活
条
件
の
極
度
に
制
限
さ
れ
た
環
境
下
で
、
低
酸
素
や
低

温
或
い
は
強
烈
な
紫
外
線
と
闘
い
な
が
ら
活
動
す
る
登
山
で
、
最
も
必
要

な
の
は
、
全
身
持
久
力
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
ス
タ
ミ
ナ
で
あ
り
、
平
地
と

異
な
る
環
境
下
で
、
い
か
に
消
耗
を
少
な
く
す
る
か
、
つ
ま
り
高
地
に
い

か
に
適
応
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。

高
度
順
応
に
関
し
て
は
、
そ
の
生
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
は
っ
き
り
し
な

い
以
前
か
ら
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
の
行
動
に
き
わ
め
て
合
理
的
に
応
用
さ

れ
て
い
る
。
即
ち
長
期
間
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
後
、
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前

後
に
Ｂ
Ｃ
を
設
け
、
そ
こ
を
中
心
に
偵
察
、
ル
ー
ト
エ
作
、
ボ
ッ
カ
或
い

は
休
養
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
期
間
こ
そ
高
度
順
応
を
計
る
と
き
で
あ
り
、

順
応
を
来
た
し
た
と
こ
ろ
で
一
気
に
ア
タ
ッ
ク
し
、
体
が
衰
弱
し
な
い
う

ち
に
登
頂
す
る
。　
こ
の
よ
う
に
高
度
に
体
を
馴
ら
す
期
間
が
あ
っ
た
か

ら
、
戦
前
で
も
酸
素
な
し
で
八
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
到
達
で
き
た
の
で

あ
る
。
今
後
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
が
普
及
し
、
ベ
ー
ス
ま
で
飛
行
機
で
行
き
、

一
般
ル
ー
ト
や
山
小
屋
が
利
用
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
高
度

順
応
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
酸
素
な
し
で
一
気
に
登
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
ろ
う
。

登
頂
の
チ
ャ
ン
ス
を
よ
り
大
き
く
、
且
つ
安
全
に
す
る
た
め
に
は
、
技

術
的
な
面
よ
り
む
し
ろ
、
高
度
順
応
の
問
題
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
特
に
登
山
を
す
る
者
の
体
力
は
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と

比
べ
て
劣

っ
て
い
る
。
し
か
も
悪
条
件
下
で
長
期
間
の
活
動
を
余
儀
無
く

さ
れ
る
登
山
者
が
、
こ
の
問
題
に
無
関
心
で
あ
っ
て
い
い
は
ず
は
な
い
。
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一
九
六
六
年
夏
教
育
大
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
の
計
画
し
た
ア
ラ
ス
カ
、
ボ
ナ

峰
登
山
は
、
そ
う
し
た
意
味
で
極
め
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
軽
飛

行
機
が
足
に
な
っ
て
い
る
ア
ラ
ス
カ
で
は
、
セ
ナ
ス
機
で
氷
河
上
に
着
陸
、

そ
こ
か
ら

一
挙
に
登
頂
す
る
方
法
が
と
れ
る
の
で
あ
る
。
我
々
の
目
ざ
す

ボ
ナ
峰
は
、
五
〇
三
〇
メ
ー
ト
ル
し
か
な
い
が
、
夏
の
世
界
か
ら
、
瞬
時

に
し
て
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
氷
河
上
に
と
び
、
そ
こ
か
ら
短
期
間
に
登

頂
し
よ
う
と
す
る
も
の
な
の
で
、
寒
冷
や
高
度
の
影
響
極
め
て
大
で
は
な

い
か
と
懸
念
さ
れ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
登
山
に
於
け
る
急
性
順
応
の
問

題
を
考
え
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
っ
た
。
幸
い
低
温
へ
の
適
応
は
、

入
山
前
ア
ラ
ス
カ
大
学
で
東
洋
人
と
し
て
初
の
寒
冷
血
管
反
応
の
被
験
者

に
な
る
機
会
が
あ
り
、　
一
見
華
奢
な
我
々
の
手
が
、
エ
ス
キ
モ
ー
と
同
じ

位
寒
さ
に
強
い
こ
と
が
判
り
、
大
い
に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
。
登

頂
を
目
的
と
す
る
困
難
な
条
件
の
中
で
、
簡
単
に
測
定

で
き

る
息
こ
ら

え
、
脈
拍
数
、　
ハ
ー
バ
ー
ド
ス
テ
ッ
プ

。
テ
ス
ト
、
そ
れ
に
自
覚
的
疲
労

症
状
に
よ
り
、
高
地
滞
在
の
影
響
を
次
に
考
え
て
み
よ
う
。

我
々
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
槍
、
穂
高
等
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
に

於
け
る
高
度
の
影
響
は
、
決
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
特
異
な
体
質
、
疾

病
、
疲
労
な
ど
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
不
良
の
場
合
に
、
む
し
ろ
例
外
的
に
高

山
病
に
な
っ
た
り
す
る
。

我
々
が
最
初
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
氷
河
に
降
り
た
時
は
、
感
激
と
興

奮
で
気
付
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
セ
ス
ナ
機
か
ら
放
り
出

さ

れ

た
荷
物

を
、　
一
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
運
ぶ
の
に
息
切
れ
が
し
て
、び
っ
く
り
し
た
。

日
本
の
山
で
高
山
病
ら
し
き
経
験
を
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
の
に
、
表
１

の
如
く
僅
か
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
し
か
な
い
Ｂ
Ｃ
付
近
で
、
何
と
な
く
胸

苦
し
さ
を
覚
え
、
荷
物
を
持
っ
た
り
歩
く
と
息
切
れ
が
し
、
頭
痛
、
食
欲

不
振
、
嘔
吐
等
の
高
山
病
症
状
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
飛
行
機
登
山
に
よ

り
、
未
だ
高
地
へ
の
適
応
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。

図
１
は
安
静
時

（朝
食
前
長
座
）
脈
拍
数
の
変
化
を
、
図
２
は
息
こ
ら

表 1 自覚的疲 労症状 の推移

行動及び 自覚的疲 労症状

7/24

25

26

27

29

30

31

8/ 2
4

5

6～ 11

12

月  日

翠習易2少
河上に着陸,全員何となく息苦しさあり,軽作業

偵察の Ke.Ko.I.頭 痛,息切れを訴う。S頭痛激しく食欲な
し。

停滞,動かなければ異常なし。

偵察の I.Ke.4500mま で登る。 I頭痛激しく帰幕後口区吐。

CI建設,ボ ッカ35町平均。歩並乱れるもやや調子がでてきた。

偵察,快調な Iも 4500m付近でバテる。胸苦しい。

CⅡ (4000m)。 ボッヵ隊20聴の荷物でグロッキー,S頭痛激
しく口区吐。

}霧県ヶ音P止
ると急に楽になり,動き出すととたんに息切

チャーチル峰登頂後,CI,CⅡ 撤収,40～ 45町 の荷物もあま
り重く感じられず。

気分よく,食欲さかん。

セスナ機で下山,特に変化を感じない。
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表 2 高度と気圧の減少

7/25    26     27     8/6     7      8

図 1 安静時脈拍数の変化 (BCにて)

14(下山後)

入山前   7/25  26     8/12

図 2 息をとめていられる秒数の変化
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え
の
変
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
入
山
翌
日
の
二
五
日
は
脈
拍
数
平
均
八

五
と
非
常
に
高
く
、
息
こ
ら
え
は
平
均
三
五
秒
と
極
度
に
少
な
い
。
そ
れ

が
二
六
月
に
は
平
均
脈
拍
数
が

一
八
低
く
な
り
、
息
こ
ら
え
は

一
九
秒
増

し
て
、
大
幅
に
平
常
値
に
近
づ
い
て
い
る
。
入
山
当
初

に
高
度

の
影
響

が
、
こ
れ
程
大
き
く
現
わ
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
表
２
の
如
く
、
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
度
で
、
平
地
の
２
丁
程
の
酸

素
し
か
な
い
。
我
々
の
活
動
に
要
す
る
酸
素
の
量
は
、
高
度
の
如
何
に
拘

わ
ら
ず
同
じ
で
あ
り
、
希
薄
な
酸
素
し
か
含
ま
れ
な
い
高
山
で
、
必
要
量

の
酸
素
を
摂
取
す
る
た
め
に
、
呼
吸
や
脈
拍
数
が
増
加
す
る
。
こ
の
こ
と

は
高
地
で
安
静
に
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
す
で
に
平
地
で
あ
る
程
度
の

運
動
を
し
て
い
る
と
同
じ
よ
う
な
負
荷
に
当
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
従

っ

て
平
地
で
ノ
ー
マ
ル
な
範
囲
内
の
負
荷
も
、
高
地
で
は
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
高
地
で
の
活
動
の
激
し
さ
を
当
然
減
ら

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

計
算
上
は
、
酸
素
が
２
一３
し
か
な
い
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
空
気
中
か

ら
、
必
要
量
の
酸
素
を
確
保
す
る
に
は
、
呼
吸
数
ま
た
は

一
回
の
呼
吸
に

よ
る
換
気
量
を
３
一２
倍
に
す
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
と
も
脈
拍
数
か
拍
出
量
を

３
一２
倍
に
増
強
し
て
も
よ
い
。
し
か
し
実
際
に
は
呼
吸
循
環
系
の
増
強
と

い
う
代
償
反
応
、
順
応
反
応
が
同
時
に
現
わ
れ
る

の
で
、
脈
拍
数
だ
け

３
一２
倍
に
も
な
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
高
度
順
応
で
最
も
有
効
な
変
化

は
、
赤
血
球
の
増
加
で
あ
る
。
血
液
の
酸
素
運
搬
能
力
は
赤
血
球
数
に
比

例
）
る

。従

っ
て
同
じ
血
液
で
も
、
赤
血
球
が
増
加
す
る
と
沢
山
の
酸
素

ｉ

２ｏ

ｌｏ

ｏｏ

９ｏ

８ｏ

７ｏ

を
保
有
出
来
る
の
で
、
呼
吸
、
脈
拍
等
落
着
い
て
く
る
。
図
１
よ
夕
、
滞

在
日
数
の
経
過
に
伴

っ
て
、
脈
拍
数
が
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
が
わ

か
る
。
八
月
六
日
急
増
し
て
い
る
の
は
、
前
日
夜

一
〇
時
過
ぎ
ま
で
、
。実

に

一
五
時
間
行
動
を
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
登
頂
を
終
え
Ｂ
Ｃ

に
帰

っ
た
時
、
息
苦
し
さ
は
な
く
な
り
体
調
良
好
で
、
高
地
順
応
も
進
ん

だ
と
思
わ
れ
た
が
、
脈
拍
数
は
そ
れ
程
減
ら
な
い
ば
か
り
か
、
逆
に
増
加

し
た
者
も
あ
り
、
平
地
に
下
山
し
て
や
っ
と
平
均
六
五
に
な
っ
た
。

全
体
と
し
て
順
応
の
傾
向
が
あ
る
中
で
、
個
人
差
が
著
し
く
現
わ
れ
て

入山前 7/26  28  8/7  11  13

図 3 ハーバードステップ点の変化

―――‐―小林

― 一 一 大飼

―――― 山本

―――‐‐‐斉藤

…… 一 剣持
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′

′

ｒ

ノ

ノ

ノ

／

ノ

_/

(244)

×



アラスカ・ボナ峰登頂

い
る
。

図
３
は
、
五
分
間
踏
台
昇
降
を
続
け
た
後
の
心
拍
回
復
速
度
か
ら
、
そ

の
人
の
心
肺
機
能
の
良
否
を
判
定
す
る
ハ
ー
バ
ー
ド
ス
テ
ッ
プ

・
テ
ス
ト

の
結
果
で
あ
る
。

八
月

一
一
日

に
二
人
が
大
き
な
変
動
を
み
せ
て
い
る

が
、
全
体
的
に
は
滞
在
日
数
の
経
過
と
共
に
上
昇
、
下
山
後
入
山
時
と
比

べ
て

一
八
も
よ
く
な
っ
て
お
り
、
高
地
滞
在
の
効
果
が
現
わ
れ
て
い
る
。

飛
行
場
で
入
山
前
の
測
定
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
睡
眠
不
足

と
興
奮
の
連
続
で
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
失
い
、
又
下
山
後
は
各
人
別
行
動

に
な
っ
た
た
め
、
脱
馴
化
の
追
跡
も
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
上
資
料
不
足

で
、
結
論
も
得
る
ま
で
に
到
ら
な
か
っ
た
が
、
実
験
を
通
し
て
、
高
度
の

影
響
が
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
も
予
想
以
上
に
大
き
い
こ
と
が
判

っ
た
の

は
収
穫
で
あ
っ
た
。
特
に
入
山
二
日
目
安
静
時
に
測
定
し
た
脈
拍
や
息
こ

ら
え
は
、
平
地
で
運
動
後
に
測
定
し
た
よ
う
な
値
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ

が
三
日
目
に
は
平
常
値
に
近
づ
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
夜
行
日
帰
り
登

山
等

一
気
に
登
る
よ
う
な
登
山
に
於
い
て
は
、
あ
ま
り
激
動
で
な
く
と
も

オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
に
な
る
危
険
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
登
山
の
大
衆
化
に

と
も
な
う
遭
難
対
策
上
の
問
題
と
し
て
、
今
後
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
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ペ

ル
ー

・
ア

ン
デ

ス

（
一
九
六
六
年
）

＝
カ
ウ
ヤ
ラ
フ
と
プ
カ
ラ
ン
ラ
の
記
録
＝

エ
ー
デ

ル
ワ
イ
ス

ｏ
ク
ラ
ブ

は

じ

め

に

一
九
六
六
年
二
月
三
日
、
ペ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
遠
征
先
発
隊
出
発
の
日

は
、
五
月
晴
れ
の
風
の
強
い
日
で
、
私
達
が
待
ち
あ
ぐ
ん
だ
感
激
の
日
で

あ
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
丸
に
乗
船
し
た
六
名
の
隊
員
達
と
テ
ー
プ
を
交
し
な

が
ら
、
横
浜
埠
頭
を
埋
め
た
見
送
り
人
に
混
っ
て
、
ド
ラ
の
音
と
共
に
出

港
す
る
船
の
デ
ッ
キ
の
隊
員
達
を
、
私
は
感
激
の
涙
で
見
送
っ
た
。

思
え
ば
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
計
画
以
来
、
と
に
か
く
二
転
三
転
し
た
こ
の
遠

征
だ
っ
た
た
め
、
漸
く
出
発
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
た
時
、
三
年
間
の
苦

労
は
色
々
と
あ
っ
た
に
し
て
も
、
「さ
あ
、
こ
れ
か
ら
だ
」
と
い
ぅ
フ
ァ

イ
ト
が
沸
き
上
っ
た
。
そ
し
て
後
の
仕
事
を
片
づ
け
、
私
は
五
月
二
十
七

日
、
単
身
カ
ナ
ダ
航
空
機
で
南
米
ペ
ル
ー
の
首
都
リ
マ
ヘ
飛
ん
だ
。

計

　

　

画

一
九
五
五
年
に
発
足
し
た
エ
ー
デ
ル
フ
イ
ス
・
ク
ラ
ブ
で
は
、
創
立
十

周
年
を
記
念
し
て
技
術
研
究
部
が
主
体
と
な
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
計
画
を

企
図
し
た
が
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
の
登
山
禁
止
令
の
た
め
こ
れ
を
断
念
し
、

目
的
地
を
変
更
し
て
種
々
検
討
の
結
果
、
南
米
ペ
ル
ー

・
ア
ン
デ
ス
に
遠

征
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

ま
ず
ペ
ル
ー
の
国
情
に
つ
い
て
詳
し
く
調
査
す
る

一
方
、
ア
ン
デ
ス
の

精
通
者
と
し
て
知
ら
れ
る
日
本
山
岳
会
の
吉
沢

一
郎
氏
に
、
大
体
私
達
で

選
定
し
た
計
画
目
標
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

今
度
の
遠
征
は
コ
ル
デ
ィ
エ
ラ

ｏ
ブ
ラ
ン
カ
の
ネ
バ
ド

・
プ
カ
ラ
ン
ラ

（
六
一
四
七
メ
ー
ト
ル
）
及
び
カ
ウ
ヤ
ラ
フ
ｏ
セ
ン
ト
ロ

（五
六
三
六
メ
ー
ト

ル
）
の
登
山
を
目
的
と
す
る
ほ
か
、
日
本

・
ペ
ル
ー
間
の
親
善
を
深
め
る

よ
う
努
力
し
た
い
希
望
で
あ
っ
た
。

今
回
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
計
画
に
引
続
き
朝
日
新
聞
社
の
後
援
、
そ
し
て
更
に

日
本
テ
レ
ビ
の
後
援
を
受
け
た
。

一
九
六
四
年
五
月
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
が
具
体
化
す
る
と
共
に
、
技
術
研

究
部
の
初
期
部
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
を
作

っ
た
。

計
画
が
進
む
に
つ
れ
て
、
ク
ラ
ブ
創
立
十
周
年
記
念
行
事
の
一
つ
と
し

て
取
上
げ
、
技
術
研
究
部
の
初
期
部
員
五
名
、
隊
長
に
坂
倉
、
隊
医
に
カ

メ
ラ
部
の
黒
石
を
加
え
、
計
七
名
の
隊
員
が
決
定
し
た
。

な
お
出
発
直
前
、
日
本
テ
レ
ビ
か
ら
申
入
れ
が
あ
っ
て
、
亀
井
カ
メ
ラ
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に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

隊
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

隊
長
　
坂
倉
登
喜
子
　
田
　
日
本
交
通
公
社
勤
務

隊
員
　
黒

石
　
恒
　
ω
　
（医
師
）
開
業
医

″
　

一二
浦
多
美
子
　
ｍ
　
（食
糧
）

″
　

松
田
　
柳
子
　
制
　
（渉
外
）

″
　

鈴
木
　
文
子
　
ｍ
　
（装
備
）
明
治
製
菓

（株
）
勤
務

″
　

根
本
　
洋
子
　
の
　
（装
備
）
日
本
専
売
公
社
　
″

″
　

大

沢
　
蔦
　
ω
　
（装
備
）
日
本
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
勤
務

Ｎ
Ｔ
Ｖ
ヵ
メ
ラ
マ
ン

亀
井
ま
ゆ
み
　
閉
　
（映
画
記
録
）
読
売
映
画
社
勤
務

行

　

　

動

横
浜
か
ら
船
で
先
発
し
た
黒
石
隊
員
他
五
名
の
内
、
鈴
木
、
松
田
両
隊

員
は
、
五
月
十
九
日
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
に
上
陸
、
諸
手
続
き
の
た
め
二
十

一
日
リ
マ
ヘ
先
着
し
て
準
備
に
当
た
っ
た
。

後
発
し
た
隊
長
は
、
船
旅
の
一
行
よ
り

一
日
早
く
五
月
二
十
八
日
リ
マ

着
、
翌
二
十
九
日
ク
リ
ス
ト
バ
ル
を
経
由
し
て
来
た
先
発
の
黒
石
他
三
名

の
隊
員
が
到
着
し
、
全
員
リ
マ
に
集
結
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

リ
マ
で
は
日
本
大
使
館
始
め
、
在
留
日
本
人
の
皆
様
に
非
常
に
お
世
話

に
な
り
、
大
使
館
や
ペ
ル
ー
山
岳
会
主
催
の
レ
セ
プ

シ

ョ
ン
に
招
待
さ

れ
、
婦
人
団
体
等
と
交
歓
し
て
、
親
善
に
こ
れ
努
め
た
。

大
使
館

へ
の
手
続
き
な
ど
ス
ム
ー
ス
に
済
ん
で
い
た
の
で
、
大
使
か
ら

は
親
し
く
ペ
ル
ー
の
国
情
や
、
注
意
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
連
絡
が
よ
く
行
き
届
い
て
い
た
と
、
お
ほ
め
の
言
葉
を
頂
い
た
。

今
回
は
計
ら
ず
も
山
口
参
事
官
や
、
ペ
ル
ー
新
報
社
社
長
御
夫
妻
な
ど

の
知
人
を
通
じ
、
在
留
日
本
人
の
皆
様
に
御
厚
意
を
受
け
、
全
く
幸
い
で

あ
っ
た
。
（坂
倉
記
）

カ
ウ
ヤ
ラ
フ
・
セ
ン
ト
ロ
登
頂

六
月

一
八
日
、
高
度
馴
化
を
目
的
の
た
め
、
ま
ず
ワ
ラ
ス
を
後
に
、
カ

ウ
ヤ
ラ
フ
ヘ
待
望
の
出
発
だ
。
約
二
時
間
で
ヤ
ナ
ワ
ン
カ
農
場
着
、
こ
こ

ま
で
ト
ラ
ッ
ク
で
荷
物
と
共
に
達
し
、
ロ
バ
を
連
れ
た
ポ
ー
タ
ー
と
落
ち

あ
っ
て
中
食
後
、
荷
物
を
積
ん
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
開
始
し
た
。

こ
の
広
大
な
牧
場
か
ら
は
、
真
正
面
に
巨
大
な
カ
ウ
ヤ
ラ
フ
山
群
が
見

渡
せ
て
、
そ
の
真
中
に
セ
ン
ト
ロ
の
白
い
峰
が
頭
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
。

ゆ
る
や
か
な
起
伏
を
越
え
て
三
時
間
の
後
、
美
し
い
湿
原
帯
の
小
川
の

ほ
と
り
で
中
継
テ
ン
ト
を
張
る
。
翌
朝
テ
ン
ト
を
起
き
出
る
と
、
外
は

一

面
に
霜
が
下
り
て
真
白
い
。
そ
こ
へ
朝
陽
が
き
ら
め
い
て
光
る
中
に
、
小

さ
な
リ
ン
ド
ウ
の
花
が
紫
の
星
を
ち
り
ば
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

池
塘
が
あ
っ
て
、
原
は
湿
地
帯
な
の
で
、
丘
の
へ
り
を
つ
た
っ
て
川
を
渡

り
、
約
二
時
間
程
歩
い
た
頃
、
氷
河
の
流
れ
に
近
い
台
地
、
四
六
〇
〇
メ

ー
ト
ル
地
点
に
Ｂ
Ｃ
を
設
営
し
た
。

二
〇
日
、
い
よ
い
よ
モ
レ
ー
ン
の
丘
を
登
っ
て
荷
上
げ
開
始
、
岩
の
多

い
登
り
を
す
ぎ
る
と
、
眼
下
に
に
ご

っ
た
氷
河
湖
が
見
え
た
。
そ
の
上
部
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の
雪
線
近
く
の
岩
か
げ
に
、
荷
物
を
デ
ポ
し
下
山
す
る
。

二
一
日
、
デ
ポ
地
点
か
ら
氷
河
を
登
り
、
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
雪
原

に
Ｃ
ｌ
を
作
る
。
い
よ
い
よ
明
日
の
ア
タ
ッ
ク
を
前
に
、
松
田
、
黒
石
、

根
本
、
パ
ブ
ロ
の
四
名
が
Ｃ
ｌ
に
残

っ
た
。

三
二
日
、
朝
八
時
、
い
よ
い
よ
ア
タ
ッ
ク
の
朝
、
好
天
に
恵
ま
れ
て
出

発
、
五
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
で
大
き
な
ク
レ
バ
ス
に
ぶ
つ
か
り
、
中
に
降

り
て
通
過
、
そ
の
先
に
は
あ
ま
り
大
き
な
ク
レ
バ
ス
は
な
か
っ
た
。
傾
斜

の
ゆ
る
い
雪
原
が
続
き
、
は
る
か
に
カ
ウ
ャ
ラ
フ
・
セ
ン
ト
ロ
が
、
コ
ー

ン
ク
リ
ー
ム
状
の
ピ
ー
ク
を
見
せ
て
い
る
。
小
さ
な
ク
レ
バ
ス
を
ま
た
ぎ

な
が
ら
休
み
休
み

一
二
時
、
ピ
ー
ク
直
下
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
稜
線
ま
で

は
、
今
ま
で
と
は
違
い
傾
斜
が
き
つ
く
な
る
が
、
危
険
と
い
う
ほ
ど
で
は

な
い
。
稜
線
は
や
せ
て
い
て
、
反
対
側
は
か
な
り
急
で
あ
る
。

一
二
時
三
〇
分
、
私
達
は
小
さ
い
カ
ウ
ヤ
ラ
フ
・
セ
ン
ト
ロ
、
五
六
三

六
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ー
ク
に
達
す
る
こ
と
が

で
き

た
。
ピ
ッ
ヶ
ル
に
ペ
ル

ー
、
日
本
、
ク
ラ
ブ
の
旗
を
つ
け
記
念
撮
影
を
す
る
。
眼
下
に
は
緑
、青
、

赤
の
コ
チ
ャ
が
、
日
の
前
に
は
雪
庇
を
い
く
つ
も
つ
け
た
カ
ウ
ヤ
ラ
フ
・

エ
ス
テ

（東
峰
）、
そ
し
て
雪
を
い
た
だ
い
た
峰
々
の
彼
方
に
、
い
つ
も
の

よ
う
に
雲
を
わ
き
た
た
せ
て
フ
ス
カ
ラ
ン
が
あ
っ
た
。

二
四
日
、
曇
天
だ
っ
た
が
三
浦
、
大
沢
、
エ
バ
ン
の
二
人
は
、
こ
の
日

続
い
て
セ
ン
ト
ロ
に
登
頂
し
た
。
（根
本
記
）

キ
ャ
ラ
バ
ン
紀
行

七
月

一
日
は
、
い
よ
い
よ
プ
カ
ラ
ン
ラ
ヘ
出
発
す
る
朝
、
午
前
八
時
に

谷
川
宅
前
に
集
結
し
た
ブ
ー
ロ
（
ロ
バ
）
二
〇
頭
と
、
カ
バ
ー
ジ
ョ
（馬
）

六
頭
に
、
黄
色
い
袋
に
入
れ
た
二
〇
キ
ロ
の
荷
物
を
、
振
り
分
け
に
二
個

ず
つ
積
ん
で
、
午
前
九
時
に
ワ
ラ
ス
か
ら
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
開
始
し
た
。

丁
度
来
合
わ
せ
て
い
た
芝
浦
工
大
遠
征
隊
長
の
加
藤
氏
他
四
名
、
谷
川

夫
妻
等
の
見
送
り
を
受
け
、
長
い
行
列
を
作

っ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
町

中
を
通
り
抜
け
る
ま
で
、
人
々
の
注
目
を
浴
び
て
、
い
さ
さ
か
馬
上
で
恥

か
し
い
思
い
を
し
た
。

や
が
て
三
〇
分
程
歩
い
て
ポ
ー
タ
ー
部
落
を
通
り
過
ぎ
、
道
幅
が
狭
い

石
の
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
急
坂
に
さ
し
か
か
る
と
、
炎
天
に
あ
え
ぐ
馬
が
、
道

ば
た
の
清
流
の
水
を
飲
ん
で
は

一
息
入
れ
て
い
た
。
狭
い
道
を
登
り
切
る

と
、
前
方
に
ひ
ら
け
た
牧
場
が
あ
り
、
そ
の
斜
面
に
羊
が
放
牧
さ
れ
て
い

て
、
イ
ン
デ
ィ
オ
の
娘
が
二
人
羊
番
を
し
て
い
た
。

初
冬
の
草
原
に
浮
き
上
が
る
、
原
色
の
着
物
の
色
彩
が
絵
画
的
な
美
し

さ
を
見
せ
、
正
に
ペ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
の
風
物
詩
で
あ
っ
た
。
こ
の
草
原

の
泉
の
ほ
と
り

で
、　
ロ
バ
や
馬
を
休
ま
せ
て
、
私
達
も
軽
い
中
食
を
と

っ
た
。
こ
こ
で
突
然
ロ
バ
が

一
頭
足
り
な
い
の
に
気
づ
い
た
ア
リ
エ
ロ
の

少
年
が
、
私
の
乗

っ
て
来
た
馬
で
早
速
探
し
に
戻
っ
て
行

っ
た
。

そ
の
原
か
ら
鞍
部
を
越
え
て
、
い
よ
い
よ
ケ
ル
カ
イ
ワ
ン
カ
の
右
岸
を

遡
り
、
途
中
の
牧
柵
に
近
い
河
畔
の
草
原
に
中
継
テ
ン
ト
を
立
て
た
。
テ

ン
ト
場
に
着
く
直
前
、
ブ
ー
ロ
を
探
し
に
行

っ
た
少
年
が
ロ
バ
を
見
つ
け

て
連
れ
戻
っ
て
来
た
。
皆
大
喜
び
で
迎
え
る
。
ど
こ
に
居
た
の
か
聞
い
て

見
る
と
荷
物
を
積
ん
だ
ま
ま
、
飼
い
主
の
家
へ
戻
っ
て
い
た
と
か
、
こ
れ
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が
ブ
ー
ロ
の
郷
愁
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
…
…
。

そ
の
夜
、
ケ
ル
カ
イ
ワ
ン
カ
の
谷
で
迎
え
た
テ
ン
ト
の
第

一
夜
は
、
私

の
バ
ー
ス
デ
ー
だ
っ
た
。
隊
員
の
テ
ン
ト
か
ら
バ
ー
ス
デ
ー
ソ
ン
グ
が
流

れ
て
来
た
。
私
は
思
わ
ず

「あ
り
が
と
う
」
と
叫
ん
だ
。
い
つ
も
私
の
た

め
に
祝

っ
て
く
れ
た
亡
き
母
の
こ
と
を
ふ
と
想
い
出
し
、
こ
み
上
げ
て
く

る
涙
が
止
ま
ら
ず
、
泣
け
て
泣
け
て
暫
く
の
間
、
眠
れ
な
か
っ
た
。

二
日
、
午
前
九
時
三
〇
分
テ
ン
ト
撤
収
、
谷
を
遡
る
に
従

っ
て
湿
原
を

幾
度
か
さ
け
な
が
ら
、
ル
ピ
ナ
ス
の
紫
の
花
の
波
を
分
け
て
、
隊
列
の
後

に
続
い
た
。
私
の
乗

っ
た
馬
は
湿
原
が
き
ら
い
で
、
湿
地
に
な
る
と
動
か

な
く
な
る
の
で
、　
一
行
に
す
っ
か
り
お
く
れ
て
し
ま
っ
た
。
最
後
に
通
過

し
よ
う
と
し
た
湿
原
で
、
と
う
と
う
沼
地
に
馬
が
足
を
も
ぐ
ら
せ
た
と
た

ん
に
、
私
は
振
り
落
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
落
ち
た

の
で
、
別
に
怪
我
は
な
か
っ
た
が
、
驚
い
た
の
は
、
私
の
馬
の
た
づ
な
を

引
い
て
く
れ
た
鈴
木
隊
員
だ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
で
す
っ
か
り
遅
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
ポ
ー
タ
ー
が
心
配
し
て
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。

直
ぐ
上
の
牧
場
で

一
行
に
追
い
つ
き
、　
一
歩

一
歩
目
指
す
プ
カ
ラ
ン
ラ

に
近
づ
い
た
。
隊
員
達
は
川
を
遡

っ
て
台
地
に
と
り
つ
き
、
私
は
牛
道
の

急
坂
を
登
っ
て
尾
根
を
捲
き
、
ベ
ー
ス
設
営
地
へ
着
い
た
。

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
生
活

四
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
Ｂ
Ｃ
生
活
が
、
こ
の
最
奥
の
高
原
牧
場
で
、
七

月
三
日
か
ら
約
二
週
間
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
こ
は
六

一
四
七
メ
ー
ト
ル
の
プ
カ
ラ
ン
ラ
峰
を
真
上
に
仰
ぎ
、
そ
の

左
右
に
つ
ら
な
る
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に
抱
か
れ
た

一
角
で
、

原
の
中
央
に
は
清
冽
な
氷
河
の
水
が
、
美
し
い
小
川
と
な
っ
て
流
れ
込
む

絶
好
の
幕
営
地
で
あ
っ
た
。

隊
長
と
隊
員
用
の
テ
ン
ト
ニ
張
、
食
堂
兼
ポ
ー
タ
ー
用
テ
ン
ト

一
張
、

他
に
女
性
隊
の
た
め
特
別
に
用
意
し
た
ト
イ
レ
・
テ
ン
ト
を
、
少
し
距
離

を
は
な
し
て
た
て
た
。

朝
六
時
温
度
計
を
見
る
べ
く
テ
ン
ト
を
出
る
と
、
霜
が
真
自
で
、
小
川

の
水
面
が
凍

っ
て
い
た
。
真
青
な
初
冬
の
空
に
浮
く
プ
カ
ラ
ン
ラ
の
頂
上

が
、
バ
ラ
色
に
染
ま
っ
て
、
壮
麗
な
姿
を
見
せ
始
め
る
。
陽
の
光
が
テ
ン

ト
場
に
と
ど
く
ま
で
は
温
度
が
低
く
、
八
時
頃
に
な
る
と
漸
く
陽
が
さ
し

て
急
に
温
度
が
上
が
り
暖
く
な
り
、
昼
頃
は
眼
鏡
が
い
る
程
の
直
射
日
光

で
、
陽
焼
け
を
心
配
す
る
程
の
暑
さ
と
な
る
。
朝
食
後

テ

ン
ト
に
日
の

丸
、
ク
ラ
ブ
旗
と
五
月
二
日
出
発
の
際
、
加
藤
泰
安
氏
か
ら
贈
ら
れ
た
鯉

峨
り
を
立
て
る
。

午
後
か
ら
荷
分
け
を
し
て
、
氷
河
湖
デ
ポ
地
点
ま
で
ロ
バ
で
荷
上
げ
を

し
た
。

そ
の
夜
は
、
コ
チ
ャ
附
近
に
咲
い
て
い
た
エ
ー
デ
ル
フ
イ
ス
に
似
た
花

で
食
卓
が
飾
ら
れ
、
私
の
御
誕
生
祝
い
の
祝
宴
が
開
か
れ
て
幸
い
な
夜
を

過
ご
し
た
。

四
日
、
荷
上
げ
デ
ポ
か
ら
Ｃ
ｌ
設
営
地
の
偵
察
と
荷
上
げ
開
始
、
午
前

九
時
初
め
て
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
交
信
、
感
度
良
好
で
偵
察
隊
か
ら
の
声

が
良
く
聞
き
と
れ
た
。
コ
チ
ャ
よ
リ
デ
ポ
地
ま
で
約

一
時
間
半

の
行
程
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だ
。五

日
、
亀
井
カ
メ
ラ
マ
ン
が
高
山
病
で
、
夜
中
か
ら
強
い
頭
痛
に
な
や

ま
さ
れ
不
眠
状
態
が
つ
づ
く
。
私
は
ベ
ー
ス
か
ら
十
五
分
で
登
れ
る
コ
チ

ャ
に
登
り
、
望
遠
レ
ン
ズ
で
氷
河
の
末
端
の
氷
壁
を
仰
い
だ
。
時
折
り
落

ち
る
雪
崩
が
碧
い
湖
に
自
く
浮
き
上
が
る
。

七
日
、
今
宵
は
七
夕
、
天
の
川
を
見
よ
う
と
外
に
出
る
と
、
満
天
の
星

空
に

一
条
白
い
銀
河
が
、
幅
広
い
星
の
川
を
見
せ
て
い
た
。
じ
っ
と
見
上

げ
て
い
た
た
め
か
、
そ
の
夜
は
寒
く
て
眠
れ
ず
、
桃
太
郎
灰
を
入
れ
て
カ

イ
ロ
で
体
を
あ
た
た
め
て
寝
た
。
外
は
マ
イ
ナ
ス
四
度
だ
っ
た
。

一
二
日
、
朝
六
時
半
、
フ
ラ
ス
か
ら
パ
ブ
ロ
の
兄
の
ポ
ー
タ
ー
、
マ
ル

セ
リ
ー
ノ
が
馬
で

「お
早
よ
う
」
と
ベ
ー
ス
ヘ
元
気
良
く
登
っ
て
来
た
。

彼
は
先
年
の
同
志
社
遠
征
隊
に
同
行
し
た
の
で
、
多
少
日
本
語
が
判
る
の

が
得
意
だ
っ
た
。
早
速
日
本
的
な
朝
食
を
共
に
し
て
、
装
備
を
点
検
し
た

後
、
根
本
隊
員
と
Ｃ
ｌ
へ
出
発
し
た
。
午
後
三
時
の
交
信
で
、
五
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
コ
ル
に
Ｃ
２
設
営
完
了
の
報
告
が
あ
っ
た
。

一
三
日
、
Ｃ
２
よ
り
頂
上
ル
ー
ト
偵
察
、
午
後

一
時
ま
で
交
信
を
中
止

し
た
た
め
、
そ
の
間
亀
井
ヵ
メ
ラ
マ
ン
と
後
側
の
コ
チ
ャ
ま
で
登
っ
て
み

た
。
こ
こ
は
黒
部
源
流
の
雲
の
平
の
よ
う
な
池
塘
よ
り
少
し
大
き
な
湖
が

あ
っ
て
、
プ
カ
ラ
ン
ラ
が
湖
面
に
影
を
落
と
す
秘
境
で
あ
っ
た
。
二
人
共

す
っ
か
り
気
に
入
り
、カ
ラ
ー
写
真
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
撮
り
ま
く
り
、

私
は
午
後

一
時
の
交
信
に
間
に
合
う
よ
う
、
テ
ン
ト
に
急
い
で
戻
っ
た
。

一
四
日
、
い
よ
い
よ
今
日
は
ア
タ
ッ
ク
隊
が
朝
五
時
に
Ｃ
２
を
出
発
し

た
。　
一
一
時
、
大
沢
隊
員
か
ら
ア
タ
ッ
ク
隊
が
四
分
の
三
ま
で
登
っ
た
と

報
告
が
あ
る
。

私
は
ベ
ー
ス
か
ら
望
遠
鏡
で
、
豆
粒
大
の
三
つ
の
黒
点
を
追

っ
て
見
守

っ
て
い
た
。
午
後
五
時
、
時
間
切
れ
と
、
頂
上
直
下
の
ク
レ
バ
ス
に
は
ば

ま
れ
、
登
頂
不
可
能
の
た
め
下
山
に
向
か
い
、
明
る
い
内
に
岩
場
を
通
過

し
た
旨
の
交
信
が
あ
っ
た
。
張
り
つ
め
て
い
た
気
持
が
、
夕
方
に
な
る
に

つ
れ
心
配
に
変

っ
て
、
午
後
七
時
、
八
時
、
九
時
、　
一
〇
時
と
Ｃ
２
か
ら

の
黒
石
隊
員
と
の
交
信
は
全
く
悲
愴
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

ア
タ
ッ
ク
隊
が
暗
く
な
っ
て
も
テ
ン
ト
ヘ
戻
ら
な
い
の
で
、
さ
て
は
遭

難
で
は
な
い
か
と
、
胸
さ
わ
ぎ
が
し
て
眠
れ
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

一
五
日
、
朝
八
時
の
第

一
号
で
、
○
時
三
〇
分
無
事
ア
タ
ッ
ク
隊
が
戻

っ
た
と
い
う
交
信
が
入
っ
て
、
漸
く
ベ
ー
ス
は
明
る
い
空
気
に
な
っ
た
。

ク
レ
バ
ス
の
連
続
と
、
も
ろ
い
岩
場
の
往
復
は
非
常
に
困
難
で
、
ポ
ー

タ
ー
の
マ
ル
セ
リ
ー
ノ
が
足
手
ま
と
い
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
若
し
か
し
て

ク
レ
バ
ス
ヘ
…
…
の
不
安
も
消
え
て
、
真
上
に
仰
ぐ
プ
カ
ラ
ン
ラ
の
姿
は

鋭
い
美
し
さ
で
迫
り
、
杢
の
色
は
こ
と
の
ほ
か
冴
え
て
晴
れ
晴
れ
と
見
え

た
。午

後
六
時
、
ア
タ
ッ
ク
隊
が
元
気
に
ベ
ー
ス
に
戻
っ
た
時
は
、
嬉
し
涙

で
二
人
の
顔
が
に
じ
ん
で
見
え
た
。

一
六
日
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
留
守
番
役
だ
っ
た
私
と
亀
井
ヵ
メ
ラ
マ

ン
は
、
松
田
、
鈴
木
両
隊
員
に
同
行
し
て
、
氷
河
の
末
端
ま
で
撮
影
を
兼

ね
て
登
る
こ
と
に
し
た
。
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日
毎
に
溶
け
て
悪
条
件
に
変
貌
し
た
ル
ー
ト
は
、
テ
ン
ト
撤
収
の
日
を

限
度
と
し
て
、
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
氷
河
取
付
点
か
ら
ア
イ
ゼ

ン
を
つ
け
、
急
な
登
り
回
の
悪
場
で
、
恐
ろ
し
く
口
を
あ
け
た
氷
河
を
登

る
隊
員
達
の
姿
を
キ
ヤ
ッ
チ
し
た
。

こ
の
時
の
写
真
が

『週
刊
朝
日
』
の
口
絵
に
な
っ
た
が
、
氷
河
の
末
端

が
物
凄
く
え
ぐ
れ
て
、
大
き
く
口
を
開
け
て
待
っ
て
い
る
様
相
は
、
全
く

不
気
味
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
悪
場
を
毎
日
荷
上
げ
し
た
隊
員
達
の
苦
労

が
し
の
ば
れ
て
、
感
謝
の
念
が
湧
く
。

や
が
て
頂
上
近
く
に
湧
い
た
雲
が
広
が
っ
て
、
天
候
が
く
ず
れ
始
め
た

の
で
、
氷
河
を
下
り
、
岩
場
に
近
い
斜
面
の
花
の
根
元
に
、
遥
々
持
参
し

た
母
の
遺
骨
を
、
松
田
隊
員
の
協
力
で
埋
め
、
遠
征
を
気
に
し
な
が
ら
他

界
し
た
母
の
霊
が
、
永
遠
に
山
の
母
と
し
て
眠
る
よ
う
、
高
嶺
の
花
を
捧

げ
て
冥
福
を
祈

っ
た
。
（坂
倉
記
）

プ
カ
ラ
ン
ラ
峰

七
月
四
日
、
五
時
出
発
、
湖
の
デ
ポ
地
か
ら
荷
を
背
負

っ
て
右
手
モ
レ

ー
ン
の
上
を
た
ど
る
。
体
が
な
れ
る
ま
で
隊
員

一
二
キ
ロ
、
ポ
ー
タ
ー
二

〇
キ
ロ
に
お
さ
え
て
、
約
二
時
間
半
、
モ
レ
ー
ン
が
終
り
、
更
に
岩
を
ヘ

ず

っ
て
、
つ
い
に
氷
河
へ
の
取
付
点
に
達
し
た
。
こ
こ
は
標
高
四
八
七
〇

メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
あ
っ
た
。

氷
河
の
取
付
点
は
何
度
も
と
け
て
は
固
ま
っ
た
ら
し
く
、
堅
い
氷
に
な

っ
て
い
た
。
最
初
か
ら
カ
ツ
テ
ィ
ン
グ
の
連
続
で
、
時
間
が
か
か
り
歩
み

は
遅
か
っ
た
。

氷
河
の
と
り
つ
き
点
を
出
て
三
時
間
ほ
ど
し
て
、　
一
一
時
頃
Ｃ
ｌ
設
営

地
が
み
つ
か
っ
た
。
標
高
五

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
雪
の
平
地
で
、
Ｂ
Ｃ
か

ら
手
頃
な
距
離
で
あ
る
。
陽
が
昇
る
に
つ
れ
、
雪
が
く
ず
れ
て
歩
き
に
く

く
な
り
、
午
後
の
陽
ざ
し
が
暑
く
な
っ
て
、
消
耗
が
は
げ
し
か
っ
た
の

で
、
早
朝
出
発
し
て
午
前
中
に
行
動
す
る
こ
と
に
し
た
。

五
日
、
昨
日
活
躍
し
た
ポ
ー
タ
ー
の
ビ
ク
ト
リ
ー
ノ
が
発
熱
し
、
寝
こ

ん
で
し
ま
っ
た
。
氷
河
の
と
り
つ
き
点
か
ら
鈴
木
、
松
田
、
エ
バ
ン
の
三

人
が
先
行
し
、
ル
ー
ト
エ
作
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
に
荷
上
げ
隊

が
続
い
た
。

ク
レ
バ
ス
の
断
層
個
所
に
ア
ブ
ミ
を
か
け
、　
一
個
所
に
は
ハ
シ
ゴ
を
固

定
、
雪
質
の
悪
い
急
登
二
個
所
に
、
四
〇
メ
ー
ト
ル
と
二
〇
メ
ー
ト
ル
の

ザ
イ
ル
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
た
。

六
日
、
入
山
六
日
日
、
Ｃ
ｌ
設
営
を
前
に
全
員
Ｂ
Ｃ
に
て
休
養
す
る
こ

と
に
し
た
。

七
日
、
明
け
の
明
星
を
仰
ぐ
頃
Ｂ
Ｃ

を
出
発
、　
一
時
半
Ｃ
ｌ
地
に
着

き
、
六
人
用
と
四
人
用
の
テ
ン
ト
を
設
営
、
隊
員
用
の
テ
ン
ト
に
ア
ル
ミ

箔
の
フ
ラ
イ
を
か
け
て
設
営
を
完
了
し
た
。

八
日
、
Ｃ
ｌ
へ
泊

っ
た
松
田
外
三
名
は
、
Ｃ
２
へ
の
ル
ー
ト
を
偵
察
し

た
。九

日
、
メ
ン
バ
ー
を
交
替
し
て
鈴
木
、
ビ
ク
ト
リ
ー
ノ
、
エ
バ
ン
の
三

人
が
ル
ー
ト
偵
察
の
た
め
に
先
行
、
黒
石
、
松
田
、
根
本
、
大
沢
の
四
人

が
荷
上
げ
を
か
ね
て
そ
れ
に
つ
づ
い
た
。
両
隊
と
も
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
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第 2キ ャンプから見たプカランラ
Nevado Pucaranra(6147m)Seen from CII(5500m).

(甲y Ryuko MatSuda)
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プカランラのベースキャンプにおけるエーデル ワイス・ クラブの隊員 とポーターたち

Members of the巨 delweiss Club to Peruvian Andes(in 1966)and their porters
at the 13ase carnp of Nevado F⊃ ucaranra.

(Left tO rlght)(front row)FOrtunatO Alvarado, DOnato Flores, YOko NemOtO, Mayumi Kamei,
Ryuko lMatsuda, 丁okiko Sakakura.

(SecOnd row)∨ lctorlno Angeles Chorqui, 丁amiko lMiura, Pablo lM.Evangerista,Tsuta Osawa,

Fumlko Suzuki。                                                  (By Kuroishi)
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ベルー・アンデス (1966年 )
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交
信
し
な
が
ら
登
っ
た
の
で
、
能
率
が
よ
く
コ
ル
ま
で
登
れ
た
。
夜
も
ふ

け
る
と
ブ
ロ
ッ
ク
の
落
ち
る
音
と
、
氷
に
ひ
び
の
入
る
音
が
無
気
味
に
響

一
〇
日
、
Ｃ
ｌ
か
ら
八
時
半
頃
Ｂ
Ｃ
に
下
り
休
養
日
と
し
、
パ
ブ
ロ
の

弟
達
を
迎
え
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。
帰
り
が
け
に
マ
ル
セ
リ
ー
ノ

が
来
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
連
絡
を
果
た
し
急
い
で
馬
で
帰
る
。

一
一
日
、
Ｃ
ｌ
泊
り
。

一
二
日
、
七
時
の
交
信
で
、
六
時
四
五
分
に
マ
ル
セ
リ
ー
ノ
が
Ｂ
Ｃ
に

つ
い
た
と
連
絡
が
あ
っ
た
。
Ｃ
ｌ
ま
で
根
本
と
二
人
で
登
っ
て
来
る
と
い

う
。　
一
方
私
達
は
コ
ル
に
Ｃ
２
を
建
て
た
。
コ
ル
か
ら
見
上
げ
る
プ
カ
ラ

ン
ラ
は
、
北
面
に
岩
を
露
出
し
手
強
く
も
見
え
た
。

一
三
日
、
鈴
木
、
松
田
、
エ
バ
ン
の
二
人
で
ル
ー
ト
の
偵
察
に
出
る
。

一
四
日
、
い
よ
い
よ
頂
上
ア
タ
ッ
ク
の
日
。
朝
五
時
、
鈴
木
、
マ
ル
セ

リ
ー
ノ
、
松
田
の
順
に
ザ
イ
ル
を
つ
け
て
五
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
Ｃ
２
を

出
発
し
た
。
外
は
ま
だ
暗
く
、
明
け
の
明
星
が
輝
い
て
い
た
。
前
日
の
踏

み
跡
を
忠
実
に
た
ど
る
。
足
場
が
切
っ
て
あ
る
の
で
快
調
に
高
度
を
あ
げ

る
こ
と
が
出
来
、
昨
日
四
時
間
半
か
か
っ
た
引
き
返
し
点
に
二
時
間
余
り

で
着
い
た
。

こ
こ
で

一
息
入
れ
た
後
、
ト
ッ
プ
を
交
替
、
松
田
、
マ
ル
セ
リ
ー
ノ
、

鈴
木
の
順
に
登
り
始
め
る
。
三
ピ
ッ
チ
ほ
ど
登
っ
て
よ
う
ゃ
く
雪
稜
に
出

た
が
、
ザ
ラ
メ
状
の
雪
で
、
ま
る
で
ア
リ
地
獄
に
入
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た

よ
う
だ
。
そ
ん
な
中
を
登
り
つ
め
る
と
、
向
こ
う
側
は
が
ら
り
と
様
子
が

変
り
、
テ
ラ
テ
ラ
光
る
氷
の
斜
面
を
は
さ
ん
で
、
黒
い
岩
が
っ
づ
い
て
い
　
＞

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２５４

そ
の
岩
の
間
に
真
白
く
さ
ら
さ
れ
た
ザ
イ
ル
が
、
二
本
張

っ
て
あ
る
の

が
見
え
た
。
「あ
っ
た
！
」
古
い
友
に
出
合

っ
た
よ
う
に
心
が
は
ず
ん
だ
。

こ
れ
は

一
九
五
七
年
の
フ
ラ
ン
ス
・
ス
イ
ス
合
同
隊
の
も
の
に
違
い
な
か

っ
た
。
こ
の
隊
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
ク
ロ
ー
ド

ｏ
コ
ー
ガ
ン
夫
人
が
加
わ

っ

て
い
た
。
彼
女
は
、　
ア
ン
デ
ス
、　
ヒ
マ
ラ
ヤ
等
で
活
躍
し
、　
一
九
五
九

年
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
チ
ョ
ー

・
オ
ュ
ウ
に
向
か
い
、
雪
崩
の
た
め
惜
し
く
も

遭
難
死
し
た
が
、
ひ
そ
か
に
彼
女
を
敬
愛
し
て
い
た
私
達
は
、
そ
の
足
跡

を
じ
か
に
見
て
、
ま
す
ま
す
フ
ァ
イ
ト
を
燃
や
し
た
。

堅
い
氷
の
斜
面
を
、
ピ
ッ
ヶ
ル
の
ピ
ッ
ク
で
足
場
を
切
り
な
が
ら
横
切

り
、
岩
場
に
二
人
共
渡
り
お
わ
っ
た
時
に

「あ
っ
ピ
ッ
ヶ
ル
が
」
と
鈴
木

隊
員
が
叫
ん
だ
。
二
〇
メ
ー
ト
ル
程
下
の
岩
の
上
に
、
自
く
風
化
し
た
柄

の
ビ
ッ
ケ
ル
が
見
え
た
。
フ
ラ
ン
ス
隊
が
雪
面
に
さ
し
て
、
下
り
の
と
き

の
確
保
に
使

っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
私
達
の
心
は
頂
上
に
向
か
っ
て
い
た
の

で
、
ピ
ッ
ケ
ル
に
も
ザ
イ
ル
に
も
触
れ
ず
に
、
岩
登
り
の
準
備
を
は
じ
め

た
。初

め
の
ニ
ピ
ッ
チ
は
、
階
段
状
に
岩
が
つ
づ
い
て
い
た
の
で
や
さ
し
か

っ
た
が
、
岩
が
と
て
も
も
ろ
く
、
歩
く
た
び
に
バ
ラ
バ
ラ
と
く
ず

れ
落

ち
、
北
斜
面
を
チ
ン
チ
ェ
イ
氷
河
ま
で
、
大
き
な
音
を
た
て
て
落
ち
て
行

っ
た
。
岩
は
だ
ん
だ
ん
傾
斜
を
ま
し
て
、
六
ピ
ッ
チ
ロ
に
ひ
よ
っ
こ
り
、

雪
の
斜
面
が
あ
ら
わ
れ
た
。
岩
場
の
終
り
の
大
き
な
岩
に
、
ハ
ー
ケ
ン
が



ペルー・アンデス (1966年)

一
本
打

っ
て
あ
っ
た
。
丁
度
良
い
休
憩
場
所
だ
っ
た
の
で
、
昼
食
を
と
る

こ
と
に
し
た
。

こ
こ
か
ら
見
上
げ
る
プ
カ
ラ
ン
ラ
の
頂
上
は
、
も
う
す
ぐ
手
の
中
の
よ

う
だ
っ
た
。　
一
二
時
半
だ
っ
た
が
頂
上
ま
で
は
、
ど
う
長
く
見
て
も
二
時

間
で
行
け
る
と
、
二
人
の
意
見
が

一
致
し
た
。

雪
へ
の
取
付
点
は
、
空
洞
が
出
来
て
い
て
足
場
が
高
く
、
二
人
の
肩
を

か
り
て
よ
う
や
く
雪
の
上
に
出
る
。
傾
斜
が
き
つ
い
の
で
、
又

一
歩
ず
つ

足
場
を
切
り
な
が
ら
登
る
。
三
ピ
ッ
チ
ロ
に

一
寸
し
た
割
れ
目
が
入
っ
て

い
る
の
で
登
り
つ
い
て
、
下
を
の
ぞ
き
込
み
、
ぞ
っ
と
し
た
。

下
か
ら
は
ほ
ん
の
五
〇
セ
ン
チ
位
の
ク
レ
バ
ス
に
見
え
た
の
だ
が
、
中

は
青
く
深
く
割
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
せ
ま
い
稜
線
全
部
に
わ
た
っ
て
い
る

で
は
な
い
か
。
急
い
で
登

っ
て
来
た
二
人
も
、
だ
ま
り
こ
ん
で
し
ま

っ

た
。
し
か
し
、
も
う
午
後
二
時
、
致
命
的
な
障
害
に
遇
っ
て
は
、
引
き
返

す
よ
り
仕
方
が
な
か
っ
た
。
高
度
計
の
針
は
五
九
四
〇
メ
ー
ト
ル
を
さ
し

て
い
た
。

岩
場
の
下
り
は
登
り
よ
り
も
む
ず
か
し
い
。
三
ピ
ッ
チ
程
下

っ
た

と

き
、
鈴
木
隊
員
が
か
か
え
た
岩
が
く
ず
れ
、
岩
を
か
か
え
た
ま
ま
宙
に
浮

い
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
マ
ル
セ
リ
ー
ノ
が
確
保
し
て
い
た
の
で
、
か
す
り

傷
程
度
で
す
ん
だ
が
、
「落
ち
た
！
」

と
い
う
声
と
、
ガ
ラ
ガ
ラ
と
岩
の

落
ち
る
音
が
、
Ｃ
２
に
い
る
人
に
良
く
聞
こ
え
た
の
で
、
随
分
心
配
を
か

け
て
し
ま
っ
た
。
岩
場
を
下
り
切
っ
た
と
こ
ろ
で
、
例
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
拾

い
に
行

っ
た
。
赤
く
さ
び
て
は
い
た
が
、
シ
モ
ン
だ
っ
た
。

ポ
ー
タ
ー
歴

一
〇
年
と
い
う
マ
ル
セ
リ
ー
ノ
は
下
り
が
苦
が
手
で
、
昨

日
の
引
き
返
し
点
で
真
暗
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
星
明
り
に
堅
い
雪
の
爪

あ
と
を
手
さ
ぐ
り
で
下
り
、
最
後
の
ク
レ
バ
ス
を
、
黒
石
ド
ク
タ
ー
が
照

ら
し
て
く
れ
た
ラ
イ
ト
の
お
か
げ

で
、　
よ
う
や
く
渡
り
終
え
、　
一
二
時

半
、
無
事
に
天
幕
に
も
ど
っ
た
。
（松
田
記
）

▼
遠

征

隊

日

誌

▲

一
九
六
六
年

五
月
　
一二
　
日

五
月

十

九

日

五
月
二
十

一
日

五
月
二
十
八
日

五
月
二
十
九
日

六
月
　
一
一　
日

六
月
十

三
日

六
月
十

八
日

六
月

十

九

日

六
月
二
十

一
日

六
月
二
十
二
日

隊
長
を
除
く
隊
員
六
名
ブ
ラ
ジ
ル
丸
に
て
出
発
。

先
発
隊

（鈴
木
、
松
田
）
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
上
陸
。

先
発
隊
リ
マ
着
。

隊
長
リ
マ
着
。

後
発
隊

（黒
石
、
三
浦
、
根
本
、
大
沢
）
ク
リ
ス
ト
バ
ル
経
由

に
て
リ
マ
着
、
全
員
集
結
。

坂
倉
、
黒
石
、
三
浦
、
根
本
ワ
ラ
ス
ヘ
向
か
う
。

全
隊
員
、荷
物
ワ
ラ
ス
に
集
結
、リ
マ
↓
車
で
九
時
間
↓
ワ
ラ
ス

∧
快
晴
∨
カ
ウ
ヤ
ラ
フ
・セ
ン
ト
ロ
に
向
か
う
。
フ
ラ
ス
↓
ト
ラ

ッ
ク
ニ
時
間
↓
ヤ
ナ
ワ
ン
カ
農
場
↓
三
時
間
↓
中
継
キ
ャ
ン
プ

∧
晴
、
午
後
か
ら
雲
多
し
∨
中
継
キ
ャ
ン
プ
↓
二
時
間
↓
Ｂ
Ｃ

（
四
六
〇
〇
ｍ
）
建
設
。

∧
晴
∨
Ｂ
Ｃ
↓
三
時
間
半
↓
Ｃ
ｌ

（
五
一
〇
〇
ｍ
）
建
設
。

∧
快
晴
∨
黒
石
、
松
田
、
根
本
、　
パ
ブ
ロ
の
四
人
カ
ウ
ヤ
ラ

フ
・
セ
ン
ト
ロ
（
五
六
三
六
ｍ
）
に
登
頂
。
Ｃ
ｌ
（
八
、
○
○
）

≫

―
頂
上

（
一
二
、
四
〇
―
〓
二
、
三
〇
）
Ｉ
Ｃ
ｌ

（
一
五
、
五
　
２５５

０
）
Ｉ
Ｂ
Ｃ

（
一
八
、
三
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く



六
月
二
十
四
日

六
月
二
十
七
日

六
月
二
十
八
日

六
月
二
十
九
日

七
月
　
一　
日

七
月
　
一
一　
日

七
月
　
八
　
日

七
月

十

二

日

七
月
十

三
日

七 七 七 七
月 月 月 月

七 六 四 三

日 日 日 日

七 七
月 月

十 九

日 日

∧
曇
の
ち
雪
∨
三
浦
、
大
沢
、
パ
ブ
ロ
、
ェ
バ
ン
ヘ
リ
ス
タ
の

四
人
、
カ
ウ
ヤ
ラ
フ
・
セ
ン
ト

ロ
に
登
頂
。
Ｂ
Ｃ

（
四
、
四

〇
）
Ｉ
Ｃ
ｌ

（
七
、
○
○
―
八
、
二
〇
）
―
頂
上

（
一
三
、
○

○
―

一
三
、　
一
五
）
Ｉ
Ｃ
ｌ

（
一
五
、　
一
五
）
大
沢
を
Ｃ
ｌ
に

残
し
他
二
人
Ｉ
Ｂ
Ｃ

（
一
七
、
三
〇
）

∧
晴
∨
Ｂ
Ｃ
撤
収
―
ヤ
ナ
ワ
ン
カ
農
場

∧
晴
∨
ワ
ラ
ス
に
戻
る
。
亀
井
ヵ
メ
ラ
マ
ン
と
合
流
。

∧
晴
∨
ワ
ラ
ス
に
て
登
山
準
備
。

∧
晴
、
正
午
、
大
陽
に
量
か
か
る
∨
ネ
バ
ド

・
プ
カ
ラ
ン
ラ
に

向
か
っ
て
出
発
。
フ
ラ
ス
ー

（九
、
○
○
）
―
中
継
キ
ャ
ン
プ

（
一
六
、
〇
五
）

∧
晴
の
ち
曇
夕
方
よ
り
み
ぞ
れ
∨
中
継
キ
ャ
ン
プ

（
八
、三
〇
）

Ｉ
Ｂ
Ｃ

（
一
六
、
○
○
）
ケ
ブ
ラ
ダ

・
ケ
ル
カ
イ
ワ
ン
カ
の
源

流
の
草
原
に
Ｂ
Ｃ

（
四
五
〇
Ｏ
ｍ
）
を
建
設
。

∧
晴
∨
Ｂ
Ｃ
に
て
荷
物
の
整
備
。

∧
晴
∨
Ｃ
ｌ
地
の
偵
察
、
荷
上
げ
。

∧
快
晴
、
南
風
が
や
や
強
い
∨
　
　
″

∧
快
晴
∨
プ
カ
ラ
ン
ラ
の
南
面
氷
河
上
五

一
〇
〇

ｍ
に
Ｃ
ｌ
を

建
設
。
Ｂ
Ｃ
↓
三
時
間
半
↓
Ｃ
ｌ

∧
快
晴
、
日
中
巻
雲
が
出
て
風
つ
よ
い
∨
Ｃ
２
地
の
偵
察
と
荷

上
げ
。

∧
快
晴
∨
　
　
″

∧
快
晴
、
風
や
や
強
い
∨
全
員
Ｂ
Ｃ
に
下
り
休
養
。

∧
晴
、
う
す
も
や
∨
Ｃ
２
を
約
五
五
〇
Ｏ

ｍ
の
南
東

コ
ル
に
設

営
。
Ｃ
ｌ

（
七
、　
一
五
）
Ｉ
Ｃ
２

（
一
三
、
○
○
）

∧
晴
、
う
す
も
や
∨
ル
ー
ト
偵
察
、
Ｃ
２
へ
の
荷
上
げ
。
Ｃ
ｌ

（
六
、
○
○
）
―
引
か
え
し
地
点

（
五
六
五
Ｏ

ｍ
）

（
一
〇
、　
　
Ｄ

三
〇
）
Ｉ
Ｃ
ｌ

（
一
二
、
○
○
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５６

∧
快
晴
、
夕
方
よ
り
曇
∨
松
田
、
鈴
木
、
マ
ル
セ
リ
ー
ノ
の
〓
一　
く

人
ア
タ
ッ
ク
、
五
九
四
〇

ｍ
の
地
点
で
ク
ン
バ
ス
の
た
め
登
頂

断
念
。
Ｃ
２

（
五
、
○
○
）
―

一
三
日
の
引
返
し
点

（
七
、　
一

五
）
―
岩
場
取
付

（
一
〇
、　
一
五
）
―
岩
場
終
了

（
一
二
、
三

〇
）
―
ク
ン
バ
ス
引
返
し
点

（
一
四
、
○
○
）
―
岩
場
取
付
点

（
一
七
、
二
〇
）
Ｉ
Ｃ
２

（
二
四
、
三
〇
）

∧
晴
、
雲
多
く
、
夕
方
よ
り
あ
ら
れ
∨
Ｃ
２
撤
収
。

∧
晴
の
ち
雲
多
く
、
夜
三
セ
ン
チ
の
積
雪
∨
Ｃ
ｌ
撤
収
。

∧
曇
、
夕
方
よ
り
あ
ら
れ
∨
休
養
、
下
山
準
備
。

∧
晴

、

雲

多

し

∨

　

　

　

　

　

″

∧
快
晴
∨
Ｂ
Ｃ
撤
収
１
中
継
キ
ャ
ン
プ
。

∧
暗
∨̈
・甲
継
キ
ャ
ン
プ
ー
フ
ラ
ス
。

リ
マ
に
戻
る
。

大
使
公
邸
に
て
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
。

ワ
ヌ
コ
に
て
コ
ト
シ
ュ
・
ヮ
イ
ヵ
ヒ
ル
カ
の
遺
跡
見
学
。

リ
マ
に
戻
る
。

全
員
で
昼
間
は
日
本
人
移
住
史
編
纂
の
大
使
館
の
仕
事
の
手
伝

い
を
す
る
。

夜
は
中
央
日
本
人
会
の
歓
迎
会
。

夜
は
滋
賀
県
人
会
の
歓
迎
会
。

ク
ス
コ
に
て
イ
ン
カ
の
遣
跡
、
オ
ヤ
ン
タ
イ

・
タ
ン
ボ
及
び

マ

チ
ュ
・
ピ
チ
ュ
を
見
学
。

リ
マ
に
戻
る

（
飛
行
機
の
都
合
で
帰
国
延
期
）
。

リ
マ
発
。

本
隊
は
メ
キ
シ
ョ
・
ハ
ヮ
ィ
経
由
、
空
路
羽
田
着
。

七
月

十

四

日

七
月

十

五

日

七
月

十

六

日

七
月

十

七

日

七
月

十

八

日

七
月

十

九

日

七
月

二
十

日

七
月
二
十
五
日

七
月
二
十
六
日

七
月
二
十
七
日

―
三
十

一
日

八
月

一
　

日

二
日
―
四

八
月
一

日八
月
　
一二
　
日

入
月
　
四
　
日

八
月
六
日
―
九

日八
月
　
十
　
日

入
月

十

六

日

入
月
二
十
三
日



ボ

リ

ビ

ア

の

山

（
一
九
奎

年
）

岡

島

成

行

岡
我
々
の
今
回
の
山
行
は
、
大
き
な
山
岳
会
等
の
遠
征
で
は
な
く
、
個
人

の
山
行
で
あ
り
、
目
的
は
た
だ

一
つ
、
美
し
く
輝
く
銀
嶺
を
、
そ
し
て
で

き
れ
ば
処
女
峰
を
、攀
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
学
や
高
校
の
頃
か
ら
の
、

あ
の
単
純
で
透
明
な
憧
れ
が
実
現
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

メ
ン
バ
ー
は
全

員
浅
野
高
校
山
岳
部
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
は
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ

ヤ
に
行
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
が
登
山
を
許
可
し
て

く
れ
な
い
た
め
、
ア
ン
デ
ス
に
切
り
か
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ほ

ど
技
術
的
に
難
か
し
く
な
く
、
未
踏
地
帯
と
い
う
こ
と
で
プ
プ
ヤ
山
群
東

面
を
選
ん
だ
。
プ
プ
ヤ
山
群
だ
け
で
は
面
白
く
な
い
、
つ
い
で
に
美
し
い

と
い
わ
れ
て
い
る
コ
ロ
ロ
峰
と
、
六
千
メ
ー
ト
ル
を
越
す
山
を

一
つ
加
え

よ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
六
千
メ
ー
ト
ル
を
越
す
山
は
ど
れ
が
良

い
か
、
日
本
で
は
見
当
が
つ
か
な
い
、
実
際
に
見
て
か
ら
決
め
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
幸
い
に
も
プ
プ
ヤ
山
群
で
十

一
峰
、

及
び

コ
ロ
ロ
峰

（五
九
一
五
メ
ー
ト
ル
）、
イ
リ
マ
ニ
峰

（六
四
八
〇
メ
ー
ト

ル
）
を
登
頂
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ラ

パ

ス

に

て

一
九
六
五
年
二
月
二
日
、
先
発
隊
二
名
が
横
浜
を
出
発
、
二
月
二
八
日

ラ
パ
ス
に
到
着
し
た
。
ラ
パ
ス
と
い
う
街
は
面
白
い
と
こ
ろ
だ
。
つ
い
一

ヶ
月
前
に
、
文
字
通
り
金
波
銀
波
に
激
励
さ
れ
て
、
意
気
高
く
横
浜
を
出

発
し
た
我
々
を
、
全
く
拍
子
抜
け
に
し
て
し
ま
っ
た
。
先
発
隊
と
し
て
、

張
り
切
っ
て
仕
事
を
片
づ
け
よ
う
と
思

っ
て
も
、
全
く
の
一
人
相
撲
に
終

っ
て
し
ま
う
。
「郷
に
入
っ
て
は
郷
に
従
え
」

の
如
く
、
全
く
相
手
の
ペ

ー
ス
に
合
わ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
は
じ
め
の
う
ち
は
忙
し
く
歩
き
廻
っ
た

が
、　
一
週
間
も
す
る
と
悠
然
と
構
え
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
日
本
の

常
識
を
持
ち
込
ん
で
、
勝
手
に
怒

っ
て
い
る
姿
は
、
余
り
見
ば
え
の
す
る

図
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
無
税
で
荷
を
通
す
交
渉
や
ら
、
ボ
リ
ビ
ア
山

岳
会
と
の
親
交
、
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
山
群
、
イ
リ
マ
ニ
峰
の
偵
察
及
び
研
究

等
、
先
発
隊
の
主
要
な
仕
事
が
終
り
、
出
発
準
備
も
整

っ
た
こ
ろ
、
本
隊

四
名
が
ラ
パ
ス
に
到
着
し
た
。
時
宜
し
く

天
皇
陛
下
の
誕
生
日
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
約

一
週
間
、
毎
朝

一
時
間
ず
つ
三
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
街

で
、
上
り
下
り
の
マ
ラ
ソ
ン
を
し
た
。
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
山
で
は

一
人
も
高
山
病
に
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

ア
ボ
ロ
バ
ン
バ
山
群

（ｏ
ｏ
＆
・
＞
ｏ
ｏ
｝ｏ
ぎ
８
ぎ
）

五
月

一
一
日
早
朝
、
我
々
は
力
強
い
エ
ン
ジ
ン
の
ひ
び
き
と
と
も
に
、

ボ ビ リアの山

(257)



朝
も
や
の
中
を

一
路
プ
プ
ヤ
山
群
に
向
か
っ
た
。
プ
プ
ヤ
山
群
は
周
知
の

如
く
、
一
九
六

一
年

一
橋
大
学
隊
が
西
面
に
入
り
、主
稜
線
を
明
ら
か
に
し

て
い
る

（『山
岳
』
第
五
十
七
年
参
照
）。
だ
が
、
そ
の
東
面
に
未
知
な
山
々

が
あ
る
と
い
う
。
我
々
は
ア
マ
ゾ
ン
源
流
の
山
に
登
攀
と
探
検
を
求
め
て

旅
を
続
け
た
。
見
わ
た
す
限
り
の
高
原
の
真
中
に

一
泊
し
、
一
三
日
夕
方
、

プ
ヨ
プ
ヨ

（”
ξ
ｏも
ξ
ｏ
）
）
に
着
い
た
。
プ
ヨ
プ
ヨ
は
、
昔
ド
イ
ツ
隊
や

一
橋
隊
が
プ
プ
ヤ
山
群
の
根
拠
地
と
し
て
使
っ
た
部
落
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
先
は

一
転
し
て
山
深
く
な
り
、
ロ
バ
や
リ
ャ
ー
マ
の
世
界
と
な
る
。

五
月

一
五
日
。
プ
ョ
プ
ョ
峠
を
越
え
コ
ロ
ロ
峰
の
氷
河
末
端
に
到
着
。

し
か
し
今
ま
で
何
度
も
何
度
も
偵
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
ど
う
も
目
指
す

プ
プ
ヤ
の
山
々
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
ど
う
し
た
も
の
か
、
と
例
に
よ
っ

て
鳩
首
会
議
で
あ
る
。
そ
し
て
つ
い
に
コ
ロ
ロ
を
先
に
登
っ
て
し
ま
え
、

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
コ
ロ
ロ
を
登
り
、
そ
の
頂
か
ら
天
下
の
形
勢
を

眺
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
き
な
リ
コ
ロ
ロ
の
よ
う
な
鋭

い
山
を
登

っ
て
大
文
夫

で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
心
配
が
あ
っ
た
。
我
々

は
軽
登
山
の
良
さ
を
伸
ば
し
た
い
と
思

っ
た
。
こ
れ
か
ら
先
も
ど
ん
ど
ん

海
外
に
出
て
、
自
由
な
登
山
を
行
な
う
べ
き
だ
と
考
え
た
。
そ
れ
だ
け
に

我
々
は
、
慎
重
に
行
動
す
る
よ
う
心
に
言
い
き
か
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。

我
々
が
都
会
に
於
い
て
、
山
に
於
い
て
、
何
ら
か
の
失
敗
を

し
た
時
に

は
、
我
々
の
後
に
続
く
若
い
芽
を
踏
み
に
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
を

め
ぐ
っ
て
夜
中
ま
で
語
り
合

っ
た
。

コ
ロ
ロ
峰

（Ｚ
く
鮎
・
Ｏ
ｏ
】ｏ
【ｐ

い
ｏ
ｒ
い
日
）

五
月

一
八
日
。
コ
ロ
ロ
峰
に
向
か
っ
て
前
進
を
開
始
し
た
。
五
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
に
第

一
キ
ャ
ン
プ
建
設
。
上
部
偵
察
も
あ
わ
せ
て
行
な
っ
た
。

初
め
て
触
れ
る
氷
河
や
青
氷
に
胸
が
高
鳴
る
。
必
要
も
な
い
の
に
カ
ッ
テ

ィ
ン
グ
を
し
た
り
、
ア
イ
ス
バ
ー
を
打
込
ん
で
み
た
り
し
て
し
ま
う
。

五
月

一
九
日
。
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
ヘ
の
ル
ー
ト
エ
作
。
壮
絶
な
ア
イ
ス
フ

ォ
ー
ル
の
中
を
右
に
左
に
進
み
、
三
ケ
所
合
計
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー

プ
を
固
定
し
た
。
午
後
三
時
、
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
予
定
地

（五
七
〇
〇
メ
ー
ト

ル
）
に
着
く
。　
一
人
が
小
便
を
し
に
、
ほ
ん
の
五
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
離

れ
る
と
、
な
ん
と
霧
の
中
に
コ
ロ
ロ
が
見
え
が
く
れ
す
る
で
は
な
い
か
。

急
い
で
二
人
を
呼
び
コ
ロ
ロ
を
見
つ
め
る
。
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
は
建
設
せ
ず

に
明
日
は

一
挙
に
ア
タ
ッ
ク
だ
。
大
喜
び
で
下
り
は
じ
め

る
。
下
降
中

に
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
が
崩
れ
落
ち
、
二
人
必
死
に
逃
げ

散

っ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
は
我
々
の
い
る
と
こ
ろ
と
は
、
全
く
関
係
の
な
い
と

こ
ろ
で
落
ち
た
の
で
あ
る
が
、
大
音
響
に
驚
い
て
右
往
左
往
し
て
し
ま

っ

た
の
だ
。
初
め
て
の
氷
河
に
緊
張
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
後
に
な

っ
て
大
笑
い
と
な
っ
た
。

五
月
二
〇
日
。
宮
崎
、
太
田
、
岡
島
、
コ
ロ
ロ
登
頂
。
午
前
五
時
第

一

キ
ャ
ン
プ
出
発
。
氷
河
の
通
過
と
い
う
の
は
、　
一
度
ル
ー
ト
を
拓
い
て
し

ま
う
と
、
全
く
易
し
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
だ
。
昨
日
六
時
間
か
か
っ
た

第
ニ
キ
ャ
ン
プ
予
定
地
ま
で
、
わ
ず
か
二
時
間
で
登
っ
て
し
ま
っ
た
。
コ
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ル
に
立
つ
と
、
朝
の
陽
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
て
コ
ロ
ロ
は
天
を
突
く
。
広

大
な
雪
原
を
横
切
り
、
コ
ロ
ロ
の
基
部
に
到
着
。
最
後
の
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
だ
。
正
午
、
頂
上
直
下
に
達
し
た
。
あ
と
ニ
ピ
ッ
チ
位
で
あ
る
。
今
ま

で
は
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も
簡
単
に
済
ま
せ
て
き
た
が
、
こ
こ
か
ら
上
は
五
〇

度
以
上
の
氷
壁
と
変
る
。
ア
イ
ス
バ
ー
を
二
本
打
ち
込
み
、
大
き
な
バ
ケ

ツ
を
掘

っ
て
ジ
ッ
ヘ
ル
を
完
全
に
す
る
。
氷
は
ぬ
る

ぬ
る
し
て
不
気
味

だ
。
慎
重
に
、
そ
し
て
力

一
杯
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
続
け
る
。
午
後

一
時
五

〇
分
、　
つ
い
に
頂
に
立

つ
。　
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
の
田
辺
さ
ん
の
ま
ね
を
し

て
、
豪
快
な
ポ
ー
ズ
を
と
ろ
う
と
し
た
が
　
ヽ
、
怖
く
て
で
き
な
か
っ
た
。
測

量
を
し
、
パ
ノ
ラ
マ
写
真
を
撮
り
、
プ
プ
ヤ
の
未
踏
峰
群
を
確
認
し
、
午

後
二
時
三
〇
分
下
降
を
始
め
た
。
ほ
と
ん
ど
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
の
連
続
で

あ
っ
た
。
七
時
帰
幕
。
（
コ
ロ
ロ
は

一
九
二
七
年

の
ド
イ
ツ
隊
に
つ
づ
い

て
第
二
登
）

プ

プ

ヤ
山

群

（
「
饉
ｏ
ｃ
Ч
”

の
８

Ｃ

）

コ
ロ
ロ
の
ベ
ー
ス
か
ら
、
九

一
日
の
ん
び
り
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
進
め
る

と
、
プ
プ
ヤ
山
群
東
面
の
大
き
な
カ
ー
ル
の
中
に
入
り
込
む
こ
と
が
で
き

る
。二

月
二
二
日
。
プ
プ
ヤ
山
群
東
面
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
建

設
。
さ

あ
ノ
・
今
日
か
ら
プ
プ
ヤ
だ
。
日
前
に
展
開
す
る
処
女
峰
の
パ
ノ
ラ
マ
に

勇
み
立
つ
。

ワ
リ

ー

ン

（
口
Ｃ
Ｒ
Ｆ

い
認

ｏ
８
）

初
登

ァ

サ

ノ

・
ピ
ー

ク

（
＞
∽
８

ｏ

”
８

Ｆ

ぃ
ぃ
ぃ
ｏ
Ｂ
）

初
登

五
月
二
三
日
。
宮
崎
、
二
官
登
頂
。
テ
ン
ト
の
前
に
そ
そ
り
立
つ
二
つ

の
山
を
、
い
っ
ぺ
ん
に
登
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
。
氷
の
状
態
が
最
良
で
、

ア
イ
ス
バ
ー
を
使
用
し
て
の
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
も
、
安
心
し
て
で
き
た
の

が
良
か
っ
た
。

ク
チ
リ
ョ

（Ｏ
ｇ
Ｆ
〓
ｐ

い
８
い
日
）
初
登

五
月
二
八
日
。
宮
崎
、
岡
島
登
頂
。
前
進
キ
ャ
ン
プ
か
ら
見
て
、　
一
番

均
整
の
と
れ
た
美
し
い
山
で
あ
る
。
主
稜
線
の
カ
バ
ヤ
ニ
か
ら
伸
び
る
尾

根
の
最
初
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
稜
線
は
細
く
、
雪
庇
が
交
互
に
張
り
出
し

緊
張
さ
せ
ら
れ
た
。

主

稜

線

縦

走

―
ア
カ

マ
ニ
か
ら
ウ

ェ
ラ
ン
カ
ヨ
ッ
ク
ー

五
月
二
〇
日
か
ら
六
月
二
日
ま
で
、
宮
崎
、
太
田
、
岡
島
縦
走
。

二
月
二
〇
日
。
午
前
七
時
テ
ン
ト
を
出
発
す
る
。
き
り
つ
め
て
作

っ
た

荷
で
は
あ
る
が
、
各
々
約
二
八
キ
ロ
位
あ
っ
た
よ
う
だ
。
カ
バ
ヤ
ニ
の
稜

線
の
コ
ル
を
越
し
、
剣
岳
八
ッ
峰
の
よ
う
な
岩
稜

（
一
橋
隊
命
名
）
を
左
に

見
て
、
ヤ
ナ
オ
ル
コ

（く
露
”
ｏ【８
〕
ｕ８
ｏ
日
）
と
カ
バ
ヤ
ニ
の
コ
ル
に

向
か
う
。
高
度
が
上
が
る
に
つ
れ
て
荷
が
肩
に
く
い
込
む
。　
一
二
時
、
よ
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う
や
く
コ
ル
の
下
の
雪
原

（五
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
到
着
。
す
ぐ
ツ
ェ
ル

ト
を
張
る
。
雪
が
堅
く
て
雪
洞
が
堀
れ
ず
、
平
坦
な
雪
原
に
苦
労
し
て

深
さ
五
〇
セ
ン
チ
位
の
穴
を
掘
り
、
そ
の
上
に
ア
イ
ス
バ
ー
を
立
て
て
ツ

ェ
ル
ト
を
張

っ
た
。　
一
二
時
四
〇
分
、
サ
ブ
ザ
ッ
ク
で
あ
わ
た
だ
し
く
ア

カ
マ
ニ

（＞
８
８
彗
ｒ

ｕ００
０
日
）
に
向
か
う
。
今
日
ア
カ
マ
ニ
を
登
ら
な

い
と
、
ウ
ェ
ラ
ン
カ
ヨ
ッ
ク
ま
で
は
行
か
れ
な
く
な
る
。
ヤ
ナ
オ
ル
コ
の

肩
で
、　
一
橋
の
人
達
が
残
し
た
と
思
わ
れ
る
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
発

見
し
た
。
彼
等
が
登
っ
た
時
よ
り
状
態
が
良
い
。
ア
イ
ゼ
ン
の
爪
が
何
と

か
入
る
位
の
雪
で
あ
っ
た
。
長
く
急
な
ア
カ
マ
ニ
の
雪
壁
を
登
り
、　
一
メ

ー
ト
ル
位
の
雪
庇
を
切
れ
ば
、
あ
と
は
ゆ
る
や
か
な
稜
と
な
っ
て
い
た
。

四
時
、
頂
に
立
つ
。
帰
り
は
ま
た
夜
行
軍
で
あ
る
。
七
時
半
帰
幕
。

五
月
三

一
日
。
昨
日
の
疲
れ
の
た
め
か
、
出
発
が
九
時
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

そ
し
て
た
だ
長
く
遠
い
カ
バ
ヤ
ニ
ロ
指
し
て
進
む
。
今
日
は
ラ

ッ
セ
ル
だ
。
時
に
は
股
位
ま
で
も
ぐ
っ
て
し
ま
う
。　
一
二
時
、
カ
バ
ヤ
ニ

（ｏ
”く
”ヽ

ュ
・
いヽ
ｏ
ト
ヨ
）
登
頂
。　
ア
カ
マ
ニ
や
ウ
ェ
ラ
ン
カ
ヨ
ッ
ク
を
背

景
に
写
真
を
と
る
。
あ
と
は
下
る
だ
け
。
と
こ
ろ
が
日
の
下
に
見
え
て
い

る
カ
ニ
サ
ヤ
と
の
コ
ル
に
行
く
の
に
、
三
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

カ
バ
ヤ
ニ
か
ら
ほ
ん
の
少
し
下
る
と
、
下
は
ズ
タ
ズ
タ
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー

ル
。
も
う

一
度
登
り
直
し
、
東
面
に
廻
り
込
み
、
大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
の
中

を
右
に
左
に
ル
ー
ト
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
三
時
三
〇
分
、
コ
ル

（五
五
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
到
着
。
早
々
と
夕
食
を
と
っ
て
シ
ュ
ラ
ー
フ
に

も
ぐ
り
込
む
。

六
月

一
日
。
縦
走
も
三
日
目
に
な
る
と
調
子
が
出
る
。
カ
ニ
サ
ヤ
（０
”
・

ュ
∽”ヽ

）
瑠
ｏｏ
８
）
を
快
調
に
越
し
、
カ
サ
ラ
ラ

（０
”∽”８
８
・
ｏ『
ｏＮ
８
）

に
向
か
う
。
日
本
の
山
と
全
く
同
じ
よ
う
に
ピ
ッ
チ
も
は
か
ど
る
。
今
度

の
我
々
の
チ
ー
ム
の
最
大
の
取
柄
は
体
力
で
あ
る
。
誰
も
バ
テ
ず
に
ぐ
ん

ぐ
ん
進
む
。
カ
サ
ラ
ラ
の
直
下

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
か
ら
、
厚
さ
二
〇
セ

ン
チ
位
の
一
枚
岩
な
ら
ぬ
一
枚
氷
と
な
っ
て
い
た
。
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
す

る
と
中
ま
で
突
き
抜
け
、
し
か
も
そ
の
中
は
た
だ
空
洞
と
な
っ
て
い
て
何

も
見
え
な
い
。
そ
れ
が
約
七
〇
度
の
傾
斜
で
山
全
体
を
お
お
っ
て
い
る
。

ア
イ
ス
バ
ー
、
ハ
ー
ケ
ン
を
打

っ
て
の
登
攀
と
な
る
。
三
ピ
ッ
チ
、
ク
ロ

ス
し
た
二
重
雪
庇
を
切

っ
て
ハ
ン
グ
状
の
氷
を
乗
越
す
。
ザ
ッ
ク
を
吊
り

上
げ
カ
サ
ラ
ラ
の
頂
上
に
つ
い
た
の
は
三
時
を
廻
っ
て
い
た
。

カ
サ
ラ
ラ
の
頂
上
は
大
き
く
二
つ
に
分
裂
し
て
し
ま
い
、
下
降
は
ま
た

東
面
に
廻
り
込
ま
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
あ
り
っ
た
け
の
ザ
イ
ル
を
結

び
、
ザ
ッ
ク
を
お
ろ
し
、
何
度
も
バ
ケ
ツ
を
掘

っ
て
、
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
五
時
半
、
ウ
ェ
ラ
ン
カ
ヨ
ッ
ク
と
の
コ
ル

（五
六
五
〇
メ

ー
ト
ル
）
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
風
は
終
日
強
か
っ
た
。

六
月
二
日
。
八
時
、
ツ
ェ
ル
ト
を
た
た
む
。
今
日
は
寒
い
。
風
も
ア
マ

ゾ
ン
側
か
ら
た
た
き
つ
け
る
。
調
子
の
良
い
時
は
寒
気
も
小
気
味
良
い
。

一
体
み
す
る
と
す
ぐ
手
足
が
し
び
れ
て
く
る
。
そ
ん
な
時
は
ま
た
ザ
ッ
ク

を
背
負
う
に
限
る
。
九
時
四
五
分
、　
一
息
で
ウ
ェ
ラ
ン
カ
ヨ
ッ
ク

（口
嘔
①
‐

ヽ
い
８
〓
ｏρ
い∞∞Ｏ
Ｂ
）
の
頂
に
つ
く
。
今
縦
走
最
後
に
し
て
最
高
の
山
で

あ
る
。
高
校
の
校
歌
を
歌
い
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
食
べ
、
紅
茶
を
飲
み
、
測

ボ リビアの山
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量
を
す
る
。
コ
ル
キ
ニ
と
の
コ
ル
ヘ
シ
リ
セ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
下
降
す

る
。
雄
大
な
雪
原
だ
。
コ
ル
キ
ニ
は
す
ぐ
そ
こ
に
思
え
た
。
偵
察
を
す
る

こ
と
に
す
る
。　
一
時
間
程
登
る
と
も
の
す
ご
い
氷
稜
が
出
て
き
た
。
両
側

は

一
気
に

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
も
切
れ
落
ち
、
完
全
な
ナ
イ
フ
・
エ

ッ
ジ
と
な
っ
て
い
る
。
五
〇
メ
ー
ト
ル
程
ま
た
が

っ
て
進
ん
だ
が
、
こ
の

調
子
で
は
大
変
な
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
慎
重
に
戻

っ
て
次
の
機
会
を
待

つ
こ
と
に
し
た
。

コ
ル
か
ら
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
迷
路
を
く
ぐ
り
抜
け
、
氷
河
を
下
る
。

モ
レ
ー
ン
の
上
を
跳
び
歩
き
、
草
原
に
腰
を
下
ろ
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
水

を
思
い
き
り
飲
み
、
ゆ
っ
く
り
と
タ
バ
コ
を
ふ
か
す
。
夕
暮
の
中
を
前
進

キ
ャ
ン
プ
に
帰

っ
た
。
う
し
ろ
を
振
り
返
れ
ば
、
コ
ロ
ロ
が
血
の
よ
う
に

染

っ
て
い
た
。
（ウ
ェ
ラ
ン
カ
ヨ
ッ
ク
第
二
登
、　
カ
サ
ラ
ラ
初
登
、　
カ
バ

ヤ
ニ
、
カ
ニ
サ
ヤ
、
ア
カ
マ
ニ
第
二
登
。）

縦
走
が
終
り
、
あ
と
は
二
つ
の
未
踏
峰
、
コ
ル
キ
ニ
と
コ
ロ
ワ
リ
の
登

頂
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
三
日
、
四
日
と
ベ
ー
ス
か
ら
荷
上
げ
を
し
、

最
後
の
ア
タ
ッ
ク
の
用
意
を
整
え
た
。

コ

ル
キ

ニ

（
Ｏ
ｏ
出

Ｌ
ュ
い
い
∞
Ｈ
ｏ
Ｂ
）

初
登

六
月
五
日
。
宮
崎
、
二
宮
登
頂
。
月
明
り
の
中
を
出
発
す
る
。
風
は
冷

た
く
、
岩
角
に
当
た
っ
て
切
れ
切
れ
に
な
り
、
悲
鳴
を
あ
げ
て
吹
き
過
ぎ

て
ゆ
く
。
ウ
ェ
ラ
ン
カ
ヨ
ッ
ク
と
の
コ
ル
に
登
り
、
そ
こ
か
ら
反
対
側
に

一
度
下
り
、
先
日
の
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
が
終
る
あ
た
り
に
突
き
上
げ
る
。

無
心
に
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
続
け
、
午
後
二
時
頂
上
に
着
い
た
。
ウ
ェ
ラ
ン

カ
ヨ
ッ
ク
の
東
に
堂
々
と
そ
び
え
る
こ
の
山
は
、
そ
の
存
在
を
予
想
し
て

い
な
か
っ
た
だ
け
に
、
登
頂
の
喜
び
は
大
き
か
っ
た
。

コ
ロ
ワ
リ

（Ｏ
ｏ
８
ｒ
●
鶴
ｒ
い
ｏ
ｏ
∞
日
）
初
登

六
月
五
日
。
太
田
、
岡
島
登
頂
。
笠
ヶ
岳
を
少
し
ゴ
ツ
く
し
た
よ
う
な

山
で
あ
る
。
コ
ル
キ
ニ
隊
と
別
れ
、
ク
チ
リ
ョ
か
ら
の
分
岐
の
ピ
ー
ク
を

経
て
、
コ
ロ
ワ
リ
の
氷
河
を
ト
ラ
バ
ー
ス
。
頂
上
か
ら

一
気
に
落
ち
て
い

る
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
を
直
登
す
る
。
雪
の
状
態
が
良
い
。
ア
イ
ゼ
ン
が
良
く

効
く
。　
一
二
時
頂
上
着
。
頂
上
は
意
外
に
狭
く
、
し
か
も
雪
庇
が
も
の
す

ご
く
発
達
し
て
い
る
の
で
、　
一
人
ず
つ
頂
に
立
っ
た
。
下
り
は
い
つ
も
の

よ
う
に
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
の
連
続
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
峰
の
登
頂
を
も
っ
て
、
プ
プ
ヤ
山
群
東
面
を
探
査
し
、
か
つ
未

踏
峰
を
登
攀
す
る
、
と
い
う
目
的
は
全
て
滞
り
な
く
終
了
し
た
。
六
日
、

Ａ
Ｂ
Ｃ
を
撤
収
し
、
全
員
Ｂ
Ｃ
に
下
る
。
七
日
か
ら

一
一
日
ま
で
宮
崎
、

城
台
、
太
田
、
岡
島
の
四
名
は
ア
マ
ゾ
ン
源
流
の
部
落
を
訪
ね
、
四
日
間

の
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
た
。
牧
日
、
二
官
は
馬
、

リ

ャ
ー

マ
を
使

い
、
直
接
ウ
ヤ
ウ
ヤ

（Ｃ
】Ｆ
Ｃ
〓
”
）
に
撤
収
。　
一
〇
日
夜
、
ウ
ヤ
ウ
ヤ
に

全
員
集
合
。　
一
一
日
朝
、
ト
ラ
ッ
ク
で
ウ
ヤ
ウ
ヤ
を
発
ち
、　
一
二
日
午
前

一
時
、
全
員
無
事
ラ
パ
ス
に
帰
着
し
た
。
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イ
リ
マ
ニ
峰

（Ｚ
乱
・
口
〓
８
８
ｒ
Ｒ
∞
ｏ
８
）

ラ
パ
ス
で
は
久
々
の
都
会
の
味
を
楽
し
ん
だ
。
出
発
前
に
大
分
長
く
滞

在
し
た
た
め
に
、
あ
ち
ら
の
横
丁
も
、
こ
ち
ら
の
角
も
良
く
知

っ
て

い

る
。
ま
る
で
横
浜
に
帰

っ
た
よ
う
だ
。
隊
員
が
若
い
た
め
か
、
ど
ん
な
と

こ
ろ
で
も
気
安
く
入
っ
て
行
け
、
現
地
の
若
者
達
と
親
し
く
友
達
に
な
れ

た
こ
と
は
、
大
変
楽
し
い
想
い
出
と
な
っ
た
。
ま
た
、
次
の
山
は
、
イ
リ

ャ
ン
プ
ー
か
、　
レ
ア
ル
山
群
の
未
知
の
山
か
、　
イ
リ
マ
ニ
北
峰
の
西
稜

か
、
と
意
見
が
分
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ラ
パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

毎
日
ホ
テ
ル
の
窓
か
ら
望
ま
れ
る
イ
リ
マ
ニ
の
魅
力
が
他
を
制
し
た
。

六
月

一
九
日
、
ボ
リ
ビ
ア
山
岳
会
の
ロ
ニ
ー
君

（ガ
８
い
Ч
”
Ｎ
Ｈ歳
）
と

ホ
ル
ヘ
君

（『〇
品
の
ヽ
ｏ
歳
）
を
加
え
て
イ
リ
マ
ニ
に
向
か
っ
た
。
そ
の
日

の
う
ち
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

（四
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
建
設
。
ト
ラ
ツ
ク
で

一
日
で
あ
っ
た
。

六
月
二
〇
日
。
Ｃ
Ｉ

（五
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
建
設
。

六
月
二
一
日
。
宮
崎
、
ロ
ニ
ー
、
南
峰

（六
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
登
頂
。

ロ
ニ
ー
は
技
術
的
に
は
さ
ほ
ど
優
れ
て
い
な
い
が
、
体
力
は
充
分
で
あ
っ

た
。
二
人
共
快
調
に
登
頂
、
日
本
、
ボ
リ
ビ
ア
両
国
国
旗
を
振

っ
た
。　
一

咄
　
二
時
間
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
後
、
午
後
六
時
帰
幕
。

ァ
　
　
六
月
二
二
日
。
宮
崎
、
城
台
、
ロ
ニ
ー
は
ベ
ー
ス
に
下
る
。
太
田
、
岡

ビり
　
島
は
Ｃ
Ｉ
予
定
地
ヘ
ボ
ッ
カ
。

ボ

ラ
　
　
六
月
二
三
日
。
宮
崎
、
城
台
Ｃ
Ｉ
に
入
る
。
太
田
、
岡
島
Ｃ
Ｉ

（五
九
〇
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○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
。
プ
プ
ヤ
山
群
で
の
カ
ン
は
ま
る
で
通
用
し
な
い
。
た

っ
た
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
の
差
で
あ
る
が
、
山
の
大
き
さ
が
違

っ
て
く
る

た
め
調
子
が
狂

っ
て
し
ま
う
。
北
峰

（六
四
八
〇
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
落
ち
て

い
る
西
稜
は
鋭
い
。
し
か
も
西
稜
に
出
る
ま
で
の
ル
ー
ト
も
急
な
氷
稜
し

か
な
い
。
偵
察
も
気
が
重
い
。

六
月
二
四
日
。
宮
崎
、
城
台
、
Ｃ
Ｉ
に
入
る
。
太
田
、
岡
島
は
上
部
偵

察
。
宮
崎
、
岡
島
午
後
に
な
っ
て
西
稜
へ
の
リ
ッ
ジ
を
偵
察
。
取
付
ま
で

の
間
に
三
ヶ
所
青
氷
の
い
や
な
ト
ラ
バ
ー
ス
が
あ
っ
た
が
、
何
と
か
ル
ー

ト
は
拓
け
た
。

六
月
二
五
日
。
午
前
六
時
、
Ｃ
Ｉ
を
出
発
。
宮
崎
、
岡
島
が
先
行
。
太

田
、
城
台
が
続
く
。
何
と
も
言
え
ぬ
不
安
感
と
期
待
と
と
も
に
、
固
定
ロ

ー
プ
を
た
ど
る
。
昼
ま
で
に
稜
線
に
立
て
な
か
っ
た
ら
、
登
頂
を
あ
き
ら

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
気
温
が
低
く
、
風
は
厳
し
い
。
稜
線
が
ギ
ラ
ギ

ラ
と
光
る
。
ひ
た
す
ら
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
続
け
る
。
今
日
は
な
ぜ
か
息
苦

し
い
。　
一
一
時
半
つ
い
に
稜
線
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
と

一
息
。
稜

線
は
細
い
。
交
互
に
雪
庇
が
張
り
出
し
て
い
る
な
か
を
、
慎
重
に
登
高
を

続
け
る
。
急
な
氷
壁
を
登
り
切
る
と
、
反
対
側
に
二
本
の
鋭
い
氷
稜
が
見

え
た
。
頂
上
だ
。
午
後

一
時
三
分
。
西
稜
か
ら
は
初
め
て
の
登
攀
で
あ
っ

た
。
下
降
は
雪
が
悪
い
。
南
面
で
あ
り
、
午
後
な
の
で
氷
が
溶
け
、
所
々

雪
が
ぐ
ず
つ
く
。
午
後
五
時
三
〇
分
、
中
央
峰
と
の
コ
ル

（六
三
五
〇
メ
ー

ト
ル
）
へ
下
り
立
つ
。
疲
れ
た
。
コ
ル
か
ら
は
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
を
続
け
、

雪
原
に
す
べ
り
お
り
る
。
四
人
が
四
人
と
も
気
ま
ま
な
ペ
ー
ス
で
歩
き
続

け
る
。
広
大
な
雪
原
に
夕
闇
が
し
の
び
寄
り
、
そ
の
中
を
ト
レ
ー
ス
が

一

本
ど
こ
ま
で
も
続
く
。
帰
幕
七
時
。

六
月
二
六
日
。
Ｃ
Ｉ
、
Ｃ
Ｉ
撤
収
。
最
後
の
山
の
夜
を
迎
え
、
皆
そ
れ

ぞ
れ
物
想
い
に
ふ
け
っ
て
い
た
。

六
月
二
七
日
。
ボ
リ
ビ
ア
山
岳
会
か
ら
指
し
向
け
ら
れ
た
車
で
ラ
パ
ス

に
帰
る
。

以
上
で
我
々
の
山
行
は
全
て
終
了
し
た
。
七
月
二
日
、
ラ
パ
ス
に
て
隊

を
仮
解
散
し
、
ア
マ
ゾ
ン
を
単
身
下
っ
て
い
っ
た
も
の
、
北
ア
メ
リ
カ
に

行

っ
た
も
の
、
コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
ブ
ラ
ン
カ
を
通
リ
ア
ラ
ス
カ
ま
で
山
旅

を
続
け
た
も
の
、
等
に
分
れ
た
。　
一
九
六
六
年
二
月
二
八
日
、
最
後
の
隊

員
が
帰
国
し
、
全
旅
程
が
終
了
し
た
。

浅
野
ア
ン
デ
ス
探
査
隊
概
要

０
目
的
　
南
米
ア
ポ
ロ
バ
ン
バ
山
群
・
ン
ア
ル
山
群
の
探
査
及
び
登
山
。

②
期
間
　
一
九
六
五
年
二
月
二
日
か
ら
七
月
二
日
ま
で
。

③
経
費

約
三
二
〇
万
円
。

④
編
成
人
員

隊
長
　
牧
口
順
一　
囲
歳
　
寿
リ
コ
ー
勤
務
。
立
大
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
。

隊
員

宮
崎
敬
介
　
閣

城
台
成
和
　
四

太
田
光
成
　
田

二
官
英

一　
四

岡
島
成
行
　
ロ

東
芝
工
事
勤
務
。
立
大
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
。

葉
山
マ
リ
ー
ナ
勤
務
。

神
奈
川
大
学
在
学
。
神
奈
川
大
学
山
岳
部
員
。

青
山
学
院
大
学
在
学
。

上
智
大
学
在
学
。
上
智
大
学
山
岳
部
員
。
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テ
ィ
エ
ラ
・デ
ル
・
フ
■
ゴ
の
山
旅

（
一
九
六
六
年
）

安

　

間

　

　

荘

プ
ン
タ

・
ア
レ
ナ
ス

入
り
組
ん
だ
深
い
入
江
と
、
濃
い
緑
に
覆
わ
れ
た
谷
と
、
白
い
懸
垂
氷

河
の
か
か
る
岩
峰
の
パ
ノ
ラ
マ
が
、
次
第
に
そ
の
視
野
を
せ
ば
め
、
や
が

て
濃
い
霧
の
中
に
没
す
る
と
、
興
奮
か
ら
の
解
放
が

一
時
に
私
を
深
い
眠

り
に
誘

っ
た
。
常
に
う
た
た
ね
を
し
て
い
る
よ
う
な
単
調
な
長
い
船
旅
の

後
で
、
北
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
立
体
的
な
変
化
に
富
ん
だ
景
観
は
、
夢
遊
状
態

の
私
の
神
経
に
は
、
誠
に
強
い
衝
撃
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
ヒ
マ

ラ
ヤ
で
受
け
た
そ
れ
と
は
、
質
的
に
異
な
っ
た
も
の
の
よ
う

に
思
わ
れ

た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
自
き
神
々
の
座
は
、
私
達
の
長
い
願
望
の
的
で
は
あ
っ

た
が
、
そ
れ
は
青
年
時
代
以
後
に
形
づ
く
ら
れ
た
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
ヘ
の
傾

倒
の
所
産
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
パ
タ
ゴ
ニ
ア
で
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

近
付
き
難
さ
と
は
別
の
何
か
近
し
さ
を
感
じ
た
。
こ
れ
は
海
の
存
在
に
理

由
が
あ
る
と
思

っ
た
。
す
べ
て
の
生
き
も
の
が
、
海
を
母
胎
に
生
を
受
け

た
時
、
全
地
球
に
大
変
動
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
た
よ
う
に
、
人
間
の
肉

体
、
精
神
の
初
源
の
構
造
が
形
成
さ
れ
た
時
期
に
、
ま
た
海
と
陸
と
の
す

さ
ま
じ
い
闘
い
が
行
な
わ
れ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
そ
の
因
果
が
永
い
時

の
経
過
の
後
、
こ
の
私
と
自
然
の
間
に
共
通
の
感
情
を
呼
び
さ
ま
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
た
っ
た
ろ
う
か
。
明
る
い
日
ざ
し
が
さ
し
込
ん

で
い
る
。

こ
こ
で
私
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
世
界
と
全
く
異
な
る
世
界
の
上
に

居
る
こ
と
を
、
自
分
に
納
得
さ
せ
る
の
に
、
長
い
時
間
を
か
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
濃
い
緑
の
森
、
群
青
の
海
、
純
自
の
氷
、
灰
色
の
岩

峰
、
そ
し
て
湿
気
の
多
い
空
気
、
そ
れ
が
浅
い
ま
ど
ろ
み
の
後
に

一
転
し

て
、
褐
色
の
灰
色
の
乾
い
た
荒
野
が
果
て
し
な
く
束
の
方
に
拡
が
り
、
涸

れ
た
河
床
と
円
錐
台
状
の
小
火
山
が
、
わ
ず
か
に
地
形
に
起
伏
を
つ
け
て

い
る
が
、
丁
度
そ
れ
は
月
の
表
面
を
想
像
さ
せ
る
光
景
で
あ
っ
た
。
視
野

の
届
く
限
り

一
直
線
に
の
び
る
細
い
一
本
の
線
が
、
人
間
の
営
み
を
思
わ

せ
る
唯

一
の
徴
し
で
あ
っ
た
。

ェ
メ
ラ
ル
ド
色
に
澱
ん
だ
小
湖
水
、
白
い
乾
上

っ
た
塩
湖
、
荒
れ
た
平

原
に
消
え
て
行
く
川
、
台
地
玄
武
岩
の
崖
等
が
時
折
り
現
わ
れ
る
が
、
そ

れ
は
荒
野
の
無
毛
さ
、
厳
し
さ
を
強
調
こ
そ
す
れ
、
決
し
て
人
間
に
生
存

の
希
望
を
与
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
私
は
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の

ア
ン
デ
ス
山
脈
を
境
と
し
た
西
と
東
の
気
候
、
景
観
、
風
土
の
著
し
い
対

称
を
、
強
烈
に
脳
裏
に
焼
き
つ
け
ら
れ
た
。

ティエラ・デル・フェゴの山旅
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飛
行
機
‘は
や
が
て
右
手
に
オ
ヒ
ギ
ン
ス
湖
、
ヴ
ェ
ド
マ
湖
、
ア
ル
ヘ
ン

チ
ナ
湖
を
見
な
が
ら
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
領
か
ら
再
び
チ
リ
に
入
る
と
、
川

添
い
に
少
し
ず
つ
緑
色
が
日
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
パ
タ
ゴ
ニ
ア
大
陸

氷
地
帯
は
厚
い
雲
に
覆
わ
れ
、
そ
の
片
鱗
も
み
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

三
十
分
ほ
ど
で
、
自
く
輝
く
海
が
視
界
に
入
っ
て
き
た
。
マ
ゼ
ラ
ン
海

峡
で
あ
る
。
高
度
を
下
げ
た
飛
行
機
か
ら
見
る
と
、
海
面
に
無
数
の
す
じ

が
西
か
ら
東

へ
走

っ
て
い
る
。
波
頭
が
強
い
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
散

っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
海
峡
の
向
こ
う
側
に
は
、
手
前
か
ら
徐
々
に
高
ま
っ

て
先
は
厚
い
雲
に
消
え
て
い
る
テ
ィ
エ
ラ

・
デ
ル
・
フ
ェ
ゴ
ー

火
の
国

―
―
が
あ
っ
た
。

空
港
か
ら
プ
ン
タ
・
ア
レ
ナ
ス
ま
で
の
間
、
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

間
は
、
鋪
装
さ
れ
た
道
路
が
海
岸
沿
い
に
走

っ
て
い
る
。
附
近
の
荒
凍
と

し
た
様
は
、
北
部
北
海
道
の
寒
漁
村
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
真
夏

と
い
う
の
に
、
肌
を
刺
す
よ
う
な
冷
た
い
風
が
吹
き
ま
く
り
、
窪
み
に
生

え
た
小
潅
木
は
、
根
元
か
ら
ね
じ
曲

っ
て
地
面
に
は
い
つ
く
ば
り
、
小
石

の
露
出
し
た
地
面
に
は
、
家
畜
も
食
わ
な
い
棘
ば
か
り
の
植
物
が
、
谷
地

坊
主
の
よ
う
に
頑
な
に
む
ら
を
作

っ
て
い
た
。

プ
ン
タ

・
ア
レ
ナ
ス
は
、
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
の
大
陸
側
に
ひ
ら
け
た
人
口

六
万
余
の
街
で
、
パ
ナ
マ
運
河
完
成
以
前
に
は
、
世
界
周
航
航
路
上
の
重

要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
が
、
運
河
完
成
以
後
、
世
界
的
な
経
済
、
通
商

の
拡
大
か
ら
永
ら
く
取
り
残
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
良
質
な
羊
毛

の
産
出
と
、
テ
ィ
エ
ラ

・
デ
ル
・
フ
ェ
ゴ
に
於
け
る
石
油
の
発
見
が
、
再

び
プ
ン
タ

・
ア
レ
ナ
ス
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
。
ま
た
ケ
ー
プ
タ
ゥ
ン
、
ク
　
＞

ラ
イ
ス
ト

・
チ
ャ
ー
チ
と
共
に
、
南
極
探
検
の
重
要
な
補
給
基
地
と
な

っ
　

２６

て
い
る
。

翌

一
月
七
日
、
私
達
は
食
糧
そ
の
他
の
必
要
物
資
の
調
達
と
、
荷
物
の

再
梱
包
を
始
め
た
。
私
達
は
こ
こ
を
根
拠
地
に
、
い
く
つ
か
の
探
検
と
調

査
を
行
な
う
計
画
で
あ
る
。
隊
員
は
九
名
で
二
つ
の
班
を
構
成
し
た
。

隊

長

副
隊
長

植
物
班
長

ヵ
メ
ラ
マ
ン

地
質
班
長

装
備

地
質

ド
ク
タ
ー

渉
外
、
地
質

庶
務
、
植
物

植
物
植
物

当
初
私
達
の
計
画
は
、
テ
ィ
エ
ラ

ｏ
デ
ル
・
フ
ェ
ゴ
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
山

脈
の
縦
走
を
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
地
に
来
て
情
勢
を
検
討

し
た
と
こ
ろ
、
種
々
の
点
で
計
画
遂
行
上
の
難
点
が
判
明
し
た
た
め
、
大

略
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
。

植
物
班
は
ナ
バ
リ
ー
ノ
島
、
テ
ィ
エ
ラ

・
デ
ル
・
フ
ェ
ゴ
北
部
平
原
地

域
、
プ
ン
タ
・
ア
レ
ナ
ス
周
辺
、
パ
イ
ネ
山
塊
及
び
セ
ラ
ー
ノ
河
流
域
、

チ
ロ
エ
島
附
近
の
植
物
調
査
。

地
質
登
山
班
は
、
ナ
バ
ロ
山
塊
、
サ
ル
ミ
エ
ン
ト
峰
地
域
な
ら
び
に
パ

庵 吉 芳 西 橋 遠 安 佐 辻

谷 田 賀 村 本 藤 間 伯 井
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イ
ネ
山
塊
、
グ
レ
イ
氷
河
地
域
の
探
検
、
登
山
、
地
質
調
査
。

私
達
は
、
隊
の
構
成
、
行
動
予
定
に
し
た
が

っ
て
、
食
糧
、
装
備
を
再

配
分
し
、
梱
包
し
た
。

プ
ン
タ

・
ア
レ
ナ
ス
は
自
由
港
地
域
で
あ
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
物
が

豊
富
で
安
い
。
食
糧
品
は
全
部
現
地
で
調
達
し
た
が
、
野
菜
類
を
除
い
て

ほ
ぼ
全
部
そ
ろ
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
し
、
日
本
製
調
味
料
と
野
菜

が
欠
如
し
た
た
め
、
食
事
が
単
調
な
も
の
と
な
っ
た
の
は
致
し
か
た
な
か

っ
た
。

夕
方
九
時
頃
、
ま
だ
日
没
前
の
街
に
散
歩
に
出
る
と
、
こ
の
南
の
果
て

の
街
に
は
、
日
本
人
は
珍
ら
し
い
の
か
時
折
り
話
し
か
け
ら
れ
る
が
、
ヨ

レ
ヨ
レ
ズ
ボ
ン
に
キ
ル
テ
ィ
ン
グ

・
コ
ー
ト
、
そ
れ
に
ゴ
ム
長
姿
の
私
達

を
み
て
、　
一
様
に
日
本
の
漁
師
か
と
聞
か
れ
る
の
に
は
閉
口
し
た
。

一
月
九
日
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
で
チ
リ
国
防
省
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
た

辻
井
隊
長
と
西
村
が
合
流
し
、
準
備
は
大
詰
め
に
近
づ
い
た
。
プ
ン
タ
・

ア
レ
ナ
ス
の
海
軍
司
令
部
と
の
交
渉
が
、
最
後
の
難
関
で
あ
る
。

マ
ゼ
ラ
ン
海
峡

一
月
十
三
日
、
昨
日
朝
、
海
軍
司
令
部
の
副
官
か
ら

「明
十
三
日
午
前

十
時
、
接
岸
中
の
コ
ロ
コ
ロ
号
に
来
船
さ
れ
た
い
」
と
い
う
指
示
を
受
取

っ
た
。

そ
の
日
の
午
後
ナ
バ
リ
ー
ノ
島

へ
出
発
す
る
辻
井
隊
長
他
三
名
を
見
送

っ
た
後
、
皆
で
揃
っ
て
人
間
の
見
お
さ
め
に
街
に
出
か
け
た
。
佐
伯
副
隊

長
に
惚
れ
て
い
る
と
言
う
マ
ダ
ム
の
居

る

ス
ナ
ッ
ク
バ
ー
に
も
顔
を
出

す
。
私
達
が
そ
の
余
禄
に
与

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

九
時
三
十
分
、
私
達
は
こ
こ
で
知
り
会

っ
た
イ
ワ
ン
・
ボ
ビ
リ
エ
ー
ル

氏
の
カ
ミ
オ
ネ
ッ
タ

（小
型
ト
ラ
ッ
ク
）
に
私
達
の
荷
物
を
満
載
し
、
波
止

場
に
繰
り
込
ん
だ
。
波
上
場
に
は
ア
メ
リ
カ
製
の
古
い
上
陸
用
舟
艇
が

一

隻
待
っ
て
い
て
、
コ
ロ
コ
ロ
号
は
沖
に
仮
泊
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
舟
に

乗
れ
と
言
う
。
三
十
分
程
で
、
沖
合
に
錨
定
中
の
四
本
マ
ス
ト
の
帆
船
の

側
に
つ
な
が
れ
て
い
る
、
六
〇
〇
ト
ン
あ
ま
り
の
タ
グ
ボ
ー
ト
に
横
着
け

さ
れ
た
。
そ
れ
が
コ
ロ
コ
ロ
号
で
あ
っ
た
。

私
達
の
荷
物
を
積
み
終
る
と
、
コ
ロ
コ
ロ
号
は
す
ぐ
出
発
し
た
。
私
達

五
人
は
、
船
長
か
ら
昼
食
に
士
官
の
サ
ロ
ン
に
招

か
れ

た
。

そ
こ
で
彼

は
、
私
達
に
二
人
の
士
官
を
紹
介
し
、更
に
こ
の
船
は
彼
よ
り
も
年
上
で
、

一
九
二

一
年
製
の
オ
ン
ボ
ロ
艦
で
あ
る
こ
と
、
コ
ロ
コ
ロ
と
は
、
ス
ペ
イ

ン
の
侵
入
者
に
対
し
最
後
ま
で
頑
強
に
抵
抗
を
続
け
た
、
ア
ラ
ウ
コ
族
の

偉
大
な
酋
長
の
名
前
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
語

っ
て
く
れ
た
。

食
後
に
振
舞
わ
れ
た
酒
に
火
照

っ
た
体
を
、
後
部
甲
板
に
山
と
積
ま
れ

た
荷
物
の
上
に
横
た
え
、
冷
た
い
風
に
あ
て
な
が
ら
あ
た
り
の
景
色
を
の

ん
び
り
楽
し
ん
だ
。
船
は
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
を
真
直
ぐ
に
南
下
し
つ
つ
あ

っ

た
。
海
峡
の
西
側
の
岸
辺
に
は
、
竜
骨
や
肋
材
を
海
中
か
ら
つ
き
出
し
た

破
船
の
残
骸
が
、
往
時
の
困
難
な
航
海
を
し
の
ば
せ
て
い
た
。
し
か
し
、

今
日
は
又
何
と
静
か
な
晴
朗
と
し
た
天
気
で
あ

ろ
う
。
さ
ざ
波
す
ら
な

く
、空
に
は

一
点
の
雲
も
な
い
。
寒
々
と
し
て
、
い
つ
も
曇

っ
て
冷
た
い
風

ティエラ・デル・フェゴの山旅
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の
吹
き
ま
く
る
プ
ン
タ

・
ア
レ
ナ
ス
の
日
々
が
嘘
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

船
長
は
、
こ
の
二
年
程
こ
の
地
域
の
航
海
を
し
た
が
、
こ
ん
な
天
気
は
始

め
て
だ
と
言

っ
て
い
た
。

や
が
て
船
の
正
面
に
、
二
つ
の
ピ
ー
ク
を
持
っ
た
真
白
な
角
錐
台
形
の

山
が
、
海
か
ら
直
接
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
の
が
見
え
て
来
た
。
そ
れ
は
サ

ル
ミ
エ
ン
ト
峰

（
二
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
相
違
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の

海
賊
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ド
レ
ー
ク
の
襲
撃
に
対
す
べ
く
、
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
を

西
か
ら
東

へ
初
め
て
通
過
し
た
ペ
ド
ロ
・
サ
ル
ミ
エ
ン
ト
を
記
念
し
て
、

名
づ
け
ら
れ
た
山
で
あ
る
。

船
は
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
の
西
へ
の
屈
曲
点
を
過
ぎ
、
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
水
道

に
入

っ
た
。
左
手
の
ド
ウ
ソ
ン
島
は
、
黄
緑
色
の
小
さ
な
潅
木
と
草
に
覆

わ
れ
て
い
る
が
、
右
手
の
彼
方
に
は
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
続
き
が
二
千
メ

ー
ト
ル
近
い
高
ま
り
を
見
せ
、
上
部
は
小
さ
な
氷
河
で
武
装
さ
れ
て
い
る

の
が
望
見
さ
れ
た
。
正
面
の
サ
ル
ミ
エ
ン
ト
峰
北
面
の
氷
河
も
間
近
に
迫

っ
た
。
日
没
直
前
に
コ
ロ
コ
ロ
号
は
左
に
折
れ
、
キ
ー
ツ
・
フ
ィ
ヨ
ル
ド

に
入

っ
た
。
両
岸
に
は
氷
に
削
ら
れ
た
急
な
崖
が
迫
り
、
上
部
に
か
か
る

懸
垂
氷
河
が
、
真
青
な
氷
の
断
面
を
の
ぞ
か
せ
な
が
ら
フ
ィ
ヨ
ル
ド
に
落

ち
か
か
っ
て
い
た
。

私
達
は
士
官
の
サ
ロ
ン
に
戻
り
晩
餐
を
と
っ
た
。
そ
の
夜
の
話
題
は
、

か
の
日
本
海
海
戦
や
ミ
ッ
ド
ゥ
ェ
ー
海
戦
の
作
戦
論
で
あ
っ
た
。
勿
論
戦

後
派
の
私
達
に
と
っ
て
、
海
戦
の
内
容
な
ど
知
る
由
も
な
い
が
、
彼
等
は

海
軍
士
官
学
校
で
詳
し
く
学
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
個
々
の
艦
の
位
置
、

行
動
、
戦
闘
能
力
な
ど
、
実
に
良
く
知

っ
て
い
る
の
に
は
驚
い
た
。
太
平

洋
戦
争
で
は
チ
リ
は
連
合
国
側
に
つ
い
て
い
る
が
、
彼
等
が
日
本
に
少
な

か
ら
ず
同
情
的
で
あ
る
の
は
、
私
達
に
対
す
る
心
遣
い
と
言
う
ば
か
り
で

な
く
、
強
大
に
な
り
す
ぎ
た
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
、
若
干
の
快
く
な
い
感
情
も

手
伝

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

午
後
十
時
、
コ
ロ
コ
ロ
号
は
私
達
の
上
陸
地
で
あ
る
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
ｏ

フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
エ
ス
カ
ン
ダ
ジ
ョ
湾
に
錨
を
下
ろ
し
た
。

タ
ベ
の
薄
明
が
頭
上
の
氷
河
を
自
く
浮
き
上
が
ら
せ
、
そ
の
左
手
に
は

緑
の
密
林
と
海
と
の
間
に
、
自
く
細
い
海
岸
線
が

一
直
線
に

の
び
て
い

た
。
密
林
の
背
後
に
は
白
い
氷
河
の
舌
端
が
の
ぞ
き
、
時
折
り
鈍
い
氷
河

の
崩
落
音
が
、
あ
た
り
の
静
け
さ
を
破

っ
た
。
水
面
を
走
る
水
鳥
の
羽
音

が
止
む
と
、
か
す
か
に
そ
よ
ぐ
西
風
が
、
潮
と
氷
の
臭
を
運
ん
で
来
た
。

南
十
字
星
は
天
頂
に
達
し
、
澄
ん
だ
杢
に
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
に
ま
た
た
い

て
い
る
。

上
陸
は
明
午
前
三
時
、
甲
板
に
寝
袋
を
ひ
ろ
げ
て
眠
る
。

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

カ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
す
ウ
ィ
ン
チ
の
響
き
が
、
私
を
目
覚
め
さ
せ
た
。
星

は
失
せ
、
真
暗
な
夜
空
に
変
っ
て
い
た
。
淡
い
電
燈
の
光
が
、
水
兵
達
の

立
働
く
姿
を
お
ぼ
ろ
げ
に
浮
か
ば
せ
て
い
た
。

手
早
く
荷
物
を
片
付
け
、
後
部
甲
板
に
山
と
積
ま
れ
た
私
達
の
装
備
品

を
カ
ッ
タ
ー
に
移
し
た
。
船
長
に
お
礼
と
別
れ
の
挨
拶
を
し
、
中
尉
の
指
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エスカングジョ湾のベース・キャンプの密林のせまる砂浜のへりにあるのアメリカ隊の訪間をう

けナバロ山塊の情報の交換をする

丁he Base carnp On a sandy coast with thick forests in the [三 scandallo IBay。

(By丁 .Saeki)
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揮
す
る
カ
ッ
タ
ー
に
乗
り
込
ん
だ
。
水
を
叩
く
オ
ー
ル
の
音
と
支
点
の
き

し
む
音
が
、
波
ひ
と
つ
立
た
ぬ
静
か
な
海
面
を
伝
わ
っ
て
い
っ
た
。
中
尉

は
、
カ
ッ
タ
ー
を
コ
ロ
コ
ロ
号
か
ら

一
番
近
い
岸
に
向

け

て
舵
を
と
っ

た
。
空
が
わ
ず
か
に
自
ん
で
、
岸
辺
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
時
、
私
達
は
当
惑
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
は
高
さ
数
百
メ
ー
ト
ル
の
岩
壁
の
末
端
で
、
わ
ず
か
に
堆
積
し
た

崖
錐
の
斜
面
が
急
角
度
で
海
に
落
込
ん
で
お
り
、
幅
十
セ
ン
チ
の
砂
浜
や

平
ら
な
土
地
も
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
岩
壁
の
上
に
は
厚
い
氷
に
覆
わ
れ

た
急
な
斜
面
が
、
五
百
メ
ー
ト
ル
程
も
続
い
て
い
た
。
氷
河
の
端
に
は
、

不
安
定
に
な
っ
た
氷
塊
が
せ
り
出
し
、
私
達
を

一
気
に
打
砕
こ
う
と
す
る

構
え
を
見
せ
て
い
た
。
私
達
は
あ
わ
て
て
渉
外
係
の
西
村
に
、
ず

っ
と
右

手
の
平
ら
な
海
岸
に
カ
ッ
タ
ー
を
着
け
る
よ
う
、
中
尉
に
交
渉
さ
せ
た
。

し
か
し
中
尉
の
返
事
は
、
帰
船
時
間
を
急
い
で
い
た
た
め
か
、
至
っ
て
つ

れ
な
か
っ
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
カ
ッ
タ
ー
は
岩
塊
の
散
乱
す
る

岸
に
つ
い
た
。
岸
は
水
際
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
程
の
所
か
ら
、
苔
の
密
生
し

た
急
斜
面
の
密
林
に
な
っ
て
お
り
、
ナ
タ
で
切
開
く
こ
と
な
し
に
立
入
る

こ
と
は
、
不
可
能
で
あ

っ
た
。

私
達
は
カ
ッ
タ
ー
か
ら
荷
物
を
下
ろ
し
、
僅
か
な
潮
間
帯
の
斜
面
に
そ

れ
を
積
み
上
げ
た
。
カ
ッ
タ
ー
は
す
ぐ
に
母
船
に
引
き
返
し
た
。
私
達
は

何
と
も
佗
し
い
気
持
で
煙
草
に
火
を
つ
け

一
服
し
た
。

や
が
て
コ
ロ
コ
ロ
号
は
錨
を
上
げ
、
別
れ
の
汽
笛
を

一
つ
鳴
ら
す
と
静

か
に
湾
を
出
て
行

っ
た
。
今
や
私
達
は
、
脱
出
不
可
能
な
地
に
置
去
り
に

さ
れ
て
、
終
身
流
刑
者
の
よ
う
な
悲
哀
を
感
じ
な
が
ら
船
を
見
送
つ
た
。

知
ら
ぬ
間
に
潮
が
満
ち
、　
一
番
下
の
荷
物
を
洗

っ
て
い
た
。
何
は
と
も

あ
れ
密
林
を
切
開
い
て
、
荷
物
を
斜
面
の
上
に
移
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
こ
の
仕
事
の
途
中
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
急
に
強
い
雨
が
降
り
始
め

た
。
荷
物
を
移
し
終
え
た
時
に
は
、微
細
な
雨
滴
が
あ
た
り
に
立
ち
こ
め
、

密
林
の
上
か
ら
は
大
き
な
し
ず
く
が
容
赦
な
く
降
り
か
か
っ
た
。
私
達
は

冷
た
い
雨
に
打
た
れ
、
歯
の
根
も
合
わ
な
い
有
様
だ
っ
た
。
仮
に
張

っ
た

テ
ン
ト
の
中
で
、
震
え
な
が
ら
乾
パ
ン
を
か
じ
っ
た
が
、
意
気
は
す
っ
か

り
消
沈
し
て
し
ま
っ
た
。

六
時
頃
、
雨
が
止
ん
で
少
し
明
る
く
な
っ
た
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
設

営
地
を
探
す
た
め
、橋
本
と
西
村
は
ゴ
ム
ボ
ー
ト
と
エ
ン
ジ
ン
を
組
立
て
、

湾
の
北
側

へ
踏
査
に
出
か
け
た
。
佐
伯
と
遠
藤
は
、
も
う

一
隻
の
ゴ
ム
ボ

ー
ト
を
漕
い
で
湾
の
南
側
に
向
か
い
、
私
は
荷
上
げ
地
で
待
機
し
た
。

湾
の
北
側
に
行

っ
た
橋
本
か
ら
、
湾
奥
の
平
坦
地

は

ひ
ど

い
沼
沢
地

で
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
不
適
当
と
い
う
連
絡
が
入

っ
た
。
八
時

頃
、
湾
奥
に
流
れ
込
む
川
を
遡

っ
て
探
索
し
た
橋
本
と
西
村
が
引
き
返
し

て
来
た
。
私
も
同
乗
し
て
佐
伯
と
遠
藤
を
迎
え
に
行
く
と
、
途
中
で
ゴ
ム

ボ
ー
ト
が
乗
捨
て
て
あ
り
、
前
方
の
小
さ
な
岬
を
作

っ
て
い
る
小
高
い
尾

根
の
上
に
、
二
人
の
姿
が
見
え
た
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
、
岬
の
南
側
に

砂
浜
が
開
け
て
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
良
さ
そ
う
な
所
が
あ
り
そ

う
だ
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
曳
航
し
て
岬
を
廻
り
、
南
側
の
海
岸
で
落
合

っ
て

く
れ
、
と
連
絡
し
て
来
た
。

7.t -7 . f tv.7 -=fOilrft
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岬
を
廻
る
と
白
い
海
岸
線
が
ゆ
る
や
か
に
弯
曲
し
て
い
る
。
昨
夜
夕
や

み
の
中
で
見
た
海
岸
で
あ
っ
た
。
美
し
い
白
い
小
石
の
散
ら
ば

っ
た
浜

で
、
南
の
端
に
は
自
く
濁

っ
た
幅
三
十
メ
ー
ト
ル
程
の
川
が
、
海
に
流
れ

込
ん
で
い
た
。

佐
伯
と
遠
藤
は
、
海
岸
の
中
央
北
寄
り
の
浜
か
ら

一
メ
ー
ト
ル
程
上
が

っ
た
所
で
、
古
い
キ
ャ
ン
プ
跡
を
見
つ
け
た
。
太
い
本
を
円
錐
状
に
寄

せ
て
作

っ
た
小
屋
組
、
三
ヵ
所
ば
か
り
の
整
地
し
た
跡
、
木
の
切
株
等
が

歴
然
と
し
て
残

っ
て
い
た
。
私
達
は
、
三
度
に
わ
た
っ
て
サ
ル
ミ
エ
ン
ト

峰
に
挑
み
、
遂
に
初
登
頂
を
成
し
遂
げ
た
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ニ
師
等
の
イ
タ
リ

ア
隊
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
す
ぐ
気
づ
い
た
。
か
た
わ
ら
に
は
小
川
も
あ

り
、
地
面
も
乾
い
て
い
た
。
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
対
岸
の
眺
め
も
素
晴
し
く
、

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
は
申
し
分
な
か
っ
た
。

二
人
は
荷
物
の
運
搬
、
二
人
は
設
営
と
分
担
し
て
仕
事
を
始
め
た
。
海

岸
か
ら
小
砂
利
を
運
び
、
テ
ン
ト
地
に
厚
く
敷
い
た
。
南
極
ブ
ナ
を
切
り

倒
し
、
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ニ
師
達
の
小
屋
を
補
強
し
、
別
に
新
し
い
物
置
を
造

っ
た
。
立
枯
れ
て
い
る
大
木
を
切
り
倒
し
数
日
分
の
薪
も
作

っ
た
。

空
は
す

っ
か
り
晴
れ
上
り
、
暖
か
い
日
ざ
し
が
木
陰
か
ら
漏
れ
て
、
ほ

の
か
な
ぬ
く
も
り
を
与
え
て
い
た
。
今
朝
の
雨
で
濡
れ
た
衣
類
を
砂
浜
で

乾
し
、
貝
を
拾
い
集
め
た
。
前
方
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
を
隔
て
て
対
岸
に
は
、

す
バ
ロ
山
塊
の
山
々
が
、
自
と
緑
の
す
そ
を
ゆ
る
や
か
に
な
び
か
せ
、
そ

の
先
の
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ニ
・
フ
ィ
ョ
ル
ド
の
背
後
に
は
、
海
面
か
ら
直
立
し

た
二
千
メ
ー
ト
ル
近
い
岩
峰
が
屹
立
し
て
い
る
。

み
じ
め
な
朝
の
思
い
は
失
せ
、
心
楽
し
い
昼
食
を
と
つ
た
。

あ
ま
り
に
天
気
が
良
す
ぎ
る
こ
と
が
、
私
に
警
戒
の
心
を
起
さ
せ
た
。

昨
日
、
今
日
の
天
気
は
、
湘
南
の
四
月
の
よ
う
に
う
ら
ら
か
で
、
裸
か
で

日
光
浴
が
出
来
そ
う
で
あ
っ
た
。
パ
タ
ゴ
ニ
ア
・
ア
ン
デ
ス
に
多
く
の
足

跡
を
残
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
シ
プ
ト
ン
や
テ
ィ
ル
マ
ン
の
記
録
を
見
て
も
、

決
し
て
こ
の
よ
う
な
爽
か
な
日
の
描
写
は
見
ら
れ
ず
、
逆
に
、
雨
、
み
ぞ

れ
、
嵐
ｌ
吹
雪
、
そ
し
て
テ
ン
ト
に
閉
込
め
ら
れ
た
み
じ
め
な
日
々
の
こ

と
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
シ
プ
ト
ン
の

『暴
風
雨
圏
の
国
』
の
中
で
も
、
パ

タ
ゴ
ニ
ア
ｏ
ア
ン
デ
ス
を
世
界
で
最
も
悪
天
候
の
地
域
で
あ
る
と
断
じ
て

い
る
。

そ
の
日
の
午
後
、
私
達
は
こ
の
好
天
候
を
逃
さ
ず
に
、
ナ
バ
ロ
山
塊
の

大
陸
氷
地
帯
へ
の
ル
ー
ト
を
偵
察
す
る
こ
と
に
し
た
。

佐
伯
、
橋
本
と
私
は
、
予
備
の
燃
料
を
充
分
積
ん
で
フ
ィ
ヨ
ル
ド
に
乗

出
し
た
。
エ
ス
カ
ン
ダ
ジ
ョ
湾
か
ら
出
る
と
や
や
波
が
出
て
来
た
が
、
危

険
と
い
う
程
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
幅
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
の
マ
ル
テ

ィ
ネ
ス
・
フ
ィ
ョ
ル
ド
を
斜
め
に
横
切
っ
て
、
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
奥
に
向
か

っ
て
ボ
ー
ト
を
進
め
た
。
無
数
の
海
鳥
が
波
に
浮
か
び
、
又
私
達
の
上
を

旋
回
し
た
。
鵜
の
類
で
あ
ろ
う
か
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
ビ
ー
グ
ル
号
航
海
記

に
出
て
く
る

「競
走
馬
」
と
呼
ば
れ
る
海
面
を
足
と
羽

で
走

り
飛
ぶ
鴨

が
、
愛
敬
を
そ
え
て
い
た
。

一
時
間
程
で
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
東
岸
に
、
海
面
か
ら
二
十
メ
ー
ト
ル
程
高

い
森
林
に
覆
わ
れ
た
段
丘
が
現
わ
れ
た
。
こ
の
段
丘
の
背
後
に
は
大
き
な
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谷
氷
河
が
落
込
ん
で
い
た
。
段
丘
を
切
っ
て
流
れ
出
る
川
は
自
く
濁
り
、

時
折
り
氷
塊
も
含
ん
で
い
た
。

私
達
は
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
東
の
岸
沿
い
に
ボ
ー
ト
を
進
め
た
。
数
頭
の
ア

シ
カ
が
海
面
に
身
を
踊
ら
せ
な
が
ら
、
ボ
ー
ト
と
競
走
を
始
め
た
。
少
し

も
人
を
恐
れ
な
い
。
更
に

一
時
間
程
進
む
と
、
左
手
に
岩
壁
に
囲
ま
れ
た

や
や
奥
深
い
支
峡
が
現
わ
れ
て
き
た
。
私
達
は
こ
の
湾
奥
を
探
る
こ
と
に

し
た
。
岸
は
急
で
船
を
着
け
る
こ
と
も
出
来
そ
う
に
な
か
っ
た
。
湾
の
一

番
奥
に
、
や
や
大
き
な
川
が
滝
に
な
っ
て
海
に
落
ち
込
ん
で
い
た
。
そ
の

滝
の
落
ち
日
の
す
ぐ
左
手
に
、
僅
か
な
砂
利
の
堆
積
し
た
窪

み
を

み

つ

け
、
私
達
は
そ
こ
に
船
を
引
上
げ
た
。
そ
れ
か
ら
崖
を
よ
じ
登
り
、
潅
木

の
茂
み
を
突
切
る
と
、
氷
河
に
浸
蝕
さ
れ
滑
ら
か
に
磨
か
れ
た
岩
が
、
羊

群
の
よ
う
に
連
ら
な
っ
て
い
る
台
地
の
上
に
出
た
。
そ
こ
か
ら
振
り
返
っ

た
時
、
私
は

一
瞬
、
息
を
の
ん
だ
。

青
い
深
い
支
峡
と
フ
ィ
ヨ
ル
ド
を
は
さ
ん
で
、
そ
の
対
岸
に
は
深
い
緑

の
谷
間
と
、
灰
色
の
岩
壁
と
、
真
白
な
氷
河
が
視
野

一
杯
に
拡
が
り
、
右

手
の
端
に
は

一
際
高
い
鋭
角
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
、
研
ぎ
す
ま
さ
れ
た
岩
と

氷
の
稜
で
武
装
さ
れ
突
立
っ
て
い
た
。
サ
ル
ミ
エ
ン
ト
峰
で
あ
る
。
霧
の

晴
れ
間
を
通
し
、
鏡
の
よ
う
な
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
海
面
に
、
そ
の
端
正
な
姿

を
写
す
時
、
そ
れ
は
神
々
の
宝
石
箱
が
開
か
れ
た
時
な
の
だ
。
そ
の
あ
ま

り
の
美
し
き
が
故
に
、
神
は
人
の
日
に
触
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
マ
ゼ
ラ
ン
を
始
め
と
す
る
多
く
の
帆
船
時
代

の
航
海
者

の
う

ち
、
何
人
が
こ
の
山
を
眺
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

羊
群
岩
の
小
丘
を
次
々
と
駈
け
登
っ
て
行
く
と
、
川
が
深
く
え
ぐ
れ
て

滝
と
な
っ
て
流
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
上
進
め
な
く
な
っ
た
。
二
十
五
万
分

の
一
の
地
図
で
は
、
こ
の
川
の
上
流
に
大
き
な
氷
河
湖
が
印
さ
れ

て

い

る
。
私
達
は
、
こ
の
谷
を
遡
る
こ
と
は
得
策
で
な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。

草
花
や
岩
石
を
採
取
し
な
が
ら
、
私
達
は
ボ
ー
ト
の
所

へ
戻
っ
た
。
佐

伯
ヵ
メ
ラ
マ
ン
は
、
三
度
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
逸
し
ま
い
と
、
構
図
に
余

念
が
な
か
っ
た
。
帰
り
に
再
度
、
良
く
観
察
し
な
が
ら
船
を
進
め
た
。
ナ

バ
ロ
山
塊

へ
の
取
付
は
、
先
に
述
べ
た
段
丘
の
と
こ
ろ
か
ら
、
氷
河
右
岸

の
草
付
斜
面
を
登
っ
て
、
氷
河
の
内
院
に
直
接
入
る
の
が
、
良
い
ル
ー
ト

と
思
わ
れ
た
。
二
十
時
、
待
ち
く
た
び
れ
た
二
人
の
い
る
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
に
帰

っ
た
。

一
月
十
五
日
、
晴
れ
た
り
曇

っ
た
り
し
た
が
、
穏
や
か
な

一
日
で
あ
っ

た
。
午
前
中
、
上
陸
地
に
残
っ
た
荷
物
を
運
び
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
整

備
に
費
や
し
た
。
昼
食
後
暖
か
い
海
岸
で
午
睡
を
し
た
後
、
十
六
時
、
西

村
と
私
は
ナ
バ
ロ
山
塊

へ
の
橋
頭
堡
と
な
る
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
・
フ
ィ
ヨ
ル

ド
の
対
岸
の
テ
ラ
ス
に
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
ニ
隻
を
つ
な
い
で
荷
物
を
輸
送
し

た
。
遠
藤
と
橋
本
は
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
背
後
の
谷
を
遡

っ
て
、
サ
ル

ミ
エ
ン
ト
ヘ
の
氷
河
の
ル
ー
ト
を
偵
察
に
出
掛
け
た
。
サ
ル
ミ
エ
ン
ト
峰

の
足
下
か
ら
流
れ
る
ブ
ラ
ン
コ
氷
河
ま
で
、
湿
地
や
草
地
の
疎
林
が
続
い

て
お
り
、
ル
ー
ト
は
特
に
困
難
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ナ

バ

ロ

山

塊

ティエラ・デル 0フ ェゴの山旅
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一
月
十
六

・
十
七
日
は
雨
と
激
し
い
風
雨
で
停
滞
を
余
儀

な
く
さ

れ

た
。
海
岸
で
多
量
の
貝
を
採
取
し
三
食
の
お
か
ず
に
し
た
。
生
で
レ
モ
ン

汁
を
か
け
る
も
よ
し
、
火
で
焼
い
て
も
よ
し
、
ゆ
で
て
食
う
も
よ
し
、
誠

に
重
宝
な
副
食
で
あ

っ
た
。
ア
シ
カ
が
数
匹
海
岸
に
現
わ
れ
、
不
審
な
聞

入
者
を
鼻
息
荒
く
伺

っ
て
い
た
。

一
月
十
八
日
、
八
時
、
ボ
ー
ト
ニ
隻
を
横
に
つ
な
い
で
、
そ
の
上
に
ス

キ
ー
を
敷
き
荷
物
を
積
ん
で
出
発
し
た
。
小
雨
が
降

っ
て
い
た
が
風
も
な

く
、
穏
や
か
な
海
面
で
あ
っ
た
。
九
時
半
、
昨
日
の
デ
ポ
に
到
着
、
テ
ラ

ス
の
上
に
荷
物
を
運
ん
で
第

一
キ
ャ
ン
プ
地
を
作
る
こ
と
に
し
た
。
遠
藤

と
私
は
す
ぐ
に
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
地
の
偵
察
に
出
掛
け
た
。
森
林
テ
ラ
ス
か

ら
斜
面
に
出
る
と
す
ぐ
岩
が
露
出
し
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
湿
地
の
あ
る
草

付
き
と
な
っ
た
。
私
達
は
湿
地
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
、
日
本
か

ら
ゴ
ム
長
靴
を
持
っ
て
来
た
が
、
非
常
な
効
果
を
発
揮
し
た
。

し
ば
ら
く
斜
面
を
直
登
す
る
と
、
や
が
て
右
手
に
氷
塔
の
林
立
す
る
大

き
な
氷
河
が
現
わ
れ
、
そ
の
最
下
端
に
は
、
氷
塊
が
多
量
に
浮
い
た
氷
河

湖
が
、
緑
の
密
林
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
更
に
登
る
と
、
や
が

て
側
堆
石
の
丘
陵
が
三
列
ほ
ど
氷
河
に
沿
っ
て
現
わ
れ
て
来
た
。

十
六
時
三
十
分
、
側
堆
石
の
末
端
に
達
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
氷
河
に
容

易
に
降
り
ら
れ
そ
う
だ
。
そ
れ

。よ
り
上
で
は
氷
河
は
や
や
ゆ
る
や
か
に
な

り
、
ク
レ
バ
ス
も
少
な
く
、
大
き
な
困
難
も
な
く
氷
河
の
内
院
に
行
け
そ

う
だ
っ
た
。
私
達
は
、
こ
の
地
点
を
第
ニ
キ
ャ
ン
プ

（Ｃ
２
）
地
点
と
決

め
帰
途
に
つ
い
た
。
間
も
な
く
激
し
い
暴
風
雨
と
な
り
、
し
ば
ら
く
す
る

と
み
ぞ
れ
に
変

っ
た
。

一
月
十
九
日
、
全
員
で
Ｃ
２
へ
荷
上
げ
し
、
十
二
時
三
十
分
Ｃ
ｌ
に
帰

着
し
た
が
、
激
し
い
雨
と
な
っ
た
の
で
、
再
度
の
荷
上
げ
を
中
止
す
る
。

海
岸
を
歩
い
て
食
糧
を
採
取
す
る
。

一
月
二
十
日
、
雲
低
く
雨
を
伴

っ
た
強
風
が
吹
く
。
標
高
六
―
七
〇
〇

メ
ー
ト
ル
以
上
は
常
に
曇

っ
て
見
え
な
い
。
雨
が
雪
に
な
っ
て
い
る
た
め

と
思
わ
れ
る
。

一
月
二
十

一
日
、
午
前
中
は
雨
が
強
い
。
午
後
、
雨
の
上
ん
だ
時
を
見

計
ら
っ
て
Ｃ
２
ま
で
荷
上
げ
す
る
が
、
途
中
で
再
び
雨
と
な
リ
ズ
ブ
ぬ
れ

と
な
る
。

一
月
二
十
二
日
、
晴
れ
間
が
見
え
た
の
で
出
発
す
る
が
、
再
び
雨
と
な

る
。
十
四
時
デ
ポ
着
、
Ｃ
２
を
建
設
す
る
。
夕
方
か
ら
風
雪
と
な
る
。
Ｃ

２
の
標
高
は
六
八
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

一
月
二
十
三
日
、
曇
時
々
雨
で
あ
っ
た
が
、
橋
本
、
西
村
と
私
は
Ｃ
３

地
点
の
偵
察
に
出
掛
け
た
。
側
堆
石
の
丘
を
下
り
氷
河
に
入
る
と
、
無
数

の
ク
レ
バ
ス
が
走

っ
て
い
た
。
新
雪
の
下
を
ゾ
ン
デ
ィ
ー
レ
ン
し
な
が

ら
、
慎
重
に
ク
レ
バ
ス
帯
を
通
り
、
十
二
時
に
下
段
の
プ
ラ
ト
ー
に
達
し

た
。
こ
こ
か
ら
上
は
、
く
る
ぶ
し
程
度
の
ラ
ッ
セ
ル
で
、十
四
時
三
十
分
、

上
段
の
プ
ラ
ト
ー
に
達
し
た
。
夕
方
か
ら
再
び
雪
と
み
ぞ
れ
に
な
る
。

一
月
二
十
四
日
、
強
い
風
雨
雪
で
停
滞
。
テ
ン
ト
の
中
の
も
の
す
べ
て

が
、
び
し
ょ
ぬ
れ
と
な
る
。

一
月
二
十
五
日
、
雨
の
上
む
の
を
待
っ
て
十
時
出
発
。
下
段
の
プ
ラ
ト
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―
の
と
こ
ろ
で
ス
キ
ー
を
つ
け
た
。
偵
察
の
ル
ー
ト
を
通
り
十
三
時
三
十

分
最
奥
の
カ
ー
ル
底
に
Ｃ
３
を
建
設
す
る
。
西
村
と
私
は
Ｃ
２
へ
引
き
返

し
た
。
Ｃ
３
は
標
高
九
四
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

一
月
二
十
六
日
、
朝
、
雨
が
降

っ
て
い
た
が
十
時
頃
か
ら
晴
上
が
り
、

十
二
日
ぶ
り
に
太
陽
を
見
る
。

西
村
と
私
が
Ｃ
２
か
ら
荷
物
を
持
っ
て
、
Ｃ
３
に
着
い
た
の
は
十
五
時

近
か
っ
た
。
少
な
い
好
天
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ぬ
た
め
、
二
人
は
Ｃ
３
の

す
ぐ
北
側
に
そ
び
え
る

一
四
八
〇
メ
ー
ト
ル
峰
に
登
頂
す
る

こ
と

に
し

た
。
急
な
雪
と
氷
の
斜
面
を
、
ク
レ
バ
ス
を
避
け
な
が
ら
キ
ツ
ク
タ
ー
ン

を
繰
返
し
、
少
し
ず
つ
高
度
を
上
げ
て
、
二
時
間
余
で
私
達
は
稜
線
の
鞍

部
に
達
し
た
。
鞍
部
の
両
側
に
は
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
の
ピ
ー
ク
が
並
ん
で
い

た
が
、
私
達
は
、
右
手
の
ド
ー
ム
状
の
ピ
ー
ク
に
登
る
こ
と
に
し
、
ス
キ

ー
を
ア
イ
ゼ
ン
に
換
え
た
。
十
七
時
三
十
分
に
は
困
難
も
な
く
頂
に
立
っ

た
。
視
界
が
悪
く
な
っ
て
、
高
い
山
々
を
見
る
こ
と
は
出
来

な

か

っ
た

が
、
南
東
の
方
向
に
は
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
ｏ
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
最
奥
部
が
、
深

い
急
な
崖
で
切
れ
込
ん
で
い
る
の
が
見
え
た
。
北
側
に
は
、
東
西
に
延
び

る
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ニ
・
フ
ィ
ヨ
ル
ド
が
黒
く
光
り
、
氷
河
の
末
端
か
ら
大
小

無
数
の
氷
塊
が
、
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
日
の
方

へ
と
掃
き
流
さ
れ
て
い
る
の
が

は
っ
き
り
見
え
た
。

そ
の
先
に
は
、
最
上
部
を
雲
に
覆
わ
れ
た
岩
の
尖

峰
を
望
む
こ
と
が
出
来
た
。
バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
峰
で
あ
る
。
霧
が
か
か
っ
て

き
た
の
で
、
私
達
は
す
ぐ
頂
上
を
後
に
し
た
。
シ
ー
デ
ポ
で
ス
キ
ー
に
換

え
、
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
た
状
態
で
下
降
を
始
め
た
。
釘
で
打
付
け
て
あ
る

シ
ー
ル
の
お
か
げ
で
、
快
適
な
滑
降
と
言
う
訳
に
は
行
か
な
か
っ
た
が
、

三
十
分
程
で
Ｃ
３
に
帰
着
し
た
。

こ
の
日
、
遠
藤
、
橋
本
の
二
人
は
、
カ
ー
ル
の
奥
に
そ
び
え
る

一
九
〇

〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
に
登
頂
す
べ
く
出
発
し
た
。
佐
伯
は
途
中
ま
で
同
行

し
、
い
く
つ
か
の
写
真
を
も
の
に
し
た
。
正
面
の
最
低
鞍
部
か
ら
、
右
手

に
広
い
尾
根
を
ス
キ
ー
で
登
り
、
岩
塔
の
並
ん
だ
尾
根
の
つ
け
根
で
ア
イ

ゼ
ン
に
換
え
、
十
二
時
三
十
分
頂
上
に
達
し
た
。
頂
上
の
標
高
は

一
人
四

〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
こ
こ
で
、
付
近
に
あ
る
は
ず
の
大
き
な

山
を
探
し
た
が
、　
一
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
内
外
の
三
つ
の
ピ
ー
ク
の
他
、
何

も
見
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

チ
リ
陸
軍
測
量
部
の
二
五
万
分
の
一
の
地
図
や
、
百
万
分
の
一
世
界
航

空
地
図
に
も
、
こ
の
ナ
バ
ロ
山
塊
に
明
ら
か
に
二
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の

ピ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
そ
の
よ
う
な

ピ
ー
ク
は
存
在
し
な
い
の
だ
。

頂
か
ら
南
に
尾
根
が
続
き
、
そ
こ
に

一
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
そ
こ
か

ら
尾
根
は
南
東
に
折
れ
、
そ
の
先
に
も
う

一
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
っ
た
。
尾

根
は
そ
こ
か
ら
北
東
に
延
び
、
そ
の
先
に
こ
の
山
塊
の
一
番
高
い
一
九
〇

〇
メ
ー
ト
ル
内
外
の
ピ
ー
ク
が
あ
っ
た
。

こ
の
夜
、
当
面
の
目
標
と
し
た
二
三
〇
０
メ
ー
ト
ル
峰
が
無
い
と
解

っ

た
今
、
何
を
目
標
に
す
べ
き
か
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
山
塊
の

最
高
峰
で
あ
る

一
番
奥
の
ピ
ー
ク
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
　
７３

は
、
こ
こ
か
ら
ま
だ
三
日
間
の
行
程
が
必
要
と
思
わ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
く



一
月
二
十
七
日
、　
一
週
間
分
の
食
糧
を
持
っ
て
南
の
コ
ル
を
越
え
、
最

奥
の
ピ
ー
ク
に
向
か
っ
た
が
、
無
数
に
走
る
ク
レ
バ
ス
に
阻
ま
れ
た
。
別

の
ル
ー
ト
を
探
す
べ
く
Ｃ
３
に
引
き
返
し
た
。
橋
本
と
西
村
は
、
昨
日
登

っ
た

一
八
四
〇
メ
ー
ト
ル
峰
の
す
ぐ
南
の
ピ
ー
ク
に
向
か
っ
た
。
ス
キ
ー

で
稜
線
直
下
ま
で
達
し
、
十
七
時
目
的
の
ピ
ー
ク
に
登
頂
し
た
。
標
高
は

一
八
六
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

佐
伯
、
遠
藤
と
私
は
、　
一
旦
、
下
段
の
プ
ラ
ト
ー
ま
で
下
り
、
プ
ラ
ト

ー
を
横
切
っ
て
登
路
の
偵
察
を
行
な
っ
た
。
十
七
時
、
プ
ラ
ト
ー
の
南
の

端
に
達
し
、
そ
こ
か
ら
主
稜
線
ま
で
及
び
主
稜
線
上
の
登
路
を
確
認

し

た
。
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
地
帯
の
ト
ラ
バ
ー
ス
の
外
、
大
き
な
問
題
は
な
さ

そ
う
だ
っ
た
。
こ
の
日

一
日
ど
ん
よ
り
し
て
い
た
が
、
静
か
な
日
で
あ
っ

た
。一

月
二
十
八
日
、
高
曇
り
、
西
村
、
遠
藤
、
私
の
二
人
は
、
四
日
分
の

食
糧
と
ビ
バ
ー
ク
の
用
意
を
し
て
、　
一
気
に
最
奥
の
ピ
ー
ク
ま
で
ラ
ッ
シ

ュ
ｏ
ア
タ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
し
た
。
わ
ず
か
な
好
天
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し

た
く
な
か
っ
た
。
氷
河
の
プ
ラ
ト
ー
を
南
に
巻
い
て
、
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味

に
主
稜
線

へ
と
登

っ
て
行

っ
た
。
昨
日
の
偵
察
で
不
安
に
思

っ
た
ア
イ
ス

フ
ォ
ー
ル
地
帯
の
ト
ラ
バ
ー
ス
が
出
来
ず
、
私
達
は
、
そ
こ
で
ス
キ
ー
を

捨
て
、
主
稜
線
に
直
登
す
る
こ
と
に
し
た
。
十
八
時
、
長
い
ス
テ
ッ
プ
カ

ッ
ト
の
末
、
私
達
は
、
主
稜
線
に
達
し
た
。
主
稜
線
の
直
下
に
達
し
た
時

天
気
は
崩
れ
、
風
雪
と
な
っ
た
。
私
達
は
尾
根
の
固
い
氷
雪
に
、
の
こ
ぎ

り
と
ピ
ッ
ケ
ル
を
振
る
っ
て
雪
穴
を
掘

っ
た
。
三
時
間
余
で
、
二
人
が
体

を
横
た
え
る
こ
と
の
出
来
る
雪
穴
が
出
来
上
っ
た
。
薄
い
布
切
れ

一
枚
を

か
ぶ
っ
て

一
夜
を
過
す
の
は
、
決
し
て
楽
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
雪
穴
に

入
っ
て
い
る
だ
け
で
安
心
で
あ
っ
た
。
外
は
ご
う
ご
う
と
吹
雪
い
て
い
る

が
、
雪
穴
の
中
は
ロ
ー
ソ
ク
の
火
も
ゆ
る
が

な

い
。
寒
い
一
夜
で
あ
っ

た
。一

月
二
十
九
日
、
六
時
に
目
を
さ
ま
す
が
、
暴
風
雪
で

一
歩
も
外
に
出

ら
れ
な
い
。
入
口
が
雪
で
埋
ま
る
。　
一
日
寝
た
り
坐
っ
た
り
で
過
ご
す
。

着
て
い
る
も
の
が
濡
れ
て
寒
い
。

こ
の
日
佐
伯
と
橋
本
は
、
撤
収
の
た
め
Ｃ
２
へ
荷
下
げ
す
る
。

一
月
二
十
日
、
昨
日
に
引
続
き
暴
風
雪
、
外
に
出
ら
れ
ず
待
つ
。
ア
タ

ッ
ク
を
断
念
し
、
撤
退
す
る
こ
と
に
す
る
。
十
四
時
、
風
の
切
れ
間
を
待

っ
て
外

へ
出
る
が
、
視
界
が
殆
ん
ど
利
か
な
い
。
十
五
時
、
シ
ー
デ
ポ
。

ス
キ
ー
を
つ
け
て
下
る
が
激
し
い
み
ぞ
れ
と
な
る
。
十
七
時
三
十
分
Ｃ
３

へ
帰
着
。
テ
ン
ト
に
乾
い
た
衣
類
も
な
く
、
全
身
ず
ぶ
濡
れ
で
夜
を
明
か

す
。
　
　
゛

一
月
二
十

一
日
、
小
雨
、
九
時
Ｃ
３
を
撤
収
。
ク
レ
バ
ス
が
雪
に
埋
ま

っ
た
た
め
、
Ｃ
２
ま
で
ス
キ
ー
で
下
る
。　
一
気
に
Ｃ
ｌ
ま
で
下
り
、
焚
火

に
あ
た
る
。
夕
方
再
び
雨
が
強
く
な
る
。

二
月

一
日
、
曇
時
々
雨
、
Ｃ
２
の
荷
物
を
全
部
撤
収
し
、
十
五
時
、
個

人
装
備
を
ボ
ー
ト
に
乗
せ
て
、
エ
ス
カ
ン
ダ
ジ
ョ
湾
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

に
向
か
っ
て
出
発
し
た
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
近
付
く
と
小
さ
な
汽
船
が

一
隻
、
岸
辺
の
近
く
に
停
泊
し
、
数
人
の
人
影
が
見
え
た
。
私
達
は
、
驚
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き
と
訪
し
さ
と
人
に
逢
え
る
嬉
し
さ
で
、
妙
な
気
持
だ
っ
た
。

そ
れ
は
ジ
ャ
ッ
ク

ｏ
ミ
ラ
ー
氏
を
隊
長
と
す
る
四
人
の
ア
メ
リ

カ
隊

で
、
数
日
間
私
達
の
帰
る
の
を
待

っ
て
い
た
の
だ

っ
た
。

そ
し
て
彼
等

も
、
ナ
バ
ロ
山
塊
の
二
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
峰
を
求
め
て
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ニ
ｏ

フ
ィ
ヨ
ル
ド
か
ら
登

っ
た
が
、
求
め
る
山
が
な
く
、
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ニ
・
フ

ィ
ヨ
ル
ド
の
最
奥
か
ら
ダ
ー
ウ
ィ
ン
連
峰
の

「
五
月
峰
」
付
近
の
山
を
登

り
、
帰
り
に
吹
雪
で
道
を
失
い
、
餓
死
寸
前
に
海
に
た
ど
り
着
い
た
と
い

う
。
又
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
正
面
に
見
え
る
バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
峰
に
、
イ
タ

リ
ア
隊
が
来
て
い
る
と
教
え
て
く
れ
た
。
彼
等
は
、
イ
タ
リ
ア
隊
の
チ
ャ

ー
タ
ー
し
た
船
に
、
便
乗
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
彼
等
は
夕

方
、
船
に
の
っ
て
帰

っ
て
行

っ
た
。
彼
等
の
話
で
は
、　
一
月
初
め
に
、
私

達
が
初
登
頂
し
た
三
つ
の
ピ
ー
ク
の
う
ち
、　
一
八
四
〇
メ
ー
ト
ル
峰
に
登

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
帰
り
に
、
私
達
に
不
足
し
て
い
る
野
菜
と
肉

と
酒
と
ガ
ソ
リ
ン
の
補
給
を
引
受
け
て
く
れ
た
。

二
月
二
日
、
小
雨
と
雪
が
パ
ラ
つ
く
。
焚
火
で
濡
れ
た
も

の
を
乾
か

し
、
久
し
振
り
に
体
養
す
る
。
十
時
、
橋
本
と
西
村
は
Ｃ
ｌ
に
残

っ
た
荷

物
の
撤
収
に
行
く
。

二
月
二
日
、
雨
が
降

っ
た
り
止
ん
だ
り
の
一
日
で
あ
っ
た
。
午
後
、
サ

ル
ミ
エ
ン
ト
峰
登
山
班

（佐
伯
、
遠
藤
、
橋
本
）

と
地
質
調
査
班

（安

間
、
西
村
）
の
荷
分
け
を
行
な
う
。

二
月
四
日
、
雨
、
西
の
風
が
強
く
、木
の
枝
が
折
れ
て
飛
ぶ
。
三
食
共
、

只
ば
か
り
食
べ
て
い
る
。

サ
ル
ミ
エ
ン
ト
峰

二
月
五
日
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
背
後
の
谷
を
遡

っ
て
、
ブ
ラ
ン
コ
氷

河
に
全
員
で
荷
上
げ
す
る
。
広
い
湿
地
帯
を
横
切
り
、
ブ
ナ
の
疎
林
を
通

り
抜
け
、
十

一
時
ブ
ラ
ン
コ
氷
河
の
末
端
に
達
し
た
。
こ
こ
で
ア
イ
ゼ
ン

に
換
え
、
氷
河
の
中
央
に
進
ん
だ
。
右
手
の
氷
河
か
ら
大
き
な
氷
河
な
だ

れ
が
落
ち
て
来
た
が
、
遠
く
離
れ
て
い
た
の
で
何
事
も
な
か
っ
た
。

十
二
時
頃
か
ら
天
気
が
好
転
し
、
青
杢
が
見
え
、
サ
ル
ミ
エ
ン
ト
峰
の

白
い
尖
端
が
、
霧
の
間
に
見
え
隠
れ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
達
は
こ
こ

で

一
気
に
Ｃ
ｌ
を
前
方
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
上
方
に
作
る
べ
く
、
予
定

を
変
更
し
、
橋
本
と
遠
藤
は
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
の
ル
ー
ト
エ
作
と
Ｃ
ｌ
の

設
営
を
行
な
い
、
佐
伯
、
西
村
と
私
の
二
人
が
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
戻

っ
て
、
装
備
、
食
糧
を
Ｃ
ｌ
ま
で
運
び
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

不
安
定
な
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
地
帯
を
登
り
切
っ
て
、
先
に
遠
藤
と
橋
本

の
設
営
し
た
Ｃ
ｌ
に
達
し
た
の
は
、
十
九
時
を
ま
わ
っ
て
い
た
。
佐
伯
は

こ
こ
に
残
り
、
西
村
と
私
は
二
十
二
時
暗
闇
の
中
を
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に

戻
っ
た
。

二
月
六
日
、
西
村
と
私
は
Ｃ
ｌ

へ
荷
上
げ
を
行
な
い
、
登
山
班
の
サ
ポ

ー
ト
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
三
時
、
Ｃ
ｌ
に
着
い
た
が
二
人
は
停
滞

し
て
い
た
。
下
で
は
小
雨
が
パ
ラ
つ
く
程
度
で
も
、
Ｃ
ｌ
付
近
で
は
ひ
ど

い
地
吹
雪
で
あ
る
。
夕
方
少
し
雪
が
止
ん
だ
の
で
、
Ｃ
ｌ
付
近
の
岩
石
の

調
査
を
行
な
う
。
Ｃ
ｌ
は
、
サ
ル
ミ
エ
ン
ト
峰
の
南
東
方

に
あ

る
氷
河

ティエラ・デル・フェゴの山旅
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と
、
ブ
ラ
ン
コ
氷
河
の
分
岐
点
の
南
岸
に
あ
り
、
直
ぐ
上
の
岩
棚
に
は
、

ア
ゴ
ス
テ
ィ
ニ
師
等
の
キ
ャ
ン
プ
跡
が
残

っ
て
い
た
。

二
月
七
日
、
地
吹
雪
が
ひ
ど
い
が
、
Ｃ
２
地
点
に
向
か
っ
て
氷
河
を
横

断
し
、
サ
ル
ミ
エ
ン
ト
峰
の
南
東
稜
の
下
部
に
と
り
つ
い
た
。
標
高
八
〇

〇
メ
ー
ト
ル
付
近
に
達
し
た
時
、
暴
風
雨
と
な
り
前
進
を
阻
ま
れ
る
。
や

む
な
く
氷
崖
の
下
に
テ
ン
ト
を
張
り
Ｃ
２
と
す
る
。
西
村
と
私
は
、
こ
こ

で
サ
ポ
ー
ト
の
任
務
を
終
わ
り
、
十
四
時
十
五
分
ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
に
向

か
っ
た
。
途
中
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
で
ク
レ
バ
ス
に
か
か
る
氷
塊
が
崩
れ
、

私
は
ク
レ
バ
ス
に
転
落
し
た
。
幸
い
下
部
に
な
る
ほ
ど
幅
が
狭
く
な
っ
て

お
り
、
五
メ
ー
ト
ル
程
落
ち
て
、
胸
部
打
撲
だ
け
で
済
ん
だ
。
二
十
時
、

や
っ
と
の
思
い
で
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
た
ど
り
つ
い
た
。

二
月
八
日
、
曇
、
雪
。　
こ
の
日
佐
伯
、
遠
藤
、
橋
本
は
、
Ｃ
２
か
ら

サ
ル
ミ
エ
ン
ト
峰
南
面
の
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
地
帯
を
横
切
っ
て
、
サ
ル
ミ

エ
ン
ト
峰
の
東
の
ピ
ー
ク
か
ら
南
に
派
生
す
る
尾
根
に
と
り
つ
き
、
試
登

を
行
な
っ
た
。
尾
根
は
急
で
氷
な
だ
れ
の
危
険
が
大
き
く
、
尾
根
の
上
部

の
岩
は
、
も
ろ
い
霧
氷
に
覆
わ
れ
登
攀
を
困
難
に
し
た
。
標
高

一
八
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
、
天
候
の
悪
化
に
よ
り
そ
れ
以
上
の
登
行
を
断
念
し

た
。

そ
れ
よ
り
上
は
、
完
全
に
も
ろ
い
氷
に
覆
わ
れ
た
壁
と
な
つ
て
い

た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ニ
の
ル
ー
ト
と
同
じ
で
あ
る
が
、
恐
ら

く
サ
ル
ミ
エ
ン
ト
峰

へ
の
唯

一
の
ル
ー
ト
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
夜
の
湿
雪
で
、
ま
た
テ
ン
ト
の
中
の
も
の
が
全
部
び
し
ょ
濡
れ
に

な
っ
た
。
翌
日
は
風
雪
で
、
当
面
天
候
回
復
の
見
込
み
も
な

か

っ
た

の

で
、　
一
旦
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
帰
り
、
再
度
の
ア
タ
ッ
ク
を
期
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
次
の
三
日
間
、
時
折
り
青
空
が
見
え
、
サ

ル
ミ
エ
ン
ト
峰
の
一
部
が
望
見
出
来
る
程
に
天
気
が
回
復
し
た
。

二
月
十
二
日
、
佐
伯
、
遠
藤
、
橋
本
の
二
人
は
再
び
ブ
ラ
ン
コ
氷
河
を

登
り
、
Ｃ
ｌ
に
入
っ
た
。
サ
ル
ミ
エ
ン
ト
峰
の
南
東
稜
に
Ｃ
２
を
設
け
、

一
気
に
ア
タ
ッ
ク
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

翌
二
月
十
三
日
か
ら
再
び
暴
風
雪
と
な
っ
た
。
十
四
日
、
十
五
日
、
十

六
日
、
十
七
日
、
十
八
日
。
岩
棚
に
張

っ
た
テ
ン
ト
地

へ
、
上
か
ら
水
が

流
れ
込
み
、
テ
ン
ト
中
が
洪
水
に
な
る
。
雨
と
雪
の
混
っ
た
烈
風
が
吹
き

ま
く
り
、　
一
歩
も
外
に
出
ら
れ
な
い
。
早
け
れ
ば
、
二
十
日
に
は
船
が
迎

え
に
く
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
撤
収
は
十
九
日
中
に
終
わ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
明
日
天
気
が
回
復
し
て
も
、
ア
タ
ッ
ク
は
不

可
能
で
あ
る
。
十
八
日
十
時
、　
二
人
は
Ｃ
ｌ
を
撤
収
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
何
と
も
心
の
重
い
撤
収
で
あ
っ
た
。
は
る
ば
る
地
球
の
裏
側
か
ら
、

び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
て
、
寝
に
来
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
旅

サ
ル
ミ
エ
ン
ト
峰
登
山
班
の
サ
ポ
ー
ト
を
終
わ
っ
た
西
村
と
私
は
、
こ

の
遠
征
の
も
う

一
つ
の
目
的
で
あ
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
山
脈
の
地
質
断
面
を
見

る
た
め
、
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
ｏ
フ
ィ
ヨ
ル
ド
周
辺
の
地
質
調
査
を
行
な
う
こ

と
に
し
た
。

二
月
八
日
、
午
前
中
器
材
の
点
検
整
備
を
行
な
い
、
十
五
時
ベ
ー
ス
キ
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ャ
ン
プ
を
出
発
し
、
エ
ス
カ
ン
ダ
ジ
ョ
湾
南
岸
の
調
査
を
行
な
っ
て
い
る

と
、
発
動
機
の
音
が
聞
こ
え
、
先
に
ア
メ
リ
カ
隊
が
乗

っ
て
来
た
漁
船
が

近
付
い
て
来
た
。
私
達
も
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
そ
ち
ら

へ
向
け
て
走
ら
せ
た
。

さ
か
ん
に
手
を
振

っ
て
い
る
が
、
見
な
れ
な
い
顔
だ
っ
た
。
漁
船
か
ら
手

を
伸
ば
し
、
私
達
を
引
上
げ
る
と
、
そ
の
中
の
大
男
が
カ
ル
ロ
・
マ
ウ
リ

と
名
乗

っ
た
。
バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
峰
に
ア
タ
ッ
ク
し
た
イ
タ
リ
ア
隊
の
連
中

で
あ
っ
た
。
彼
等
は
二
月
六
日
に
、
激
し
い
風
を
つ
い
て
バ
ッ
ク
ラ
ン
ド

峰
の
登
頂
に
成
切
し
た
と
い
う
。

カ
ル
ロ
・
マ
ウ
リ
氏
は
、
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ニ
師
と
共
に
三
度
の
サ
ル
ミ
エ

ン
ト
峰
遠
征
に
参
加
、
サ
ル
ミ
エ
ン
ト
の
初
登
頂
を
し
、
ま
た
ガ
ッ
シ
ャ

ー
ブ
ル
ム
Ⅳ
峰
に
も
、
ボ
ナ
ッ
テ
ィ
と
共
に
初
登
頂
を
し
て
い
る
。
他
の

五
人
は
皆
イ
タ
リ
ア
の
山
村
育
ち
ら
し
く
、
た
く
ま
し
い
が
純
朴
な
風
態

で
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
奇
妙
な
会
話
で
あ
っ
た
が
、

何
と
か
話
は
通
じ
た
。

彼
等
は
、
前
に
ア
メ
リ
カ
隊
に
依
頼
し
た
食
糧

・
燃
料

・
野
菜

・
酒
そ

れ
か
ら
酒
び
ん
の
間
に
隠
れ
た
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
ま
で
運
ん
で
来
て
く
れ
た
。

彼
等
は
こ
れ
か
ら
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
荷
物
を
撤
収
し
、
プ
ン
タ
ｏ
ア
レ

ナ
ス
に
引
上
げ
る
と
い
う
。
再
会
を
約
し
て
別
れ
た
。

二
月
九
日
、
十
日
、
十

一
日
の
三
日
間
は
、
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
・
フ
ィ
ヨ

ル
ド
の
西
岸
の
調
査
を
し
な
が
ら
南
に
進
み
、
十

一
日
夕
方
、
マ
ル
テ
ィ

ネ
ス
・
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
最
奥
部
に
達
し
た
。
こ
の
間
は
急
な
崖
や
ゆ
る
や

か
に
弯
曲
し
た
砂
浜
、
海
辺

一
杯
に
せ
り
出
し
た
密
林
な
ど
が
、
海
岸
線

を
か
た
ち
造

っ
て
い
た
。

私
達
は
こ
こ
か
ら
低
い
峠
を
越
し
、太
平
洋
側
に
出
口
を
開
く
プ
ー
ガ
・

フ
ィ
ヨ
ル
ド
ま
で
踏
査
す
る
こ
と
に
し
た
。
五
日
分
の
食
糧
と
テ
ン
ト
を

背
負
い
、
湿
地
や
草
原
を
通
り
抜
け
、
や
や
大
き
な
湖
の
辺
を
巻
く
と
、

標
高

一
二
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
小
さ
な
峠
に
達
し
た
。
十
七
時
私
達
は

何
の
困
難
も
な
く
、
プ
ー
ガ

・
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
端
に
達
し
、
そ
こ
に
キ
ャ

ン
プ
し
た
。

二
月
十
三
日
、
激
し
い
雨
を
つ
い
て
、
プ
ー
ガ

・
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
北
岸

に
沿
っ
て
西
へ
進
ん
だ
。
こ
の
付
近
は
、
氷
河
が
後
退
し
て
間
も
な
い
た

め
、
氷
蝕
さ
れ
た
滑
ら
か
な
岩
が

一
面
に
拡
が
り
、
ど
こ
と
選
ぶ
こ
と
も

な
く
容
易
に
歩
く
こ
と
が
出
来
た
。
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
岸
の
上
か
ら
、
海
を

泳
ぎ
わ
た
る
ペ
ン
ギ
ン
の
群
や
、
岩
の
上
に
戯
れ
る
ア
シ
カ
の
親
子
を
遠

望
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

二
月
十
四
日
、
朝
か
ら
激
し
い
雨
が
降
る
。
夕
方
雨
の
間
を
見
て
、
峠

ま
で
サ
ン
プ
ル
の
荷
上
げ
を
す
る
。
翌
十
五
日
、
キ
ャ
ン
プ
を
撤
収
し
、

再
び
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
・
フ
ィ
ヨ
ル
ド
に
向
か
う
。
十
三
時
、
再
び
ゴ
ム
ボ

ー
ト
に
乗
り
、
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
東
岸
を
調
査
し
な
が
ら
北
に
向
か
い
、
プ

ル
シ
ョ
ウ

・
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
入
口
ま
で
達
す
る
。

十
六
日
、
プ
ル
シ
ョ
ウ

ｏ
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
南
岸
沿
い
に
進
み
、
十
五
時

湾
奥
に
達
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
徒
歩
で
標
高

一
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
ゆ
る
や

か
な
峠
を
越
え
、
十
七
時
オ
セ
ア
ノ
湾
に
達
し
た
。
名
前
の
よ
う
に
広
々

と
し
て
お
だ
や
か
な
入
江
で
、
白
い
砂
浜
が
ず

っ
と
南
の
方
に
、
ゆ
る
や
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か
な
曲
線
を
描
き
な
が
ら
の
び
て
い
た
。
湾
の
前
方
に
は
、
広
大
な
大
陸

氷
に
覆
わ
れ
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
山
塊
の
下
部
が
、
霧
の
下
に
く
も

っ
て

い

た
。
私
達
は
パ
タ
ゴ
ニ
ア
人
の
よ
う
に
、
大
き
な
靴
の
足
跡
を
乱
れ
の
な

い
砂
浜
に
印
し
た
。

十
九
時
に
ボ
ー
ト
に
も
ど
り
、
暗
黒
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
を
エ
ン
ジ
ン
の
マ

フ
ラ
ー
を
真
赤
に
し
な
が
ら
、
全
速
力
で
キ
ャ
ン
プ
に
向
か
っ
た
。
マ
ル

テ
ィ
ネ
ス
・
フ
ィ
ヨ
ル
ド
を
横
切
っ
た
と
こ
ろ
で
キ
ャ
ン
プ
の
位
置
が
わ

か
ら
な
く
な
り
、
し
ば
ら
く
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
中
を
さ
ま
よ
っ
た
。
二
十

一

時
、
や
つ
と
キ
ャ
ン
プ
を
探
し
あ
て
ボ
ー
ト
を
浜
に
上
げ
た
。

二
月
十
七
日
、
雨
ま
じ
り
の
烈
風
が
吹
い
て
い
た
が
、
調
査
を
強
行
す

る
こ
と
に
し
、
海
辺
の
海
藻
密
集
帯
を
オ
ー
ル
で
こ
ぎ
だ
し
た
。
エ
ン
ジ

ン
の
始
動
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
う
ち
に
、
ボ
ー
ト
は
た
ち
ま
ち
四
〇
〇
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
風
に
流
さ
れ
、
高
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
波
が
荒
れ
狂
う
、

フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
中
央
部
に
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
私
達
は
身
の
危
険

を
感
じ
、
直
ち
に
岸
に
も
ど
ろ
う
と
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
進
む
こ
と
が
で

き
ず
、
船
首
を
風
上
に
保
つ
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。
大
き
な
波
が
く
る

と
、
ボ
ー
ト
は
高
く
押
し
上
げ
ら
れ
、
次
い
で
波
の
底
に
た
た
き
つ
け
ら

れ
、
同
時
に
冷
た
い
海
水
を
頭
か
ら
か
ぶ
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
、
吸
入
弁

か
ら
塩
水
を
吸
い
こ
ん
だ
エ
ン
ジ
ン
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
西
村
は
必

死
に
な
っ
て
エ
ン
ジ
ン
を
調
整
し
て
い
る
間
、
私
は
ボ
ー
ト
に
浸
入
す
る

海
水
を
、
腕
が
痛
く
な
る
ほ
ど
ボ
ウ
ル
で
く
み
出
し
た
。

岸
に
つ
い
た
時
は
、
安
心
感
と
疲
れ
で
ガ
ッ
ク
リ
し
て
し
ま
っ
た
。
風

の
お
さ
ま
る
ま
で
、
キ
ャ
ン
プ
地
の
背
後
に
あ
る
氷
河
湖
に
探
検
に
出
か

け
た
。
沼
地
性
の
密
林
を
抜
け
、
八
列
ほ
ど
の
モ
レ
ー
ン
の
丘
を
こ
え
る

と
、
大
き
な
氷
塊
の
い
く
つ
も
浮
か
ぶ
、
美
し
い
小
湖
水
が
静
か
な
た
た

ず
ま
い
を
み
せ
、
小
柄
の
鴨
が
数
羽
浮
か
ん
で
い
た
。
十
六
時
、
風
が
少

し
お
さ
ま
っ
た
の
で
、
直
接
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
帰
る
こ
と
に
し
、
装
備

や
標
本
を
満
載
し
て
岸
を
は
な
れ
た
。
追
い
風
に
助
け
ら
れ
て
、
三
時
間

足
ら
ず
で
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
帰
着
し
た
。

二
月
十
八
日
、
サ
ル
ミ
エ
ン
ト
班
の
撤
収
を
支
援
す
る
た
め
、
西
村
と

私
は
ブ
ラ
ン
コ
氷
河
に
向
か
っ
た
。
途
中
、
地
質
調
査
を
し
な
が
ら
、
ブ

ラ
ン
コ
氷
河
の
末
端
の
と
こ
ろ
に
着
く
と
、
氷
河
末
端
の
広
い
川
原
を
徒

渉
し
て
下
っ
て
く
る
佐
伯
、
遠
藤
、
橋
本
の
二
人
を
見
つ
け
た
。

私
達
は
無
事
の
再
会
を
よ
ろ
こ
び
あ
っ
た
。
天
候
に
た
た
ら
れ
散
々
の

山
行
で
あ
っ
た
が
、
無
事
帰
還
で
き
た
こ
と
だ
け
で
も
、
多
と
せ
ね
ば
な

る
ま
い
。
そ
の
夜
、
イ
タ
リ
ア
隊
が
補
給
し
て
く
れ
た
ブ
ド
ー
酒
で
祝
杯

を
上
げ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
然
の
仕
打
に
復
讐
す
る
か
の
よ
う

に
、
大
木
を
切
り
倒
し
、
盛
大
な
た
き
火
を
し
た
。

二
月
十
九
日
、
二
十
日
、
二
十

一
日
、
二
十
二
日
、
二
十
三
日
、
二
十

四
日
と
私
達
は
、
地
質
調
査
、
標
本
整
理
、
荷
物
の
梱
包
な
ど
を
し
な
が

ら
チ
リ
海
軍
の
船
を
待

っ
た
。
そ
の
間
、
佐
伯
カ
メ
ラ
マ
ン
は
、
フ
ィ
ヨ

ル
ド
の
東
岸
で
み
つ
け
た
ア
シ
カ
の
巣
を
映
画
に
と
っ
た
。

二
月
二
十
五
日
、
い
つ
も

一
番
早
起
き
の
佐
伯
に
た
た
き
起

こ
さ

れ

た
。
か
す
か
な
蒸
気

エ
ン
ジ
ン
の
音
が
、
鏡
の
よ
う
な
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
海
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面
に
伝
わ
っ
て
き
て
い
た
。
コ
ロ
コ
ロ
号
が
迎
え
に
来
て
く
れ
た
の
だ
。

私
達
は
大
急
ぎ
で
テ
ン
ト
を
た
た
み
、
荷
物
を
ま
と
め
た
。
カ
ッ
タ
ー
が

お
ろ
さ
れ
、
岸
に
こ
ぎ
寄
せ
ら
れ
た
。
愛
想
の
い
い
中
尉
と
陽
気
な
水
兵

達
が
、
私
達
を
握
手
ぜ
め
に
し
た
。

私
達
を
収
容
す
る
と
コ
ロ
コ
ロ
号
は
す
ぐ
出
帆
し
、
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
水

道
を
太
平
洋
に
向
か
っ
て
南
下
し
た
。
そ
の
夜
は
サ
ル
ミ
エ
ン
ト
峰
の
西

の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
に
碇
泊
し
、
翌
日
、
太
平
洋
の
出
口
ま
で
達
し
た
。
そ
こ

で
二
隻
の
警
備
艇
と
合
流
し
、
プ
ン
タ
・
ア
レ
ナ
ス
に
引
き
返
し
た
。

二
月
二
十
七
日
早
朝
、
私
達
の
コ
ロ
コ
ロ
号
は
プ
ン
タ
・
ア
レ
ナ
ス
港

の
岸
壁
に
横
づ
け
さ
れ
た
。
辻
井
隊
長
ら
と
再
会
し
無
事
を
喜
び

あ

っ

た
。
丁
度
日
曜
日
で
街
は
静
か
で
あ
っ
た
が
、
マ
ゼ
ラ
ン
週
間
の
最
終
日

で
、
夕
方
に
は
美
の
女
王
の
パ
レ
ー
ド
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
五
十
日
ぶ
り

に
見
る
美
し
い
女
性
の
水
着
姿
に
、
私
達
が
熱
狂
し
た
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

追

　

　

記

私
達
は
テ
ィ
エ
ラ
・
デ
ル
・
フ
ェ
ゴ
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
山
脈
の
登
山
を
終

わ
っ
た
後
、
南
部
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
グ
レ
イ
氷
河
地
帯
の
登
山
を
、
二
月
三

日
か
ら
約

一
ヵ
月
間
お
こ
な
っ
た
。
グ
レ
イ
氷
河
を
遡
り
、パ
タ
ゴ
ニ
ア
●

ア
ン
デ
ス
主
脈
に
近
い
グ
レ
イ
氷
河
の
中
上
流
部
に
達
し
た
が
、
悪
天
候

に
阻
ま
れ
、
多
く
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
な
く
撤
退
し
た
。
今
回
の
山
行

に
お
い
て
、
ナ
バ
ロ
山
塊
の
三
つ
の
ピ
ー
ク
の
初
登
頂

（
た
だ
し
、
こ
の
う

ち
の
一
つ
は
ア
メ
リ
カ
隊
が
登
頂
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
）
の
外
、
大
き
な
成

果
を
上
げ
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
暫
愧
の
至
り
で
あ
る
。
こ
の
原
因
は
、

根
本
的
に
は
極
め
て
天
候
が
悪
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る

私
達
の
準
備
や
心
が
ま
え
が
、
充
分
で
な
か
っ
た

こ
と
も

一
因
と
い
え

る
。
装
備
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
型
の
装
備
を
用
意
し
た
た
め
、
雨

。
み
ぞ
れ
に
対

し
て
弱
く
、
常
に
身
体
が
濡
れ
た
ま
ま
で
乾
く
こ
と
が
な
く
、
精
神
的
に

参

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
、
悪
天
候
に
対
す
る
行
動
の
計
画
が
適
切
で
な

か
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
極
め
て
少
な
い
登
頂
チ
ャ
ン
ス
を
有
利
に
生
か

す
た
め
、
悪
天
候
で
も
可
能
な
か
ざ
り
行
動
し
、
最
後
の
ツ
メ
だ
け
を
残

し
、
ア
タ
ッ
ク
・
チ
ャ
ン
ス
を
最
終
キ
ャ
ン
プ
で
ね
ば
り
待
つ
よ
う
に
す

る
こ
と
が
、
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
耐
水
性
の
い
ろ
い
ろ
な
装
備

が
必
要
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

山
に
入
る
べ
く
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
か
ら
プ
ン
タ
・
ア
レ
ナ
ス
ヘ
向
か
う
途

中
、
プ
エ
ル
ト

ｏ
モ
ン
ト
の
空
港
で
偶
然
に
逢

っ
た
エ
リ
ッ
ク
ｏ
シ
プ
ト

ン
氏
は
、
私
の

「パ
タ
ゴ
ニ
ア
に
お
け
る
登
山
の
最
大
の
問
題
は
何
か
」

と
言
う
間
に
対
し
、
「先
ず
天
候
、
そ
し
て
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
い
か
に

生
か
す
か
で
あ
る
」
と
、
端
的
に
答
え
て
く
れ
た
。
私
は
山
を
下
り
て
、

あ
ら
た
め
て
、
か
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
登
山
の
先
達
の
言
葉
の
重
み
を
ひ
し
と

感
じ
た
。
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ア
ー
サ―

一
八
七
五
年

（明
治
八
年
）
五
月
六
日
の
登
山
―
―

今
は
登
山
史
上
の
珍
本
と
な
っ
て
い
る

一
八
八
八
年
出
版
の
カ
ニ
ン
ガ

ム
の
名
著

ヘヘ
”
ｏ●
８
あ

ｏ
ｈ
，
①
＞
ぼ
∽
じ
は
、
当
時
の
一
流
の
鋒
々
た
る

登
山
家
が
雇
傭
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
ア
ル
プ
ス
一
流
の
ガ
イ
ド
連
中

の
経
歴
、
人
物
評
に
つ
い
て
筆
を
と
っ
て
い
る
得
難
い
書
物
だ
が
―

例

え
ば
、
言
わ
ず
と
も
知
れ
た
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ル
マ
ー
に
つ
い
て
は

ク
ー
リ
ッ
ジ
が
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ド
ヴ
ア
ツ
ソ
ー
に
つ
い
て
は
フ
レ
ツ
シ

ュ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
筆
を
取
る
と
い
っ
た
具
合
に
、　
コ
ン
ウ

ェ
ー
、
デ
ン

ト
、
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
ェ
ド
ヮ
ー
ド

・
マ
ッ
シ
ュ
ー
ズ
、
其
他
、
ア
ル
プ
ス

の
古
典
に
興
味
を
持
つ
人
な
ら
、
誰
で
も
知

っ
て
る
様
な
登
山
家
連
が
、

各
々
そ
の
親
し
い
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
、
写
真
入
り
で
寄
稿
し
て
い
る
分
厚

な
書
物
で
、
小
島
さ
ん
の
言
葉
を
拝
借
す
れ
ば

「古
典
か
ら
抜
け
出
し
た

様
な
、
と
ぼ
け
て
い
る
や
う
で
、
し
か
も
毅
然
と
し
て
峻
崎
な
顔
を
並
ベ

成
　
　
瀬
　
　
岩
　
　
雄

て
い
る
の
を
翻
展
し
な
が
ら
―
―

（中
略
）
―
―
名
案
内
人
が
続
々
出
て

来
る
と
、
ひ
ゐ
き
役
者
が
舞
台
に
出
て
来
た
様
に
嬉
し
く
て
堪
ら
な
い
」
、

そ
ん
な
書
物
な
の
で
あ
る
。

こ
の
書
物
の
巻
尾
に
附
録
と
し
て
、
其
迄
に
ア
ル
パ
イ
ン
ｏ
ク
ラ
ブ
が

受
付
け
た
入
会
申
込
者
の
登
山
経
歴
書
の
数
例
が
載

っ
て
居
り
、
勿
論
、

ト
ッ
プ
の
も
の
は
百
近
く
の
ア
ル
プ
ス
の
名
だ
た
る
山
の
名
前
が
網
羅
さ

れ
て
居
り
―

但
し
、
人
名
、
年
代
は
記
さ
れ
て
居
ら
ず
、
唯
、
山
の
名

前
だ
け
―

　
「成
程
、
こ
れ
な
ら
Ａ
Ｃ
の
会
員
に
で
も
当
然
な
れ
る
だ
ろ

う
」
と
、
う
な
ず
か
せ
る
の
で
あ
る
が
、そ
の
数
例
の
中
の
一
つ
に

「〓
Ｆ

『
二
ぞ
“日
Ｐ

『”も
”
Ｐ

〔ｏ
∽３
１

〓
”
①」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
あ
り
、
僕

も

「オ
ヤ
…
…
」
と
思

っ
た
次
第
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
こ
の
書
物
の
出
版

が

一
八
八
八
年
と
あ
っ
て
は
、
少
な
く
と
も

そ
れ
以
前
に
日
本
に
来
た

エ

フ

ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
の
富
士
登
山
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Ａ
Ｃ
の
会
員
に
違
い
な
い
と
思
う
と
、
尚

一
層
興
味
が
湧
い
て
来
て
、　
一

体
ど
ん
な
人
物
だ
ろ
う
と
調
べ
て
見
た
く
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

早
速
、
『
ア
ル
バ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ

・
レ
ジ
ス
タ
ー
』
を
克
明
に
漁

っ
て

見
た
も
の
の
、そ
れ
ら
し
い
人
物
も
見
当
ら
ず
柳
か
焦
燥
の
態
だ
っ
た
が
、

『
ア
ル
パ
イ
ン
ｏジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
イ
ン
デ
ィ
ッ
ク
ス
中
の
地
域
別
の
項
の

山
名
か
ら
逆
に
調
べ
て
見
た
り
し
て
、
漸
く

一
八
七
五
年
の
王
立
地
学
協

会
誌
に
こ
の
リ
ポ
ー
ト
が
載

っ
て
い
る
事
を
知
り
、
最
近
、
右
協
会
の
容

切
な
る
返
信
と
共
に
、
後
に
掲
げ
る
リ
ポ
ー
ト
の
フ
ォ
ー
ト
コ
ピ
ー
を
入

手
し
た
次
第
で
あ
る
。

何
し
ろ

一
八
七
五
年
と
い
え
ば
明
治
八
年
だ
し
、
日
本
歴
史
の
年
代
表

を
見
て
も
東
海
道
線
は
開
通
し
て
居
ら
ず
、
外
人
が
横
浜
の
居
留
地
外
に

出
る
事
は
、
役
人
の
許
可
を
要
す
る
時
代
で
も
あ
っ
た
頃
だ
。
免
に
角
、

通
訳
と
コ
ッ
ク
を
雇
い
、
自
分
は
人
力
車
で

一
応
、
横
浜
を
後
に
出
発
し

た
が
、
間
も
な
く
歩
き
な
れ
な
い
通
訳
は
足
を
痛
め
て
逃
げ
帰

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
止
む
を
得
ず
会
話
本
を
両
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
原
町
田
、
松

田
を
通

っ
て
須
走
に
達
し
て
い
る
。
富
士
山
に
行
く
最
短
距
離
を
取
ら
な

か
っ
た
の
は
途
中
、
絹
の
出
来
る
の
を
見
た
か
っ
た
か
ら
と
も
い
っ
て
い

る
が
、
識
者
の
言
に
よ
れ
ば
、
原
町
田
の
辺
り
は
昔
か
ら
桑

の
本

が
多

い
、
養
蚕
の
盛
ん
な
土
地
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
明
治
の
開
港
以
来
日
本
の

絹
は
、
外
国
人
か
ら
の
需
要
は
莫
大
な
も
の
で
、
重
要
輸
出
品
で
も
あ
っ

た
の
だ
か
ら
、
カ
イ
コ
が
桑
の
葉
を
食

っ
て
繭
に
な
っ
て
行
く
と
こ
ろ
な

ど
、
見
聞
し
た
く
も
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

須
走
で
は
二
人
の
強
力
を
雇
い
、
午
前
三
時
、
折
り
か
ら
の
月
明
を
利

し
て
出
発
、
正
午
に
頂
上
に
達
し
て
い
る
が
、
季
節
的
に
も
五
月
の
初
め

の
富
士
登
山
と
い
う
事
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ィ
ー
ル
ド
迄
が
驚
い
て
い
る

位
だ
か
ら

（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
）
、
当
時
と
し
て
は
何
ん
と

い
っ
て
も
、
大
し
た
御
手
柄
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ど
ん
な

装
備
で
登
っ
た
か
は
、
詳
し
く
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
勿
論
、
当
時
は
本

場
の
ア
ル
プ
ス
で
も
、
ア
イ
ゼ
ン
等
は
未
だ
使
用
さ
れ
て
い
な
い
時
代
だ

か
ら
、
そ
ん
な
も
の
は
日
本
に
あ
る
筈
も
な
い
し
、
事
実
、
頂
上
近
く
の

氷
の
急
斜
面
で
は
相
当
難
渋
し
、
御
供
の
強
力
も
足
が
遅
く
て
遅
れ
勝
ち

で
、
降
り
で
は
遂
に
ヘ
バ
ッ
て
自
分
だ
け
先
に
降
り
て
来
た
等
と
い
っ
て

い
る
か
ら
、
相
当
な
健
脚
家
で
も
あ
っ
た
様
だ
。
そ
れ
で
も
ア
ッ
ク
ス
云

々
の
言
葉
が
あ
る
か
ら
、
須
走
で
は
ど
ん
な
ア
ッ
ク
ス
を
用
意
し
た
の
か

…
…
。
強
力
や
御
供
の
連
中
か
ら
は
、
未
だ
雪
の
深
い
こ
の
時
期
に
、
頂

上
迄
と
て
も
登
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
笑
い
も
の
に
な
っ
た
が
、
若
し
首

尾
よ
く
頂
上
を
踏
む
事
が
出
来
た
ら

「勲
章
」
を
や
ろ
う
と
彼
等
に
約
束

し
、
元
気
に
出
発
し
た
等
と
書
い
て
あ

る

の
も
面
白

い
。
（原
文
に
は

ｏ
ｃ
日
∽ぎ
１

と
書
い
て
あ
る
が
、
耳
を
通
じ
て
音
か
ら
覚
え
た
日
本
語
で

は
な
い
か
と
思
い
、
僕
は
勲
章
の
事
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
の
だ
が
、

こ
の
点
は
読
者
の
御
判
断
に
ま
か
せ
る
。）

二
月
末
に
横
浜
に
来
て
、
五
月
迄
何
を
し
て
い
た
か
は
判
ら
な
い
が
、

其
後
、内
地
旅
行
に
出
掛
け
る
迄
に

一
週
間
ば
か
り
余
裕
が
出
来
た
の
で
、

富
士
山
に
登
ろ
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
の
登
山
記

アーサー・エフ・ジェフリーズの富士登山
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を
見
て
も
如
何
に
も
楽
し
そ
う
だ
が
、
最
後
に

「
こ
の
登
山
や
其
後
の
数

回
の
旅
行
の
結
果
、
歩
く
の
を
い
と
わ
な
い
人
に
は
是
非
、
至
る
処
親
切

で
優
し
い
人
達
が
多
い
、
こ
の
愛
す
べ
き
国

『日
出
る
の
国
の
地
』
を
訪

う
事
を
勧
め
る
」
な
ん
て
書
い
て
る
位
だ
か
ら
、
健
脚
を
利
し
て
大
い
に

内
地
旅
行
を
楽
し
ん
だ
の
だ
ろ
う
と
思
う
の
だ
が
、
ど
ん
な
処
を
歩
い
た

の
だ
ろ
う
。

其
後
、
王
立
地
学
協
会
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
、
ダ
グ
デ
ー
ル
氏
の
再
三

に
わ
た
る
餐
切
な
る
通
信
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
な
る
人
物
は

地
学
協
会
の
会
員
で
も
な
く
、
ま
た
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
も

な
い
そ
う
で
あ
り
、
単
な
る
個
人
の
好
奇
心
で
登

っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う

事
で
あ
る
が
、
ヘヘ
コ
ｏ●
８
あ

ｏ
ｈ
多
①
＞
ぼ
∽
ｖｖ
に
載
っ
て
い
る
彼
の
Ａ
Ｃ

に
提
出
し
た
登
山
歴
を
見
て
も
、

「＞
Ｃ
，
〇
【
Ｏ
ｈ
へ（↓
ｒ
①
パ
〓
∞

０
０日
・

絆【Ч
一
〇
【
）
］円
Ｘ
り
〓〇
【”
台】〇
“

いい
　
日４
①
■
ヽ
Ｎ
①
”
】”
い
鮎
ヽ
）
「
〆
【
∽一
”
∽の
①
”
一
〇
ｈ
ソ
ハ
〇
“
い
け

］”
一暉
”
Ｏ
①
ｒ
暉
。

（
ヮ
「
ｏ　
Ｈ
∽
〓
”
椰
鮎
・　
ソ
「
・　
Ｍ
い
。
）
・　
〇
〇
〇
〇
　
、
①
の
一
・　
ソ
ハ
〇
“
い
け
　
、呵
〇
●
∞
”
Ｈ
”
【
〇
・

”
の
計
中
く
の

く
〇
【
０
”
い
〇
）

『
〇
〇
〇

ｈ
①
①
静
・
ノ
〔
〇
嘔
●
絆

ハ
『
”
い
ｒ
”
【
”
）

ソ
ハ
Ｏ
Ｃ
●
け
　
、「
①

・＞
′【
Ｏ
Ｆ
”
・

∽
ｏ鰊
ｒ
①【い
＞
ぼ
∽
ｏｈ
＞
“
∽言
”ｒ
”
・
く
ｏ
一の”●
ｏ
】”
↓
”い
つ
”
（Ｚ
①ｌ
目
①げ
‘

Ｌ
鮎
①
∽
）
ｏ
７
澤
・
『
二

ぞ
”
Ｂ
”
・
『
”
り
”
”

（
け
〇
∽
”
〇
要

〓
い
の
）
。
∽
”①
コ
”
Ｚ
①
く
”
鮎
”
Ｐ

ｏ
”
三
ｏ
〓
Ｆ

”
ｏのイ

〓
ｏ目
Ｓ
〓
∽ｏ
ＨＰ
ｏｏｏ
ｈ８
，
」
等
と
、
む
し
ろ
ス

イ
ス
ｏ
ア
ル
プ
ス
以
外
の
所
ば
か
り
だ
か
ら
、
所
謂
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
く

あ
る
海
外
旅
行
好
き
の
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ヤ
王
朝
時
代
の
好
景
気
時
代
の
連

中
の
一
人
で
あ
っ
た
と
も
思
え
る
。
そ
し
て
御
多
分
に
洩
れ
ず
、
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
出
身
の
数
学
を
学
ん
だ
人

物
で
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
名
手
で
あ
り
、
大
地
主
で
Ｏ
ｏ目
〓
Ч
０
８
』
①ヨ
”
ｐ

で
あ
つ
た
と
い
う
か
ら
、
所
謂
、
地
方
の
豪
族
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
事

実
、
数
地
方
の
農
協
代
表
者
も
務
め
、
公
安
委
員
を
や

っ
た
り
、
副
知

事
、
衆
議
院
副
議
長
か
ら
枢
密
顧
問
官
ま
で
務
め
た
と
い
う
事
だ
か
ら
、

正
し
く
地
方
の
豪
族
の
御
曹
子
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
農
協
の
親
玉
な

ら
成
程
、
日
本
独
特
の
絹
の
生
産
に
、
態
々
脇
道
す
る
の
も
蓋
し
成
程
と

う
な
ず
け
る
し
、
そ
う
い
え
ば
沿
道
の
花
や
樹
木
、
耕
作
地
の
視
察
等
に

つ
い
て
も
随
所
に
筆
を
向
け
て
い
る
の
も
、
成
程
と
思
わ
せ
る
わ
け
だ
。

最
後
に
、
こ
の
リ
ポ
ー
ト
を
初
め
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
の
経
歴
其
他
に
つ

い
て
、
或
は

Ｒ
ョ
Ｆ
ｏ
ｌ
”
∽
ョ
Ｆ
ｏ
ｖｖ
国
会
図
書
館
、
タ
イ
ム
ズ

の
図
書

室
、
果
て
は
ク
ラ
イ
ス
ト
ｏ
チ
ャ
ー
チ
迄
、
更
に
、
又
も
っ
と
詳
し
く
判

つ
た
ら
後
便
で
知
ら
せ
て
あ
げ
る
と
迄
い
っ
て
来
た
、
再
三
に
及
ぶ
ダ
グ

デ
ー
ル
氏
の
容
切
を
極
め
た
通
信
に
は
、
誠
に
感
謝
、
感
激
の
他
、
何
物

も
な
い
事
を
こ
こ
に
述
べ
て
置
く
。

尚
、
こ
の
富
士
登
山
に
つ
い
て
は
、
夙
に
会
員
小
林
義
正
さ
ん
が
そ
の

名
著

『山
と
書
物
』
の
中
の
〓
早

「
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
日
本

の
山
」
で
簡
単
に
述
べ
て
居
ら
れ
る
の
を
、
僕
は
甚
だ
迂
潤
な
が
ら
最
近

発
見
し
た
の
で
、
同
氏
に
も
こ
こ
で
敬
意
を
表
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
氏

の
記
述
に
よ
れ
ば

「
フ
レ
ツ
シ
ュ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
ア
ル
バ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー

ナ
ル

（
一
人
七
五
年
第
七
巻
二
百
十
四
頁
）
の
ア
ル
パ
イ
ン
・
ノ
ー
ト
で

『
王

立
地
学
協
会
誌

（
一
八
七
五
年
）
の
雑
録
に
ロ
ー
プ
と
ア
イ
ス
・
ア
ッ
ク

ス
を
使
っ
て
、
富
士
山
の
冬
期
登
山
を
や
っ
た
記
事
が
載
っ
て
い
る
が
、
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我
々
に
も
日
本
画
な
ど
で
馴
染
深
い
富
士
山
は

一
万
三
千
吸
―

一
万
四

千
吹
位
で
、
冬
の
こ
の
時
期
に
登
山
し
た
と
い
う
事
に
は
読
者
も
驚
嘆

す
る
に
違
い
な
い
』
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
小
文
が
日
本
の
山
に
関
す

る
最
初
の
記
事
で
あ
る
事
を
記
憶
さ
れ
て
よ
い
し
、
さ
す
が
編
集
者
フ
レ

ッ
シ
ュ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
視
野
の
広
さ
が
、
う
か
が
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
ロ
ー
プ
と
氷
斧
を
使

っ
て
の
富
士
登
山
が
ど
ん
な
も
の
で
あ

っ
た

か
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
地
学
協
会
の
会
誌
を
、
未
だ
見
る
機
会
を
得
て
い

な
い
が
、
も
し
同
誌
を

一
覧
す
る
便
宜
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

一
度
見
て
お

い
て
戴
き
た
い
と
お
も
う
。」
と
述
べ
て
居
ら
れ
る
が

（『山
と
書
物
』
三
〇

九
頁
）、
全
然
別
の
タ
ネ
か
ら
辿
っ
て
来
た
僕
の
調
べ
が
、
偶
然
小
林
さ
ん

の
こ
れ
と
同

一
人
物
で
あ
る
事
が
こ
こ
で
判
然
し
た
の
で
、
小
林
さ
ん
に

も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
う
。

事
実
、　
一
八
七
五
年
の
頃
で
は
ス
イ
ス
・
ア
ル
プ
ス
に
於
い
て
さ
え
、

漸
く
冬
期
登
山
が
行
な
わ
れ
初
め
、
ク
ー
リ
ッ
ジ
が
例
の
ア
ル
マ
ー
は
勿

論
、
チ
ン
グ
ル
迄
伴

っ
て
ウ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
等
に
、

そ
の
前
年

一
八
七
四
年
の
一
月
に
初
め
て
冬
期
登
山
を
や
っ
て
、
そ
れ
を

『
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
誌
上
に
寄
稿
し
、
読
者
を
驚
か
せ
た
時

代
で
も
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
当
時

『
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
編

集
者
た
り
し
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、
こ
の
富
士
登
山
に
つ
い
て

一

言
、
眼
を
と
め
る
の
も
無
理
も
な
い
事
だ
ろ
う
。

唯

一
つ
又
、
こ
こ
で
気
懸
り
に
な
っ
て
来
た
の
は

「自
分
よ
り
以
前
に

矢
張
り
、
こ
の
時
期
に
富
士
登
山
を
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
あ
る
が
、
日

帰
り
で
登
っ
た
の
は
自
分
が
最
初
だ
…
…
」
と
、
こ
の
健
脚
の
士
、
ジ
ェ

フ
リ
ー
ズ
は
如
何
に
も
誇
ら
し
げ
に
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
一
言
だ
け
で

は
如
何
に
も
調
べ
ら
れ
な
い
が
、
又
、
新
た
な
る
迷
官
入
り
と
で
も
言
お

う
か
…
…
。　
一
難
去

っ
て
ま
た

一
難
来
る
と
い
う
処
だ
。

な
お
総
々
長
文
に
な
る
が

「
『８
ｏ＆
Ｆ
∞
∽
〇ヽ

多
①
”
ε
』

０
８
∞
８
・

Ｕ
Ｆ
”０
”
】
∽
〇
〇
【①
けく
）
Ｈ
∽け　
∽
①
【
【①
∽
・　
く
〇
一・　
Ｈ
Ｏ
・　
Ｈ
∞
ヽ
ト
ー
ヽ
０
・　
り
０
・　
Ｈ
０
０
１

Ｈ
べ
∞
・

所
収
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
の
登
山
記
を
採
録
す
る
。

（
一
九
六
七
・
八
・
十
一
）

ヽ
いｏ
Ｑ
さ
」
ｏ
ヽ
ヽ
ミ
ゝ
‐
Ｎ
，
ミ
，
』お
喘卜
Ｑ
い
さ
ｏ
Ｓ
・

］”

「

‘＞

”
弓
口

Ｃ
”

一『

・
　

〕
日
明
呵
”
同
Ｋ
Ｏ
ｏ

ソ
Ｆ
り
も
〇
い
。
米

〇
■

『
”
も
”
い
〕

”
∽
　
”

【
“
〇
∽
絆
　
鮎
①
〓
」
Ｆ
絆
ｈ
Ｃ
一　
の
Ｏ
“
い
一
【
Ч

〔
〇

静
【
”
く
①
〕

】
”
　
ｈ
Ｏ
Ｈ

絆
Ｆ
Ｏ
∽
①

ｈ
Ｏ
ｐ
鮎

Ｏ
ｈ

ヨ
゛
】
Ｆ
【
●
∞

一
ド
Ｏ
Ｈ
∽
０

０
”
【
Ｈ
】
”
∞
①
∽
口
〇
計
ぴ
①
】
●
∞

暉
∽
①
鮎

①
Ｘ
０
０
も
一
　
ぴ
Ч

絆
Ｆ
①

口̈
”
【
Ｏ
ｏ
①
”
”
∽
　
”
い
鮎
　
”
　
出
の
ダ
「

『
”
り
”
●
①
∽
①

【
い
く
【
”
∞
　
”
”
　
”
Ｆ
①

日
′【
①
”
”
Ч

づ
〇
【
一
∽
）

”
”
鮎

絆
ｒ
①

●
”
絆
】
く
の

づ
〇
”
い
①
∽
　
ぴ
①
”
●
∞
　
“
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稿
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数
ヶ
月
後
、
私
立
富
士
学
校
々
長
、
松
方
二
郎
さ
ん
か
ら
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一
通
の
通
信
が
舞
い
込
ん
で
来
た
。

僕
も
富
士
学
校
の
特
待
生
と
迄
は
行
か
な
い
に
し
て
も
、
ま
あ
優
等
生

く
ら
い
の
資
格
は
あ
る
だ
ろ
う
と
自
認
し
て
い
た
の
で
、
校
長
先
生
か
ら

の
呼
び
出
し
か
何
か
し
ら
と
思
っ
て
、
恐
る
恐
る
開
い
て
見
る
と
、
次
の

よ
う
な
意
外
な
通
知
だ
っ
た
。

「『
日
本
滞
在
記
』
Ｅ

。
Ｗ

ｏ
ク
ラ
ー
ク
著
、
飯
田
宏
訳
、
く
卜∞
ｏ
・
講

談
社
発
行
―

富
士
登
山
は
明
治
六
年
で
あ
る
。
著
者
は
ア
メ
リ
カ
人
。

仲
々
面
白
い
本
で
あ
る
。」

ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ

の
云
う

「自
分
よ
り
以
前
の
外
人
の
富
士
登
山
者
」

は
、
恐
ら
く
こ
の
ク
ラ
ー
ク
と
云
う
人
物
で
は
な
い
か
と
云
う
校
長
先
生

か
ら
の
仰
せ
だ
っ
た
の
だ
。
早
速
、
講
談
社
か
ら
求
め
て
読
ん
で
見
た

が
、
時
期
は
明
治
六
年

（
一
八
七
三
年
）
だ
か
ら
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
よ
り
前

で
あ
る
事
は
確
か
で
あ
る
が
、
唯
、
時
期
が
九
月
の
初
旬
と
あ
る
。
あ
ん

な
古
い
時
代
の
頃
の
事
だ
か
ら
、
そ
う
矢
鱈
に
季
節
外
に
登
る
毛
唐
も
な

い
と
思
う
し
、
僅
か
二
年
前
の
事
だ
か
ら
、
恐
ら
く
こ
の
ク
ラ
ー
ク
が
ジ

ェ
フ
リ
ー
ズ
の
云
う
人
物
か
も
知
れ
な
い
。
凄
い
暴
風
雨
に
遭
遇
し
て
二

回
目
に
登
っ
て
い
る
。

ク
ラ
ー
ク
と
云
う
人
物
は
、
勝
安
房
守
の
要
請
に
よ
り
明
治
四
年

（
一

八
七

一
年
）
に
来
日
し
、
明
治
元
年
九
月
、
徳
川
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た

静
岡
の
学
問
所
の
伝
習
所
で
、
論
理
、
地
理
、
歴
史
、
経
済
、
物
理
、
化

学
、
数
学
を
英
仏
両
語
で
教
え
て
い
た
宣
教
師
で
、
近
く
の
蓮
松
寺
と
云

う
お
寺
に
寄
居
し
て
い
た
が
、
後
に
勝
安
房
守
な
ど
の
好
意
に
よ
り
、
静

岡
城
の
外
濠
に
邸
宅
を
新
造
し
、
多
く
の
生
徒
に
慕
わ
れ
な
が
ら
熱
心
に

教
鞭
を
取

っ
て
い
た
由
。
後
に
東
京
の
開
成
校
に
転
勤
に
な
る
が
、
こ
の

間
に
富
士
登
山
を
行
な
っ
た
わ
け
だ
。　
こ
の
他

「東
海
道
の
旅
」

「遠
足

と
滑
稽
な
経
験
」

「寺
院
生
活
」

「城
内
生
活
」
「京
都
旅
行
」
他
、
何
れ

も
当
時
は
日
本
人
に
と
っ
て
は
毛
唐
が
珍
ら
し
い
時
代
だ
か
ら
、
フ
キ
出

し
度
く
な
る
よ
う
な
話
ば
か
り
で
、
確
か
に
面
白
い
本
だ
。
此
の
機
会
に

紹
介
し
て
置
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
八

ｏ
一
ｏ
六
）

アーサー・エフ・ジェフリーズの富士登山
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高

木

菊

二

郎

氏

（
一
八
八
八
―

一
九
六
七
）

昭
和
四
十

一
年
十
二
月
、
白
金
の
八
芳
園
で
行
な
わ
れ
た
年
次
晩
餐
会

の
席
上
、
本
会
名
誉
会
員
に
推
さ
れ
た
ば
か
り
の
高
木
菊
三
郎
氏

（旧
姓

斎
藤
）
は
、
昭
和
四
十
二
年
二
月
八
日
午
前
六
時
十
五
分
胃
ガ
ン
の
た
め

神
奈
川
県
平
塚
市
中
南
国
保
病
院
で
逝
去
さ
れ
た
。　
七
十
八
歳

で
あ

っ

た
。葬
儀
は
二
月
十
四
日
午
後

一
時
か
ら
平
塚
市
新
宿
三
六
二
晴
雲
寺
で
行

な
わ
れ
、
本
会
か
ら
は
槙
有
恒
、
神
谷
恭
両
名
誉
会
員
、
村
井
米
子
評
議

員
、
小
方
全
弘
理
事
ら
が
参
列
、
槙
名
誉
会
員
が
弔
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

当
日
は
こ
と
に
寒
く
、
雪
も
残
り
、
参
会
者
は
四
十
名
ほ
ど
で
、
し
め
や

か
な
葬
儀
で
あ

っ
た
。

高
木
さ
ん
の
生
涯
は
、
文
字
通
り
地
図
に
生
き
た
六
十
年
と
い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
滑
川
道
夫
編
、
文
部
省
道
徳
資
料

『日
本
に
生
き
る
日
本

人
の
力
』
の
中
に
、
「意
志
と
努
力
の

〃小
学
卒
の
地
理
博
士
″

は
、　
い

ま
も
本
の
山
に
か
こ
ま
れ
て
元
気
に
研
究
を
続
け
て
い
る
」
と
紹
介
さ
れ

て
い
る
が
、そ
れ
は
、
よ
く
高
木
さ
ん
の
生
涯
を
物
語

っ
て
い
た
と
思
う
。

本
郷
、
菊
坂
の
生
ま
れ
で
、
父
が
幕
臣
だ
っ
た
か
ら
、
根
っ
か
ら
の
江
戸
　
＞

っ
子
で
あ
っ
た
。
小
学
校
の
同
級
生
に
は
、
故
末
弘
厳
太
郎
氏
、
整
形
外
　
２９２

科
の
大
家
高
木
謙
次
氏
ら
が
い
た
。
末
弘
氏
と
高
木
氏
が
、　
一
、
二
番
を
　
く

争
い
、
高
木
さ
ん
は
二
人
に
次
ぐ
優
秀
な
成
績
だ
っ
た
と
い
う
。
中
学
受

験
の
と
き
病
気
と
な
り
、
進
学
を
あ
き
ら
め
た
が
、
持
ち
前
の
負
け
ん
気

か
ら
独
学
を
志
し
た
。

小
学
校
を
出
る
と
す
ぐ
上
野
図
書
館
に
勤
め
た
。
勤
務
は
二
部
制
で
、

午
前
中
神
田
の
正
則
英
語
学
校
に
通
い
、
か
た
わ
ら
ド
イ
ツ
語
の
通
信
教

育
も
受
け
た
。
ま
た
尾
崎
紅
葉
門
下
の
少
年
俳
句
会
に
も
は
い
り
、
い
く

つ
か
の
作
品
を
雑
誌
に
載
せ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。
十
七
歳
の
と
き
、

参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
の
試
験
に

一
番
で
パ
ス
し
た
。
そ
れ
ま
で
軍
人
し

か
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
日
露
戦
争
の
た
め
人
員
不
足
で
、
民
間

か
ら
も
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
九
年
六
月
で

あ
る
。
日
給
三
十
五
銭
の
雇
員
と
な
り
、
こ
こ
に
地
図
と
高
木
さ
ん
と
の

つ
な
が
り
が
初
め
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
測
量
部
に
入
っ
て
も
、
高
木

さ
ん
の
向
学
心
は
ま
す
ま
す
盛
ん
と
な
り
、
蔵
前
東
京
高
等
工
業
の
夜
学

に
通
学
し
、
写
真
、
図
案
、
製
版
、
建
築
製
図
、
電
気
な
ど
を
学
ん
だ
。
夜

学
の
記
章
を
つ
け
て
い
る
と
、
大
尉
ク
ラ
ス
の
班
長
に
、
し
ば
し
ば

「夜

学
が
大
事
か
、
仕
事
が
大
事
か
」
と
怒
鳴
ら
れ
た
と
い
う
。

陸
地
測
量
部
に
お
け
る
高
木
さ
ん
の
本
来
の
仕
事
は

「
図
か
き
」
な
の

で
、
直
接
測
量
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
従

っ
て
東
京
近
郊
の

山
々
に
は
、
ひ
と
と
お
り
足
を
伸
ば
し
た
が
、
日
本
ア
ル
プ
ス
に
は
出
か

け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
現
地
の
測
量
隊
が
戻

っ
て
く
る
と
、
く

わ
し
く
そ
の
様
子
を
聞
き
、
正
確
な
地
図
作
成
の
資
料
に
し
た
。
高
木
さ
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追   悼

ん
が
手
が
け
た
地
図
は
、
日
本
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
朝
鮮
、
満
州
、

中
国
の
地
図
の
作
製
は
、
日
本
の
山
の
地
図
以
上
の
苦
労
が
あ
っ
た
。
馬

賊
に
身
ぐ
る
み
は
が
れ
る
測
量
隊
の
話
な
ど
珍
し
く
な
く
、
実
測
で
き
な

い
部
分
が
、
か
な
り
あ
っ
た
。
そ
れ
を
ど
う
埋
め
る
か
が
、
「図
か
き
」
の

腕
を
発
揮
す
る
と
こ
ろ
で
、
高
木
さ
ん
は
歴
史
、
風
俗
、
古
地
図
、
古
文

書
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
資
料
に
基
づ
い
て
ま
と
め
上
げ
た
。

し
か
し
、
私
た
ち
が
高
木
さ
ん
に

一
番
恩
恵
を
被

っ
て
い
る
の
は
、
五

万
分
の
一
の
日
本
ア
ル
プ
ス
の
地
図
の
製
図
は
、
大
部
分
が
高
木
さ
ん
の

手
に
な
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
正
の
初
期
、
日
本
ア

ル
プ
ス
関
係
の
五
万
分
の
一
の
地
図
が
、　
一
般
に
発
売
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
登
山
者
が
ど
れ
だ
け
助
か
り
、
そ
し
て
登
山
が
ど
れ
だ
け
盛
ん
に

な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
述
べ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ

日
本
最
古
の
地
図
は
約
千
三
百
年
前
、
天
平
時
代
の
絵
図
だ
と
い
わ
れ

る
。
次
が
延
暦
十
年
、
太
閤
秀
吉
の

「全
国
国
絵
図
」
が
有
名
で
、
徳
川

時
代
に
入
る
と
、
関
ケ
原
の
合
戦
に
備
え
、
軍
用
を
目
的
と
し
た
絵
図
が

で
き
始
め
た
。
こ
う
し
た
日
本
の
地
図
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
高
木
さ
ん

の
著
書

『日
本
地
図
測
量
小
史
』
（『山
岳
』
二
十
七
年
二
号
参
照
）
や
、

『
日
本
に
於
け
る
地
図
測
量
の
発
達
に
関
す

る
研
究
』
（『会
報
』
二
五
三
号

参
照
）

に
、
く
わ
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
昭
和
三
十
七
年
、

七
十
四
歳
で
東
北
大
学
か
ら
理
学
博
士
を
授
与
さ
れ
た
時
の
論
文
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

高
木
さ
ん
が

一
番
尊
敬
し
て
い
た
の
は
伊
能
忠
敬
で
あ
っ
た
。
五
十
歳

か
ら
勉
強
を
始
め
、
日
本
全
土
の
地
図
を
完
成
し
た
努
力
に
心
を
打
た
れ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
創
立
メ
ン
バ
ー
が
、
足
を
踏
み
入
れ
る
以
前
の
参
謀
本
部
員

の
測
量
登
山
に
つ
い
て
は
、
『山
岳
』
五
十
八
年
に
そ
の
思

い
出
を
述
ベ

て
お
ら
れ
る
が
、
穂
高
岳
の
三
角
測
量
を
初
め
て
行
な
っ
た
館
測
量
官
、

阿
部
郡
治
測
量
官
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
だ
ま
だ
お
聞
き
し
て
お
き
た
い
こ

と
が
山
ほ
ど
あ
っ
た
の
に
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。

道
楽
は
古
本
屋
と
道
具
屋
を
の
ぞ
く
こ
と
で
、
戦
前
本
郷
か
ら
青
山
に

引

っ
越
し
た
と
き
は
、
五
ト
ン
積
み
ト
ラ
ツ
ク
で
十
台
も
の
資
料
が
あ

っ

た
と
い
う
。
そ
の
貴
重
な
文
化
財
は
、
す
べ
て
戦
災
で
失
な
わ
れ
た
が
、

戦
後
再
び
集
め
ら
れ
た
資
料
も
か
な
り
な
分
量
に
達
し
、
天
保
国
絵
図
縮

図
、
富
士
山
の
起
し
図
な
ど
、
昭
和
四
十

一
年
六
月
西
武
百
貨
店
で
開
い

た
Ｊ
Ａ
Ｃ
六
十
周
年
展
に
出
品
し
て
い
た
だ
い
た
。

白
髪
、
童
顔
、
い
つ
も
羽
織
、
ハ
カ
マ
を
つ
け
、
会
の
集
ま
り
に
は
必
ず

顔
を
出
さ
れ
て
い
た
高
木
さ
ん
と
も
、
も
う
お
会
い
で
き
な
く
な
っ
た
。

最
後
に
、
昭
和
三
十
八
年
六
月
十
五
日
六
義
園
に
お
け
る
有
志
閑
談
会
の

席
上
、
小
生
所
有
の

『日
本
地
図
測
量
小
史
』
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
、

高
木
さ
ん
の
句
を
ご
披
露
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

地
図
に
生
き
て
六
十
年
や
老
の
春
　
　
　
　
　
　
　
菊
　
葉
　
楼

略

　

　

歴

・
明
治
二
十
一
年
十
月
二
十
七
日
東
京
都
本
郷
区
菊
坂
町
に
生
ま
れ
る
。

・
主
な
山
歴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

明
治
四
十
一
年
高
尾
―
景
信
―
陣
場
山
。
筑
波
山
。
明
治
四
十
三
年
武
州
御
岳
、　
　
２９３

大
岳
山
。
明
治
四
十
五
年
妙
義
山
、
奥
山
。
大
正
五
年
鋸
山
。
大
正
六
年
武
甲
　
く



山
。
大
正
八
年
鹿
野
山
。
大
正
十
年
赤
城
山
。
大
正
十
三
年
戸
隠
山
、
高
尾
山
。

昭
和
三
年
八
甲
田
山
。
昭
和
五
年
甲
州
御
岳
。
昭
和
九
年
北
朝
鮮
狼
林
山
。
昭
和

十
年
富
士
山
。
昭
和
十
五
年
霧
島
山
。
昭
和
三
十
九
年
上
高
地
。

）主

な
経
歴

明
治
三
十
九
年
六
月
陸
地
測
量
部
奉
職
。
大
正
三
年
御
大
礼
記
念
三
府
図
々
式
懸

賞
応
募

一
等
当
選
。
大
正
十
年
陸
地
測
量
手
に
任
ぜ
ら
れ
、
国
内
図
外
邦
図
臨
時

図
の
主
任
と
な
る
。
昭
和
十
八
年
陸
軍
技
師
、
陸
地
測
量
部
員
に
補
せ
ら
れ
た
。

昭
和
三
十
二
年
建
設
省
建
設
研
修
所
講
師
と
し
て
地
理
学
担
当
。
昭
和
三
十
二
年

文
部
省
指
定
教
育
映
画

「伊
能
忠
敬
」
の
製
作
に
関
し
、
千
葉
県
教
育
長
よ
り
感

謝
状
を
受
け
た
。
昭
和
三
十
六
年
山
岳
功
労
者
と
し
て
厚
生
大
臣
よ
り
感
謝
状
、

読
売
新
聞
社
よ
り
表
彰
状
を
受
け
た
。
昭
和
三
十
七
年
東
北
大
学
に
論
文
を
提

出
、
理
学
博
士
を
授
与
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
年
文
部
省
全
国
中
学
校

「道
徳
の
指

導
資
料
」
第
二
集
に
、
理
想
的
人
物
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
二
年
二
月

八
日
、
平
塚
で
歿
す
。
七
十
八
歳
。

・
山
岳
会
で
の
活
動

明
治
四
十

一
年
七
月
入
会

（会
員
番
号

一
六
二
）。
以
後
山
岳
大
会
に
当
時
地
形

図
未
刊
で
あ
っ
た
と
き
、
山
岳
登
山
啓
一家
の
た
め
、
古
地
図
、
錦
絵
、
旅
行
記
、

紀
行
そ
の
他
山
岳
文
献
を
出
陳
し
た
。
昭
和
三
十
八
年

『山
岳
』
五
十
八
年

に

「山
岳
会
と
日
本
ア
ル
プ
ス
地
方
三
角
測
量
の
思
い
出
」
を
寄
稿
。
昭
和
四
十
年

十
月
本
会
永
年
会
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
，
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
十
日
の
本
会

評
議
員
会
で
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
、
十
二
月
二
日
年
次
晩
餐
会
の
席
上
松
方
会

・長
よ
り
発
表
。

・
著
　
　
書

日
本
地
図
測
量
小
史

（昭
和
六
年
古
今
書
院
）、
地
形
図
概
論

（昭
和
十
八
年
山

一
書
房
）、　
日
本
に
於
け
る
地
図
測
量
の
発
達
に
関
す
る
研
究

（昭
和
四
十
年
風

間
書
房
）．
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（山

崎

安

治
）

石

黒

清

蔵

氏

（
一
八
九
八
―

一
九
六
七
）

昭
和
四
十
二
年
七
月
二
十
八
日
。
午
前
七
時
頃
。
石
黒
さ
ん
と
私
は
、

小
窓
尾
根
の
一
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
立
っ
て
い
た
。
剣
尾
根
が
見
え
、
池

ノ
谷
が

一
望
出
来
た
。
感
慨
深
そ
う
に
、
石
黒
さ
ん
は
そ
れ
を
見
わ
た
し

て
お
ら
れ
た
。
致
命
傷
と
な
っ
た
転
落
事
故
は
、
そ
れ
か
ら
二
、
三
十
分

後
に
起
き
た
の
で
あ
る
。

昨
年

（昭
和
四
十

一
年
）
十

一
月
。
魚
津
岳
友
会
の
城
君

・
網
谷
君
の

二
名
が
池
ノ
谷
で
遭
難
し
、
今
年
の
五
月
か
ら
岳
友
た
ち
に
よ
っ
て
、
遺

体
捜
索
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
県
条
例
で
う
る
さ
い
池
ノ
谷
で
の
事
故
だ

っ
た
だ
け
に
、
そ
の
遭
難
は
報
道
関
係
も
批
判
的
だ
っ
た
。
魚
津
岳
友
会

の
会
員
で
も
な
い
石
黒
さ
ん
が
、
特
に
そ
の
遭
難
に
同
情
的

だ

っ
た

の

は
、
そ
う
い
う
理
由
に
も
よ
ろ
う
。

「魚
津
の
連
中
は
御
苦
労
だ
な
あ
…

…
」
と
、
そ
の
献
身
的
な
捜
索
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
て
お
ら
れ
た
よ

う
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
六
十
九
歳
と
い
う
老
躯
に
鞭
打
っ
て
、
三

回
も
応
援
捜
索
に
出
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

三
回
日
は
捜
索
で
な
く
、
遺
体
発
見
の
報
を
聞
い
て
駆
け
つ
け
ら
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
わ
が
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
で
、
馬
場
島
を
出
発
さ
れ
た
石

黒
さ
ん
の
姿
が
眼
に
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
。

こ
の
日
の
石
黒
さ
ん
は
生
き
生
き
と
し
て
お
ら
れ
た
。
若
い
二
人
の
遺

(294)



追   悼

体
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
、
安
ら
ぎ
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
そ

れ
に
も
ま
し
て
、
自
分
の
古
戦
場
で
あ
る
剣
岳
の
池
ノ
谷

へ
来
た
と
い
う

感
懐
が
、
ど
ん
な
に
石
黒
さ
ん
を
生
き
生
き
と
さ
せ
て
い
た
か
。

大
正
十
三
年
八
月
。
人
跡
未
踏
の
池
ノ
谷

へ
敢
然
と
踏
み
入
っ
た
石
黒

清
蔵
さ
ん
が
、
四
十
年
前
の
音
を
懐
古
し
な
が
ら
、
こ
つ
こ
つ
と
歩
い
て

お
ら
れ
る
姿
で
あ

っ
た
。
昔
の
こ
と
に
つ
い
て
、
多
く
を
語
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
会
話
の
フ
シ
フ
シ
に
私
は
そ
れ
を
感
じ
た
。
自
信
と
誇
り
に
満
ち

た
石
黒
さ
ん
の
眼
に
、
私
は
そ
の
こ
と
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

よ
も
や
、
そ
の
翌
日
、
あ
の
恐
ろ
し
い
出
来
事
が
待
機
し
て
い
よ
う
と

は
、
勿
論
、
誰
が
想
像
し
た
で
あ
ろ
う
。

七
月
二
十
八
日
の
池
ノ
谷
は
、
冷
た
い
風
が
吹
い
て
い
た
。
四
時
過
ぎ

眼
を
さ
ま
さ
れ
、
テ
ン
ト
の
外
に
出
ら
れ
て
、
発
見
さ
れ
た
遺
体
の
前
で

読
経
し
て
お
ら
れ
た
。
五
時
に
私
と
二
人
で
テ
ン
ト
を
出
発
し
、
池
ノ
谷

を
下
り
、
小
窓
尾
根
を
登
り
、
小
窓
尾
根
の
一
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
七
時

頃
だ
っ
た
。
左
俣
が
見
え
、
右
俣
が
見
え
、
池
ノ
谷
の
全
貌
が
見
わ
た
さ

れ
た
。
そ
れ
を
眺
め
て
お
ら
れ
る
石
黒
さ
ん
の
横
顔
を
見
な
が
ら
―

今

度
だ
け
は
、
石
黒
さ
ん
の
た
め
に
良
い
こ
と
を
し
た
―
―
と
私
は
お
ろ
か

に
も
思

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
老
登
山
家
を
、
そ
の
人
の
古
戦
場
で
あ
る

池
ノ
谷
へ
案
内
し
た
自
分
を
、
誇
ら
し
く
さ
え
思

っ
た
の
で
あ
る
。

白
萩
川
へ
下
り
は
じ
め
て
二
十
分
程
し
た
ろ
う
か
。
そ
れ
は
小
窓
尾
根

の
一
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
だ
っ
た
。
突
然
、
私
の
眼
の
前
で
転
倒
さ
れ
、

自
萩
川
側
へ
五
、
六
メ
ー
ト
ル
転
落
さ
れ
た
。　
一
回
転
し
て
下
の
ヤ
ブ
で

止
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
私
が
か
け
よ
っ
て
起
こ
そ
う
と
す
る
前
に
、
ヤ
ブ

の
中
か
ら
ム
ク
ム
ク
と
お
き
上
が
ら
れ
、
道
の
上

へ
は
い
上
が

っ
て
来
ら

れ
た
。
そ
し
て
身
体
を
二
、
三
回
曲
げ
伸
ば
し
て
み
て
、
「右
の
ア
バ
ラ
が

少
し
痛
い
が
、
大
し
た
こ
と
も
な
い
ら
し
い
」
と
い
わ
れ
、
シ
ャ
ツ
の
ポ

ケ
ッ
ト
を
押
さ
え
て
み
て

「手
帖
を
落
と
し
た
ら
し
い
が
、
そ
の
辺
に
な

い
か
ね
」
と
い
わ
れ
た
。
私
が
上
の
方
を
探
し
て
い
た
ら
、
「あ
つ
た
Ｏ
あ

っ
た
」
と
い
っ
て
ヤ
ブ
の
中
か
ら
自
分
で
手
帖
を
拾

っ
て
来
ら
れ
た
。
そ

の
あ
と
、
時
時
痛
そ
う
な
素
振
り
が
見
え
た
が
、
殆
ん
ど

一
人
で
馬
場
島

ま
で
歩
か
れ
た
の
で
あ
る
。
同
行
す
る
私
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
と
い

う
配
慮
か
ら
、
辛
い
の
を
我
慢
し
て
、
無
理
に
歩
い
て
お
ら
れ
た
の
だ
っ

た
か
と
、
後
悔
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
後
か
ら
追
い
つ
い
た
上
市
署
の

神
保
巡
査
と
、
魚
津
の
梅
沢
君
に
も

「私
は
大
し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、

早
く
下
山
し
て
検
視
の
証
明
書
を
作
り
、
ダ
ビ
の
手
続
き
を
す
る
よ
う
…

…
」
と
、
発
見
さ
れ
た
二
人
の
遺
体
の
指
図
を
し
て
お
ら
れ
た
。

馬
場
島
か
ら
車
で
お
宅
へ
お
と
ど
け
し
、
事
故
の
こ
と
に
つ
い
て
家
族

の
方
に
話
そ
う
と
し
た
ら
、
余
計
な
こ
と
を
言
わ
な
く
て
も
良
い
、
と
い

う
よ
う
な
意
味
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
、
私
を
制
止
さ
れ
た
。

右
肋
骨
が
三
本
骨
折
し
て
お
り
、
肺
に
孔
が
あ
い
て
い
る
の
で
、
入
院

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
翌
日
電
話
で
聞
い
た
。
直
ぐ
に
病
院
に
お
見
舞
し

た
時
は
、
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
お
ら
れ
、
カ
ス
レ
た
声
で

「
一
ヵ
月
程

入
院
す
る
」
と
言

っ
て
お
ら
れ
た
。

そ
の
翌
日
。
即
ち
、
事
故
が
あ
っ
た
翌
々
日
、
突
然
電
話
で
石
黒
さ
ん

の
死
を
聞
い
た
。
唖
然
と
し
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
思
い
だ
っ
た
。

石
黒
さ
ん
を
知

っ
て
十
年
に
な
る
。
富
山
国
体
登
山
部
門

の
準
備

の
　
♭

時
、
は
じ
め
て
お
逢
い
し
た
。
四
年
程
前
、
富
山
の
若
い
連
中
で
ヒ
マ
ラ
　
２９５

ヤ
ヘ
行
こ
う
と
い
う
計
画
が
あ
っ
た
時
、
極
め
て
積
極
的
に
こ
の
計
画
に
　
く



参
画
さ
れ
た
。
私
が
石
黒
清
蔵
と
い
う
人
と
、
親
し
い
交
渉
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。

以
来
、
石
黒
さ
ん
に
学
ぶ
こ
と
が
沢
山
あ
っ
た
。
登
山
観

・
正
義
観

・

実
行
力
に
つ
い
て
。
そ
し
て
如
何
な
る
権
力
に
も
屈
し
な
い
、
不
焼
不
屈

の
精
神
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
誰
が
何
と
言
お
う
と
、
ビ
ク
と
も
し
な
い

闘
魂
で
あ
っ
た
。
お
逢
い
す
る
度
に
、
口
癖
の
よ
う
に
言

っ
て
お
ら
れ
た

こ
と
に
、
次
の
こ
と
が
あ
る
。

①
　
黒
部
川
の
ド
真
中
に
、
で
か
い
ダ
ム
を
造

っ
て
何
た
る
こ
と
を
す

る
か
。
そ
の
上
、
立
山
の
ド
テ
ッ
腹
を
掘

っ
て
、
ト
ン
ネ
ル
を
造
る

と
は
何
事
で
あ
る
か
。

②
　
山
を
知
ら
ん
も
の
が
、
登
山
届
出
条
例
な
ど
を
ふ
り
ま
わ
し
て
、

勝
手
な
こ
と
を
言

っ
て
い
い
の
か
。

③
　
山
に
情
熱
の
な
い
も
の
が
、
山
を
語
る
資
格
は
な
い
。

石
黒
さ
ん
の
日
か
ら
、
私
は
そ
の
こ
と
を
何
十
回
聞
い
た
こ
と
で
あ
ろ

石
黒
さ
ん
の
登
山
観
は
、
遂
に

一
貫
し
て
変
ら
な
か
っ
た
が
、
石
黒
さ

ん
の
山
へ
の
情
熱
も
亦
、
遂
に
最
後
ま
で
燃
え
続
け
た
の
で
あ
る
。

石
黒
さ
ん
ほ
ど
剣
岳
を
愛
し
つ
づ
け
た
人
は
少
な
い
。
生
涯
か
け
て
剣

岳
を
愛
し
、
自
ら
は
、
剣
岳
の
小
窓
尾
根
に
散

っ
た
。

数
あ
る
登
山
家
の
中
で
、
こ
れ
程
ま
で
執
拗
に
剣
岳
を
愛
し
っ
づ
け
た

人
は
少
な
い
。
大
正
十
三
年
の
池
ノ
谷
初
下
降
。
翌
十
四
年
の
池
ノ
谷
右

俣
初
登
攀
。
そ
し
て
四
十
年
後
の
今
日
ま
で
、　
一
筋
に
剣
岳
を
歩
き
つ
づ

け
た
人
で
あ
る
。　
一
昨
年
八
月
、
多
く
の
高
校
生
た
ち
に
ま
じ
っ
て
、
石

黒
さ
ん
は
剣
岳
の
大
窓
に
立
た
れ
た
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
単
身
白

萩
川
の
ブ
ナ
ク
ラ
谷
を
歩
か
れ
、
七
月
に
入
っ
て
、
や
は
り

一
人
で
赤
谷
　
＞

尾
根
を
登
ら
れ
た
が
、
六
十
九
歳
に
し
て
、　
一
体
ど
こ
に
、
こ
れ
程
ま
で
　
２９６

剣
岳
を
歩
き
つ
づ
け
た
人
が
居
る
で
あ
ろ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

自
然
保
護

・
登
山
規
制
の
排
除
な
ど
、
石
黒
さ
ん
が
死
ぬ
ま
で

一
貫
し

て
持
ち
つ
づ
け
ら
れ
た
信
念
と
共
に
、
石
黒
さ
ん
の
精
神
を
貫
い
て
脈
々

と
流
れ
て
い
た
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
押
さ
え
難
い
山
へ
の
情
熱
だ

っ

た
の
で
あ
る
。

石
黒
さ
ん
は
頑
な
な
程
正
義
の
人
で
あ
っ
た
。
自
ら
信
ず
る
こ
と
は
、

誰
が
何
と
言
お
う
と
動
じ
な
い
人
で
あ
っ
た
。
権
力
者
で
あ
ろ
う
と
、
マ

ス
コ
ミ
で
あ
ろ
う
と
、
石
黒
さ
ん
の
登
山
観
は
ビ
ク
と
も
し
な
か
っ
た
。

立
山
ト
ン
ネ
ル
は
人
類
の
損
失
で
あ
る
こ
と
を
、
何
時
で
も
、
何
処
で
も

明
快
に
言
い
切
る
人
で
あ
っ
た
。

人
が
皆
東
す
る
時
、　
一
人
敢
え
て
西
す
る
は
淋
し
い
。
石
黒
さ
ん
は
又

孤
高
の
人
と
言
え
よ
う
。
主
張
を
異
に
す
る
人
と
、
席
を
同
じ
う
出
来
な

い
人
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
晩
年
、
魚
津
の
若
い
岳
人
連
中
に
、
非
常
に

共
鳴
し
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

石
黒
さ
ん
を
偲
ん
で
、
思
い
出
す
こ
と
を
い
く
つ
か
記
そ
う
。

○
　
事
故
の
あ
っ
た
日
の
朝
。
テ
ン
ト
を
出
ら
れ
る
時
、
魚
津
岳
友
会
長

佐
伯
邦
夫
氏
に
言
い
残
さ
れ
た
言
葉
は
…
…
遭
難
に
く
じ
け
ず
頑
張

っ

て
く
れ
、
辛
い
だ
ろ
う
け
ど
、
前
向
き
の
姿
勢
で
立
派
な
登
山
を
続
け

て
ほ
し
い
…
…
と
。

〇
　
一
昨
年
の
魚
津
の
ザ
イ
ル
祭
り
は
、
夜
中
か
ら
飲
み
は
じ
め
て
朝
の



追   悼

四
時
ま
で
続
い
た
。
石
黒
さ
ん
も
私
も
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加

し
て

い

た
。
「
オ
ー
イ
、
ぼ
つ
ば
つ
寝
る
か
」
と
言
い
出
さ
れ
た
の
が
石
黒
清

蔵
さ
ん
で
、
よ
う
や
く
み
ん
な
が
テ
ン
ト
ヘ
退
散
し
は
じ
め
た
も
の
だ

っ
た
。

○
　
山
で
の
集
ま
り
の
時
、
何
時
も
石
黒
さ
ん
は
、
何
か
変

っ
た
オ
カ
ズ

を
持

っ
て
き
て
、
皆
に
配
っ
て
お
ら
れ
た
。
ゴ
マ
油
で
炒
め
た
類
の
も

の
が
、
多
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

○
　
下
界
で
は
身
な
り
を
か
ま
わ
な
い
人
で
、
黄
色
い
ア
プ
ラ
ッ
ク
等
を

着
て
、
会
合
に
出
て
お
ら
れ
た
。
山
で
の
石
黒
さ
ん
の
イ
デ
タ
チ
は
、

白

っ
ぱ
い
灰
色
の
シ
ャ
ツ
と
ズ
ボ

ン
。
青
い
リ
ュ
ッ
ク
に
黒
い
登
山

靴
。
何
時
も
太
い
登
山
杖
を
携
行
し
て
、
如
何
に
も
カ
レ
た
風
格
の
あ

る
イ
デ
タ
チ
で
あ
っ
た
。

○
　
杖
は
何
時
頃
か
ら
の
も
の
か
知
ら
な
い
が
、
石
黒
さ
ん
の
山
歴
が
し

の
ば
れ
る
よ
う
な
、
ユ
カ
し
い
感
じ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
杖
の
頭
に
「Ｊ

Ａ
Ｃ
六

一
三
号
」
と
、
石
黒
さ
ん
の
会
員
番
号
が
墨
で
書

い
て
あ

っ

た
。

○
　
あ
る
悲
壮
な
会
議
の
席
上
だ
っ
た
。
山
の
お
エ
ラ
方
が
並
ん
で
お
ら

れ
た
。
「
あ
ん
た
方
は
涙
が
出
ま
せ
ん
か
。

ど
う
し
て
私
と

一
緒
に
泣
け
な

い
ん
で
す
か
。」

蒼
白
な
顔
で
、大
声
を
出
し
て
お
ら
れ
た
石
黒
さ
ん
の
顔
を
思
い
出
す
。

○
　
石
黒
さ
ん
と
話
を
し
て
い
る
と
、
よ
く
新
潟
の
藤
島
玄
さ
ん
、
東
京

の
吉
沢

一
郎
さ
ん
の
話
が
出
た
。
相
当
親
交
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

○
　
石
黒
さ
ん
の
本
業
は
製
薬
業
で
、
石
黒
万
金
膏
本
舗

の
店
主

で
あ

る
。
万
金
膏
の
効
能
は
業
界
で
も
抜
群
で
あ
っ
た
と
、
最
近
魚
津
の
佐

伯
郁
夫
君
か
ら
聞
い
た
。

無
数
の
エ
ピ
ソ
ー
ト
が
あ
る
よ
う
で
、
筆
を
取

っ
て
考
え
出
そ
う
と
す

る
と
急
に
思
い
当
た
ら
な
い
。
免
も
角
、
石
黒
さ
ん
は
得
が
た
い
人
だ
っ

た
。
再
び
こ
ん
な
純
粋
な
登
山
家
に
、
私
は
め
ぐ
り
逢
え
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
人
を
失

っ
て
、
私
た
ち
の
悲
し
み
は
大
き
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の

人
を
知
り
得
て
、
私
は
本
当
に
幸
せ
だ
っ
た
。
私
の
郷
土
に
、
私
の
身
近

か
に
、
こ
の
よ
う
な
孤
高
の
登
山
家
が
い
た
こ
と
を
、
大
き
な
誇
り
と
す

る

。そ
し
て
私
は
信
じ
た
い
。

山
が
あ
り
谷
が
あ
る
限
り
、
剣
岳
が
あ
り
、
池
ノ
谷
が
あ
る
限
り
、
石

黒
さ
ん
の
孤
高
の
精
神
は
脈
々
と
流
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
。
石
黒
さ
ん

の
ケ
ガ
レ
な
き
足
跡
は
、
永
久
に
消
え
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
。

生
涯
か
け
て
剣
岳
を
愛
し
つ
づ
け
た
人
、
石
黒
清
蔵
さ
ん
の
御
霊
安
か

れ
と
祈
る
や
切
で
あ
る
。

略

　
　
歴

明
治
三
十
一
（
一
人
九
八
）
年
十
二
月
二
十
日
生
れ
。本
籍
は
富
山
市
五
番
町
七
。

大
正
五
年
三
月
、
富
山
県
立
富
山
商
業
学
校
卒
業
。
以
来
、
家
業
の
家
庭
薬
製
造

に
従
事
。
そ
の
間
、
大
正
六
年
に
一
年
志
願
兵
と
し
て
陸
軍
に
入
隊
。
除
隊
後
、
製

薬
業
の
か
た
わ
ら
、
在
郷
軍
人
と
し
て
富
山
市
五
番
町
校
下
の
青
年
学
校
教
育
に
当

た
る
。
大
正
七

（
一
九

一
八
）
年
六
月
日
本
山
岳
会
入
会

（会
員
番
号
六
一
三
）。
山
は
　
＞

訓
練
の
最
高
の
道
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
有
志
を
糾
合
し
て
は
剣
岳
へ
登
山
し
　
２９

た
。
大
正
の
末
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
に
か
け
て
の
石
黒
さ
ん
の
登
山
の
記
録
は
、『業
　
く



跡
』
と
い
う
雑
誌
に
掲‐
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
二
冊
は
富
山
県
立
図
書
館
に

あ

る

。
昭
和
十
八
年
二
月
十
八
日
。
太
平
洋
戦
争
の
激
化
に
伴
い
、
家
に
じ
っ
と
し
て
お

ら
れ
ず
、
自
ら
志
願
し
て
応
召
を
う
け
、
南
太
平
洋
の
セ
レ
ベ
ス
島
へ
出
動
し
た
。

時
に
年
四
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
六
月
、
復
員
し
た
時
は
陸
軍
大
尉
で
あ
っ
た
。
戦
地
か
ら
自
宅
ヘ

送
ら
れ
て
き
た
沢
山
の
手
紙
を
集
め
て
、
戦
後

一
冊
の
本
が
出
来
た
。
『南
明
集
』

と
題
し

「父
よ
り
子
ら
へ
」
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
つ
け
て
あ
っ
た
。
親
戚
や
知
人
ヘ

配
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

製
薬
に
つ
い
て
、
教
育
に
つ
い
て
、
山
に
つ
い
て
の
石
黒
さ
ん
の
意
見
な
ど
は
、

富
山
県
内
で
出
さ
れ
て
い
る
薬
日
新
聞
と
か
家
庭
薬
新
聞
に
、
か
な
り
以
前
か
ら
発

表
さ
れ
て
い
る
。

剣
岳
池
ノ
谷
初
登
攀

・
初
下
降
の
記
録
は
、
日
本
山
岳
会
々
報
二
二
九
号
に
山
崎

安
治
さ
ん
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

家
族
は
奥
さ
ん
と
長
男
夫
婦
で
あ
る
。

（橋

本

　

広
）

磯

野

計

蔵

氏

（
一
九
〇
七
上

九
六
六
）

山
登
り
と
い
う
共
通
の
ホ
ビ
ー
が
な
け
れ
ば
、
磯
野
君
と
私
と
は
年
も

十
年
以
上
ち
が
い
、
同
窓
の
関
係
も
な
く
、
つ
い
に
相
知
る
機
会
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

昭
和
四
年
か
五
年
頃
、
関
東
学
生
登
山
連
盟
が
結
成
さ
れ
て
、
各
学
校
　
２９８

か
ら
委
員
が
選
ば
れ
た
。　
一
橋
山
岳
部
か
ら
は
磯
野
君
が
出
て
き
た
の
だ
　
く

か
ら
、
彼
は
そ
の
頃
山
岳
部
の
リ
ー
ダ
ー
格
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
連
盟

の
中
に
日
本
山
岳
会
対
策
部
と
か
い
う
も
の
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
組
織
を

改
革
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
、
ま
さ
か
小
島
烏
水
、
木
暮
理
太
郎
と
い
っ

た
大
先
輩
の
と
こ
ろ
へ
押
し
か
け
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
松
方
二
郎
君
や

私
の
と
こ
ろ
へ
、
ま
る
で
義
士
の
討
入
り
み
た
い
に
、
大
勢
そ
ろ
っ
て
や

っ
て
来
た
も
の
だ
。
そ
の
徒
党
の
中
に
磯
野
君
も
い
た
の
だ
が
、
お
も
に

喋
舌

っ
た
の
は
、
当
時

「
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
旗
の
下
に
」
と
い
う
、
勇
ま

し
い
議
論
を
書
い
た
山
田
二
郎
君

（早
稲
田
）
で
、
ほ
か
の
連
中
は
む
し

ろ
黙

っ
て
い
る
方
だ
っ
た
。

組
織
の
問
題
な
ど
と
い
う
七
面
倒
な
話
は
、
私
の
苦
手
だ
か
ら
い
い
加

減
に
あ
し
ら
っ
て
、
「山
の
本
」

の
話
で
も
し
よ
う
と
、
当
時
私
が
熱
を

上
げ
て
い
た

「山
岳
文
献
蒐
集
」
の
一
端
を
披
露
し
た
り
し
た
も
の
だ
。

連
盟
委
員
の
意
見
開
陳
で
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
何
等
か
の
変
化
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
、
い
ま
と
な
っ
て
は
さ
だ
か
に
思
い
出
さ
な
い
が
、
委
員
の
襲
来
は
い

つ
と
な
く
遠
の
き
、
あ
と
は
二
三
の
連
中
が
個
人
的
に
フ
ラ
リ
と
遊
び
に

き
て
、
私
の
家
族
と
も
親
し
く
な
っ
た
。
磯
野
君
は
そ
の
中
の
ひ
と
り
で

あ
る
。

昭
和
五
年
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
入
会

（会
員
番
号

一
一
八
六
）、
学
校
を
出
る
前

の
年
で
あ
る
が
、
会
の
集
会
な
ど
に
も
よ
く
顔
を
出
し
て
い
た
。
昭
和
八

年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
出
か
け
て
い
っ
た
。

『会
報
』

二
十
八
号
に
チ
ュ

ー
リ
ッ
ヒ
と
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
彼
の
旅
信
が
の
っ
て
い
る
が
、
丁
度
そ
の



頃
、
向
こ
ヶ
に
い
た
北
大
出
身
の
井
田
清
君
と
、
夏
に
は
ア

ル
プ

ス
の

峰
々
を
あ
ち
こ
ち
登

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

本
拠
は
英
国
に
い
た
筈
だ
か
ら

『
ハ
イ
ラ
ン
ド
』
の
山
も
歩
い
た
ろ
う

し
、
加
奈
太
の
バ
ン
フ
か
ら
英
国
へ
廻
っ
た
松
方
君
と
、
ロ
ン
ド
ン
で
落

合

っ
た
り
も
し
て
い
る
か
ら

（松
方
三
郎
著

『
ア
ル
プ
ス
記
』
一
三
八
頁
）、

古
本
屋
漁
つ
も
大
い
に
楽
し
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
九
年
の
春
、
ス
キ
ー
で

怪
我
を
し
て
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
ま
で
ブ
ラ
バ
ン
ド

に
送
ら
れ
、
乗
船
帰
国
と
い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
夏
も
ア
ル
プ
ス

で
か
ず
か
ず
の
山
頂
を
踏
ん
だ
に
違
い
な
い
。
彼
も
残
念
だ
っ
た
ろ
う
。

十
年
に
は
本
会
の
理
事
に
選
ば
れ
、
そ
の
年
五
月
創
立
三
十
周
年
記
念

の
山
岳
図
書
展
覧
会
の
と
き
は
、
虎
ノ
門
の
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
か
ら
会
場
丸

善

へ
運
送
係
を
勤
め
、
京
橋
中
央
亭
で
の
記
念
晩
餐
会
の
世
話
を

し
た

り
、
い
ろ
い
ろ
働
い
て
い
る
。

こ
の
頃
ま
で
彼
は
ま
だ

「山
登
り
」
や

「山
の
会
」
に
相
当
関
心
を
持

っ
て
い
た
と
お
も
う
の
だ
が
、
三
年
余
り
私
が
日
本
を
離
れ
て
、
十
三
年

夏
戻
っ
て
き
た
と
き
は
、
彼
は
家
業
に
専
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
い

た
し
、
当
国
は
阿
呆
な
い
く
さ
を
お
っ
ぱ
じ
め
て
い
た
し
、
山
登
り
だ
山

岳
会
だ
と
い
っ
て
い
ら
れ
な
い
時
世
だ
っ
た
。
彼
と
会
う
機
会
も
少
な
く

な
っ
た
が
、そ
れ
で
も
十
八
年
に
は
当
時
九
州
熊
本
に
い
た
私
を
、北
支
の

帰
途
訪
ね
て
、
北
京
の
古
本
屋
で
松
方
君
と
バ
ッ
タ
リ
会

っ
た
話
を
し
て

く
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
時
彼
が
も
た
ら
し
た
古
書
目
録
を
種
に
し
て
、

「古
書
の
評
価
」
と
い
う
拙
文
を

『会
報
』

一
二
一
号
に
寄
せ
た
が
、　
い

ま
そ
れ
を
取
出
し
て
み
る
と
、
好
書
愛
書
の
癖
の
あ
っ
た
彼
と
、
書
物
談

議
に
時
を
忘
れ
た
の
を
想
い
出
す
。

茨
木
猪
之
吉
画
伯
と
磯
野
君
と
の
因
縁
は
、
彼
の
新
家
庭
へ
私
達
が
画

伯
の
水
彩
画
を
贈
物
に
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
、
最
近
の

『会
報
』

（
二
六
三
号
）
に
あ
る
が
、
或
い
は
そ
ん
な
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
性
格
的

に
余
り
共
通
点
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
な
い
磯
野
君
が
、
茨
木
老
の
絵
と

人
柄
と
に

一
方
な
ら
ず
打
込
ん
だ
の
を
お
も
う
と
、人
間
の
出
合
い
と
は
、

ま
こ
と
に
不
思
議
な
も
の
だ
と
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。

近
年
彼
と
会

っ
て
も
、
山
登
り
も
山
岳
会
も
話
題
に
上
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
お
茶
の
水
の
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
建
設
の
と
き
も
、
快
く
募
金

に
応
じ
て
く
れ
た
し
、
彼
の
書
棚
に
は
山
岳
書
の
限
定
判
が
新
た
に
加

わ
っ
て
い
た
り
し
た
。
全
く
山
と
い
う
も
の
に
、
関
心
が
消
え
失
せ
た
訳

で
も
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
若
い
と
き
は
山
登
り
に
人

並
み
以
上
に
熱
を
上
げ
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
も
相
当
深
入
り
し
て
い
た
彼
が
、
中

年
以
後
、
全
く
山
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
の
を
、
私
な
ど
は
甚
だ
残
念
に

お
も
う
の
で
あ
る
。

家
業
の
総
大
将
で
あ
れ
ば
、
そ
の
へ
ん
の
シ
ガ
ナ
イ
勤
め
人
の
よ
う
に

気
兼
ね
の
必
要
も
な
く
、
い
く
ら
で
も
山
へ
出
か
け
ら
れ
た
筈
だ
が
、
好

い
仲
間
が
身
近
か
に
な
か
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
彼
の
歿
後
、
追
悼
の

集
ま
り
で
語
ら
れ
た
の
は
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
と
し
て
或
い
は
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

と
し
て
の
面
が
多
く
、
登
山
者
と
し
て
の
面
は
ま
こ
と
に
少
な
い
。
ま
た

彼
が
大
変
な
毒
舌
家
皮
肉
屋
で
あ
り
、　
一
方
非
常
な
読
書
家
で
あ
っ
た
と

も
い
わ
れ
た
が
、
も
し
彼
が
ず

っ
と
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
仲
間
の
中
に
在

っ
た
な
ら

ば
、
毒
舌
皮
肉
を
も
っ
て
鳴
る
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
も
な
か
っ
た
ろ
う

し
、
指
折
り
の
読
書
家
に
数
え
ら
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
ろ
う
。

と
ま
れ
本
会
に
と
っ
て
は
、
昭
和
六
年
以
来
の
ふ
る
い
終
身
会
員
で
あ

ム

追   悼
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り
、折
り
に
ふ
れ
て
は
力
を
か
し
て
く
れ
た
磯
野
君
を
、
五
十
八
歳
と
い
う

若
さ
で
失

っ
た
こ
と
は
、
取
返
し
の
つ
か
な
い
損
失
で
あ
る
。
（
一
九
六
七

年
七
月
記
）

（
藤

島

敏

男
）

略
　

　

歴

明
治
四
十
年
九
月
二
十
九
日
誕
生
。

昭
和
六
年
二
月
　
東
京
商
科
大
学
を
卒
業
と
同
時
に
株
式
会
社
明
治
屋
へ
入
社
、
同

社
々
長
。

昭
和
四
十
一
年
六
月
二
十
七
日
　
膀
脱
癌
の
た
め
慶
応
病
院
で
逝
去
。
五
十
八
歳
。

昭
和
五
年
六
月
　
日
本
山
岳
会
入
会

（会
員
番
号

一
一
八
六
）
終
身
会
員
。
昭
和
十

年
ｔ
十
二
年
理
事
を
つ
と
め
た
。
東
京
商
科
大
学
在
学
中
は
山
岳
部
に
在
籍
し
、

代
表
委
員
で
あ
っ
た
。

主
な
登
山
歴

昭
和
二
年
十
二
月
　
信
州
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
合
宿
。

三
年

二

月
　
五
色
温
泉
ス
キ
ー
。

三
年

三

月
　
尾
瀬
ス
キ
ー
行
、
景
鶴
山
、
送
岳
。

三
年

六

月
　
塩
見
岳
、
悪
沢
岳
、
赤
石
岳
。

三
年

七

月

上
高
地

（岳
川
、
槍
沢
）。
釧
岳
八
ッ
峰
。

三
年
十
二
月
　
白
馬
岳

（大
雪
漢
か
ら
）。

四
年

一
月
　
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
合
宿
。

四
年

三

月
　
乗
鞍
岳
ス
キ
ー
登
山
。

四
年

二

月
　
菅
平
か
ら
猫
岳
。

四
年

四

月
　
丹
沢
、
原
小
屋
沢
か
ら
早
戸
川
。

四
年

七

月
　
霞
沢
岳
、
明
神
岳
。

四
年

八

月
　
前
穂
高
北
尾
根
、
北
穂
高
。

四
年
十
二
月
　
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
合
宿
。

五
年

一　
月
　
槍
平
か
ら
飛
騨
乗
越
を
越
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

五
年

一二
月
　
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
合
宿
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３００

五
年

四

月
　
釧
岳
、
針
ノ
木
峠
越
え
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

五
年

七

月
　
高
瀬
川
遡
行
、
槍
ケ
岳
、
小
槍
、
北
鎌
尾
根
。

五
年

八

月
　
奥
又
四
郎
谷
か
ら
前
穂
高
北
尾
根
、
西
穂
高
縦
走
。

五
年

十

月
　
鹿
島
槍
ケ
岳
。

五
年
十
二
月
―

一
月
　
種
池
小
屋
か
ら
鹿
島
槍
ケ
岳

（中
山
彦

一
を
案
内
と
し

て
登
行
）。

六
年

五

月
　
谷
川
岳
。

八
年
二
月
渡
欧
、
九
年
四
月
帰
国
。
そ
の
間
ベ
ル
ナ
ー
・
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ト
で

エ
ン
グ
ル
ヘ
ル
ナ
ー
、
ュ
ン
グ
フ
ラ
ウ
、
メ
ン
ヒ
、
ア
ン
ツ
チ
ホ
ル
ン
、
フ

ィ
ン
ス
テ
ラ
ー
ル
ホ
ル
ン
、
グ
ロ
ー
ス
・
グ
リ
ュ
ン
ホ
ル
ン
、
ア
イ
ガ
ー
に

登
り
、
オ
ー
ベ
ル
・
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
を
訪
ね
て
ピ
ツ
ツ
・
ト
レ
モ
ジ
ア
に
登

る
。
ま
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
旅
し
た
。

鹿
島
槍
ケ
岳
冬
期
登
頂
の
記
録
は

「爺
小
屋
を
根
拠
と
す
る
冬
の
槍
島
槍
ケ
岳
」

の
一
文
が

『山
岳
』
第
二
六
年
第

一
号
に
あ
り
、
ま
た
オ
ー
ベ
ル
・
エ
ン
ガ
デ
ィ

ン
の
こ
と
を

『ヴ
ァ
ル
・
フ
エ
ッ
ク
ス
』
と
題
し
て

『針
葉
樹
』
第
七
号
に
載
せ

て
い
る
。

（編
者
）

斎
藤
長
寿
郎
氏

（
一
九
〇
八
―
一
九
六
六
）

斎
藤
君
は

「
で
ん
公
」
の
綽
名
で
通
っ
て
い
た
。
彼
が
慶
応
義
塾
の
山
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追   悼

岳
部
と
関
係
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ま
だ
普
通
部
生
で
、
関
の
ス
キ

ー
合
宿
が

そ
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。　
こ
の
合
宿

で

「
…
…
で
ん
で
ん
…

…
」
と
寝
言
に
叫
ん
だ
の
に
由
来
し
て
、
で
ん
公
が
彼
の
通
称
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
幼
稚
舎
以
来

一
緒
の
国
分
貫

一
君
が
伝
え
て
く
れ
た

と
こ
ろ
だ
か
ら
間
違
い
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
話
は
ど
う
も
大
正
十
年
度
の

冬
か
春
か
の
合
宿
の
こ
と
ら
し
い
か
ら
、恐
ら
く
、彼
は
普
通
部
二
年
生
で

あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
分
の
慶
応
の
山
岳
部
で
は
、
普
通
部

生
で
も
欲
す
る
な
ら
ば
、
大
学
の
連
中
と

一
緒
に
山
に
で
か
け
た
り
、
ス

キ
ー
合
宿
も
で
き
た
し
、
部
の
集
会
に
も
顔
を
並
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
ん
な
他
の
大
学
で
は
見
ら
れ
な
い
雰
囲
気
の
な
か
で
、
自
然
に
若
い
心

が
部
に
な
じ
ん
で
、
育

っ
て
い
く
姿
が
み
ら
れ
た
。
波
木
井
、
村
上
、
本

郷
、
国
分
、
浜
日
の
諸
君
、
早
く
亡
く
な
っ
た
中
村
邦
之
助
君
な
ど
皆
そ

う
で
あ
っ
た
。
斎
藤
君
も
勿
論
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
先
輩
の
考
え
て
い

る
こ
と
、
し
よ
う
と
す
る
こ
と
、
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
こ
と
が
、
な
ん

と
な
く
、
若
い
後
輩
に
伝
わ
っ
て
い
っ
て
い
た
。
こ
ん
な
な
か
に
今
は
憶

い
出
の
大
島
、
豊
辺
、
渡
辺
、
青
木
の
諸
先
輩
が
い
た
。
な
か
で
も
大
島

先
輩
の
与
え
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
思
う
。
斎
藤
君
も
こ
う
い
う
後
進

の
一
人
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

彼
の
山
行
の
記
録
を
辿
っ
て
み
る
と
、
夏
に
北
ア
ル
プ
ス
に
出
か
け
た

こ
と
は
、
非
常
に
砂
い
こ
と
に
気
付

く
。
普
通
部
生
の
と
き
燕
か
ら
常

念
、
槍
を
縦
走
し
た
大
正
十

一
年
夏
と
、
大
学
生
に
な
っ
た
そ
の
夏
に
立

山
、
鋼
に
登
っ
た
大
正
十
三
年
夏
と
を
別
に
す
れ
ば
、
大
正
十
五
年
夏
と

昭
和
四
年
夏
と
だ
け
で
あ
る
。
前
者
は
剣
の
八
ッ
峯
を
踏
破
し
て
更
に
薬

師
、
槍
を
経
て
上
高
地
に
下
っ
た
折
で
あ
り
、
後
者
は
後
輩
の
指
導
の
た

め
に
立
山
、
剣
に
出
か
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
代
り
、
人
の
気
配
の
な
く

な
っ
た
秋
か
ら
春
に
か
け
て
は
、
好
ん
で
、
と
り
わ
け
、
槍
、
穂
高
の
山

懐
に
は
い
っ
て
山
行
し
た
。
秋
の
澄
ん
だ
大
気
の
な
か
に
、
吸
い
込
ま
れ

る
よ
う
に
響
く
涸
沢
の
落
石
の
音
、
新
雪
の
山
嶺
、
自

一
色
の
雪
と
氷
の

世
界
は
彼
を
た
ま
ら
な
く
惹
き
つ
け
て
い
っ
た

ろ
う
。
春
の
槍
、
穂
高

（大
一
四
、
三
―
四
月
）、
冬
の
立
山
、
剣

（大
一
五
、
一
月
）
が
、
彼
の
積
雪

期
の
北
ア
ル
プ
ス
に
は
い
っ
た
最
初
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
は
、
こ
の

季
節
を
逃
す
こ
と
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
時
、　
一
途
に
目
が

け
て
い
っ
て
い
た
積
雪
期
登
山
と
い
う
波
の
な
か
に
、
彼
も
い
た
こ
と
は

勿
論
で
あ
る
が
、
山
な
る
自
然
に
於
け
る
人
気
を
き
ら
つ
た
、
そ
れ
だ
け

に
、
只
管
に
山
を
愛
し
た
彼
の
い
き
方
か
ら
も
き
て
い
た
に
相
違
あ
る
ま

い
。
が
こ
の
場
合
、
先
輩
の
感
化
も
大
き
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

殊
に
、
前
記
の
冬
の
立
山
、
飼
に
は
渡
辺
、
青
木
、
大
賀
の
な
か
に
年
少

の
彼
だ
け
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
登
山
の
考
え
方
、
い
き
方

そ
の
も
の
に
、
齢
経
た
先
輩
の
影
響
が
ひ
そ
か
に
働
い
た
と
思
え
る
し
、

又
、
そ
の
場
合
、
大
島
先
輩
以
来
の
何
も
の
か
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
え

る

。秋
か
ら
春
に
か
け
て
の
山
行
は
、
も
と
よ
り
北
ア
ル
プ
ス
に
限
ら
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
。
富
士
山
、
八
ケ
岳
、
又
、
上
越
、
魚
沼
駒
、
飯
豊
大

日
の
山
群
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
静
か
な
清
浄
な
自
然
に
は
い

り
込
む
と
い
う
他
に
、
降
雪
期
乃
至
積
雪
期
登
山
の
諸
条
件
の
研
究
の
為

も
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
研
究
の
為
の
調
査
、
観
察
の
成
果
の
一
つ
は

「
一
　

Ｄ

月
の
槍
ケ
岳
及
穂
高
連
峯
」
（『登
高
行
』
第
八
年
）
と
題
し
て
纏
め
ら
れ
、
　

３０１

当
時
の
後
進
に
稗
益
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
又
、
こ
う
い
う
研
究
　
＜



は
大
島
先
輩
の
夙
に
実
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

っ
て
、
斎
藤
君
は
時
に

行
を
共
に
し
て
い
る
。
そ
の
最
後
は
昭
和
三
年
二
月
の
前
穂
高
北
尾
根
に

於
け
る
大
島
先
輩
の
遭
難
の
時
で
あ
っ
た
。
当
時
の
印
象
は
彼
の
脳
裡
に

印
し
て
、
決
し
て
消
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
後
年
、
夫
人
と

一
緒
に
ユ

ン
グ
フ
ラ
ウ
に
在

っ
た
折
、
折
し
も
お
き
た
雪
崩
、
そ
れ
は
小
さ
な
も
の

で
あ
っ
た
が
、
彼
は
厳
し
い
表
情
を
以
て
観
て
い
た
と
い
う
。
私
に
は
、

こ
の
時
あ
の
北
尾
根
の
遭
難
の
印
象
が
意
識
の
底
か
ら
目
醒
め
て
、
彼
の

表
情
を
厳
し
く
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
、
思
わ
れ
る
。

夏
山
に
彼
が
特
に
愛
し
た
の
は
、
北
海
道
の
山
々
で
あ

っ
た
。
「
…
…

一
度
味
を
覚
え
た
北
海
道
の
沢
歩
き
は
北
ア
ル
プ
ス
が
賑
へ
ば
賑
ふ
程
、

益
々
強
い
誘
惑
と
な
っ
て
く
る
。
山
で

一
番
嫌
な
事
は
人
と
の
交
渉
だ
、

そ
れ
だ
け
フ
リ
ー
な
フ
イ
ル
ド
に
近
い
北
海
道
の
山
歩
き
は
丁
度
磁
石
の

様
に
自
分
を
北
の
方

へ
惹
き
附
け
て
し
ま
ふ
。
今
年
も
休
み
に
な
る
と
何

も
か
も
椰
り
放
し
て
青
森
行
の
急
行
に
乗

っ
て
し
ま
っ
た
。
…
」
こ
れ
は

彼
が
日
高
の
山
に
初
め
て
は
い
っ
た
昭
和
三
年
夏
の
紀
行
を
綴

っ
た
最
初

の
一
節
に
あ
る
詞
で
あ
る

（『登
高
行
』
第
七
年
）。
北
海
道
の
山
歩
き
は
、

恐
ら
く
田
中
、
大
島
両
先
輩
以
来
の
刺
激
と
影
響
が
、
そ
の
底
に
は
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
原
始
に
近
い
森
林
に
抱
か
れ
た
自
然
の
路
な
る
沢
を
辿
っ

て
、
沢
か
ら
峯
へ
、
そ
う
し
て
沢
へ
と
、
こ
れ
は
大
島
先
輩
が
北
海
道
の

山
歩
き
に
つ
い
て
、
自
分
の
好
き
な
点
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
斎
藤
君
は
こ
の
前
年
の
夏
、
石
狩
山
群
の
ク
マ
ネ
シ
リ
、

三
国
山
か
ら
然
別
の
山
を
歩
い
て
い
る
。
こ
の
時
恐
ら
く
は
日
高
の
山
を

望
見
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
又
、
日
高
の
山
に
誘
惑
さ
れ
る
と
い
う
先
輩

の
詞
も
、
耳
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
に
は
札
内
川
を
湖
っ
て

一

九
七
九

・
四
メ
ー
ト
ル
三
角
点
峯

（彼
は
こ
れ
を
サ
ツ
ナ
イ
岳
と
呼
ん
だ

が
、
彼
自
身
、
五
万
分
の
一
図
幅
の
札
内
岳
と
は
別
で
あ
る
と
記
し
て
い

る

（『登
高
行
』
第
七
年
、
一
五
七
頁
）。
こ
れ
は
今
日
の
国
土
地
理
院
五
万
分

の
一
図
幅

「札
内
川
上
流
」
の
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
ヵ
ゥ
シ
山
と
記
さ
れ
た

山
の
こ
と
で
あ
る
。）

と
イ
ド
ン
ナ
ッ
プ
岳
に
登
り
、
箱
と
滝
の
連
続
す

る
シ
ュ
ン
ベ
ツ
川
を
下
っ
て
新
冠
に
出
た
。
中

一
週
間
を
お
い
て
引
き
つ

づ
い
て
、
ヌ
ビ
ナ
イ
川
か
ら
神
威
岳
に
挑
ん
だ
。
然
し
、
こ
の
山
行
は
十

勝
側
か
ら
絶
え
ず
吹
渡
る
濃
霧
と
候
松
の
密
生
と
に
悩
ま
さ
れ
て
、
時
間

切
れ
に
な
っ
て
已
む
な
く
断
念
し
て
い
る
。
翌
昭
和
四
年
夏
に
は
、
然
し

再
び
札
内
川
を
湖
っ
て
、
こ
の
度
は
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
岳
に
登
り
、
更
に
西

に
尾
根
を
辿
っ
て

一
人
三
九
メ
ー
ト
ル
独
立
標
高
峯
に
立
っ
た
。
終
る
と

直
ち
に
瞳
を
返
し
て
、
大
雪
山
か
ら
十
勝
岳
ま
で
北
海
道
の
大
棟
を
楽
ん

で
い
る
。
北
海
道
は
本
当
に
磁
石
の
よ
う
に
彼
を
引
き
つ
け
た
に
違
い
な

彼
は
、
ま
じ
め
に
素
直
に
山
を
愛
し
た
。
彼
の
性
格
は
常
に
細
心
で
あ

つ
た
か
ら
、
計
画
は
可
能
な
限
り
綿
密
で
あ
っ
た
。
然
し
決
し
て
怯
儒
で

は
な
か
っ
た
か
ら
、
決
断
す
る
と
直
往
的
で
あ
っ
た
。
又
、
決
し
て
進
ん

で
自
分
を
語
る
性
質
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
点
、
自
分
の
山
行
に
関
し
て

も
同
じ
で
あ
っ
た
。
彼
は
小
学
か
ら
大
学
を
卒
え
る
ま
で
、　
一
貫
し
て
慶

応
義
塾
を
出
た
。
昭
和
五
年
春
、
経
済
学
部
を
卒
え
て
横
浜
正
金
銀
行

（現
在
の
東
京
銀
行
）
に
就
職
、
大
阪
勤
務
、
つ
い
で
ヵ
ル
カ
ッ
タ
、　
ハ

ン
ブ
ル
ク
、
ベ
ル
リ
ン
、
リ
ス
ボ
ン
各
支
店
の
海
外
勤
務
を
以
て
終
戦
を

迎
え
て
帰
国
、　
そ
の
後
、
家
の
事
情
に
よ
っ
て
退
社
さ
れ
た
。
然
し
後

大
和
銀
行
外
国
部
に
勤
め
ら
れ
、
停
年
後
、
大
和
不
動
産
常
務
に
就
任
、

(302)
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昭
和
四
十

一
年
五
月
二
日
、
前
二
年
か
ら
の
脳
軟
化
症
を
加
療
中
の
と
こ

ろ
亡
く
な
ら
れ
た
。
菊
葉
夫
人
と
は
昭
和
十
四
年

ハ
ン
ブ
ル
ク
で
結
婚
、

一
男

一
女
が
あ
る
。

私
よ
り
後
輩
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
山
行

を
共
に
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
昭
和
三
年
十

一
月
、
私
が
上
高
地
の
常

さ
ん
の
小
舎
に
孤
り
で
い
た
時
、
ひ
ょ
っ
こ
り
、
や
っ
て
き
て

一
晩
を
共

に
し
た
の
が
、
山
で
の
彼
と
の
出
会
い
と
い
え
ば
い
え
る
唯

一
の
例
で
あ

っ
た
。
然
し
終
戦
後
、
私
が
山
岳
部
長
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
時
、
部
の
再
建
の
た
め
に
大
い
に
尽
力
を
願
っ
た
そ
の
一
人
は
、
斎
藤

君
で
あ

っ
た
。
私
は
今
で
も
、
彼
が
早
く
亡
く
な
り
す
ぎ
た
と
思

っ
て
い

る
。彼
は
卒
業
後
こ
ん
な
わ
け
で
山
行
の
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
彼
の
山
行
歴
を
、
そ
れ
故
こ
こ
で
は

『登
高
行
』

か
ら
採
録
す

る
。大

正
一
一
年
七
月

”
燕
、
常
念
、
槍
ケ
岳
縦
走

大
正
一
三
年
七
月

¨
立
山
、
創
岳

大
正
一
四
年

一
月

”
蔵
王
ス
キ
ー
登
山

（峨
々
温
泉
か
ら
）

二
月

¨
八
ケ
岳

（夏
沢
か
ら
）

三
月

¨
槍
ヶ
岳
、
南
岳
、
西
穂
高
岳

五
月

“
秩
父
行

（塩
山
―
将
監
峠
―
栃
本
―
十
文
字
峠
―
梓
山
―
小

海
）

七
―
八
月

”
東
北
地
方
の
山
旅

（飯
豊
山
、
大
日
岳
、
朝
日
岳
、
月
山
、

男
鹿
半
島
、
酸
ケ
湯
か
ら
八
甲
田
山
、
八
幡
平
、
岩
手
山
、

早
池
峯
山
）

一
〇
月
下
旬
―

一
一
月
上
旬

¨
上
高
地

（岳
川
、
掴
沢
、
北
穂
高
）

一
一
月
下
旬

¨
入
ケ
岳

（赤
岳
温
泉
か
ら
赤
岳
、
横
岳
、
硫
黄
岳
、́
夏

沢
温
泉
）

大
正
一
五
年

一
月

¨
立
山
、
釧
岳

二
月

¨
八
ケ
岳

（夏
沢
―
赤
岳
）

二
月

¨
吾
妻
精
錬
所

五
月

¨
横
尾
岩
小
舎
か
ら
奥
穂
高
、
北
穂
高

七
月

¨
釧
岳
八
ツ
峯
、
立
山
―
薬
師
―
双
六
―
槍

一
一
月

”
槍
ケ
岳
、
前
穂
高

（単
独
行
）

昭
和

二

年

一
月

”
槍
沢
―
槍
ケ
岳
、
横
尾
岩
小
屋
―
北
穂
高

二
月

”
五
色
温
泉
―
青
木
小
舎
―
家
形
山
―
東
大
贔
―
栂
森
―
峠

三
月

“
飯
豊
山
、
大
日
岳

四
月

”
黒
岳
、
源
次
郎
岳

五
月

¨
宝
川
笠
ケ
岳

（武
能
小
舎
跡
か
ら
）、　
一
ノ
倉
岳
、
茂
倉
岳
、

こ
の
行
は
谷
川
岳
岩
壁
の
下
調
査
の
為

六
月

¨
仙
丈
岳
、
甲
斐
駒
ケ
岳

（北
沢
小
舎
か
ら
）

七
月

”
（
七
月
三
日
―
七
月
一
一
日
）
ピ
リ
ベ
ツ
川
上
流
と
ク
マ
ネ

シ
リ
岳
、
大
雪
山

・

（
七
月
一
七
日
―
七
月
二
五
日
）
石
狩
か
ら
三
国
山
を
越
え

て
音
更
ヘ

（
七
月
二
九
日
―
八
月
一
日
）
積
丹
廻
り

九
月

”
神
津
牧
場

一
〇
月

¨
木
曾
御
嶽
、
乗
鞍
岳
、
北
穂
高
岳

（
ツ
ダ
ル
ス
キ
ー
・
ツ
エ

ル
ト
ザ
ッ
ク
及
び
英
国
製
寝
袋
の
効
能
テ
ス
ト
の
為
）

昭
和

三

年
一
月

“
前
穂
高
北
尾
根
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≫

二
月

¨
八
ケ
岳

（夏
沢
温
泉
―
天
狗
岳
、
夏
沢
温
泉
―
硫
黄
岳
）
　
　
３０３

二
月

¨
（
三
月
一
五
日
―
二
月
一
九
日
）
関
温
泉
―
神
奈
山
、
関
―
　
く



妙
高
山

（
三
月
二
二
日
よ
り
）横
尾
谷
岩
小
舎
、
前
穂
高
北
尾
根
（
三

月
二
五
日
大
島
亮
吉
遭
難
）
以
後
三
月
三
一
日
迄
捜
索
活
動

五
月

¨
大
島
遭
難
の
第
二
回
捜
索

六
月

”
（
六
月

一
日
―
六
月
五
日
）
大
島
遺
体
発
見
の
報
に
よ
っ
て

上
高
地
ヘ

七
月

“
（
七
月

一
〇
日
―
七
月
二
三
日
）
札
内
川
か
ら
カ
ム
イ
エ
ク

ウ
チ
カ
ウ
シ
山
―
イ
ド
ン
ナ
ッ
プ
岳
―
シ
ュ
ン
ヘ
ツ
川
―
静

内（
七
月
二
九
日
―
八
月
四
日
）
ヌ
ビ
ナ
イ
川
―
上

六
四
六
メ

ー
ト
ル
の
独
立
標
高
点
―
神
威
岳
に
向
か
う
―
濃
霧
と
時
間

不
足
の
為
引
返
す
。

一
一
月

”
北
穂
高

（横
尾
岩
小
舎
か
ら
）、
前
穂
高

（上
高
地
か
ら
）、

岳
川
―
奥
穂
高
―
横
尾
岩
小
舎

昭
和

四

年

一
月

“
涸
沢
圏
谷

（北
穂
高
を
試
み
る
）

二
月

“
富
士
山

（須
走
口
）

二
月

¨
魚
沼
駒
ケ
岳

四
月

”
奥
穂
高

（横
尾
岩
小
舎
か
ら
）

四
月

（下
旬
）
”
金
峰
山
、
瑞
惜
山

五
月

”
荒
沢
岳
、
灰
ノ
又
山
、
兎
岳
、
中
ノ
岳
、
八
海
山

（小
出
、

大
湯
か
ら
）

七
月

”
釧
岳
八
ツ
峰

七
―
八
月

¨
（
七
月
二
五
日
―
八
月
三
日
）
札
内
川
か
ら
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ

岳
、　
一
人
三
九
メ
ー
ト
ル
独
立
標
高
点

（
八
月
九
日
―
八
月
一
五
日
）
大
雪
山
、
忠
別
岳
、
ト
ム
ラ

ウ
シ
山
、
ォ
プ
タ
テ
シ
ヶ
山
、
十
勝
岳

九
月

”
前
穂
高

（
又
白
側
か
ら
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

一
〇
月

¨
尾
瀬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３０４

一
一
月

”
富
士
山

（吉
田
口
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

一
二
月

”
戸
隠
山
、
西
岳
、
五
地
蔵
岳
、
高
妻
山

昭
和

五

年
一
月

”
横
尾
岩
小
舎
か
ら
涸
沢
岳
、
奥
穂
高
―
前
穂
高
―
奥
穂
高
―

岩
小
合

×

　
　
　

　
　
　

　
　
　

×

　
　
　
　
　

　
　
　
　

Ｘ

明
治
四
十
一
年

（
一
九
〇
八
）
一
月
二
九
日
誕
生
。
昭
和
四
十
〓
安
〔
一
九
六
六
）

五
月
二
日
病
歿
。
日
本
山
岳
会
へ
は
比
較
的
遅
く
一
九
五
三
年
五
月
入
会

（会
員
番

号
四
〇
五
七
番
）。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（相
内
武
千
雄
）

和

田

豊

種

氏

（
一
八
八
〇
―

一
九
六
七
）

阪
大
の
名
誉
教
授
で
、
私
に
と
っ
て
は
精
神
科
を
教
え
て
も
ら
っ
た
恩

師
に
あ
た
る
。
体
躯
も
容
貌
も
、
声
も
身
ご
な
し
も
た
い
へ
ん
に
大
型
な

人
で
あ
っ
て
、
接
す
る
だ
に
、
明
治
の
時
代
そ
の
も
の
の
雰
囲
気
を
感
じ

さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

実
の
と
こ
ろ
、
先
生
が
山
に
興
味
を
も
ち
は
じ
め
ら
れ
た
の
は
晩
年
に

ち
か
く
、
と
い
っ
て
も
わ
た
く
し
の
学
生
時
代
で
あ
る
か
ら
、
四
十
年
く

ら
い
前
に
な
る
。
山
岳
会
に
は
、
だ
い
た
い
こ
の
よ
う
な
明
治
の
風
格
が

ピ
ッ
タ
リ
と
す
る
空
気
が
あ
り
、
こ
れ
が
ひ
と
つ
の
魅
力
と
も
な
っ
て
い



追   悼

る
の
は
、
誰
し
も
の
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
方
が
た
に
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
先
生
も
た
い
へ
ん
な
ス
タ
イ
リ
ス
ト
で
、
そ
れ
と
な

く
見
せ
か
け
な
が
ら
、
帽
子
か
ら
靴
ま
で
、
シ
ャ
ツ
と
い
わ
ず
ル
ッ
ク
と

い
わ
ず
、
何
気
な
く
抱
え
た
り
、
突
い
た
り
さ
れ
る
杖
に
ま
で
、
凝
り
に

凝

っ
て
お
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
だ
今
の
よ
う
に
開
化
さ
れ
て
い
な
い

六
甲
の
山
道
な
ど
で
、
パ
ッ
タ
リ
と
出
会
う
こ
と
が
間
々
あ
っ
た
が
、
は

っ
き
り
と
先
生
と
わ
か
る
ま
で
に
、
す
で
に
遠
く
か
ら
ハ
ツ
と
想
わ
せ
る

よ
う
な
、
い
で
た
ち
で
あ
つ
た
。
先
生
の
ハ
イ
カ
ラ
振
り
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
溢
れ
る
行
動
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
生
き
い
き
と
し
た
色
が
つ
い
て
い

た
。
そ
の
頃
、
ス
キ
ー
を
担
い
で
登
っ
て
、
僅
か
の
時
間
を
た
の
し
む
よ

う
な
束
の
間
の
六
甲
の
積
雪
に
、
御
老
体
と
も
い
え
そ
う
な
先
生
の
姿
を

見
出
し
て
、
驚
く
こ
と
が
あ

っ
た
。

阪
大
の
こ
の
頃
の
教
授
仲
間
に
は
、
先
生
よ
り
は
は
る
か
に
若
い
な
が

ら
、
眼
科
の
中
村
教
授
と
か
、
外
科
の
岩
永
教
授
と
い
う
悪
童
ど
も
が
先

生
を
と
り
巻
い
て
い
て
、
大
阪
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
元
老
と
も
い
う
べ
き
高

瀬
養
氏
な
ど
と
と
も
に
、
ま
だ
人
の
気
の
少
な
か
っ
た
山
野
を
、
荒
ら
し

（
Ｐ
）
ま
わ
っ
て
お
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

先
生
が
、
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会
員
で
お
ら
れ
た

と
知

っ

て
、
阪
大
山
岳
部
の
連
中
は
た
だ
驚
く
ば
か
り
に
違
い
な
い
。
何
し
ろ
明

治
の
代
の
大
阪
高
医
の
出
身
で
あ
っ
て
、
阪
大
の
隆
盛
の
礎
を
き
ず
い
た

人
で
あ
り
、
医
学
部
の
同
窓
会
の
た
び
に
、
最
長
老
の
席
に
つ
い
て
お
ら

れ
た
方
で
あ
る
。
私
は
学
生
時
代

（
一
九
二
〇
年
代
）
い
ろ
い
ろ
御
迷
惑

を
か
け
た
記
憶
や
、
患
者
を
お
願
い
し
た
と
き
と
か
、
ま
た
私
の
い
さ
さ

か
の
失
意
の
と
き
な
ど
に
、
温
か
い
言
葉
と
温
容
に
接
し
て
癒
さ
れ
た
想

い
出
が
あ
る
ｃ，
先
生
は
も
ち
ろ
ん
山
の
大
家
と
い
う
も
の‐
で
は
な
い
。
し

か
し
、
山
を
愛
さ
れ
、
山
を
愛
し
た
若
い
人
々
を
よ
く
遇
さ
れ
た
。
こ
こ

に

一
文
を
さ
さ
げ
て
先
生
を
偲
ぶ
所
以
で
あ
る
。

（水
野
祥
太
郎
）

和
田
先
生
は
誠
に
温
厚
な
方
で
し
た
。
し
か
も

一
旦
人
と
約
束
で
も
し

た
時
は
、
ど
ん
な
事
情
が
生
じ
て
も
、
ど
ん
な
都
合
の
悪
い
こ
と
が
出
来

て
も
、
決
し
て
違
約
す
る
こ
と
の
き
ら
い
な
方
で
し
た
。
人
と
話
し
を
し

て
い
て
も
話
を
外
ら
さ
ず
、
退
屈
さ
せ
ず
、
時
に
は
諧
譴
を
交
え
て
笑
わ

せ
て
み
た
り
、
し
か
も
心
か
ら
親
切
さ
を
忘
れ
ず
人
を
喜
こ
ば
せ
た
り
、

時
に
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
云
っ
て
、
驚
か
せ
て
み
た
り
、
か
ら
か
つ

て
み
た
り
す
る
こ
と
の
あ
っ
た
、
誠
に
お
話
し
て
い
て
も
常
に
愉
快
に
暖

か
味
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
、
好
感
に
ひ
た
る
こ
と
の
出

来
る
嬉
し
い
博
士
で
し
た
。

先
生
は
生
粋
の
大
阪
マ
ン
で
し
た
。
和
田
元
治
さ
ん
の
二
男
と
し
て
明

治
十
三
年
に
生
れ
、
大
阪
医
学
校
の
出
身
で
、
府
立
医
学
校
の
教
授
中
、独

乙
に
派
遣
さ
れ
、
帰
朝
後
は
大
阪
帝
大
医
学
部
の
教
授
で
、
附
属
医
院
長

な
ど
を
歴
任
さ
れ
、そ
の
名
誉
教
授
の
任
に
就
き
、医
学
博
士
の
学
位
を
受

け
て
再
び
官
命
に
よ
り
欧
米
各
国
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

お
若
い
頃
は
、
よ
く
好
ん
で
登
山
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
由
を
聞
い
て

い
る
が
、
私
の
知

っ
た
頃
は
も
う
大
き
い
山
に
は
向
か
わ
れ
ず
、
医
科
大

学
の
鉾
々
た
る
名
医
た
ち
を
引
き
つ
れ
て
、
隔
月
に

一
度
位
は
必
ず
近
郷
　
Ｄ

に
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
。
私
も
二
三
度
お
供
を
し
た
が
、
　

３０５

仲
々
の
達
者
な
足
ど
り
に
は
驚
か
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
ぐ



ま
た
、
早
く
か
ら
撞
球
に
好
ん
で
時
を
費
や
さ
れ
た
も
の
で
、
僕
は
撞

球
を
始
め
て
か
ら
も
う
五
十
年
位
に
な
る
と
よ
く
云
っ
て
お
ら
れ
た
。
撞

球
界
に
は
広
く
知
ら
れ
、
日
本
撞
球
協
会
等
に
も
常
に
援
助
さ
れ
、
日
本

の
選
手
権
競
技
な
ど
の
あ
る
時
は
、
よ
く
そ
の
会
場
に
出
て
選
手
達
を
激

励
さ
れ
て
い
た
。
つ
い
近
き
日
迄
、
毎
日
の
よ
う
に
大
阪
倶
楽
部
に
出
ら

れ
、
も

っ
ば
ら
球
撞
き
に
熱
中
し
余
生
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
こ
と
を
、

今
ま
で
そ
ん
な
に
気
に
も
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
と
な
っ
て
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
ら
れ
、
先
生
の
な
き
撞
球
室
は
何
と
な
く
さ
び
し
く
、
赤
と

自
の
飛
び
交
っ
て
い
る
球
に
も
、
可
哀
想
な
よ
う
な
気
も
す
る
の
で
あ
り

ま
す
。
病
床
に
就
か
れ
て
か
ら
も
、
や
っ
ば
り
山
に
き
た
え
ら
れ
た
体
躯
は
強

い
も
の
で
、
何
度
か
の
危
機
に
も
再
び
三
た
び
安
泰
に
戻
ら
れ
た
が
、
残

念
な
が
ら
去
る
昭
和
四
十
二
年
二
月
九
日
を

一
期
に
、
八
十
七
歳
の
高
齢

を
以
て
こ
の
世
を
去

っ
て
行
か
れ
た
。
誠
に
惜
し
い
仁
で
あ
っ
た
こ
と
と

て
、　
一
し
お
生
前
の
先
生
が
今
も
し
の
ば
れ
、
尚
も
撞
球
室
の
一
隅
に
坐

し
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
感
じ
の
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
ぁ
り
ま
す
。

先
生
、
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
静
か
に
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（中
原
繁
之
助
）

略

　

　

歴

明
治
十
三

（
一
八
八
〇
）
年
八
月
六
日
、
大
阪
市
北
区
南
森
町
五
二
に
生
ま
れ

る
。
明
治
三
十
二
年
十
月
、
大
阪
府
立
医
学
校
卒
業
。

明
治
三
十
六
年
二
月
、
大
阪
府
立
医
学
校
助
教
諭
。

明
治
三
十
七
年
二
月
ｔ
三
十
九
年
二
月
、
日
露
戦
争
に
従
軍
。

明
治
三
十
九
年
九
月
―
四
十
一
年
十
二
月
、
京
都
帝
大
及
び
東
京
帝
大
に
留
学
。　
　
Ｄ

明
治
四
十
二
年
二
月
、
大
阪
府
立
高
等
医
学
校
教
諭
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３０６

明
治
四
十
二
年
四
月
―
同
年
十
二
月
、
独
国
へ
差
遣
わ
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

大
正
元
年
十
二
月
、
医
学
博
士
。

大
正
六
年
二
月
、
府
立
大
阪
医
科
大
学
教
授
。

大
正
八
年
十
一
月
、
大
阪
医
科
大
学
教
授
。

昭
和
四
年
二
月
―
同
年
十
一
月
、
欧
米
各
国
へ
出
張
。

昭
和
六
年
五
月
、
大
阪
帝
国
大
学
教
授
。

昭
和
七
年
七
月
―
九
年
六
月
、
大
阪
帝
大
医
学
部
付
属
医
院
分
院
長
。

昭
和
九
年
六
月
―
十
二
年
六
月
、
大
阪
帝
大
医
学
部
付
属
医
院
長
。

昭
和
十
一
年
八
月
、
叙
勲
二
等
、
授
瑞
宝
章
。

昭
和
十
二
年
七
月
―
十
六
年
五
月
、
大
阪
帝
大
医
学
部
付
属
医
院
分
院
長
。

昭
和
十
六
年
五
月
、
叙
正
三
位
。

同
　
　
　
年
七
月
、
大
阪
帝
大
名
誉
教
授
。

昭
和
三
十
年
二
月
―
三
十
六
年
六
月
、
大
阪
精
神
衛
生
協
議
会
々
長

（
初
代
）。

昭
和
三
十
四
年
十
月
、
多
年
公
衆
衛
生
の
向
上
に
寄
与
し
た
た
め
厚
生
大
臣
賞
。

昭
和
三
十
六
年
六
月
、
大
阪
精
神
衛
生
協
議
会
名
誉
会
長
。

昭
和
四
十
年
六
月
、
大
阪
大
学
医
学
部
学
友
会
名
誉
理
事
長
。

昭
和
四
十
二
年
二
月
九
日
、
心
衰
弱
に
よ
り
逝
去
。

日
本
山
岳
会
へ
は
昭
和
三
十
三

（
一
九
五
八
）
年
二
月
、
中
原
繁
之
助
、
小
島
栄

両
氏
の
紹
介
で
入
会

（会
員
番
号
四
六
三
二
）。



図 書 紹 介

森

林

・
草

原

・
氷

河

加
藤
泰
安
著
　
Ａ
５
判
　
四
四
六
ペ

ー
ジ
　
写
真
二
五
ペ
ー
ジ
　
地
図
三

枚
　
一
九
六
六
年
九
月
　
右
渓
堂
発

行
　
定
価

一
五
〇
〇
円

（限
定
版
二

五
〇
〇
円
）

こ
の
書
物
は
山
の
本
と
し
て
泰
安
君
の
処
女
出
版
だ
と
い
う
。
若
い
登

山
家
や
遠
征
家
た
ち
の
本
が
数
多
く
出
る
な
か
で
、
年
期
を
入
れ
た
こ
の

著
者
が
、
は
じ
め
て
世
に
贈
っ
た

一
本
な
の
だ
か
ら
、
当
然
注
目
さ
れ
て

然
る
べ
き
だ
と
思
う
。
長
短
二
十
五
に
及
ぶ
文
章
に
は
、
登
山
と
遠
征
の

記
録
的
な
叙
述
、
登
山
談
義
、
随
想
、
人
物
論
な
ど
多
様
な
も
の
が
ふ
く

ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は

一
見
つ
な
が
り
の
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ

が
、
読
み
通
し
た
印
象
で
は
、
お
の
お
の
文
章
が
総
合
さ
れ
て
、　
一
人
の

す
ぐ
れ
た
登
山
者
の
非
常
に
濶
達
な
自
伝
と
し
て
浮
か
び
上
が

っ
て
く

る
。少
年
時
代
に
早
く
も
父
君
か
ら
東
京
で
行
な
わ
れ
た
探
検
家

ヘ
デ
ィ
ン

の
講
演
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
、
中
央
ア
ジ
ア
ヘ
の
憧
れ
を
呼
び
さ
ま
さ
れ

て
以
来
、
著
者
は
、
京
大
時
代
に
自
頭
山
の
冬
期
登
攀
に
加
わ
り
、
さ
ら

に
蒙
古
高
原
を
さ
す
ら
い
、
戦
後
に
入
っ
て
は
マ
ナ
ス
ル
第

一
次
遠
征
隊

の
中
心
隊
員
と
し
て
活
躍
し
、
つ
い
で
三
度
に
わ
た
る
カ
ラ
コ
ラ
ム
遠
征

で
は
京
大
隊
の
副
隊
長
と
し
て
、
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
、
サ
ル
ト
ロ
・
カ
ン
リ
の

登
頂
を
成
功
さ
せ
た
。
そ
の
後
ま
た
、
京
大
が

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
遠
征
を
企

て
る
に
当

っ
て
は
、
中
央
高
地
調
査
の
隊
長
と
な
っ
て
、
ス
カ
ル
ノ
峰
の

頂
き
も
極
め
て
い
る
。

「今
は
ど
う
か
、
数
年
前
ま
で
は
、
彼
は
中
尾
佐
助
と
と
も
に
、
海
外

遠
征
の
回
数
最
高
で
、
八
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
を

一
ば
ん
た
く
さ
ん
見
た
日
本
人
で
あ
る
」
と
桑
原
武
夫
氏
が
い
わ

れ
る
通
り
、
こ
の
著
者
の
山
旅
、
登
山
、
遠
征
の
経
験
は
、
読
者
を
う
ら

や
ま
し
が
ら
せ
ず
に
は
置
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
幅
の
広
さ
は
、
著
者
自

身
の
謙
虚
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
日
本
的
な
規
模
を
越
え
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
単
に
そ
の
規
模
に
限
ら
ず
、
著
者
の
抱
き
つ

づ
け
て
き
た
登
山
や
探
検
に
対
す
る
夢
と
い
う
か
、
理
想
と
い
う
か
、
憧

憬
と
い
っ
た
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
の
な
か
を

一
貫
し
て
流
れ
て
い

る
点
が
、
本
書
の
独
特
の
魅
力
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

「チ
ョ
ゴ
リ
ザ
登
頂
」

の
な
か
で
著
者
は

「全
く
科
学
が
エ
ク
ス
ペ
デ

ィ
シ
ョ
ン
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
し
て
し
ま
っ
た
」

と
慨
嘆
し
て
い
る
。
た
し
か
に
著
者
の
場
合
は
、
未
知

へ
の
憧
れ
と
し
て

の
遠
征
と
も
い
う
べ
き
も
の
へ
の
愛
着
が
、
つ
ね
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
い

る
。
未
知
の
領
域
が
既
知
と
な
る
と
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
未
知
が
ひ
ろ
が

る
。
そ
の
未
知
を
き
わ
め
た
い
と
思
う
心
が
、
こ
の
本
の
な
か
に
大
き
な
　
＞

位
置
を
占
め
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３０７

「
カ
ラ
コ
ラ
ム
ヘ
の
道
」
の
終
り
に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

図
書

紹

介



「私
の
心
の
中
に
は
、
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
の
上
か
ら
見
た
コ
ン
ダ
ス
氷
河
、

シ
ア
チ
ェ
ン
氷
河
の
山
々
、特
に
サ
ル
ト
ロ
ｏ
カ
ン
リ
の
端
麗
な
山
容
、

長
大
な
テ
ラ
ム
・
シ
ェ
ー
ル
氷
河
が
青
空
に
き
え
て
ゆ
く
彼
方
が
、
日

一
日
と
強
く
呼
び
か
け
て
く
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
著
者
の
心
は
、
カ
ラ
コ
ラ
ム
ヘ
踏
み
入

っ
て
も
、
さ
ら
に
、
そ
の
西
北
の
空

へ
と
飛
ん

で

い
る
。
巻
末
の
一
文

「同
心
円
」

で
は
、
ビ
ラ
フ
オ
ン
ド
峠
の
あ
た
り
で
氷
河
上
に
見
つ
け
た

一
羽
の
千
鳥
の
な
き
が
ら
に
托
し
て

「千
鳥
の
旅
を
果
て
し
な
く
思
い
な

が
ら
、
人
間
の
世
界
の
旅
の
不
自
由
さ
を
つ
く
づ
く
思
わ
な
い
で
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
」
と
語

っ
て
、
こ
こ
で
も
今
は
足
を
伸
ば
す
こ
と
の
む
ず
か

し
い
中
央
ア
ジ
ア
内
陸

へ
の
、　
は
げ
し
い
情
熱
を
吐
露
し
て
い
る
。

「今

日
ま
で
、
私
が
達
し
得
た
地
点
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
中
央
ア
ジ
ア
内
陸

を
中
心
と
し
て

一
つ
の

〃同
心
円
″
の
上
を
む
な
し
く
さ
ま
よ
っ
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
。
…
…
私
は
果
た
し
て
行
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
次
に
は

一
体
ど
こ
で
、
こ
の
円
上
を
さ
ま
よ
う
の
だ
ろ
う
。
あ
る
日
、あ
る
い
は
、

そ
の
地
を
踏
ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
。
私
は
ま
だ
あ
き
ら
め
て
い
な
い
。
し

か
し
、
翼
の
な
い
私
は
あ
く
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。」

著
者
は
ま
た
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
陸
封
型
の
マ
ス
を
釣
ろ
う
と
夢
中
に
な
っ

て
い
る

（
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
釣
り
）。
そ
の
存
在
は
既
に
学
説
と

し
て
否
定
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
ょ
つ
と
す
る
と
、
そ
の
マ
ス
が
い
て
、

サ
オ

一
本
で
学
説
を
く
つ
が
え
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え

る
。
そ
の
よ
う
な
夢
の
要
素
こ
そ
、
と
か
く
型
に
は
ま
っ
た
遠
征
報
告
の

類
に
は
見
ら
れ
な
い
、
本
書
が
発
散
す
る
独
自
の
魅
力
の
一
つ
な
の
で
あ

る
。

と
い
っ
て
夢
ば
か
り
で
は
な
く
、
本
書
に
は
軽
妙
な
表
現
を
装
い
な
が
　
＞

ら
、
実
は
鋭
い
忠
言
な
り
警
告
が
、
今
日
の
登
山
者
に
向
け
て
語
ら
れ
て
　
３０８

い
る
点
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
著
者
は

「中
入
り
後
の
切
れ
の
戒
　
＜

め
」
な
ど
と
、
伊
予
大
洲
の
殿
様
で
あ
っ
た

「ご
先
祖
さ
ま
の
遺
訓
」
を

持
ち
出
し
て
忠
告
を
試
み
た
り
す
る
が
、
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
や
サ
ル
ト
ロ
・
カ

ン
リ
で
発
揮
さ
れ
た
、
著
者
自
身
の
適
時
に
お
け
る
適
切
な
判
断
に
裏
打

ち
さ
れ
て
い
る
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
で
あ
る
か
ら
、
読
者
に
訴
え
る
力
は
大
き

い
で
あ
ろ
う
。

「登
山
と
は
元
来
、
ど
う
考
え
て
も
文
化
的
行
為
で
は
あ
っ
て
も
、
文

明
的
行
為
で
は
な
く
、
向
人
的
で
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
厭
人
的
な
も

の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。」

と
い
う
考
え
は
、
本
書
の
な
か
で
三
度
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え

方
を
基
調
と
し
て
、
著
者
の
登
山
論
は
展
開
さ
れ

て

い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
は
登
山
者

へ
の
警
告
で
あ
る
と
と
も
に
、
よ
り
普
遍
性
を
も
つ

文
明
批
評
の
域
に
近
づ
い
て
い
る
。
桑
原
、
今
西
両
教
授
の
よ
う
な
、
す

ぐ
れ
た
先
輩
た
ち
か
ら
著
者
が
学
ん
だ
面
も
大
き
か
っ
た
に
ち
が

い
な

い
。
そ
う
い
え
ば
本
書
の
な
か
の

「
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
今
西
錦
司
」
は
人
物

論
と
し
て
、
な
か
な
か
の
好
文
章
だ
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

終
り
に
当

っ
て
、
少
々
注
文
め
い
た
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら
う
な
ら

ば
、
そ
の
一
つ
は
本
書
の
内
容
の
配
列
に
つ
い
て
で
あ
る
。
先
に
列
挙
し

た
い
く
つ
か
の
遠
征
に
関
す
る
主
記
述
の
合
間
に
、
そ
れ
に
関
連
し
た
短

文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、そ
の
よ
う
な
短
い
文
章
は
、む
し
ろ
纏

め
て
登
山
論
的
な
標
題
の
下
に
置
い
た
方
が
、
関
連
的
に
味
わ
っ
て
読
め

た
ろ
う
し
、
ま
た
遠
征
余
話
と
い
っ
た
題
下
に
集
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
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よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
は
は
じ
め
読
み
た
い
文
章
か
ら
読
ん
で
い
っ
た
と

き
に
は
、さ
ほ
ど
気
に
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、改
め
て
巻
頭
か
ら
順
序
を

追

っ
て
読
み
直
し
て
み
る
と
、右
の
よ
う
な
感
を
深
く
し
た
わ
け
で
あ
る
。

も

一
つ
の
注
文
は
、
折
角
マ
ナ
ス
ル
遠
征
に
も
参
加
し
た
著
者

な

の

に
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
独
立
の
文
章
の
な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
い
わ

ば
自
伝
的
な
意
味
を
も
つ
書
物
で
あ
る
だ
け
に
、
著
者
の
立
場
か
ら
の
マ

ナ
ス
ル
紀
行
が
加
わ
っ
て
も
、
よ
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

〔
島

田
　

巽
〕

ヘヘ
Ｈ
∞
〇
∞
＊
ド
⑬
Ｏ
∞
　
Ｈ
　
一の
）①
い
い

′ヽ
●
●
〕
鮎
①
〕

０
｝Ｃ
げ

」夕
一も
いｏ
Ｏ

日
Ｓ
ｒ
”
●
〇
じ

一
八
六
三
年
―

一
九
六
三
年

イ
タ
リ
ア
山
岳
会
百
年
史

＝
百
年
祭
委
員
会
編

イ
タ
リ
ア
山
岳
会
は

一
九
六
三
年
の
創
立
百
年
に
当
っ
て
、
十
三
人
の

特
別
委
員
会
を
設
け
て
、
記
念
行
事
の
一
と
し
て
山
岳
会
の
百
年
史
を
編

纂
す
る
こ
と
に
き
め
、　
一
九
六
〇
年
二
月
レ
ナ
ト
・
シ
ャ
ボ
ド
を
委
員
長

と
し
て
資
料
の
蒐
集
に
着
手
し
、
二
十
名
で
分
担
し
て

一
九
六
三
年
春
に

は
原
稿
が
集
ま
っ
た
が
、
同
年
九
月
七
日
の
百
年
祭
記
念
大
会
の
記
事
を

載
せ
る
た
め
、
出
版
は
翌
年
ま
で
延
ば
さ
れ
た
。

本
書
は
布
表
装
大
判

（九
セ
ン
チ
×
二
六
セ
ン
チ
）
光
沢
紙
に
二
行
に

印
刷
さ
れ
、
本
文
九
五
五
頁
、
全
頁
大
写
真

五
二
葉

（内
カ
ラ
ー

一
八

葉
）
、
本
文
中
に
百
余
の
半
身
肖
像
画
と
山
小
屋
の
ス
ケ
ッ
チ
を
載
せ
た

豪
華
版
で
あ
る

（販
価

一
万
リ
ラ
）。

内
容
は

「人
」
（∞
〓
ｃ
ｏ
ヨ
”ュ
）
と

「手
段
」
（”
〓
①ミ
”）
と
に
二
大
別

し
て
、
過
去
百
年
間
の
イ
タ
リ
ア
登
山
界
と
イ
タ
リ
ア
山
岳
会
の
歴
史
お

よ
び
活
動
を
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
記
述
し
、
同
山
岳
会
の
正
確
詳
細
な
記

録
で
あ
り
、
著
名
登
山
家
と
ガ
イ
ド
の
列
伝
で
あ
る
と
同
時
に
、
イ
タ
リ

ア
に
お
け
る
登
山
技
術
の
百
科
全
書
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
編
纂
に
は
、
種
々
の
や
り
方
が
考
え
ら
れ
た
が
、
多
少
の
重
複

や
、
所
見
の
相
違
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
種
の
項
目
に
よ
り
多
数
者
が
執
筆

す
る
方
法
を
採

っ
た
。
そ
の
間
の
調
整
と
編
纂
に
は
、
委
員
会
書
記
の
シ

ル
ヴ
ィ
オ

・
サ
リ
オ
が
当
っ
た
と
い
う
。

ま
こ
と
に
周
到
な
準
備
と
大
ぜ
い
の
会
員
の
協
力
に
よ
っ
て
、
立
派
な

記
念
出
版
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
敬
服
に
た
え
な
い
と
共
に
、
過
去
百
年
に

お
け
る
同
山
岳
会
の
研
究
実
践
の
実
績
と
、
そ
の
正
確
な
記
録
の
保
存
に

は
頭
が
下
が
る
。　
い
ず
れ
、　
わ
が

日
本
山
岳
会

の
創
立
百
年
に
当
っ
て

は
、
こ
れ
に
劣
ら
ぬ
記
念
出
版
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
本
書
の
目
次
を
列
挙
し
、
簡
単
な
内
容
の
紹
介
を
添
え
る
。

人

◇
イ
タ
リ
ア
登
山
百
年
史
　
　
八
五
頁

一
八
六
三
年
八
月
十
二
日
、
モ
ン
ヴ
ィ
ゾ
の
頂
上
に
立
っ
た
ク
ィ
ン
チ
　
Ｄ

ノ
・
セ
ラ

（当
時
の
大
蔵
大
臣
）
と
二
人
の
友
人
が
、
英
嶼
両
国
の
例
に
　
３０９

な
ら
っ
て
山
岳
会
の
結
成
を
思
い
立
っ
て
以
来
、
セ
ラ
を
中
心
と
す
る

一
　

く



群
の
先
駆
者
か
ら
、現
在
の
ワ
ル
タ
ー
・ボ
ナ
ッ
チ
に
い
た
る
登
山
家
の
列

伝
で
あ
り
、
そ
の
間
に
お
け
る
登
山
の
目
的
お
よ
び
方
法
に
関
す
る
論
争

や
、
ピ
エ
モ
ン
テ
、
ド
ロ
ミ
チ
、
そ
の
他
由
緒
あ
る
地
方
の
登
山
家
の
流

れ
を
記
述
し
、
今
日
は
大
衆
登
山
の
時
代
に
入
つ
た
が
、
す
ぐ
れ
た
登
山

家
の
持
つ
高
度
の
技
術
は
、
だ
ん
だ
ん
拡
が
っ
て
行
く
と
し
て
、
そ
の
間

に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
山
岳
会
の
は
た
ら
き
の
重
要
さ
を
指
摘
す
る
。

◇
イ
タ
リ
ア
山
岳
会
百
年
間
の
科
学
的
志
向
と
貢
献
　
　
一三

頁

イ
タ
リ
ア
山
岳
会
創
立
者
ク
ィ
ン
チ
ノ
・
セ
ラ
は
政
治
家
財
政
家
で
あ

っ
た
が
、
元
来
は
科
学
者
工
学
者
で
あ
っ
て
、
登
山
に
お
け
る
自
然
の
研

究
を
説
い
た
。　
一
八
六
三
年
最
初
の
山
岳
会
規
約
第
二
条
は

「山
岳
会
の

目
的
は
山
岳
特
に
イ
タ
リ
ア
の
山
岳
を
人
々
に
知
ら
せ
、
登
山
と
科
学
的

探
究
に
便
宜
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
趣
旨
は
引

き
続
い
て
守
ら
れ
て
い
る
。

つ
い
で
気
象

・
風
土
学
、
地
質

・
鉱
物
学
、
氷

ｏ
雪

・
雪
崩
、
地
形

学
、
人
類
地
理
学
、
洞
穴
研
究
、
動
植
物
学
、
水
路
学
、
医
学
、
そ
の
他

に
わ
た
る
研
究
を
列
挙
す
る
。

◇
イ
タ
リ
ア
山
岳
会
百
年
史
　
　
二
三
二
頁

一
八
六
三
年
十
月
二
十
三
日
、
ト
リ
ノ
に
お
い
て
成
立
し
、
英
、
嶼
、

ス
イ
ス
に
次
い
で
四
番
目
の
山
岳
会
と
な
っ
て
以
来
の
歴
史
を
編
年
的
に

詳
述
し
、
次
の
二
章
を
付
し
て
あ
る
。

◇
ベ
ネ
チ
ア
三
州
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
山
岳
会
の
歴
史
　
　
一
八
頁

イ
タ
リ
ア
山
岳
会
中
特
異
の
存
在
と
し
て
、
ド
ロ
ミ
チ
を
主
と
し
て
活

躍
し
た
こ
の
地
方
支
部
の
歴
史
。

◇
文
献
　
　
四
九
頁

山
岳
会
の
創
立
以
来
の
各
種
規
約
類
、
歴
代
会
長
、
役
員
、
初
期
会
　
＞

員
、
名
誉
会
員
、
総
会
そ
の
他
の
集
会
、　
一
八
六
三
年
現
在
支
部
お
よ
び
　
３ｌｏ

会
員
数
の
一
覧
表
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

◇
ガ
イ
ド
　
　
九
〇
頁

い
わ
ゆ
る
職
業
的
案
内
者
は
モ
ン
ｏ
ブ
ラ
ン
初
登
頂

（
一
七
八
六
年
）

と
共
に
は
じ
ま
り
、　
一
八
二
一
年
に
は
じ
め
て
シ
ャ
モ
ニ
ー
に
ガ
イ
ド
組

合
が
出
来
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
頃
同
地
方
は
の
ち
に
イ
タ
リ
ア
王
室
と

な
っ
た
サ
ル
ジ
ニ
ア
王
家
に
属
し
て
い
た

（
一
八
六

一
年
仏
領
と
な
る
）
。

本
書
で
は
現
在
の
イ
タ
リ
ア
領
内
に
お
い
て
は
、
ア
オ
ス
タ
谷
ク
ー
ル
マ

イ
ヨ
ー
ル
の
ジ
ャ
ン
ｏ
ロ
ー
ラ
ン
・
ジ
オ
ル
ダ
ネ
ー
が
、　
一
七
七
四
年
ジ

ュ
ネ
ー
ヴ
の
Ｈ

・
Ｂ

ｏ
ド

ｏ
ソ
ー
シ
ュ
ー
ル
を
モ
ン
・
ブ
ラ
ン
の
イ
タ
リ

ア
側
ミ
ア
ー
ジ
ュ
氷
河
に
案
内
し
た
の
を
最
初
と
認
め
て
い
る
。

本
章
は
同
歴
史
―
ア
オ
ス
タ
谷
か
ら
ア
ペ
ニ
ン
ま
で
七
地
区
に
分
け
た

ガ
イ
ド
の
詳
し
い
列
伝
を
の
せ
、
そ
の
間
に
著
名
な
も
の
の
肖
像
画
を
は

さ
ん
で
あ
る
。
か
れ
ら
独
得
の
面
魂
を
眺
め
な
が
ら
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
を

辿
る
の
は
面
白
い
。

０
組
織
―

一
八
五
〇
年
頃
ク
ー
ル
マ
イ
ョ
ー
ル
に
出
来
た
イ
タ
リ
ア
最

初
の
案
内
組
合
は
、　
一
八
六
八
年
政
府
に
公
認
さ
れ
、
シ
ャ
モ
ニ
ー
に
次

い
で
世
界
第
二
を
誇

っ
て
い
る
。
純
粋
の
ガ
イ
ド
が
十
七
名
、
牒
馬
牽
き

ガ
イ
ド
が
十
名
で
あ
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
山
岳
会
は
、　
一
八
七
〇
年
い
ら
い
ガ
イ
ド
の
素
質
向
上
と
、

そ
の
組
織
お
よ
び
傷
害
補
償
の
問
題
を
重
視
し
て
研
究
を
重
ね
た
が
、　
一

八
八
八
年
主
要
支
部
が

一
つ
の
ガ
イ
ド

・
ポ
ー
タ
ー
組
合
を
作
り
、
か
れ

ら
の
任
務
と
賃
金
を
定
め
、
労
働
補
償
基
金
に
加
入
し
た
。
こ
れ
が
他
の
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支
部
に
も
波
及
し
、　
一
九
二

一
年
に
は
こ
れ
を
統
合
し
て

〃
イ
タ
リ
ア
山

岳
会
ガ
イ
ド

・
ポ
ー
タ
ー
全
国
組
合
″
が
成
立
し
た
。
右
の
歴
史

の
ほ

か
、
各
支
部
で
行
な
わ
れ
る
ガ
イ
ド

・
ポ
ー
タ
ー
の
採
用
お
よ
び
昇
級
の

実
地
試
験
の
経
過
が
載
せ
て
あ
る
。

０
ガ
イ
ド
契
約
―
ガ
イ
ド
と
登
山
者
の
契
約
の
性
質
に
関
し
、
慣
習
、

ガ
イ
ド

・
ポ
ー
タ
ー
組
合
規
約
等
に
つ
い
て
、
学
説
お
よ
び
判
例
を
挙
げ

て
法
律
的
考
察
を
遂
げ
、
ガ
イ
ド
の
責
任
、
お
客
の
責
任
、
賃
金
―
報
酬

の
放
棄
、
遭
難
救
助
作
業
と
イ
タ
リ
ア
山
岳
会
救
護
団
と
の
関
係
等
に
つ

い
て
論
じ
、
そ
の
中
に
は
Ｋ
２
遠
征
に
関
す
る
ガ
イ
ド
対
山
岳
会
の
訴
訟

な
ど
の
興
味
ぶ
か
い
記
事
が
あ
り
、
わ
が
国
で
も
将
来
起
こ
る
か
も
知
れ

な
い
問
題
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
。

◇
イ
タ
リ
ア
大
学
生
山
岳
会
　
Ｈ】
ｏ
〓
げ
＞
ぼ
Ｆ
ｏ
＞
ｏａ
①８
一８

ＨＳ
〓
‐

８
ｏ
　
　
一
九
頁

一
九
〇
四
年
四
月
五
日
、
ト
リ
ノ
に
お
い
て
イ
タ
リ
ア
山
岳
会
員
十
六

名
に
よ
っ
て
会
の
内
部
に
成
立
し
た
、
ガ
イ
ド
無
し
登
山
を
趣
旨
と
す
る

山
岳
会
の
歴
史
。

◇
青
少
年
登
山
百
年
史
　
　
一
四
頁

イ
タ
リ
ア
山
岳
会
は
創
立
者
セ
ラ
の
意
向
に
基
づ
き
、
は
じ
め
か
ら

一

般
大
衆
の
参
加
を
歓
迎
し
、
殊
に
青
少
年
登
山
の
奨
励
と
訓
練
に
力
を
入

れ
た
。
政
府
も
体
育
に
留
意
し

一
九

一
〇
年
文
部
省
は
全
国
の
学
校
が

一

ヵ
月
に

一
日
は
遠
足
す
る
こ
と
を
定
め
、
第

一
次
大
戦
ま
で
実
施
さ
れ
好

結
果
を
得
た
が
、
第
二
次
大
戦
後
同
様
の
定
め
は
広
く
行
な
わ
れ
ず
永
続

し
な
か
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
山
岳
会
の
学
生
部
は
安
価
な
装
備
の
供
給
、
技

術
書
の
出
版
等
を
行
な
っ
た
。
戦
後
の
調
査
に
よ
っ
て
学
生
生
徒
の
体
力

低
下
が
わ
か
っ
て
以
来
、
文
部
省
は
ス
ポ
ー
ツ
を
奨
励
し
、
山
岳
会
は
委

員
会
を
設
け
て
研
究
し
、
学
校
の
登
山
旅
行
、
夏
休
み
中
の
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
等
を
実
行
し
て
い
る
。
本
章
は
、
こ
の
歴
史
を
述
べ
る
と
共
に
青
少
年

の
登
山
に
伴
う
危
険
、
そ
の
他
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
。

◇
登
山
学
校
　
　
一
二
頁

各
支
部
で
登
山
学
校
を
開
く

一
方
、
本
部
に
登
山
学
校
全
国
委
員
会
を

設
け
て
、
こ
れ
ら
の
訓
練
行
事
を
調
整
指
導
し
、
講
師
を
養
成
し
、
教
材

を
用
意
し
て
い
る
。
現
在
全
国
的
の
も
の
一
一
（そ
の
一
々
に
つ
き
記
載

し
て
あ
る
）
支
部
に
属
す
る
も
の
二
七
。

◇
遭
難
救
助
　
　
一
五
頁

山
岳
会
の
創
設
と
共
に
、
こ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
必
要
に
応
じ

て
各
地
方
で
救
護
所
が
設
け
ら
れ
救
助
隊
が
組
織
さ
れ
た
が
、　
一
九
五
四

年
イ
タ
リ
ア
山
岳
会
遭
難
救
護
団
が
組
織
さ
れ
た
。
本
章
に
は
そ
れ
に
至

る
ま
で
の
経
緯
と
、
救
護
隊
の
活
動
を
詳
述
し
て
あ
る
。

◇
ス
キ
ー
登
山
　
　
三
二
頁

ス
キ
ー
と
ス
キ
ー
登
山
の
歴
史
。　
一
六
六
三
年
欧
州
極
北
の
ノ
ー
ス
・

ケ
ー
プ
ま
で
旅
行
し
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ネ
グ
リ
が
、
最
初
に
ス
キ
ー

を
用
い
た
イ
タ
リ
ア
人
で
あ
り
、　
一
八
九
七
年
ロ
イ
チ
中
尉
が
こ
れ
を
試

み
、
そ
の
採
用
を
山
岳
部
隊
長
に
す
す
め
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

◇
欧
洲
以
外
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
人
の
登
山
　
　
一
〇
七
頁

ア
ジ
ア
、
コ
ー
カ
サ
ス
、
小
ア
ジ
ア
、
イ
ラ
ン
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

ｏ
カ
ラ
コ

ル
ム
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
中
央
ア
ジ
ア
、
ア
ジ
ア
　
＞

の
島
時

（ピ
エ
ロ
・
ギ
リ
ョ
ー
ネ
と
フ
ォ
ス
コ
・
マ
ラ
イ
ー
ニ
の
日
本
及
　
３１１

び
台
湾
登
山
を
記
す
）
、
ア
フ
リ
カ
、
中
米
、　
ア
ラ
ス
カ
、
グ
リ
ー
ン
ラ
　
＜



ン
ド
、
北
米
、
南
米
、
大
洋
洲
、
ハ
ワ
イ
、
即
ち
全
世
界
に
わ
た
る
イ
タ

リ
ア
登
山
家
の
活
動
の
あ
と
を
詳
述
す
る
。

手
　
　
　
段

◇
山
小
屋
と
避
難
小
屋
　
　
六
七
頁

イ
タ
リ
ア
山
岳
会
所
属
山
小
屋
お
よ
び
避
難
小
屋
の
建
設

の
歴
史

か

ら
、
戦
中
戦
後
の
状
態
、
そ
の
経
営
に
伴
う
諸
問
題
を
記
し
、
主
な
小
屋

の
ス
ケ
ッ
チ
と
、
す
べ
て
の
小
屋
の
表
と
分
布
図
。
そ
の
数
と
利
用
状
況

は
次
の
通
り
。

一
八
八
二

一
九

一
三

一
九
二
八

一
九
四
六

一
九
六
三

年

　

　

度

三
〇

一
三
二

三
八
〇

四

一
九

四
四
三

小

屋

の
数

三
、
六
〇
〇

八
、
九
六
〇

五
〇
、
五
七
二

八
〇
、
○
○
○

八
五
、
四
四
六

利
用
会
員
数

一
二
〇
七
三

〓
二
三

一
九
〇

一
九
二

一
戸
当
り
人
数

◇
山
小
屋
の
建
築
法
　
　
二
九
頁

図
面
お
よ
び
写
真
入
り
。

◇
山
小
屋
中
央
委
員
会
　
　
一二
頁

山
小
屋
の
建
設
と
管
理
を
全
国
的
見
地
か
ら
調
整
す
る
仕
組

み

の
説

明
。◇
登
山
技
術
と
装
備
の
進
歩
　
　
四
七
頁

昔
か
ら
の
技
術
と
装
備
の
変
遷
を
説
明
し
、
今
日
の
ピ
ト
ン
、ボ
ル
ト
、

カ
ラ
ビ
ナ
、
そ
の
他
に
及
ぶ
。　
一
八
九
八
年
イ
タ
リ
ア
最
初
の
登
山
技
術

書

（ジ
ュ
リ
オ

●
ブ
ロ
シ
ュ
レ
ル
著
）
の
興
味
あ
る
記
事
を
転
載
す
る
。

◇
刊
行
物

０
定
期
刊
行
物
　
　
三
二
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

山
岳
会
創
立
後
二
年
た
っ
た

一
八
六
五
年
、
は
じ
め
て
年
に
四
回
の
会
　
３１２

誌
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
出
な
か
っ
た
の
は
会
員
数
が
少
な
く

（約
　
く

二
百
名
）
、
資
金
も
不
充
分
だ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
爾
来
十
二
名
の
編

纂
主
任
が
相
次
い
で
今
日
に
至
る
、
そ
の
一
人
ず
つ
の
業
績
を
詳
述
し
て

あ
る
の
は
、
如
何
に
こ
の
刊
行
を
重
く
見
て
い
る
か
が
わ
か
る
。

０
イ
タ
リ
ア
山
岳
案
内
記
　
　
四
九
頁

一
八
八
〇
年
い
ら
い
出
版
さ
れ
た
二
四
冊
の
説
明
。

０

〃
山
小
屋
か
ら
山
小
屋

へ
″

（案
内
記
）
八
頁

既
刊

一
一
冊
の
説
明
。

◇
国
民
図
書
館
　
　
七
頁

ト
リ
ノ
に
在
り
、
蔵
書

一
四
、
五
〇
〇
冊
、
稀
瑚
書
お
よ
び
有
名
登
山

家
の
自
署
本
多
数
。

◇
山
岳
映
画
　
　
七
頁

一
九
〇
〇
年
以
降
の
イ
タ
リ
ア
山
岳
映
画
お
よ
び
映
画
祭
の
概
説
。

◇
国
民
山
岳
博
物
館

一
八
七
四
年
ト
リ
ノ
市
の
由
緒
あ
る
建
物
に
設
け
ら
れ
、
イ
タ
リ
ア
登

山
家
の
業
績
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
記
念
品
を
あ
つ
め
て
い
る
。
本
章
は
、

こ
の
建
物
の
由
来
と
そ
の
内
容
を
説
明
し
て
い
る
。

◇
漫
画
に
あ
ら
わ
れ
た
イ
タ
リ
ア
山
岳
会
　
　
四
頁

漫
画
家
と
登
山
と
の
関
連
を
書
い
た
も
の
に
、
六
つ
の
漫
画
の
複
製
を

添
え
て
あ
る
。

〔
日
高
信
六
郎
〕
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滸
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刈
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一

日、
一Ⅷ
判）
ＮＯ
∽
・

先
ず
、
そ
の
内
容
か
ら
い
う
と
、
全
巻
を
二
十
章
に
分
か
ち
、
第

一
章

は

「山
岳
美
の
発
見
」
と
題
し
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
、
ヘ
ブ
ラ
イ
人
、

ゴ
ー
ト
人
の
山
に
対
す
る
考
え
方
、
態
度
、
第
二
章
は
「山
に
登
る
動
機
」

と
し
て
ラ
ス
キ
ン
の
登
山
感
を
引
用
し
、
第
二
章
は

「先
駆
者
」
と
題
し

て
、
未
だ
所
謂
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
登
山
で
は
な
い
が
、
実
際
に
は
山

を
登
り
初
め
た
時
代
と
で
も
い
う
か
、
こ
の
時
代
に
は
牧
師
や
山
麓
の
猟

師
等
に
よ
っ
て
、
山
の
頂
が
踏
ま
れ
た
時
代
で
、
こ
の
章
あ
た
り
か
ら
我

我
も
知

っ
て
い
る
よ
う
な
先
駆
者
、
ソ
ー
シ
ュ
ー
ル
と
か
ス
ペ
シ
ャ
と
か

マ
イ
ャ
ー
家
の
人
々
等
の
登
山
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
第
四
章
は

「英
国

人
の
先
駆
者
」
と
題
し
て
、
先
ず
イ
ギ
リ
ス
登
山
界
の
父
、
フ
ォ
ー
ブ
ス

を
語
り
、
ア
ル
バ
ー
ト

ｏ
ス
ミ
ス
に
続
い
て
メ
ン
ヒ
、
ウ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ン
の
登
山
に
及
び
、
例
の
ア
ル
フ
レ
ツ
ド

ｏ
ウ
ィ
ル
ス
と
バ
ル
マ
と
の
登

頂
争
い
の
話
も
、
こ
の
章
で
初
め
て
出
て
来
て
い
る
。

第
五
章
の

「英
国
山
岳
会
」
は
、
創
立
の
動
機
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ｏ
メ
ン

バ
ー
、
当
時
の
先
駆
者
と
し
て
テ
ィ
ン
ダ
ル
の
名
な
ど
も
、
こ
の
章
で
初

め
て
出
て
来
る
。
こ
の
時
代
は
、　
一
八
五
七
年
の
英
国
山
岳
会
の
創
立
の

年
か
ら
始
ま
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
登
山
家
が
圧
倒
的
に
登
場
、
活
躍
す
る

こ
と
は
衆
知
の
通
り
、
黄
金
時
代
の
終
り
迄
の
代
表
的
人
物
と
し
て
、
ウ

ィ
ン
パ
ー
、
レ
ス
リ
ー
●
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
等
の
挿
話
が
、
次
の
第
六
章
に

亘
っ
て
十
数
頁
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
七
章
は
、

「黄
金
時
代
の
ガ
イ
ド
連
中
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
バ
ル
マ
、
ア
ン
デ
レ
ッ
グ
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ア
ル
マ
ー
、
ラ

ウ
エ
ナ
ー
、
ク
ロ
ツ
ツ
、
カ
ー
レ
ル
等
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
一
流
ど

こ
ろ
が
選
ば
れ
て
い
る
の
も
当
然
の
こ
と
だ
。
第
八
章
は
黄
金
時
代
が
終

わ
っ
て
、　
一
人
八
二
年
の
ダ
ン
・デ

ユ
・ジ
エ
ア
ン
の
登
頂
迄
の
間
を
称
し

て

「銀
の
時
代
の
登
山
」
と
し
て
、
こ
の
時
代
の
登
山
は
マ
ン
メ
リ
ー
、

ホ
ー
レ
ス
・
ウ
オ
ー
カ
ー
を
初
め
と
し
て
、
殆
ん
ど
イ
ギ
リ
ス
の
登
山
家

に
よ
っ
て
登
頂
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
が
、　
一
部
は
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の

登
山
家
の
活
躍
も
こ
の
頃
に
初
め
て
現
わ
れ
、
メ
イ
ジ
ュ
の
登
頂
と
か
ツ

ィ
グ
モ
ン
デ
ィ
ー
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
、
ま
た
ガ
イ
ド
レ
ス
登
山
の
勃

興
等
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

続
い
て
こ
の
時
代
の
代
表
的
人
物
と
し
て
、
第
九
章
に
マ
ン
メ
リ
ー
と

ク
ー
リ
ッ
ジ
の
人
物
評
み
た
い
な
こ
と
が
二
十
数
頁
に
亘
っ
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
筆
者
も
こ
れ
等
の
連
中
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
ウ

ィ
ン
パ
　
Ｄ

Ｉ
、
レ
ス
リ
ー

●
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
章
と
共
に
、
今
迄
に
幾
多
の
文
献
に
　
３１３

よ
っ
て
多
少
の
こ
と
は
知

っ
て
い
た
も
の
の
、
こ
こ
で
又
更
め
て
今
迄
知
　
く



リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ド
の
谷
を
独
り
淋
し
く
ゥ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
を
迎
ぎ
な
が
　
Ｄ

ら
道
遥
す
る
件
は
、
本
書
の
唯

一
の
感
傷
的
場
面
と
で
も
言
お
う
か
。　
　
　
３１４

併
し
、半
面
、
昔
ラ
ン
の
著
書
が
入
り
始
め
た
頃
は
、
日
本
で
も
漸
く
冬
　
く

期
登
山
が
勃
興
し
出
し
た
頃
で
も
あ

り
、
前
述
の

ヘヘ＞
ぼ
Ｆ
①
∽
江
―
ヨ
”

”け
”
〓
目
の置
Ｆ
∽
”乱

∽
８
∽８
∽
ピ
等
に
つ
い
て
は
、
『先
離
者
』
の
著
者

等
も
判
然
筆
者
に
、
こ
の
本
の
教
え
を
受
け
る
処
が
多
々
あ
っ
た
と
言

っ

て
い
た
し
、
当
時
の

『登
高
行
』
や

『山
と
ス
キ
ー
』
に
発
表
し
た

「春

の
槍
ヶ
岳
」
と

「五
月
の
立
山
」
と
か

「火
口
原
の
ス
キ
ー
・
ヒ
ュ
ッ
テ
」

等
を
読
ん
で
見
れ
ば
、
成
程
と
う
な
ず
け
る
個
所
が
あ
る

の
だ
。
「
五
月

の
立
山
」
な
ど
は
確
か
筆
者
の
記
憶
に
誤
り
な
け
れ
ば
、
こ
の
本
を
室
堂

迄
携
え
て
行

っ
た
と
思
う
。
従

っ
て
日
本
の
冬
期
登
山
の
初
期
は
、
ア
ー

ノ
ル
ド

ニ
フ
ン
の
間
接
の
指
導
に
よ
る
も
の
だ
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な

い
と
筆
者
は
思

っ
て
い
る
。

第
十
章
は
ア
ル
プ
ス
の
著
名
峰
が
登
り
尽
く
さ
れ
て
か
ら
、
海
外
遠
征

へ
の
熱
が
拾
頭
し
て
来
た
こ
と
に
及
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
も
当
然
の
話
で
、

コ
ー
カ
サ
ス
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
、
ピ
レ
ネ
ー
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
北
米
、

ロ
ッ
キ
ー
、
ア
ン
デ
ス
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
等

へ
の
遠
征

登
山
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、第
十

一
章
に
お
い
て
は
、遠
征
と
な
れ

ば
誰
し
も
異
存
の
な
い
フ
レ
ツ
シ
ユ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
ア
ブ
ル
ッ
チ
ー
公
、

コ
ン
ウ
ェ
イ
、
セ
ラ
等
が

「
四
人
の
海
外
遠
征
の
偉
人
」
と
し
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
等
四
人
の
人
物
に
つ
い
て
も
、
他
の
多
く
の
文
献
に
よ

っ
て
今
迄
語
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
、
挿
話
的
な
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い

て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
第
十
二
章
は
再
び

「
ア
ル
プ
ス
」
に
戻
っ
て

（
一
八
八
二
年
―

一
九

一
四
年
）
と
併
記
し
て
あ
る
が
、　
つ
ま
り
銀
の
時

ら
な
か
っ
た
挿
話
的
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
か
っ
た
。

こ
の
第
九
章
に
お
い
て
、
マ
ン
メ
リ
ー
が
英
国
山
岳
会
に
入
会
を
拒
否
さ

れ
た
い
き
さ
つ
等
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
併
せ
て
ラ
ン
自
身
の
拒
否
さ
れ

た
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
マ
ン
メ
リ
ー
の
こ
と
は
他
の
文
献
に

よ
っ
て
知

っ
て
い
た
が
、
ラ
ン
自
身
の
こ
と
が
公
の
活
字
と
な
っ
て
表
わ

れ
た
の
は
、
こ
れ
が
始
め
で
は
な
い
か
…
…
。
拒
否
さ
れ
て
い
る
事
実
は

そ
の
昔
、
ラ
ン
の

ヘヘ＞
ぼ
Ｆ
の
∽
〓
―〓
∞
”計
”〓
一〓
①置
Ｆ
∽
”●
鮎
∽
８
∽ｏ
●
∽
ν）

が
日
本
に
入
っ
て
来
た
頃
か
ら
知

っ
て
は
い
た
も
の
の
、
文
献
に
表
わ
れ

た
の
は
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
、
こ
れ
が
始
め
て
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
、

新
知
識
を
得
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
だ
が
。
勿
論
、
他
人
が
山
岳
会

入
会
を
拒
否
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
人
の
困
る
の
を
喜
ぶ
よ
う
な
、
そ

ん
な
考
え
で
は
な
い
が
、　
①ｘ
ｏＦ
∽いく
の
な
英
国
山
岳
会
の
永
い
歴
史
の
一

的
と
し
て
、
興
味
を
抱
い
た
だ
け
の
話
だ
が
。

事
実
、
戦
後
久
し
振
り
で
英
国
山
岳
会
の
会
員
名
簿
を
見
た
り
、
ア
ル

パ
イ
ン
ｏ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
誌
を
手
に
し
て
先
ず
驚
い
た
の
は
、
ラ
ン
が
と
う

と
う

「Ａ
ｅＣ
の
会
員
に
な
っ
た
…
…
」
と
、僕
は
思
わ
ず
同
僚
に
叫
ん
で

し
ま
っ
た
こ
と
も
覚
え
て
い
る
。
そ
れ
程
日
本
に
お
い
て
は
、
ラ
ン
の
著

書
が
我
々
学
生
時
代
か
ら
ス
キ
ー
の
本
を
始
め
と
し
て
数
多
く
入
っ
て
来

て
お
り
、
そ
の
名
も
知
れ
渡

っ
て
い
た
だ
け
に
半
面
、何
故
ア
ル
パ
イ
ン
ｏ

ク
ラ
ブ

に
入
会
お
断
わ
り
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
疑
問
も
当
然
起
り
、　
そ

の
理
由
も
聞
い
て
い
た
わ
け
だ
。
彼
の

ヘヘ
↓
ゴ
の
同
品
〓
∽ｒ
口
”●
〓

，
①

＞
ぼ
∽
こ
と
か

、へＯ
ｘ
ｈｏ
社

〓
ｏｃ
●
Ｓ
Ｆ
①①【Ｆ
∞
同
∽∽”Ч
∽
、、
な
ど
を
読
め
ば
、

ま
あ
、
誰
だ
っ
て
不
思
議
に
は
思
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
章
の

ラ
ン
が
入
会
お
断
わ
り
の
電
報
を
受
取

っ
て
悶
々
の
情
遣
る
瀬
な
く
、
グ



図 書 紹 介

代
か
ら
第

一
次
欧
州
大
戦
の
間
の
欧
州
各
国
の
著
名
登
山
家
の
業
績
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
エ
ギ
ー
ユ
ｏ
ブ
ラ
ン
シ
ュ
・
ド

・
プ
ト
レ
ー
の

初
登
攀
者
、
シ
ー
モ
ア
・
キ
ン
グ
と
か
ダ
ン
・
デ

ユ
・
ジ
ェ
ア
ン
の
プ
フ

ァ
ネ
ル
、
ハ
ー
ケ
ン
の
創
始
者
フ
ィ
ヒ
ト
ル
、
九
十
四
歳
で
英
国
山
岳
会

名
誉
会
員
に
推
さ
れ
、
七
十
九
座
の
四
千
米
級
の
全
部
に
登
っ
た
と
い
う

ブ

ロ
デ
ィ
ツ
ヒ
、
ギ
ド

・
レ
イ
、
ス
イ
ス
の
ハ
ス
ラ
ー
、
ガ
イ
ド
の
ク
ル

ッ
カ
ー
等
そ
の
他
ア
ル
プ
ス
の
文
献
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
読
者
な
ら
、

誰
で
も
知

っ
て
い
る
よ
う
な
連
中
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

て

い
る

が
、
特
に
こ
の
章
で
Ｖ

・
Ｊ

ニ
フ
イ
ア
ン
と
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ッ
プ

・
ヤ
ン
グ

に
つ
い
て
詳
し
く
数
頁
を
さ
い
て
い
る
。
ヤ
ン
グ
は
当
然
の
こ
と
と

し

て
、
ラ
イ
ア
ン
と
い
う
人
物
は
勿
論
著
書
も
な
く
詳
し
い
こ
と
は
知
ら
な

か
っ
た
が
、
こ
の
章
に
よ
っ
て
初
め
て
詳
し
く
知

っ
た
よ
う
な
次
第
で
あ

る
。
彼
は
相
当
の
業
績
を
残
し
な
が
ら
、
横
柄
な
処
が
あ
っ
て
、
ア
ル
パ

イ
ン
・
ク
ラ
ブ
で
も
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ル
組
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
こ

の
章
で
知

っ
た
次
第
で
あ
る
。
特
に
ギ
ド

・
レ
イ
が
エ
ギ
ー
ユ
・
ヴ
エ
ル

ト
の
頂
上
で
遊
遁
し
て
、
レ
イ
自
身
が
感
激
し
た
場
面
や
、
ラ
イ
ア
ン
の

グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ド
に
お
け
る
ラ
ン
自
身
と
の
交
際
の
場
面
は
、
仲
々
興

味
あ
る

一
幕
で
も
あ
る
の
で
、
こ
の
件
は
筆
者
も
先
年
、

「会
報
」

や
拙

著

『山

ｏ
よ
き
仲
間
』
で
引
用
し
た
の
で
、
こ
こ
に
敢
え
て
再
録
は
差
し

控
え
る
が
興
味
あ
る
個
所
で
あ
る
。

第
十
三
章
は

「
ス
キ
ー
登
山
と
冬
期
登
山
」
と
題
し
て
述

べ
て

い
る

が
、
ス
キ
ー
登
山
の
早
く
か
ら
の
提
唱
者
の
ラ
ン
と
し
て
は
、
当
然
述
ベ

る
の
も
無
理
は
な
い
だ
ろ
う
。
最
後
に
秩
父
官
殿
下
に
お
供
し
た
こ
と
や

殿
下
が
立
派
な
登
山
家
で
、
そ
の
お
人
柄
に
つ
い
て
も
賞
讃
の
言
葉
を
述

べ
て
い
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。
従
来
、
高
貴
の
方
々
で
英
国
山
岳
会

の
名
誉
会
員
に
列
せ
ら
れ
た
方
々
は
、
ベ
ル
ギ
ー
皇
帝
な
ど
を
始
め
と
し

て
沢
山
あ
る
が
、
特
に
こ
の
百
年
史
の
一
章
で
秩
父
官
殿
下
に
つ
い
て
詳

細
に
亘
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
我
々
と
し
て
も
何
と
も
嬉
し
い
こ

と
だ
。

こ
こ
で
聯
か
余
談
に
渉
る
が
―

二
、
三
年
前
の
ア
ル
パ
イ
ン
ｏ
ジ
ャ

ー
ナ
ル
誌

（く
ｏ
ｒ
ｒ
Ｘ
Ｘ
Ｆ
Ｚ
ｏく
Ｌ
８
ｏ
）
に
当
方
よ
り
寄
稿
し
た

、へ〓
ｏ
・

Ｏ
①日

〓
８
ュ
”Ｆ
８
【Ｆ
∞
〓
Ｆ
Ｕ
””
「

の
中
に

「秩
父
宮
殿
下
の
こ
と
に

つ
い
て

一
言
も
触
れ
て
い
な
い
の
は
誠
に
残
念
だ
」
と
い
う
書

き
出

し

で
、
殿
下
の
生
前
を
偲
ん
で
い
る

一
文
が
ダ
グ
ラ
ス
ｏ
バ
ス
ク
と
い
う
会

員
に
よ
っ
て
近
着
の
ア
ル
パ
イ
ン
ｏ
ジ
ャ
ー
ナ
ル

（く
ｏ
ｒ
ｒ
Ｘ
Ｘ
ＨＦ
〓
ど

ＨＯ霧
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
宣
伝
屋
の
称
あ
る
ラ
ン

の
唯
の
お
世
辞
で
も
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
バ
ス
ク
と
い
う
人
は
相
当

の
登
山
家
で
も
あ
る
ら
し
く
、
そ
の
著
書

へ^
∪
①】８
Ｓ
匡
①
〓
８
・
Ｓ
Ｆ
∽
ｖ

（８
ぶ
）
は
楽
し
き
本
と
し
て
ラ
ン
も
、　
こ
の
第
十
六
章
で
推
賞
し
て
い

る

。第
十
四
章
は

「鉄
の
時
代
」
と
題
し
て
ピ
ト
ン
、
カ
ラ
ビ
ナ
、
ロ
ッ
ク

ド
リ
ル
、
ア
ン
カ
ー
等
を
携
え
て
岩
場
を
登
攀
す
る
こ
と
を
人
工
登
山
と

称
し
、
こ
の
度
の
世
界
大
戦
に
は
さ
ま
れ
た
時
代
に
大
い
に
発
達
し
た
こ

と
を
述
べ
、
こ
の
登
山
法
に
対
す
る
諸
家
の
批
判
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の

章
で
模
さ
ん
の
ア
イ
ガ
ー
東
尾
根
登
攀
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
時
の
登
攀
は
人
工
登
攀
の
論
議
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
―

つ
ま
り
　
≫

従
来
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
の
登
攀
法
と
し
て
は
、
最
も
立
派
な
極
致
を
行
　
３１５

な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
　
く



言
っ
て
い
る
。

「最
も
悪
い
、
悪
場
で
十
八

フ
ィ
ー
ト

の
長
さ
の
棒
を
利
用
し
て
登
ら

れ
た
。
（
こ
の
丸
棒
の
構
造
に
つ
い
て
は
特
に
槙
さ
ん
の

『山
行
』

か
ら

引
用
す
る
と
―

丸
太
棒
の
上
、上
端
に
鉤
を
付
し
、下
端
に
三
本
の
石
突

を
付
し
、
其
中
の
一
本
の
足
は
根
本
を
輪
に
し
て
自
由
に
回
転
す
る
様
に

作

つ
た
。
こ
れ
は
岩
壁
の
傾
斜
面
に
対
し
何
時
も
三
本
の
石
突
を
確
実
に

用
い
ん
た
め
で
あ
る
―
―
「山
行
」
初
版
八
二
頁
よ
り
）。
こ
の
工
夫
は
、

ア
ル
プ
ス
の
初
期
の
ガ
イ
ド
連
中
が
屡
々
用
い
て
い
た
梯
子
に
似

て

い

る
。
山
の
構
造
を
変
え
ず
に
、
そ
の
侭
の
状
態
に
し
て
お
く
梯
子
の
よ
う

な
補
助
用
具
と
、
岩
に
ピ
ト
ン
を
打
ち
込
ん
で
山
の
構
造
、
状
態
ま
で
変

え
て
登
攀
す
る
や
り
方
と
の
間
に
は
、
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
の
だ
」
と

述
べ
て
い
る
の
は
注
目
に
価
す
る
所
だ
。

続
い
て
人
工
登
山
の
勃
興
と
共
に
起

っ
た
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
北
壁
、

グ
ラ
ン
ド

ｏ
ジ
ョ
ラ
ス
の
北
壁
、
ア
イ
ガ
ー
の
北
壁
、
所
謂
ア
ル
プ
ス
の

三
大
壁
の
登
攀
に
つ
い
て
各
々
一
頁
大
の
写
真
入
り
で
述
べ
ら

れ

て

い

る
。第

十
五
章
は
「第

一
次
大
戦
と
第
二
次
大
戦
の
間
の
時
代
」
と
題
し
、
ア

ル
プ
ス
で
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
活
躍
は
フ
ィ
ン
チ
の
ダ
ン
・
デ
ラ
ン
、
ブ
ラ

ウ
ン
の
ブ
レ
ン
ヴ
ァ
、
他
数
例
を
除
い
て
は
特
記
に
価
す
る
も
の
は
な
い

が
、
そ
の
代
リ
イ
ギ
リ
ス
人
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
活
躍
は
特
記
す
べ
き

も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
即
ち
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
設
立
、
エ
ベ
レ

ス
ト
を
初
め
と
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
山
の
こ
と
を
述
べ
、
こ
の
中
に
我
が

ナ
ン
ダ

・
コ
ッ
ト
遠
征
の
件
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
シ
プ
ト
ン
、
テ
ィ
ル

マ
ン
等
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
シ
プ
ト
ン

の
小
遠
征
隊
主
義
の
こ
と
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

次
い
で
、
こ
の
時
代
に
ア
ル
バ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
勤
め
た
二
人
　
３１６

の
偉
大
な
る
登
山
家
と
し
て
、
フ
ァ
ー
ラ
ー
と
ス
ト
ラ
ッ
ト
の
名
が
出
て
　
く

い
る
。
も
う

一
人
、
こ
の
時
代
に
は
恐
ら
く

一
番
活
躍
し
た
と
言
わ
れ
て

も
差
支
え
な
い
ス
マ
イ
ス
の
三
名
に
つ
い
て
の
人
物
評
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
の
は
見
逃
し
難
い
読
物
で
あ
る
。
フ
ァ
ー
ラ
ー
も
ス
ト
ラ
ッ
ト
も
著
書

こ
そ
な
け
れ
、
登
山
家
と
し
て
も
、
ま
た
円
満
な
る
人
格
者
と
し
て
か
ね

て
か
ら
敬
意
を
抱
い
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
章
は
楽
し
く
読
め
た
次
第
で

あ
る
。
唯
、
こ
の
際
、
筆
者
の
欲
を
言
わ
せ
て
貰
え
ば
、
ス
ト
ラ
ッ
ト
が

第

一
次
大
戦
中
、
自
ら
身
を
挺
し
て
オ
ー
ス
タ
リ
ー
の
カ
ー
ル
皇
帝

一
家

を
助
け
て
ス
イ
ス
に
脱
出
を
計
り
、
こ
の
勇
敢
に
し
て
大
胆
な
る
行
為
は

時
の
首
相
、
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
を
し
て

「
こ
の
若
年
の
英
将

校
の
手
記
は
誰
か
戦
慄
な
く
し
て
読
み
お
わ
せ
よ
う
か
…
…
」
と
迄
感
激

せ
し
め
た
挿
話
の
一
端
で
も
述
べ
て
貰
い
た
か
っ
た
の
だ
が
…
…
。

第
十
六
章
は

「第
二
次
世
界
戦
争
中
と
大
戦
後
の
ア
ル
パ
イ
ン
ｏ
ク
ラ

ブ
」
と
題
し
、
も
し
英
国
が
敗
れ
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
治
下
に
な
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
タ
リ
ー
の
登
山
家
連
中
は
、
登
山

界
の
母
な
る
ア
ル
パ
イ
ン
・ク
ラ
ブ
の
こ
と
は
忘
れ
て
い
な
い
筈
だ
。
Ａ
ｏ

Ｃ
は
昔
か
ら
国
威
の
発
揚
な
ど
と
い
う
も
の
よ
り
は
、
も

っ
と
重
要
な
、

国
境
を
超
越
し
た
登
山
家
間
の
親
交
と
い
う
伝
統
の
保
持
に
よ
っ
て
、
異

国
と
の
登
山
家
と
結
ば
れ
て
い
る
の
だ
。
つ
ま
り
登
山
家
の
間
に
は
国
境

の
へ
だ
た
り
も
何
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

次
い
で
、
こ
の
戦
争
勃
発
時
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
会
長
を
や
っ
た
ヤ

ン
グ
、
ク
ロ
ー
ド

・
シ
ュ
ス
タ
ー
、
レ
オ
ポ
ル
ド

・
エ
メ
リ
ー
の
人
物
評
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を
述
べ
て
い
る
。
エ
メ
リ
ー
に
つ
い
て
は
特
に
清
簾
潔
癖
な
政
治
家
と
し

て
、
チ
ャ
ー
チ
ル
と
並
び
称
せ
ら
れ
る
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
、
歴
代
の
会
長
の
中
で
も
最
も
社
会
的
地
位
の
高
名
な
る
人
物
で
あ
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
ラ
ン
自
身
に
し
て
も
ア
ル
パ
イ
ン
ｏ
ク
ラ
ブ
に
入
会

さ
せ
て
貰

っ
た
の
は
、
エ
メ
リ
ー
と
シ
ュ
ス
タ
ー
の
推
薦
に
よ
っ
た
の
だ

か
ら
、
こ
こ
で

一
言
述
べ
る
こ
と
も
当
然
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
の
三
名
に
つ

い
て
は
百
年
史
の
一
頁
を
飾
る
に
も
当
然
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
物
だ
。

殊
に
エ
メ
リ
ー
は

一
九
五
五
年
、
モ
ン
テ
ｏ
ロ
ー
ザ

・
ホ
テ
ル
の
開
業
百

年
祭
に
出
席
、
坐
長
格
と
し
て
名
演
説
を
試
み
て
後
、
僅
か
数
ヵ
月
に
し

て
亡
く
な
っ
た
こ
と
も
、
筆
者
は
よ
く
知

っ
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
章
も

亦
面
白
く
読
ん
だ
次
第
だ
。

第
十
七
章
は

「
エ
ベ
レ
ス
ト
」
に
全
章
を
費
や
し
て
い
る
が
、
何
し
ろ

ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
成
し
遂
げ
た
世
紀
の
偉
業
な
の
だ
か
ら
当
然
の

こ
と
だ
。

第
十
八
章
は
エ
ベ
レ
ス
ト
に
続
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
巨
峰
の

「偉
大
な
る
十
年

間

（
一
九
四
六
年
―

一
九
五
六
年
）」
と
し
て
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
、
テ
ィ
リ

チ

ｏ
ミ
ー
ル
、
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ー
ト
、
Ｋ
２
他
八
千
米
級
、
ム
ス
タ
ー

グ

・
ア
ー
タ
の
登
頂
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
我
が
マ
ナ
ス
ル
に
つ
い

て

一
言
も
触
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
な
こ
と
だ
。

ま
た
ス
イ
ス
山
岳
研
究
財
団
の
設
立
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

第
十
九
章
は

「登
山
文
献
の
近
代
的
傾
向
」
と
題
し
、
曽
て
ヤ
ン
グ
が

Ａ
〓
８
●
Ｓ
〓

ョ
ｏ
Ｌ
■
、
一
九
五
五
年
号
で
、　
へ、
ｏ
ｏ日
”∞
①
”乱

〓
８
甲

言
Ｆ

．ョ
苺
Ｆ
”
、、
な
る
題
名
の
中
で

「山
に
関
す
る
出
版
物
に
対
す
る
不

満
が
増
大
し
て
来
て
い
る
が
、
こ
れ
は
質
よ
り
も
量
に
重
点
が
あ
り
、　
一

時
的
の
興
味
し
か
与
え
ぬ
か
ら
だ
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
価
す

る
こ
と
だ
と
い
う
書
き
出
し
で
、
登
山
を
技
師
の
報
告
の
如
く
記
録
せ
よ

と
の
要
望
が
、
文
学
的
表
現
を
主
と
す
る
山
岳
書
を
書
く
こ
と
の
出
来
な

い
連
中
か
ら
出
て
い
る
。
そ
し
て
、
機
械
時
代
の
科
学
的
人
間
に
は
、
登

山
の
筋
肉
的
運
動
は
機
械
的
で
あ
り
、
人
工
登
攀
に
よ
っ
て
登
頂
、
登
攀

し
た
記
事
の
み
に
同
感
を
抱
く
の
で
あ
る
。
困
難
度
を
格
付
け
し
た
り
、

ピ
ト
ン
使
用
数
を
書
い
た
り
す
る
こ
と
は
、
登
山
に
よ
っ
て
感
動
、
感
激

を
受
け
た
文
学
的
表
現
の
山
岳
書
を
書
く
よ
り
は
ず

っ
と
容
易
だ
か
ら
、

立
派
な
文
章
を
書
け
な
い
こ
れ
等
技
術
派
の
連
中
は
、
技
術
的
の
も
の
で

な
い
山
岳
書
は
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
だ
と
言
っ
て
敬
遠
、
け
な
す

の
で
あ

る

。併
し
、
技
術
的
登
山

（人
工
登
攀
）
書
礼
讃
の
連
中
は
、
近
代
登
山
者

（
こ
こ
で
は
人
工
登
攀
礼
讃
者
の
意
味
）
が
近
代
以
前
の
登
山
者

（
こ
こ

で
は
人
工
登
攀
の
勃
興
す
る
以
前
の
登
山
者
の
こ
と
）
が
技
術
的
に
近
代

登
山
者
に
か
な
わ
な
い
か
ら
、
近
代
登
山
に
反
対
す
る
の
だ
と
い
う
が
、

自
分
達
の
及
ば
ぬ
登
山
文
学
の
レ
ベ
ル
に
反
対
す
る
の
は
お
か
し
い
こ
と

だ
。曽

て
ホ
ワ
ー
ド

（前
山
岳
会
会
長
）
が

、へ＞
ぼ
〓
①
Ｃ
ｏ
〓
■
、
と
い
う

論
文
で
、
ア
ル
プ
ス
登
山
者
は
精
神
的
に
昴
揚
し
た
こ
と
を
述
べ
、
ア
ル

プ
ス
に
登
っ
て
霊
感
を
得
た
と
か
、
感
動
を
得
た
と
か
書
い
た
連
中
の
誇

張
を
皮
肉

っ
た
も
の
だ
が
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的

ア
ル
プ
ス
登
山
者
は

ホ
　
≫

ワ
ー
ド
に
支
援
者
を
見
出
し
た
が
、
私
は
ホ
ワ
ー
ド
が
、
そ
の
説
を
自
ら
　
３１７

重
視
し
て
い
た
と
は
思
わ
な
い
。
例
え
ば
、
古
い
大
寺
院
の
ス
テ
ン
ド

・
　

く



グ
ラ
ス
に
感
動
を
催
さ
な
い
人
々
を
憐
み
は
す
る
が
、
や

っ
つ
け
は
し
な

い
。
併
し
、
中
世
の
遺
産
を
破
壊
し
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
を
、
処
罰
す
る
権

利
は
あ
る
と
思
う
。
同
様
に
ア
ル
プ
ス
に
関
す
る
文
献
を
、　
一
部
の
登
山

者
だ
け
に
向
く
も
の
に
限
る
こ
と
は
嘆
か
わ
し
い
こ
と
だ
と
い
う
よ
う
な

前
置
で
、
要
は
山
岳
書
と
い
う
も
の
は
、
人
工
登
攀
の
よ
う
な
技
術
的
の

こ
と
の
み
を
説
く
の
も
よ
か
ろ
う
し
、
又
そ
れ
を
求
め
る
者
の
多
い
の
は

近
代
の
傾
向
の
よ
う
だ
か
ら
、
そ
れ
も
よ
か
ろ
う
、
併
し

一
方
、
登
山
者

の
山
よ
り
受
け
る
感
動
を
書
き
表
わ
し
た
、
美
し
い
文
学
書
の
よ
う
な
も

の
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
但
し
、
そ
の
表
現
が

あ

ま

り
誇
張
し
過
ぎ

て
、
神
が
か
り
の
よ
う
な
の
は
感
心
し
な
い
が
、　
一
応

∞
ｏ
鮎
と
い
う
言

葉
は
禁
句
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
使

っ
て
も
差
支
え
な
い
の
で
は
な
い
か

…
…
…
と
い
う
こ
と
を
、
マ
ロ
リ
ー
な
ど
の
短
文
を
引
用
し
て
述
べ
て
い

フ０
。第

二
十
章
は

「英
国
山
岳

会

（
一
八
五
七
年
―

一
九
五
七
年
）」
と
題

し
て
、
英
国
山
岳
会
が
創
立
以
来
こ
の
百
年
の
間
に
登
山
の
発
展
に
数
多

く
の
貢
献
を
な
し
て
来
た
こ
と
を
述
べ
、
例
え
ば
山
岳
文
献
の
上
で
は
ア

ル
パ
イ
ン
・ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
、
ジ
ョ
ン
・ボ
ー
ル
の

『
ア
ル
プ
ス
案
内
記
』
、

コ
ン
ウ
ェ
イ
の

『
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
。
ポ
ケ
ッ
ト

・
ブ
ッ
ク
』
等
は
、
各
々

そ
の
時
代
に
即
し
た
登
山
界
の
先
駆
的
の
も
の
と
し
て
貢
献
し
て
い
る
。

又
、
こ
の
百
年
の
間
に
あ
っ
た
他
国
の
登
山
に
対
す
る
考
え
方
、
態
度
、

方
法
等
に
つ
い
て
英
国
山
岳
会
の
と
っ
た
態
度
、
意
見
等
は
、
要
は
登
山

は
国
威
発
揚
と
か
、
民
族
意
識
の
発
揚
が
目
的
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
の
登
山
の
先
駆
者
と
し
て
各
国
登
山
者
と
の
親
交
、
友
好
、
調
和
、
を

理
念
と
し
、
百
年
の
伝
統
を
き
ず
き
、
貢
献
し
て
来
た
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
で
大
体
こ
の
書
の
内
容
の
説
明
は
終
わ
る
が
、
ラ
ン
自
身
も
こ
の
　
＞

書
を
草
す
る
に
当
り
、
あ
ま
り
に
材
料
が
沢
山
あ
っ
て
、
何
れ
を
採
る
か
　
３１８

と
い
う
よ
り
も
、
何
れ
を
省
く
か
に
苦
労
し
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
正
に
　
く

そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

筆
者
自
身
も
、
ラ
ン
の
真
似
を
言
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
あ
れ
だ
け
の

大
冊
に
盛
ら
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
明
す
る
こ
と
は
と
て
も
出

来
な
い
し
、馴
か
筆
者
の
好
み
に
従

っ
た
よ
う
な
、片
寄

っ
た
内
容
紹
介
に

終
わ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
ラ
ン
に
つ
い
て
は

一
部
に
は
な
お
批
判

す
る
人
物
も
多
く
、
先
年
出
版
さ
れ
た
ヘヘ〓
聾
①卜
ｏ
３

０
のュ
８
”【■
）
に

対
す
る
ア
ル
パ
イ
ン
ｏジ
ャ
ー
ナ
ル
誌
の
批
評
な
ど
で
は
、
コ
ッ
ピ
ド
ク
や

ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に

「ラ
ン
自
身
の
偏
見
で
、間
違
い
も
沢
山
あ
る
」

と
い
う
よ
う
な
レ
ヴ

ユ
ー
が
載

っ
て
い
る
。
こ
の

『百
年
史
』
も
そ
う
で

あ
る
か
ど
う
か
は
、
筆
者
の
如
き
が
判
る
筈
も
な
い
が
、　
一
応
永
ら
く
ブ

・ヽを
３

ラ
ッ
ク
ボ
ー
ル
組
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
併
せ
考
え
て
、
ラ
ン
の
著
者
を
見
　
“

る
の
が
妥
当
の
よ
う
な
気
も
す
る
の
だ
が
。
併
し
、
何
ん
と
言
っ
て
も
黄

金
時
代
の
連
中
か
ら
始
ま
っ
て
、
現
代
の
一
流
登
山
家
と
広
い
面
識
が
あ

る
の
だ
か
ら
、矢
張
リ
ラ
ン
で
な
け
り
ゃ
百
年
史
は
纏
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。

筆
者
自
身
に
し
て
も
、
前
述
の
よ
う
に
日
本
の
冬
期
登
山
の
発
展
の
間

接
的
指
導
者
で
あ
る
と
思

っ
て
い
る
し
、
そ
の
昔
、
ラ
ン
が
専
ら
推
賞
し

た
Ｂ
Ｂ
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
、
今
以
て
後
生
大
事
に
使

っ
て
い
る
し
、
ラ
ン

の
言
う
テ
レ
マ
ー
ク
等
も
盛
ん
に
楽
し
ん
だ
の
だ
か
ら
、
ラ
ン
に
対
し
て

も
恩
義
は
あ
る
わ
け
だ
。

そ
れ
に
昔
、
フ
ト
し
た
こ
と
か
ら
ラ
ン
と
手
紙
の
交
換
を
し
た
こ
と
が

あ
り
、
最
近
何
十
年
振
り
か
で
未
だ

「あ
な
た
の
推
賞
し
た
Ｂ
Ｂ
ビ
ン
デ



図 書 紹 介

ィ
ン
グ
を
今
で
も
穿
い
て
登
っ
て
い
る
」
旨
の
手
紙
を
出
し
た
と
こ
ろ
、

早
速
次
の
よ
う
な
返
事
が
来
た
の
で
序
で
に
載
せ
て
置
く
。

『
Ｃ
●
∞
ｈ
Ｈ
”
暉
　
ｒ
Ｏヽ
鮎
∞
①

ω
∞
い
ぃ
　
ソ
、
饉
【
日
の
い

∽
ヨ
いヾ

①
Ｌ
”
”
鮎

Ｎ
Ｏ
けｒ
・
『
”
い
“
”
【
Ч
　
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

目
）
の
”
【
　
ソ
ハ
『
・　
日る
●
【
“
∽
の
・

Ｈ
け
　
コミ
”
∽

”
　
∞
【
①
”
け

ｏ
】
①
”
∽
“
【
①

計
〇
　
ぴ
①

【
①
ロ
ニ
”
鮎
①
鮎

Ｏ
ｈ

Ｏ
Ｃ
【

①
”
【
〓
の
『

〇
〇
●
・

絆
”
０
”

【５
・”
”
て
　
く
の
”
【
∽

”
∞
〇
・
Ｈ

”
口
〕
∞
【
”
一
の
ｈ
Ｃ
】
絆
Ｏ

Ч
Ｏ
饉

』
〇
【

く
〇
暉
【

計
【
”
い
∽
〓
”
け
】
〇
●

Ｏ
ｈ

く
〇
暉
喘

”
『
Ｌ
Ｏ
Ｆ
①

Ｏ
●

一
Ｆ
の
　
ヘヘ
〔
）】
口
ぴ

］四
〇
〇
晏
Ｐ

”
計

Ｎ
の
【
】日
“
一
絆
ヽ
ｖ

Ｈ
　
”
晏
】

”
ｈ
【
”
”
鮎
　
計
Ｆ
の

【
●
Ｃ
【
け
い
ｏ
】
い
の
”
計
い
〇
“

Ｏ
ｈ

∽
庁
一”　
〓
ｈ
け
∽
　
い
∽

【
①
鮎
Ｃ
Ｏ
い
い
∞

一
〇

”

く
の
■
Ч

∽
晏
】
”
】
】

【“
〕
●
〇
【
い
計
Ч

け
Ｆ
Ｏ
∽
①

コ■
Ｆ
Ｏ

り
【
①
ｈ
の
【

∞
①
”
“
】
椰
①

【
“
〇
“
”
一
”
】
”

∽
Ｆ
”
１

【
●
∞
　
〇
い

い
”
一
Ｃ
『
”
〕

【“
Ｏ
Ｃ
●
け
”
】
５

∽
●
〇
ダ
「
・

″て「〇
“
【
∽

∽
”
”
〇
〇
【
①
一
Ч

＞
亀
●
〇
｝
鮎

ｒ
暉
●
●
・

Ｈ

Ｆ
”
く
の

け
Ｆ
の
　
ｒ
”
Ｕ
づ
”
①
∽
台
　
一Ｒ
Ｆの
【邸
〇
【
中
の
∽
　
Ｏ
ｈ
　
一”
【
一
●
０
０
　
０
デ
】
Ｏ
Ｆ
”
ヴ
“
　
ダ

〓ヽ
Ｆ

メ
ミ
ｒ
ｏ
ｎ
〕

Ｈ
　
鮎
【
鮎
　
”
　
】
ｏ
”
　
ｏ
ｈ

ｏ
ｒ
【づ
げ
】
”
∞
・　
Ｈ

メく
”
∽
く
の
■
Ч

∽
”
鮎

メ司
ｒ
①
”

Ｆ
①

Ｑ
】
の
鮎
・

Ｈ

Ｆ
０
０
①

計
〇

∽
庁
】

一
Ｆ
”
∽
　
ダ
ュ
”
計
の
【

け
Ｆ
Ｏ
Ｃ
∞
Ｆ

Ｈ
　
”
晏
】

“
①
”
【
〕
Ч

ミ
∞

一

な
お
こ
の
百
年
史
の
邦
訳

（『登
山
百
年
史
』

馬
場
勝
嘉
、
諏
訪
多
栄

蔵
共
訳
、
あ
か
ね
書
房
）
を
最
近
拝
見
し
た
が
、
巻
末
の
解
説
欄
に

「訳

文
そ
の
他
、
お
気
付
き
の
点
は
ご
示
教
「
ご
叱
正
を
賜
わ
り
た
い
」
と
書

か
れ
て
あ
る
の
で
、　
一
言
述
べ
さ
せ
て
貰
う
が
、
正
直
の
と
こ
ろ

「も

っ

と
判
り
易
い
日
本
語
に
な
ら
な
い
も
の
か
…
…
」
と
い
う
感
じ
が
し
た
。

自
ら
の
無
学
も
省
み
ず
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
は
僣
越
だ
が
、
昔
、
中

学
時
代
に
英
語
教
師
に
何
ん
だ
か
わ
け
も
わ
か
ら
な
い
の
に
唯
、
直
訳
だ

け
さ
せ
ら
れ
て
、
判

っ
た
よ
う
な
顔
を
し
て
引
き
下
っ
た
時
の
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
た
、
と
言
う
の
が
僕
の
感
じ
で
あ
っ
た
。
訳
者
の
解
説
に
よ
れ

ば
、
翻
訳
に
大
変
苦
労
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
確
か
に
原
書
を
読

ん
で
見
て
も
ご
苦
労
の
程
は
充
分
拝
察
仕
る
が
、
な
る
べ
く
誰
が
読
ん
で

も
判
る
よ
う
な
、
判
り
易
い
日
本
語
の
言
い
廻
し
を
切
に
望
む
も
の
で
あ

る
。な
お
第
十
九
章
の

ヘヘ〓
＆
①ヨ

哺
お
ａ
∽
〓

〓
８
●
Ｓ
Ｆ
８
【Ｆ
∞
ｒ
ｌ

８
言
お
、、
の
一
章
全
部
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ど
う
い
う

こ
と
な

の
だ
ろ
う
。
何
故
省
略
さ
れ
た
の
か
、ま
た
原
著
者
と
の
了
解
済
み
な
ら
、

そ
の
旨

一
言
述
べ
て
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
さ
か
そ
の
代
り

で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
原
書
に
は
な
い

「
モ
ン
ｏ
ブ
ラ
ン
の
初
登
頂
」
と

い
う
も
の
が
、
「ラ
ン
の
本
に
は
モ
ン
・ブ
ラ
ン
の
こ
と
が
二
、
三
行
で
片

付
け
ら
れ
て
い
る
」
と
か
、
「
モ
ン
ｏブ
ラ
ン
の
初
登
頂
に
対
す
る
ラ
ン
の

扱
い
方
が
お
粗
末
す
ぎ
る
」
と
い
う
理
由
で
巻
末
に
載
っ
て
い
る
。
そ
の

自
信
の
程
に
も
感
服
を
惜
し
ま
な
い
が
、
こ
う
い
う
こ
と
は
近
頃
の
山
岳

書
の
翻
訳
の
傾
向
な
の
だ
ろ
う
か
。

〔成

瀬

岩

雄
〕
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会

務

報

告

一
九
六
六
年
七
月
―

一
九
六
七
年
六
月

◇
七
月
理
事

・
評
議
員
会
　
七
月
七
日

（本
）
ル
ー
ム

出
席
者
　
松
方
、
三
田
、
渡
辺
、
加
藤
、
村
木
、
大
塚
、

川
崎
、
小
方
、
住
吉
、
竹
田
、
広
谷
、
平
山
、
倉
知
、

島
田
、
吉
沢
、
石
原
、
村
井
、
藤
井
、
折
井
、
後
藤
、

▽
議
事
、
報
告

一
、
六
十
周
年
記
念
展
覧
会
報
告
の
件

二
、
職
員
交
替
の
件

三
、
支
部
長
会
議
開
催
の
件

四
、
新
旧
役
員
交
歓
会
開
催
の
件

五
、
職
員
関
係
諸
規
定
検
討
の
件

六
、
ル
ー
ム
使
用
規
定
検
討
の
件

七
、
当
番
制
実
施
申
し
合
わ
せ
の
件

八
、
図
書
閲
覧
並
び
に
貸
出
規
定
の
件

九
、
そ
の
他
報
告
事
項

（詳
細
、
会
報
二
五
三
号
参
照
）

◇
支
部
長
会
議
　
七
月
二
十
日

（
土
）
国
際
文
化
会
館

出
席
者

官
城
＝
坂
本
、
越
後
＝
藤
島
、
信
濃
＝
高
山
、

石
原
、
静
岡
＝
山
本
、
関
西
＝
水
野
、
山
陰
＝
佐
野
、

松
方
、
三
田
、
渡
辺
、
加
藤
、
大
塚
、
松
田
、
飯
野

▽
議
事
、
報
告

一
、
会
長
挨
拶

二
、
本
年
度
理
事
会
の
方
針
説
明

三
、
県
外
会
員
に
関
す
る
件

四
、
各
支
部
現
況
報
告

（詳
細
、
会
報
二
五
五
号
参
照
）

◇
九
月
理
事

・
評
議
員
会
　
九
月
一
日

（本
）
ル
ー
ム

出
席
者
　
一二
田
、
加
藤
、
辰
沼

・、村
木
、
大
塚
、
松
田
、

広
谷
、
平
山
、
住
吉
、
倉
知
、
小
方
、
山
口
、
竹
田
、

折
井
、
藤
井
、
佐
藤
、
村
井

▽
議
事
、
報
告

一
、
支
部
長
会
議
報
告
の
件

二
、
実
行
予
算
案
検
討
の
件

三
、
各
担
当
理
事
業
務
報
告

四
、
支
部
報
告

五
、
そ
の
他
報
告
事
項

（詳
細
、
会
報
二
五
六
号
参
照
）

◇
十
月
理
事

・
評
議
員
会
　
十
月
六
日

（本
）
ル
ー
ム

出
席
者
　
松
方
、
辰
沼
、
村
木
、
松
田
、
川
崎
、
官
下
、

小
方
、
広
谷
、
長
尾
、
竹
内
、
島
田
、
堀
田
、
中
屋
、

▽
議
事
、
報
告

一
、
会
報
の
三
種
郵
便
認
可
申
請
の
件

二
、
遭
難
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の
件

三
、
「山
岳
」、
「山
日
記
」
編
集
状
況
報
告
の
件

四
、
各
担
当
理
事
業
務
報
告

松
田
、
飯
野
、
宮
下
、

長
尾
、
山
口
、
望
月
、

津
田
、
山
本
、
沼
倉

山
梨
＝
三
井
、
東
京
＝

東
九
州
＝
野
口

飯
野
、
宮
下
、
川
崎
、

深
田
、
吉
沢
、
石
原
、

竹
田
、
住
吉
、
山
口
、

佐
藤
、
石
原
、
村
井
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会 務 報 告

五
、
支
部
行
事
に
関
す
る
件

六
、
そ
の
他
報
告
事
項

（詳
細
、
会
報
二
五
七
号
参
照
）

◇
十

一
月
理
事

・
評
議
員
会
　
十
一
月
十
日

（本
）
ル
ー
ム

出
席
者

松
方
、
渡
辺
、
加
藤
、
辰
沼
、
村
本
、
大
塚
、
松
田
、
飯
野
、
官
下
、

住
吉
、
小
方
、
竹
田
、
長
尾
、
広
谷
、
倉
知
、
山
口
、
竹
内
、
深
田
、
藤
井
、

石
原
、
佐
藤
、
村
井
、
沼
倉
、
田
村
、
三
枝

▽
議
事
、
報
告

一
、
年
次
晩
餐
会
開
催
の
件

二
、
永
年
会
員
表
彰
の
件

三
、
名
誉
会
員
推
薦
の
件

四
、
雪
崩
研
究
会
開
催
の
件

五
、
遭
難
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
開
催
の
件

六
、
「山
岳
」
「山
日
記
」
「山
」
編
集
状
況
報
告

七
、
そ
の
他
報
告
事
項

（詳
細
、
「山
」
二
五
八
号
参
照
）

◇
十
二
月
理
事

・
評
議
員
会
　
十
二
月
一
日

（本
）
ル
ー
ム

出
席
者
　
松
方
、
三
田
、
渡
辺
、
加
藤
、
辰
沼
、
松
田
、
飯
野
、
宮
下
、
川
崎
、

住
吉
、
小
方
、
長
尾
、
竹
田
、
平
山
、
広
谷
、
倉
知
、
三
枝
、
島
田
、
藤
井
、

沼
倉

▽
議
事
、
報
告

一
、
年
次
晩
餐
会
開
催
の
件

二
、
備
品
貸
出
規
定
案
検
討
の
件

三
、
山
岳
遭
難
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
内
容
検
討
の
件

四
、
知
床
の
自
然
保
護
に
関
す
る
要
望
の
件

五
、
「山
口
記
」
四
十
三
年
版
編
集
方
針
検
討
の
件

六
、
「山
岳
」
広
告
の
件

七
、
そ
の
他

（詳
細
、
「山
」
二
五
九
号
参
話
）゙

◇

一
月
理
事

・
評
議
員
会
　
一
月
十
二
日

（本
）
ル
ー
ム

出
席
者

松
方
、
渡
辺
、
加
藤
、
村
木
、
大
塚
、
松
田
、
飯
野
、
川
崎
、
宮
下
、

竹
田
、
住
吉
、
小
方
、
広
谷
、
長
尾
、
竹
内
、
倉
知
、
吉
沢
、
島
田
、
深
田
、

村
井
、
石
原
、
沼
倉

▽
議
事
、
報
告

一
、
昭
和
四
十
二
年
度
予
算
案
検
討
の
件

二
、
会
員
入
会
状
況
報
告
の
件

三
、
各
支
部
現
況
報
告

四
、
昭
和
四
十
二
年
度
役
員
候
補
者
推
薦
の
件

五
、
「山
岳
」
第
六
十
二
年
編
集
者
の
件

六
、
そ
の
他
報
告
事
項

（詳
細
、
「山
」
二
六
一
号
参
照
）

◇
二
月
理
事

・
評
議
員
会
　
二
月
九
日

（木
）
ル
ー
ム

出
席
者
　
松
方
、
加
藤
、
辰
沼
、
村
木
、
松
田
、
飯
野
、
広
谷
、
竹
田
、
川
崎
、

長
尾
、
平
山
、
小
方
、
倉
知
、
深
田
、
藤
井
、
石
原
、
村
井
、
中
田
、
堀
田

▽
議
事
、
報
告

一
、
昭
和
四
十
二
年
度
役
員
候
補
者
推
薦
の
件

二
、
昭
和
四
十
二
年
度
予
算
案
概
要
説
明
の
件

三
、
そ
の
他
報
告

（詳
細
、
「山
」
二
六
二
号
参
照
）

◇
二
月
理
事

・
評
議
員
会
　
二
月
二
日

（水
）
ル
ー
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

出
席
者
　
松
方
、
三
田
、
辰
沼
、
村
木
、
松
田
、
飯
野
、
宮
下
、
倉
知
、
住
吉
、　
　
３２

山
口
、
長
尾
、
竹
内
、
竹
田
、
深
田
、
村
井
、
藤
井
、
折
井
、
石
原
、
佐
藤
、　
　
ぐ



中
田
、
沼
倉

▽
議
事
、
報
告

一
、
通
常
会
員
総
会
開
催
の
件

二
、
新
役
員
推
薦
の
件

三
、
昭
和
四
十
二
年
度
予
算
案
検
討
の
件

四
、
ル
ー
ム
移
転
の
件

五
、
そ
の
他
報
告
事
項

（詳
細
、
「山
」
二
六
三
号
参
照
）

◇
臨
時
理
事

・
評
議
員
会
　
一二
月
二
十
三
日

（本
）
ル
ー
ム

出
席
者
　
三
田
、
辰
沼
、
村
木
、
大
塚
、
松
田
、
飯
野
、
宮
下
、

竹
田
、
小
方
、
長
尾
、
山
口
、
住
吉
、
藤
井
、
村
井
、
吉
沢
、

高
山
、
松
本
、
沼
倉

▽
議
事
、
報
告

一
、
通
常
会
員
総
会
開
催
準
備
の
件

二
、
東
京
支
部
解
散
の
件

三
、
昭
和
四
十
二
年
度
役
員
候
補
者
推
薦
の
件

四
、
昭
和
四
十
二
年
度
事
業
計
画
案
検
討
の
件

五
、
ル
ー
ム
移
転
の
件

◇
四
月
理
事

・
評
議
員
会
　
四
月
六
日

（本
）
ル
ー
ム

出
席
者

松
方
、
大
塚
、
松
田
、
飯
野
、
宮
下
、
長
尾
、
広
谷
、

小
方
、
深
田
、
藤
井
、
村
井
、
島
田
、
中
屋
、
堀
日
、
石
原
、

▽
議
事
、
報
告

一
、
通
常
会
員
総
会
開
催
準
備
の
件

二
、
ル
ー
ム
移
転
の
件

三
、
東
一昼
文
部
解
散
の
件

四
、
そ
の
仙
編
ひ告

◇
昭
和
四
十
二
年
度
通
常
会
員
総
会
　
四
月
二
十
二
日

（土
）
ド
イ
ツ
東
ア
ジ
ア
研

究
協
会
講
堂
　
出
席
者
松
方
会
長
以
下
九
三
名
、
委
任
出
席
二
、
三
四
七
名

▽
総
会
次
第

一
、
開
会
の
辞

二
、
会
長
挨
拶

三
、
昭
和
四
十
一
年
度
事
業
報
告

四
、
支
部
報
告

信
濃
支
部

（小
里
頼
忠
）、
富
山
支
部

（中
田
勇
吉
）、
静
岡
支
部

（山
本
朋
三

郎
）、。東
海
支
部

（原
真
）、
越
後
支
部

（藤
島
玄
）

五
、
昭
和
四
十
一
年
度
決
算
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
　
野
　
　
一早

六
、
監
査
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
口
　
末
　
延

（全
員
異
議
な
く
収
支
決
算
を
承
認
）

七
、
昭
和
四
十
二
年
度
事
業
計
画
案
審
議
の
件
　
　
　
　
　
　
松
　
田
　
雄
　
一

（全
員
異
議
な
く
承
認
）

八
、
昭
和
四
十
二
年
度
予
算
案
審
議
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
　
野
　
　
一早

（全
員
異
議
な
く
承
認
）

九
、
諸
施
行
規
則
承
認
の
件

（全
員
異
議
な
く
承
認
）

十
、
役
員
改
選
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
田
　
　
田共

昭
和
四
十
二
年
度
の
理
事
と
し
て
、
加
藤
泰
安
、
辰
沼
広
吉
、
大
塚
博
美
、
松
田

雄

一
、
平
山
善
吉
、
飯
野
享
、
竹
田
寛
次
、
広
谷
光

一
郎
、
長
尾
悌
夫
、
宮
下
秀

樹
、
深
田
久
弥
、
野
田
三
郎
、
酒
井
敏
明
、
関
口
周
也
、
大
貫
良
夫
、
中
島
寛
、
丹

部
節
雄
の
十
七
氏
を
選
任
、
会
長
、
両
副
会
長
を
合
め
二
十
氏
に
決
定
。
退
任
さ
れ

た
村
木
潤
次
郎
、
住
吉
仙
也
、
川
崎
巌
、
平
山
善
吉
、
山
口
節
子
、
小
方
全
弘
、
竹

内
通
雄
、
倉
知
敬
の
八
氏
の
労
を
謝
す
。

監
事
一
名
は
牧
野
衛
氏
を
新
任
。

竹
内
、
広
谷
、

佐
藤
、
石
原
、

竹
田
、
竹
内
、

沼
倉

松 松 辰

方 方 沼

三 三 広

郎 郎 吉

(322)



会 務 報 告

評
議
員
は
村
井
米
子
氏
の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任
に
川
森
左
智
子
氏
、
深
田
久
弥

氏
の
理
事
就
任
に
伴
う
後
任
に
沼
倉
寛
二
郎
氏
を
選
任
。

主

、
閉
会
の
辞

　

　

　

　

　

　

　

　

辰

沼

広

吉

（詳
細
、
「山
」
二
六
四
号
参
照
）

◇
五
月
理
事

ｏ
評
議
員
会
　
五
月
十
一
日

（本
）
ル
ー
ム

出
席
者

松
方
、
三
田
、
渡
辺
、
深
田
、
辰
沼
、
大
塚
、
松
田
、
飯
野
、
官
下
、

野
田
、
丹
部
、
広
谷
、
長
尾
、
平
山
、
関
日
、
酒
井
、
中
島
、
大
貫
、
島
田
、

藤
井
、
吉
沢
、
佐
藤
、
折
井
、
石
原
、
沼
倉
、
川
森

▽
議
事
、
報
告

一
、
本
年
度
理
事
会
運
営
方
針
検
討
の
件

二
、
常
務
理
事
互
選
の
件

加
藤
、
深
田
、
辰
沼
、
大
塚
、
松
田
、
飯
野
、
宮
下
、
丹
部
の
八
氏
を
互
選
。

三
、
常
任
評
議
員
互
選
の
件

吉
沢
、
藤
井
、
中
屋
、
石
原
、
佐
藤
、
折
井
の
六
氏
を
互
選
。

四
、
役
員
任
務
分
担
の
件

渡
辺

（自
然
保
護
）、
加
藤

（総
務
）、
深
田

（支
部
）、
辰
沼

（遭
難
対
策
、
調

査
研
究
）、
大
塚

（海
外
登
山
、
装
備
）、
松
田

（総
務
、
庶
務
、
海
外
連
絡
）、

飯
野

（経
理
、
山
荘
）、
宮
下

（学
生
部
、
ル
ー
ム
）、
野
田

（東
京
都
岳
連
）、

丹
部

（庶
務
）、
竹
田

（学
生
部
、
装
備
、
山
岳
）、
関
口
（集
会
、
海
外
連
絡
）
、

広
谷

（指
導
、
婦
人
）、
平
山

（図
書
）、
長
尾

（医
療
、
調
査
研
究
）、
酒
井
（会

報
）、
中
島

（山
岳
）、
大
貫

（山
日
記
）

五
、
本
年
度
各
種
専
門
委
員
会
設
置
の
件

エ
ベ
ン
ス
ト
委
員
会
、
海
外
連
絡
委
員
会
、
指
導
委
員
会
、
遭
難
対
策
委
員
会
、

自
然
保
護
委
員
会
、
山
岳
編
集
委
員
会
、
会
報
委
員
会
、
山
日
記
委
員
会
、
会
員

名
簿
委
員
会
、
図
書
委
員
会
、
調
査
研
究
委
員
会
、
神
河
内
山
荘
運
営
委
員
会
、

集
会
委
員
会
、
学
生
部
、
婦
人
懇
談
会
の
十
五
委
員
会
を
設
置
。

六
、
ル
ー
ム
移
転
の
件

七
、
そ
の
他
議
事
、
報
告
事
項

（詳
細
、
「山
」
二
六
四
号
参
照
）

◇
六
月
理
事

・
評
議
員
会
　
六
月
一
日

（水
）
ル
ー
ム

出
席
者
　
松
方
、
深
田
、
辰
沼
、
大
塚
、
飯
野
、
広
谷
、
長
尾
、
竹
田
、
関
日
、

大
貫
、
吉
沢
、
石
原
、
沼
倉
、
中
尾
、
川
森
、
松
本
、
牧
野

▽
議
事
、
報
告

一
、
本
年
度
各
専
門
委
員
会
運
営
方
針
お
よ
び
構
成
に
関
す
る
件

二
、
ル
ー
ム
移
転
に
関
す
る
件

三
、
ル
ー
ム
基
金
の
募
金
に
関
す
る
件

四
、
実
行
予
算
案
検
討
の
件

五
、
支
部
長
会
議
開
催
の
件

六
、
そ
の
他
報
告
事
項

（詳
細
、
「山
」
二
六
五
号
参
照
）

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

◇
小
集
会

▽
第
二
三
〇
回
　
四
十
一
年
七
月
二
十
五
日

（月
）

於

・
日
本
体
育
協
会

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
　
田
　
久
　
弥
氏

▽
第
二
三
一
回
　
四
十
一
年
十
一
月
十
六
日

（水
）

於

ｏ
日
本
体
育
協
会

雪
崩
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
会
　
金
坂
一
郎
氏

（会
縫桃
二
六
一
号
参
・照
）

▽
第
二
三
二
回
　
四
十
二
年
五
月
八
日

（月
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≫

於

・
国
際
文
化
会
館
講
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３２３

雪
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ク
・
バ
ン
ク
ス
氏
　
　
く



（会
報
二
六
六
号
参
照
）

◎
会
場
の
関
係
で
小
集
会
と
し
て
で
は
な
く
、
東
一昼
文
部
主
催
の
毎
月
第
二
水
曜
日

の
夜
の
定
例
集
会

「三
水
会
」
と
し
て
次
の
集
会
で
開
催
さ
れ
た
。

▽
七
月
二
十
日

（水
）
於

・
自
転
車
会
館

ビ
ー
ル
バ
ー
テ
ィ
ー

▽
八
月
十
七
日

（水
）
於

・
図
書
室

ア
フ
リ
カ
●
ケ
ニ
ア
高
原
の
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
知
　
彦
氏

▽
九
月
二
十
一
日

（水
）
於

・
図
書
室

プ
カ
ラ
ン
ラ
登
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
田
　
柳
　
子
氏

▽
十
二
月
二
十
一
日

（水
）
於

・
図
書
室

亡い年
人
バ
（〈
バ絶排
二
六
一
百
万
参
″酪
い）

▽
一
月
十
八
日

（水
）
於

・
図
書
室

コ
ー
カ
サ
ス
の
山
々
（立
教
大
隊
）
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
太
　
郎
氏

▽
二
月
十
五
日

（水
）
於

。
図
書
室

ベ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス

（
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
ク
ラ
ブ
隊
）
　
　
　
　
　
　
　
坂

倉

登

喜

子
氏

▽
二
月
十
五
日

（水
）
於

・
図
書
室

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
山
旅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
口
　
節
　
子
氏

◇
主
な
る
行
事
お
よ
び
集
会

▽
富
士
山
頂
診
療
所
の
開
設
。
七
月
二
十
二
日
―
八
月
十
五
日
の
二
十
五
日
間
開
設

し
、
七
〇
名
の
診
療
を
行
な
っ
た
。

▽
東
一昼
文
部
二
十
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
。
十
月
十
九
日
。
於

・
松
屋
サ
ロ
ン

▽
東
一尽
又
部
二
十
周
年
記
念
山
行
。
十

一
月
三
日
。
於

・
奥
武
蔵
定
峰
高
原
、
大
霧

山
。
参
加
者
四
十
名

（
「山
」
二
六
三
号
参
照
）

▽
石
川
支
部
二
十
周
年
記
念
行
事
。
十
一
月
六
日
。
於

・
金
沢
市
観
光
会
館

（会
報

二
五
九
号
参
照
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

▽
静
岡
支
部
主
催
第
九
回
紅
葉
会
。
十
一
月
十
二
―
十
三
日
。
於
・井
川
村
白
樺
荘
。
　
３２４

（
「山
」
二
六
〇
号
参
照
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜

▽
遭
難
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
開
催
。
本
会
遭
難
対
策
委
員
会

の
主
催

に
よ

り
、
十
二
月
十
日
、
青
山
学
院
大
学
講
堂
に
て
開
催
。
（
「山
」
二
六
一
号
参
照
）

▽
一
九
六
六
年
度
年
次
晩
餐
会
。
十
二
月
二
日
。
於
・八
芳
園
。
司
会
加
藤
泰
安
氏
。

名
誉
会
員
、
永
年
会
員
推
薦
の
あ
と
、
ス
ピ
ー
チ
が
行
な
わ
れ
た
。
出
席
者
一
八

三
名
。
（
「山
」
二
五
九
号
参
照
）

▽
こ
の
一
本
展
。
十
二
月
二
日
。
年
次
晩
餐
会
の
会
場
の
一
隅
に
恒
例
に
よ
っ
て
展

示
さ
れ
た
。
な
お
、
今
年
は
ル
ー
ム
所
蔵
の
全
部
の
絵
画
も
公
開
展
示
さ
れ
た
。

（
「山
」
二
六
一
号
参
照
）

▽
第
十
二
回
東
京
支
部
主
催
ス
キ
ー
講
習
会
。

一
月
二
十
一
日
―
二
十
三
日
。
於
・
山
田
温
泉
。
参
加
者
七
十
六
名
。
（
「山
」
二

エハ
一
口万
ム（夕昭
〔）

▽
東
京
支
部
婦
人
部
主
催
ス
キ
ー
懇
親
会
。

二
月
二
十
五
日
―
二
十
六
日
。
於

・
奥
日
光
光
徳
沼
、
参
加
者
九
名
。

▽
東
京
支
部
解
散
総
会
。
四
月
二
十
二
日

（土
）、
ド
イ
ツ
東
ア
ジ
ア
研
究
協
会
議

堂
に
お
い
て
解
散
総
会
を
開
き
、
解
散
を
決
議
し
た
。
（
「山
」
二
六
四
号
参
照
）

▽
春
季
懇
親
会
開
催
。
四
月
二
十
二
日

（土
）
通
常
会
員
総
会
に
ひ
き
つ
づ
い
て
同

じ
会
場
で
春
季
懇
親
会
を
開
催
。
参
加
者
七
十
二
名
。
（
「山
」
二
六
四
号
参
照
）

▽
山
形
支
部
主
催
熊
の
肉
と
ス
キ
ー
の
会
。
五
月
三
日
―
五
日
。
大
井
沢
―
月
山
で

開
催
。
東
京
か
ら
十
二
名
が
参
加
し
た
。
（
「山
」
二
六
五
号
参
照
）

▽
木
暮
翁
碑
前
懇
親
会
。
五
月
二
十
日
―
二
十
一
日
、
金
山
平
で
開
催

（
「山
」
二
六

五
号
参
照
）

▽
第
二
十
一
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
。
六
月
二
日
―
四
日
信
濃
支
部
主
催
に
て
上
高
地
で

開
催
。
（
「山
」
二
六
五
号
参
照
）



会 務 報 告

▽
越
後
支
部
佐
渡
を
探
る
会
。
六
月
十
七
日
か
ら
二
十
日
ま
で
。
佐
渡
山
脈
か
ら
外

海
府
海
岸
を
め
ぐ
る
。
参
加
者
五
十
名
。

▽
第
十
回
有
志
閑
談
会
。
六
月
二
十
四
日

（土
）
六
義
園

・
心
泉
亭
で
開
催
。
出
席

者
三
十
八
名
。
（
「山
」
二
六
七
号
参
照
）

▽
ル
ー
ム
移
転
。
六
月
二
十
日
を
も
っ
て
、
神
官
前
の
旧
ル
ー
ム
か
ら
、
神
田
錦
町

の
新
ル
ー
ム
ヘ
移
転
。
七
月

一
日
か
ら
新
ル
ー
ム
で
業
務
開
始

（
「山
」
二
六
四
、

二
六
八
号
参
照
）

◇
海
外
登
山
界
と
の
交
流

▽
本
年
度
は
三
十
ヵ
国
、　
四
十
八
団
体
と

『ｏ
質
日
】
の

Ｆ
事
露
ａ

問
ｘ
ｏＦ
”口
ｍ
ｏ

を
行
な
っ
た
。

▽
台
湾
省
山
岳
協
会
訪
日
登
山
考
察
団
来
日
。
本
会
の
招
聘
に
よ
り
、
周
百
錬
会
長

を
団
長
と
す
る
十
一
名
が
八
月
五
日
来
日
。
富
士
山
、
北
ア
ル
プ
ス
に
登
山
、
九

月
六
日
帰
国
し
た
が
、
本
会
で
は
九
月
五
日
、
松
屋
サ
ロ
ン
に
お
い
て
歓
迎
会
を

開
催
し
た
。
（
「山
」
二
五
八
号
参
照
）

▽
外
国
人
登
山
家
と
の
交
歓
会
。
十

一
月
二
十
五
日
。
於

ｏ
Ｏ
Ａ
Ｇ
ハ
ウ
ス
。
五
十

六
名
の
参
加
者
を
え
て
盛
会
。
（
「山
」
二
六
〇
号
参
照
）

▽
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
レ
ン
キ
ー
氏
来
日
。
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
創
立
二
〇
〇
年
を
記
念

し
て
富
士
登
山
に
来
日
。
本
会
で
は
レ
ン
キ
ー
夫
妻
を
招
い
て
二
月
十
四
日
、
国

際
文
化
会
館
で
歓
迎
会
を
行
な
っ
た
。
（
「山
」
二
六
三
号
参
照
）

▽
マ
ラ
イ
ニ
・
ブ
ン
シ
ャ
ー
・
レ
ビ
ュ
フ
ア
三
氏

の
歓
迎
会
。
四
月
二
十
四
日

（
月
）
Ｏ
Ａ
Ｇ
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
開
催
。
世
界
十
四
ヵ
国
の
六
十
五
人
が
出
席
。盛

会
で
あ
っ
た
。

▽
マ
イ
ク
・
バ
ン
ク
ス
氏
来
日
。
五
月
七
日
―
二
十
日
来
日
。
本
会
で
は
五
月
八

日
、
国
際
文
化
会
館
に
て
行
な
わ
れ
た
講
演
会
に
ひ
き
つ
づ
き
歓
迎
会
を
開
催
し

た
。
出
席
者
六
十
二
名
。
（
「山
」
二
六
六
号
参
照
）

▽
ネ
パ
ー
ル
国
マ
ナ
ン
ダ
ハ
ー
氏
来
日
。
元
外
務
次
官
の
マ
ナ
ン
ダ
ハ
ー
氏
が
六
月

六
日
来
日
、
本
会
で
は
八
日
国
際
文
化
会
館
に
お
い
て
歓
迎
会
を
開
催
し
た
。
出

席
者
十
一
名
。
（
「山
」
二
六
六
号
参
照
）

◇
海
外
登
山

一
九
六
六
年
は
別
稿
の
如
く
三
十
五
隊
の
登
山
隊
が
海
外
の
山
に
で
か
け
た
が
、

こ
れ
ら
の
各
隊
に
は
、
多
数
の
本
会
々
員
が
参
加
し
た
。
な
お
本
会
に
直
接
関
係

の
あ
る
海
外
登
山
に
関
す
る
ト
ビ
ッ
ク
と
し
て
次
の
点
を
記
録
し
て
お
き
た
い
。

▽
東
京
支
部
婦
人
部
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
親
善
登
山
隊
、
山
口
節
子
氏
他
三
名
十
二

月
ｔ
二
月
に
、　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
で
か
け
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
支
部
主
催
の
ホ

プ
キ
ン
ス
・
バ
レ
イ
・
キ
ヤ
ン
プ
に
参
加

（
「山
」
二
六
〇
、
二
六
二
号
お
よ
び
本

号
巻
末
二
八
頁
海
外
登
山
年
表
参
照
）

▽
信
濃
支
部
訪
華
親
善
登
山
隊
、
三
代
沢
本
寿
氏
他
一
名
玉
山
に
登
山

（本
号
巻
末

二
八
頁
海
外
登
山
年
表
参
照
）

▽
海
外
登
山
審
議
会
　
昭
和
四
十
二
年
度
国
際
ス
ポ
ー
ツ
行
事
用
外
貨
枠
は
九
月
十

四
日
開
催
し
た
海
外
登
山
審
議
委
員
会
に
お
い
て
、　
一
ツ
橋
大
＝
サ
ラ
グ
ラ
ー
ル

一
〇
、
○
○
○
ド
ル
、
千
葉
岳
連
＝
テ
ィ
リ
チ
ｏ
ミ
ー
ル
九
、
三
五
〇
ド
ル
、
東

京
農
工
大
＝
ペ
ル
ｌ
ｏ
ア
ン
デ
ス
六
、
三
九
二
ド
ル
、
鎌
倉
山
岳
協
会
＝
西
イ
リ

ア
ン
三
、
九
〇
〇
ド
ル
の
四
隊
に
そ
れ
ぞ
れ
割
当
て
ら
れ
た
。
（
「山
」
二
六
〇
号

参
照
）

▽
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
　
ネ
パ
ー
ル
政
府
の
登
山
禁
止
の
状
態
が
続
い
て
い
る
た
め
、

本
会
の
計
画
も
保
留
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

▽
第
五
回
海
外
登
山
技
術
研
究
会
　
四
月
二
十
九
日
―
五
月
二
日
ま
で
発
哺
温
泉
天

狗
の
湯
で
開
催
さ
れ
た
が
、
参
加
者

一
〇
〇
名
の
中
本
会
々
員
六
十
名
が
参
加
し

た
。
（
「山
」
二
六
八
号
参
照
）

◇
岳
界
ト
ビ
ッ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

本
会
に
直
接
関
係
は
な
い
が
、
こ
の
期
間
に
記
録
す
べ
き
次
の
ト
ビ
ッ
ク
が
あ
っ
　

３２

た
。　
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▽
富
山
県
登
山
届
出
条
例
の
施
行。

三
月
二
十
六
日
付
公
付
さ
れ
た
こ
の
条
例
が、

十
二
月
一

日
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た。
（
「
山」

二
五
八
号
参
照
）

▽
群
馬
県
谷
川
岳
遭
難
防
止
条
例
の
施
行。
一

月
一

日
か
ら
適
用
に
な
っ
た。
（
「
山」

二
六
一
、

二
六
六
号
参
照
）

マ
文
部
省
登
山
研
修
所
の
開
設。

六
月
末
を
以
て
立
山
の
千
寿
ケ
原
に

完
成
し
た

（
所
長
井
上
一

男
氏
）。
（
「
山」

二
六
五、

二
六
七
号
参
照
）

x

x

x

第
六
十
一

年
（
通
巻
―

二
0
号
）

を
三
月
二
十
日
発
行。

編
媒
者
望
月
達

◇
山
岳

夫。

◇
会
報

第
二
五一＿一
号
ー
ニ
六
四
号
（
編
集
代
表
吉
沢
一

郎）

を
発
行。

第
二
五
八

号
か
ら
題
名
を
「
山」

と
改
め
る。

◇
山
日
記

一

九
六
七
年
版
（
第
三
十
二
輯）

を
発
行。

編
集
代
表
竹
内
通
雄。

◇
名
誉
会
員

昭
和
四
十
一

年
十
二
月
二
日、

年
次
晩
餐
会
の
席
上、

高
木
菊
三
郎

氏
（
会
員
番
号
一

六
二
番）

を
名
管
会
員
に
推
挙
し
た。

◇
永
年
会
員

本
年
度
在
籍
五
十
年
に
達
し
た
左
記
七
氏
が
永
年
会
員
と
し
て、

十

二
月
二
日
の
年
次
晩
餐
会
の
席
上
「
永
年
会
員
章」

を
贈
呈
さ
れ
た。
（
カ
ッ
コ

内
は
会
員
番
号
）

田
中
薫
（
四
四
四
）、

小
島
栄
（
四
五
0)、

松
本
善
二
（
四
五
九
）、

辻
荘
一
（
四

八
九
）、

目
黒
四
郎
（
四
九
0
)、

大
島
永
明
（
五
―
――-
）、

佐
々
木
健
太
郎
（
五

二
―
)

◇
物
故
会
員

こ
の
期
間
に
逝
去
さ
れ
た
会
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る。

本
会
は
こ

こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る。

部

長

評

議

九

六

七

年

度

役

員

会

長

松
方一
二
郎

副

会

長

三
田
幸
夫、

渡
辺
公
平

常

務
理

事

加
薩
泰
安、

深
田
久
弥、

辰
沼
広
吉、

大
塚
博
美、

松
田
雄
一
、

飯

野

享、

宮
下
秀
樹、

丹
部
節
雄

理

事

竹
田
寛
次、

平
山
善
吉、

広
谷
光
一

郎、

長
尾
悌
夫、

野
田一＿一
郎、

酒
井
敏
明、

関
口
周
也、

大
貫
良
夫、

中
島

寛

監

事

松
本
熊
次
郎、

牧
野

衛

常
任
評
議
員

吉
沢
一

郎、

中
屋
健
一
、

藤
井
運
平、

佐
藤
久
一

朗、

折
井
健
一
、

石
原
憲
治

員

島
田

巽、

堀
田
弥
一
、

望
月
達
夫、

後
藤
幹
次、

藤
島

玄、

津
田
周
二、

伊
藤
秀
五
郎、

水
野
祥
太
郎、

中
田
勇
吉、

高
山
忠
四

朗、

三
井
松
男、

須
賀
太
郎、

沼
倉
寛
二
郎、

川
森
左
智
子

荒
巻
広
政
（
秋
田
）、

小
林
雄
次
郎
（
石
川）、

藤
島

玄
（
越
後）、

野
口
秋
人
（
東
九
州）、

水
野
祥
太
郎
（
関
西
）、

三
谷
孝
一

（
熊
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曹

記

本） 、

織
田

収
（
山
陰） 、

山
本
朋
三
郎
（
静
岡） 、

塚
本
茂
樹（
信

濃） 、

熊
沢
正
夫
（
東
海） 、

中
田
勇
吉
（
富
山） 、

末
松
大
助
（
福

岡） 、

伊
藤
弥
十
郎
（
福
島） 、

北
川
正
次
（
宮
城） 、

後
藤
幹
次（
山

形） 、

三
井
松
男
（
山
梨）

川
瀬
伊一ー一
郎
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Cordillera Vilcabamba and Rio
l]rubamba (Peru), 1e6s

By Yasushi Egami

The Peruvian-Andes-Amazon Expedition dispatched by the Doshisha Alpine Society

consisted of the following members :

Yasushi Egami ( age 29) Leader, member of the Api Expedition in
1960

Shigeto Maeshiba (27) Vice-leader

Takeshi Rito (25)

Seihei Iwata (25)

Mitsumasa Miyamoto (25)

Tetsuji Kawada (25)

Masami Ogawa (23)

Yoshiaki Sawa (22)

Reiji Horie (22)

Masayoshi Abe (32) TV. Cameraman

Marcelino Morales (Huaraz) Porter

On May 31st, 1965, a caravan to Salcantay began from a small village named

Mollepata. It was almost a half day's ride by truck from Cuzco to Mollepata

where we gathered 33 mules in cooperation with Raul Montes and his brothers.

Our original schedule was to stay over night at Pampa Soray and next duy cross

the Incachiriyasca Pass (4600 m). However, on accout of heavy snows on this

pass, Raul Montes and his brothers insisted upon our returning to Limatambo

village and then approaching to Salcantay from there. It seemed that they had

completely lost intention to cross the Incachiriyasca pass. But our intention was

to carry out the original schedule, so we spent two days for snow-shovelling on the

pass, for the purpose of making a road for us and mules to pass over. It was

a really annoying work.

Besides of this work, some members were sent out to make reconnaissance of the

west ridge and the south ridge. As a result of it, we concluded that climbing the

west ridge was just impossible, but that the south ridge had a slight chance, and
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yet the work seemed to be very difficult

On June Srd, we finally crossed the Incachiriyasca pass and down to Pampa Sisay.

From this side we looked up at Salcantay with breathless interest. Coming down

from the Incachiriyasca pass, we found a part of the ancient Inca-road. After cross'

ing Pallcay pass, we arrived in the valley facing to the east side of Salcantay, where

we set up Base Camp (4500 m).

On June 5th, another reconnaissance parties were sent out to the east ridge, the

north-east ridge and also the north face. The east ridge was attempted once in

1956 by Dutch party accompanied Lionel Terray. They ascended this ridge, crossed

the northeast ridge and then traversed the north face. Austria pafiy also tried

the northeast ridge in 1954. Unfortunately, they had to discontinue their climbing

because of Fritz Kasparek's accident. In L952, Franco-American Combined Party

took a route on the north face and succeeded in reaching the top of Salcantay for

the first time.

As a result of reconnaissance, we decided to attempt the northeast ridge which

was the longest ridge of all in Salcantay. At that time, we had already expected

various difficulties which would be met such as a part of east-wall ; a large mush-

room styled ice-wall confronting the whole north-east ridge ; a sharp and undulating

edge like a "crest" avove the north-east ridge ; and another ice-wall that could be

an exit to a plateau of the south peak.

On June 9th, we began climbing. First of all, we crossed the tail of the east

glacier, climbed up the rocky ridge, and then back to the east glacier side again.

After climbing up a steep-sloped couloir, we finally arrived on the north east ridge.

We continued climbing for a while, and then Camp 1 was set up at the height

of 5,000 m. Ropes of 100 nr long had been fixed to the end of rocky ridge.

Another unexpected hard work for us was to approach Camp 2 f.rom Camp 1

because of an ice-wall sharply stretched out over a plateau where we had decided

to set up Camp 2. The ridge right avove Camp L became narrower suddenly, and

traversing the steep-sloped snow wall, about 60o, was a really great matter. We

had to descend to the lowest col and start to go up again. From then oD, we

continued the same conditioned climbing and ropes had been fixed continuously. The

advanced members arrived at Camp 2 at 5,300m on June llth. There, we could

look around a beautiful view of mountains of Cordillera Urubamba and especially

a glaceful figure of Veronica 15,870 m) stood in f ront of our Camp 2.

Our next problem was to grapple closely with the east-face confronting us. We

also found a dislocation on the ridge above our head. It looked like an alligat'or
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opening his mouth, so we named it as "alligator's mouth". A grand slope of the

east-face with stucked'out snow peak lied stretching far away above the alligator's

mouth. This snow peak which really looked like "mushroom", stretched out about

10m over our head like a brim. It was impossible to make a detour either from

the left or right side of the mushroom snow peak.

On the first day here at Camp 2, we could only climb about 100 m up to the point
just below the mushroom snow peak. Then nexy duy, on June 13 th, we broke

through a tunnel at the right hand side of the mushroom snow covered with only

thinner ice as compared with that of the other parts. It took three long hours to

make this tunnel wide enough for a man to pass through. Making a tunnel in
Andes had been tried before by the Japanese party at Alpamayo in 1963, and New

Zealand Party at Mitre (Cordillera Vilcabamba) in L962.

On June L|th, we still worked on the same tunnel, making it wider enough for

a man to move with luggages. Meantime, w€ started to crash down the snow-brim

of jagged ridge which stretched over the tunnel.

On June 15th, all of us took a good rest all duy long. Next day, we again

engaged in making a route on this crest-like ridge . Fritz Kasparek's accident in

L954 was believed to have occurred around this area.

On June L7 th, our Camp 3 was constructed on the plateau located on the crest

ridge. 800 m long ropes had also been fixed continously from Camp 2 to Camp 3.

Our precious efforts during the five days had solved the most diflficult problem on

the northeast ridge and 300 m height was completely secured at last.

On June 19th, in order to make all members' climbing safer and surer, Camp 4

was set up on the east shoulder of the south peak (5, 900 m) . Although crevasses

were seen here and there, a route up to the Camp 4 was completely different from

the ones we took so far.

On June 21st, we descended the ice-wall about 50 m from south peak, then we

finally reached the summit of Salcantay from the left side, contrary to Franco-

American Party's route.

Members arriving at the summit on the first duy were Rito, Iwama, Miyamoto

and Ogawa and on the second duy, June 22nd, Ogawa, Sawa, Horie and Rito.

Withdrawing work, however, was just beyond description as compared with that

of the ascending, all members returned to the Base Camp safely on June Zl th.

Peaks we climbed besides Salcantay are listed as follows:

A peak of Rayusca 5,000m Jun. 2 Ogawa, Sawa

Quishuar (lst ascent) 5r775m Jul. 16 Rito, Kawada
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Mellizos 5,230m A.rg. 20 Kawada, Ogawa

(Minor peak of north-peak)

Mellizos 5,300m Aug. 31 Iwama, Kawada

(North peak)

Mellizos 5,410m Arrg. 31 Iwama, Kawada

(South (main) peak)

Cima-Roca Llosa 5,000m Arrg. 27 Maeshiba, Kawada,

Morales

// // Arg. 28 Ogawa, Horie

Nevado-Blanco 5,250m Sep. 3 Kawada, Ogawa

Riding on two liferafts from Coribeni Mission, north of Quillabamba, other party

descended the Rio Urubamba that is a headstream of the Amazon, and arrived at

Atalaya where Rio Urubamba joins in the Rio Apurimac. There, we changed our

liferafts to a launch and continued to travel down to Pucallpu.

Aconcagrz, South Face, 1966

-French Buttress-

By Makoto Hara

This expedition, which we call "scientific and Mountaineering Expedition to
Andes, 1966', was organized by Tokai Section of the Japanese Alpine Club in
cooperation with Nagoya University, School of Medicine.

The purpose of this expedition, which is twofold, is as follows ;

1. To make researches in physiology of high altitude on the north face of Mt.
Aconcagua.

2. To climb the South Face of Mt. Aconcagua after finishing the researches

above mentioned.

Members:

Kentaro Takagi, 55, leader, Professor of Nagoya University, school of Medicine.
*Kunitoshi Ishihara, 34, vice-leader, member of JAC (the Japanese Alpine Club).

Shigeru Ando, 36, instructor of Research Institute of Environmental Medicine,

Nagoya [Jniversity.
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Tetsuo Nagasaka, 32, Staff of Department of Physiology, Nagoya University,

School of Medicine, member of JAC.

Toshiyuki Takai, 32, electric engineer, member of JAC.
*Takashi Nakaseko, 32, member of JAC.
*Makoto Hara, 28, surgeon, member of JAC.
*'Kazutoyo Hashimura, 28, member of JAC.
*Akihiro Ichikawa, 27, member of JAC.
*Kenji Yairi, 24, member of JAC.
*Akihiko Kuroyama, 23, member of JAC.
*Yoshihiro Ogi, 23, member of JAC.

Mitsumasa Takada, 31, member of JAC.
*Naoyoshi Masuyama, 25, member of JAC.
*Mario Quesada 25, member of Centro Andino Buenos Aires.

sAsterisked members participated in the climbing of the South Face, and the other

members returned home or left the party on finishing the researches on the north face.

First, the party stayed at Plaza de Mulas (4200 m) on the north face of Mt.

Aconcagua from Dec. 15, 1965 to Jan. 8, 1966, and carried on the physiological

investigation of the members climbing to the summit by the route on the north

face. The results are reported in the following journals;

Nagoya Journal of Medical Science, November, 1966.

Nagoya Journal of Medical Science, January, L967 .

Nagoya Journal of Medical Science, March, L967 .

Upon the completion of the scientific study at north face of Mt. Aconcagua, nine

members of the team moved to Plaza Flancea of South Face of Mt. Aconcagua,

where they established a base camp for mountain climbing on January 16, 1966.

After several days of reconnaissance to the South Face, it was decided to take

French Route which seemed to have the lowest objective risk. This route forms

buttress. There was more ice {ound this year than usual.

January 25.

Camp 1 was established on a rocky ridge at about 5100 m. Beyond the Camp 1,

a route was opened up by fixed ropes and rope ladders. Rotten ropes used by French

team 13 years ago were found here and there.

The first obstacle, Great Tower, was broken through via two routes. One was

the route used by French and the other was Ice Couloir which was recently opened,

and located in the right side of the French route.

We used the latter route as a loading route to Middle Glacier.
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February 2。

Ciamp 2 was established at 5700 Hl in h4iddle Glacier.  French ventured tO dO

R.ush′ractics tO the suΠ llnit fronl this pointe 
′'rheir great victOry,hOwever,resulted

in a miserable clilnbinge After 4 nights of bivouac, all of thenl gOt frostbitten。

In Order tO aVOid repeating tlleir eXperienCe,it waS deCided tO establish CaIIlp 3

at lLJpper Glacier. Vヽe spent 16 days to break through the iRock Wall 、vhich st00d

between R4iddle Glacier and Upper Glacier, and to establish C)amp 3.  AInOng the

16 days we had three days Of bad weathere

February 18。

Cia]m.p 3was established at 6300 1n on Upper Glacier.

February 23.

Four of the team left C)amp 3。    It became a storlny weather in the afternOOn,

and they lnade a bivouaC on a rock ledge at 67001n.

F｀ebruary 24。

It was a beautiful day.  
′
i「hey reached the tOp after 10 1lours of clilnbing the

rocky ridge in whicll rOcks, snOw and ice¬ were encountered one after anOthero   lt

was just the time of sunset。

′
rhen, they descended through the north face and arrived at iPlaza de R4ulas at

3 o'clock a.In。 On lF｀ ebruary 25。

After 6nishing the attack on the South lFace of AcOncagua, the teanl was devided

into 3 slnall groups, and they traveled thrOugh iPatagonia district.

The Second Greenland Expedition, 1e6G

By Kaneshige lkeda

In 1965, the Nihon University Alpine Club sent a mountaineering expedition led
by T. Miyahara to Schweizerland, in the east of the Greenland. The party tried
to climb Mt. Forel and failed to reach the top because the party spent many days,

unexpectedly to approach the mountain. (see "sangakri' vol. 61, 1966) In the

next year, 1966, the second party of six members led by H. Nakajima was sent to
the same district again to climb the mountains and to survey the district.

June 18 Sailed from Copenhagen for Angmassalik and landed there on the
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June 30

July l

July 25

.July 27

.July 29

A.rg. 1

メゝug. 10

″/ゝug。 20

ｕ
　
　
ｕ

Ａ
　
Ａ

27 th.

Sailed for Kungttiut■ long the Angmassalik Fjord and landed at

SiOralik in a slnall cargo boat hired at Kungmiut.

Started for lMIt.FOrel along valley glaciers with a load of 700 kg on

twO sledges dra¬ Ⅳn by the lnelmbers。

Arrived at the south.~f6ot of 江ゝt. FOrel via theヽ w・est fOot of R.ytter‐

knagten, 16′ SeptemLber Glacier,Glacier de France,Felnstjernen and

Paris Gletscher, and set up their base ca]mip there.

All tlle inenabers started from the base canlp at O:00 and reached

the top Of Mt. F'orel at 15:00.  
′
rhey canne back to the base camp

at l:00 on the next day.
′
rhe party was divided into two 3-Π len■ ber parties, and the frst led

by the leader climbed iPerfekt(30001n), and the second led by the

deputy_leader, K. Ikeda, clilnbed Sydbjaerg (28001n).

′
rhe lrst party lnoved to the nortll side of the culdnaalene range and

clilnbed five pealks in the range.

′
rhe second party started to the northeast to survey the interior ice

sheet beyond lat.67° N.  
′
rhe party clilnbed three peaks on the way

and carne tO the rendezvOus on the Paris Gletscher rOund the Avant‐

garden range on the 7 tl'1。

′
rhe:British party of the IInperial c,。 1lege visited the calnp.

′
rhe secOnd party started from the camp at 4:00 and lnade the lrst

ascent Of Table Mountain(3000m)from the south at 18:00.They

can■e backi to the can■ p at 5:00 in the next inorning.

The whole party left the can■ p for horne.

Arrived at Sioralik.
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Tilitso Lake in The North of
Annaputrra, 1966

By Yoshimi Yakushi

The reconnaissance to the Central Nepal Himalayas by the Tomari Sangaku-kal

(Tomari Mountaineering Club of Toyama prefecture) explored the Tilitso Lake and

its neighbourhood in the north of Annapurna Himal, and made extensive tours of

the Nepal Himalayas from the autumn of 1965 to the beginning of 1966. The,

members were as follows: Yoshimi Yakushi (age 29, teacher), Nobutaka Ito (29,

horticulturist) and Seiichi Kanayama (23, student).

In 1950 the Tilitso Lake was visited for the first time by the French Annapurna

expedition led by M. Herzog ("Annapurna, premier 8,000m." Paris, 1951). They

discovered this ice lake unexpectedly when searching for Annapurna I and called

the lake "Tilicho" on the basis of the Indian Survey map. And besides they found

there was a great topographical mistake on the map.

We gave attention to the unnamed peak (7,L48m) in the "Grande BarriDre"'

The peak was already taken its photographs from Manang side by the Manaslu

reconnaissance expedition of L952 led by Dr. K. Imanishi l"Sangaku" JJAC, vol.

48, 1953). In 1958 the NW-Nepal scientific expedition led by Prof . J. Kawakita

also took pictures of the peak from Dangardzong ("Sangaku" vol . 54, 1959). We

could not get, howeuer, further information and pictures. So I wrote a letter to
Mr. Marcel Ichac, a member of the French Annapurna expedition, who had explo-

red the Tilitso region and then ascended Muktinath Himal (6 ,250 m, by their
report) in the north side of the lake. He gave me useful information and photo-

graphs ("Regards vers 1' Annapurna" Paris, 1951). Then I asked some questions

of Mr. Arthur Baumgartner. He had visited the Tilitso Lake after the first ascent

of Khatung Kang (6,430m) near Muktinath in 1956 (Die Alpen, ZSAC, Bd. 33,,

1957). I was given his instructive reports and materials. And the Dutch Nilgiril
expedition of L962 paid a visit to the lake (The Himalayan Journal, vol . 24, L962-

63). But al'l of them departed there leaving the data about its area dissatisfied.

Under these circumstances the reconnaissance started, making it the principal

purpose to explore the most fascinating and challenging Tilitso Lake and its sur-

roundings in the north of Annapurna. But then I was surprised bV an American,
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Mr. Charles H. Bell's visit to my house after a year of return from Nepal. He,

with only one porter, explored the Tilitso region in June-July L964 and discovered

the "Bahadur Basin" which was named by him. On his way he climbed the North

Peak (ca. 6,000m) in the north side of the lake on June 27 and ascended three

peaks ("The Bump", "Harka Bahadur Peak" and "Banded Peak") surrounding the

basin. Then he went down to the Marsyandi river via Manang. Moreover I heard

from him that Mr. Douglas K. Bingham, a member of the American Peace Corps,

had visited there twice. By Bingham's letters to me, he climbed the North Pealc

in August (Julv ?) 1963 and reached only the shore of the lake in May (Aprit ?)

L964.

Two Americans think that Muktinath Himal of altitude 6,250m does not probably

exist and M. Ichac surely climbed the North Peak in 1950. They, also, give the

name "Tirichho Peak" for our North Peak of north side of the lake. As to the

latter we do not agree with them, and give the name "Tilitso Peak" for the splendid

and unnamed peak of altitude 7,148m in the Grande Barridre, because the Thakali

people of Thakkhola agreed to our naming. "Tilitso" is a Thakali language. Sri

Indra Man Serchan, Subba of Tukuche, taught it to us and added that " tili" means

'remote'. " Cho", fixed on the Indian Survey ffi&p, has the same meaning and pro-

nunciation as the Tibetan language "tso" which means olake'. For that reason we

spell "Tilitso" not to be misunderstood.

On October 1, 1965, we started from Pokhara with two Sherpas (Lhakpa Tenzing

and Sona) and 14 porters. After six days'walk our caravan arrived at Tukuche,

and reached Jomosomba on October 8. The Base Camp was established on October 11

at the west-shore of the lake, 4,850 m above sea level, via the Tsomotso (3,690 m)

and the West Tilitso Pass (5,050 m) after two days' approach march from Jomo-

somba. Both the French and the Swiss reports told that the lake had frozen over.

It was, however, not an iced one, but a rippling blue water that we could find.

The Thakalis in those areas, Tukuche, Thini or Jomosomba, who knew well about

it said that it did not freeze in autumn.

During our stay at the lake we made a round of it, searching for the route to

the north ridge of Tilitso Peak and trying to attack the North Peak (ca. 6,000 m)

in the north of the lake. The length of the lake, west to east, was 2.8 km by our

survey. We had some clouds and slight snow almost €very afternoon during the

first half of our stay. Then it was very fine weather all duy long and the wind

changed to the north-west after the snow of October 18-19 about 20 cm deep.

Temperatures at night fell from -10"C to -15"C at the Base Camp. After L7 days'
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stay we left the lake, and turned back to Jolm.oso]m.ba on ()ctober 30.   Since then

we travelled abOut I・loly Muktinath and returned to POkhara On Novelnber 15, by

way of the h[arsyandi river.

′
I｀he second tour was lnade for Namche:Bazar fronl Kathrnandu.  At the f00t Of

Khumbu Himal we explored the glaciers Of Khumbu,Imja and NgOjumba frOm

E)eceinber 9 to 20. (〕 n the way・ w・e could luckily see the Mani‐ Rilndu,the greatest

■′alm.as' dancing festival of′ rhangboclle Gon■pa, on I)ecen■ ber 9。  We took our way

back to Kathn■ andu through the A、 run rivere   lt was a long w'alk of 18 days.

Lastly we had a short tour crossing sno・ wy G‐Osainkund.  Al1 0f Our tOurs and ex‐

plorations ・w'ere lnished at the end of January of 1966, while we could enjoy our

tOurs and Observe the whole Hilnalayan Giants from Dhaulagiri to Kangchenjunga.

We llad a long spell of 6ne weather。

Hunter and F'oraker, ln Alaska, 1966

By Hideo Nishgori

Our expedition was organized by the Japanese Alpine Club, Student Section.

The six members were:

Hideo Nishigori (25) Leader

Yasuhiko Iso (24) Vice-Leader

Yasuo Kubota 1ZZ)

Takeshi Ogawa (23)

Yuzo Samura (23)

Kazuya Murayama (23)

We first aimed to climb Mt. Hunter's east ridge from the Tokoshitona Glacier

but gave up the idea. The landing place looked difficult and it would have been

hard to walk down the icefall between Hunter and Huntington; the walk out was

important to us. So we changed to the west side.

Don Sheldon landed us on the Kahiltna Glacier at 2,L00 m on June 3.

We placed Camp 1 at 2,745 m at the foot of a rock pinnacle and Camp 2 on

the col at 2,865m. After fixing ropes on the rock ridge and steep ice to 3,500m,

we pushed on and stood on the summit of mt. Hunter's north peak (4,44Lm) on
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June 20 and bivouacked on the plateau. (First ascent by Beckey, Harrer, Meybohm,

1953. Second ascent by Choate, Hoeman, Johnston, 1963.) We returned to Base

Camp on June 25. We suffered from melting snow, especially below 3,000m

Our second aim was to ascend Mt. Foraker (5,303m).

On June 28 we moved camp to the foot of the icefall at 2,130m. After a day's

reconnaissance we broke through this rough icefall, from the top of which we

turned to the right to the sharp snow ridge which ascends to the northeast ridge.

We climbed this knife-edge to 2,920 m, where on June 30 we established Camp 1.

In the continuous bad weather we reached the northeast ridge and made Camp 2

at 3 ,520m at the col, where we had to halt for three days. On July 7 we left

Camp 2 at 1 a.m. and climbed the moderate northeast ridge, until at nine o'clock

Iso, Samura and I stood on the summit in a strong wind. On the descent we sat

out a white-out at 5,000m-the ridge was an extensive slope-and got back to

Camp 2 at 3 : 50 p.m. after an ascent of neally 2,000 m in one duy. This is the

third ascent of the mountain too and that by a new route. (First ascent by

Brown, Houston, Waterston, L934, from west. Second ascent by Duenwald, Ri-

chardson, 1963, by southeast ridge.)

We withdrew our camps in heavy snowfall and found that while we had been

climbing, the condition of the icefall had changed v€ry much. We came back to

Base Camp in terror of avalanches and falling s6racs. It snowed every duy from

July 1 to July 12.

We walked down the Kahiltna Glacier to Talkeetna in a week.

Mt. Bona, 1n Alaska, 1e66

By Tamao Tokuhisa

We, Alpine Club of Tokyo University of Education, sent a reconnaissance party ot

two members over Wrangell Mountains in Alaska in the summer of 1965. They

brought us, along with the success of climbing Mt. Wrangell (4318 m), the infor-

mation that Klutlan Glacier would be the best route to the summit of Mt. Bona

(5029 m). And in 1966, we Mt. Bona party of six members went over there and

were successful in climbing it and two other peaks.
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Meanwhile we had some geomorphic survey and physiolosical study at high
altitudes with certain results and also in Fairbanks co-operated with the frostbite
experiments at Institute of Arctic Biology of University of Alaska.

The details of the climbs go as follows.

The names of the members;

Tamao Tokuhisa (34) leader

Hideki Yamamoto (32)

Koji Saito (Zg)

Makoto Kobayashi Qg)
Jiro Kemmochi (28)

Yoshio Inukai (24)
(Reconnaissance Party)

Katsuo Mitsui (32)

Takao Nagamine (28)

A surnmary of the procedure ;

July 24. Landed by light plane on Klutlan Glacier and set up the Base

Camp at an altitude of 3050 m.

July 27 . In several attempts to find out the best route to the summit of
Mt. Bona, Kemmochi and Inukai climbed a nameless peak of
4546 m located to the south-east of Mt. Churchill (4TGT m).

July 29. Set up camp 1 at 3450 m almost at the top of the glacier. Ad-
vancing upward on the glacier, had to take a great care about

hidden crevasses large and small.

July 31. Advanced farther up to the point of 4300 m just under the north
ridge of Mt. Bona and there set up camp 2. Had our first
attempt to get to the summit.

August 1. The second attempt.

August 2. Saito and Yamamoto got to the summit with the blessing of fine
weather.

August 4. Kobayashi, Kemmochi and Inukai ascended the peak again. euite
exhausting work these ascents were, though there wasn't any
remarkable difficulty as far as the climbing technique required
was concerned.

August 5. The latter party of three started from camp 2 for Mt. Churchill
with success. Step-cutting on the south ridge under the summit

was rather a tough job.
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August 6-11. Were engaged in physiological experiments and geomorphical survey

at the Base Camp.

August 12. The light plane took us back to Glennallen.

Notes ; The altitudes above are due to our altimeter and are identified to those

shown in the map of U.S. Geological Survey.

」L′arWln range ln llerra αel

]Flleigo, 1966

By So Amma

In 1965 to 1966, Hokkaido University sent a scientific and mountaineering expedi-

tion to southern Patagonia and Tierra del Fuego. The expedition party, led by

Dr. T. Tsujii, was composed of four botanists, three geologists, a cameraman and

a doctor. The Botanical sub-party made a botanical survey in lsla Navarrino,
central part of Tierra del Fuego, Rio Serano area in southern Patagonia and Isla

Chiloe. The geological and mountaineering sub-party worked in the western

Darwin range in Tierra del Fuego and Gray glacier area in southern Patagonia.

The geological and mountaineering sub-party, T. Saeki and four other members,

departed from port of Punta Arenas in a Chilean navy boat on January 13 th in
1966. And we landed on the beach of Bahia Escandallo in Seno Contraalmirante

Martinez the next morning. Immediately we set up our base camp on the same

place that the Italians to Mt. Sarmiento, led by Father Agostini, had made their

base camp before.

On 18 th of Janu&ty, we crossed Martinez Fjord in a small rubber boat with
engine and landed on the western edge of Cordon Navarro massif. We went up

along the western glacier, named Kudahasu glacier, and made camp 3 on the upper

ice plateau.

On 25th of Janu&ty, we had good weather after ten stormy days. T. Endo and

M. Hashimoto got one unclimbed peak, about 1840m in the western area of Cordon

Navarro. At the same time S. Amma and T. Nishimura got another peak about

1480 m. As a result of this climbing, we concluded that there were no peaks
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higher than 2000 m in this area.

Next duy, another unclimbed peak about 1860 m was ascended by M. Hashimoto

and T. Nishimura, Iocated southward to the 1840 m peak.

Consequently we attempted to climb the highest peak in this area, situated at the

eastern end of the massif. Next evening, it began to storm. Titree members

waited in a snow hole on the main ridge, but the weather did not improve in

a week.

Then we returned to base camp in Bahia Escandallo, and there, we met four

Americans, ted by Mr. J. Miller. They had also climbed Cordon Navarro massif

from Agostini Fjord.

On 5 th of February, We walked up to Mt. Sarmiento along the Blanco glacier.

In a few days, we made camp 2 below the southeastern ridge of Mt. Sarmiento.

On 8 th of February, T. Saeki, T. Endo and M. Hashimoto tried to climb from

the southeastern ridge, but they could not ascend higher than 1800 m because of

bad weather. Then they waited for the next chance for ten days in camp 1, but

a hard storm beat them down.

At that time, S. Amma and T. Nishimura made a geological survey along

the shore of Martinez Fjord to get geological cross section of the western Darwin

range.

On 25th of February, We were piched up by a Chilean navy boat "Colo colo",

and returned to Punta Arenas two days later.

After the climbing of Darwin range, we spent about a month in making explora'

tion trips around Gray glacier atea in southern Patagonia.

Mountains in Bol市ia,1965

By Shigeyuki Ok」 ilna

Since the beginning of 1962 the Alpine Club of Asano High School had been

doing an extensive research and stud1, about climbing mountains abroad, and it was

in 1965 that we finally succeeded in sending the Andes Expedition to an unexplored

region of South America. We owe our succeessful climbing to the accomplishment

made by the great foreign forerunners, such as some of the German, Italian, and
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English n■Ountain clilnberse  .AlsO we extend Our inany thanks tO the Club AndinO

Boliviano for its kind, friendly, and generous help during our stay tlleree

(0)utline Of the expedition

l。  ()bjective: :Exp10ratiOn and climbing Of the Pupuya grOup in the .Andes,

B01ivia, South AInerica

2.  IDate:     :From March through A.ugust, 1965

3。 Cost:    ¥3,199,620($9054。 5)

4。  men■
・
bers:

Junichi 江ゝakiguchi(27)leader

Keisukeゝ江iyazaki(25)

Shigekazu Jodai(24)

Shigeyuki Okajima(21)

Terushige Ohta(21)

Hidekazu Nino】 niya(21)

All the lnen■ bers graduated frOnl Asano High School, Yokohama.

]Report Of the expedition

Mar.2,1965 0kajima and Ninomiya left Yokohama.

江ゝar. 29      
′
rhe t、
「
o arrived in La Paz, Bolivia, and went 6rst to the Japa‐

nese EInbassyo  Started negotiating with the C)lub Andino Boli‐

vianO regarding the fee for entering the lnountains and with

CuStOmS(regarding)taXeS.   :Began preparatiOn reSearCh・ Of the

Pupuya grOup and other inountains。

Apr. 2      Makiguchi, 江ゝiyazaki, JOdai, and()hta left Yokohaina.

Apre 28      ′
.rhe four arrived in iLa:Paz.  ′

rhe spirit of the expedition was

encouraged by tlle reunion of tlle all lnembers after a lnonth.

Started training and turning our condition in preparation for the

clilnbingo Checked the food and the equipn■ ent situation.

The Fupuya group

May ll      Left La Paz on a truck for the Pupuya group.  
′
rhe next day

arrived at Pupuya and negotiated with.the lndians for the loan

of the porters and llaIIlas.  Organized the caravan and put the

load in order.

h4ay 15      
′
rhe caravan started along tlle unknown ridge and set up the frst

camp in the lneadOw Over tlle pass. R、 eached an agreement to set

up the Nv.c01010 Base Calnp here and attack Nve C01010(5915 Πl).

Clontinued reconnoitering the area for the following two days.
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Muy 18, 19

Muy 20

Muy 2L

Muy 22

Muy 23

Muy 24, 25

Muy 28

Muy 30

Muy 31

June 1

June 2

Set up Nv. Cololo Camp 1.

Miyazaki, Okajima and Ohta climbed Nv. Cololo. It was the

second ascent following the first by a German party in t957 .

Withdrew Nv. Cololo Camp 1 and returned to Base Camp. Sta-

rted preparation for entering Pupuya.

Drived the llamas all duy into the meadow in the Pupuya group.

It was a beautiful location surrounded by the untrodden mountains.

Miyazaki and Ninomiya made the first ascent of Huarin (5520 m)

and Asano Peak (5450 m). The good ice condition enabled them

to climb both mountains the same duy. Okajima and Ohta checked

the equipment and food. Studying the result of the reconnaissance

of the ice condition, decided on setting up the Advanced Base Camp

at the cirque as planned in advance.

Moved the food and equipment stuff from the Base Camp to the

Advanced Base Camp. Continued reconnaissance of the area and

learned the possibility of a traverse from south to north along

the main ridge of the Pupuya group.

Miyazaki and Okajima climbed Cuchillo I (5655m), the first peak

on the main ridge deriving from Cavayani.

Miyazaki, Okajima, and Ohta started on a traverse along the main

ridge, set up Camp 1 on the snowfield between Yanaorco (5550 m)

and Cavayani, and made an ascent of Acamani (5666 m), the Sou-

thernmost peak on the ridge.

The burden of 22.5kg felt extra heavy on the shoulders during

the climbing on the ridge at an altitude of 5600 m. Made an

ascent of Cavayani (570a m). Set up Camp 2 at the col between

Cavayani and Canisaya.

Climbed Canisaya (5706 m) and Casarara 15702 m) and arrived at

the foot of Huelancalloc. Had a difficulty on Casarara because

of the bad ice condition.

The wind blew v€ry hard. Fastened the crampons carefully tight.

Finally standing up on the top of Huelancalloc (5836 m), sang

our school song. It was the highest and last peak to climb during

the traverse. Slided along the vast snowfield, came down on the

glacier without a stop, and arrived at Base Camp at dusk. Having

finished the traverse, took two days off for rest and preparation
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for climbing the last two mountains.

June 5 Miyazaki and Ninomiya made an ascent of Coruquini (5810 m).

This success gave us a great pleasure since we had not expected

to climb it first and it was much higher than we had thought.

Okajima and Ohta climbed Corohuari (5668 m), the main peak

of the Western Mountains named by the Hitotsubashi University

party.

June 6 Withdrew the A.B.C. and returned to the B.C. Miyazaki, Jodai,

Okajima and Ohta started on a trip to some villages near the

source of the Amazon River ; Makiguchi and Ninomiya returned

direct to Ulla Ulla.

June 11 The whole party safely arrived in LaPaz and took a rest. Decided

to climb Illimani with the members of the Club Andino Boliviano

in order to enhance mutual friendship.

Nv. Illimani
June 19 Left La Paz with Ronie and Jorge of Club Andino Boliviano.

June 20 Set up Camp 1. Only the Japanese party rushed on the west ridge

since the Bolivians did not seem to have technique enough to

climb from the end of the west ridge of the north peak.

June 2L Miyazaki and Ronie climbed the south peak of Illimani (6,450 m).

June 22 Proceeded to Camp 2.

June 23 Set up Camp 2.

June 24 Miyazaki, Jodai Okajima, and Ohta entered Camp 2.

June 25 Miyazaki, Okajima and Ohta climbed the north peak of lllim-
ani. This was the first ascent from the west ridge. Strong wind

and sharp knife-edged ridge made the climbing more difficult.

June 26 Withdrew Camp 2 and Camp 1. Returned to Base Camp.

June 27 The whole party returned to La Paz by truck.

Thus finished up the Andes expedition. The party broke up on Jrrly 2 in La

Paz, and each member took his own way to come back home-one went along the

Amazon; one went to the Peruvian Andes and all the way up to Alaska; one made

a trip around the United States via Mexico i and so on.

We believe that all the experiences each of us had at different places will con-

tribute to our attempt for the next expedition. Our last member returned to

Yokohama on March 29,1966, and we were huppy and grateful to have accomp-

lished all our trips without serious mistakes or accidents.

(t7)



List of Aseents

Cololo 5, 915 m

Huarin 5,520 m

Asano Peak 5,450 m

Cuchillo I 5,655 m

Acamani 5,666 m

Cavayani 5,702m

Canisaya 5,706 m

Casarara 5,702m

Huelancalloc 5,836 m

Coruquini 5,810 m

Corohuari 5,668 m

Illimani south 6,450 m

Illimani north 6,480 m

Znd ascent Miyazaki, Okajima, Ohta

1 st ascent Miyazaki, Ninomiya
// //

// Miyazaki, Okajima

2 nd ascent Miyazaki, Okajima, Ohta

2 nd ascent Miyazaki, Okajima, Ohta

rl //

lst ascent tl

3 rd ascent tl

1 st ascent Miyazaki, Ninomiya

r/ Okajima, Ohta

Miyazaki, Ronie

3 rd ascent Miyazaki, Jodai, Okajima, Ohta

Muy 20

Muy 23

Muy 23

Muy 28

Muy 30

Muy 31

June 1

June 1

June 2
June 5

June 5

June 19

June 25

Cordillera Blancz, 1966

By Tokiko Sakakura

During the dry season (June-Ju]r) in 1966, the Edelweiss Club (one of the female

alpine clubs in Japan) sent an expedition to the Cordillera Blanca of the Peruvian

Andes. The members were as follows : Mrs. Tokiko Sakakura (leader, the presi-

dent of the club), Mrs. Tsune Kuroishi, Miss Tamiko Miura, Mrs. Ryuko Matsuda,

Miss Fumiko Suzuki, Miss Yoko Nemoto, Miss Tsuta Osawa and as a camera-

woman, Miss Mayumi Kamei.

Although the main objective of the team was the climbing of the Nevado Puca-

ranra (6L47 m), we had planned to spend the first 2 weeks for the acclimatization

in the Caullaraju massif, southern part of the Cordillera Blanca.

When we were staying in Lima, w€, fortunately, had a chance to meet Mr.
Domingo Giobbi who was well acquainted with the Caullaraju group. He wes

also just staying in Lima to prepare for the climbing of the Nevado Uruashraju

(5735 m) in the Cordillera Blanca. Many useful bits of advice about the Caullaraju

r8oup were given to us, for which we had no words to express our gratitudes.
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It was on the 13 th of June that all members and our equipments were assembled

in Huaraz,

On June 18 th, riding precariously on a dirty truck, we left Huaraz for Cau-

llaraju with our equipments. Tottering along the highway to Lima, we went on

along the River Santa.

After 2 hours' drive, we reached Yanahuanca farm. Here we met the 3 arrieros

and donkeys (burros) hired beforehand. They had previously started from Huataz

before our departure.

On June 19 th, we crossed the Pampa de Lampas and reached at Quebrada Ocullo

where we set up our base camp at 4600 m just below a tiny glacial lake. Two

days later we established camp I at 5100 m on the glacier.

At 8 a.m. on the 22 nd, Mrs. Kuroishi, Mrs. Matsuda, Miss Nemoto and Pabro

Morales, a porter, left camp I. By noon, they were on the summit of the Nevado

Brazil (5636 m) . It was the second ascent since Mr. Giobbi had climbed for the

first time in 1961. Glacier conditions were mostly good and the climbing was

rather easy except for a steep snow slope just below the summt.

On Jun e 24 th, Miss Miura and Miss Osawa with 2 porters made the 3 rd ascent

of the mountain.

On Jun e 2T th, we withdrew our base camp and returned to Huaraz on the fol-

lowing duy.

Next Z days in Huaraz were spent for buying some supplies and weighing our

materials for each donkey (40 kg per a donkey) .

On July lst, the caravan which now consisted of the 7 members, 4 porters and

26 donkeys, left tluaraz for Pucaranra along Quebrada Quelcayhuanca. I was ahead

of them smiling airily on an old small horse-back.

After 2 days going, we set up our base camp at 4500 m in the center of a pas-

ture. There was a glacial lake named Bayo-cocha about 100 m up from our camp.

On a glacier that dominates the lake, we placed our camp I at 5100 m. It was

the 7 th of July.

On July L2 th, we climbed to a snowy saddle on the south-east ridge, where we

set up camp tr at 5500 m.

At 5 o'clock on the 14 th, Mrs. Matsuda, Miss Suzuki and Marcerino Morales,

a porter, started for their attempt on the east ridge.

At 10 o'clock they reached the rocky ridge and found a fixed rope and an ice-

axe which must have belonged to the Franco-Swiss expedition in L957 .

After they climbed a fragile rock pitch for about 150 m, steep snow-slope ap-
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ileared again. Just below 150 m from the summit, they were, unfortunately, cut off

by u huge crevasse on the very ridge. It was already 2 o'clock in the afternoon.

To their great dismay, they found it to be too much for them. Nothing could be

done except reluctant withdrawal.

Belaying each other, they climbed down the steep steps as rapidly as safety per-

mitted. But the darkness was complete by the time they reached the foot of the

rock section.

When they got at camp II , it was already past midnight.

K:oh‐ i口Bandakor,Central

IIIindu Kush(1966)

By Gen‐ichi ltabashi

The expedition to Koh-i-Bandakor of Central Hindu Kusn in Afghanistan was

held from June to September 1966 in commemoration of the 80 th anniversary of

Tohoku Gakuin University.

In order to prepare for the main project, we sent two members of Kazuyoshi-g
Matsukura and Yasushi Yomoda to Afghanistan for two months in the previord

year and let them try Mir Samir and Shah Fladi of Koh-i-Baba.

The caravan to koh-i-Bandakor started off Kabul on the 25th ol June, 1966

We chartered a bus to Dasht-i-Rewat along the Panjshir River. From Dasht-i-

Rewat we, eleven members began to walk with 24 porters, a policeman and 23

horses. The total weight of our packages inciuding foods was 1.5 tons.

On the 30th we passed Anjuman Pass (4,225n.), where we 6rst saw Koh-i-

Bandakor in the distance. As it was expected to be the highest peak of Central

Hindu Kush, her sharp figure enchanted us strongly. We went down along the

Anjuman River and crossed the Munjan River, and finally went up the Sachi River.

On the 7 th of July, the 13 th day since we left Kabul, we settled in the base

camp. This site was used as a B.C. by the expeditionary parties of various coun-

tries. It faced to the south side of the peak and there was a broad dry river-bed

between the mountain and the green grassed camp site. It was marvellous to see

the south side of Bandakor in front of the tents. It was 4,000 m high. At a
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corner of the camp site was a cairn in memory of Robert Wilson of British party

in 1965.

There seemed to be three routes to attack the summit {rom here. The first route

was to climb straight up south side of ice-fall, which was shortest. The second

one was also from the south, but to reach the south-west ridge avoiding the ice-fall.

The third one was to go up the Bandakor River to north side of the mountain and

from there to reach the south-west ridge. We made a reconnaissance of these three

routes and found that the first two had frequent stone fall, but there was no

suitable camp site. We decided to take the third one. A policeman and two por-

ters, Alamhorn and Isof, who were cook and janitor from Munjan stayed in the

base camp. Isof hunted two antelopes with his antiquated gun.

We put the advance base camp right below the southwest ridge at 4,500 m.

The route {rom the A.B.C. to the ridge was on the rocks and i.y walls. First,

we fixed a 200 m. rope on the rocks and settled a depot. Then we climbed the

icy wall and built Camp 1 at 5,300 m. on the 18 th of July. On the 25th we built

Camp 2 on the south-west ridge at 5,000 m. The last camp was established on the

27 th at 6,100m by attack members, Matsukura, T. Satoh and Kurose.

It had been snowy and foggy every afternoon since we had entered the mountain

zone. For instance, we had 40 m.m. snow fall at Base Camp on the 16 th of July.

At 4 o'clock in the morning of the 28 th, the three attack members began to

climb. The sky was clear but they were hindered by sudden blows of wind at

times and their toes were chilled by severe cold. They traversed north side of the

ridge. At 11 a.m. they reached a rocky step which was the foot of the last steep

slope to the summit. At this point Kurose so much suffered from headache and

nausea that he had to stay by the rock. Matsukura and T. Satoh continued to climb

an ice-covered slope and reached the summit at L2: 40. After they reported their

success to the leader at A.B.C. by the transceiver, they found a cairn built by

the German party. They began to come down at L:20 p.m. They had to take a

rest for two hours to be relieved of their exhaustion at the point where Kurose

was waiting 
.V

They could not come down to Camp 3 before dark. The supporting memb-es,

Iriga and S. Sasaki came to get them. These five members tied each other with

a rope and bivouacked in a zeltsack at 6,400 m. Fortunately the weather was fine

all duy long from this very duy on, and they encouraged each other in the

:moonlight. The next day they withdrew Camps 3 and 2, and came down to Camp

1. On the 30 th all the members gathered at the advanced base camp.
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On our way back, we came down along the

horses. At Jurm we chartered a bus and

August, via Faizabad and Kunduz.

The members are as follows:

Leader Genichi Itabashi

Assistant leader Ikuo Sasaki

Kazuyoshi Matsukura

Yasushi Yomoda

Kohya Terashima

Setsuro Sasaki

Shigeru Iriga
Takeshi Satoh

Kimio Kurose

Hiroshi Satoh

Medical Doctor Yoshiaki Katoh

Anjuman River to Jurm with eleven

carlle back to Kabul on the 13 t1l of

(age 40)

(31)

(29)

(28)

(28)

(27)

(25)

(23)

(21)

(19)

(41)

Mir Samir, 1966

By Toshitaka Chuma

Afghanistan Expedition of the Chiba University 1966 (AECU) was organized and

sent by the Chiba University Himalayan Committee. The intention of the expedi-

tion was to ascend Mir Samir 6060m, (our aneroid altimeter indicated 6235.8m on

the top) and make investigations into the Alingar valley in Nuristan. The mem-

bers were as follows; T. Chuma, the leader (37 of age), S. Onuki (29), S. Tani
(n), J. Chiba (26), N. Togashi (26).

On Jun€ 9, 1966 we landed at Kabul. After we had the permission of our

mountaineering through Nuristan we left Kabul on June 18 with an interpreter
(Najbullah) and the baggages of about 900 kgs in weight. One day's trip by bus

brought us to Nanghalaju situated on the Alingar river, the starting point of the

caravan to mountain. There is the Telephone Office of the Police there.

We departed upriver on June 20 with forty men hired in the village for trans-

portation. During the early several days, we went through the villages on the
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main stream of the Alingar river, and duy after duy, we climbed up and down the

passes. Between Nanghalaju and Kibist the villages seemed to be poor for the

most part. On July 1, we reached the farthest village in this area, Pushol, and stayed

there for two days to change the porters. In the upriver beyond Kibist, the valley

of Alingar was v€ry quiet, and we were pleased with little flowers in the meadow.

We wanted to take the route to Mir Samir on the side of Nuristan, but Mir
Samir was situated far away from the main ridge, and was surrounded by tpper

valleys of the Panjshir river. The party with thirty-three porters went across the

snowcapped pass of Chimor. And we set up Base Camp on the grassy terrace, the

observation point of Mir Samir, at the altitude of 3900 m. It was the evening of

July 10.

As the result of reconnaissance we chose a route to ascend the northeast ridge

where long rugged and rocky peaks continued. The route would bring us the lar-

gest probability and safety of the ascent. We carried the whole necessary loads to

Camp 1 on a snow-covered moraine, and on July LT finished setting up Camp 2 on

a narrow, windy and cold col which was striking on the upper part of its no-

rtheast ridge. The altitude of our camps was 4500 m and 5100 m respectively. We

could go directly on the steep snow from Camp 1 to Camp 2. Three of us S.

Tani, J. Chiba and N. Togashi got in Camp 2 as the attack members.

Mr. Chiba told us as follows :

"\Me, three men, spent one night at Camp 2 and next morning started to fix the

aopes on the northeast ridge. We prepared four 6 mm-50 m nylon ropes. The

first rope was fixed at the snow ridge. The third and fourth ropes were fixed on

a traverse route over a steep incline. Both sides of the northeast ridge were so

sharply cut down that we could not look down a glacier below our eyes 1500 m

without any disturbance. It took us five hours to fix four ropes. It was fine in

the morning and became cloudy in the afternoon. We returned to Camp 2 and

got asleep early.

"On July 19, we left C*p 2 at 6 a.m. to attack the top of Mir Samir. It was

mild weathor but cloudy. After one hour's climbing, we reached the fourth fixed

rope. Then we fixed one more rope and went on climbing. The snow on the

ridge was unsteady. The ice was so hard that we had to cut the steps with an

ice axe. At 9 a.m. we stood at the foot of the great rocky peak which could be

recognized from Base Camp, and found it impossible to climb this peak directly.

We took the route on the right side of this peak, descended 20 m by the rope,

traversed a face, climbed a steep incline with snowy rocks and then could stand
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on the ridge. It had already begun to snow and blow. It was 3 p.m. We had

to recognize that it was impossible to ascend the top of Mir Samir in a duy. We

worked two hours to make up a snow cave for spending the night. Because of

coldness we could scarcely sleep in the night. Next morning it was fine. We

started from the snow cave at 6 a.m. The route was on the thinnest ridge, so,

we traversed on the left side of it. After climbing an uneven snowy incline, we

got to a col. Between this spot and the top, stretched only a wide and steep snow

incline. It began to snow. Though we made haste, we could make little progress-

The summit was often enveloped in fog. At last we reached the top of Mir Samir,

at 10 a.m., July 20. We stayed at the top for about an hour taking photographs,

and then left for Camp 2."

We returned to Base Camp on July 22. Over the summit of Mir samir, there,

was not any cloud, and we relaxed carefreely. On July 25, it was finest, and three

men, Onuki, Tani and Togashi, got in a glacier to climb on Koh-i-Mosalas. They
passed a small ice fall, trod through the penitente snow, stood on the summit

and built the first cairn by themselves.

Early in the morning of July 27, we left the Base Camp that we should have no

chance to visit again.

Munjan Pass and its Surroundings,
Flindu Kush, 1e66

By Shigeo Yasukawa

1. Members:

Shigeo Yasukawa, leader, age 40, professional writer.

Ken Aoyagi, deputy leader and liaison officer, 35, managerial staff of a publish-

irrg house (C.E. Tuttle Co., Inc.)

Shiro Shirahata, recorder and in charge of meteorogical observation, 32, pro-

fessional photographer.

Takeshi Ishii, in charge of provision, 30, school teacher.

Hiroshi Hotta, in charge of equipment,30, sales clerk of a sporting goods shop-

Gaiki Ohashi, i, charge of provision. 25, alpine guide.
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Kunio Nagasawa, medical doctor, 23, medical student.

Colbon Ali, afghan interpreter, ?8, employee of Aliana Hotel.

2. Progress of Party :

June 29 Two members of the party (Aoyagi and Shirahata) left Tokyo by air.

July 3 The party arrived in Kabul, applied for a permission to enter the

Wakhan Valley northeast of Afghanistan, which application was rejec-

ted by the Afghan authorities ; changed the original plan and decided

to climb the peaks around Koh-i-Bandakor, 6,660 m., from the Munjan

Pass.

July 10 Main Party arrived in Kabul.

Jrrly 16 Started from Kabul for Kunduz in an English Wanderer's bus ; stayed

at Spinzer Hotel.

July L7 Kunduz to Taluquan; stayed at an hotel. Changed bus to a hired truck

near Khanabad.

July 18 Taluquan to Faizabad; camped near the Jurm River. Abandoned the

truck at Kishim, where the bridge was broken and impassable by car.

July 19 Fa\zabad to Jurm i stayed at Governor's Official Residence.

July 20 Jurm to Fazaratesafe, terminal of the caravan on wheel.

July 23 Fazaratesafe to Augegeself Camp-site accompanying a herd of 13 horses

and men, with a soldier, on foot along the Anjuman River.

July 24 Augegeself Camp to Roisewalshue village at an altitude of 2,400m.,

passing through hamlets of Rovert and Madan.

Juty 25 Roisewalshue to Iskazele village, passing through Palwara hamlet and

Nawashawer Pass. (From Iskazele a way opens to Kabul passing

through the Anjuman Pass.)

J.rly 26 Iskazele to Keron village (2,500 m.), which lies at the top of the

Willy Pass ; changed horses at Keron, a new herd consisting of I
horses and 8 asses, with a replaced soldier. (Another route follows

along the Munjan River, but it involves two crossings of the river.)

July 29 Willy to Camp-site by the Munjan River i passed Magnol hamlet

(3, 140 m) and crossed a river running from the Koh-i-Bandakor

Eastern Glacier.

July 30 Riverside Camp to the Munjan Pass ; pitched the Base Camp atop the

pass at 3,860m. above the sea level, close to an English party from

Manchester ; horses were sent back. Here, the party comprised 7

Japanese and two Afghans (interpreter and soldier.)
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7 members from BC to C-1, aiming at ascent of Koh-i-Bandakor,

6,840m. Two members remained at C-l for route-finding.

4 members to C-l . 2 members went futhur up for finding the route.

6 members tried the North-east Ridge of Koh-i-Bandakor. 2 members

from BC to C-1.

Gave up Bandakor because a steep ice wall of over 1,200 m. in the

North Face blocked our \May after an attempt of 150 m. climbing.
All equipment collected at BC.

Aoyagi and Shirahata first climbed Koh-i-Sefe, 5, 100 m. starting at

8.30 a.m. and reaching the top at 18.10 p.m., with the Manchester

party consisting of Cliff Meredith (leader), Brian Cosby, Steve Crow-

ther and Pete Booth. (The English party named this mountain Koh-i-
Pendal and its height measured by their altimeter, which was much

more accurate than ours, to be 16,800 ft.; Camped at the top together.

Meanwhile, other 4 members hauled the load up to C-1, near the

right Munjan Glacier, spending the night at C-1.

Aoyagi and Shirahata descended from the left Munjan Glacier. All
members to BC.

Yasukawa and Shirahata first climbed Koh-i-August, 5,020m. and re-

turned to BC. 5 members went up to C-1. Aoyagi met a minor ac-

cident with one of intercostal bones broken.

Hotta, Ishii, Nagasawa and Ohashi first climbed Koh-i-Munjan North

Peak, 5,400 m. and returned to C-1. Yasukawa and Shirahata to C-1.

Yasukawa and Shirahata first climbed Koh-i-Quatre, 5,L20 m. and Koh-i-

Kiba,5,200m., and returned to C-1.

6 members established C-2 at 4,900 m. on the upper Munjan Glacier,

and spent the night there.

Aoyagi, Shirahata, Ishii, Nagasawa and Ohashi first climbed Koh-i-

Munjan, 5, 530 m., the highest peak of the Munjan Mountain Range

and returned to C-2.

6 members returned to C-1.

Shirahata and Ishii made the second ascent of Koh-i-Hallolgek, 5,100

m., first climbed bV the Manchester party a few days earlier. Nagasawa

and Ohashi climbed Koh-i-Castle, 5,400 m., up to a point 50 meters

below the top.

All members at BC; held a farewell party with the Manchester party
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Arrg . LT

Arg. 18

Arg. 19

Arrg. 20

Arg. 2L

Ar.rg. 22

Arg. 29

who would stay behind for another week or so.

Started a return caravan from the Munjan Pass to the hamlet of San-

glich along the Sanglich River. A caravan of 8 horses, 3 asses and 9

horsemen, following passed through Abdrusul Tuphana (fortress.)

Sanglich to Iskator hamlet.

Iskator to Zebak; camped near Zebak, alongside the Sanglich River.
:Zebak to Balack by truck.

Balack to Faizabad ; changed the truck and then to Talquan i stayed at

Spinzer Hotel.

Talquan to Kabul, arriving at Kabul mid'night.

The main party flew from Kabul for Japan.
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海 外 登 山 年 表 -1966年 =一
(Japanese Overseas Expeditions in 1966)

松 田雄 一編

1966年に海外へでかけた登山隊の数は35隊に達したが,1965年度同様この中「山岳」
の本文に掲載できたのは,紙面の関係で10隊にすぎなかったので,残 りの隊について記
録にのこす意味で,1965年と同じ年表形式に従って一括整理してみた。
この年表を作成するに当っては,昨年同様各隊の代表者に「海外登山遠征隊調査表」
の用紙を送って記入してもらったが,一部書いて貰えぬものもあり,こ れについては新
聞その他の資料により補足せざるをえなかった。また各隊とも地名,山名,人名等は英
文名も併記して, 日本語のよめない外国人にも判るようにしたかったが,資料に記載さ
れていないものが多く,こ れらを調査してまとめる時間的な余裕がなかったので,やや
統一を欠くところもあるが,そ の点は御寛容願いたい。
さて,1966年のこれらの隊の記録を整理して,気のついた点を二,三あげてみると,
(1)ネパール,カ ラコルムが登山を禁止しているため,初登頂を目的とした Major
ExpeditiOnは _隊もなかった。
(2)ア コンカグア南壁,イ エルパハー等困難なルートの登攀もあったが,他のほとん
どの隊が2登, 3登 を最初から考えてでかけており,その点はいささか寂しい限り
であった。

(3)1966年 に日本隊として初めてコーカサスをめざす隊が 3隊でかけた。この他チト
ラルヘ入った 1隊をのぞいては,概ね知られている地域であった。
(4)幸いなことに事故が少なく,死亡者はキナバルでの病死事故 1件のみで,怪我人
も少なかった。

等をあげることができるが,1966年はこれといった初登頂の記録がみられず,例年に比
して低調であった。反面日本の海外登山も地についてきたともいえる。

なお参考までに,こ の35隊に登場した参加者の延人員は218名 で,こ の中女性は 15

名,本会の会員は66名が参加しており,ほ とんどの隊の中心として活躍し,また本会の
団体会員も2団体 (支部を含む)がでかけており,本会と関係のない隊は僅かに2隊に
すぎず,相変らず本会と海外登山が密接な関係にあることがわかる。

(注)年表のNOsに※印のある登山隊は,その記録が本文に収録してあることを示し,ま た
隊長や隊員名の前に*印を付したものは本会の会員である。
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ヒンズー 0ク シュ

※ 3 1966.7～ 8 中部 ヒンズ ー ク

シュ,ムンジャン山

RoCoC.IIヒ ンズー・クシュ登山隊 (RoC.C.Ⅱ  Hindu

Kush Expedition 1966)

隊長=*安川茂雄(40)副隊長=青柳健(36)隊員=*白旗

史朗(33)石井武(30)堀田弘司(30)長沢邦雄(22)大橋凱

喜(22)

行動概要 :ワ ハン谷が不可能だ ったため,中部ヒンズ

ー・クシュのムンジャン山群をめざし,7月 16日 カブール

(29)

Nos 目 的 言己 事活動期間

※ 1 コー・イ 0バンダコ

ー・ル Koh‐ i‐ Banda‐

kor(6843m)第 5

登

東北学院大学山岳会ヒンズー 0ク シュ登山隊  (TOhOku
Gakuin Univ.Hindu Kush Expedition 1966)

隊長=板橋元一(40)隊員=*佐々木郁男(32)松倉和義
(30)*四方田靖(30)寺島公也(29)佐 々木節郎(28)入賀

繁(27)佐藤武志(23)黒瀬公夫(22)佐藤弘(20)医師=
*加
藤義明(41)

行動概要 :カ ブールからダントン 0ワ ートまで自動車利

用。それよリキャラバン14日間にてアンジュマン峠を越

え,コ ー・イ・バンダコールの 4000mに BC建設,西南
稜にルートをとり登山行動21日 間で A.BoC(4500m),Cl

(5200m),C2(5900m),C3(6200m)を 建設の後, 7月
28日 12時40分 ,松倉,佐藤の2名により登頂に成功。帰路
はジェルム,フ ァイザバード,ク ンズーツを経てカブール

に帰着。

文献 :「山岳」62年 198頁

千葉大学アフガニスタン調査隊 (Afghanistan Expedi‐

tiOn Of Chiba UniVerSity)

隊長=中馬敏隆(37)隊員=小貫仲一(29)谷修一(27)千

葉順一(26)富樫信樹(26)通訳=ナ ジブラ(Najbullah)
行動概要 :6月 18日 カブール発, 6月 20日 ナンガラージ

ュよリキャラバン開始,7月 1日最奥の村プショールより,

サミール峠へ向かぃ,7月 4日 3330mの流れに面した牧草

地にBCを建設。ヌリスタン側からミール・サミールに登
るルートの偵察に向かぃ, 7月 6日 ,コ ー・イ・ ドクター

リ (4660m)に 初登するも, ミール。サミールはヌリスタ

ンに落す面をもたないことを確認。サミール峠を越え, 7

月10日 ,パ ンジシール河の源頭 3900mの地点にBCを移
動,北東稜にルートを と り,13日 4500mに Cl,17日

5100mに C2を建設,19日 5600mの雪洞にビバークの

後,20日 午前 9時35分,谷,千葉,富樫の 3名が第 4登に

成功。22日 BCへ下山。更に25日 には小貫,谷,富樫の三名
は,コ ー・イ・セ・コンジュ(約 5000m)に登る。27日 BC

撤収,パ ンジシ～ル河を下り,8月 1日 カブールヘ帰着。
文献 :「山岳」62年210頁参照

1966.6～ 8 ミール 0サ ミール

Mir Samir(5809
m)第 4登

※ 2

群での登山

1966.6～ 91

|



海外登山年表 =1966年一

チ1 ト ラ ル

アラスカ 0カナダ

Nos

※ 5 1966。 4～ 9

発,ク ンズーツ,フ ァイザバード,ジェルムを経てムン
ジャン峠にBCを設営。英国隊についでバンダコールの東
面を偵察したが,断念。その後ムンジャン峠周辺の未踏山
域で活動し,8月 6日～ 7日 コ・―・イ・セフェ(5300m)に

青柳,自旗が英国隊と合同で初登。8月 8日 コー 0イ・オ
ーガスト(5020m)に 安川,自旗が初登。8月 10日 コー・

イ・ムンジャン北峰 (5400m)に 堀田,石井,長沢,大橋
の4名で初登頂。8月 11日安川,自旗の2名でコー・イ・

キャトル(5100m),コ ー・イ・キバ (5200m)に初登頂,
8月 13～ 14日 コー・イ・ムンジャン主峰 (5600m)に 青柳
以下6名で初登頂。8月 16日 白旗,石井の両名コー・イ 0
ハロルゲッキ (5300m)第 2登。帰路は8月 17日 BCを撤
収してサングリッジヘ下り,カ ブールヘ帰着。

文献 :安川・白旗著「アフガニスタンの山旅」(あかね書

房刊),「山と漢谷」335号 (1966年 11月号),「山岳」62年

219頁参照

言己 事

日本山岳会学生部アラスカ・カナダ登山隊 (U.S.,JAC。 ,

Alaska&Canada ⅣIOuntaineering Team)
隊長=*錦織英夫(25)隊員=*磯弥須彦(24)*小川武(23)
佐村雄三(23)村山和哉(23)*久保田保雄(22)

行動概要 :シアトルを経由し陸路 5月 30日登山基地タル

キートナに集結。6月 3日空路 カヒルトナ氷河上 2134m

の地点にBCを設営,西尾根よリハンターを目指し, 6月

ハンター Mt.Hun‐

ter(4441m)第 3登 ,
フオンイ カー Mt.

Foraker(5303m)

第 3登 ,およびカナ

ブィアン・ロッキー

での登山および親善

(30)

Nos 活動期間 目 自勺 言己 事

1966.7～ 8 チトラル河上流の探

査とブニ 0ゾム Bu‐

ni Zom(6551m)の

試登

フラ ツテロ・チ トラル探査隊 (Frateno‐ Chitral Expedi‐

tiOn)

隊員=*雁部貞夫(27)小田川兵吉(29)通訳=ゴオーラ
ン・モハメッド(20)

行動概要 :7月 29日～ 8月 4日 チトラルに滞在, 5日
キャラバン開始,14日 ジワル谷の奥グラム・シャールに到

着。19日迄同地 に暮 らし,サ ラグラール,ウ ルゲント,
コー・イ・テーズ等 7000m級 の山々と,それらの山から
押し出されている氷河を探査。18日小ゾッホ 0ミ ール (約
5400m)に登頂 (初登 )。 22日 ブニ村に到着。26日迄ブニ・
ゾムの試登。約 5000mの地点まで達したが岩壁にはばま
れ撤退した。

文献 :「岳人」228号 (1966年 11月号)

活動期間 目 的



1966.6～ カナダ～メキシヨの

登山と大陸縦断自動

19日 2987mの C2ょ り頂上に向かぃ,20日 午後8時全員
登頂に成功。その後 BCをフオレイカーの東麓に移し, 7
月7日東面の新ルートより錦織,磯,佐村の3名にて,フ
オレイカーの第3登に成功。帰路は 56 kmの カヒルトナ

氷河を歩いて下山。7月 28日 よリアラスカ0ハイウェイを

南下,8月 4日 ジャスパーに入り,8月 8日全員ロブソン
(3954m)に 登頂。更に8月 17日 ,磯,久保田はコロンビ
ア (3747m),錦 織,小川,佐村,村山の4名はエディス
キャベル (3363m)の 両峰に登頂。8月 22日 シアトルヘ下

山。

文献 :「JAC会報」254号 ,256号,「山岳」62年 169頁参
日イヨ

大阪山の会北米大陸登山隊

隊長=*吉永定雄(34)隊員=宮崎貞三(31)大西保(25)
藤本節三(32)岡嘉昭(30)
行動概要 :6月 12日 ヴァンクーバー発, 7月 28日迄の間

(31)

ボナMt.Bona(5029

m)第 4登,チ ャー
チルMto Churchill

(4767m)第 2登

※ 6 1966.7～ 8 東京教育大学アラスカ・ボナ峰遠征隊 (TOkyO Unlver―
sity of Education Alaska Bona Expedition)

隊長=*徳久球雄(35)隊員=山本英毅(32)斉藤光司(29)
小林詢(29)剣持二郎(28)犬飼凱雄(24)

行動概要 :7月 23日 アンカレッジーーグルカナに到着。
24日小型機 をチャーター して クルトラン氷河上 3050m

の地点にBCを設営。7月 29日 同氷河 の源頭に Cl(3450
m), 7月 31日 クーロワール通過地点にC2(4300m)を 建
設,8月 2日 山本,斉藤の両名によリボナ峰の第 4登に成
功。更に4日 には,小林,剣持,犬飼の 3名も登頂に成功。
5日 には,小林,剣持,大飼はC2よ リチャーチル峰の第
2登をもなし,BCへ下山。11日迄体力科学,自然地理の
調査を行なった後,8月 12日 BCを撤収,空路グルカナに
下山。14日 アンカンッジに帰着。

文献 :東京教育大学山岳部刊「Alaska Bona峰 5029m

登山報告書」(1966.9),「 山岳」62年226頁参照

1966.6～ 7 ブラック・ラピッド

氷河 Black Rapids

Glacier周辺の山の

探査

青山学院大学山岳部アラスカ遠征隊 (Aoyama Gakuin
Univ.Alaska Expedition 1966)

隊員=*栗林一路 (42)単独

行動概要 :6月 13日 アンカンッジ着。6月 16日から19日

までアンカレッジに近いアンカンッジ山塊(仮称)に入り,
6月 18日 141lmの Aピーク (無名峰)と 1447mの Bピー
ク (青山ピークと命名)に登る。6月 25日 から7月 1日 ま
でブラック・ラピッド氷河に入り, 6月 27日 ガニサック・
マウンテン (2148m)に 登頂。6月 30日 2179mの無名峰
に登頂,ワ ン・マイル 0ピークと命名。

文献 :栗林一路著「アラスカの山に挑む」雪幸社(1967,5)

10

車旅行
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南部アンデス 0パタゴニア

セルカーク,パーセル,ロ ッキーの山を訪れ,セルカーク

では Mto Sir Donald(3297m)は 6月 16日 , 7月 25日 の

2回試登し,不成功に終 ったが, 6月 14日 Eagle Peak

(2854m),6月 16日 UtO Peak(2932m)に登頂。ロッキー

では,6月 26日 Mt.Assiniboine(3618m),Mto Magog

(3063m)の 両峰 に登 頂。7月 18日 には Mto Robson

(3953m)を 南面より登頂,7月 23日 には Mto Athabaska

(3491m)に も登頂した。パーセルでは Bugab00 Group

に入り, 7月 8日 SnOWpatCh Spire(3063m), 7月 9

日 HOwSer Spire(3399m), 7月 7日 Bugaboo Spire

(3176m)に 登頂したほか他の 5峰にも登頂。次ぃで8月

5日 よリアメリカに入り,8月 11日 Mt.Ranier(4392m)

を南面より,8月 22日 Grand Teton(4196m)を 南面よ
り, 9月 6日 には Mte Whitney(4418m)を 東面よりそ

れぞれ登頂。メキシヨには9月 18日入国,9月 27日 Popo‐

catepetl(5452m), 9月 30日 Ixtaccihuatl(5286m),

10月 8日 Citlaltepetl(OriZaba 5700m)に それぞれ登

頂し,10月 15日計画を終了した。

文献 :「岳人」233号 (1967年 4月号)～ 235号 (1967年 6

月号),「 OAC会報」(遠征特集号),JAC会報257号

アンデス学術遠征隊 (Scientific and Mountaineerisng

ExpeditiOn to Andes 1966)主 催 :名古屋大学高所医学

研究会, 日本山岳会東海支部。

隊長=高木健太郎(55)副隊長=*石原国利(34)隊員=
安藤滋(36)*永坂鉄夫(32)*高井利恭(32)*高田光政(31)
*中世古隆司(30)*原真(28)*橋 村一豊(28)*市 川章弘(28)
*矢入憲二(24)*黒山明彦(23)*小栗嘉浩(21)*増山直義

(25,現地参加)

行動概要 :12月 9日 バルパライソ発,10日 登山基地プエ

ンテ・デル・インカに到着。15日 アコンカグア北面プラサ・

デ・ムーラス (4230m)に BC建設。12月 30日 ,石原他北
面より登頂を試み,アルゼンチン将校と共に石原登頂。 1

月8日 迄学術調査を行なった後,学術班 4名は下山。登山

班は 1月 16日南壁プラサ・フランシア (4200m)に BCを

移動。 1月 25日 Cl(5100m), 2月 2日 C2(5800m),18

日C3(6300m)を それぞれ建設の後,2月 24日 4名南壁を

完登。3月 4日 メンドサに下山して後,隊を 3つに分けて
パタゴニア地方の踏査を行なう。バリローチェ班 (4名 )
3月 13日～30日 ,カ テドラル, トロナドール登頂。フェゴ

島班 (1名)3月 13日～ 4月 3日 ,オ リビア登頂,帰路ラ

※ 9 1965。 10～

1966.5

(32)

ア コンカグア南壁

Aconcagua South

Face(7021m)第 3

登と高処医学研究お

よびパタゴニア地方

の踏査

Nos 活動期間 目
|

事白勺 言己



※10

ペルー・アンデス

※11 1966.5～ 8

一ゴ・アルヘンティーノを探る。フィッツ・ロイ班(3名 )
3月 20日～ 4月 29日 。フィッツ・ロイ, トン山塊および大

陸氷河を探査する。5月 29日 をもって全員帰国。

文献 :「山岳」62年40頁参照,「JAC会報」253号 , 254
号,256号,「山と漢谷」333号 (1966年 9月号)

エーデルワイス・ペルーア ンデス遠征隊 (Edelweiss

Club Peruvian Andes Expedition 1966)

隊長=*坂倉登喜子(53)隊員=*黒石恒(40)*三浦多美子
(36)*松 田柳子(30)*鈴木文子(30)*根本洋子(30)*大沢

蔦(28)カ メラマン=亀井まゆみ(25)
ポーター=ヴ ィクトリーノ 0ア ンヘンス 0チ ョルキ(35),
マルセリーノ0モ ランス(30),パ ブロ 0モ ランス(27),パ

ブロ・MOエバンヘリスタ(20), ドナット・フローンス,
フロトナット・アルバラード

行動概要 :6月 13日全員フラス集結。6月 18日～28日 コ

ルディエラ・ブランカのカウヤラフ山群にて登山し, 6月

22日黒石,松田,根本,パブロ0モランスにてカウヤラフ 0

セントロの第 2登に成功。24日 にも三浦,大沢,パブロ・

モランス,エバンヘリスタの 4名が登頂する。7月 1日 ～

カウヤ ラフ中央峰

Caullaraju Centro

(5636m)第 2登,ネ
バ ド・プ カランラ

NevadoPucaranra

(6147m)試登

(33)

1965。 11′～,

1966.5

北海道大学パタゴニア学術調査隊 (Scientific Expedi‐

tion to Fuego―Patagonia 1966,Hokkaido IJniversity)

隊長=辻井き一(35)副隊長=*佐伯富男(37)*安間荘(29)
隊員=*遠藤禎一(29)*橋本正人(27)*西村豪(28)以上登

山,地質班,吉田利尚(29)芳賀卓(25)*庵 谷晃(24)以上
植物調査班。

行動概要 :1月 6ロ プンタ・アンナスよリフェゴ島ダー

ウィン山脈のナバロ・サルミエント山塊に入り, 1月 24日

遠藤,橋本により 1860mの無名峰に登頂,同 日安間,西
村も 1450mの無名峰に初登頂。 1月 26日 ,橋本,西村は
1840mの 無名峰に登頂。最高峰サルミエントは南東稜よ
り試登するも2月 9日 1600mに到達したのみで失敗。 2

月26日 プンタ・アンナスに帰る。次ぃで3月 1日 より南部

パタゴニアのパイネ山塊に入り,セ ロ・ブランコ(1800m)

に試登するも,悪天候のため, 3月 20日 グレイ氷河を標高
900mに達したのみで敗退。4月 1日 プンタ・アンナスに
帰る。植物調査班はプンタ・アンナスよリナバ リーノ島,

ティエラ・デル・フェゴ平原,セ ロ・パイネ,セ ラーノ川
等を調査する。

文献 :「山岳」62年265頁参照,「山と漢谷」333号 (1966

年 9月 号),「JAC会報」263号

南部パタゴニア・ダ

ーウィン山脈の登山

および植物学,地質
学調査

Nos 活動期間 的目 事言己



海外登山年表 =1966年一

14 1966.5～ 8 サ ラ ポ SarapO

(6143m)第 2登

20日 プカランラに向かぃ,7月 2日ケブラダ 0ケルカイワ
ンカを遡り,プカランラ南麓 4500mに BCを建設,7月 7
日Cl(5100m),12日 5500mの南東コルに C2を建設し
て,14日 ,松田,鈴木,マルセリーノ・モランスの3名に
て登頂を試みるも,5920mの 地点でクレバスにはばまれ
て断念。19日 BC撤収,20日 ワラスヘ下山する。
文献 :「山岳」62年 246頁参照,「JAC会報」254号 , エ
ーデルワイス・クラブ刊「Edelweiss」 第30号 (1967年 2

月)

日大三高山の子会ペルー・アンデス遠征隊 (“Yamanoko"
Alpine Club Andes Exp.1966)

隊長=島田泉(28)隊員=栗橋猛夫(21)中坪皓(21)白井
基良(21)武者孝幸(21)

行動概要 :5月 3日横浜発, リマを経由してワイワッシ
ュ山群に入り,シウラ・コーチャ畔に BC(4290m)を 設
営。BCよ リサラポの東面にルートをとり,10日 を要して

(34)

12 1966.5～

11

芝浦工業大学 ペルー・ア ンデス遠征隊 (Expedicion

a:Los Andes de Peru por Club de Alpinista de

lnStitutO de TeCn010gia de Shibaura)

隊長=加藤幸(53)副隊長=大江幸雄(34)隊員=鈴木隆
(29)石鍋元章(23)栗原彬(20)官原博道(20)梅村隆雄
(20)

ポーター=エ ミリオ・アンヘレス,ア ントニオ・ベルガス,
ヴィクトリーノ・アンヘレス,マウリシオ

行動概要 :7月 2日 ワラス発,コ ルディエラ 0ブ ランカ

山群に向かぃ, 7月 14日大江,鈴木,石鍋,栗原,官原の
5名ネバ ド・ペルリーヤ主峰 (5587m)に 初登頂。7月 20

日ネバ ド・チャクチプンチスの主峰 (5360m)を 鈴木,梅
村により,第 5峰 (約 5300m)を石鍋,官原によりそれぞ
れ初登頂。7月 23日 帰着。次ぃで7月 28日 よリワイワッシ

ュ山群のネバ ド・イエルパハに向かぃ, 8月 24日鈴木,石
鍋により主峰の第 3登に成功。なお同峰の南峰は, 8月 18

日および23日 に鈴木と石鍋,栗原と官原がそれぞれ登頂し
ている。8月 30日 ワラス帰着。

文献 :「岳人」232号 (1967年 3月号), 加藤幸編「アン

デスの白い鷹」あかね書房 (1967.12)

ネバ ド・イエルパハ

Nevado Yerupaja

(6634m)第 3登

東京農業大学山岳部個人山行

隊員=土井洋二(25)吉田栄孝(25)
ポーター=ルビン

行動概要 :北米よリペルーに旅行。リマー
クスコ
ー

ワドキーニヤを経て,プマシージョ峰を試登し, 6月 3日

5900mま で達した。

文献 :不詳

j -" v -) a Pu-
masillo(6070m)試

登

1966.5～

10



Clを建設, 7月 2日 に C2建設。4日には400mの氷壁
の4分の3を登って引き返し,5日 は休養,6日 C2を 4時

に出発,午後 0時30分,中坪,武者の両名がサラポに登頂。
8日 BCへ下山。14日 BC撤収,コ ルディエラ・コチャパ

タに向かい,ロデオ (4200m)に BCを設け,18日 5590m

峰に3名,5560m峰に2名が初登頂した。
文献 :「JAC会報」256号 ,「ペルー新報」1966年 7月 19

日号,「山と漢谷」343号 (1967年 6月号)

コ ー カ サ ス

Nos 活動期間 目 的 言己 事

15 1966.5～ 7 エリブルース (5633

m)登頂
立教大学コーカサス学術踏査隊 (Rikkyo Univ.Acade‐
mic Expedition)

隊長=中村太郎(35)副隊長=*山野井武夫(32)隊員=鰺

坂青 (々32)高橋修(31)井上厚(28)米田司(28)重松保宏

(25)牛窪光政(21)佐藤恵三(20)

行動概要 :5月 28日 ソ連船バイカル号にて横浜発。モス

クワ経由イトコールに着く。ウクライナ国立登山学校に本

拠をおき, 6月 10日第1次のエリブルース試登を行なうも

失敗。いったんBCに下山して待機。その間ビアタウに登
頂する。6月 18日 より再度エリブルースに向かぃ, 6月 21

日,鰺坂,井上,米田,牛窪,佐藤の5名登頂に成功。そ
の後キルギス共和国にもはいり,アラタウ登山基地を親善

訪問した後, 7月 9日帰国。

文献 :不詳

16 1966.6′～′8 ベジンギ地区,シヘ

リダ地区での登攀お

よびソ連アルピニズ

ム憲章の研究

第 II次 RCCカ フカズ登山隊 (RoC.C.Ⅱ Kavkaz Ex‐
pedition 1966)

隊長=*上田哲農(54)副隊長=松本竜雄(34)奥山章(40)
隊員=青野恭典(27)車義久(25)*松島利夫(25)田 中敏雄

(32)*芳野満彦(34)

行動概要 :日 ソ文化交流の一つである日本労働者スポー

ツ協会派遣の登山隊として, 6月 29日から8月 2日 までの

間ソ連に滞在し,その間ベジンギ地区では, 7月 12日 ,ウ
ルル・アウズ・バシ (4683m)を 松本,青野が,7月 13日 リ

アリウエル(4350m)を上田,芳野が,7月 17日 にブルノー

(4100m)を 田中,車が,7月 20日 にディフ0タ ウ (5204m)

を松本,青野がそれぞれ登攀した。また,シヘリダ地区で

は7月 12日 チゲッタ・カラボシ(3700m)を奥山,松島が,
7月 18日 にエルブルース (5604m)を 松本,青野が, 7月
23日 にバシカラ (4241m)を 奥山,芳野,田中,松島,車
の 5名がそれぞれ登頂した。

文献 :「岳人」226号 (1966年10月号)

(35)

|
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ヨーロッパ 0アルプス

17

( 36 )

1966.7～ 8 中央カフカズ諸峰の

登攀および踏査

日本グルジア友好交流登山隊 (横浜山岳会)

隊長=橋本金作(53)登攀隊長=湖出昭雄(38)隊員=石
井修一(34)羽生哲夫(33)山田一治(31)*池谷有雨(30)

杉山敬弘(29)中島徹夫(27)平山昌司(27)内 田昌子(27)

行動概要 :7月 19日横浜発。ナホトカ,モスクワを経て
25日 トビリシ着。29日 カズベク村に至り, 8月 1日 ,湖出
以下 7名にてヵズベク (5047m)登 頂。5日 アイラマ登山

基地に着き, 8日 コルラ・バシ氷河を経てACをプラトウ
(3700m)に建設。9日 ナムクバメ (4278m)お よびウナム

ソ (4000m)に 登頂。次いで15日 ウシュバ氷河を経てシヘ

リダ・キャンプ地にACを建設。16日 シヘリダ峰(4000m)
おょび 3780mピ ークに登頂。更に17日 には石井,羽生 ,
杉山,池谷の 4名にてチャトウィン・タウ (4380m)に 登
頂。ACを 撤収してウシナバ リ部落へ下山。22日 トビリシ
帰着。モスクワ,ナホトカを経て30日横浜帰着。

文献 :「横浜山岳会々報」 号 (1966年 7月 ),「JAC会
報」257号 ,袋一平編「グルジアの山旅」あかね書房
(1968.2)

Nos 活動期間 目 的 事言己

18 1966.6～ 8 ドロミテおよびシャ

モニーでの 6級岩壁
の登攀

竜鳳登高会ョーロッパ 0アルプス登警グループ

隊員=横尾康一(23)吉川昭(23)
行動概要 :シベリヤ経由にて,イ タリーに入り, ドロミ

テの6級岩壁に挑み, 6月 11日～12日 チベッタ北西壁を登

攀。次ぃで6月 16日～19日 チマ・グランデ北壁の第 8登を

遂げ, 6月 25日～26日 にはマルモラータ南壁の第 4登を果

たす。その後シャモニーに移り, 8月 6日 , 5泊のビバー

クの後 ドリュー南西岩稜を登攀した。

文献 :「岳人」228号 (1966年 11月号),「山と漢谷」333号

(1966年 9月号)

※19 1966.7～ 8 グランド・ジョラス

北壁の登攀。

独標登高会ョーロッパ・アルプス遠征隊

隊長=伊藤敏夫(27)隊員=石井重胤(32)伊佐忠義(24)
行動概要 :7月 18日 シャモニーに集結,モ ンタンベール

に BCを設営。24日 エギーユ・ド・レムのジャン・クジー・
ルートを登攀。29日～31日 グランド0ジ ョラス北壁,ウ オ

ーカー稜の第 1回試登。8月 10日～11日 ,モンブランを一

般ルートより登頂。12日 よリウオーカー稜を再び目指し,

13日 より4ビバークの後17日北壁を完登,18日 グランド・

ジョラス小屋に到着,19日 BCに帰着した。
文献 :会報「独標」117号 ,「岳人」228号 (1966年11月

号),「山岳」62年 189頁参照。



20 1966.7～ 9 ドロミテおよびシャ

モニーでの登山

山岳巡礼倶楽部ヨーロッパ・アルプス隊 (Alps team of

Berg Wall Fahrt Klub。 )

隊員=皆川捷三(23)*山 田裕紀(22)高木チエ子(25)

行動概要 :5月 30日横浜港発 7月 4日 マルセーユに到着

後,1967年 1月 15日帰国するまで,ア ルプス周囲の 5ヶ国

およびデンマークを旅行。この間7月～′9月 アルプスで登

山した。登った山,壁は次のとおり。
チマ・グランデ南壁 (7月 12日 ),チマ・オベスト東壁 ,

チマ・ピッコロ・コロデュ,ラバンット西壁,ピ ッツ・ベ

ルニナ,メ ンヒ北西稜,エギーュ0ド・レム北々東 リッジ,
エギーユ・ド・ ミディ～プラン縦走,グ ラン 0シ ャルモ西

壁,エギーユ・ ド・レム北壁,エギーユ・ ド・ ミディ南壁

(レ ビュファ・ルート,コ ンタミヌ 0ルート),パ ピオン岩

稜 (2回 ),グ レポン

文献 :山岳巡礼倶楽部部報「GAMS」

21 1966.8′～′9 オーストリア・アル

プスの親善登山

1966年日本・ォーストリア親善登山隊  (Japan‐Austria

Friendship MOuntaineering Team 1966)岩 手県山岳

協会

隊長=矢羽々文一郎 副隊長=矢羽々昭夫 隊員=菊地繁
人(35)伊藤寿(34)村上毅(30)出堀宏明(29)斉藤新悦

(28)佐藤時雄(27)黒川富也(26)伊藤恒延(23)他にオー

ストリア山岳会員リック博士 (39)他 3名同行。

行動概要 :早池II峰山麓の町,大迫町とオーストリアのベ

ルンドルフ町の姉妹都市締結を記念して交歓親善登山を企

画。シベリア鉄道にて, 8月 中旬オーストリアに至り,オ
ーストリア・アルプスで登 山。8月 29日 ダハシュタイン

(3006m), 9月 2日 ビェル ト・スピッツ ェ (3772m),

4日 シュミロン (3606m), 8日 グロース・グロックナ ー

(3797m)に それぞれ全員で登頂する。

文献 :不詳

マッターホルン

Matterhorn (4478

m)北壁登攀

*高田光政 (31)(日本山岳会東海支部)

行動概要 :ア ルプス三大北壁の完登をめざしてヨーロッ

パに滞在中の高田光政は, ドイツ人ゲルハルト・バウアー

氏,チ ェコ人シルビア・キシルコヮ嬢と3人でマッターホ

ルン北壁に挑み, 8月 10日ヘルンリ小屋を後に北壁へ向か

い,途中 1ビバークののち, 8月 11日 19時10分,山頂に立

ち,21時30分ソルベイ避難小屋に到着した。

文献 :「山と漢谷」335号 (1966年 11月号)

22 1966.8

グ リーンラン ド

日本大学第2次グリーンラン ド登山隊 (Nihon Univ

(37)

事言己Nos 活動期間 的目

※23 1966.6′～, フォーンル Mt.Fo‐



海外登山年表 =1966年=

rel(3360m)第 2登

とアバンガーデ ン

Avantgarden山塊
での登山

ア  フ リ カ

24 1966.4～ 9 アフリカ大陸の登山

と親善と縦断

′
「
he Second Greenland Mountaineering]Expedition)

隊長=*中島啓(30)副隊長=*池田錦重(27)隊員=五月
女次男(27)*神 崎忠男(25)*尾上昇(23)*三好勝彦(22)

行動概要 :5月 20日横浜発,シベリア経由にて6月 1日
コペンハーダン着。6月 27日 ,東グリーンランドのアンマ
スサリック着, 7月 1日準備を整えシオラリクより2台の

様で奥地に向かい, 7月 27日 フオーンルの第2登を全員に
て行なう。次いで7月 29日 ,フ オーンルの北にあるパーフ
ェクト(3000m)の第2登を中島,尾上,三好にて行ない,
同日,池田,五月女,神崎はシドベルグ (2800m)の 初登
を行なう。次いで隊を2っに分け,奥地アイスキャップ調
査隊 (池田,五月女,神崎)は, 8月 1日三峰 (2900m),
3日 ブルー富士 (3020m),5日マイナー・ピーク(2750m)
に登頂後,アバンガーデン山塊を一周。他の一隊 (中島,
尾上,三好)はグルトナーンン山塊の未踏山城をめざし,
8月 2日 スノー・ドーム (2600m), 4日 スノー・ピーク

(2600m),5日 五本槍の第1峰 (25oOm),6日 はこの山塊
の西にあるロバの耳 (2600m),(2400m)等 3峰に登頂。
その後 8月 9日には池田,五月女,神崎はテーブル・マウ
ンテン(3000m)に 初登頂する。8月 1日 帰途につき,20日
上陸地点のシオラリクに帰着,ア ンマスサリック,サンド
ロ・ストルム0フ ィョルドを経由してコペンハーゲンに戻
り,10月 1日横浜に帰る。

文献 :「山岳」62年 63頁参照,「JAC会報」254, 256,
259号。

1966年全日本アフリカ大陸縦断親善神奈川県登山隊 (JA‐

F'ノ Nヽ Mte Clin■ bing Good、 rill Mission to Africa,

1966)

総指揮=尾関広(70)隊長=植木知司(36)副隊長=亀井
貫司(36)隊員=臼井一郎(33)中 川弘(40)大熊昭三(37)
重田忠(34)内 田良平(30)葛 貫辰男(25)望月忠義(24)小

林理伯(24)立沢貞彦(29)飯島不二雄(23)植田廉之助(36)

行動概要 :エチオピアーー仏領ソマリー
ケニアーータ

ンザニア
ー
ザンビア
ー
マラウイ
ー
モザンビークの各

国を訪れ,登山と親善訪間を行なった。登山の記録は次の
とおり。

〔エチオピア〕

①ラス・ダシャン (4620m)1966.5.24.植 木以下12名

にて登頂。

②ブア・ヒット (4520m)1966.5。 25。 亀井以下 7名に

( 38 )

Nos 活動期間 目 的 言己 事



て登頂。

〔ケニア〕

①エルゴン・コイトス (4213m)1966.6.26。 植木以下
11名にて登頂。

②ケニア・バチアン (ケニア最高峰)(5199m)1966.7.
5。 内田,小林の2名にて登頂。
③ケニア・レナナ (4985m)1966。 7。 7.植木以下 4名登

頂。

④ケニア・ダットン (4885m)1966.7.7.重 田,望月,
飯島,登頂。
〔タンザニア〕

①キリマンジェロ・キボ (最高峰 5895m)1966.7.18.

植木以下 6名にて登頂。

②キリマンジェロ・マウエンジー (5150m)1966.7.20.

内田,小林にて登頂。
〔ウガンダ〕

①ルウエンゾリ・ビットリオ・エマニュエン (4891m)
1966.8.5.植木以下10名にて登頂。

②ルウエンゾリ・アレキサンドラ (5091m)1966.8。 7。

植木以下 6名にて登頂。

③ルウエンゾリ0モエビウス (4918m)1966.8。 17.植

木以下 8名にて登頂。

〔マラウイ〕

①ムランジェ無名峰 (2000m)1966.8.28.植 木以下 6

名にて登頂。

文献 :神奈川県岳連「帰 国報告会資料」,「山と漢谷」

338～ 342号 (1967年 1月号～ 5月号),ア フリカ大陸縦断親

善神奈川県登山隊後援会刊「赤道の氷河を越えて」(1967

年11月刊)

ト   ル   コ

Nos 活動期間 目 的 言己 事

25 1966.3.29

～4.4

アララット試登 シルクロード1踏査隊 The Silk― Road Expedition

隊長=*深田久弥(63)副隊長=*長沢和俊(37)*鈴木重彦
(32)広瀬徹也(27)
ガイド=アブドラ・ラフマニ,アフメッド

行動概要 :ト ルコ東北端の小さな町ドウバヤジットより

自動車の通じる所まで行き,それより馬3頭にて荷を運び,
BC,Cl(c.3000m),C2(c.33oom),C2ょ り鈴木,ラ
フマニの二人が頂上へ向かったが,途中天候悪化のため頂
上まであと200mの地点で引き返す。

文献 :「アルプ」106号 (1966年 12月号)

(39)
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ボ ル ネ オ

26

ニュージーラン ド 0アルプス

NOs

28 1966.11′～' ニュージーランド・ 愛知県山岳連盟ニュージーランド・アルプス登山隊

1967.3

(40)

Nos 活動期間 目 的 言己 事

鹿児島大学キナバル登山隊 (Kinabalu Mountaineering

Party of Kagoshima University)

隊長=*雨官淳三(42)隊員=植木健至(39)前田武彦(24)
†城島忠雄(22)会津佳伸(23)寺元健雄(23)

ガィド=Jo Gindal

行動概要 :6月 23日 ゲッセルトン発,27日入山,29日 ,

ローズ・ピーク (キ ナバ ル最高峰=4101m)に 雨官,前
田,城島,会津,寺元の 5名が登頂。更に雨官を除く4名

は,同 日アンキサンダー・ピーク (4003m),キ ナバル 0

サウス・ピークの両峰にも登頂 した。更に7月 1日 には

前田,会津,寺元の 3名は,セ ント・ジョーンズ・ピーク
(4097m),ヴ ィクトリア・ピーク (4094m)の 両峰にも登

頂した。7月 2日 ,前記 3名はキング・エドワード・ピー

クを試登せるも, 6月30日標高 3810mの サヤト小屋にて

発病した城島隊員の病状が悪化したため,計画を中止して

下山。城島は英軍ヘリコプターにより7月 4日 ゲッセルト

ンの病院に入院したが, 8日 脳炎のため病死した。他の隊

員も6日下山し計画を打ち切って帰国した。

文献 :鹿児島大学山岳部「部報」Ⅵ (1967年 5月発行 )

1966.6～ 7 キナバル :Kinabalu

(4101m)の登山と学

術調査

活動期間 目 自勺 言己 事

ニュージーランド山

岳会との親善 (ホ プ

キンス・バンイ・キ

ャンプに参加)

日本山岳会東京支部婦人部ニュージーランド親善登山隊

隊長=*山口節子(32)隊員=*秋田しおみ(26)*武 田育子
(23)*岡部浩子(23)

行動概要 :12月上旬クライストチャーチ着,12月 9日 ～

12日 ,ア ーサーズ・パス国立公園に入山,フ ィルスタイン

に登頂。14日～17日 マウント・クック国立公園のシェラー

小屋,19日～23日 タスマン小屋に滞在。12月 20日 ホック

ステッター・ ドーム (2823m),22日 アルマー (2689m)の

両峰に全員登頂。24日 より1月 5日 までN.Z.AoC.ウ エリ

ントン支部主催のホプキンス・バンイ・キャンプに参加。

2月 1日 より山口,武田の両名は再びマウント・クック周
辺に入り,福岡登高会と合同にて,2月 5日 ミナンッツ

(3065m)に登頂。2月 7日 にマルテ・ブラン (3147m)を

試登,降雪多量のため9日下山した。

文献 :「JAC会報」260,262号

27 1966.12～

1967.2

アルプスでの登山と 隊長=吉見善次(27)副隊長=鈴木紘(28)隊員=木村博



29 1966.11～

1967.3

交歓

クック登頂お よび

L.P～H.Pの縦走

(25)森 川勝己(22)中世古直子(28)平栗延子(25)*高橋

達雄(33)太田徳明(25)

行動概要 :12月 22日 マルテ・ブラン 0ハ ットヘ入山,12

月23日 ミナンッツ (3065m)=吉見,高橋,中世古,平栗,
24日 ダグラス (3071m)=木 村,森川,24日 ハイディンガ
ー (3066m)=鈴 木,太田,26日 スペンサー (2750m)=鈴
木,太田, リンデンフィール ド (3150m)=木 村,森川,
エリーデビューモント (3109m)=高橋,平栗によりそれ
ぞれ登頂。 1月 1日 より主目標のクック,タ スマンにかか

り,ク ック (3765m)は 1月 1日 リンダ・コース (=吉見,

高橋), 1月 2日 リンダ・コース (=森川,中世古),ザブ

リゲン。リッジ・コース (=木村,太田), 1月 3日 リン

ダ・コース (=鈴木,平栗)よ りそれぞれ登頂。タスマン

(3498m)の 方は 1月 3日 シルバーホルン 0リ ッジ・コー

ス (=太田,森川),1月 10日 シルバーホルン・ リッジ・コ

ース (=鈴木,太田),サイム 0リ ッジ・コース (=吉見,

本村)よ りそれぞれ登頂。 1月 13日ハーミテージヘ下山。
1月 15日 より第 3次計画であるセフトンをめざし,吉見以

下 8名セフトン・ビバーク小屋に入る。翌16日高橋,中世

古,平栗はフット・ストール (2720m)に 登頂。鈴木,木

村,森川,太田の 4名でセフトンヘ向かうも頂上直下より引

き返す。18日悪天候のためセフトンを断念してハーミテー

ジヘ下山。 1月 25日 より最終日標のアスパイアリン (2988

m)に入山。 2月 2日 本村,森川,太田がアスパイアリン
に登頂。同日高橋,中世古,平栗はフレンチ峰を,吉見 ,
鈴木はアバランチ峰にも登り,ニ ュージーランドでの登山

を終了した。

文献 :不詳

福岡マウント・クック遠征隊 (Fukuoka Mt.Cook Ex‐
pedition)

隊長=*新見勲(36)隊 員=柳原健二(26)池辺勝利(24)
水崎嘉則(24)鬼木稔(24)
行動概要 :12月 中旬,ハーミテージよリクック山域へ入

り,12月 31日 , リンダ氷河経由 (=池辺,柳原),サブリゲ
ン・ リッジ経由 (=水崎,鬼木)の両ルートよリクックの

同時登頂に成功。更に柳原,水崎はクックのウエスト・ リ
ッジより登り,ロ ウ・ピーク～ハイ・ピークの縦走にも成

功した。他に,エ リーデ・ビューモント,グ リーン,ホ ッ

クステッター・ ドーム, ミナンッツ等にも登った。

文献 :不詳

(41)



海外登山年表 =1966年一

台     湾

Nos 活動期間 目 的 言己 事

1966.12～30

1967。 1

玉山 (3997m)登頂 東京印書館訪華親善登山隊
隊長=西田守(30)隊員=新井高明(31)村上明徳(26)白
石薫(25)横山文二(25)中国側隊員=郭玉祥(36)
行動概要 :12月 27日台北発,嘉義,阿里山を経て,排雲
山荘にBCを設営。29日 西山,30日 玉山 (主山)登頂。そ
の後,全島をワンデルングして 1月 5日台北着。

文献 :不詳

玉山 (3997m)登頂
1967.1

31 1966。 12～

32 1966.12～

1967.1

玉山 (3997m)登頂
(高校生登山指導者
の養成)

長崎大学学士山岳会訪華親善登山隊 (The Alpinist Par‐

ty for Sino‐ Japanese Friendship)

隊長=*本多夏生(36)副隊長=中尾勘悟(33)隊員=竹島
春見(27)松尾司(26)檜崎紙雄(23)森島征(23)久保健
彦(23)中国側隊員=陳仲佐,頼朝慶,頼澄洲
行動概要 :12月 3o日台北発,阿里山,排雲山荘を経て,
1月 2日 玉山 (主山),北山 (3920m),北 々山 (3910m)
に登頂,3日 更に南山 (3900m),南 玉山 (3380m)に 登
頂。4日東山 (3940m)に も登頂して6日東哺より台中ヘ

下山。

文献 :中華民国台湾省親善登山報告書「玉山とその周辺」

(1967年 2月 発行 )

東神戸高校山岳会玉山登山隊

隊長=*山内敦(35)隊員=*田 中俊甫(27)*古河省三(22)
*中本憲一(20)中国側隊員=黄爺羽
行動概要 :1月 7日 より14日 まで入山し地質調査および

登攀活動を行ない, 1月 10日玉山主峰に登頂。その後雪山

の偵察を行なって23日帰国。

文献 :不詳

33 1967.1 玉山 (3997m)登頂 日本山岳会信濃支部訪華親善登山隊
隊長=*三代沢本寿 隊員=*早川研一
中国側隊員=林天祥
行動概要 :連日の悪天候のため玉山 (主峰)に 1月 11日

登頂したのみで下山する。その後山中原住民の工芸の技術

および民俗的調査等を行なって帰る。

文献 :日 本山岳会信濃支部情報 No.13.

34 1966。 12～ 雪山 (3884m)登頂
1967.1

芝浦工業大学山岳部第 1回海外合宿訪華登山隊

隊長=浜野鉦市(40)隊員=荒井亮(22)竹谷宗男(20)日
黒嘉明(20)秋山知也(20)落合一布(20)大木賢一(19)斉

藤幹雄(19)高田潤(20)手塚房夫(19)原島正樹(19)東原

進(19)

行動概要 :12月 18日台北を出発。29日環山よリサランシ

ヨウ池,30日 シカヨウ山荘を経て山荘跡にBC設営,31日

(42)



雪山に登頂。1月 4日蘭漢小屋より環山を経て台北
へ下山。

1月 12日帰国。

文献 :不詳

名古屋商科大学訪華親善登山隊

隊長=大本勇夫(28)隊員=深井文礼(23)山川正樹(23)

飯田泰英(22)弓岡勇治(22)山口浩(21)鈴木徹(21)川

上勝彦(27)中国側隊員=林樹枝(42)

行動概要 :11月 30日台北着。12月 4日 豊原より入山。シ

カヨウ社,瓢単酒池,大山を経て,12月 7日雪山に登頂。

12日台中へ下山。その後日月渾,七星山等をまわり12月 23

日台北発帰国。当初雪山周辺で長期間滞在の予定であった

が,許可がえられず,雪山のみの登頂に終った。

文献 :名古屋商大山岳部刊「雪山登山報告書」(1967年

8月発行)

1966.11～

12

雪山 (3884m)登頂35

(43)
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♯95ピークハンター

♯100ピ ークハ ンター

♯75 クライマーエリート

♯90ピ ークハ ンター
♯95ピ ークハ ンター
♯35 ベルグシュタイガー
ハイキングスーパー

¥10,000

¥8,000

¥9,000

¥ 9,500

¥3,500
¥6,000

キスリング型

♯224(72 cm) ¥4,000

♯222(66 cm)¥3,800

♯65 (65 cm) ¥2,700

♯60 (60 cm)

♯55 (55 cm)

♯50(50m)
(価格は予告なしに変更する
ことがあります。)

￥

￥

￥

500

300

000

東京/蔵前 ジョッキースポーツ株式会社



技術と

一世界 を結ぶ登 山用品一

製品

ヒマラヤからハイキング
°ドライブまで

輸入品ホエーブス (オーストリア製)

石油 0ガソリン両用 燃焼時間 4時間
¥4,800

スキー・登山・ハイキング・体育用品の総合メーカー

=7===‐
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日本極地装備研究所
東京都千代 田区三年町 1番地 (商工会館内 )
TEL 東京 581-1078
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高質化 学 レザ ー製 高級 品

サイズ/22.5～ 27.5 Cm

カラー/黒

価格/3′ 000円
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本社・神戸市須磨区寺田町 3-1-3

他 に化学 レザ ー製 A-2,800円  J― |,900～2,300円  ラバー製 R― l,700～ 2,000円 もご ざい ます
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登 山用キャンプテン ト
キャ ンプ用 テ ン トは安心 して御客様 におすすめ出来 る日本山岳協会

公認サ イズ・ラベルの付 いた品 を御指定下 さい。

ラベル

登山用テント部会会員の製作 したテントは総

て人口右下部にラベルが縫付けてあります

日本帆布製品ェ業会連合会
登 山 用 テ ン ト 部

東京都 中央 区銀座 4の 1 三和銀行 ビル
電  話  (561)023101820

公認規格テント



エニー トランシーバーの通信連絡なら

信頼されています。

(主 な納入先 )

南 極 観 測 隊

国 立 登 山 研 修 所

第 21回 ～第 23回 国体

海 外 登 山 遠 征 隊

一 般 業 務 用

ANヽ 株式会社
=ニ

「FB口600 0◆ 5W l

ヒトランシーバー」

他にハンディタイプ
(300)7311    ●

“
ノ

(322)6590 FB‐つ二う循2型 0。 lW

=

0 本 社 東京都世田谷区烏山町1801
営業所 東京都杉並区下高井戸 |… 101
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″
″

亀
ヽ

………」ヽ

百
八
苗
４

ヽヽ
L
】〉
″
′
′

▲
▲
一■
一

〓
に

この 2字 を
靴 づ くり50年の伝統が物語る
ミナミのオリジナル

登山靴 …………………………… 5,800円 より

チロリアン・…………………………・… 5,000円

●スポ ーツマ ンの専門店

東京神 田小川町大通 り角 TEL(294)3731～ 5

横 浜 元 町 商 店 街  TEL 045(641)5271
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キスリング

門田ビッケル

〃 アイゼン

夏冬用テント 騰 柵
東京都文京区湯島 3-38-9

片 桐 盛 之 助

電話下谷(831){:::罐

蒙
ｋ

Ｆ
／

∠ 山友識″力′″ι
登山・スキー靴

新宿ステーションビル4階

サービスショッフ
°

TEL(352)6564

四谷本店
新 宿 区 三 栄 町 3
TEL(351)1912,7432

八重洲口

中央区八重洲 2の 5
TEL(271)1560,8575

40年 の 前 進 史
マ ナ スル 型 高 所 用 天 幕 考 案

1952年 日本山岳会マナスル偵察隊

全装備納入以来高所用天幕専門

製作・海外遠征隊には各方面より

御使用頂 き御高評頂いて居 ります

吉 田 喜 義 商 店
東 京 都 杉 並 区 桃 井 1丁 目 3番 3号吉田テント

8469( 間 )電話 東京 (399)2548
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東京都千代田区飯田橋 2丁 目8-6
電 話 (263)4741・ 夜 間 (261)4095
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キスリング
パラソル

スポーッウェアー

レジャー用品 品質保証

信頼 される

点 川テ〕卜株 式書社
有名デパート、小売店でお求め下さい。 東 京・大 阪・広 島
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札 幌 市 北 13条 西 4丁 目
T:EL (71)2346・ 8739
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等で湯高原湖 スキー場
｀

を結ぶ

みなさまの』賣吾』口IF層葦F轟臓

盗 鷺 潮 願 ど曲 ノ鉤 釉 崇 瘍

颯 澱 炒 勲

爾 卜 鷺 冬 畿 渕

懲 甕 鬱箪 隧 贔朦 ∫》― ト

"上椰1艤解 カ イ ラ イ ン
いつ で も どな た に も
お喜 び い ただ け る 長 野 電 鉄 ホ テ ル チ ェ ー ン

● 長 野 電 鉄 東 京 事務 所 容 241-714!● 名古 屋 案 内所 容 261-80H● 大 阪 案 内所 8633-8685



丸 善 の 洋 書 ご 案 内

ソ連測地学・製図学の精華の一大集成`最新世界地図帖'一英語版一

THE WORLD IIAPS Second EdHon
〈近々入荷発売〉1967。 33× 50 cm。 ,250 pages 予定価 ¥30,000
ソビエト測地学の最新データにもとづいて作成された詳細精密な世界の自然地理・領土・

行政区画 。人口・交通等にかんする地図の集成で,こ の種のものとしては世界屈指のも
のでございます。

麒第 1部

蜻第 2部

魏第 3部

颯第 4部

蜻索 引

地表の構成・領土区画にかんする自然地理と行政区分地図

ソ連の自然地理・行政区画・交通および各地域別の全般図

ソ連以外の世界の大陸別・各国別・地域別・島嶼別の自然地理・行政区画・交通地図

南・北極部分と海洋地図ならびに補足地図

本文とは別冊で索引が本年 3月 に出版予定。価格未詳

珀:°N⑭丸善 鼈i(愧絣端喜「嬬:鷲

建 築 関 係 図 書 出 版 /相 模 書 房

●フ ラ ッ トとハ ウ ス

●建 築 工 具 史 話

●建 築 物 法 規 概 説

●ェ 業 地 計 画 論

●屎尿浄化槽設計資料集

●日本 劇 場 史 の研 究

●住   居   学

長 素連訳・定価2,000円

李家正文著・定価 480円

笠原0市川著・定価 1,800円

紺野 昭著・定価5,000円

石関秀穂著・定価 1,600円

須田敦夫著・定価2,000円

吉阪隆正著・定価 950円

内容詳細 目録謹呈・東京都中央区入船町 2-10振 替東京 130480
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定評ある
コースタイム入精密地図 と案内書

奥 武 蔵 ・ 武 甲 山 ・ 三 峰・ 坂 倉登喜子
奥  多  摩  ・ 大  菩  薩  嶺・ 梶 玲 樹 。他
奥秩 父 0金峰 ～甲武信 ～雲取・乾徳・ 横 山厚夫他
陣馬高原・ 秋 川 漢 谷・ 道 志 山塊・ 浜 野条治他

飯  豊  ・  朝  日  連  峰・ 衣 袋 賢 二
大 雪 山 ・ 層 雲 峡 ・ 然 別 湖 0中 条良作他
金  岡」 ・  生  駒  ・  信  貴・ 仲西政一郎
六   甲     摩  耶・ 中 村  勲
岩 湧 山 e紀 泉 高 原 ・ 友 ヶ 島・ 仲西政一郎
京 都 北 山   比 良・ 角 倉 太 郎

吉   野       高   野・ 仲西政一郎
大  峰  の  山  と 漢  谷・ 仲西政一郎
大 台 ヶ 原 ・ 大 杉 谷 ・ 高 見 山・ 仲西政一郎

南 紀 0熊 野 ・ 伊 勢 ・ 志 摩・ 仲西政一郎
奥 高野・ 龍神 温 泉・ 湯 ノ 峰 温 泉・ 仲西政一郎
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果

山
岳
会
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く
、
奥
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ー
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は
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学
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探
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、
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い
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調
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山
菜
の
味
覚
を
思
わ
せ
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朴
で
新
鮮
な
山
旅
集
で
あ
る
。

■好評のブルーガイド・山のシリーズ
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。
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《サンワ》で
しっ力・り
,貯めましょう

みな さまの
10お

役 に立つ

ワU
三和銀行



日本団体生命はわが国における
グループ保険の開祖です。

個人保険 も

登山保険 も行なっております。

本店 。東京都千代 田区丸の内 2-1
電 話 (281)3211(代表)
小伝馬町別館 (役員室,総務部他 )
電 話 (662)3311(代表)
・東京都中央区日本橋小伝馬町3-2

支店 (大阪 0名古屋・福岡・札幌)
支社 (東京他 25)

昭 和 生 れ の ホ ー プ

日本 団体生命



みなさまと

ともに
'0年

20周 年

〈協 和 〉は 今 年 20周 年 を迎 え ます 。

つ ね にみ な さ まの最 も身近 か な銀 行 と して

変 らぬ お 力ぞ え をい た だ き 心 か らお礼 申 しあ げ ます 。

これ か ら もお客 さ まの心 をお預 りす る気 持 で

ま ご ころ こめたサ ー ビス を心 が け  ひ と りで も多 くの方 に
い ま まで以上 にお役 に立 て る よ う努 力 い た します 。

い っそ うのお 引立 て をお願 い 申 しあ げ ます 。

‐

ヽ



営 業 案 内

通    運 (車扱 混オ )5ト ンコンテナー
自動車運送    荷 造 包装
海    運    倉   庫
観   光   引  越
航    空   重量品作業
保    険 (運送保 険・生命保険 0火災保 険 )
ビル 移 転 、転 勤 荷 造 輸 送 一 切 、 及 び

海外登 山隊の御用命 を御待 ちします

日本 通 運 株 式 会 社

隅 田 川 支 店

両 国 支 店

錦 糸 町 支 店
江 東 支 店

新 小 岩 支 店

小 名 木 川支店

北 千 住 支 店

亀 有 支 店

業 平 橋 支 店

竹 塚 支 店

松 戸 支 店

田 端 支 店

王 子 支 店

赤 羽 支 店

隅 田 川 支 店  支店 長

荒 川区南千住 町 4丁 目1069番地
墨 田 区 横 網 町 ■丁 目 3番 27号
墨 田 区 錦 糸 町 ■丁 目 4番 地
江 東 区深 川 白河 町 4丁 目 ■番 地
葛 飾 区東小 岩 2丁 目 1番 の 4号
江 東 区 北 砂 3丁 目 3番 5号
足 立 区 千 住 旭 町 無 番 地

葛 飾 区 亀 有 町 5丁 目 137番 地
墨 田 区 押 上 1丁 目 ■番 97号
足 立 区 竹 塚 町 1264番 地
千 葉 県 松 戸 市 松 戸 1202の ■
北 区 田 端 町 1845の  6
北 区 王 子 2丁 目 ■ 番 1号
北 区 赤 羽 町 2丁 目 694番 地

信 澤喜代 司

電 話 (803)1111(大 代 )
日肇言舌 (622)2195⌒ - 5
日匡:言舌 (622)1121(乍 )ヽ

員肇言舌 (641)8376(ft)
日三言舌 (691)3196´ - 7
日肇言舌 (644)2111(イ ~t)

層巳言舌 (888)5231(十t)
員邑言舌 (601)3171(イt)
日霊言舌 (622)1131(イ ~t)

日肇言舌 (886)3797(ft)
■塁言舌 本公「

ゴ(62)2 ■4■
月匡:言舌 (893)3741(ft)
日EI言舌 (911)3991(イ t)
日肇言舌 (601)6131(ft)

―
眸
―
ユ「

ム
ー

ロ

ｒ

「ヽ
一



班サッ〕

コチ“上切」

力‐デコウォ‐,L

日 1建 鐘
東京都千代田区大手町2-8(日 本ビル )
TEL 270-6511(大 代表)

営
業
品
目

ス ロッ トル・ レバー

ク ラ ッ チ・ レバ ー

リコイル・ スターター

エ ヤ ー ク リー ナ ー

そ の 他

中小企業庁指定合理化モデルェ場
⌒

C型卜中央プレスエ業株式会社

代表取締役 原 田 幹 市

本社 ,東京工場 東京都杉並区桃井 4の 4の 4(399)0141(代 )
高崎工場 群馬県高崎市大八木777(高崎 2)0278(代 )

耕うん機、防除機、田植機、芝刈機

船外機、建設機械等に広 く使用され

ております。



自動面積計
牛キ言午 No.42029744
¥ 620,000

光電的方法で不定形平面の面積 を測定 し,デ ィジタル表示 します。

用途

地図上の諸面積,グ ラフからの曲面積,葉面積,顕微鏡写真から
の結晶の大 きさ等の測定ができます。

林 電 工 株 式 会 社

カタログ進呈

代 表 取 締 役   林  和  夫
事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 神 田 神 保 町 1-8

電話 (291)9213(294)0064(野 ロ ビル )
営 業所 東 京 都 千 代 田 区 神 田神 保 町 1-32

電話 (294)0062～ 305486(工 芸部 直通 )

山小屋 の窓 に

ペヤ グラス を
(断熱複層 ガラス )

凍らない くもらない 見晴らしがすばらしい

● お問合せ はお気軽 に どうぞ

板硝子工事 池田ガラス建材株式会社
代表取締役 池田光二 (会員 )

東 京 都 練 馬 区氷 川 台 4-35-9
電 話 (932) 3 2 0 1 (代 表)

電線・
ケニブル・

"播

州電機株式会社
姫 路・ 大 阪・ 東 京・ 名 古 屋・ 神 戸・ 富 山・ 札 幌



オートメーションの

完全体制を推進する

横河の電気計測器と

本山のコントロールバルブの御用は

代 理 店SU‖
横 河 電 機 製作 所

本山 ;liこ 作所 (仙台)

有 信 計 器 株 式 社
△

=
´
ゝ

取締役社長 神  谷   恭 (JAC-744)
横浜市花咲町 4-117 中銀ビル TEL(23)6551-3番

三 井 物 産 の

⑤
=け
しE口1£

檬´́ヽ
｀ヽ 、ヽ __……"´´ 、ヽ__「〕

二 一一

記録破りの

ソフトウイスキー

すいすい飲ろう″

い
ち
ば

ん

ソ
フ
ト
な

口
あ

た
り

ニ

ッ
カ
ウ
井

ス
キ

ー
株
式
会
社

５
０
０
円

〓
り
”



爽
や
か
さ
が

■|■|■

ぜ

い
た
く
な
天
然
香
料

と
、
新

基
剤

シ
リ

コ
ラ
ー

ル
Ｄ

⌒シ
リ
コ
ン
デ
ィ
芽
キ
サ
イ
ド
）

の
強
力
効
果
…
‥
サ

ン
フ
レ
ツ
シ
ュ
は

歯

を

光

ら

せ

る

だ

け

で

は

あ

り

ま

せ
ん
。

さ
わ

や
か
さ
が
　

だ

ん
ぜ

ん

●

2レz』をL

ち

が

い
ま

す

／

●美 と健康 と清潔に奉仕するサ ンスター

100円
150円
200円

1口ηL
III

′発売 元  シ オ ノギ製 薬  製 造 元  サ ン ス ター 歯 磨





Ｆ
り
，
三
Ｌ
Ａ

疲
労
・倦
怠
感

上
肩
こ
り
・
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・
筋
肉
痛

食
欲
不
振

・
胃
下
垂

・
便
秘

・
疲
れ
日

・
夜
尿
症
な
ど
に

★
５
ミ
リ
錠

・
２５
ミ
リ
錠

・
ほ
か
に

５０
ミ
リ

錠

　

★
詳

し
く

は
医
師

や
薬

局

・
薬

店

疲
労
は
そ
の
日
に
解
消
し
ま
し
ょ
う

A-5

毎
日
▼
・

電圏
♂

爵
霧鷺
代
社会の中堅を支える

０
時
一計
」」の

一嗜轟一一脚雄づはいませんか？

麗ゝ
♂
厨蝿眩轟ヽ

ぽ

ご
鶴夢 代

期
待
さ
れ
る

成
長
株
の
あ
な
た
に

ム
リ
が
重
な
り

生
活
が
不
規
則
に
な
っ
て
は

い
ま
せ
ん
か
？

代

責
任
の
重
み
を
増
す

あ
な
た
に

仕
事
と

一
緒
に

疲
れ
を
、
翌
日
に
ま
で

持
ち
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん
か
？

代

ト

ッ
プ

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の

あ
な
た
に

と
か
く
、
身
体
の
調
子
が

冴
え
ず
、
決
断
力
が

鈍

っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

新り"■ョ」留錠
肝 臓 障 害・神 経 痛・疲 労 回 復 に



最
初
の
う
ま
さ
が
持
続
す
る
…

★
サ
翌ｆ
■
ビ
|

LJ

●
味
は
本
場
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
サ
ッ
ポ
ロ
●
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー

月レ安ン

‐

「
」|||「

illll111=
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E==コ



，奥
様

の
腕
が
光
り
ま
す
／

主
原
料
に
エ
ス
ピ
ー
の
純
カ
レ
ー

あ
の
有
名
な
赤
カ
ン
。

世
界
各
地
か
ら
集
め
た
二
十
数
種
も
の

香
辛
料
が
、
ぜ
い
た
く
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
ま
し
た
。

ま
ろ
や
か
な
味
を
加
え
る
ク
ロ
レ
ラ
入
り

健
康

の
緑
藻
類

・
ク
ロ
レ
ラ
を
入
れ
ま

し
た
。
カ
レ
ー
の
辛
味
と
酸
味
を
整
え

て
、
だ
ん
ぜ
ん
お
い
し
く
し
ま
し
た
。

油
く
さ
さ
の
な
い
純
良
ラ
ー
ド
を
使
用

即
席
カ
レ
ー
に
共
通
の
、
あ
の
油
く
さ

い
に
お
い
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
　
　
、

高
価
な
純
良
ラ
ー
ド
を
使

っ
た
の
で
、

溶
け
る
の
も
早
く
理
想
的
で
す
。

一
流
レ
ス
ト
ラ
ン
と
お
な
じ

い
ま
ま
で
ド
ロ
ッ
と
し
た
カ
レ
ー
を
お

作
り
に
な
っ
て
い
た
奥
さ
ま
も
、
お
た

め
し
く
だ
さ
い
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
レ
ー
な

ら
で
は
の
味
を
、
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
入
れ
な
い
の
が
コ
ツ

香
り
を
逃
が
さ
ず
、
シ
ャ
ー
プ
な
味
を

作
る
た
め
で
す
。
す
ば
ら
し
い
味
と
香

り
で
、
奥
さ
ま
の
腕
が
光
り
ま
す
。

S&]BGOLDEN
ゴ ー ル デ ン カ レ
● ク ロ レ ラ 入 り…… … …… 7皿 分 ¥100円

■■■■■■

エスEL食 品 株 式 会 議



Ｄ

Ｄ

プリヂストンタイヤは

テストにつぐテストをか

さねた高速時代に万全の品

質です。世界のクルマに愛用

され、「高速にもっとも安全な

タイヤ」として信頼されています。

i喜:通菫:こもっとも霧可
`錯

なlタイヤP

フ
‖
リヂスト1ン

新 野 地 温 泉

▲

∠墾生

オ罰腰屋核 舘

スキーと登山の基地、岳人の宿

福島市土湯温泉町野地 1

オロ 本莫ダ
'ヽ

 良Ь

」h

塵ョ墨



スキー、ゴルフに信夫高湯温泉へ

吾妻スカイラインの表玄関

福島よリバス50分、ハイヤー25分

日本交塁購協定吾妻高原ホテル
TEL 庭坂 (024594)-78

登山に、湯治に、保養に

吾妻連峰920mの高原

福島天T水保可T百万_ぬ る湯

福島県観光連盟・協定

ぬる湯温泉
連絡先 TEL佐 倉 (024504)-63
43年 8月 に直通になります。

野地

高湯
土

湯

表吾妻唯一の山小屋

電燈、風呂、寝具、完備

夏期スカイライン浄土平駅より7分

冬期ぬる湯めより100分、信夫高湯めより200分

... ... ,,.,

吾妻小屋
問合わせ ぬる湯温泉

ぬる湯i妻



スキーに良し、登山に

良し、皆様のおいでを

お待ちしております。
吾妻連峰の東麓 標高750メ ー トルにある高湯温泉は福

島盆地の広がりを前に硫黄の匂いがた ゞよう高原のいで

湯でございます。

収容人員

宿泊料金

半  '自

170名様  客室45室

1200～3000円

800～ 1200円

食  250～ 500円

食  250～ 500円

朝

中

吾妻スカイラインの入ロ

高湯 温 泉

H(●層EL

ADnCHIV■
t `″

丁EL庭坂(024594)170～ 2
東京案内所 (561)1245～ 6



織ヒ襲ン畿り滋」目僕 ン ド ブ ッ ク定 価 5,500円

有 機 化 学 ハ ン
有 機 合 成 化 学 協 会 編

ド ブ ッ ク
43年 5月 発 行

機 器 分 析 ノ
機 器 分 析 ハ ン ドブ ッ ク編 集 委 員

ク
000P電

窯 業 工 学 ハ ン ド ブ ツ ク
窯 業 協 会 編                     定 価 8,500円

石
石 膏 石 灰 研

膏 石 灰 便 覧
定 価 1,800円

定 価 5,

米占  三L
日本 粘 土 学 会 編

究 会 編

権
威
dZ)

‐

執
筆
陣
ノ
達量
当面ユ
a」L■~lll::ili:lir

な
内
容
′

ハ ン ド ブ ツ ク
定 価 5,500円

都 市 ガ ス 便 覧
田 中 義 高 編                   ~~~定 価  750円

気 象 学 ハ ン ド ブ ッ ク
気 象 学 ハ ン ドブ ック編 集 委 員 会 編           改  訂

~中

生 物 化 学
生 物 化 学 ハ ン ドブ ッ ク 編 集

ハ ン ド ブ ツ ク
委 員会          定 価 3,000円

騒 音 対 策 ハ ン ド ブ ツ ク
日本 音 響 材 料 協 会 編                 定 価 4,000円

土 木 工
土 木 学 会編

学 ハ ン ドブ ツ ク
下 巻

(B5判 )

上 巻 各  定 価 7,000円

土 木 工 学 ハ ン ドブ ッ ク
土 木 学 会 編           定 価  布 -8,000円

(A5判 )

皮 -10,000円

土 質 工 学 ハ ン ド ブ ツ ク
土 質 工 学 会 編                    定 価 7,000円

防 災 ハ ン ド ブ
防 災 ハ ン ドブ ック編 集 委 員 会 編

ツ
定 価 5
ク
500F電

建 築 音 響 工 学 ハ ン ド ブ ツ ク
日本音響材料協会編                定価 4,000円

化 学 用 語
同 編 集 委 員 会 編

辞 」」L
900Pヨ

化 学 実 験 ハ ン ド ブ ツ ク
同 編 集 委 員 会 編                   定 価  800円

定 価

建 築 用 語
同編 集 委 員 会 編

辞 」」L
,500P電定 価 2

機 械 工 学 用 語 辞 典同編集委員会編                  定価1,200円
電 気 工 学 用 語 辞 典
同 編 集 委 員 会 編                   定 価 1,800円

■ 図書目録請求下さい。■

坂 1-3-6技  幸風 堂

微 生 物 学 ハ ン ド ブ ツ ク
微 生 物 学 ハ ン ドブ ッ ク編 集 委 員会 編          定 価 3,000円

栄 養 学 ハ ン ド ブ ツ ク
栄 養 学 ハ ン ドブ ッ ク編 集 委 員 会 編           定 価 2,500円

公 衆 衛 生 活 動 ハ ン ド ブ ツ ク
公 衆 衛 生 活 動 ハ ン ドブ ッ ク編 集 委 員 会 編        定 価 2,500円



＊
望

月

達

夫

著

遠

い
山

近

ロ

ロ

Ｊ
ｌｌ
Ｌ

新

　

　

刊

しヽ

Ｂ
６
判
／
本
文
三
〇
四
ぺ
―
ジ
／
黒
白
写
真

一
三
ペ

ー
ジ

ｏ
カ
ラ
ー
山
岳
画

一
ペ
ー
ジ
／
予
価
九
六
〇
円

ひ
た
む
き
に
山
に
登
り
つ
づ
け
て
い
る
華
福
者
の
ひ
と

り
で
あ
る
著
者
が
　
山
好
き
の
人
た
ち
に
送
る

〈遠
い

山
　
近
い
山
）
は
　
ひ
っ
そ
り
し
た
山
や
峠
の
紀
行
で

あ
る
。
こ
の
人

っ
気
の
す
く
な
い
山
や
峠
の
遍
歴
が

楽
し
い
飾
り
気
の
な
い
文
章
で
つ
づ
ら
れ
た
山
辺
閑
話

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 2の 1

電話 東京 291局 9442/振替東京 24/23

登
頂
ゴ
ジ

ュ
ン
バ

・カ

ン

Ａ
５
判
箱
入
り
上
装
本
／
本
文
三
二
八
ペ
ー
ジ
／
カ
ラ
ー
写
真

一
六

ぺ
―
ジ

・
黒
白
写
真
ニ
ペ
ー
ジ
／
折
込
み
地
図
二
枚
／
価
九
〇
〇
円

ヒ
マ
ラ
ヤ
は
初
め
て
と
い
う
八
人
が
　
一
九
六
五
年
四

月
末
踏
峰
ゴ
ジ
ュ
ン
バ

・
カ
ン
の
頂
に
立
つ
ま
で
　
そ

れ
ぞ
れ
に
感
じ
と

っ
た
喜
怒
哀
歓
を
素
直
に
つ
づ

っ
た

登
山
記
録
で
あ
る
。
こ
の
正
直
に
徹
し
た
朝
告
に
は

若
者
の
生
気
が
み
な
ぎ
り
　
異
色
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
頂
記

＊
加

藤
泰

安
著

森

林

草
原

・
氷
河

Ａ
５
判
箱
入
り
上
装
／
本
文
四
四
八
ぺ
―
ジ
／
写
真

二
五
ペ
ー
ジ
／
折
込
み
地
図
三
枚
／
価

一
五
〇
〇
円

近
代
登
山
家
の

一
人
で
あ
る
著
者
の
つ
づ
る
三
十
余
年

に
わ
た
る
蒙
古

・
ヒ
マ
ラ
ヤ

・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
登
山

と
探
検
の
紀
行
で
あ
る
。
そ
れ
に
登
山
談
義
　
随
想

人
物
論
な
ど
も
格
調
高
い
文
で
　
著
者
の
豊
か
な
経
験

と
情
熱
が
全
編
に
み
な
ぎ

っ
て
お
り
　
岳
人
必
読
の
書

＊
日
本

山
岳
会

編

／

一
九

六

八
年

版

山
　
日
　
記

Ａ
６
ポ
ケ
ッ
ト
判
／
記
入
欄

一
六
六
ペ
ー
ジ

。
本
文
二

一

六
ぺ
―
ジ
／
□
絵
原
色
版

一
二
ペ
ー
ジ
／
価
四
〇
〇
円

一
九
二
〇
年
に
誕
生
し
た
赤
い
カ
バ
ー
の

〈山
日
記
〉

は
　
山
行
で
す
ぐ
役
立

つ
記
事
や
資
料
が
　
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
ま

っ
て
い
る
。
な
か
で
も
「登
山
者
と
自
然
」

松
方
三
郎

　

「登
山
の
基
礎
」
加
藤
泰
安

　

「
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
地
図
」
深
田
久
弥
な
ど
は
　
岳
人
必
読
の
読
み
物

花渓堂の山岳図書

＊
坂

本

直

行

画

文

集

雪
原

の
足
あ
と

Ｂ
５
判
箱
入
り
布
特
装
／
本
文
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
／
□
絵
原
色
面
四
ペ

ー
ジ

ｏ
本
文
色
彩
画
三
八
ペ
ー
ジ

・
挿
画
六
九
／
価
二
八
〇
〇
円

三
十
年
間
　
北
海
道
で
ク
ワ
を
持

つ
か
た
わ
ら
　
好
き

な
山
を
登

っ
て
き
た
異
色
画
家
が

・北
海
道
の
四
季
の

自
然
を
美
し
く
楽
し
い
文
章
と
豊
富
な
絵
で
つ
づ

っ
た

面
文
集
で
あ
る
。
著
者
の
山
岳
画
は
個
展
で
も
好
評
を

博
し
て
お
り
　
書
架
を
飾
る
の
に
　
ま
た
と
な
い
書
物

＊
戸

野

昭

・
朝

倉

宏

編

山

で
唄
う
歌

Ａ
６
ポ
ケ
ッ
ト
判
／
第
１
集
＝

一
二
六
ペ
ー
ジ
／
価
二

四
〇
円
／
第
２
集
＝

一
七
六

ぺ
―
ジ
／
価
二
八
〇
円

山
で
歌
を
唄
う
人
た
ち
の
気
持
に
ビ
ッ
タ
リ
合

っ
た
歌

集
を
　
ご
要
望
に
こ
た
え
て
再
版
し
た
。
第
１
集
は
比

較
的
に
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
も
の
６１
曲
を
　
第
２
集
は
日
本

の
歌
も
選
ん
で
　
む
ず
か
し
い
原
語
の
曲
に
は
訳
詞
を

つ
け
６８
曲
を
集
め
て
あ
る
。
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
い
り
便
利

■
●

―

●

■



未知に挑戦するとき
クレモナの良さが集結する。強い

扱いやすいノ風雨、紫外線にビク

ともせず、黙々とその威力を発揮

します。あらゆる試練に耐え抜 く

山男の根性をそのまま受けついだ

クレモナ。ヒマラヤから南極まで

広 く各地で信頼をあつめています

Юり蓄bビ
=口
〕

″ルモt
=』ゝL 山 用 具
テント0シ ート0ル ックザック・アノラックなど

倉 敷 レ イ ヨ ン 株 式 会 社
大阪市北区梅田8・ 東京都中央区日本橋通3の 1



「山
岳
」
投
稿
規
定

一
、
投
稿
は
誰
で
も
自
由
で
あ
る
。
日
本
山
岳
会
員
で
あ
る
必
要

は
な
い
。

一
、
原
稿
の
採
否
は
山
岳
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●感激の第一声から緊急連絡まで

アタック・パーテ ィとベース・キ ャンプ間など

離れた所と、ボタン 1つで無線連絡が簡単に

でき、安全な登山がスピーディにおこなえます。

●遠距離通話ができる〈500mW〉強力形

高性能 シリコントランジスタとメカニカルフィルター

が威力を発揮 .′ 山の項上と頂上の間約100kmで もOK

2チ ャンネルの送受信もでき混信の時にも安心です。

●受信待ち時間の雑音を消すスケルチ装置付

雨でも使 える防滴ケースなど、軽 くて便利な設計です。

実力を発揮する強力〈500 m W〉遠距離形

2波内蔵遠距離用高感度設計 1:石 トランシーバ(500mW)RJ‐20(防滴ケース、イヤホン、電池付)

1台 現金正価 28,000円  月賦定価 (12回 )29,700円 (初回金5,5∞円 毎月2,2∞円×H回 )

2台 1組 現金正価 56,000円  月賦定価 (12回 )59,400円 免許申請料 1台につ調 0円
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